平成 3 年 6 月 2 日 第 3 種 郵便 物 認可 平成 7 年 9 月 1 日 発行 (毎月 1 回 1 日 発行 ) 第 7 巻 第 9 号 通巻 第 64 号 


日 | TNYCOWPUTNG | | 
トラ う 校 コリ ピ テ ヴ 


ek 。 を 収集 7 の ブツ ザウ 
特集 WIndOWS 時 代 の デー タ 計 測 と 解析 入門 穫 
ーー Linux 入門 1 9095 





3.5 イ ンチ ハー ド ディ スク ユニ ッ ト 


_ SCENAGE LX series 

最大 容量 1GB ま で の すべ て の モデ ル に 平均 シー ク 15mS 以 下 、 回 転 数 
、 4500rpm の 高速 ドラ イブ を 採用 し た SCENAGE LX シ リー ズ 。 PC-98 シ 
リー ズ 対 応 の DB モデ ル に は 、 マ ル チ ベ ンダ ー 機 能 を サボ ー ト し た SCSI-2 
イン ター フェ イス 「IF-2768」 が 標準 添付 され 、 抜 群 の コス トバ パ フォ ー マ ン 
ス を 発揮 し て いま す 。 さら に ビギナー に も 安心 の 使い 易 さ と 、Macintosh 
や DOS/V パ パソ コン に も 対応 し た 幅広 い ラ イン アッ プ 構 成 で 、 す べ て の パ 
ソコ ン 環 境 を トー タル に サポ ー ト し ます 。 


圏 メー カー 希望 小売 価格 


区 LX-340-DB POOL Y 42.800 LX-340-ISF PCEXLY) 4 52.800 
LX-340-M…………Y\42,800 。LX-340-BLD ……Y37,800 
LX-540-DB ……… Y44,800  LX-540-ISF……… 7 
科 旬 (1 RCOOCCCLX 3 44.800 LX-540-BLD DOC Y 39.800 
LX-1000-DB ……Y79,800 。LX-1000-ISF ……Y89,800 
LX-1000-M ……… 2 ん Ni い U 陣 還 らい il ZZ 


PC-9800 シ リー ズ 用 SCSI-2 インター フェ イス カー ド 
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@ デ ー タ 転送 方 式 と し て 、DMA 転 送 、FIFO 転 送 、 バ スマ スタ 転 
送 の 3 つの 方 式 を サポ ー ト 代 SCSI-2(Fast SCSI) を 採用 供 SCSI-2 対 応 
の 機器 と の 間 で 理論 上 最大 10MB/ 秒 の デー タ 転 送 が 可能 供 SCSI-2 
は SCSI-1 の 上 位 規格 な の で 、SCSI-1 の 機器 も 同時 に 接続 可能 供 起 動 
時 の SCSI デ バイ ス の サー チ を 高速 化す る こと に より 、 起 動 に 要する 時 間 
を 短縮 釜 DMA チ ャ ネル 、 割 り 込み レベ ル 、SCSI-ID の 設定 な ど が メニ ュー 
形式 の ソフ トウ ェ ア に よっ て 簡単 に 設定 可能 葵 HDD バ ラメ ー タ 自動 解析 
機能 装備 介 他 の イン ター フェ イス カー ド に 接続 し て 使用 し て いた ハー ド デ ィ 
スク を 再 フ ォ ー マ ッ ト す る こと な く 使 用 可能 (マル チ ベ ン ダー 機能 ) 





4.4 倍 速 CD-ROM ユ ニッ ト 6 倍速 CD-ROM ユ ニッ ト 
CD-660S CD-900S 
[3 の 遇 きけ 今 転送 レー ト : 922KB/S 
@ ア クセ スタ イム : 150mS の アク セス タイ ム : 145mS 
@ キャ ッシュ メモ リ : 128KB @ キャ ッシュ メモ リ : 256KB 


※VideoCD の 表示 再生 に は 専用 の ソフ トウ ェ ア ・ ハ ー ド ウェ ア が 必要 で す . 
※ ぶ Photo CD の 表示 再生 に は 専用 の ソフ トウ ェ ア が 必要 で す . 
較 メー カー 希望 小売 価格 


CD-660S-N ………] Y29.800 CD-900S-N………- まい いり 
CD-660S-NB …… Y39.800 CD-900S-NB …… MI いり 
CD-660S-M……… Y32.800 CD-900S-M……… Y62.800 


CD-660S-ISF …… Y44.800 CD-900S-ISF …… Y74,800 
CD-660S-BLD …Y29.800 CD-900S-BLD …Y59.800 


DOS/ ツ バ パソ コン 用 PCI バ ス クラ フィ ッ ク ア クセ ラレー タ 


GP-2000PV-2M 


氏 最 大 解像度 1600X1200(16 色 、256 色 表示 可能 ) 

で 64 ビ ッ ト ARK2000PV を 採用 媒 PCI バ ス V2.0 に 準拠 
GP-2000PV-2M は 、Windows 上 で の スク ロー ル 動 作 、 動 画 再 生 も スム ー ス に 行え る 
先進 的 な アー キテ クチ ャ を 採用 . V RAM を 採用 せ す 、D RAM 2MB の 描 載 で 高速 描 
画 を 実現 し 、 さ ら な る コス トバ フォ ー マ ン ス を 追求 し ます 

較 メ ー カ ー 希 望 小売 価格 

GP-2000PV-2M も ooeeoooeeeeeeoeeeeooeeoeeeeeoeeeSeeeeeoeeeeeee 4 39.800 


PC-9800 シ リー スズ 用 クラ フィ ッ ク ア クセ ラレー タ 


GL5434-2M/4M 


氏 最 大 解像度 1280 ベ 1024 ド ッ ト 参 フ ルカ ラー1.677 万 色 表 示 

氏 最 新 64 ビ ヒット の CL-GD5434 (Cirrus Logic 社 製 ) を 採用 し た 2MB と 
4MB の D RAM を 搭載 し た 2 モデ ル 

圏 メー カー 希望 小売 価格 

UK 四 (いり 放り] なの 2 MEMS Y 24.800 

1 KC 1 旧い し 放り | は 1 た の RE Y 32.800 


※※ 対 応 パ ソコ ン 

代 PC-98 シ リー ス : 386 以 上 、DOS 5.0 以 上 、Windows31 以 上 
@Macintosh シ リー スズ : 68030 以 上 、 漢 字 Talk7 以 上 
@DOS/V 機 : Future Domain 社 の 推奨 機 、Windows3.1 以 上 
※ ラ イン アッ プ 表 記 中 の 対応 機種 表現 に つい て 


-DB=PC-98 ン リー ス 用 (IF-2768 付 き ) 
-N=PC-98 ン リー ズ 用 (ICM 製 イ ンタ ー フ ェ イ ス な し ) 
-NB=PC-98 ン リース 用 (ICM 製 イ ンタ ー フ ェ イ ス 付 き ) 
-M=Macintosh 用 
-ISF=DOS/V 用 (ISA バ スイ ンタ ー フ ェ イ ス 付 き ) 
-BLD=DOS/V 用 (増設 用 ) 


RC に こき Se に: 遥 OSNut ド よこ: 人 SAIEN IN トーア 
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深い OS ノ 聞 守 と ざさ 





イン テリ ジェ ント FAX モデ テム 
MX-28SB 


テレ ホン ライ ン を 通じ て 、 そ の 先 は 世界 へ と つなが る 。 

MX-288B は パソ コン を コミ ュ ニ ケー ショ ン ツ ー ル へ と 変貌 させ る 高速 FAX モデ ム で す 。 

デー タ 通 信 は 最高 28.800bps, 

話題 の イン ター ネッ ト を は じ め 、 多 く の パ ソコ ン 通 信 サ ービス か ら の 情報 収集 に 

不可 欠 な 高速 性 能 を 備え て いま す 。 

また パソ コン か ら 作 成文 書 を ダイ レク ト に 相手 先 FAX に 送信 、 

ある い は 相手 先 か ら の 送信 文書 を 直接 パソ コン で 受信 する FAX モー ド は 最高 14.400bps. 

これ 1 台 で あな た の パソ コン が 、 世 界 へ アク セス する 通信 、FAX 送 受信 機能 付き の 情報 端末 に グレ ー ド アッ プ さ れ ま す 





@V.34 &VFC 準 拠 28800bps 

@ デ ー タ 圧縮 :V.42bis/MNP5 搭 載 -* 実 効 通 信 速 度 を 最高 200% 一 300%UP 
@ エ ラー 制御 : V.42/MNP4 搭 載 + エ ラー フリ ー 通 信 を 実現 

人 @ 移 動体 通信 プロ トコ ル MNP10 搭 載 

で FAX : G3 FAX (14400/9600) 機 能 、Class1、Class2 搭 載 

圏 メ ー カ ー 希 望 小 売価 格 


《PC-9800 シ リー ズ ・DOS/ リ パパ ソコ ン 用 ) 

MX-288B-PC ……… Y34,800 (D-SUB25 ピ ン RS-232C ケ ー ブ ル ・D-SUB9 ピ ン RS-232C 変 換 コ ネ ク タ ・ アン シン ak 2 ・EasyFax-Lite・WTERM・ 人 ント ロ パ ッ ク ) 
(Macintosh シ リー ズ 用 

MX-288B-M………… Y 34,800 (Macintosh 用 RS-422 ケー フル ・ モ ジュ ラー ケー ブル ・MacComCenter・NIFTY-Serve イ ント ロ パ ッ ク ) 


※ 技 術 基準 適合 認定 番号 S95-2106-0 技術 的 条件 適合 認定 番号 L95-N178-0 


(PC-9800 シ リー ズ 用 高速 RS-232C ボ ー ド ) 

OO Y 16,800 (WTERM for SA-255N) 
衣 > 16 バ イト の 送受 信 バ ッ フ ァ に より CPU の 負荷 を 低減 

信 最 大 通信 速度 が 230400bps ま で ソフ トウ ェ ア 設 定 が 可能 
信 割 り 込み レベ ル は ソフ トウ ェ ア で 切り 替え 可能 






※ 表 示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 ※ 製 品 の 仕様 に 関す る 詳細 は 、 販 売店 も し く は カタ ログ で ご 確認 くだ た さい. ※ そ の 他 の 記載 され て いる 会 社名 及び 商品 名 は 、 各 社 の 商標 及び 登録 商標 で す 
念 大 阪本 社 営業 部 /〒532 大 阪 市 淀川 区 宮原 3 丁目 5 番 36 号 新 大 阪 第 2 森 ビ ル 7F TEL.06)350-5701 FAX.(06)350-5711 人 東京 支店 /TEL.(03)3291-7493 FAX.(03)3291-7494 


IO 株 式 会 社 アイ ンー エム 、 @ 計 性 営業 所 /TEL.(052)561-4927 FAX.052)561-3644 坦 北 海道 営 業 所 /TEL(011)2104778 FAX.011)210-4766 介 福 剛 営 業 所 /TEL(092)262-1529 FAX.(092)262-1530 
⑯ 東 京 シ ョ ー ル ー ム /TEL.(03)5294-6570 FAX.(03)5294-6575 (定休 日 / 月 曜日 ・ 祝 祭日 )( 営 業 時 間 /AM.10:30 一 PM.6:30) 


資料 請求 No 2 








INTELLIGENT 
INSTRUMENTATION" 





知 的 生産 性 を 高め る 新 次 元 の デー タ 収 集 


庄 





計測 アブ リケーション 0 開発 時間 を 大 由 絆 で きま す 。 


Visual Designer は MESSCOMP'94 に お ける 計測 ソフ トコ ン テ ス ト で 優勝 。 
実力 の 程 を 、DASport で お 確か めく だ さい 。 


ポー タブ ル 計 測 シ ステ ム 


机上 か ら 現 場 ま で 。 デ ー タ 収集 が 必要 な どん な 場所 で も 使用 可能 。 
価 100kHz アナ ログ 入力 
@ チ ャ ン ネ ル 数 : 16、 ゲ イン : 1、10、100 
代 ト リガ リン グ : アナ ログ デジ タル 
倫 D| : 8 DO : 8 ビッ ト 
僅 カ ウン タ : 16 ビ ッ ト 1 個 儲 DOS/Windows 用 ドラ イ バ 付 
供 寸 法 : 203WX152.4DX63.5H(mm) 
PCI-20450P-35 \139.000 
アナ ログ 出力 、 バ ッ テ リ ー 付 モデ ル も あり 
文 信号 線 接続 オプ ショ ン 多 種 


で Visual Designer の 詳し い 操 作 方 法 等 を 記載 し た 日 本 語 版 
ユー ザー ズ マ ニュ アル を ご 用 意 し て いま す 。 
下記 まで お 問い 合わ せ 下 さい 。 


・ 朋 析 ・ 制 御 シ ステ ム 
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ハー ド DASport \139,000 
ソフ ト Visual Designer \189,000 


\329:Q00 
キャ ン ペ ー ン 特価 \\ 193.000 


計測 ・ 解 析 ・ 制 件 ・ 表 示 シ ステ ム 開 発 ツ ー ル 


計測 ・ 解 析 ・ 制 御 ・ 表 示 用 カス タム シス テム 開発 の 驚異 的 な 時 間 
短縮 比 を 実現 。 オ シロ スコ ー プ 、PID、DSP ラ ボ 自 動 化 、 ラ イン 
自動 比 、 モ ニタ ー、 ロ ガー な ど 用 途 は 無限 。GPIB、RS232 通信 、 
100MHz まで の A/D 変 換 、 フ ィ ル タリ ング な ど 多 様 な 機能 。Excel、 
1-2-3、LAN に よる リモ ー ト 計測 も サポ ー 
@3 ス テッ プ で シス テム を 実行 。 

1. 必 要 な 機能 ブロ ッ ク を 選択 

2. ブ ロッ ク を 接続 し 、 パ ラメ ー タ を 設定 

3. 収 集 、 デ ー タ 処理 、 記 録 ・ 表 示 ・ 解 析 を クリ ッ ク 1 つ で 実行 

PCI-20901S-3 \189,000 


Visual Designer の セミ ナー 開催 日 程 


5 年 8/ ら 5、8 プ 8B、98 プ らら 2、10/6、20 





] イン テリ ジェ ント イン スト ル メ ン テ ー シ ョ ン 株 式 会 社 


〒222 神奈 川 県 港北 区 新横浜 1-3-10 新横浜 IO ビル 7F 


TEL.045-474-4162( 代 ) FAX.045-474-4167 


4 Bur-Brown Corjpany 自 放 本 定置 


資料 請求 No.6 


ECN 


& 





この 欄 に 掲載 され て いる 情報 は 各 企 業 か ら の 広告 メッ セー ジ で す . 
新 製品 、 話 題 の 製品 、 キ ャ ン ペ ー ン 製品 な ど を ダイ ジェ スト ・ ス タイ ル で ご 案内 し て いま す . 


ぜひ ご 活用 くだ さい : 


ELECTRONICS 


COMPUTER 
NEWS 


1 99 ら 


な お 、 掲 載 情 報 へ の お 問い 合わ せ は 、 提 々 の 綴じ 込み リー ダー ズ ・ カ ー ド を ご 利用 に な る か 、 


直接 広告 主 に ご 連絡 くだ さい . 


また 、BOX ナ ン バ の つい た 広告 は 、F A X 情報 BOX で 詳し い 情 報 入 手 で きま す . 


03-5570-1303 に ダイ ヤル 後 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 操作 し て くだ さい 


米国 MIZAR 社 MZ7928 
PCI バ ス DSP ボ ポ ボード 


信 最 新 の DSP チ ッ プ TMS320C80( ク ロッ ク 
40/50MHz) を 搭載 

介 2BOPS(Billion Operations Per 
Second) の 高 性 能 を 実現 

但 DRAM: 8 一 32MB 

@VRAM: 6MB 

但 じ EPROM:500KB 

コー ンズ & カ ン パ ニー・ リ ミ テ ッ ド 
03-5821-1627 
〒101 千代 田 区 東 神 田 2-5-12 





| 資料 請求 No.9001 


ノー ト 型 パソ コン で デー タ 収 集 
PCMCIA 対 応 ん D 変 換 ボ ー ド 


倫 ケ ー ブ ル コネ クタ ボッ クス も タバ コ の 
箱 と 同 程度 の サイ ズ の コン パク ト 設 計 
休 12bit100KHz,8ch SE/4ch DLAD 変 換 
価 デ ジタル 入出 力 各 2ch 
今 計 測 シ ステ ム を ビジ ュ ア ル に 構築 で き 
る DT VEE と 組み 合わ せ て 利用 可能 
僅 動 作 時 30mA、 休 止 時 10mA の 省 電力 
析 リ ンク スコ ー ポ レー ショ ン 
03-5489-3871 悦 03-5489-3872 
〒150 東京 都 渋谷 区 道玄坂 1-10-2 


資料 請求 No.9004 


03-5821-1632 


ロジ ッ ク 波 形 の 作成 ・ 編 集 ソフ ト 
波形 エディ タ 


氏 タ イム チャ ー ト の 作成 に 

仙 ロ ジッ ク 、 マ イコ ン の 機能 学習 に 

但 タ イミ ング 設計 の アシ スタ ント に 

倫 ゲ ー ト アレ イ の テス ト パ タ ー ン 入力 に 
16K パ ター ン 、136 チ ャ ン ネ ル の 波形 を 
どん な 拡大 縮小 倍率 で も 、 ど の 画面 位 
赴 か ら で も スピ ー デ ィ に 作成 で きま す 

WAVE98 


アス コム (株 ) 043-258-7032 
〒262 千葉 市 花見 川 区 花見 川 4-16-220 





資料 請求 No.9002 


リア ル タ イ ム で 画像 取り 込み 可能 


世界 初 PCI 対 応 画像 ポ ボード 


倫 パソコン の シス テム メモ リ に 収集 し た 
画像 を リ り アルタ イム に 転送 可能 
但 パ ソコ ン の 汎用 ビデ オカ ー ド に よる シ 
ング ル モ ニ タ で リア ル タ イ ム 表 示 
但 パ ソコ ン の CPU を 用 いて 高速 画像 処理 
但 NTSC お よび PAL の 両 規格 に ソフ ト 対 応 
仁 Sch デ ジタル 出力 で マシ ン 制 御 が 可能 
中 リン クス コー ポレ ーション 
03-5489-3871 03-5489-3872 
〒150 東京 都 渋谷 区 道玄坂 1-10-2 


資料 請求 No.9005 


アナ ログ 入力 , ディ ジタル 入出 力 
PCMCIA Typel A/D カ ー ド 


ノー ト パ ソ コン で フィ ー ル ド デ ー タ の 収 
集 と 解析 が 出来 る DASCard-1000 シ リー ズ 
人 @16CH ( 片 線 接地 ) プ 8CH ( 差 動 ) 

人 12bit140kS/s 
@MSDOS,MS-Windows 上 で 、 ギ ャ ッ プ の 
無い 高速 デー タ 収 集 但 オン ボー ド FHIFO 
人 で 12bit デ ィ ジ タル 入出 力 

販 エ ヌ エ フ 回 路 設 計 ブ ロッ ク 
045-545-8111 045-545-8191 
〒223 横浜 市 港北 区 綱島 東 6-3-20 





資料 請求 No.9003 


電源 電圧 の 異常 監視 と デー タ 収 録 
AC フ イン モニ タ ALM-200 


但 AC0 一 300V の 電圧 測定 

供 渋 形 に 依存 し な い 真 の 実効 値 の 潮 定 

代 瞬 断 、 サ ー ジ 、 サ グ 、 イ ン パ ルス ・ ノ 
イズ 、 波 形 等 の 観測 お よび 警報 出力 

人 で 長期 間 (375 時 間 ) 連続 デー タ 収 録 

W デ ー タ 分 析 に 便利 な 豊富 な デー タ 表 示 
お よび プリ ント 出力 

候 外 形 230W、180D、55Hmm、 重 量 1.2kg 

(株 ) ト ライ シー 03-3491-2721 

〒153 東京 都 目黒 区 下 目黒 3-7-2 





資料 請求 No.9006 


パソ コン 用 D AT バックアップ 
N3200DAT シ リー ズ 


但 パソコン の ハー ド デ ィ スク を 丸ごと バ 
ッ ク ア ッ プ (最大 2GB) 

候 外 付 用 サブ システム と 内 蔵 型 ド ライ ブ 
を ライ ン ナ ッ プ 

で NetWare,WindowsNT 等 の ネッ トワ ー ク 
OS に も 完全 対応 

で 148.000 円 (内 蔵 ) 178.000 円 ( 外 付 ) 

日 商 エ レク トロ ニク ス ( 伯 PC プ ロダ クト 部 

03-3544-8387 03-3544-8201 

〒104 東京 都 中 央 区 築地 7ー3 一 1 





資料 請求 No.9007 


大 容量 マス クロ ム エ ミ ュ レ ー タ 
R T 一 System 


<RT-system> は 大 容量 マス クロ ム の エミ 
ュ レ ーション を 行なう た め の エ ミュ レー 
ショ ンチ ッ プ と 、 そ の ライ ター で す 。 
但 よ スト に は DOSV 機 を 使用 

で EPROM よ り も 速い 書 込 、 消 去 時 間 

圏 RT-E8 32 ピ ン DIP(8Mbit) 

園 RT-E16A 42 ビ ピン DIP(16Mbit) 

圏 RT-E32A 42 ピ ビン DIP(32Mbit) 


帆 ラ イズ 〒101 千代 田 区 三崎 町 2-20-1 
03-3238-1240 03-3238-7857 





資料 請求 No.9010 


世界 中 の 交流 電源 を 1 台 で 供給 
1251WP 型 ポー タブ ル 電 源 


信 100V コ ン セ ント に 繋ぐ だ け で 各国 の 電 
圧 ・ 周 波数 の 得 ら れる 交流 電源 . 供 入力 85 
ー264V,47 一 63Hz. 出 力 100/115/220/230/ 
240V,50/60Hz. 出 力 電 力 1250VA. 信 電圧 ・ 
周波 数 確度 1%, 電 源 ・ 負 荷 変動 22. 信 電 
圧 士 10%, 周 波数 土 3Hz を 一 発 で 設定 で き 
る テス トモ ー ド . 栓 ビー ク 容 量 大 . 久 入力 
電流 波形 歪み は な い . 食 重量 13kg. 

( 朋 セ ッ ト ジャ パン 03-3812-0240 
〒113 東京 都 文京 区 本 郷 4-12-16-706 





資料 請求 No.9013 


FAXBOX No.121# 


コン ピュ ー タ ウイ ルス 防止 カー ド 
ViuStop 「 バ イラ スト ッ プ | 


SG る SKK 


念 拡張 スロ ッ ト に 挿入 する だ け で ウイ ル 
ス 侵 入 を 防止 移 メ イン メモ リ を 占有 し 
な いた め 、 メ モリ 不足 や 処理 速度 が 遅く 
な る 心配 不要 多 新 ウイ ルス に も 対応 
書込み 禁止 に より 書き 換え お よび 削除 
不可 能 金 DOS よ り 前 に 監視 開始 

多 定 期 的 メン テ ナ ン ス や アッ プ グ レー ド 
不要 多 標 準 価格 \30.000( 税 別 ) 


由 ケ ン ウ ッ ド 計測 機器 事業 部 営業 部 
横浜 市 緑 区 白山 1-16-2 045-939-7055 





資料 請求 No.9008 


方 程 式 解法 ソフ ト 
EQUATRAN-GforWindows 


で 5 s 


EQUATRAN( イ コ - ト ラン ) は 数 値 
計算 を プロ グラ ミン グ せ ず に 簡便 に 行う 
ソフ ト で 、 い わ ぱ ば 「 技 術 計 算 の た め の 人 簡 
言語 ] で す 。 線 形 ・ 非 線形 連立 方 程 式 、 
常 微分 方 程 式 を 解く こと が で き 、 最 適 化 
問題 や 最小 2 乗法 問題 が 扱え ます 。 計 算 
結果 は 、 グ ラフ 機能 や レポ - ト 機能 に よ 
り 加 工 が 可能 で す 。 
三井 東 圧 化学 株 03-3592-4190 
〒100 東京 都 千代 田 区 霞ケ関 3-2-5 





資料 請求 No.9011 


ROMICE に 便利 ・ ROM 変 換 楽ちん ! 
ソケット アダ プ タ X 


ソケット アダ プ タ X は 、24 一 32 ピ ン ま 
で の ROM ソ ケッ ト に 差込み 、ROMICE や ROM 
交換 を スピ ー デ ィ か つ 安 全 に 行う こと の 
で きる アダ プ タ で す 。 一 度 使っ た ら 手 離 
せな い 便 利き で す 。 付 属 ソ ケッ ト の 交換 
で 24、28、32 ピ ン が 使用 可能 で す 。 

本 製品 は FAX で の み 問 合せ に 応じ ます 。 


0726-20-2003 0726-20-2002 
有朋 ヒュ ー マ ン デー タ 〒567 茨木 市 
中 穂積 1-2-51 シャ トー 春日 第 3 ビル 2F 





資料 請求 No.9014 


ワン ボー ドコ ンピュータ 
SA 


64bitI/O 十 4DAC 十 4ADC 多 機 能 ボ ー ド 
人 @ び CPU TMPZ84C015 

で 9.8304M H z 水晶 発振 
@32KBROM 32KBRAM 

@ び TMP82C265 8bit X6 ポ ー ト 

のび DAC MAX5068bit 4ch 

のび ADC MAX1508bit 4ch 

念 価格 \40.000 


ミヤ ケ 電 子 工業 人 株 075-501-2022 
〒607 京 都市 山科 区 勧修寺 福岡 町 280 





資料 請求 No.9009 


パソ コン 通信 中 に 電話 が 使え ます 
ホー ム TA 


ょ ax ar 人 
| ーー は 5 人 


4| し 人 当 
ーー に 


殺 電 話 中 に 同時 に パソ コン 通信 、FAX 通 信 
が 可能 多 電 話 回 線 1 本 で 同時 に 2 つの 
通話 が 可能 移 ダ イヤ ルイ ン 機 能 あ り 

金 ワ ンタ ッ チ 高速 リダイヤル 機能 付 
念 手持 ちの 電話 機 、FAX、 モ デム が 使用 可 
例 ISDN 使 用 環境 を 低 価格 で 実現 

大 き さ : タバ コ 2 箱 位 

念 特 別 価格 : \50,000( 税 込み ) 


販 エ スト マ 新宿 区 百人 町 2-24-13-103 
03-5332-7531 03-5386-3490 





資料 請求 No.9012 


作り な が ら 学 ぶ マ イコ ン 入 門 基 板 
TREENI ジ ュ ピ ビブ 





圏 豊 語 な 機能 : Z80 系 TMPZ84C013、 
ROM32K、RAM32K、25 キ ー、8 桁 LED、 
セン トロ 、RS232C、A/D・D/A 変 換 、 ス ピ 
ー カ 、ROM ラ イタ 、MIDI、120 曲 オル 
ゴー ル 、BASIC お よび Z ビ ジョ ン 対 応 。 
同定 価 : 基本 キッ ト 12.000 円 、 基 本 + 拡 張 
キッ ト 21,000 円 、 完 成品 は +3000 円 


(株 ) E S P 企 画 較 0774-65-1321(24 時 間 ) 
0774-63-2743 (月 ~ 金 AM10:00<12:00) 
〒501-62 岐 阜 県 羽島 市 正木 町 三 ッ 柳 123 





資料 請求 No.9015 


Z 8 0 全 機 種 対応 ! 
R OM デバ ッ ガ RM8 0-DB 


倫 簡 単 操作 で TI CE ライ ク な 開発 支援 シ 
ステ ム 欠 RS-232C を 持た な い CPU ボ ー 
ド の プロ グラ ム デ バッ グ に 使用 可能 供 R 
OM, RAM 全 て の メモ リ 空 間 が プロ グ 
ラム デバ ッ グ に 使用 可能 セ ッ ト ア ッ プ 
が 簡単 で RESET や MI1 信 号 の 補 促 不用 劉 コ 
ント ロー ル ソ フ ト を 起動 する と 即 プ ログ 
ラム デバ ッ グ 作業 が 行え ます 。 

帳 専 門 教育 研究 所 03-5684-2906 
〒113 文 京 区 本 郷 3-11-5 賠 03-5684-2907 





資料 請求 No.9016 


キー ボー ド へ の アタ ッ チ メン ト 
10KVCH30 他 


ー 
ョ 上 4 
2 3 
| コ 者 2 
d ビ 
プ 
E ュ て 
は 2 
ト 人 
有 
PP 
こ 
『 
* 


圏 10KVCH30 [写真 ] \4.500 9 月 末 迄 モニ 
タ 値 DOSV キ ー 配 置 交 換 が 15 ケ 迄 0S に よ 
ら ず 可 。 不 便 な CTRL/ESC も 好み の 位置 に 
圏 10KCV98VA \7,000 好 評 発売 中 : 手 に 慣 
れ た PC98 キ ー ボ ー ド を DOSV OADG106 キ ー 
(ミニ DIN6P) へ 中 継 圏 10KCVV98B \7,000 
( 7 月 末 予 定 ) 安 価 な DOSV 用 パー コー ドリ 
ー ダ が 98 用 に 。98Key も つなが る タイ プ 


株 テン ショ ウ 〒583 羽曳野 市 白鳥 3-4-3 
0729-57-0789 0729-56-5159 





資料 請求 No.9019 


ノー ト PC 用 計測 & 制 御 モ ジュ ー ル 
NOTEーWINGS 


例 ノ ー ト PC98 (拡張 バス 110P) 用 の 小型 
マル チ I/O。Lotus123 等 と 組合 わせ て 、 
計測 処理 用 の IT プ O サ ンプ ル ソ フ ト 付 

例 A/D.12bitX8ch,D/A.12bitX2ch 
DiO.32bit,CT.2ch,EXPT/O0 バ ス CN 付 

念 拡張 バス 直接 固定 型 NTML-98D 翌 3000 


信 オ プシ ョ ン . 
( 有 ロ ー ム 理研 


〒431-04 静岡 県 湖西 市 新所原 2-6-7 
053-572-3961 053-577-1969 


、 デー タロ ガー ソフ ト 他 





資料 請求 No.9022 


アル DSP ボ ー ド 
Ursb ン ナーズ 


胡 ユ 
DS 


DSU-U シ リー ズ は ,PCIL98 バ ス を サポ ー ト 
し 、 2 個 の TMS320C40 を 搭載 し た コス ト 
パフ ォ ー マ ンス の 高い D S P ボ ー ド で す 。 
但 レ ステ ム パ フォ ー マ ン ス 550HOPS 
価 DRAM(32MB,2 ク ロッ ク ) , SRAM(1MB) 
信任 意 の ユー ザー 回 路 の 実装 が 可能 
代目 的 に 合せ た モジ ュー ル が 搭載 可能 

人 @ び ノー ホス トモ ー ド (ホス トト CPU 不要 ) 


ハス ク 技 研 株 075-661-2662 
〒601 京都 市 南 区 上 鳥羽 南 唐 戸町 7 





資料 請求 No.9017 


ボー ダレ ス で 使用 可能 な 1CE 
Pentica MIME シ リー ズ 


人 英国 Pentica 社 の イン サー キッ ト エ ミ 
ュ レ ー タ は 信頼 性 ・ 新 チッ プ 対 応 の 速 さ 
等 で 欧米 マイ コン 開発 者 の 標準 機 と し て 
定着 価 Windows 版 C じ ソー スコ ー ド デバ ッ ガ 
人 @ び トリ ガ ボ ポイ ント 、 イ ベン ト 等 の パフ ォ 
ー マ ン ス 分 析 ツ ー ル や 計測 イン スツル ヌ 
ン ツ 提供 島 Motorola 系 及び Hitachi 系 の 
MPU に は 特に 強く 各種 チッ プ に 対応 


帳 ソ ー テ ッ ク 工 人 舎 ( 事 ) 較 045-661-7360 
〒231 横浜 市 中 区 太田 町 4 一 55 





資料 請求 No.9020 


回 路 ・ ア ー ト ワー ク CAD 
HiWIRE HH 


ミー ーー き ー 
| ecwoee Clamp 





BBS : 048-622-8407,N81,9600, 開 局 
DemoSoftDown, ゲ スト 歓迎 
ID 取得 者 Schoo 1 VersionDown 可 
UpDATA か ら 低 価格 基板 製作 受託 
1)HiWIRE II EDT 
2)Autorouter for Dos 
3)Autorouter for WINDOWS 1 6 万 


割引 1 十 2 20 万 円 。 1 十 3) 23 万 


松 電 子 シ ステ ム ( 有 048-624-5881 
〒331 埼 玉 県 大 宮 市 三橋 3-245 島 田 ビ ル 1F 





資料 請求 No.9023 


目的 に 合せ た 拡張 が で きる 
D SU 一 U 専 用 モジ ュー ル 


Video 一 G モ ジュ ー ル (写真 ) 
信 画 像 入力 NTSC4ch 人 画像 処理 チッ プ 
SALA 搭 載 欠 画像 処理 空間 max4096x4096 
その 他 , 下記 モジ ュー ル が あり ます 。 

PーLOG モ ジュ ー ル 倫 入 力 ch 数 1 6ch 
旬 サ ンプ リン グレ ー ト max5 0 0 KHz 
供出 力 CH 数 8ch 

S 一 LOG モ ジュ ー ル 欠 入 力 ch 1 6 ch 
代 サ ンプ リン グレ ー ト max 1 0 MHz 


ハス ク 技 研 帳 ( 男 ・ 住 所 左記 に 同じ ) 





資料 請求 No.9018 


AVOCET マ イコ ン 開 発 ツ ー ル 
AVCASEI68XX 


に 


従来 の AVCase68K の アッ パー バ 

で 68000/10/20/30/40/,,683XX,C P U32 
まで フル サポ ー ト する C コ ン パ イラ 、 ア 
セン プラ 、 シ ュ ミ レー タデ バッ ガ を 和合 
ず が 統 合 開発 ツー ル 氏 IEEE695 支 援 
拡張 メモ リ 、 コ プロ セッ サ 対 応 豊 コン パ 
イラ や アセ ンプ ブラ の み の 販 売る 可能 
68K 以 外 の ター ゲッ ト 各 種 ラ イン アッ プ 
則 ソ ー テ ッ ク 工 人 僅 ( 事 ) 画 045-661-7360 
〒231 横浜 市 中 区 太田 町 4 一 5 5 





資料 請求 No.9021 


デジ タル 信号 処理 の パー トナ ー 
速 DSP ボ ー ド 


に デン 


F ココ 選 


長年 の 実績 が 貴方 の ご 要望 に お 応え し ま 
す 。 湾 形 解析 や 適応 制御 等 々 、 必 要 な 項 
目 ・ 内 容 を 提示 いた だ けれ ば 、 ハ ー ド 及 
び ソ フト の 設計 や 製作 を し て 提供 いた し 
ます 。 ワ ン ボ ー ド か ら シ ステ ム ま で 、 簡 
単なる も の か ら 複 雑 な も の まで 、 初 歩か ら 
専門 段階 まで 種々 セ サ ポ ー ト で きま す 。 


帳 日 本 技研 


0182-32-0506 0182-33-6533 
〒013 秋田 県 横手 市 赤坂 字 大 道 添 3-2 





資料 請求 No.9024 


フレ ー ム ・ メ モリ (モノ クロ ー ム ) 
CT-9800B 


』 『 
に ま 】 


特長 借 1 画 面 の 記憶 と 表示 出力 : 512(H) 
X512(V)X8bit 1 画面 or 512(H)x256(V) 
X8bit 2 画面 供 入 出力 は 各 1 ケ の BNC ュ ユネ 
クタ 倫 入 力 画 面 へ の 計測 用 スケ ー ル や 文 
字 ・ 図 形 の スー パー イン ポー ズ 氏 ダ イレ 
クト メモ リマ ッ ピ ング に よる 高速 で 簡単 
な アク セス 欠 対 応 機種 : PC98, PC486., 
FC98 信 サン プル ソフ ト 付 氏 オ プシ ョ ン 有 
サイ バー テッ ク ( 株 ) 06-372-5558 
〒531 大 阪 市 北 区 本 庄 東 3-9-15 





資料 請求 No.9025 


ARCNET サ ポー ト 
組込み カー ド パ ソ コン 


が EL 議 因 だ 


@ ア イス 、 ラ イタ 不要 86X118mm 

@FA に 最適 な ARCNET-LAN を サポ ー ト 。 
パソ コン 1 人 台 で 、 各 ノー ド の ソフ ト 開 
発 を 可能 と する LAN ス コー プ を 用 意 。 

依 ROM_DOS( デ ー タ ・ ラ イト 社 製 ) 搭 載 。 
開発 キッ ト 用 ソフ ト E-TERM 有 。 

信組 み 込 み 制 御用 LAN に 最適 。 

日 本 エセ ッ ク 相 

03-5256-3166 03-5256-3167 

〒101 千代 田 区 外 神田 2-10-8 富士 ビル 


資料 請求 No.9028 


多 機 能 高速 280 リ モー ト デ バ ッ ガ 
ZDB101] 


Z80 全 機種 に 対応 可能 な ROM 型 デバ ッ ガ 
東芝 、 ザ イロ グ 、 日 立 、 川 鉄 、10MJNoWAITOK 
シリ アル ポー ト が 空い て な い 機 種 で も 可 
SystemLoad 社 ZVisionRemote(MINI 可 ) ま 
た は 専門 教育 研究 所 RM80 に も 対応 可能 
ROM 空 間 へ の ユー ザー プロ グラ ムロ ー ド 
ICE の よう な 使い 勝手 で ROM 化 可能 な プ 
ログ ラム の まま デパ バッグ \35,000 


称 ホ ロ ソ ン テ ッ ク 03-3288-9951 
〒102 千代 田 区 九段 北 1-12-3 九 段 北 ビ ル 


資料 請求 No.9031 


フル ガラ ニャ ラウ ゼ セーム と メ モリ 
トー の 6 (0 ピ | 


@ シ ンプ ブル デザ イン 名 高 品質 信 フ ルカ ラ 
ー1677 万 色 錯 XY 座標 で 使い 易い 512(H) 
X512(V) 画 素 を 採用 氏 入 出力 は NTSC コ 
ン ボ ジッ ト 、S 端 子 信 号令 ア スペ クト 比 
1:1、4:3 切 換 機 能 借 1/2 縮 小 機能 借 ダ イ 
レク トメ モリ ー マ ッ ピン グ 久 CT-9801C 
プロ グラ ムコ ン パ チ ブ ル 旬 PC-9801 全 機 
種 対応 便 低 価格 


サイ バー テッ ク ( 株 ) 06-372-5558 
〒531 大 阪 市 北 区 本 庄 東 3-9-15 





資料 請求 No.9026 


PC 用 制御 グラ フィ ッ ク ソ フト 
Windows 版 “" カ ンタ ” 


3 ーー 


較 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で 作画 。 テキ スト エ 
ディ タ で も 作画 可能 。 較 最 大 50 画 面 、1 画 
面 100 要 素 。 較 I/O 制 御 は シー ケン サ と リ り 
ンク 可 。 較 シー ケン ス 演 算式 が 記述 可能 。 
圏 ネ ットワーク で 装置 間 を 連結 可能 。 
賠 98、DOS/V 動 作 可 能 ソ フト 有 。 

較 FA パ ソコ ン 、 ボ ー ド な ど 各 種 多数 を 取 
り 扱 い 。 


帳 ア イケ ー シ ス テム 男 較 0568-75-8886 
〒485 愛知 県 小牧 市 小木 東 2-98 


資料 請求 No.9029 


PC98 用 プロ グラ マブ ル 電 源 ボ ー ド 
「OP 1 2CP] シリ ー ズ 


亀 回 路 動 作 試験 、FA/LA 検 査 器用 途 に 最適 
但 分 解 能 : 128bit 久 出 力 数 : 1or2 

食 出 力 電圧 : 士 10, 土 5, 士 2.5+10,+5V 選 択 
人 出力 総合 電流 :+1A,-750, 土 450mAMax 
信 電 流 レ ンク 機能 、 フ ェ ー ル 検出 機能 、 
トリ ガ 出 力 機能 、 出 力 保護 機能 

圏 一 \55,000 較 取扱 店 募集 中 

テク ノ ・ グ レー ス ( 有 

〒917 福井 県 小浜 市 湊 11-15-3 

0770-52-7724 悦 0770-52-7720 





資料 請求 No.9032 


フル カラ ー・ フ レー ム ・ メ モリ 
CT-9801F( 新 製品 ) 


特長 @1677 万 色 フ ルカ ラー @ XY 座標 で 使 
い 易 い 512 (HH) x 512(V) 画素 で 2 画面 、 又 
は 640(H)x512(V) 画 素 で 1 画面 @ 入 出力 : 
NTSC、S 端 子 、RGB 信 号 、PC 画 面 へ の ス 
ー パ バ パー イン ボ ー ズ @ ダ イレ クト マッ ピン 
グ (2M バ イト の プロ テク トメ モリ ー 双 は 
128KBX16 の バン ク メ モ リー、32 ビ ッ ト 
パッ ク ド ピ クセ ャ ル ) @PC 98 全 機種 対応 


サイ バー テッ ク ( 株 ) 06-372-5558 
〒531 大 阪 市 北 区 本 庄 東 3-9-15 





資料 請求 No.9027 


テ 作 外 /7 グ 回 路 シ ミュ レー タ 
BLogic プ B2Spice 


EE 
L ド ピ に 


シミ ュ レ ー タ で 研究 者 自身 が 個人 で 購入 
で きる よう に 適正 な 価格 に な っ て いま す 。 
従来 の この 種 の ソフ トウ ェ ア に 比べ 大 変 
安価 で す が 、 設 計 で きる 回 路 の 大 き さ や 
ノー ド 数 な ど 機 能 上 の 制限 は あり ませ ん 。 
B*Logic \39,800/ B*Spice \29,800 

人 で トラ 技 広告 貞 も ご 覧 下さ い 参 

( 有 ) そ ら コ ンピュータ ・ プ ロダ クツ 
045-262-1097 045-232-1637 





資料 請求 No.9030 


映像 信号 の 加工 に ! 
MOVEー 一 PICT 


念 NTSC 表 示 位 置 (HV) 移 動 、 輝 度 、 色 調整 

基板 (MOVE-PICT Ver1.1) \15.800 
文 位置 : 土 50% 支 輝度 :0 一 100% 

@Y/C 入 力 ー つ コン ポー ネン ト (RYLB-Y,Y, 

SYNC) 変 換 基板 

信 速 度 カ ウン タ 基 板 ( 制 限 付 ) 

価 PWM(FETD ド ライ ブ 基 板 (DC20A) ・5,800 

用 ログ ファ ー ム 

08847-7-0099 08847-7-2118 

〒779-23 徳島 県 海部 郡 日 和佐 町 245-27 





資料 請求 No.9033 


画像 圧縮 ・ 伸 張 ボー ド 
CT-9803A 


特長 価 JPEG (国際 標準 方 式 ) 採用 
@1/25 程 度 の 圧縮 で 画像 劣化 が 殆ど な い 
借 当社 姉妹 品 CT-9801C お よび CT-9800B 
を は じ め 各 社 の フレ ー ム メモ リ 用 イン タ 
ー フ ェ イ ス ・ ソ フト 付 

用 途 亀 画像 フ ァ イ リ ング 傘 画 像 通信 久 そ 
の 他 デ ィ ジ タル 画像 の 圧縮 ・ 伸 張 に 最適 


サイ バー テッ ク ( 株 ) 06-372-5558 
〒531 大 阪 市 北 区 本 庄 東 3-9-15 





資料 請求 No.9034 


モニ タ ・ キ ー ボ ー ド 共有 シス テム 
XrossKey98/AT,AT/AT 


・ 2 台 の パソ コン を 1 台 の キー ボー ド ・ 
モニ タ ・ マ ウス で 使用 で きま す 。 
・ パ ソコ ン の 組み 合せ は 98/AT と AT/AT。 
・ 使 い 慣 れ た キー ボー ド (98 付 属 IBM101, 
106) が 、 そ の まま 利用 で きま す 。 

・ キ ー ボ ー ド 操作 で 切替 が 可能 で 、 そ の 
他 便利 な 機能 色々 。 詳 しく は 下記 まで 。 


帳 オ ブ ジ ェクト 豊中 市 刀根 山元 町 12-27 
E-mail info@object.co.jp 
06-844-1747 06-844-1760 


資料 請求 No.9037 


エレ クト ロニ クス 分 野 に 強い 
広告 代理 店 [株 式 会 社 ゴン 」 


Ori 


信 当 社 は 電子 、 電 気 、 パ ー ソ ナル コン ピ 
ュー タ な どの エレ クト ロニ クス 分 野 を 
中 心 と し た 広告 代理 店 で す 。 
電子 部 品 、 電 子 機 順 、 パソ コン な どの 
広告 は 、 経 験 豊富 な 当社 に ご 相談 くだ 
きい うら また 「 新 営業 案内 ] を お 送り い 
た し ます の で 、 お 気軽 に お 電話 下さ い 


株 ゴン 営業 部 
〒170 東 京都 豊島 区 東池袋 2-51-2 
03-3989-0611 03-3980-2853 





資料 請求 No.9040 


マル ティ メデ ィ ア 用 ビデ オ ボ ー ド 


NTSC ビ デオ 信号 を PC-98 シ リー ズ の ぷ ポ 
ソコ ン 画 面 に 動画 表示 。 

人 @1677 万 色 ア ルカ ラー 動画 表示 

登 オー バー レイ 巡 キャ プチ ャ 

舘 フ レル スク リー ン ・ フ ル モ ー シ ョ ン 録 画 
再生 (JPEG ) 

(用 途 ) プレ ゼン テー ショ ン ・ 画 像 通信 ・ 
リア ル タ イ ム 画 像 解析 な ど 


サイ バー テッ ク ( 株 ) 06-372-5558 
〒531 大 阪 市 北 区 本 庄 東 3-9-15 





資料 請求 No.9035 


ソフ トウ ェ ア の セキ ュ リ ティ 機器 
[ACE」| シリ ー ズ 


但 セ ント ロタ イプ ACE 一 2 倫 RS タ 
イプ ACE 一 8 代 初 期 費 用 198.000 円 ( 
書 込 機 1 台 . ACE 20 個 ) 依 買 増分 @3.800 
円 一 価 ACE 内 に 7bit9 文 字 書 込み 可 旬 チェ 
ッ ク 用 ソー ス は 契約 メー カー に 公開 代 独 
自 の 回 路 で NOTE で も 安定 動作 氏 5 個 まで 
連結 使用 可能 免 BASIC で も 導入 可 旬 DOS., 
WINDOWS,WINDOWSNT 対 応 


(株 )1CL 03-5285-0963 遠藤 
〒169 東京 都 新宿 区 大 久保 2-4-15-4F 


資料 請求 No.9038 


DOS/V マ シン の 組み 込み に 最適 ! 
PC ググ 1 0 4 シリ ー ズ 


側 PC/104 シ リー ズ は DOS/V を カー ド ゲ ー 
ジ 、 バ ッ ク プ レー ン 不 用 、 限 らち られ た スペ ー 
ス に 低 コ スト で の 組み 込み 可能 駐 CPU カ 
ー ド は 386SX、486LSC、80486DX2 の 選択 可 
能 但 DOS/V だ け で な く Z80、KC80SBC の 拡張 
I/O ボ ー ド と し て も 使用 し 、 柔 軟 に シス テ 
ム を 構築 豊 ROMDISK、VGA、DIO、 ア イソ レー 
ショ ン 、A/D、D/A、 モ ー タ CRL、ARCNET 他 


(株 ) テ ィ ー エ ー シ ー 075-311-7307 
〒600 京都 市 下京 区 西 七 条 赤 社 町 47 





資料 請求 No.9041 


世界 で 初め て OT AX が 開発 
ハー フ ビ ピッ チ DIP ス イッ チ 


ハー フ ビ ピッ チ デ ィ ッ プス イッ チ (端子 間 
1.27mm ) は 世界 で 初め て OT AX が 開発 
し た 商品 で す 。 (KH シ リー ズ ) 

特徴 ① 内 部 機構 の 超 小 型 化 に より 高密 度 
実装 可能 (当社 比 8 極 に て 面積 41.9%) 

② 2,4.6,8,10 極 標準 在庫 。③ 耐熱 性 樹脂 
の 使用 で 耐熱 温度 が 向上 。④① S MT マウ 
ンタ ー に よる 自動 実装 。 リフ ロー 可能 。 

オー タッ クス 幌 田 045-543-5621 
〒223 横浜 市 港北 区 新羽 町 1215 





資料 請求 No.9036 


マン シン 語 、C 言 語 、Z80、680XO 等 MPU 


マイ コン の 設計 製作 教育 


但 Z80、680XO、80X86 の マシ ン 語 の 理解 
久実 際 に 上 記 MPU を 使っ た 基板 の 設計 
マイ コン を 自作 で きる よう に な り ま す 
ディ ジタル 、 ア ナ ロ グ 回 路 の 設計 製作 
倫 V_BASIC 言 語 、 綴 言語 プ ログ ラミ ング 
@ 徐 問 コ ー ス 有り 、 週 一 回 コー ス 有 り 
通信 教育 有り (FAX、E-mail、 郵 便 ) 
東京 マイ クロ プロ セッ サー カレ ッ ジ 
03-3617-3112 03-3617-3113 
〒136 東京 都 江東 区 介 戸 1 - 3 4-1 1 





資料 請求 No.9039 


圧接 工具 の スグ レモ ノ 
ハン ド プ レス YS 一 114 


フラ ッ ト ケ ー ブ ル コネ クタ 圧接 用 ハン ド 
プレ ス YS-114 は 、 各 種 メ ー カ ー の コ 
ネ ク タ を 圧着 で きま す 。 コ ネ ク タ 固 定 板 
の 調整 で 、 様 々 な 大 き さ の コネ クタ が 圧 
着 可 能 で す 。 上 厳 選 さ れ た 材料 で 、 熟 練 し 
た 職人 の 手 で 製造 され ます の で 高 品 
耐久 性 抜群 の 優れ も の で す 。 

( 有 ) 吉 村 製 作 所 
0489-24-1197 


0489-24-4929 
〒340 埼玉 県 草加 市 谷塚 上 町 412-20 





資料 請求 No.9042 


NTIT ダ イヤ ルイ ン サ ービス 端 末 用 
電話 交換 シミ ュ レ ー タ 


圏 ダ イヤ ルイ ン サ ービス 端末 を 対象 に 相 
互 接続 お よび 通信 テス ト が で きま す 。 

で DP(20PPS) PB を 自動 識別 豊 ス イッ チ 
切替 で アナ ログ 通信 端末 の 試験 も 可能 
介 司 機能 内 蔵 FAX 装 置 な どの 販促 用 途 や 
開発 ツー ル に 最適 の NTT 回 線 接続 不可 
亀 標準 価格 48,000( 納 期 約 1 週間 ) 

山 ア ッ プ ロー ド 

〒734 広島 市 南 区 西 旭 町 14-25 
082-254-8400 082-254-8777 





資料 請求 No.9043 


ボー ド 開 発 , 検査 , 保守 の 必需 品 


い 


PCLISAVME エ クス テン タ 


⑥ 〇 アイ ソレ ーション タイ プ (端子 付 ) 
遅延 250ps の 最新 IC を 用 い . し か も PC 
の 電源 を OFF に せ ず に ボー ド 着 脱 可 。 
・PCI532, 332( 写 真 )・PCIX32 一 5, 一 3 
・ISAIX16 ・VLBIX ・VME100 
・64bitPCI ・PMC 

〇 ノー マル タイ プ (プロ ー プ 端子 付 ) 
・PCIEX4-5H-D,-3H-D 

立野 電脳 (株 ) 0428-77-7010 

E-mall : GGC00374@niftyserve.or.jp 





資料 請求 No.9046 


小型 で 携帯 し や すい AC ア ダ プ タ 
PSA-10・PSA20 


小型 の 平面 トラ ンス と 小型 制御 I C を 採 
用 し 、 ス リム で 軽量 な スイ ッ チ ング AC 
アダ プ タ で す 。AC プ ラグ は 写真 の 様 に 
筐 体 に 収納 で きま す 。PSA10 は 出力 が 5 一 
15V まで 、 入 力 100V の 10W。 PSA20 は 入 
力 220V ま で 20W 仕 様 。 ノ ー ト パソ コン 
に 最適 。 


三 真 物産 (株 ) 
06-229-0302 06-229-0339 
〒541 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 4-3-910 


資料 請求 No.9049 


Z80 コ ン パ チ ブ ル CPU ボ ー ド キッ ト 
SK 一 8012 シ リー ズ 


PS 、 
ii 
ト 


> 


an 


 : 
おち 1 
1 】 
は 】 
者 
婦 
し 
委 / 
5 
ま 
ほ 】 1 
# 
す 
7 
す 
5 
(は 
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ここ ゃ に N 
に 


人 で 川 崎 製 鉄製 KL5C8012 を 使用 食 同 クロ 
ッ ク Z80 の 約 4 倍 の 処理 能力 代 ボ ー ド 上 
に RAM、ROM 各 最大 1M ビ ッ ト 搭 載 可能 
@⑱CPU ク ロッ ク : 9.8MHz 借 1/O0 ポ ー ト 
:40 ビ ッ ト 鍛 寸 法 : 80X53mm 

圏 AX( 外 付 RAM 十 開発 ツー ル 付 ) 9,800 
一 BX( 外 付 RAM 十 資料 付 ) \5,000 
圏 CX( 内 蔵 RAM の み ) \3,500 


有朋 シ ステ ムロ ー ド 048-475-0367 
〒352 埼玉 県 新座 市 東北 2-29-11 


資料 請求 No.9044 


小型 で 低 価格 の 普及 型 電力 計 
デジ タル 電力 計 


但 コ ン セ ント に 差し 込む だ け で 面倒 な 
配線 が 不要 

供 小 漠 軽量 で 取扱 い が 簡 単 

但 ホ ー ル セン サー 直接 乗算 方 式 で 真 の 
電力 実行 値 表 示 

但 そ の 他 デ ジタル 電力 計 フ ァ ミ リー も 
あり ます 欠 価 格 \ や 25. 600 一 

(株 ) ユ ー・ ア ー ル ・ デ ィ ー 

045-502-3111 045-502-3632 
〒230 横浜 市 鶴見 区 本 町 通 4-169-3 





資料 請求 No.9047 


バ パソ コン 通信 革命 
シス テム スタ ー タ ーAUTO-6 


克 だ 22 


圏 電話 の 呼び 出し ベル が 鳴る と 自動 的 に 
出力 コン セン ト が オン し て シス テム を 立 
上 げ 無 人 運転 を 開始 、 通 信 終了 後 は 自動 
オフ する 。 終 了 後 も 通信 が あっ た こと を 
アク セス ラン プ で 表示 。 

圏 そ の 他 の 機種 と し て 、CPU の 電力 消費 
を 検出 し て 周辺 装置 の 電源 を 自動 オン ン 
オフ する タイ プ と ノー ト パ ソ コン 専用 。 


(株 ) エ ヌ ・ イ ー・ エ ス 0286-82-8841 
〒329-13 栃 木 県 塩谷 郡 氏家 町 氏家 3488-4 


資料 請求 No.9050 


敵 小 型 プ ロト コル モニ ター 
MSM 一 38 


・ RS232C、RS422A、RS485 
・ 非 同期 300-19200BPS 
志 : JIS、ASCII、HEX ISO、EIA(NC) 
40X2 行 、 記 憶 2560B(P・OFF 保 持 ) 
・ 電池 /AC100V オー ト パ ワ ー オ フ 
: 保持 デー タ 出 力 


圏 本 体 価格 38,000 円 
マイ クロ サポ ー ト (株 ) 06-399-5577 
〒532 大 阪 市 淀川 区 宮原 1-19-10 





資料 請求 No.9045 


不正 コピ ー 防 止 ツ ー ル 
持 出 厳 禁 V1.5 


-g WOOws() 


作 7、 PC98,DOS/Y 
W のど ーーー 
テグ ト 


・ コ ピー プロ テク ト ツ ー ル ・Windows DLL 
呼出 ・DOS の COMLEXE に 直接 プロ テク ト 
強力 キー フロ ッ ピ 手軽 な 運用 キー ハー 
ド デ ィ スク ・ ラ ンタ イム フリ ー- 納 品 , 販 
売 , 見 本 ソフ ト に 最適 ・ 企 業 , 学 校 , 内 部 ソ 
フト に 使用 可 。 圏 仙 格 各 48,.000 円 
ソフ ト 開 発 承り ます 。 デー タベース 、 
DOS,Windows,Z80,86.ROM 化 


販 ポ トス 078-753-6443 
〒655 神戸 市 垂水 区 塩屋 町 4-1-7-303 





資料 請求 No.9048 


NNECTION SYSTEM 
リー ズ (( 新 製品 ) 


従来 の 231 シ リー ズ に 、 極 間 ピ ッ チ サイ 
ズ が 半分 の 2.5mm ピ ッ チ タイ プ が 新 登 場 
し 、 さ ら に 高密 度 実装 を 可能 に し た 。 
念 定 格 電 圧 : 250V 

供 定 格 電 流 : 4 A 

人 使用 電線 範囲 : 0.08 一 0.5mm 

人 g 極 問 ピ ッ チ : 2.5mm 

ワ ゴ ジ ャ パン 人 

0423-30-7511 0423-30-7575 
〒183 東京 都 府 中 市 日 鋼 町 1-1 コタ ワー 





資料 請求 No.9051 


DSP 専 門 パワ ー シス テム ハウ ス 
ディ ジタル 信号 処理 


DSP 


介 /NMI い 2PANNpd 


DSP ソ フト 開発 か ら ハ ー ド 開発 ・ 製 造 
まで 一 貫 し て 受注 で きま す 。DSP ソ フ 
ト 開発 単独 の ご 依頼 も 歓迎 いた し ます 。 
食 音 声 処 理 三 分 析 ・ 合 成 ・ 認 識 ・ 識 別 ・ 
ボコ ー ダ ・VO 双 倫 音 響 処理 王 雑音 除去 
・ANC・ 信 号 検 出 供 伝送 処理 エコ ー 
消去 ・ モ デム ・ セ キュ リティ ・ 誤 り 制 御 
人 @ 画 像 処理 久 自 動 制御 氏 計 測 倫 解 析 etc 
販 ス ペク トラ 回 0272-63-1178 
〒371 群馬 県 前 橋 市 広瀬 町 1-29-17 





資料 請求 No.9052 


コン ピュ ー タ ベー ス 計測 製品 満載 
最新 日 本 語 版 総合 カタ ログ 


パソ コン 王 体 の 計測 制御 及び FA シ ステ ム 
を 構築 する た め に 必要 な ハー ドウ ェ ア 、 
ソフ トウ ェ ア を 選択 する 隊 に 役立つ 新 カ 
タロ グ 。NEC PC-98 や DOS/V 機 に 対応 する 
新 製品 が 満載 。GPIB、 デ ー タ 集録 ボー ド 、 
計測 制御 用 ソフ ト LabVIEW、LabWindows/ 
CVI、 数 値 解 析 ソ フト T 下 Q な ど 。 

日 本 ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 
〒105 東京 都 港 区 芝 公 園 2-4-1 秀和 芝 
パー クビ ル B 館 -5F 03-5472-2970 


資料 請求 No.9055 


アジ ア 向 け 電 子 技術 専門 誌 
EDN ASIA 


臣 D 全 彰 


1 


EDN ASIA は 、 米 国 最大 の カー ナー ズ 出 版 
社 が 発行 する エレ クト ロニ クス 技術 情報 
月 刊 誌 で す . アジ ア の 上 厳選 し た 技術 者 
28.000 人 に 最 先 端 の 技術 ・ 製 品 情報 ・ 市 
場 ニ ュー ス を 提供 し ます . 貴社 の アジ ア 
地域 向け 広告 媒体 と し て 、 ぜ ひ 当 誌 を ご 
利用 くだ さい . お 問い 合わ せ は 下記 へ 
株 ダイ ナコ イン ター ナシ ョ ナル 

〒165 東京 都 中 野 区 沼袋 2-1-7-101 
03-3389-1822 較 03-3389-1761 


資料 請求 No.9058 


言語 コン トロ デラ は 、 ジニ ケン ザ サ に だ 
代わ り メ カ 制 御 が で き 、 ア ナ ロ グ 制御 や 
計測 器 か ら の デー タ 収 集 な ど 組 込み 用 途 
に 応じ て 豊富 な 種類 が あり ます 。 

開発 は Windows 上 で 編集 か ら デ バッ グ 
まで 快適 に で き 、 1I C 下 を 必要 と し な い 
の で と て も 低 価 格 で す 。 
カナ ー ス ・ デ ー タ ー 人 株 SH 事業 部 〒101 


千代 田 区 神田 佐久 間 町 2-11-1 笛 木 ビル 3F 
03-3851-2680 03-3851-4568 





資料 請求 No.9053 


H8/500 シ リー ズ マ ル チ タ スク OS 
ROMOS 


OS の 提供 する 機能 と 標準 シス テム コー ル 数 (カッ コ 内 ) 


〇 タスク 管理 機能 メー ル ボ ックス 機能 (5) 
タス ク 管 理 機能 (13) ラン デブ 機能 (4) 
タス ク 付 属 同期 機能 (9) 〇 割り 込み 管理 機能 (3) 

〇 同期 ノ 通 信 機 能 〇 例外 管理 機能 (3) 
イベ ント フラ グ 機 能 ( 6) 〇 メモ リプ ー ル 管理 機能 (4 ) 
セマフォ 機能 (6 ) 〇 拡張 SVC サ ポー ト 機 能 


人 @/ ITRON 仕 様 に 準拠 
供 容 易 な シス テム 構築 
OS の 機能 モジ ュー ル は ライ ブラ リ 
形式 で 提供 
信 高 速 な を な リアルタイム 0S 
1 0 MHz 動作 時 、 割 込み マス ク 時 間 
1 5 zs、 タ スク 起床 時 間 4 4 zs 
一 価 格 26,000 円 一 
( 有 ) シ ステ ム ワ ン 回 0776-38-7290 
〒910-37 福井 県 福井 市 浅 水 二 日 町 403 


資料 請求 No.9056 


中 国 エ レク トロ ニク ス 技 術 情 報 誌 
EDN China 


の ーー ーーー 欠 伏 
肖 8 る です 

3 9 * 用 、* 
作り 申 子 設 半 技 木 生 riue 
義和 : PD で きま と 
に も De に 8 か 2 を 


Tr 
MAKXUASA ス 3 ズ 


8 の 12 
Ne 


EBA・EDN Asia に 続い て 、 昨 年 の 9 月 に 
創刊 され た の が EDN China で す 。 中国 本 
上 だ け を ター ゲッ ト と し た この 媒体 は 、 
中 国 の 主要 都市 に 約 20,000 部 配布 され て 
いま す 。 主 な 読者 層 は 、 エ ンジ ニア マネ 
ジメント 及び 、 強 い 決 定 権 を 持つ 工場 長 
クラ ス を 中 心 に し て いま す 。 


喘 ダ イナ コイ ンタ ー ナ ショ ナル 
〒165 東京 都 中 野 区 沼袋 2-1-7-101 
03-3389-1822 較 03-3389-1761 


資料 請求 No.9059 





簡単 ・ 低 価格 ・C 言語 用 ライ ブラ リ 
Power Window 


借 和 単 で 低 価格 な C 言 語 (MSC,BCC) 用 の 
画面 制御 ライ ブラ リ で す 。 

免 旧 一 の EXE が DOS/V と 98 で 動作 し ます 
免 約 200 個 の 使い や すく 有用 な 関数 を 用 
意 し て いま す 

供 導 入 日 より プロ グラ ム の 開発 工数 を 

気 に 短縮 で きま す 

人 仙 格 \29.800 (税別 ) マニ ュ ア ル 付 

(株 ) パ ワー ソフ ト 世 田谷 区 大 原 2-25-4-103 
〒156 3327-3109 3327-9837 





資料 請求 No.9054 


企画 ・ 開 発 ・ 設 計 ・ 試 作 
総合 エン シン ニア リン グ 


アナ ログ 回 路 設計 
デジ タル 回 路 設 計 
メカ トロ ニク ス 


de ルル JI0 ク 人 消 2/ Er 


設計 開発 は 外注 で きま す 
アイ ディ アノ 企 画 の 具体 化 
圏 AV 製品 の 総合 設計 
園 無線 通信 機器 の 総合 設計 
圏 計測 ロボ ッ ト の 開発 
圏 メ カト ロニ クス 機器 
較 特 注 計測 器 プ 制御 機器 
(株 ) ケ ント 電子 設計 
03-3495-0861 03-3495-0493 
〒153 目黒 区 目黒 2-11-11 HK ビル 3F 





資料 請求 No.9057 


韓国 エレ クト ロニ クス 技術 誌 
「 電 子 技術 ] 


員 軸 店 ミー 旨 ま 本 


本 誌 は 、C Q 出 版 社 発行 の | トラ ンジ ス 
タ 技 術 ]| と 編集 提携 し て いる 韓国 有数 の 
エレ クト ロニ クス 技術 誌 で す 。 い まや 日 
本 と と も に 世界 の 半導体 市 場 で 大 き な シ 
ェ ア を 占め る 韓国 の エレ クト ロニ クス 分 
野 で 多く の 読者 を 獲得 し て いま す 。 本誌 
の お 問い 合わ せ は 下記 まで 。 

ダイ ナコ イン ター ナシ ョ ナル 

〒165 東京 都 中 野 区 沼 供 2-1-7-101 
03-3389-1822 悦 03-3389-1761 





資料 請求 No.9060 


5 CQFAX 資料 請求 シス テム 


5 ECN 専 用 ペー ジ “ 





| C Q (Convenient&Quick) FAX 資料 請求 シス テム | は 、 お 忙し い 読 者 に と り 頼 も し い 情 報 収 集 
方 法 で す 。 手順 は 簡単 。 ま ず 、 こ の ペー ジ を コピ ー し て 、 空 欄 の 5 項目 に ご 記入 くだ さい 。 
あと は FAX で 小 誌 まで 送信 する だ け で す 。 

いつ で も 何 度 で も 、 す ぐ 請 求 で きる [COFAX 資料 請求 シス テム 」 を どう ぞ ご 活用 くだ さい 。 





の ECN 1995 年 9 月 号 置 ご 利 用 の 手 順 
“ 中 YOrIO131712 人 | 
前 | 1 | lewwwkma| 。 | | (① 資 料 請求 会 員 番号 の 確認 
me] 2 人 9 io の ② こ の ペー ジ を コピ ー す る 
プ : 坊 の 2 の [ ! H 

( ( ③ 空 欄 の 5 項目 に 記入 する 

1. 会 員 番号 

2. ご 氏名 

3. 生 年 月 日 
4. 資 料 請求 番号 
5. 請 求 希 望 項目 
④03-5395-2104 に 送信 する 


※ 利 用 資格 

資料 請求 会 員 の 方 だ けが ご 利用 に 

な 柏 ま す 。 著 の 方 は 、 

0 陸 |$ |W |wO|W 1 | 間際 
| 1 WiNMGNWShPE] 0 

W 胃 当 | lglplplplplplBplBlpl し 

トコ レン 

em | | |9 |9 |m |W WIWIW ※ 記 載 事 項 

5 項目 に 記入 いた だ け な い と 広告 

| WW|mlpmlplplmlmlmlplplp 主 に 連絡 で きま せん 。 

計 人 博章 Go LYJ ト CEC Ch SLYLG | 


FAX 番号 : 03-5395-2104 


-@ お 問い 合せ は 下記 まで 劉 
CQ 出 版 株 式 会 社 広告 部 広告 営業 課 資料 請求 係 TEL.03-5395-2132 


la 」 
に 
ュ 






特集 


INo.64 


トラ 技 コ リピ タダ CONTENTS 1995 年 9 月 号 





間 単 に デー ダ を 収集 し 加工 する だ め の ノ ウ ハ ウ 


WindOWS 時 代 の デー タ 計 測 と 解析 入門 


第 1 章 WindOwS 環境 に お ける 計測 , 制御 , 解析 と は 便 昨 田 昭 司 …………… 2 
第 ど 章 デー タ 収 集 用 カー ド を パソ コン で 活用 する 方 法 候 日 田 昭 司 …………… 5 
第 章 GPIB カー ド (PCOMOIA) を 使っ た 計測 環境 の 構築 法 便 日 田 昭 司 ……14 
第 4 章 PC98 用 計測 ・ 解 析 ソ フト を 使っ た 上 FT 解析 の 方 法 人 日 田 昭 司 …18 
第 巳 章 HS-3eD に よる リモ ー ト 電圧 / 電 流 測定 の 方 法 人 日 田 昭 司 ……… 22 
第 叫 章 汎 肌 パ ソコ ン ソ フト を 計測 に 活用 する 方 法 借 臼田 昭 司 / 伊 藤 敏 / 井 上 祥 史 …30 


第 7 章 LaDVIEW に よる シミ ュ レ ーション の 方 法 人 日 田 昭 司 ………… び …… 40 

第 日 草 GPIB シス テム で 計測 を 上 自動 化す る 方 法 人 伊藤 敏 …0……………… 50 

第 章 A- 変換 ボー ド を 使っ た 測定 シス テム の 構築 法 @ 井上 祥 史 …… 58 

第 10 意 ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド を 活用 し た 計測 法 @ 伊藤 敏 ……………… 63 

第 1] 章 フィ ルム スキ ャ ナ を 活用 し た 計測 法 @ 伊藤 敏 … 〇 で に iit Z0 

一般 連載 

新 連 載 第 1 回 DelIODni プロ プラ ミン グ 

脅 初め て の プロ グラ ミン グ こ と TPW か ら の 移行 人 @ 岡本 安 晴 …… Z9 
第 3 回 パソ コン 草創 期 リ ソフ トウ エア 回 顧 録 

園 TurhO Pascal と の 出会い 人 西田 玲 0 加 で … で Ii 上 reoeoeoeoeoeooeeeeer 84 
第 5 回 計測 制御 の だめ の ツー ル LabVIEW プロ プラ ミン グ 

時 | ヨコ DVIEW の オプ ショ ン 機 能 を 使う @ 計測 マニ ア …… じ (つの iiirner 86 
第 4 回 高速 シリ アル イン ター フェ エー ス 用 ドラ イ バ の 制作 

較 GUNTAO-HG]1 用 ドラ イ バ の 制作 @ 石川 治 で 上 meme 94 
に me っ ん 2 に の 本 < 

本 TV ゲー ム を あな どる な か れ 欠 山本 交 … eee 160 


DOS/V S& WindOwS の ペー ジ 


新 連 載 第 1 回 理工 系 コー ザー の だ め の Linux 入門 


較 | InUX の 導入 (前 編 ) 代 伊藤 逢 … 叔 プ oooeooeoeoee 104 
第 4 回 REXX 言語 に よる OS/2 入門 (最終 回 ) 

園 VISPrO/HEXX @ 山下 直義 の の 所 研 ダ 上 人 で CR 112 
第 6 回 GNU C/C+ 十 Compiler で マス ター する OS/2 プロ グラ ミン グ 

識 初め て の MMPM/ ソ ツ プロ の ツラ ウミ ン 婦 筐 岡田 ー-- …i の ププ ( つ に oe 120 
第 9 回 Excel 5.0 の VBA 活用 マニ ユア ル 

狂 文字 列 や フォ ント の 処理 但 西田 雅昭 … 信 … ドド ooooeoeeeerererereni 129 


第 5 回 Windows Programming FAO 
較 WindOwS 上 で 「A:\)dirlSOrt ) text.txt」 を 行う に は / 他 但 山 本 孝 …… 13Z 








に Borland PowerPack for DOS16 くぐる ⑥ ぐ ぐ の ooeeeoeoo の ooeo る oe: で ゃ で oeG る ooooeoicoweoeeoooeeeoeoeeeeeeeeeeeoeoeeeeeoeeeeeeee 142 


侍 Microsoft Visual C 十 十 Cross Development Edition for Macintosh ……… ド ドド ーーー 146 
全 IBM PC-DOS J7/V( 日 本 語 版 ) の 特徴 ミヌ ニー デーー ュ ー ラ 上 で ドー ドド ドド トト トト トト トト eee 1 4 の 
村 交 : 間 昌夫 00 な の す 補 あさ だ: な る wiK'KSYV よ る る eSw'Sg が ES な NR きゃ 2 ee が 72 es 103 
CD-ROM レポ ー ト ⑧ 《WINDOWS MANIA, DR.REFERENCE,。 他 》 …… の の em 141 
ツイ ンタ ーネット アク セス ・ レ ポー ト ⑦ <《www.atitech.ca。 他 》 …① ひ ビ ベビ t ド ドー ドー…ー 145 
> つ テ クノ ロジ エッ セン ス ・ レ ポー ト ⑥) 《 ア : ジア の 時 代 ,。 台湾 の 時 代 》 ……… ド ーー 148 
② つ ウイ ルス ・ レ ポー ト が rrs まま Ch 0 も 53 Ei 科 ま あ な o が の areie rie s 1 56 
イ ン フ オ メー シ ヨ 六 2 *24 の WP hivee ま 4 な 。 提 Se お e 152 





を パー ソナ ルコ ンピュータ マル チ メ デ ィ ア ・ パ ソコ ン ノー トペ パソ コン SCSI カー ド Macintosh 漢字 Talk 
7.5.1 区 スー パー オフ ィ ス R3.3J 苫 1-2-3 R2.5] PowerPoint for the Macintosh Version 4.0 テ Oracle 7 
Workgroup Server for WindowsNT/NetWare Version 7.1 ImageOFFICEforV1.2 区 QFILEV6.0 際 Barrier 
IT eSTARFAX for Windows Ver.4.0 区 キッ ド デ ス ク 日 本 語 版 移 ATLAS for WindowsV2.0 読売 新聞 検索 用 
YOMIDAS 辞書 1995 年 度 版 欧 電 辞 窓 吐 文 社 国語 辞典 名 刺 男 (メイ シマ ン ) 駐 DynaFont 








Headers' SQUARHF (読者 の 声 / バ ッ ク ナ ン バ / 訂 正 / デ ィ ス ク ・ サ ービス の お 知ら ちせ) ……… バ … 157 
特集 に つい て 次 号 の お 知ら せ 9 月 18 日 発売 
Windows の バー ジョ ン も 上 が り , OS 自体 も パワフル に 特集 Visual C 十 十 MFC の 研究 
な っ て きま し た 。 従来 ワー クス テー ショ ン で な く て は で き Windows の 開発 環境 は , Visual C 十 十 と Visual Basic 
な か っ だ た だ データ 解 析 も パソ コン で 可能 に な っ て きま し た . が 定番 で す が , Visual Basic に 比べ て VisualC 十 士 は アマ 
高 機能 な デー タ 収 集 ボ ー ド も 低 価 格 で 入手 で きる よう に な チュ ア に は 手 を 出し に くい も の で す 。 特に MFC と 呼ば れ 
っ て いま す . これ ら を 活か す だ た め に は アイ デア が た いせ つ る クラ スラ イプ ブラ リ は 。 どの よう に 使え ば よい の か な か な 
で す . 今回 の 特集 で は 真 の ゆる す 限 り た くさ ん の 事例 を 解 が 理解 で きま せん そこ で ,。 次 号 で は グラ フィ ッ ク に 関す 
説 し まし た が , パパ ソコ ン に よる 計測 シス テム の 構築 の 参考 る クラ スラ イプ ブラ リ に 焦 点 を 当て て , MFC を 使い こなす 
こなれ ば 幸い で す . ノウ ハウ を や さ し く 解説 し ます ,。 ご 期待 くだ さい 
編集 部 か ら 
* 地 方 の 時 代 と いわ れ て 久しい が , 都市 に 集中 する 人 口 や * 首都 機能 の 移転 が 計画 きれ て いま す . な る べく 地震 の 少 
機能 は な か な か 地方 に 分 散 し そう も な い . いく ら 日 本 が 狂 な い 所 と いう の が , 重要 な ポイ ント の 一 つ に な る で し ょ う . 
いと いっ て も , 分 散 す れ ば も っ と 安く 広い 家 に 皆 が 住め る それ と , で きる こと な ら , 最近 話題 に な っ て いる ネッ トワ 
は ず な の に . 集まっ て いな いと 安心 で き な い の が 日 本 人 な ー タ / コ ンピュータ ・ ア ー キ テク チャ の よう に だ 。 省 訂 の rP2 
の だ ろう か .。 これ だ け イ ンタ ーネット が 騒が れ て いる の は , 散 処理 化 」 も 考え て ほし いと 思い ます . 農林 省 は 山形 県 に , 
本 当 な ら サ テラ イト オフ ィ ス な ど を 増やす こと が 主 で あっ 大 蔵 省 は 大 阪 府 に , 文部 省 は 長野 県 に な ど , いい と 思い ま 
て も よい 柱 ず だ が が, どう も そう で は な いら し い 。 く 山 > せん か. く 〇 > 
*※4 月 1 日 の 情報 だ っ た の で ジョ ー ク だ と 思っ て いた の で * 友達 の ほとん ど が 仕事 に 対し て 夢 を 持っ て いる . その 中 
す が , ほん と うに Solaris 2.4 の CD-ROM が 先日 自宅 に 送 で 現在 就職 活動 を し て いる 人 が いる . 親 の 手前 で 受け た 会 
られ て きま し だ ただ. 昨年 の 末 に 雑誌 の 付録 に つい て いた 社 に 内 定 を も ら っ た が , 目指 し て いる こと と は 違い すぎ て 
Daytona-CD-ROM を 3 枚 を SUN に 送る と Solaris 断っ た そう だ . 夢 を 掴め る 人 は 一 所 り だ が , この 不況 の 中 
2.4(SPARC 版 ) が 無料 で , も し く は 2 万 円 で PC 版 が 入手 で も 妥協 で き な か っ た 彼 等 を 素晴らし いと 思っ た . 私 も 夢 
で きる と いう 話 だ っ だ の で す . IPC だ っ て ちゃ ん と 動い て は だ た くさ ん 持っ て いる けれ ど , 思っ て いる だ け で 何 の 行動 
いる . うれ し い / HotJava を 動か そう / 投資 し た の は も し て いな い . 時 の 流れ の 速 さ に 焦っ て ば か り で な く 有 努力 
850 M バイ ト の ハー ド デ ィ スク だ け . く ヨ ッ > し な けれ ば いけ な いな . く 中 > 
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間 早 に デー タ を 収集 し 加工 する た ゆめ の ノウ ハウ 





1995 年 9 月 号 


将 集 Windows 時 代 の デー タ 計 測 と 解析 入門 


デー タ 収 集 と いう 作業 は , コン ピュ ー タ の も 
っ と も 得意 と する 分 野 で す . し た が っ て , MS- 
DOS が 全盛 の 時 代 か ら , デー タ 収 集 用 の 拡張 ボ 
ー ド と し て , A-D コ ン バ ー タ ボー ド や ディ ジ タ 
ル 入 出力 ボー ド な ど が た くさ ん 販売 され て きま 
し た . そし て , ユー ザー は Basic や C 言 語 を 用 
いた プロ グラ ム に よっ て デー タ を 集め , それ を 
整理 し て 利用 し て きま し た . 

と ころ が , 最近 で は Windows を 利用 で きる よ 
うに な っ て きた た め , 単に デー タ を 集め る だ け 
で な く , デー タ の 解析 まで を パソ コン で 簡単 に 
行う 5 こと が で きる よう に な り ま し た . 
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第 コ 曹 
電 人 4 党 
第 5 草 
第 6 章 
第 ノ 草 
第 章 
第 紀章 


フィ ルム スキ ャ ナ を 活用 し た 計測 法 


将 集 目次 


Windows 環 境 に お ける 計測 , 制御 , 解析 と は 〇 … 上 人 … つ 研 研 な 人 eee 
第 ら 章 デー タ 収 集 用 カー ド を パソ コン で 活用 する 方 法 〇 尽 人 … ド oo 
GPIB カー ド (PCMCIA) を 使っ た 計測 環境 の 構築 法 心 1… べ … べ べ や 〇 人 へ 人 人 の tet… 1 4 
PC98 用 計測 ・ 解 析 ソ フト を 使っ た FFT 解 析 の 方 流 …… 避 モモ トト ee 18 
RS- ら 3565C に よる リモ ー ト 電圧 / 電 流 測定 の 方 法 ( 層 必 心 人 ooo らら 
汎用 パソ コン ソフ ト を 計測 に 活用 する 方 注 〇 ooo 
LabVIEW に よる シミ ュ レ ーション の 方 法 生 ズ 1 和 字 ホ ヨー ル a バ m ホ ト バ ーー ドド eeeeeeeesessseesees 
GPIB シス テム で 計測 を 自動 化す る 方 法 
A-D 変 換 ボ ー ド を 使っ た 測定 シス テム の 構築 法 ぬ へ 本 ぐ 選 (人 全 i 人 1 研 いい いい 
第 10 意 ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド を 活用 し た 計測 法 必 心 心 oo 


すなわち , PC98 か DOS/V マ シン か と いっ 
た ハー ドウ ェ ア を 問わ ず , 全く 同じ 処理 を 行う 
こと が で きる の で , た い へ ん 効率 の よい シス テ 
ム を 組む こと が で きま す . 

そこ で 本 特集 で は , いろ いろ な 用 途 に あっ た 
専用 の デー タ 収 集 ソ フト の 活用 法 に 加え て , 
Excel の よう に 日 常 的 に 使わ れ て いる ソフ ト を 
利用 し た 活用 事例 を 整理 し て 解説 し まし た . 

コン ピュ ー タ に あま り 詳 し く な い 読 者 が 初め 
て シス テム を 組ん で 実験 を 行い そし て デー タ 
を 収集 し て , グラ フ を 描い た り FFT 解 析 を する 
こと が 簡単 に で きる よう に 構成 を 考え まし た . 


まま 





これ お がら の パソ コン に よる 計測 シス テム の 環境 を 考え る 


WindOwWs 環境 に お ける 計測 制御 , 解析 と は 





昨今 , パソ コン に よる 「 計 測 ・ 制 御 ・ 解 析 」 環 境 ( 以 
下 , 計測 環境 ) も 一 茸 前 と 比べ る と ずい ぶん 変わ っ て き 
まし た だ た. ハー ド 面 で は PC98 マシ ン が 中 心 の 時 代 か ら 
DOS/V マシ ン へ の 移行 。 ソフ ト 面 で は な ん と いっ て 
も DOS 環境 に 加え て Windows 環境 の 拡充 が あげ ら 
札 ま ず 、 

現在 市 販 き れ て いる DOS/V マ シン の ほとん ど は 
Windows が プリ イン スト ー ル され て お り , これ に よ 


り 図 1 に 示す よう に 計測 環境 が 大 きく 変わ りつ つ あ り , 


環境 きえ 整 えば 比較 的 スム ー ス に 仕事 に と りか か る こ 
と が で きま す . 
旭 フレ キシ ブル で パワ フル な ツー ル を 活用 する 

これ まで は , 目的 の ソフ トウ ェ ア の 実行 環境 を 得る 
だ た め に , 自分 で BASIC や CC 言語 な ど を 使っ た DOS 
レベ ル で の プロ グラ ミン グ 作 業 が 必要 で し た . 

し か し , Windows 環境 で は 各種 専用 の ツー ル が へ ハ 
m ド ウェ アプ メー カー か ら も 失 供 さき れる よう に な り , プ 
ログ ラミ ング の 知識 が それ ほど 必要 で な く な っ て きた 
の で デー タク 計測 も より ポ ピ ュ ラ に な っ て きま し た 。 


また , これ ら ツ ー ル に は 解析 機能 も 内 蔵 さ きれ て お り , 


解析 結果 を ビジ ュ ア ル に 見 る こと が で きま す . その た 
め , BASIC や C な どの 言語 を 使い こなせ な く て も 。, 目 
的 と する 計測 環境 が 比較 的 簡単 に 実現 で きる よう に な 


〈 図 1>「 計 測 ・ 制 御 ・ 解 析 」 環 境 の 例 












LabVIEW 
NI-DAQ Origin 
Mathematica 
LaBDAQ 


計測 ・ 制 御 ・ 解 析 
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D ポ デ ド 


IN 


測定 対象 





GPIB ボー ド 


ASCII デー タダ 


計測 器 人 


PCMCIA カー ド ノー ト パ ソ コン 


 : 肖 北 た 。 

この 種 の ツー ル は 。 バー ドウ ェ ア (A=D け コシ バー アタ, 
GPIB な ど ) と 一 体 で 使用 する こと が 前 提 に な っ て い 
ます が , 機能 の 充実 に より これ まで 保有 し て きた デー 
タ ( 例 えば, ASCII デー タ な ど ) を 取り 込む こと が 可能 
で す . あら た め て デー タ の 解析 を し な お し た りす る こ 

と な ど が で きま す 。 

まだ , 解析 ソフ ト に よっ て は , 複数 の メー カー の へ ハ 
ー ド ウェ ア を サポ ー ト し で て い だ り じ ま す 。 この まう ! に 。 
これ まで の 間 産 を 有効 活用 する こと が で きま す . 
多 ノー ト パ ン コン も 活用 

ハー ドウ ェ ア も 従来 の の パソ コン 本 体 の バス 拡張 スロ 
ッ ト に 装着 する ボー ド タ イ プ に 加え , ノー トッ パソ コン 
対応 の PCMCIA 仕様 の カー ド タ イ プ が 新た に 加わ り 
まじ た だ た: 目的 に よっ や 人 翌 。 時 時 夫人 
り ポ ボ ポータブル に 計測 ・ 制 御 ・ 解 析 が で きる と いう わけ 
5 

ノー トン パソ コン と ゆい や っ て も 記 遇 近 は CPU に 486 還 ※2 
(66 MHz) や Pentium プロ セッ サ を 搭載 し , ハー ド デ 
ィ ス ク も 500 M バ イト クラ ス に な っ で き で お り 。 記 和 
ら は 計測 環境 と し て 充分 な も の と な っ て いま す . 
筐 プリ ンタ の カラ ー 化 

また , 計測 環境 の イン ター フェ ー ス の 一 つ で ある プ 
リン クタ は モノ クロ 出力 が 中 心 開 し た 。 し が し 、 二 送 は 
な っ て カラ ー 化 が 見 直さ れ で きま し だ た. 





< 写真 1 > カラ ー PostScript プリ ンタ PhaserI40 
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< 表 1 > ァ 

イン テル OverDrive プロ セッ サ 製 品 リ スト の 
一 部 (パソ コン の 機種 と 使用 で きる OverDrive 
の リス ト も 入手 で きる ) 
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写真 2 > ODP( 製 品名 JBOXDX4ODP75) 


本 体 (1) この 製品 は パソ コン 本 体 の CPU と 差し 替え る タイ プ の OverDrive プロ セッ サ 


モー ニタ 画面 だ け で は な く , プリ ント アウ ト も み カラー 
に より ビジ ュ ア ル に 表現 する こと が 必要 に な っ て きま 
し た . 数 種類 の 計測 デー タ な ど は カラ ー に より 識別 す 
0 届 引 水 っ て 天変 児 や す で な り ま す 。 ま な た な 。 ダレ ゼ 
ン テ ー シ ョ ン の と き な ど は 説得 カ の ある 情報 伝達 手段 
に な り ま す . 

Windows で 使え る カラ ー プ リン タ も 低 価格 に な っ 
守 豆 も だ た 。 ま だ, PostScript ブリ ンタ も 市 販 さ れる 
よう に な っ て き て いま す 。 昨今 , PostScript プリ ンタ 
は ずい ぶん 安価 に な り , コス トペ パフ ォ ー マ ンス が 向上 
し まし た. . カ ラー の PostScript プリ ンタ も 同様 で す 
(写真 1). これ か ら は 計測 デー タ の 印刷 も カラ ー 化 に 
な っ て いく こと が 期待 きれ ます . 

特集 で は , この よう に 計測 環境 が 変わ っ て いく 中 で , 
筆者 ら が 体験 ・ 試 用 し た 事例 を 中 心 に , 「Windows 環 
境 を 中 心 と し た 計測 ・ 制 御 ・ 解 析 」 に つい て 紹介 し ま 
す 。 ここ で の 紹介 は 一 部 に すぎ ませ ん が , で きる だ け 
広い 範囲 に わた っ て と りあ げ ま し た だ た. ほか に も いろ い 
ろ な バリ エー ショ ン ( ソ フト 層 ハ ー ド の 種類 ) が あり , 
7 ケー タタ ョ ン も だ た くさ ん あり ます 、 

この よう な こと か ら , 計測 環境 は これ か ら も “より 
全く を コン モブ トト に ます ます 変貌 し て w く と 
本 (まり は 


フーン リン ビィ 





ーーーーー ユ ー ル スー スート 。 


計測 制御 用 の CAE(Computer Aided Engineering) 
ツー ル を 使う 環境 と し て , CPU 自体 の 高速 演算 能力 が 
望ま れ ま す . 加 そ て , 数 値 演算 コ プ ロ セッ サ ( 以 下 , コ 
プロ セッ サ ) を 備え て いる こと が 推 奨 され ます . こ れ に 
つい て は , た と えば , National Instruments 社 の 計測 


SEP. 1995 


特集 WindOws 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 





JBOXDX2ODP50 


JBOXDX2ODP66 


(※1) この 製品 は パソ コン 本 体 の CPU と 差し 替え る タイ プ の OverDrive プロ セッ サ 
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等 IntelDX4 OverDrive プロ セッ サ 


JBOXDX4ODP75 
i486SX 16MHz. i486SX 20MHz. i486SX 25MHz. i486SX 33MHz 


に こ 
の 
〇 
> く 
ワ 
> く 
ト 
〇 
ワ 
DU 
つ 
トー 
〇 


婦 IntelDX2 OverDrive プロ セッ サ 


i486SX 16MHz. i486SX 20MHz, i486SX 25MHz 800 
i486DX 25MHz 1 け 


i486SX 16MHz, i486SX 20MHz, i486SX 25MHz. 486SX 33MHz 
i486DX 25MHz. i486DX 33MHz 23.800 円 










対象 の ODP 
i486SX 16MHz. i486SX 20MHz (i486SX 25MHz 24.800 円 


i486DX 25MHz 






0O*1| ij486DX 25MHz. i486DX 33MHz 36.800 円 


制御 ツー ル で ある LabVIEW な ど は コ プ ロ セッ サ が 
な いと 動き ほ ま せん . 

計測 環境 を 向上 させ る 例 と し て , 3 倍速 OverDriye 
プロ セッ サ の 実装 例 に つい て 紹介 し ます . 
介 対象 パソ コン 

筆者 の 手元 に は , CPU が 486SX-25 MHz の DOS/ 
V パソ コン (PACKARD BELL 社 : PBL425S) が あり 
ます . も ちろ ん コ プ ロ セッ サ は 付い て いま せん . 

> ッ マソ コン の 環境 に つい て は 以下 の と お り で す . 
(1) RAM : 8M バイ ト 
(2) ハー ド デ ィ スク : 300 M バイ ト 
(3) 解像度 : 1024 メ 768 256 色 (1 M バイ ト ) 
(4) OS : Windows 3 .1&OS/2 
(5) モニ タ : 15 イン チ ( 飯 山 電 機 MF-8615) 
特に , コブ プロセッサ を 必要 と し な い ア プリ ケー ショ 
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ン に 対し て は これ で も 支障 は あり ませ ん ,. し か し , ア 
プリ ケー ショ ン に よっ て は 動作 速度 が 遅く な る こと も 
あり ます が , これ は いたし か だ た あり ませ ん . 






9 倍速 OVBTDriVB プロ セッ サ を 
4 し 4 搭載 する 
イン テル OverDrive プロ セッ サ 製 品 リ スト ( 表 1) 
か ら 486SX 25 MHz 対応 の 3 倍速 OverDrive プロ セ 
ッ サ (以下 ,ODP) と し て , 製品 名 JBOXDX4ODP75 ( 写 
真 2) を 購入 し まし た . 

この ODP は パソ コン 本 体 の CPU と 差し 替え て 使 
う 仕様 に な っ て いま す . 元 の 486SX 25 MHz と 差し 
替え る こと に よっ て , 数 値 演算 処理 が 3 倍 に 高速 化 (25 
MHzX3= テ 75 MHz) さ れ ま す . 

さら に , この ODP に は コ プ ロ セッ サ が 内 蔵 さ れ て 
いま す の で , 浮動 小数 点 演 算 は ハー ドウ ェ ア で 特に 高 
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< 写真 3> ODP の 差し 換え 


(a) パソ コン 本 体 の カバ ー を 開け た と ころ (写真 左 ) 

(486SX 25 MHz CPU が ZIF ソケット に 搭載 され て いる ) 
(b) ZIF ソケット に ODP( 製 品名 JBOXDX4ODP75) を 

取り 付け た と ころ (写真 右 ) 


速 に 処理 きれ ま す . 

まだ , この JBOXDX4ODP75 は 元 の CPU と 単に 差 
し 替え る だ け で , 基本 的 に は パソ コン の マザー ボー ド 
上 で の 設定 変更 な ど は 必要 あり ませ ん . た だ し , 念 の 
だ め に パソ コン 購入 店 空 メ ー カ ー に 確認 を 取る こと を 
S が すめ し ます 、 

ざっ そく ,。 CPU の 差し 替え 作業 を し まし ょ う / 

2 パソ コン 本 体 の カバ ー を 開け ます (写真 3 (8)〕. CPU 
(486SX 25 MHz) が 搭載 され た ZIF ソケット (青色 ) を 


確認 し ます . この ソケット に は レバ ー が 付い て いま す . 
レバ ー を ゆっ くり 引き 上 げ な が ら CPU を は ず し ます . 


慎重 に 作業 し て くだ さい . 

こん ど は ODP の 差し 込み 作業 で す . ソケット の 切 
り 欠 き 部 分 と ODP の 切り 欠き 部 分 を 合わ せる よう に 
し て , 注意 深く 慎重 に ODP を 差 し 込み , レバ ー を 元 の 
位置 まで ゆっ くり 押し 下げ ます (写真 3 (5 も 〕. これ で 
ODP の 差 し 込み が 完了 し まし た . 注意 深く 行え ば 作業 
その も の は 難し いこ と は あり ませ ん . 

最後 に , パソ コン 本 体 の カバ ー を 取り 付け ます . 


_LabViEW を イ ンス トー ル 


2 パソ コン の 電源 を 入れ ます . Windows の 立ち 上 が 
り は ODP を 搭載 する 以前 に 比べ て か な り 高 速 に 感じ 
ます . 必要 で あれ ば , 再度 , ビデ オ コ ン トロ ー ラ 画面 
で 解像度 な ど を 確認 し ます . 

LabVIEW の プロ グラ ム デ ィ ス ク (Distribution 
Software 9 枚 と Analysis Software 4 枚 ) を 所 定 の 方 
送 で イン スト ー ル し ます . な お , LabVIEW に つい ぃ いて 
は 以降 の 草 で 使用 例 な ど を 解説 し て いま す の で , 興味 








《 図 2(3)> 計測 制御 ツー ル LabVIEW を イン スト ー ル 
し た アイ コン 群 


アイ コン () オブ ショ ン (O) ウィ ンド ウ W) ヘル プ (D 


皿 Re 
LabVIEW WIBConf WIBIC WDAQConf 
Release 
Notes 


画 Em 人 ーー ニー ニー 一 | 


ある 方 は 参照 し て くだ さい . 

無事 , イ ンス トー ル が 完了 し まし た ( コ プ ロ セッ サ が 
な いと イン スト ー ル の 途中 で “ コ プ ロ セッ サ が な い の 
で イン スト トール が で きみ ない 7 と いっ た 利 の メッ セー 
ジ が 出 て くる ). さっ そく , LabVIEW を 起動 きせ て み 
まし ょ う ( 図 2). LabVIEW で の 作業 は な か な か 快適 
本 

ODP を 装着 する 前 と 装着 後 の 動作 速 度 に つい て , 比 
較 デ ー タ な ど は 特に 取り ませ ん で し だ た が, それほど“ 速 
い ぃ 遅い" と いっ だ た よう な 感覚 的 な 差異 は 感じ し られ ませ 
ん で し だ た だ た. また だ , 486DX2(66 MHz) の DOS/V マシ ン 
(8M バイ トメ モリ 搭載 ) に も LabVIEW を イン スト 
ー ル し て 比較 し まし た が , 同じ よう な 使用 感 を 得る こ 
を が で きま し な 。 
免 お わり に 

計測 制御 ツー ル に か ぎら ず CAE ツ ー ル と いわ れ て 
いる も の は , シミ ュ レ ーション や 数 値 計算 が ベー ス に 
な り ま す . 都合 に より 必要 最少 限度 の 2 パソ コン 環境 で 
購入 され た 方 は , ODP を 使っ て ノ パ マソ コン の パワ ー ア ッ 
プ を 図っ て みた らい か が で し ょ うか . も ちろ ん メモ リ 
の 増設 な ども 並行 し て 実施 すれ ば , パパ ソコ ン 環 境 は よ 
り 一 層 パ ワー アッ プ す る こと が 期待 きれ ます . 

幸い , 待望 の ペン ティ アム ODP(P24 エ ) が 3 月 に 発 
売 さ れ ま し た だ. P24T ソ ケッ ト 付 き の パ パソ コン を 購入 
され た 方 , この 機会 に ぜひ パパ ワー アッ プ を 検討 され て 
みて は いか が で し ょ うか . 

な お , パソ コン メー カー に 事前 確認 する こと を お 意 
れれ なく / 


トラ 投 コ コピ ビュ ー ヲ 


特集 WindOW5g 時 代 の デー タ 夕 計 測 と 解析 入門 


第 


デー タ 収 集 カ ー ド を テス ター の 代わ り に 使う ノウ ハウ 
デー タタ 収集 朋 カ ー ド を パソ コン て 活用 する 方 法 _ 
① PC/AT カー ド の 活用 


| 





ここ で は , National Instruments 社 〇 の デー タ 収 集 
ボー ド (Multifunction I/O Board for the PC AT, 型 
式 : AT-MIO-16E-2, 写真 1) を テス ター 代わ り に 使 
っ た 事例 を 説明 し ます . この ボー ド の 本 来 の 目的 か ら 
する と , ちょ っ と も っ だ た いな い 気 も し ます が , あま り 
池 才 加え ず 代 こさ ん な と る も で きま す よ アア と いっ た 
た い へ ん 簡単 な 計測 例 を 紹介 し ます . 








EE 


テス ター と は どん な も の が か, ご存知 で し ょ うか ? テ 
スタ ー と 一 日 に い っ て も , いろ いろ な 種類 の も の が 市 
販 さ れ て いま す ( 写 真 2). 

テス ター と は 簡単 に いえ ば , 2 本 の テス トリ ー ド ( 先 
端 は テス トピ ン ) を 使っ て 電圧 を 計っ た り , 電流 を 計っ 
た り , そし て 抵抗 値 を 計っ た りす る いわ ば “ 交 直 両用 


マル チ メ ー タ "です . 指針 表示 (アナ ログ 式 ) と 数 字 表 
志 ( デ ィ ジ タル 式 ) が あり ます . 内 蔵 す る 電池 も 乾電池 
式 と 太陽 電池 式 と が あり ます . 許容 誤差 (測定 精度 を 表 
す 尺 度 ) は だ いた い 土 3 % 以 内 で す の で 高 精度 を 要求 
し な い の で あれ ば ぱ ば, 値 を チェ ッ ク し たり, 確認 し た り 
する の に は 充分 実用 に 足り ます . 

最近 は , 測定 値 を 読み と る だ け で な く , 簡単 を 波形 
表示 が で きる タイ プ の テス ター も 発売 され て お り , 昨 
今 。 テス ター の コン セプト も ずい ぶな ん 変わ っ て きま らし 
の 


デー タタ 収集 ポー ド の 
イン スト ー ル と 環境 設定 
仁 ハー ドウ ェ ア の 設定 


最初 に ハー ド と ソフ ト の 準備 で す .。 デー タ 収 集 ボ ー 
ド (A-D コ ン バ パー タク) を DOS/V パ ツ ソ コン (AS 和 EE 製 








《 写 真 1>: デー タ 収 集 ボ ー ド (形式 : AT-MIO-16E-2) 





< 写真 3 > デー タ 収 集 ボ ー ド を DOS/V パソ コン の 
拡張 スロ ッ ト に 装着 
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< 写真 2 > 市 販 の テス ター 





< 写真 42 66 ピン の シー ルド コネ クタ ・ ブ ロッ ク 
(形式 : SCB-68) 






写真 5> 
デー タ 収 集 ボ ー ド 
の 1/O0 コネ クタ 
(68 ピン ) 


童 mm 





BRAVO LC4/33) の カバ ー を 開け , 拡張 スロ ッ ト に 装 
着 し ます (写真 3). ここ で は ボー ド 装 着 の み で , ボー 
ド 上 で の セッ ティ ング な ど は 一 切 あ り ま せん . 

次 に , テ スタ ー の テス トピ ン に 相当 する 68 ピン の シ 
ー ル ドコ ネ ク タ ・ ブ ロッ ク (SCB-68, 写真 4) と A-D 
コン バー タ の 1/O コネ クタ (68 ピン , 写真 5 ) 間 を 専用 
の シー ルド ケー ブル (SH6868, 写真 6 ) で 接続 し ます . 

これ で ハー ド 面 の 準備 は 完了 で す . 

倫 ソフ トウ ェ ア の 設定 

次 は , ソフ ト 面 の 準備 で す . 付属 の ドラ イ バ ソ フト 
(NI-DAQ Ver.4.6.1) を イン スト ー ル し ます . この ド 
ライ バ は DOS か ら で も Windows か ら で も , さら に 


< 図 1> ドラ イ バ ソ フト (NI-DAQ) を Windows か ら 
イン スト ー ル する 





ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ NI-DAQ 
め イン スト ー ル プロ グラ ム に よう こそ 。 


この ブロ グラム ( は NI-DAQ for Windows、NI-DAQ 
for LabVIEFW ま た は NI-DAQ for LabwindowsyCVI の 
必要 な ファ イル を イン スト ー ル し ます 。 


⑲ NI-DAQ for Windows の イン スト ー ル / ア ッ プ ブ グレード 
〇 NI-DA for LabVIE 3.0.1 以前 の アッ プ グ レー ド 


(LabVIEw 3.1 の 場合 アップグレード する 必要 が な い ) 
〇 NI-DAGQ for LabwindowsCVI の イン スト ー ル 


テス タ の ディ ジタル 表示 に 相当 


テス タ の 波形 表示 に 相当 








< 写真 6> デー タ 収 集 ボ ー 1090 
コネ クタ ・ ブ ロッ ク を シー ルド ケー ブル で 接続 
し な た た る 


LabVIEW の か ら で も イン スト ー ル で きま す 。 ここ で 
は Windows 上 で イン スト ー ル し まし た ( 図 1). 

イン スト ー ル の 途中 で 選択 画面 ( 図 2 ) が で て きま す 
が 。 必要 と する サン プル プロ グラ ム を 選択 し て イン ス 
トー ル 完 了 で す ( 図 3). この 了 図 の Borland CC 二 十 
AIAO と Borland C 十 十 DAQOP の アイ コン (サン プ 
ノル レプ ログラム) が , それ ぞ れ テス ター の 数 字 ( デ ィ ジ タ 
ル ) 表示 と 波形 表示 に 相当 し ます . ア イコ ン の 絵 も それ 
らし い 形 を し て いま す . 

ここ で , Borland C 十 十 の サン プル プロ グラ ム を 選 


< 図 2> サン プル プロ グラ ム の 選択 画面 
(イン ス MM 





区 7 
め の " インストール し た い NI-DAQ の サン ブル 
ブロ グラ ム を 選択 し て くだ さい 。 


ん PP 


〇 Microsoft Visual Basic サ ンプ ルプ ブロ グラ ム 
⑲ Borland C++ サン ブル ブロ グラ 
〇 Borland Turbo Pascaa サン ブル ブロ グラ ム 
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| s ファ イル ⑪) オブ ショ ン (O 
| 選択 され た デバ イス 




























特集 WindOWSs 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 


ドウ 2 か ら テ スト (T) pi を 選択 





図 6> デバ イス の 各 入 力 条件 を 設定 (標準 設定 ) 









| NI-DAQ バー ジョ ン 4.6.1 構成 ユー ティ リティ 
| ファ イル オプ ショ ン (0O) リソー ス 表 (R) SCXI! 


デバ イ の 人 だ さい 






へ リ 


















デバ イス 名 の | ヘル プ !( 
パ -2Z ド ス ジン ドリ 人 
mo 回 回 選択 され た 値 
IRO レベ ル Bl]E] 0 光 こ 
“ 範囲 : 10V 
50 DD Do ウィ ンド ウ 2 nn 
] CS A-7 ド MX LDR ー ー 旧 テ rLo2 
AT-MIO-16E-2(he】240 | reg = [ ー アイ ル (F) 
デジ タル 入出 力 (D 3 は SC 念じ 
| カウ ンタ / タ イマ ( 0 シス の pm で きま し た デバ イス | 
シリ アル 鼻 鍋 97 し AT-MIO-| 
/ 





択 し た 理由 は , た まだ ま 筆 者 の パソ コン に は Borland 
C 土 士 Ver.3.1 が イン スト ー ル され て いた だ ため です 。 
将来 の アプ リケーション 拡張 を 考え て これ を 選択 しま 
し 
筐 環境 設定 

次 に , 環境 設定 を し ます . 図 3 の アイ コン WDAQ- 
CONF(NI-DAQ 構成 ユー ティ リティ ) を ダブ ルク リッ 
ク す る と 図 4 の ウィ ンド ウ 1 が 開き ます . 最初 に , デ 
バイ ス 番 号 を 「2: な し 」 を クリ ッ ク し ます (筆者 の パソ 
コン で ボー ド を 差し 込ん だ 拡張 スロ ッ ト の デバ イス 番 
号 は 2 に 設定 され て いる た だ ため ). 


写真 7 > 

シー ルド コネ ク 
タ ・ プ ブロック の 
0 チャ ネル に ク 
リッ プ 付 き リ ー 
ド 線 を 接続 し た 
と ころ 





較 
ファ イル (P) オブ ショ ン 0 リソー ス 表 R) SCXl 
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凶 中 の 「 デ バイ ス 2 の 構成 / テ スト 」 ボ タン を クリ ッ 
ク し ます . ウィ ンド ウ 2 が 開き ます か ら , デバ イス (D) 
を クリ ッ ク し て ボー ド の タイ ププ 一 覧 か ら 拡 張 ス ロッ ト 
に 装着 し た ボー ド の タイ ププ (AT-MIO-16E-2) 選択 し 
ます . その 他 の 設定 は 自動 で 行い ます . 

それ で は , これ ら の 設定 が 正しい か テス ト を し て み 
まし ょ う . ウ ィ ン ド ウ 2 の テス ト (T) を クリ ッ ク し て 構 
成 (C) を 選び ます ( 図 5). 構成 テス ト 結 果 は OK で し 
ム 

ここ で , 出 定 の た め の 入 力 条 件 と し て , ウィ ンド ウ 
2 の ハー ドウ ェ ア 構 成 ( 極 性 / 範 囲 . モ ー ド , アナ ログ 入 
出力 な どの 設定 ) を 行い ます . 標準 的 な 設定 を し まし た 
( 図 6) な お , 図 5 の テス ト (T) の アナ ログ 入出 力 (A) 
を クリ ッ ク し て 。 アナ ログ 入力 の アイ ユン を 数 固 リ 
ッ ク し まし た が , 電圧 出力 は あり ませ ん で し だ (Volt- 
age 三 0.000 を 表示 , 7)。 これ に つい て は に 68 お : ピ 
シー ルド コネ クタ デ ロ ッ ク に まだ な に . も 入力 を 加 : さ で 


2 8 > 人 ee (ディ ジ タ SS 
















に ー ジ ャ ネコ 
ヘス ヘ ルプ) 


ブロ グラ ム マネ 


アイ コン (P) オブ ショ ン (0) ウィ ン ドウ ⑲) 
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ie Example 















| 
| 
| Al_VRead AO_VWrile 
| Device Device 人 R も 、」 
| | chamel | | chamel | | 
に た 」 Gan Voltage 
| 
アク セ サ リ | 
Volaaqe 
| Error codeD | 陸 Code| | 
| 
Borland C+ 
9.1 | 
1 





写真 8 > 発光 ダイ オー ド の アノ ー ド と カソード 間 の 
電圧 測定 


ゅ いま せん の で 当然 の 結果 で す . 
最後 に .。 これ ら の 設定 を すべ て 保存 し て 環境 設定 は 
終了 で す . 





デー タ 収 集 ボ ー ド で 直流 ・ 交 流 を 計る 


テス ター と 比較 し な が ら , 簡単 な 直流 と 交流 測定 に 
うい て 行っ て み ま す 。 
(1) 直流 電 庄 を 計る 

手元 に , 単 三 乾電池 が 2 個 直列 に 電池 ホル ダー に 入 
っ て いま す . これ の 電圧 を 写真 2 の テス ター で 計り ま 
す . お お よそ 3.2[V] で す . こん ど は デー タ 収 集 ボ ポー 
ド で す 。 68 ピン の シー ルド コネ クタ ・ ブ ロッ ク の 0 チ 
ャ ネル (68 ピン と 24 ピン を 使用 , 写真 7 ) に 適当 な ク 
リッ プ 付 き リ ー ド 線 を 接続 し て 電池 ホル ダー の 士 / 一 
側 を クリ ッ プ し ます . 図 3 の アイ コン Borland C 十 十 
AIAO を ダブ ルク リッ ク し て 測定 開始 で す . 図 8 の 
Execute Al VRead ボタ クン を クリ ッ ク す る と , Voltage 
の 表示 ボッ クス に 3.179[V] と ディ ジタル 表示 され ま 


《 図 10> 発光 ダイ オー ド の アノ ー ド - カ ソー ド 間 電圧 の 測定 
(波形 表示 ) 


Deyice 
Chamel 0 | 
Galn | 


# Samples 
Rat | 
Error Codel0 | 





< 図 9 > 発光 ダイ オー ド の アノ ー ド - カ ソー ド 間 電圧 の 測定 
(ディ ジタル 表示 ) 
TE 


Al VRead/AO_Vwrile Example 


AI VRead AO_Vwrile 


Device Device 
Channel IS 
Gain MS 


人 E= 
Channel SKI 


Volfaqe 


Execue ALVRead 





Volfaae 


Error codeD | 





305。 

も う ひ と つ 計 り ま し ょ う . 発光 グイ オー ド (LED) の 
アデ アノード - カ ソー ド 間 電圧 で す ( 写 真 8 ). 上 の 電池 ホル 
ダー の 士 / 一 端子 に 抵抗 (330 0) を 介し て LED の アノ 
ー ド と カソード を 接続 し ます . テス ター で は 1.93[V] 
ぐら いで し ょ うか 。 それ で は アノ ー ド 。 カソード を ク 
リッ プ し て Execute Al VRead ボタ ン を クリ ッ ク し 
ます . Voltage 表示 は 1.931[V] と な り ま し た ( 図 9 ). 

テス ター 代わ り と し て こん な 睦合 ほほ 使 えま す - 

それ で は 最近 の 波形 表示 付き の テス ター の つも り で , 
図 3 の Borland C 十 十 DAQOOP を ダブ ルク リッ クレ し 
ます . LED の アノ ー ド - カ ソー ド 間 電圧 を その まま 計 
り ま す . Execute DAQ Op ボク ン を クリ ッ ク す る と , 
Voltage vs Time Plot と いう 波形 表示 画面 に 1 本 の 
電圧 線 が 表示 され まし た ( 図 10). 直流 電圧 で すか ら こ 
の よう に な る の は 当然 で す . 

(2) 交流 電圧 を 計る 

ここ に 発振 器 が あり まし た の で , 適当 な 交 流 電 圧 を 
出し て これ を 計測 し て み ま す (写真 9). 発振 器 の 周波 
数 を 60[Hz] に 設定 し ます . 発振 器 の 出力 電圧 に つい 





〈 写 真 9 > 発振 器 を 使っ て 交流 電圧 を 測定 


トラ 和枝 コリ ビュ ー ダ 9 








% 図 11> 交流 電圧 (最大 値 5(V〕, 周波 数 60〔Hz〕) の 
波形 表示 


Device 
Channel In | 
Gain 


# Samples 
Rale 
Error Codel0 | 


《 図 13> 高周波 電圧 (周波 数 1LkHz]) の 波形 表示 
(#Samples : 1000 の 場合 ) 


Device 
Channel 【 画 
Galn 


# Samples 


Rale 1UUU.D 


て は , テス ター の 電圧 表示 が だ いた だ たい 3.54[V] (実効 
値 ) に な る よう に 調整 し ます . そ れ で は 波形 表示 画面 を 
みて み ま し ょ う ( 図 11). サイ ン 波 形 で す . ピー ク 電圧 
(最大 値 ) は 5[V] で す . 

実効 値 メ XY2(1.414) = 最大 値 
の 関係 が 成り 立ち ます . 

も う 一 つ 測 定 を し ます . 高周波 電圧 (1[kHz] の 場合 ) 
を 見 て み ま し ょ う . . 図 12 の よう に な り ま し た . #Sam- 
ples の 100 を 1000 に し て 波形 を 見 や すく し ます . 
13 は 1[KHz] の 高周波 電圧 で す . サイ ン 波 形 で す . 

こん ど と は 渡 形 形状 を 変え て み ま す . 逢 形 波 で す 。 図 
14 は 60[Hz] の 場合 で す . 

氏 お わり に 
デー タ 収 集 ボ ー ド を 用 いて , テス ター の よう な 感覚 
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XBB ブ プロテクト モー ド ・ ブ ログ ラミ 


トラ 技 ゴ JE:-9 別冊 大 叶 広 幸 著 5 変形 判 3P0 頁 定価 P.500 円 


< 図 12> 高周波 電圧 (周波 数 1(kHz〕) の 波形 表示 
(#Samples : 100 の 場合 ) 


DAQ_Op Example - Borland C++ 


Device 
Channel 較 
Gain Ms 1 

# Samples 
Rale 
Error Codel | 


DAQ_Op Example - Borland C++ 


Device 
Channel Im | 
Gain 1 | 

# Samples 
Rale 
Error Codeln | 


で , 直流 と 交流 に つい て 簡単 な 電圧 測定 と 波形 表示 に 

つい て ご 紹介 し まし た . この 計測 ボー ド は , アナ ログ , 

ディ ジタル , タイ ミン グ 1/O ひ 機能 を も っ た “All-in- 

one の ポー ド で すず 。 まだ 0 民 少 イ バ と た も で の 0 ネ o 

つい て も LabVIEW な ど と 組み 合わ せる こと に より 

この ボー ド の 優れ だ 特徴 が 最大 限 に 引き 出せ ます . 
機会 が あり まし た な ら 一 度 お 試し くだ さい . 


国内 リリ ー ス 元 
日 本 ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ (株 ) 
〒 105 東京 都 港 区 芝 公 園 2 丁 目 1 番 5 号 
秀和 > パ ー ク ビル B 館 5F 
合 03-5472-2970 FAX : 03-5472-2977 






(1) 














。 デー 収集 カ ー ド を テス ター の 代わ り に 使う ノウ ハウ 


デー タ 収 集 用 カー ド を パソ コン で 活用 する 方 法 
② PCMCIA カー ド の 活用 





前 節 で は , デス クト ッ プ ッッ パソ コン の 拡張 スロ ッ ト に 
デー タ 収 集 ボ ー ド (A-D コン バー タ ) を 装着 し て , 付属 
の ドラ イ バ パソ フト (NI-DAQ Ver.4.6.1) を イン スト 
kk 2 業 坦 を 用 竜 し まし た 、 そ し て 。 この ソフ ト に 
内 蔵 さ きれ て いた サン プル プロ グラ ム を 使っ て , テス タ 
ー の よう な 感覚 で 直流 電圧 (電池 の 電圧 や 発光 ダイ オ 
ー ド の アノ ー ド - カ ソー ド 間 電圧 ) や 交流 電圧 (発振 器 
の 60 Hz や 1 kHz) を 渦 定 し た り , 波形 表示 を させ た 
りお 本 に 6 

ここ で は , 持ち 運び が 可能 な ノー ト パ ソ コン と これ 
に 装着 で きる PCMCIA カー ド (A-D コ ン バ ー タ ) を 


使っ て , 同じ よう な こと を 実験 し て みた いと 思い ます . 


持ち 運び が 可能 と な る と , まさ し く “ テ スタ ー 代 わり " 
と な り ま すね 。 





< 写真 1> ソニ ー・ テ クト ロニ クス 社 の Take Note 486 








写真 2 > National Instruments 社 の DAQCard-700 と 
付属 の 1/O0 ケー ブル 






ンジ に 角 欧 婦 守 妥 
PCMOIA カー ド の 紹介 


さて , 最近 の ノー トバ パソ コン も ひと ころ と 違い 。 い 
ろ い ろ な 機能 が 搭載 され て いま す .PCMCIA 拡張 ソ ケ 
ッ ト も その 一 つ で す . 今回 使用 し た ノー ト フ パソ コン 
(DOS/V 機 ) は , 計測 分 野 で は お な じみ の ソニ ー・ テ ク 
トロ ニク ス 社 の TakeNote486 (DX2-50 MHz,。 RAM 
8 M バイ ト , 250 M バイ ト の ハー ド デ ィ スク ,。 DSTN 
ーー 和博 家 に の すず 。 

この ノー トバ パソ コン の PCMCIA 抜 張 ソケット に は 。 
1 枚 の TypeI ル カー ド な いし 2 枚 の Type II カー ド が 
装着 で きま す . A-D コン バー タ で ある PCMCIA カー 
ド (Type II) は National Instruments 社 の DAQCard 
-700( 写 真 2 ) です . この カー ド の 仕様 は 吾 1 の と お り 
"な 

この カー ド に は , カー ド の 使用 状態 を 表示 する ユー 
テディ リティ ブロ グラ ム ( 一 般 ば に は カー ドド サー ゼス: とい 
う )CardWare 2.0 が 標準 で 付い て いま す . また 。 ド ラ 
イ バ ソ フト NI-DAQ Ver.4.6.1 も 付属 し て いま す . 

前 の 節 で 紹介 し た ハー ド / ソ フト と 異な る と ころ は , 
デス クト ッ プ フ コ パソ コン ジン が ソー ドク フツ コメ (だ SD ァ 
パー タ が ボー ド か ら カ ー ド に , そし て で カード は ば 新た 





< 表 1 > DAQCard-700 の 概略 仕様 


n 16 の 多重 化 さ きれ た シン グル エン ド 入 力 
牟 100.000 サン プル / 秒 の サン プリ ング レー ト 
多 チャ ネル スキ ャ ン 

本 入力 範囲 : 土 10 V, 土 5 V, 土 2.5 V 

勿 A-D 変換 タイ ミン グ 用 タイ マ 

匠 16 サン プル FIEFEO A-D 変換 バッ ファ 

外 割 り 込 み 発生 

提 内 部 / 外 部 A-D 変換 タイ ミン グ 


5 Vpe で 120 mA 


ディ ジタル 入出 力 | 8 ビッ ト 入 力 ,8 ビッ ト 出 力 ポ ー ト と し て 構成 さ 
れる 16 ディ ジタル 7O: ラ イン 
カウ ンタ / タ イマ | 周波 数 計測 , イベ ント カウ ン テ ィ ン グ , パパ ルス 


出力 アテ アプリケ ーション の た め の 2 基 の 16 ビッ 
トカ ウン タ / タ イマ 

割り 込み 

対応 ソフ ト 






































ーー つの カウ ンタ 出力 へ の 割り 込み 発生 


LabVIEW, LabWindows/CVI, LabWindows 
に て プロ グラ ム 可 能 






トラ 役 コ コピ ュー9 





< 図 1> カー ドサ ービス (Card Ware 2.0) の 起動 画面 . 
empty (PCMCIA カー ド が まだ 装置 され て いな い ) 
状態 を 示す 


計 寺 。 PS の Opione Je Ko 
の | 下層 副 画 固 | | 





に カー ドサ ービス が 付い た と いう こと で し ょ うか . 
イン ツジ ツ 下 位 問 じ も の で す 。 


の か し ちあ ー に と な たち とみ ルル ソン ト の 


ド 


5 だ 





PT ジウ 家 株 存 放 


欠 カー ドサ ービス 

マニ ュ ア ル に 従っ て カー ドサ ービス を イン スト ー ル 
し ます . 特に 将 し いと ころ は あり ませ ん . イン スト ー 
ル の 途中 で いく つか の 選択 項目 が あり ます が , デフ ォ 
ルト を その まま 選択 し ます . イン スト ー ル が うま くい 
け ば , Windows を 再起 動 す る と 図 1 の よう な カー ド 
の 使用 状態 を 示す 表示 が 現れ ます . まる で PCMCIA 





< 写真 3> DAQCard-700 を Take Note 486 の 拡張 ソケット 
に 差し 込む 





《 写 真 4> 延長 |/O0 ケー ブル と 端子 ユニ ッ 


ト 
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< 図 2> ドラ イ バ ソ フト NI-DAO Ver.4.6.1 で デバ 
イス (D) の タイ プ (DAQCard-700) を 選択 















間 FDA8 NFDAG > ミン -PM-16 
+ 
「 ーー ル ラン 9_ リ TPADSC 


] AT-MIO-16 
AT-MIO-16D 
国 AT-MIO-16X 
AT-MIO-16F-5 
AT-MIO-64F-5 















PC-DIO-24 
AT-DI0-32F 
PC-DIO-96 
PC-TIO-10 
AT-A0-710 
AT-A2150 

| AT-DSP2200 


jl DAQCard-70U 
PCMCIAAU9 ト HO 
















DASCw0-D10-24 


拡張 ソケット を 絵 に し た よう で すね 。 

この 図 を 見 れ ば , Socket A も Socket B も 空 
(empty) に な っ て いま す . 要する に , カー ド が まだ 差し 
込ま れ て いな いと いう こと を 示し て いま すす (実際 に ま 
ご ター ド を 装着 し て いな い )。 

な お , 通常 は PCMCIA 拡張 ソケット 付き の ノー ト 
パソ コン に は カー ドサ ービス が プリ イン スト ー ル きれ 
て いま す . TakeNote486 に は PCMCIA ユー ティ リ テ 
ィ ・ フ ロッ ピ デ ィ スク が 付属 し て いま す . 

図 1 の コン トロ ー ル メニ ュー・ ボ ックス か ら 「 閉 じ 
る (トト )」 を クリ ッ ク し て カー ドサ ービス を 終了 さき せま 
の 
倫 ドラ イ バ ン フト 
ドラ イ バ ソ フト NI-DAQ Ver.4.6.1 の イン スト ー 
ル に つい て は , 前 の 節 で 説明 し た 方 法 と 同じ し です. た 
だ し , デバ イス (①D) の タイ プ を 選択 する 画面 で は , DA- 
QCard-700 を 選択 し ます ( 図 2 ). 


ツブ 


PCMOIA カー ド の セッ ト ア 





最初 に , PCMCIA カー ド と 付属 の I/O ケーブ ル を 
< 図 3> カー ドサ ービス (CardWare 2 .0) を 起動 . PCMCIA 
カー ド (DAQCard-700) が 装着 され て いる 状態 を 示す 


国 l~ 国司 
レー Cee me Ver ーー 還 一 





千 一 ] 還 回] [ 固 較 較 | | を IN 
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《 図 4 > DAQCard-700 の 1/O0 コネ クタ の ピン 配置 


AIGND AIGND 2 アン 


アナ ログ 入力 


ディ ジタル 入力 


ディ ジタル 出力 





接続 し ます .。 次 に , カー ド を ノー トマ ソコ ン の 拡張 ソ 
ケッ ト の 上 段 (Socket A に 対応 ) に 注意 深く 差し 込み 
ます (写真 3 ). ケー ブル の 接続 方 向 や カー ド の 差し 込 
み 方 向 な ど 指 定 が あり ます の て で 注意 が 必要 で す . 

な お , 付属 の I/O ケー ブル は 長き が 短く 。 ケー プル 
先端 も この まま で は は 渦 定 端 と し て 不便 な の で , あら た 
に 延長 ケー ブル と 端子 ユニ ッ ト を 準備 し まし た (写真 
4)、 これ ら は オプ ショ ン と し て 用 意 き れ て いま す . 

PCMCIA カー ド を 装着 し た と ころ で , CardWare 
2.0 を 起動 きせ て み ま し ょ う ( 図 3 ). 確 か に , Socket A 
の ほう に カード (National Instruments DAQCard_ 
700) が 装着 され て いま す . 表示 も empty から LAN 1 
に 変わ っ て いま す . これ で 確認 で きま し た. 


22 5 













《 図 6 > 1 有 【S DI 是 申 (011 に II 65 二 , < に | 
太陽 電池 の 誘 Al VRead AO_Vwrie 8 
測 
起 電 庄 を 測定 BT で 1 トド pe 2 恒 半 | 
Channel D | Channel D | 
Gain Rs Volaqe 『 
Volfaaqe 
Error codeD | Error code| | 
12 





ピー 』 Be 
の で SS 
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# 
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< 写真 57 テス ター 代わ り に , ノー ト パ ソ コン に PCMCIA 
カー ド を 装着 し て , 大 陽 電 池 の 誘起 電圧 を 測定 


《 図 5> ドラ イ バ ソ フト NI-DAO Ver.4.6.1 を 起動 し 
ディ ジタル 表示 (Borland C+ 十 AIAO) アイ コン 
を 選択 








太陽 電池 の 電圧 を 計る 


手元 に , 電卓 な ど に 使わ れ て いる も の と 同種 の 太陽 
電池 が あり ます . 大 き さ は 約 35xX15 mm で す .。 この 太 
陽 電 好 の 誘起 電圧 を 計っ て みた いと 思い ます . 

端子 ユニ ッ ト の 端子 番号 は カー ド の ピン 配置 ( 図 4 ) 
の 番号 に 対応 し て いま す の で , この 図 を 見 な が ら 今 回 
は Analog Input Channel 0 で ある 3 番 ( 填 側 ) と Ana- 
log Input Ground で ある 2 番 ( グ ラウ ンド 側 ) の 端子 
に 太陽 電池 の 士 / 一 側 を それ ぞ れ 接続 し まし た (写真 
5). な お , この カー ド は Channel 15 まで あり ます . 
送 動 入 力 で は な く シ ング ル エ ンド 入力 で あれ ば 16 チ 
ャ ネル 分 の 多重 測定 が 可能 で す . 今回 は 1 チャ ネル 分 


《 図 7 > 
大 陽 電 池 を 手 
で ふさ い だ と 
き の 誘 起 電圧 
を 測定 





トラ う 投 コリ ピュ - ダ 





《 図 8 > 2 


Device 


Channel lp | 
Gain 

# Samples 
Rale 
Error Codel | 


テ 「 ラ 192tV] 


| Execule DAQ Op | DAG | Execule DAQ Op | 


ご れ を クリ ッ ク す る と 波形 ッ ク す る と , 波形 表示 を 開始 する 








の み の 測 定 で す . 

さっ そく 件 定 し て み ま し ょ う . NI-DAQ Ver.4.6.1 
を 起動 きせ ます . ディ ジタル 表示 (Borland C 十 十 
AIAO) と 波形 表示 (Borland C 十 十 DAQOP) アイ コン 
か ら デ ィ ジ タル 表示 を 選び ます ( 図 5). 

Execute AI _ Vread ボタ ン を クリ ッ ク す る と ,。 太陽 
電池 の 電圧 は 2.192[V] と 出 ま し た ( 図 6). 太陽 電池 
を 手 で ちょ っ と ふさ いで み ま す . 電圧 は いく ら に な る 
か な // 1.069[V] と な り ま し た ( 図 7 ). 太陽 電池 へ の 
入射 光 を さえ ぎり まし た の で 当然 の 結果 で す . 手持 ち 
の テス ター( ア ナ ロ グ 表示 , 前 の 節 の 写真 2) で は どう 
8 の u。 舌 、 ゅ つ の も ょ 2 交 まま.O[ 羽 で す 。 ディ ジジ み ル 表 
示 の ほう が アナ ログ 表示 より 便利 で すね / 

次 に , 波形 表示 も 見 て み ま し ょ う . ア イコ ン Borland 
じ 十 士 DAQOP を ダブ ルク リッ ク し ます 。 表示 結果 は 
図 8 で す . 太陽 電池 の 電圧 は 直流 で すか ら 一 本 の 線 と 
し で 姜 赤 きれ まし だ な 、 

こん な 具合 で す . な お , この 辺り の NI-DAQ の 使い 
方 は 前 の 節 の 場合 と 同じ で す . 


交流 電圧 波形 を 見 る 





一 般 家 庭 の コン セン ト な ど に き て いる 電圧 は 50 Hz 
な いし 60Hz の 100V の 電圧 (実効 値 ) で す . 波形 は サ 
イン 波形 (正弦 波形 と も いう ) で す . これ を 見 て み ま し 
上 の 

と いっ て も , 100V の 電圧 を 直接 計る の は 危険 で す 

ら 小 型 電源 トラ ンス (一 次 100[V] : 二 次 9[V]) を 
使っ て 低 電圧 (9 V) に 落と し ます (写真 6). アイ コン 


BorlandC 十 十 DAQOP を クリ ッ ク し て 起動 きせ ます . 


波形 表示 は 図 9 の よう に な り ま し た . #Samples は デ 
フォ ルト は 1000 で す が , 波形 を 見 や すく 100 に 設定 し 
まし た だ. 確か に サイ ン 波 形 で す / 
免 お わり に 

PCMCIA カー ド (A-D コン バー タ ) と ノー トペ パソコ 
ン を 使っ た 計測 体験 は 以上 の と お り で す . 前 の 節 で 紹 
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特集 WindOws 時 代 の デー タ 計 測 選 解析 入門 


図 9 > 小型 電源 トラ ンス の 二 次 側 ( 交 流 電圧 9[V〕) の 
電圧 波形 


Channel Ip | 
Gain 代 呈 】 


人 W | 
時 昌 呈 園 
生計 較 」 
# Samples 100 | ・ 
-s 宏史 思 
Rale 1000.0 の お 信和 拉 上 紹 | 
ErrorCodel0 | は 


デフ ォ ル ト 値 は 1000, ここ で は 100 に 設定 





(oo:9 ト ラ シ スナ ーー- 特 


還 、 こ ) 


< 写真 6> テス ター 代わ り に , PCMCIA カー ド を ノー ト 
パソ コン に 装着 し て , 小型 電源 トラ ンス の 二 次 
側 電圧 波形 を 見 る 


介し た デー タ 収 集 ボ ー ド の 場合 と 基本 的 に は 同 じ 0 
ノー ト パ ソ コン で あれ ば 持ち 運び に 便利 で , ボー ド の 
場合 と は 違っ た 応用 例 が 期待 で きそう で す . 

最後 に , PCMCIA カ ー ド の 導入 に 際 し て は , 
PCMCIA の メー カー な いし は ノー トマ ソコ ン の 機種 
を 確認 する 必要 が あり ます .PCMCIA 拡張 ソケット が 
付い て いる か ら ど の PCMCIA カー ド で も 使え る と い 
うわ け に は いか な いよ う で す . ノー トバ パソ コン の 機種 
に よっ て は PCMCIA カー ド が うま く 動 作 し な いこ と 
も ある よう や す 。 
問い 合わ せ 先 
1) ソニ ー・ テ クト ロニ クス 幌 

ソリ ュー ショ ン シ ス テム 者 

〒 141 東京 都 品川 区 北 品川 5-9-31 

代 03-3448-4851 








④ 参考 文献 $ 
1) DAQCard-700 Users Manual, National Instruments Corp.. 
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ノー トバ パソ コン に よる 省 ス ペー ス の 計測 環境 を 作る 


GPIB カー ド (PCMOIA) を 使っ た 計測 環境 の 構築 法 





ら ロ | カー ド と 周辺 機器 





ここ で 用 いる GPIB カー ド は , JEIDA 4 .2/PCM- 


CIA 2.1 に 準拠 し た 計測 ・ 制 御用 の PC カー ド で す . こ 
の 種 の カー ド タ イ プ は まだ そう だ くさ ん は 市 販 さ れ て 
いま せん が , 最近 に な っ て 少し ずつ 関連 の メー カー な か 
ら 市 販 さ れる よう に な っ て きま し た だ た. DOS/V 機 用 も 
ぃ ゅ いく つか 製品 化 き れ て きま し だ た. 

どこ の は ポテ ッ ク シ スチ ム / 叶 で 成 表 桂 ⑨ 製 の 
DOS/V 機 用 GPIB カー ド ( 型 式 : AXP-GP01) を 使っ 
だ 簡単 な 計測 に つい て 紹介 し ます . この カー ド は , 
TYPE II( 厚 さ :5.0mm) の 規格 に 準拠 し て いま す 
(写真 1). 

使用 し た DOS/V 機 は , IBM 製 の ノー トッ パソ コン 
ThinkPad230Cs で す . この DOS/V 機 に は TYPE II 


0 に 1 > ThinkPad230Cs の カー 0 ビス 0 





写真 2 > 測定 に 用 いた マル チ メ ー タ (HP 社 HP34401A) 
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の スロ ッ ト が 2 個 備 そえ られ て いま す . も ちろ ん , PC み 
ー ド の 機能 を 制御 する カー ドサ ービス (ソフ ト 名 : 
EasyGoing) が プリ イン スト ー ル され て いま す ( 図 1). 
次 に , 計測 を 行う た め に は 測定 器 が 必要 で す が , 
HewlettPackard(HP) 社 の マル チ メ ー タ HP34401A 
(写真 2 ) を 使っ て 簡単 な 電圧 測定 を し て み ま す . この 
マル チ メ ー タ は , この 世界 で いわ ば 標準 的 機器 に な っ 
て いる SCPI, HP3478A, Fluke8840A の プロ グラ ミン 
言語 が 設定 で きる よう に な っ て いま す . 


の の の の ト の イン スト ー ル 





最初 に , ハー os ンス トー ル を し ます . 
GPIB カード を ThinkPad230Cs の 2 個 あ る スロ ッ 





写真 3> GPIB カー ド を ノー ト パ ソ コン (IBMThinkPad 
230Cs) の カー ドス ロッ ト に 装着 し て いる と ころ 


トラ 役 コ リピ ビュ - タ 


PC カー ドド に 
GPIB 用 ケー プ 
ル を つなげ る 


WindOowWs 時 代 の デー タ 夕 計測 と 解析 入門 





< 写真 4(@)> 付属 ケー ブル を ノー ト パ ソ コン に 装着 し た 
GPIB カー ド に 接続 


ト の 内 , 上 の スロ ッ ト に 装着 し ます (写真 3 ). 次 に , 
GPIB カー ド 付 属 の 接続 ケー ブル で , 指定 され な た 方向 
こ GPIB カ ー ド と マル チ メ ー タ ( 夷 面 ) を 注意 深く 接 
続 し ます (写真 4 ). 
次 に 。 ソフ フトウェア の イン スト ー ル を し ます 。 
GPIB デバ イス ドラ イ バ (AXPGPIB) を パソ コン 側 に 
組み 込み ます . 付属 の フロ ッ ピ を A ドライブ に 差し 込 
レン で う 
A:\>inst( リ ター ン ) 
と し ます ( 図 2). あと は 画面 の 指示 どおり 行え ば イン 
スト ー ル 完了 で す . 完了 後 は CONFIG.SYS ファ イル 
こら 。 
DEVICEーC:\AXPGPIB\AXPGPIB.SYS 
を 追加 し ます ( 図 3 ). 


図 2> GPIB デバ イス ドラ イ バ (AXPGPIB) の イン ス 
トー ル 画 面 


AXP-GP01 イン スト ー ル プロ グラ ム Ver.1.00 


INFORMATION 
この プロ グラ ム は AXP-GP01 用 デバ イス ドラ イ 
バ を 製品 に 添付 の ディ スク か ら 転 送 し , CONFIG. 


SYS に 追加 する ユー ティ リティ で す . 

イン スト ー ル する 前 に カー ドサ ービス が イン スト 
ー ル され て いる 必要 が あり ます . 

準備 が 出来 た ら ス ペー スキ ー を 押し て 下さ い 


Hit SPACE key 





《 図 4 > Borland C+ 十 Ver.3.1 の Windows 画面 





Workshop 0 WinSight Import Lib 


軸 較 時 較 隊 


WRsmote WRSetup TProfw WinSpector Hot-Spot Multimedia 
Editor Reference So 


較 國 圏 較 了 ビ | 
| 





| Hot-Spot BCW WinSight WinSpector Workshop 
Reference Reference Reference Reference Reference 
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< 写真 4(b (b)> 付属 ケー ブル を マル チ メ ー ー タ 背面 の 
GPIB コネ クタ に 接続 


な お , 今回 計測 で 使う プロ グラ ム の コン パイ ラ と し 
て , Borland 社 の C 十 士 Ver 3.1 を 使い まし た . これ 
も あら か じ め イ ンス トー ル し て お きま す . C 十 二 は , 
DOS か ら で も Windows( 図 4) か ら で も 立ち 上 げ る こ 
と が で きま す . 


リン ジル ジョ グン 代 多 う 





付属 の フロ ッ ピ ディ スク に は デバ イス ドラ イ バ の ほ 
か に 。 二 つ の サン プル プロ グラ ム ど これ を っ コジ レシ 94 7 
する だ た め の ラ イブ ラリ (スモ ー ル モデ ル GPSLIB.LIB 
と ラー ジ モ デ ル GPLLIB.LIB), さら に GPIB ライ ブラ 
リ 用 イン クル ー ド ファ イル (AXPGP.H) な ど が 入っ て 
いま す . 

ー つ の サン プル プログ ラム は 簡単 な 実験 で あれ ば す 
ぐに で も 使え る 実用 的 な も の で す . ここ で は ,『 マ ル チ 


図 3 > CONFIG.SYS ファ イル に GPIB カー ドド ライ バ 
AXPGPIB.SYS を 追加 


BUFFERS=20 
FILES=30 
DOS=HIGH, UMB 
COUNTRY=081, 932.C:\DOSYCOUNTRY.SYS 
SHELL=C:WDOSYCOMMAND.COM /P /E:512 
DEVICE=C:WDOSY$SFONT.SYS 
DEVICE=C:WDOSYHIMEM. SYS 
DEVICE=C:WWINDOWSYEMM386.EXE RAM X=C800-CFFF 
DEVICEHIGH=C:YDOSWSETVER.EXE 
DEVICEHIGH=C:\DOSY$DISP. SYS 
DEVICEHIGH=C:YDOSY$IAS. SYS 
DEVICE=C:WEZGOINGWIBMDSSO1.SYS /M 
DEVICE=C:WEZGOING\IBMDOSCS. SYS 
DEVICE=C:WEZGOINGYDICRMUO1.SYS /MA=C800-CFFF 
DEVICE=C:\EZGOINCY$ICPMDOS. SYS 
DEVICEHIGH=C:YDOSYPOWER.EXE 
DEVICE=C:WEZGOINGYAUTODRV.SYS C:WEZGOINGYAUTODRV 
・INI 
DEVICE=C:WE2ZGOINGYDISKDRV.SYS 
DEVICEHIGH=C:WDOSY$PRN.SYS 
DEVICEHIGH=C:WDOSYANSI.SYS /X 
DEVICEHIGH=C:WDOSY$FDD12.SYS 
rem DEVICEHIGH=C:\YDOSYRAMDRIVE.SYS 
INSTALL=C:WDOSYIBMMKKV.EXE /M=S /Z=4 /C /L /]=90 
/S=C:WDOSYMULTDICT.PRO /U=C:\$USRDICT.DCT 
STACKS=9,256 


DEVICE=C:WAXPGPIBYAXPGPIB.SYS 


追加 され た カー ドド ライ バ 
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< く リ スト 1> サン プル プロ グラ ム (SAMPLE1.C) 


AXP-GP01 C 言 語 ラ イプ ラリ サン プル プロ グラ ムー 1 
デー タ の 送受 信 
1994 ADTEK SYSTEM SCIENCE Co.,Ltd. 
9/ 


#include <stdio.h> 


#include <String.h> 
#include <AXPGP.h> /* AXPGPO1 ラ イブ ラリ 用 ヘッ ダ *%/ 


void main( void ) | 


int len, cnt, statuS : 
char send_buf[10] : /* 送信 デー タ 用 バッ ファ (コット ") */ 
/* 受信 デー タ 用 バッ ファ */ 


char buf[20] : 
/* 初期 化 カー ド の アド レス を 0 に 設定 */ 

status = gib_init( (uchar)0 ) : (3) 
/* 返り 値 が NORMAL 以外 な ら 終 了 */ 

if( status != NORMAL ) goto  _-EXT: 


/* IFC 送信 */ 
status = gpib_ifc() : (4) 


/ REN イネ ー ブ ル ツ 
gib_set_ren( SET_TRUE ) : (5) 


/*** HP3478A に コマ ンド を 送信 する ***/ 
strcpy( send_buf, "F1RON4" ) : 


/* コマ ンド 文字 列 長 を 求め る *%/ 
len = strlen( send_buf ) : 


/* 送信 */ 
gpib_send( (uchar)3, len, send_buf, DELIM_CRLF ) : =ーー ス (6) ) 


/* 1 0 0 回 読み 込む */ 
for( cnt = 0 : cnt < 100 : cnt+) 


/* 読み 込む 7'-?7 ォ - マ ッ ト : +9.99999E+9CRLF (1 3 バイ ト ) 
gib_recv( (uchar)3, 14, buf, DELIM_CRLF ) : 
buf[11] = "WO0' : 


/* 読み 込ん だ デー タ を 画面 表示 */ 
printf( "[%03d] : [%s]Wn", cnt, buf ) : 
| 


/* REN ディ スエ ー プ ル */ 
status = gib_set_ren( SET_FALSE ) : 


/* GPIB の 終了 */ 
gpib_close() : (9) 





メー タタ から の デー タ を 読み 込ん で , マル チ メ デー タ の デ 
ィ ス プレ イ 表 示 と 同じ 値 を パソ コン の ディ スプ レイ に 
表示 する (以下 , GPIB 計測 と する )』 プ ログ ラム SAM- 
PLE1.C を 使う こと に し まし た 。 

リス ト 1 は SAMPLE1.C の 中 身 で す . この プロ グラ 
ム の 詳細 は 省略 し ます が , プロ グラ ム 中 の ①), (2), 
(544) (5)。 (0)。 (8 9) の マー ング は , すべ て 
GPIB カード AXP-GP01 専用 の ライ ブラ リ 関 数 で す 








る < 写真 5> 立ち 上 が っ た FiHe Edft eareh FRun [ompile 
Borland C 十 十 の ディ レク 
トリ を C :\ か ら A :\ に 設定 
(LCD の 画面 の コン スト ラ 
スト が 低かっ た の で ,。 CRT 


《 図 5> サン プル プロ グラ ム (SAMPLE1.C) を コン パイ ル 
し て 0BJ ファ イル と EXE ファ イル を 作成 


Ai\>dir 


ドラ イブ A に は ボリ ュー ム ・ ラ ベル が あり ませ ん 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 15F0-040DF で す 
ディ レク トリ ー は Ai\ 


GPSUB LB 
GPLLB ILB 


4096 94-10-13 1:OO 
4096 94-10-13 1:0O 


SAMPLE1 OBJ 825 95-03-02 18:19 


SAMPLE1 C 1.222 95-03-02 13:22 
SAMPLE1 EXE 11240 95-03-02 18:19 EXE ファ イル 


3 個 21.479 バイ ト の ファ イル が あり ます 
1.435.646 バイ ト が 使用 可能 で す 


これ ら の 関数 に つい て は マニ ュ ア ル に 詳し く 説 明 さ きれ 
で ゆい ます 
娠 コン バ パイル 
最初 に , 新しい フロ ッ ピ ディ スク を 1 枚 用 意 し ます . 
この フロ ッ ピ に 付属 ディ スク か ら サ ンプ ル ヴ ロ ダグ ダラム 
(SAMPLE1.C) と ライ ブラ リ (GPSLIB.LIB と GPLLIB. 
8 を コピ ー し まず 。 
ノー トッ ソコ ン (ThinkPad230Cs) を 起動 し , DOS 
画面 に し ます . ここ で , ドラ イブ を 奉 え ます . 
C:\>A:( リ ター ン ) 
A:\> 
新しい フロ ッ ピ る 、A: ド ライ ブ に 入れ て , 次 の よう に 
し て SAMPLE1.C を コン パイ ル し ます . 
A:\>BCC -ml SAMPLE1.C GPLLIB.LIB( リ ターン) 
ラージ モア デル で コン バ パイル し まし 江 ( 夷 更 エ 才 還 の 
ノレ で も か まわ な い ). コン パイ ル の 結果 , フロ ッ ピ に は 
EXE ファ イル が 作ら れ ま し た ( 図 5)、 こ の コシ フッ イル 
と リン ク に よっ て , 先ほど の ライ ヴァ ラリ 関数 が ググ 
ウム で 使え る よう に な が り ま うす. 







手元 に 単 三 乾電池 が あり まし だ た ので, これ の 電圧 を 
計っ て み ま す . マル チ メ ー タ (HP34401A) の プロ グラ 
ム 言 語 を HP3478A に 設定 し て か ら , テス トリ ー ド を 


ebu9 TO16C【 rtiO0S Window HI い 


肌 1 


に 


ま RXPBPO1 ラ イブ ラリ 用 へ 





画面 を 写真 に の 0 い る ) AaIn( void )( 
1 人 い ( 遇 1 
Char Send_buf【10] : /* 送信 デー タ 用 バッ ファ 
1 0 本 /* 愛 信 デー タ 用 バッ フ 
店 ノア アア を (か 志 、 
| St SgPib_jnit( (uchar)0 ) : 
。 が RUEMRL 以外 な ら 終 了 ォ 
了 写真 6 > サン プル 四 | if( status != 1 tn 委 ・ 1 遇 ] 
[ WW グラ ム (SAMPLE1.C) 
9 cursor keyS to navigate through directory tree ー 
kde:tOIAtoi4tiahrowh を オー プン し た と ころ 


16 


トラ 徹 コ コピ ュー ダ 





《 図 6 > 単 三 乾電池 の 電圧 測定 の 場合 の ノー ト パ ソ コン が 
読み 込み 表示 し た デー タ 例 


A:\>sample 1 [07BI : 1.59330E+ 
ID0O 有 U : +1.59330E+ 07 : は 1.59330E+ 
I011 : は 1.59330E+ [080U| : 1.59330E+ 


特集 WindOws 時 代 の デー タ 計 測 と 解析 入門 


図 7> 発光 ダイ オー ド に 流れ る 電流 (抵抗 の 両端 電圧 ) 
測定 の 場合 の ノー ト パ ソ コン が 読み 込み 表示 し た 
デー タ 例 


Ai\>sample 1 : +1.22420E+ 





[002I : 
[003] : 
[004| : 
[05] : 
[006] : 
[07] : 
[00Bl : 
[09] : 
[01 : 
[11] : 
[12] : 
[13] : 
[014] : 


『n4F1 。 


け 1.5933OE+ 
け 1.5933OE+ 
け 1.59330E+0I 
ト 1.59330E+ 
は 1.59330E+ 
け 1.59330E+0I 
け 1.59330E+ 
け 1.59330E+ 
は 1.59330E+0| 
1.59320E+0 
は 1.59330E+QI 
ト 1.59330E+ 
け 1.59330E+ 


「, 4 Fn ロ の Onr 」 mn ロ 1 


(ag) 


[081] : 
[DB2] : 
[DB3] : 
[0B4] : 
[085] : 
[086| : 
[087| : 
[08BI : 
[089] : 
[090] : 
[091] : 
[092] : 
[093 : 
[094] : 


「nnC1 ・ 


は 1.59330E+ 
け 1.59330E+ 
け 1.59320E+ 
は 1.59330E+ 
は 1.59330E+I 
は 1.59330E+ 
は 1.59330E+I 
け 1.59330E+l 
は 1.59330E+ 
け 1.59330E+0 
1.59330E+ 
け 1.59330E+ 
け 1.59330E+ 
け 1.59330E+ 


「+ 1 Fn らら OnFE+ ロ 1 


(b) 





IUOUI : 
[001] : 
[002I : 
[003] : 
[004] : 
[005] : 
[00] : 
[007] : 
[00Bl : 
IO0] : 
[010 有 l : 
[011] : 
I012] : 
[013] : 
14| : 


は 1.22190E+ 
は 1.22190E+| 
は 1.22190E+ 
け 1.22190E+ 
は 1.22190E+I 
け 1.2220OE+ 
け 1.22190E+ 
は 1.22200E+ 
は 1.22190E+ 
け 1.22190E+I 
は 1.22190E+ 
は 1.22190E+Q] 
け 1.22200E+| 
は 1.22200E+0 
は 1.2219F+ 


(だ り 


: は 1.2242OE+I 
: 1.22420E+I 
: +1.22420E+0l 
: +1.22420E+0I 
: 1.22420E+ 
: は 1.22430E+ 
: +1.22420E+0I 
: +1.22420E+ 
: は 1.22430E+ 
: +1.22420E+ 
: 1.22420E+ 
: は 1.22430E+| 
: は 1.22430E+ 
: +1.22420E+ 
: +1.22420E+ 
: +1.22430E+l 


ェ 『「 ェ ィ ロロ 4 の OnF ,」 mn1 


(b) 


電池 の 十 / 一 側 に クリ ッ プ し ます . マル チ メ ー タ の 電圧 
表示 は 1.593 V で す . は た し て パソ コン 画面 に も 同じ 
値 が 表示 され る で し ょ うか . 

DOS か ら で も Windows か ら で も か まい ませ ん が , 
ここ で は Windows か ら C 十 十 を 立ち 上 げ る こと に し 
ます . 図 4 の 左上 の Borland C 二 十 の アイ コン を ダブ 
ノル レク リッ ク し ます 。 

メニ ュー の File の 中 の Change dir... で ディ レク 
トリ を A:\ に 設定 し ます (写真 5). 次 に , File の Open 
・ か ら ブ ログ ラム SAMPLE1.C を オー プン し ます ( 写 
真 6). コン パイ ル は すでに 前 の 項 で 済ん で いま す の 
で , ここ で は メニ ュー の Run の み を 実行 さき せま す . 

実は 。 リス ト 1 の プロ グラ ム は 100 回 デー タ を 読み 
込ん で , それ を その まま 表示 する for 文 を 使っ て いま 
す の で , 実行 結果 と し て は 100 個 の デー タ 列 が 得 ら れ 
まし た だ. 図 6 は その 一 部 で す . デー タ 番 号 [000] か ら 
[O99」 まで 100 個 デ ー タ 表示 され ます . これ ら は マル 
ナメ ー タ の 表示 と 一 致し まし た 。 

次 に , 単 三 乾 電池 を 2 個 直 列 に し て , 330 Q の 抵抗 
を 介し て 発光 グイ オー ド (LED) を 点灯 きせ た と き の 
電流 7 を 計っ て み ま す . 電流 は 抵抗 (330 Q) の 両端 電 
庄 レ か ら ,7= テ ア /Z と し て 求め ます (マル チ メ ー タ は 
電流 を 直接 計る こと が で きま す が , ここ で は あえ そく て こ 
の よう に し まし な た). 電池 ホル ダー, LED, 抵抗 に つい 
て は , 基板 上 に 配置 し て 接続 し まし た . 

準備 完了 で す ( 写 真 7). マル チ メ ー タ の 表示 は 
1.225 V で す 。 電流 を 計算 す る と , 7= テ 1.225/330= 
0.0037 A と な がり ま すず . き て 。 フツ ラン 側 究 は どう で し 
ょ う . ファ イル メニ ュー か ら Run を クリ ッ ク し て 実行 
で す 。 結果 は , 國 7 で す . ほとん ど 一 致し た 結果 が 得 
生生 6 水 に だ 、 

こん な 具合 で す . 実際 や っ て みる と な か な か お も し 
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(スル 
むれ <* 
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写真 7 > 発光 ダイ オー ド に 流れ る 電流 (抵抗 の 両端 電圧 ) 
を GPIB シス テム で 測定 し て いる 全景 


ろ い 体験 で す . GPIB 計測 の 簡単 な 実験 で す . 





計測 制御 用 カー ド と ノ フート パソ コン 





GPIB や A-D コ ン バ ー タ な ど 計 測 制 御用 の カー ド 
は 使う ノー トバ パソ コン (特に , DOS/V 機 ) の 機種 な ど 
に よっ て , カー ド に 付属 し て いる ドラ イ バ が うま く 起 
動 で き な か っ だ た だり , カー ドサ ービス も 専用 の も の が 付 
いて きだ た り し て , どれ を 優先 し て 使っ て いい も の か 迷 
うこ と も あり ます . 使う ノー トマ パソ コン に よっ て は 動 
か な いも の も ある と 聞い て いま す . 購入 する 場合 に は , 
この あ だ た り を よく 確認 する 必要 が あり ます . 

この 種 の カー ド は 商品 化 き れ た ば か り で , サポ ー ト 
する ノー ト パ ソ コン の バリ エー ショ ン も まだ まだ 少な 
い 状 況 で す . 今後 は より 多く の ノー トペ パソ ュ コン に 対応 
し だ た カード が 増え て くる も の と 思い ます . 

本 稿 で 使用 し た GPIB カー ド の 問い 合わ せ 先 : 


(⑬).4《 枯 ) ア ド テ ッ ク シス テ 必 サイ ェ ジン ※ 


〒 240 横浜 市 保土ヶ谷 区 天王 寺町 1-16-6 
盆 045-331-7575 (FAX)045-331-7770 





1Z 


LaBDAO に よる DOS 境 の 計測 シス テム 


PC98 用 計測 ・ 解 析 ソ フト を 使っ た 上 FT 解析 の 方 法 





波形 解析 ソフ ト は ,DOS/V 対応 の Windows 環境 で 
動作 する も の が 多く あり ます . 本 誌 で 紹介 し た 技術 グ 
ラフ & デ ー タ 解析 ソフ トウ ェ ア の Origin(1995 年 5 月 
号 , 6 月 号 ) や 計測 制御 用 グラ フィ ッ ク プ ログ ラミ ング 
LabVIEW, 数 学 モ デリ ング ソフ トウ ェ ア VisSim の な 
どい ろ い ろ あ り ま す . も ちろ ん 数 式 処理 ソフ ト と し て 
知ら れ て いる MMathematica り や Mathcad の に も 波形 
解析 に 必要 な 機能 が た くさ ん 入っ て いま す . 

ここ で 紹介 する マイ クロ サイ エン ス 社 の 波形 解析 ソ 
フト LaBDAQ(Ver.2.0) は , PC98 上 で 動作 する 数 少 
な いい 波形 解析 ソフ ト の 一 つ で す . LaBDAQ は どん な 


《 図 1 > Mathcad の ドキ ュ メ ント 画面 (サイ ン 波 形 ) 


サイ ン 波 形 の デー タ を 作る 


』 =1..100 


A」 sin(0.5.1) 


0.479 
0.841 
0.997 | 

0.909 

-| 0.598 

0.141 1 
-0.331 

-0.757 

-0.978 

-0.959 Ao 
0.706 Ki 
-0.279 


0.215 


0.657 で 20 40 60 sO 100 
0.938 i 


0.989 

0.798 

0.412 

.073 

①.544 WRIIEPRN(sim) - A 
①.88 








0.875 
-0.537 く 以下 省略 > 
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こと が で きる か と いう と , 専用 の A-D コン バー タ ポ 
ー ド (高速 人 、-D コ ン バ ー タ ボー ド , 写真 1 は 同社 の 
ADM-8298BPC) か らら 取り込ん を だ デー タ の 解析 (波形 
解析 ) は も ちろ ん の こと , 別 の 実験 で 得 ら れ た デー タ 
(ASCII 形式 ) を 取り 込ん で 波形 解析 が で きま す . この 
ソフ ト の 波形 解析 の 中 心 は な ん と いっ て も パワ ー ス ペ 
クト ル 解 析 で す -. 

上 述 し た DOS/V 対応 の ソフ ト に は FEFT 解析 は い 
わ ば 標準 で ご 付い て いま す が , パワ ー ス ペク トル に な る 
と 限ら ちら れ ます . LaBDAQ は パワ ー ス ペク トル を 中 心 
に , FEFT 解析 や 自己 相関 解析 な ど が で きる ソフ ト で 
間 。 

さっ そく , 事例 を 用 いて LaBDAQ の 使用 例 を 紹介 
に 前 事 , 

対象 と な る デー タ は (1) サイ ン 波 形 , (2) ノ イズ 波形 , 
(3③) カ オス 波形 , (4) 電流 波形 A, (5) 電流 波形 B で す . 
(1), (2), (3) の 波形 は Mathcad を 用 いて 計算 で 得 た 
も の で す . (④⑭), (5) の 波形 は 別 の 実験 で 得 た 過渡 電流 波 
形 で す . 手元 に あっ だ も の を その まま 使い ます . 





Mathoad で 時 系 列 デ ー タ を つく る 





Mathcad に は , 計算 で 得 た デー タ を フロ ッ ピ に お と 
す 機 能 が あり ます . 図 1 は サイ ン 波 形 の 時 系 列 デ ー タ 
(ASCII デー タ ) を 生成 する た め の ド キュ メン ト 画 面 
で す . Mathcad の 使用 法 や ドキ ュ メ ント 画面 の 詳細 に 
つい て は 省き ます が [参考 文献 (1) を 参照 ], 計算 式 は 


や に 


< 写真 1> 高速 A-D コン バー タ ボ ー ド (ADM-8298BPC) 


トラ 役 コ コピ ュー- ラ 





《 図 2 > サイ ン 波 形 
の 時 系 列 デー タ 
(ASCII デー タ ) 


(ノイ ズ 波 形 ) 
ノイズ 波 形 の デー タ を 作る 


1=1..100 


A. = 0.5-sin(0.5) + 1.0.(md( 1) - 0.5) 


0 
0.176 
0.499 
0.627 
0.439 

| 0.495 
-.239 
-0.497 
-0.421 
-0.891 
-0.885 
0.079 
0.255 
-.165 
| 0.239 
0.597 
0.446 
0.497 





< 以下 省略 > 
く 以下 省略 > 





A」 三 sin(0.5※i) で 与 を ます . i を 1 か ら 100 ま で 変 
化 き させ た と き の A の 値 を 求め ます . A の 値 は 一 次 元 の 


マト リク ス で 表示 され ます . これ が 時 系 列 デ ー タ です. 


この 値 を フロ ッ ピ に sin.prn と いう ファ イル 名 で お 
と し ます . 関数 WRITEPRN( ) を 使 っ て WRITEPRN 
Sin)A と すれ ば , Mathcad が 自動 的 に 実行 し て くれ 
まず 。 2 は Windows 付属 の メモ 帳 で 読み 取っ た 
sin.prn の ASCII の デー タ (一 次 元 の デー タ 列 ) で す . 
な お , 1 に は , Mathcad の グラ フ 機 能 で ASCII デー 


《 図 5> ノイ ズ 波 形 の 時 系 < 図 6> カオ ス 波 形 の 時 系 
列 デ ー タ (ASCII デー タ ) 列 デ ー タ (ASCII デー タ ) 


0 
-0.259 
0.1141 
0.5838 

0.305 
0.6221 
-0.2553 
0.0351 
-0.5744 
-0.8974 
-0.8321 
0.1357 
-0.5206 
-0.3835 
0.3602 
0.5708 
0.1609 
0.35 
-0.2369 


0 
0.001 
0.003996 
0.01592 
0.06267 
0.235 
0.719 
0.8081 
0.6202 
0.9422 
0.2178 
0.6816 
0.8682 
0.4578 
0.9929 
0.02823 
0.1097 
0.3908 
0.9523 


< 以下 省略 > < 以下 省略 > 
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《 図 3 > Mathcad の ドキ ュ メ ント 画面 





〈 図 4> Mathcad の ドキ ュ メ ント 画面 
(カオ ス 波 形 ) 


カオ ス 波 形 の デー タ を 作る 


1 =1..100 


A = 40.A:(10 - A) 


4 
0 
110 " 
0.004 
0016 
0.063 
- | 0.235 
| 0719 
| 0.808 

062 | 
| 0.942 
0.218 
0.682 
0.868 
| 0.45s 
| 0.993 
0.028 
0.11 
0.391 
0.952 
0.182 








| 年 0.5 
| シ 


く 以下 省略 > 





クタ を グラ フ 化 し て いま す . サイ ン 波 末 で す . 

同じ よう に し て , ノイ ズ 波 形 と カオ ス 波 形 に つい て 
も 時 系 列 デ ー タ を 生成 し ます . それ ぞ れ の Mathcad 
ドキ ュ メ ント 画面 は 図 3 と 図 4 で す . 

ノイ ズ 波 形 の 計算 式 は サイ ン 波 形 [0.5 *sin(0.5 * 
)] に ノイ ズ と し て 乱数 [1.0 *※ (rnd(1) 一 0.5) ] を 重 
営 さ せ た だ た A」=0.5 *sin(0.5 *i) 十 1.0 *※ (rnd(1) 一 
0.5) で す . カオ ス 波 形 の 計算 式 は よく 知ら れ た ロジ ス 
テ デ ティック の 式 で , f(t) ニ a*f(t 一 1) *※ (1 一 f(t 一 1) ) の 
a 三 4.0 と し だ 場合 で す 。 

図 中 の グラ フ を みれ ば , ノイ ズ 波 形 と カオ ス 波 形 と 
は 異な る こと が わか り ま す . カオ ス は 一 見 ラン ダム に 
みそ えて いて も 実は 規則 性 が あり ます (スト レン ジア ト 
ラク タ と いう 奇妙 な 形 の 軌跡 を 描く ). 図 5 と 図 6 は そ 
れ ぞ れ ノ イズ 波形 (noise.prn) と み オ ス 波 形 (chaos。. 
prn) の ASCII デー タ で す . 






実験 で 得 ら れ た 過渡 電流 波形 の 例 と し て , 電流 波形 
A(ASCII デー タ : VOOO2O.DAT) と 電流 波形 B 
(VOOO17.DAT) を 用 意 し まし た . どの よう な 波形 形状 
を し て いる の か は LaBDAQ で 見 る こと に し ます . な 
お , 過渡 電流 波形 の 測定 例 な ど は 本 誌 5 月 号 (Origin 
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を 使っ だ 波形 シミ ュ レ ーション ) を 参照 し て くだ さき さい. 

これ で LaBDAGQ) を 使っ て 波形 解析 する 準備 が で き 
まし だ た だ. 対象 波形 と し て , Mathcad を 使っ て 計算 で 得 
だ 時 系 列 デ ー タ 3 種類 と , 実験 で 得 ら れ た 時 系 列 デ ー 
タ 2 種類 で す . 





LAQ) で 波形 解析 





波形 解析 と し て , EEFT 解析 , パワ ー ス ペク トル 
(FEFT パワー スペ クト ル ), 自己 相関 解析 の 3 種類 を 行 
いま し た . も ちろ ん ASCII デー タ の 波形 表示 (再現 ) も 
行い ます . それ ぞ れ の 物理 的 な 意味 は 省略 し ます . 興 
味 あ る 方 は , 関係 の 参考 文献 (22) な ど を ひも と いて くだ 
さい . 

な お , マニ ュ ア ル に は 各 解 析 の 基 と な る 計算 式 や 手 
法 に つい て の 説明 が あり ます . LaBDAQ の 使用 法 に 
つい て は マニ ュ ア ル 通 り に 行え ば 簡単 に 実施 で きま す 
(と くに 上 難し いこ と は あり ませ ん ). ここ で は 結果 の み 
を 紹介 する に と ど め ます . 


《 図 7 > LaBDAQ 解析 画面 (サイ ン 波 形 の 場合 ) 


ーー で オイ セア ーーーーーーーー 一 人 
に ュ =EE つ と に つ テイ も 宅 (SIN.DRT 。 1 






PPP 


TOF_」 下 表示 」 [設定 | 演算 だ ュ -1 1 





中 選 中 Em rt : こる 中 の 中 SF AA 
U GO Iap Feo jabsToe | 再 表示 ] [設定 1 演 | だ ュ -1| 玉 *- ] 終了 ] 


〈 図 10> LaBDAO 解析 画面 (電流 波形 A の 場合 ) 





< 表 1 > LaBDAO の 動作 環境 


匠 必須 シス テム 


OS が 稼動 する PC98 パー ソナ ルコ ンピュータ 
MS-DOS に 対応 し た も の 


匠 対応 可能 シス テム 


ング 可能 

ハー ドコ ピー, レポ ー ト 印刷 と し て 。 PR 系 , 
ESC/P 系 対応 可能 

ハー ドコ ピー, レポ ー ト 印刷 と し て , HP-GL。 


GP-GL コマ ンド に 対応 

LaBDAG) の 動作 環境 を 表 1 に 示し ます . 

使用 し た パソ コン は , PC98note SX/E(EMS メ モ 
US 全 M2Y ト ) や 時 

図 7, 図 8, 図 9, 図 10, 還 11 は LaBDAQ に よる 
解析 結果 (ハー ドコ ピー) です. それ ぞ れ サイ ン 波 形 , 
ノイ ズ 濾 形 ,. カオ ス 波 形 。 電流 波形 A, 電流 波形 B の 
場合 で す . 

各 較 は 六 つ の 計測 ウィ ンド ウ で 構成 され て いま す . 
ウィ ンド ウ の 数 は 1 か ら 16 まで 設定 可能 で す . 計 測 ウ 
ィ ン ド ウ に は 番号 が 割り 当て られ て お り , 順番 に 
WNO1, WNO2, WNO3, WNO4, WNO5, WNO6 
と な っ て いま す . 今回 使用 し た の は WNO1-WNO5 
の 五 つ の ウィ ンド ウ で す . 

WNO1 は ASCII デー タ の 波形 表示 用 で す .。 WNO2 
は FFT 解析 の 実数 部 表示 用 で , WNO3 は FEFT 解析 


















〈 図 9 > LaBDAO 解析 画面 (カオ ス 波 形 の 場合 ) 
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〈 図 11> LaBDAQ 解析 画面 (電流 波形 B の 場合 ) 
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の 虚数 部 表示 用 で す . WNO4 は パワ ー ス ペク トル 表示 
用 で WNO2 と WNO3 の EEFT 解析 か ら 算 出し て い 
ます . WNO5 は 自己 相関 解析 表示 用 で す . 
(1) ASCII デー タ か ら 波 形 表 示 ( ウ ィ ン ド ウ WNO1) 

サイ ン 波 形 , ノ イズ 波形 カオ ス 波 形 い ずれ も Math- 
cad で 見 た グラフ と まっ た だ た く 同 じ で す . 当然 の 結果 で 
す . 電流 波形 A は 少し 振動 性 の ある 過渡 電流 波形 で し 
こ . 電流 波形 B は “山形 を し た " 過渡 電流 波形 で し 
だ た . 実は , 実験 の と き に , 電流 波形 は A-D コン バー タ 
を 介し て ノー ト パ ソ コン の モニ ター で 観測 し て いま し 
だ が, この と お り の 波形 で し た . 
(2) FFT 解析 (ウィ ンド ウ WNO2,。 WNO3) 

サイ ン 濾 形 の 場合 は 周期 関数 で す の で , FEFT の 実数 
部 虚数 部 と も 周期 を 表す スペ クト ル が 得 ら れ て いま 
す . ノイ ズ 波 形 の 場合 も サイ ン 波 形 を ベー ス に し て い 
ます の で , FFT に は 同様 に スペ クト ル が 見 られ ます . 
波形 だ け を 見 る と いか に も 周期 性 の な い ラ ンダ ム な 流 
形 に 見 えま す が , FFT 解析 を し て みる と 周期 性 の ある 
こと が わか り ま す . だ だ し , FFT に は 少し ノイ ズ 成 分 
(雑音 レベル) が 加わ っ て いま す . 

一 方 , カオ ス 波 形 の 場合 に は , その 人 性質 上 , FFT に 


> て 


は スペ クト ル は 認め られ ませ ん . 雑音 レベ ル の み で す . 


電流 波形 A に は FEFT の スペ クト ル が 見 られ ます . 
少し 幅 の ある スペ クト ル で す . スペ クト ル に 幅 が ある 
と いう こと は , いろ いろ な 周波 数 成分 の 波形 が 含ま れ 
て いる と いう こと に な り ま す . 電流 波形 B は スペ クト 
ルレ は あり ませ ん (一 見 , あ り そ う に 見 えま す が サ イン 波 
彩 と 比べ て みる と な いこ と が わか る ). 

(3) パワ ー ス ペク トル (ウィ ンド ウ WNO4) 

サイ ン 濾 形 , ノイ ズ 波 形 に つい て は 顕著 な スペ クト 
ル が み ら れ ます . た だ し , ノイ ズ 波 形 の 場合 は 雑音 レ 
ベル が 相当 加わ っ て いま す . カオ ス 波 形 は 雑音 レヒ ベル 
だ け で スペ クト ル は 見 られ ませ ん . 電流 波形 A は 幅 を 
も っ た スペ クト ル が 認め られ ます . 電流 波形 B は スペ 
クト ル は 認め られ ませ ん . 

(4) 自己 相関 解析 (ウィ ンド ウ WNO5) 

自己 相関 解析 と は 一 言 で いう と , 現在 の 自分 自身 が 
過去 の 履歴 に どの 程度 影響 きれ て いる か , 時 間 的 に ど 
の 程度 相関 が ある の か を みる 解析 手段 で す . 

サイ ン 濾 形 の 場合 は いつ まで た っ て も サイ ン 波 形 で 


すか ら , 波形 が 続く か ぎり 相関 が ある と いう こと で す . 


ノイ ズ 濾 形 も 波形 の ベー ス は サイ ン 波 形 で すか ら ,。 同 
様 に 相関 が あり ます . いずれ も 自己 相関 は サイ ン 波 形 
だ 

宇久 淫 彩 は どう で し ょ う 、 も と ちもと 人 明 郡 と し 
て いて 相関 な ん て あり ませ ん か ら , ウィ ンド ウ WNO5 
で 見 る よう に な ん ら 相 関 波形 は 認め られ ませ ん . 
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特集 WindOWS 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 


電流 波形 A は 最初 に 周期 的 な 振動 を し て か ら 次 第 
に 0 に 落ち 着い て いく 波形 で す . し た が っ て , 最初 は 
相関 が あり 周期 的 な 振動 を し て いま す が , 次 第 に 相関 
が な く な っ て いき ます . 電流 波形 B も ほぼ 同様 の 傾向 
で す . いずれ に し て も 時 間 経過 と と も に 次 第 に 相関 が 
な く な っ て いく 様子 が み ら れ ます . 

LaBDAQ に は この 他 に も , 直流 成分 抽出 , 直流 成分 
除去 , 単純 移動 平均 , 2 次 多項式 適合 平滑 . FFT 位相 
スペ クト ル , FFT クロ スス ペク トル , 相互 相関 と いっ 
た 解析 機能 が あり ます . 

この よう に , PC98 環境 の 解析 ソフ ト と し て は 非常 
に 興味 ある 解析 機能 が つい て いま す . PC98 の ソコ 
ン 資 産 を 活用 し て 計測 や 計測 デー タ の 波形 解析 する 場 
合 に は 大 変 有 用 な ツー ル に な りう る と 思い ます . 機会 
が あり まし た な ら ぜ ひ 試 し て みて くだ さい 。. 

最後 に , 同社 の 関係 の 製品 を 紹介 し ます . 


① 高速 A-D 変換 ボー ド , D-A 変換 ボー ド , 前 置 
モー ド 


AA-D 変 換 | ADM-5298BPC 
ADIM-5598BPC 
ADM-5698BPC 
ADM-5898BPC 
ADM-1498BPC 
ADM-1598BPC 


D-A 変 換 | MDA-2898BPC 
ボー ド (12 bit/2 CH 絶縁 高速 2 K FIFO 付き ) 
前 置 ボ ー ド | PFA-6598BPC 
(ソフ トブ プロ グラ マブ プル ぃ ・ ユ モン バア ザル アイ 
2M 交 デン プ ) 


ADM-1698BPC 
ADIM-1998BPC 
MEFU98-401B 

ADIM-5498BPC 
ADIM-5198BPC 


② 高速 A-D サ ンプ リン グ ・ 波 形 表示 ソフ ト 


EGLaB for Windows 
③ デー タ 処 理 ラ イブ ラリ 
s LaDSYS-98 
g LaBDAQ の 言語 版 (CC ま た は BASIC で 使 
用 可能 な 波形 解析 用 の 関数 セッ ト ) 
(〈④⑧ フィ ル タ 設 計 
ADFILTER-DII 
⑥⑤⑥ WINDOWS プロ グラ ム 開 発 キ ッ ト 
WINKIT-( ボ ー ド 番号 ) -KIT 
問い 合わ せ 先 : マイ クロ サイ エン スス (株) 
〒 167 東京 都 杉並 区 西区 北 3 丁目 2 番 3 号 
人 03-3396-8362 FAX : 03-3301-5593 





④$ 参考 文献 の 
(1) 臼田 ・ 井 上 ・ 伊 藤 : パソ コン に よる 数 式 処理 ソフ ト 活 用 法 。CQ 
出版 (株 ). 
(2) 浜田 望 : よく わか る 信号 処理 、 オ ー ム 社 . 
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イン テリ ジェ エントリ モー ト I/O を 使 つ た デー 収集 シス テム 


日 S-635C に よる リモ ー ト 電圧 / 電 流 測定 の 方 法 








に 2 だ に に し 


リモ ー ト 1I/ 〇 O モジ ュー ル と は ,。 LAN の メー カー で 
知ら れ て いる コン テッ ク 社 の が 商品 化し て いる デー タ 
収集 の た め の モ ジュ ー ル で す . 

マイ クロ プロ セッ サ を 内 蔵 し . プラ スチ ッ ク ケ ー ス 
に コン フク ト に 実装 きれ て お り ( 写 真 1), 手のひら に 
乗り ます . 

パソコン (ホス トコ ンピュータ ) の 通信 ポー ト で ある 
RS-232C か ら 簡 単 な コ マン ド を モジ ュー ル に 送り 。 こ 
の コマ ンド を 受け て セン サー と し て デー タ ( 電 圧 , 電 
流 , 温度 な ど ) を 収集 (計測 ) す る こと が で きま す . 

モジ ュー ル が パソ コン か ら 離 れ た 場所 に あれ ば , 離 





絶縁 され た 


< 写真 1> リモ ー ト |I/O 
モジ ュー ル ( 電 圧 型 アナ 
ログ 入力 C1141) 


《 図 1 > 参 
各種 モジ ュー ル を 使っ て 離れ 
た 場所 で の 分 散 制 御 や デー タ 
収集 


< 表 1 > 
モジ ュー ル の バリ エー 
ショ ン 


C1000 シリ ー ズ モジ ュー ル 














C3000 シリ ー ズ モジ ュー ル 
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ぁみ C1100 シリ ー ズ ・ 
旬 C1200 シリ ー ズ … 電 流 型 ア ナ ロ グ 入力 : C1251/C1252 
和 C1300 シリ ー ズ … 型 熱電 対 セ ン サ 入力 : C1311/C1312 


和 z 1400 シリ ー ズ …RTD 入力 : C1411/C1412 

z C1500 シリ ー ズ … ブ リッ ジス 入力 : C1521/C1522 

委 C1600 シリ ー ズ … ラ マル ス 入力 : C1601/C1602 

w C1700 シリ ー ズ … 固 定 割り 付け ディ ジタル 信号 入出 力 : C1701/C1702 


w 電圧 型 アナ ログ 出力 : C3141/C3142 


れ た 場所 で の 計測 を 手元 の の パ マソ コン で リモ ー ト で きま 
す ( 図 1). 

モジ ュー ル に は 家 1 の よう な バリ エー ショ ン が が 用意 
され て いま す . ここ で は , 電圧 型 ア ナ ロ グ 入力 C1141 
(以下 , 電圧 モジ ュー ル ) と 電流 型 ア ナ ロ グ 入力 C1251 
(以下 , 電流 モジ ュー ル ) の 2 種類 の モジ ュー ル に つい 
て 試用 例 を 紹介 し ます . 





図 2 は パソ コン の RS-232C(9 ピン と 25 ピン の 場 
合 ) と モジ ュー ル の 接続 関係 を 示し た も の で す . 
モジ ュー ル を 駆動 する た め の 電 源 に つい て は ,。 モジ 





ディ ジタル 1/O 





* 電 圧 型 ア ナ ロ グ 入力 : C1141/C1142 







K 型 熱電 対 セ ン サ 入力 : C1321/C1322 










任意 割り 付け ディ ジタル 信号 入出 力 : C1711/C1712 
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《 図 2 > 

パソ コン の RS-232C と 
モジ ュー ル , お よび 電 
源 と の 基本 接続 関係 
(セン サ 端 子 十 IN, 一 IN 
は まだ 接続 し て いな い ) 






MS-C Ver. 5.1 以上 | IRIOACO1.C IRIOAC02.C 


Borland C+ 二 Ver.2.0 以上 | IRIOBCO1.C IRIOBC02.C 


QuickBASIC Ver.4.5 以 上 IRIOQB02.BAS 
CW-BASIC Ver.2.0 以 上 | IRIOGWO1.BAS IRIOGW02.BAS 


※* 拡 張 ポ ー ト 使用 と は コン テッ ク 社 の 製品 を 使用 し た 場合 









ュー ル 内 に スイ ッ チ ング レギ ュ レ ー タ (安定 化 回 路 ) を 
内 蔵 し て いる だ た だめ, DC 10 Vー30 V の 広い 範囲 の も の 
が 使用 で きま す . な お , 接続 に 際 し て は 耐 ノ イズ 性 を 
考え て , ツイ スト ペア ・ ケ ー プ ブル (平衡 線 ) を 使用 し ま 
本 

RS-232C ど の ピン 番号 を 間違わ な いよ うに 注意 深く 
接続 し ます . この 接続 は 電圧 モジ ュー ル も 電流 モジ ュ 
ー ル も 同じ で す . モジ ュー ル の 電源 と し て は 手持 ちの 
DC 12 V 電源 (TDK 製 FMP12-R25) を 使い まし た . ホ 
スト パソ コン に つい て は , DOS 6.2/V と Windows 
9 が プリ イン と ンス トール きれ た DOS/ バ パソ コン 
(AST 製 BRABO LC 4/33, 9 ピン RS-232C) を 使い 
まし だ 
(2) ソフ ト の 準備 

パプ コン か らら モジュール に コマ ンド を 送る だ め に は 
専用 の 通信 プロ グラ ム が 必要 で す が , 各 言 語 に 対応 し 
だ サン プル ブロ グラ ム ( 表 2) が メー カー に は 用 意 き され 
て いま すず : 


特集 WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 


< 写真 3 > 
OBASIC で サン プル プロ グラ ム 
(IRIOQBO1.BAS) を 読み 込む 


DEFAULT 
TRANSMIT 
RECEIVE 
十 『< 
GND 
けり モー ド 3/ び ューM 
十 10 一 士 30V 

直流 電源 


写真 2 > 

英語 版 OBASIC は 
C :NDOSNQBASIC 
で 起動 





実験 で は , DOS6.2V の 中 に ある 英語 版 QBASIC 
(C:DOS\QBASIC.*) を 使い まし た (写真 2). この 
QBASIC は イン タブ リタ で , マウ ス も 使用 で きま す . 
英語 モー ド と は いっ て も BASIC に 慣れ た 方 な ら 筒 単 
に 使え ます . 

さっ そく , QBASIC を 立ち 上 げ , サン プル プロ グラ 
ム (IRIOQBO1.BAS) を 読み 込み (写真 3 )., プ ログ ラム を 
実行 し ます (写真 4 ). 

上 記 1) の 接続 が まち が っ て いな けれ ば , <<Remoto 
I/O Module Test Program>> と 表示 され , 通信 速度 
(ボー レー ト ) は いく ら か (Baud Rate Type Key in) 
と 開い て きま す . モジ ュー ル の デフ ォ ル ト は 300 bps 
に 設定 され て いま す の で , 番号 で 5 と 入力 し ます . す 
る と ジュ ー ル は , 例 か 人 金 信 (コマンド) を 汰 力 ル 60 寺 
だ さい と いう 意味 の , 

Command = 
を 返し ます . モジ ュー ル が 応答 し まし た . 

それ で は モジ ュー ル の 通信 条件 な ど , デフ ォ ル ト 値 
を 確認 する た め に , コマ ンド を 入力 し て み ま す . 現在 
の 設定 デー タ を 確認 する た め の コ マン ド は, 





< 写真 4 > 
サン プル プロ グラ ム を 実行 
(start) す る 


8 人 
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$1RS 
に 
Command = $1RS 
と 入力 し , Enter キー を 押す と , 
Response 三 *31070142 
と 返っ て きま す ( 写 真 5).、 な お , モジ ュー ル で 使う コ 
マン ド や Response の 詳細 に つい て は マニ ュ ア ル に 書 
いて あり ます の で そちら を 参照 し て くだ さい . 表 3 は 
ユマ ンド で 覧 で す 。 
簡単 に 説明 する と , Command は 図 3 の よう に 構成 
され ます . プロ ンプ ト $ と モジ ュー ル ア ド レス 1 は コ 
マン ド の 前 に 必ず 付け ます 。 “ひら け ご ま /" と いっ た 
意味 の お まじ な いと 思っ て くだ さい . 
Response に つい て は , 4 の よう に な り ま す . 
これ ら を まとめ る と , モジ ュー ル の デフ ォ ル ト は 。 


ボー レー ト ・300 bps 
防 フ パリ ティ の が し 
>: デ ー タ ビッ ト  :8 ビ ピット 


pg スト ッ プ ピット :1 ビッ ト 





写真 5> Command=$1RS を 入力 し た 後 , Response= 
*3107142 が 返っ て きた と ころ 


《 図 3 > Command の フォ ー マ ッ ト 
$ 1 RS| 


モジ ュー ル ア ド レス 
(ASCII コー ド ) 


《 図 4> Response の フォ ー マ ッ ト 
31 |07| 01 |42| 


Sm ルレ ル デ ド レス 玉 玉 ※O 玉 |O|O1 の 重み 付け (16 進数 ) 
(16 進数 ) 


00|90| 0OI111| の 重み 付け (16 進数 ) 


ボー レー ト の 設定 (30Obps) 
パリ ティ 設定 (チェ ッ ク な し ) 
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エコ ー な し 








と いう こと に な り ま す . 上 の 説明 で は , “重み 付け (8 ビ 
ッ ト か ら 16 進数 へ の 変換 )" な ど が わか ら な いと 少し 
上 難し いか も し れ ま せん . 8 ビッ トマ イコ ン で ある Z80 
で は よく 出 て くる 考え 方 で す . 大 略 こ の よう な も の で 
ある と 理解 し て くだ さい . 
これ で , ハー ド と ソフ ト の 準備 が 完了 レ し まし た . 

EE- 攻 >2ー 入 し ( つ 4144 5 
ピ _。 。 電圧 を 計測 する 

表 4 は 電圧 モジ ュー ル の 仕様 で す . 変換 精度 や 直線 
性 , 温度 ドリ フト な どか ら , か な り の 高 精度 な 測定 が 
期待 で きま す . 





< 表 3 > モジ ュー ル で 使う コマ ンド 一 覧 


介 ユー ザー コマ ンド 
ュ マ ンド 
通信 ハン ド シ ェ ー ク 


ディ ジタル 入力 , アラ ー ム ステ ー タ 
ス 読 み 出し 
ディ ジタル 出力 

セン サー デー タ 読 み 出 し 
セン サー デア データ 読み 出し 
イベ ント 数 の 読み 出し 
高 ア ラー ム 値 と タイ プ の 読み 出し 










ソン 


cknowledge 





の 


ead Alarms Digital Input 









Set Digital Output 
New Data 

Read Data 

Read Event Counter 
Read High Alarm 







RL | Read Low Alarm 低 ア ラー ム 値 と タイ プ の 読み 出し 
| RS | ReadSetup ” ” 。 | 設定 アー タ の 読み 出し 
| RZ | ReadZero ” ” | 出力 オフ セッ トレ ジス タ の 読み 出し | 
| WE re Enable | きぬ 和 の 角 際 = 







人 @ 書き 込み 禁止 コマ ンド 


コマ ンド 





イベ ント カウ ンタ を 0 に クリ ア す る 


出力 オフ セッ トレ ジス タ を 0 に クリ 
ア す る 


アラ ー ム 機能 を 禁止 する 
アラ ー ム 機能 を 許可 する 
高 ア ラー ム の 値 と タイ プ の 設定 


出力 デー タ の オフ セッ ト を ヌル に し , 
偏差 値 出 力 を 作成 


〇 


lear Events 
jear Zero 


Disable Alarms 


Enable Alarms 
High Alarm Limit 
Low Alarm Limit 






O 






Clear Alarms 


Remote Reset 
Setup Module 
Set Setpoint 
Trim Span 











ご | 


S 


TZ | Trim Zero 





< 表 4 > 電圧 モジ ュー ル (C1141) の 仕様 
人 
ん 友介 店 222 装 。| 一 0 ザー+10VW SG 
変換 精度 土 4 LSB(0.01% の フル スケ ー ル レン ジ ) 
リニア リティ エラ ー | 0.02% の フル スケ ー ル レン ジ (max) 


ゼロ ドリ フト 土 1 カウ ント max( オ ー ト ゼロ ) 
土 50 ppm/*C(max) 













温度 ドリ フト 
入 カ イン ピー タ シ ぇ | 1MaGmi の | 
ディ ジタル スカ 
2 生 RHEHR3039DaPiNRA 
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電圧 源 と し て , 菊水 電子 工業 製 ② の 直流 電源 
(PAX35-10) を , 電源 電圧 の チェ ッ ク 用 に YHP 社 ③ の 
マル チ メ ー タ (HP34401A) を 使い まし た (写真 6 ). 

それ ぞ れ の 簡単 な 仕様 を 表 5 と 表 6 に 示し ます . 


Eiimi 生ま 
_ 7 | 
だ ) 3 0 


写真 6 > 電圧 源 と し て 直流 電源 ( 下 ) と , 電源 電圧 の チェ 
ッ ク 用 に マル チ メ ー タ (上 ) を 使用 


< 表 5> マル チ メ ー タ HP34401A の 一 般 仕様 


一 般 仕様 
電源 100 V/120 V/220 V/240 V 土 10% 
電源 周波 数 | 45 一 66 Hz, 360 Hz 一 400 Hz 
電源 投入 時 に 自動 的 に 感知 され る 
最大 25 VA( 平 均 10 W) 

0 一 55*C で フル 確度 

30'C で 80%R.H. ま で フル 確度 












消費 電力 
動作 環境 





人 
(興行) 


付属 アク セ サ リ 
プロ ー プ (1), 





読み 取り ホー ルド 感度 読み 取り 値 の 0.01%, 0.1%, 
196。 10% 

1 一 50,000 

0 一 3600 秒 

(ステ ッ プ サイ ズ メ 10 /s) 


SB 
<500 zs 

512 読み 取 り 値 

演算 機能 

ヌル , Min/Max/Avg, dB, dBm, リミット テス ト (TTL 出 
力 付 き ) 

dBm 基準 抵抗 : 50, 75, 93, 110, 124, 125, 135, 150, 
250, 300, 500, 600, 800, 900, 1000, 1200。 8000 Q 
標準 プロ グラ ミン グ 言 語 

s SCPI( プ ログ ラマ ブル 計測 器用 標準 コマ ンド ) 
w HP 3478A 言語 エミ ュ レ ーション 

暫 Fluke 8840A, Fluke 8842A 言語 エミ ュ レ ーション 


HP-IB (IEEE-488.1, IEEE-488 .2) お よび RS-232C 





1 トリ ガ が 当たり の サン プル 数 
トリ ガ 遅 延 
補 延 
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直流 電源 の 十 一 出力 端子 (OUTPUT) と 電圧 モジ ュ 
ー ル の セン サー 端子 ( 填 IN, 一 IN) を 接続 し ます (写真 
79。 

モジ ュー ル で セン シン グ し た 電圧 を 読む だ め の コ マ 
ンド は 5 


< 表 6 > DC POWER SUPPLY PAX35-10 の 電気 的 仕様 














































PAX35-10 
入 | 定格 入力 電圧 AC100 V+10%,50/60HzZ| 
和香 流 (ACJ0V. FOLLIOAD| ssA | 
性 | 突入 電流 13A(at VGn)=AC110V)| 。 | 
電圧 設定 | 設定 範囲 0-35.00 
で 
[9 半生 | 0 1 
10035 pp) 
0.0 
還っ 3 02 
表示 の 誤差 0.07%+10 
昌 度 係数 
6 本 
ppm/C tp 

mARWS 
ッ | 肌 符 和 
ル | 和泊 
1 | sspay 
を | ド | 上 が 9 に 身 軸 な 
e mA RS 
| 人 逆 動 。 | $ ぁ 
* | swe 

N I 

し 

等 | | Ez9 sp 
性 ト 
5 
ド | 立 5 下 が り 
PAX35-10 
リブ ル mV (RMS) 
ノ |・ 了 省 | 3、 ISkMONODGD 
| | 映 天 
ん | ee 

ヶ MS 
| 
ド | 立ち 上 が 9 
和 立ち 下がり 
電 リブ ル mV (RMS) 
| を P | 0 . | SVCSBND 
1 5 
衝 | フ | 
指 | 1. 半 条 放 … ar 0 は NM00 
ト | 5 上 が 9 
で 
立ち 下がり 











メ ム 








人 0 3 


写真 7 > 直流 電源 の + 一 出力 端子 (OUTPUT) と 電圧 
モジ ュー ル の セン サザ 端 字 ( 士 IN, 一 IN) な ど 
を 接続 (RS-232C や モジ ュー ル の 電源 な ど 
基本 接続 は すん で いる ) 






〈 表 7 > 

マル チ メ ー タ の 表示 
(単位 : V) と モジ ュ 
ー ル の ND 値 の 比較 







Command =ー $1ND 
で す . ND は “New Data" の 意味 で す . 
価 測定 

直流 電源 の 電圧 を 5V に 設定 し まし た . マル チ メ ー 
タ の 表示 は 4.9891 V で す . 次 に , マソ コン 側 で コマ ン 
ド $1ND を 入力 し ます . する と , 

Response 三 ※* 十 04989.12 
と 返っ て きま し た (写真 8 ). この 表示 (以下 , ND 値 ) は 
4.98912 V と いう 意味 で す が , マル チ メ ー タ の 読み と 
を ka い 舟 し 7 ご 、 

表 7 と 図 5 は 1V か ら 6V ま で の 測定 例 で す . マル 
チ メ ー タ の 表示 と モジ ュー ル の ND 値 は ほとん ど 一 致 
し まし た だ た . な お , Response の 表示 桁 は デフ ォ ル ト ( 十 
※ ネ ポポ ※※.O00O0 か ら 十 キネ ネネ ※ ま .※ ネ に 設定 し 直し 
だ 場合 で す ( 設 定 方 法 な ど は マニ ュ ア ル を 参照 ) . 


< 表 8 > 電流 モジ ュー ル (C1251) の 仕様 


8 












0.04%% の フル スケ ー ル レン ジ (max) 

還 度 ドリ フト 
押 還 My プ EEOtYGma  、。 | 
隊 2 
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< 写真 8> Command=$1ND と 入力 し た 後 , Response= 
※ 十 04989.12 と 返っ て きた と ころ 


《 図 5> マル チ メ ー タ の 表示 (単位 : V) と モジ ュー 
ル の ND 値 (電圧 値 と し て 読む , 単位 : V) 


と の 関係 を グラ フ 化 

5 

5 
em 全 
本 
ご 9 
当 

] 

0 

0 1 2 9 4 5 5 
Multimeter| V | 










電流 モジ ユー ル (C1251) で 
2 電流 を 計測 する 
表 8 は 電流 モジ ュー ル の 仕様 で す . 測定 で きる 電流 
男 囲 は 士 4 mA 一 填 20 mA と な っ て いま す . この 範囲 
で は , 変換 精度 や 直線 性 , 温度 ドリ フト な ど は 電圧 モ 
ジュ ー ル と 同様 に 高い 精度 を も っ て いま す . 

筑 水 電子 工業 の 直流 電源 (OUTPUT) に 500 Q の ホ 
ーー ロー 抵抗 を 接続 し て 定 電流 回 路 を 作り まし た ( 図 6, 
写真 9 ). 電 流 値 は 直接 マル チ メ ー タ で 測定 (チェ ッ ク ) 
し ます . モジ ュー ル の セン サー 端子 の 十 IN に は 電源 
の 十 側 を , 一 IN に は 電源 の 一 側 を それ ぞ れ 接続 し ます 
( 十 と 一 を 逆 に 接続 し な いよ うに 注意 が 必要 )、 
信 測定 

電流 を 4mA に 設定 し まし た . マル チ メ ー タ の 読み 
は 3.8491 mA で し た . これ を 電流 モジ ュー ル で セン シ 
ポン し まず 。 

Command = $1ND 
と 入力 し ます . ND 値 は , 
Response 三 ※* 十 OOOO3.85 

と 返し ます . 3.85 mA の 意味 で す が , ぴた り と 一 致し 
も 

この よう に し て , 19 mA まで 測定 し た 例 が 家 9 と 図 
7 で す . 正確 な も の で す . 直線 性 が 保 た れ て いま す . 
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< 図 6 > 電流 モジ ュー ル 電 流 を セン シン グ す る た め の 
定 電流 回 路 


マル チ メ ー タ 





ホー ロー 抵抗 RS-232C 








計測 ・ 制 御 に パリ エー ショ ン も 豊富 で す 


ここ で 紹 信 し だ モジ ュー ル は 電圧 型 ア ナ ロ グ 入力 と 
電流 型 ア ナ ロ グ 入力 の 場合 で す . 実は , その 他 に も 熱 
電 対 セン サ 入 力 や ブリ ッ ジ 入力 な ど 計 測 ・ 制 御用 に 特 


化し た な ヾ リエ ーション が 用 意 き れ て いま す ( 表 1 参照 ). 


上 記 試 用 で は ,。 モジ ュー ル は パソ コン (RS-232C) の 
近く に 置き まし た が , 実際 の 応用 に 際 し て は 離れ た 場 
所 に ある モジ ュー ル を パソ コン で リモ ー ト し な が ら 計 
出 や 制御 を する と いっ た 使い 方 が この モジ ュー ル 本 来 
の 使用 法 で す . 

も ちろ ん , 実験 室 な ど で 電 圧 , 電流 。 温度 と いっ た 


参 連 論旨 葉 史 / 
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<〈 表 9 > 
マル チ メ ー タ の 表示 
(単位 : mA) と モジ 
ュー ル の ND 値 と の 
比較 


モジ ュー ル 

* 十 00003.85 
* 十 00005.76 
* 十 00007.70 
* 十 00011.57 
*※ 十 00013.50 
* 十 00015.42 
* 十 00017.36 
* 十 00019.36 























〈 図 7> マル チ メ ー タ の 表示 (単位 : mA) と モジ ュー ル の 
ND 値 (電流 値 と し て 読む , 単位 : mA) と の 関係 
を グラ フ 化 
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デー タ を 手軽 か つ 正 確 に モニ ター( 計 測 ) す る 場合 に も 
有効 と 思い ます . いろ いろ な を 利用 法 が 考え られ ます . 

この モジ ュー ル は 新しい 製品 指向 の A-D コン バー 
クタ ク の 一 つと いる で も に . ょ か: 


(1) 商品 名 : REMOTE I/O MODULE 
内 コ ン テ ッ ク 容 03-5443-2135 

(2②) 商品 名 : PROGRAMMABLE DC POWER 
SUPPLY 型式 PAX35-10 


移 水 電子 工業 則 容 045-475-1171 

(3) 商品 名 : マル チ メ ー タ 型式 HP34401A 
日 本 ヒュ ー レ ッ ト ・ パ ペッカ ー ド 幌 
人 03-3335-8177 





第 19 回 光 デ バ イス の 使い 方 徹底 研究 
一 情報 化 社会 で 活躍 する 光 素 子 を マス ター する 


開 催 日 :1995 年 8 月 31 日 ( 木 ) 一 9 月 1 日 ( 金 ) 
講 師 : 片山 貴雄 氏 プ 高橋 望 氏 (株 式 会 社 東 芝 光 半 導体 応用 技術 部 ) 


詳細 な ご 案内 ・ 申 込 方 法 は 《 出 版 案内 ) 
(緑色 の ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい . 
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コラ ム 鍵 直流 電源 (PrOgrammaDle DO Power SuppIy) 
で ジ シーケンス 動作 を プロ ダグ ラム 


仁 シー ケン ス 動 作 と は 

菊水 電子 工業 製 の Programmable DC Power 
Supply (工業 用 直流 安定 化 電源 , 写真 A, 以下 PDPS 
と 略す )PAX シリ ー ズ は 単なる 安定 化 電源 で は な 
く て て, 所望 の 電圧 ・ 電 流動 作 モ ー ド (シー ケン ス 動 作 ) 
を あら か じ め プ ロク ラム に より 設定 する こと が で き 
ます 。 

これ か ら 設 定 す る 電圧 と 電流 の 動作 モー ド , す な 
わ ち シー ケン ス は 図 A の よう に し ます . PDPS( 型 
式 : PAX35-10) の 電源 スイ ッ チ を 入れ て , シー ケン 
ば 出力 端子 (補助 出力 端子 ) か ら 図 A の よう な シー ケ 
ンス 動作 が 得 ら れる よう に し ます . 

も と も と シー ケン スス 制御 と は エレ ベー タ や や 自動 販 
売 機 に 代表 きれ る よう に , あら か じ め 定 め ら れ た 順 
序 や 条件 に 従っ て 制御 の 各 段 階 を 順序 よく 進め て い 
く 自動 制御 の こと を いい ます . ここ で いう 電圧 ・ 電 
流 の シー ケン ス 動 作 も まっ た く 同 じ で す . 電圧 や や 電 


流 を プロ グラ ム に より 定め られ た 順序 に 従っ て 制御 
し よう と バブ プ な の で す 。 
筐 シー ケン スプ ログ ラム を 作る 

プロ グラ ム を 作る と いっ て も BASIC や C の よう 
な 言語 プロ グラ ム で は あり ませ ん 。 マ ニュ アル に し 
だ た が っ て シー ケン ス 動 作 の 各 パ パラ メー タ ( シ ー ケ ン 
スプ ログ ラム と 呼ぶ ) を 編集 し ます . 電源 の 前 面 パ ネ 
ル に ある シー ケン スキ ー や テン キー な ど を 使っ て , 
浴 曲 ディ スプ レイ を 見 な が ら プ ログ ラム を 作っ て 
(編集 し て ) い きま す . 

図 A の 電圧 ・ 電 流 モ ー ド は , 三 つ の プロ グラ ム 
(Program1, 2, 3) か ら な り , これ を 一 つの シー ケン 
ス (Sequence) と し て 組み 立て て いき ます . 手順 と し 
て は , 最初 に 三 つ の プロ グラ ム を 編集 し て , 続い て 
シー ケン ス の 編集 を し ます . これ ら 編 集 の 詳細 に つ 
いて は マニ ュ ア ル に 記載 され て いま す . 機会 が あれ 
ば 参照 し て くだ さい . 

まだ た , マニ ュ ア ル に は 専用 の コー ディ ング シー ト 





< 写真 A> Programmable DC Power Supply (PAX35-10) 


< 図 A> 電圧 ・ 電 流動 作 モ ー ド (シー ケン ス 動 作 ) の 例 
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電流 (A) 
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< 写真 > シーケンス 動作 測定 全景 


(シー ケン ス 作 成 用 シー ト ) が 付録 と し て 付い て いま 
す 。 先 に 。 この シー ト に プロ グラ ム と シー ケン ス を 
書い て か ら キ ー 入 力 を する よう に し ます . 

尋 シー ケン ス 動 作 を 見 る 

図 A の シー ケン ス 動 作 を 波形 表示 さき せれ ば 動作 の 
理解 な ど が わか りや すい と 思い ます . 電源 の 出力 端 
子 に は 抵抗 な どの 負荷 を つなげ ば 最大 1A の 電流 
を 流す こと が で きま す が , 無 負 荷 状 態 で 電圧 の 変化 
(電圧 波形 ) の み を 見 る こと に し ます . 動作 時 間 は 秒 
オー ダ で す の で , オシロスコープ を 遅い 掃引 時 間 ( 例 
えば 0.2ms/div) に し て 目 で 電圧 の 変化 の 様子 を 見 
て み ま す . 


それ で は シー ケン ス 動 作 を 実行 きせ ます (写真 ). 


オシ ロス コー プ の プ ブラウン管 を 見 つつ 掃引 の タイ ミ 
ング を 図り , 電源 の 前 面 パ ネル の RUN キー を 押し 
ます . … 最初 に , 電圧 が ラン プ 状 に 上 昇 し て ぃ く 様 
子 が 見 られ まし た 。 電圧 が 上 昇 し きっ た と ころ で マ 
ル チ メ ー タ を 見 だ た ら 約 3V を 指示 し て いま す 。 数 秒 
経過 する と 今度 は ラン プ 状 に 減少 し て いき ます . マ 
ル チ メ ー タ の 指示 は 0 V で す . 

これ で , 図 A の シー ケン ス 動 作 が お お むね 確認 で 
天上 た だ 。 

それ で は , いま の 電圧 変化 を 電圧 波形 と し て プリ 
トゲ ウト (/N デ ドコ ピー) し て み ま す .、 こ れ に は 電 
子 計測 が 一 番 で す . 手元 に コン ノッ パク ト で 大 変 手軽 な 

〈 図 B> ラン プ 状 に 上 昇 する 電圧 波形 
H デ +2. SSSU [CCCh〕 


= ー.g5U [7FEh] Hー し =+3. 993 り [4CEh] 








MMMeE | | ま 


: レン デカ ダ ィ 上: レン ゲ ジ ググ ョ ウ 1 ン 15 
: タイ クリ ロッ (FR or B) 
きる チャ ン ネ ルス ゆ (-3) 1 

: テ ^- タ スウ (1 -3999) 

ェ サッ プル 2 は 
: トリ ガリ レ ベ ドル &H19-8&HFFg: OFF-8H1999) &H19 の 9 

: サイ の ^ イ チ : か 2 リセ ッ ト 


る ヒレ m ウ の コー) : 
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(写真 C> A-D コン バー タ と ノー ト パ ソ コン 


ノー ト フ パソ コン 対応 の A-D コン バー タ の が あり ま 

し た (写真 C). 

BASIC で 作成 し た 波形 表示 プロ グラ ム を DOS/ 
BASIC と と も に ノー トマ ソコ ン (98NOTE SX/E) 
に イン スト ー ル し て 渦 定 開始 で す . 

図 と 図 C じ は それ ぞ れ 電圧 の 上 昇 過程 と 減少 過程 
の 測定 例 で す ( 図 中 の メッ セー ジ な ど 詳 細 は 省略 ). 
ンー ケン スプ ブロ グラ ム で 設定 し た と お り ,。 電圧 は ラ 
ンプ 状 に 乱 移 し て いま す . 予定 どおり の シー ケン ス 
動作 で す . ラン プ 居 移 の 最大 電圧 も 設定 値 2.998 V 
と な っ て いま す . 

人 他 に も いろ いろ な 機能 が ある 

奥 水 電子 工業 の PDPS は , ここ で 紹介 し た 機能 の 
ほか に も いろ いろ な 応用 操作 が あり ます . GPIB を 
使っ た り モ ー ト セン シン グ も その 一 つ で す 。 “電源 " 
と 一 日 に 言っ て も 安定 化 機能 だ ど だけ で な く , パソ コン 
計測 に 対し て は フレ キシ ビリ ティ に 対応 が 可能 に な 
っ て き て いま す . “重い "電源 と いう イメ ー ジ が 少し 
ずつ 解消 で きそう で す . 


1) 商品 名 : A-D コン バー タユ ニッ ト 
…A/DO4-98n, 


イン ター フェ ー ス ユニ ッ ト ・…I/F-98n 
山崎 電気 内 茨城 県 稲敷 郡 阿見 町 阿 見 5060-7 
分 0298-87-4488 


< 図 C> ラン プ 状 に 減少 する 電圧 波形 


Hー+2. 938U (CCCh〕 し = -. の 59U 〔7ESh]〕 ロー し =+3. 957 り [4E4h] 


: レル レンジ" カゲ イィ イ し 上: レン がら ウ っ 

: タク ロク (FR or B) (1 . 99691 す レ ) 
チャ フネ ルス ウ (9-3) 1 

: テ ~- タ スウ (1 -3999 

コ サッ プル 202 He)= き (@.94<>19999) 5 
: トリ が し ル ヘ ~ ル (8&H19-8HFFD: OFF=8H1g99) :8H19Pg 

: サリ イダ" イチ : か 2 リセ ッ ト 


る ビ m ロ ウロ の コッ > 
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3 還 人 ソコ ン 





ソソ フ ト を 計測 に 活用 する 方 法 


① Excel を 活用 する 


計測 な ど で 得 た デー タ は , グラ フ に する と 現象 を 理 
Se 人 な り ま す 、。 ここ で 得 ら れ た グラ フラ は ど 
の よう な 傾向 に な っ て いる の か , ある い は どの よう な 
曲線 の 式 で 近似 で きる の か , と いっ た 波形 解析 が 必要 
に な る こと が あり ます . 

ここ で は , これ ら に つい て 事例 を 紹介 し ます . 対象 
と する 計測 波形 は 過渡 電流 波形 で す . こみ の 波形 が どの 
よう な 形状 を し て いる の か を は じ め に 見 ます 。 次 に , 
波形 が どの よう な 近似 式 で フィ ッ ト (Fit) で きる の か 
を 調べ ます . 

解析 用 の ツー ル と し て , いずれ も 表 計 算 ソ フト の 定 
番 で ある Excel 5.0 を 使い ます . 


《 図 1> フロ ッ ピ の 中 の ASCII デー タ を 開く 


Microsoft Po ーー し 





ー 


< 図 2> テキ スト ファ イル ・ ウ ィ ザ ー ド で デー タ 形 式 を 見 る 


Microsoff Excel 
020 y 


テキ スト ラフ 5 ルウ ィ ザ ー 届 


RIEPー タ bp のり で ESn て て いま す 。 anEM ーー 
臣 本 FE ー あ ef くだ 9 い ・ ST 


8 づな どの 区 切り お 諾 3 て ラ ィ に ES と | に 区 切ら れ た デー タ 6)| 
1 ぐー スト よっ て きた ip に に 還 記 長 フ ィ ー ル ド デー 


取り X み 606⑩i 国 。 
ファ イル Ai\ 流 形 A.DAI の プレ ビュ ー 


Zs な に mp | 
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% 図 3 > 列 A に 取り 込ま 





位 デー タ の 読み 込み 

過渡 電流 波形 の デー タ は , ASCII 形式 の 時 系 列 デ ー 
タ で す 。 こ の デー タ が 入っ て いる フロッピ を DOS7V 
ソコ ン の AF ドラ イブ に 入れ て , Excel の メニ ュー か 
ら 「 フ ァイル (F) を 開く 」 を 選び , A ド ライ ブ の ファ イ 
ル の 中 身 を 見 ます ( 図 1). 波形 adat … が 過渡 電流 波 
形 の 各種 デー タ で す . 

この まま で は , いずれ も どの よう を な 波形 形状 を し て 
いる の か は わか り ま せん . この 中 か ら 波形 adat を 選 
びび ます : 回 2 の よう な テキ スト フラ テイ ル お が の よう な 
形式 で 読み 込む の か を 聞い て きま す . 図 中 の プレ ビュ 
に 表示 され て いる 1 次元 の デー タ 列 の まま で よい の で , 
この まま 完了 ( 交 を クリ ッ ク し ます . 図 3 を 見 て くだ 
さい . 1 次 元 の デー タ 列 が 列 A に 表示 され まし た . 

実は , この 時 系 列 デ ー タ は 100 個 あ り ま す の で , 画 
面 に は 見 えて いま せん が セル A1 か ら A100 まで デー 
タ で 埋まっ て いま す . 次 に , この 時 系 列 デ ー タ を 実際 
の 電流 値 に 換算 し ます . 換算 式 は 測定 条件 か ら 

B1 三 (A1-2048) * 0.0024414/2.2 [Al 


《 図 4> セル B1 に ASCII 


れ た 1 炊 元 の デー タ 列 デー タ を 電流 値 に 換算 す 
(ASCII デー タ ) SN あの 


ゃ = - で か ーママ ッッ マー ョ 
ンー さっ 
どす SFS 


記 gg 3 表示 V 近 入 ! 
] 回 【 廊 & 消 [ 際 際 
の 国 四国 還 


ir ニーー で を 





5 2218 
6 2274 
2322 
目 9| 2359 
中 9 2386 
則 | 2406 
2416 
l2| 2420 
則 8| 2410 
回 5 2352 
還 旧 | 2319 
回 串 2286 
吊 8| 2253 
則 引 2221 
2 2192 
i2 唐 2167 
22 | 2144 
ItIFLAN っ 
7 つの 2 ペン YE KK 


トラ 役 コ コピ ュー ラ 





で す . この 式 は と くに 意味 が ある わけ で は あり ませ ん . 


芋 者 の 実験 系 で 得 ら ちら れ た も の で す . この 換算 式 を 使っ 
て , セル A1 の デー タ を 実際 の 電流 値 に 検算 し て セル 
B1 に 入れ ます . セル B1 に 換算 式 を 代入 し ます ( 図 


4). この 式 を B2 か ら B640 まで コピ ー し ます ( 図 5). 


波形 addat は どの よう な 波形 形状 を し て いる の で し 
ょ うか.?7 
さっ そく Excel の グラ ブフ ブ 機 能 を 使っ て グラ フ に し 


< 図 5> 
セル B1 の 換算 式 を セル B2 
か ら B640 まで コピ ー す る 


編集 () 表示 V 拝 和 ⑪D 






2112 0. .071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 
2386 0.375088 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
Z386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 
228R ni 264115 


《 図 6(d》> グラ フウ ィ ザ ー ド で グラ フ の サン プル を 確認 


Hiooet bcel- 波形 ADAT_ 





















"2075 0.029963 

2112 0.071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 
2386 0.375088 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
2386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 


2286 0.264115 
22R4 n 2274Q4 


つの | の 


clgRlss 
3 


ュ rc 
回 
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て み ま し ょ う . グラ フウ ィ ザ ー ド を 使っ て グラ フ の 書 
式 な ど を 指定 し ます ( 図 6). 波形 a.dat の 波形 形状 は 
振動 を 伴う 電流 波形 で し た ( 図 7 ). 

この よう に , グラ フ に する と 現象 が 理解 で きま す . 
この 電流 波形 は アー- ル -C 直流 回 路 で スイ ッ チ を ON 
に し た 瞬間 の 電流 波形 を 計測 し た も の で , いわ め ゆる 過 
渡 現象 を みた も の で す . 





借 波形 の フィ ッ テ ィ ング 

波形 adat の 波形 形状 は どの よう な 近似 式 で フィ ッ 
ルツ が の まる で し ょ すか 

フィ ッ テ ィ ング (Fitting) と は 近似 式 で シミ ュ レ ー 


《 図 6(④> グラ フウ ィ ザ ー ド を 使っ て デー タ の 範囲 
(セル B1 一 B100) を 指定 


Microsoft Excel - ーー DAT 





2112 0.071023! 
2162:0.126509: . 
2218!0.188654| | 
2274i0.250798| 四 
2322!0.304065| 議 議 

2359:0.345125| 選 拓 
2386.0.375088. 
2406!0.397282 議 
2416: 0.40838' 軒 

2420:0.412819 
2410:0.401721: 


っ oooin っ っ cnoo! 





図 6(C> グラ フウ ィ ザ ー ド で グラ フ の フォ ー マ ッ ト を 
2) に 指定 

















に と きく) 





Microsoff Excel - 波形 A.DAT 
| MD 編集 () まあ 示 ( 振 入 ( り 0D と て プ の 200 2 
中 ] 居 1 | INI 


IPw - 国 『 国 国 較 思 
EL」 








2112 0.071023 
2162 0.126509 
2218 0.189654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 ZAI ZN 
23590.34525 目 レ っ 計 較 較 較 に 1 だ だ だ は 1 
2386 0.375088 ーー | 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
則 2| 24200.412819 
叶 3| 24100.401721 
5 2386 0.375088 













I 2352 0.337357 
6] 2319 0.300736 
17 Z286 0.264115 





《 図 6(@> グラ フウ ィ ザ ー ド で グラ フ の 凡例 な ど を 指定 


Microsoff Excel - 波形 A.DAT 
アカ イル (PF) 編集 (E) コン 挿入 () 書式 D ナル O) デ -2(D) 27 ド 2( め 半 





2112 0. 071023 

2162 0.126509 

2218 0.188654 

2274 0.250798 

臣 2322 0.304065 
.8 2359 0.345125 
9 2386 0.375088 
0 2406 0.397282 
放 】 人 2416 0.40838 
了 24200.412819 
仙 2410 0.401721 
信 23860.375088 
還 可 | 23520.337357 
16 2319 0.300736 
! 2286 0.264115 | 
2254 227404 
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l WP 邊 人 0 中 0 ROD サ の 0 2oF0 - 
「] 連 2 や に 〇 IN2 
ee 


2112 0. .071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 


」 
に 


開 


2386 0.375088 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
2386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 
2286 0.264115 
2253 0.227494 
2221 0.191983 
2192 0.159801 
2167 0.132058 
2 0. 106534 





志和 s に |=lgl に IE に に に "5 ド 


AF| | 


国 還 どく 


《 図 9(4)> セル E1 に 関数 ウィ ザー ド を 使っ て ロー レン ツ 
の 式 を 入れ る (PI を 指定 し て いる と ころ ) 


Microsoft Excel - ーー 


2056 0.008878 

2075 0.029963 
2112 0.071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 
2386 0.375088 
Z406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
2386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 
2286 0.264115 
2253 0.227494 8 
2221 0.191983 19 












回 因 
アイル (P) 編集 (E) 表示 (V) 拝 入 () 書式 () 9- ル (O) デア -2(D) 9 ドウ (W) 9 回 


| 2 
2112 0.071023 3 
2162 0.126509」 4 
2218 0.188654| 5 
2274 0.250798 6 
2322 0.304065 7 
2359 0.345125 8 
9 
10 
11 
12 


x の 値 


_ <406 0.397282 
2416 0.40838. 
2420 0.412819 


の 40 の の 4 の 4 コ へ + 


ショ ン す る こと で す . た だ し , 使う 近似 式 が 問題 で す . 
どの よう な 近似 式 を 使う か は 経験 と 感 に た よる と ころ 
が 大 で すす が 。 こ 志 で は フィ ッ テ ィ ング 曲線 と し て ロー 
0W の 玖 了 馬 こと に じ ま す . 

ロー レン ツ の 式 は ゥ ゎ を の 関数 と し て , 次 式 で 表せ 
まま 
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<〈 図 7 > 
波形 a.dat の 
波形 形状 


2112 0.071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 


2386 0.375088 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
2386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 
2286 0.264115 
2253 0.227494 
2221 0.191983 
2192 0.159801 
2167 0.132058 
2144 0. 106534 


《 図 8 > 

ロー レン ツ の 式 の x の 
値 (一 640) を セル D1 て 
D640 に 入れ る 





《 図 9(b)> セル E1 に 関数 ウィ ザー ド を 使っ て ロー レン ツ 
の 式 を 入れ る (SUMSQ を 指定 し て いる と ころ ) 


Microsoff Excel - ー 演 めん DAT 





2112 0.071023 
2162 0.126509 
2218 0.188654 
2274 0.250798 
2322 0.304065 
2359 0.345125 
2386 0.375088 
2406 0.397282 
2416 0.40838 
2420 0.412819 
2410 0.401721 
2386 0.375088 
2352 0.337357 
2319 0.300736 
2286 0.264115 
2253 0.227494 
2221 0.191983 





2 の 4 
2? 二 本 《z 一 電 り “ 
2 : 初期 値 
ビー ネ申 心 
の : 半値 幅 y 
4 : ピー ク 下部 の 面積 
波形 a.dat の 場合 の ロー レン ツ の 式 の 各 定 数 %, る , 
の 9, 4 の 値 は 以下 の 値 と し ます . 
0, % ふ 三 12.08, w 三 10.83, 4 ニア 7.49 
これ ら の 値 の 根拠 は , 実は 波形 解析 ソフ ト Origin を 
使っ て 解析 し た と き の 結 果 ② を 利用 し て いま す が , 侍 
れ て くる と お の ず か ら 数 値 は 見 当 が つい て きま す . 
それ で (は 7 ウッ デイ ング を し て み ま ) し ょ 5 、 
最初 に , * の 値 に 1.2, 3, …, 640 を 順次 代入 する た 
め に , 1 から 640 まで の 数 値 を Excel の D 列 に 入れ て 
お きま す ( 図 8). ロー レン ツ の 式 を 代入 し ます . セル 
E1 を 使い ます ( 図 9 ). ヶ や 2 十 4*※(* 一 %) など は 関 
数 ウィ ザー ド を 使い ます . 


トラ 役 コ リピ ュー ダ 





く 図 10> き 

セル E1 の ロー レン ツ 
の 式 を E2 て E640 に 
コピ ー す る 


2112 0.071023. 
2162 0.126509. 
2218 0.188654 
2274 0.250798. 
2322 0.304065 
2359 0.345125 
2386 0.375088 
2406 0.397282. 
2416 0.40838 
2420 0.412819. 
2410 0.401721. 
2386 0.375088 
2352 0.337357. 
2319 0.300736 
2286 0.264115 
2253 0.227494 
2221 0.191983. 
2192 0.159801 
2167 0.132058 
2144 0.106534 


《 図 12〉 倫 


《 図 11> 

グラ フ 表 示 の た め の 
デー タ の 範囲 ( 列 B 
と 列 E) を 指定 


アル (PF) 編集 (E) 表示 (V) RAD 書式 ([) 9- ル MO) 4 


《 図 13〉 参 





すなわち , ヶ は PIN( ) を , 2 十 4※ (マー%) 2 は w2 十 (2 * 
(x 一 xo))^ と し て 関数 SUMSQ を 使い ます . 式 を 入れ 終 
わる と セル に 計算 結果 が 出 て きま す . こ の 式 を セル E2 
か ら E640 の コピ ー し ます ( 図 10). 

bm ガ ( 屋 3 まく で フィッティング で きま し たか? 

グラ フ に し て み ま し ょ う .B 列 が 元 の デー タ (ASCII 
デー タ ) で EE 列 は 計算 値 で す . これ ら を 選択 し て 強調 
表示 じ ま す ( 図 11)。 グラ フウ ィ ザ ー ド で グラ フ の 書式 
指定 し ます . 結果 は 図 12 の よう に な り ま し た . 図 中 , 
実線 が 実測 曲線 で , 点線 が フィ ッ テ ィ ング 曲線 で す . 
(ば ウィ イット こし まし た な 、. 

波形 C に つい て は どう で し ょ う . 途中 の 計算 な どの 
説明 は 省略 し ます が , 結果 の グラ フ は 図 13 で す . 実線 
が 波形 C で , 点線 が ロー レン ツ の 式 を 用 いて 計算 し た 
フィ ッ テ ィ ング 曲線 で す . 定数 る, %, 4 の 値 は , 

0, % ゎ 三 41.01。 ん / 三 628.91, 4 ニー928.15 
で す . 波形 C に つい て も お お むね “フィット” させ る 
で 半 ま し だ 。 
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実測 曲線 (波形 a.dat) 
と フィ ッ テ ィ ング 曲線 


実測 曲線 (波形 c.dat) 
と フィ ッ テ ィ ング 曲線 
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アイ ル ME) 編集 (E) 表示 Y) に 書式 ) サル 0O) テ - 欠 D) 972F9(W 
民 ] つろ 





(ME) 編集 (E) 表示 (Y) 振 入 (!) 書式 ① 9- ル MO) テ -2(D) 9F9(W 9 
|] 記 市 1 E Mil や) 


2 
[* 9 カチ 
の 


2259 0.234152 


波形 フィ ッ テ ィ ング は 波形 を 解析 する た め の 一 つの 
手段 で す . この 事例 で は 波形 の 中 で 大 き な ピ ー ク が 一 
だ け あ る と し て 計算 し まし た が , 波形 が 大 きく 振動 し 
て ピー ク が 複数 ある 場合 に は , 次 の 多重 ロー レン ツ の 
式 で フィ ッ デ ティ ング さき させ る こと が 可能 本 。 
多重 ロー レン ツ の 式 と は 。 





2 ? の 」 海 2 602 用 2 
ーー ーーーーー ーーーーーーーーーー-- ーーーー ニ ーーーーーーー ろ ーー 
y( タ ) 三 % 4( ヶ ーー ふえ 1) * 4( ヶ ー%。) 2 
2 の, 2 人 
Rm を 4( ヶ ー%。) 2 


で す . 先 の ロー レン ツ の 式 は 多重 ロー レン ツ の 式 の 
n=1 の 場合 で す . 振動 する 波形 の フィ ッ テ ィ ング を 検 
討 す る 場合 に は , 多重 ロー レン ツ の 式 を 使っ て みる の 
も 有効 で ある と 考え られ ます . 


ず 参考 文献 
1) Peter A.Jansson : Deconvolution with Application in 
Spectroscopy, ACADEMIC PRESS, INC. 
(②) 日 田 : Origin を 使っ た 波形 シミ ュ レ ーション , トラ 技 コ ン ピ 
ュー タ 5 月 号 , 1995 年 , CQ 出版 帆 . 
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EXCel, LOtUS1-2-3, Mathematica を 利用 する ノウ ハウ 
汎用 パソ コン ソフ ト を 計測 に 活用 する 方 法 
② LotuS1-2-3 を 活用 する 


MS- Windows 上 の 表 計 算 ソ フト の 人 気 は 「 エ クセ 
ル 」 が 一 番手 の よう で す . し か し , 筆者 は DOS か ら の 
移行 で Lotus 1-2-3 が 使い や すく 感じ ます. ここ で は , 
Lotus 1-2-3 for Win を 用 いて デー タ の 整理 ., さ ら に は 
解析 , シミ ュ レ ーション を 試み て み ま し ょ う . 

表 計 算 ソ フト は , 単に 営業 関係 の 整理 と か , 学校 で 
の 成績 の 管理 と か に 利用 きれ る だ け で は な く , 理工 系 
の 人 に と っ て も 仕事 に 利用 で きる こと は 抑 著 「Lotus 1 
-2-3 に よる 理工 系 シミ ュ レ ーション 入門 」 に 述べ まし 
だ 。 そして, MS-Windows 上 で は DOS の 上 で 持っ て 
いた だ た 茂 しい メモ リ の 制限 が 少な く な り ま し た . 

一 方 で , 計測 その 他 の あと に 解析 する た め の 専 用 ツ 
ー ル が 多く 開発 され て き て いま す . その よう な 現状 の 
中 で デー タウ 整理 。 解析 ツー ル と し て の 表 計 算 ソ フト は 
どの よう な 位置 付け を すれ ば よい で し ょ うか ? 華 者 
は ,「 デ ー タ 整理 の 方 法 を 探る 」,「 あ る 決ま っ た 整理 方 
法 の 真髄 を 理解 する 」 ツ ー ル と 考え ます . 

すなわち , 開発 研究 の 過程 に お いて は , で きる だ け 
季 軟 に いろ いろ な 整理 方 法 や 解析 を 試み る べき で す . 
その よう な と き に は , ある 程度 操作 に な れ , か つ 何 を 
し て いる か が 見 える 表 計 算 ソ フト が 有効 で し ょ う . ま 
だ , 何 を し て いる か が 見 える 表 計 算 ソ フト 上 で の 解析 
は , 教育 的 に も 重要 な 位置 づけ を も っ て いま す . 





数 値 デ ー タ を LOtUu8 1-@-3 に 読み 込む 





ずい ぶん ,。 重い 前 書き に な っ て し まい まし だ ただ. 多く 


《 図 1> 

デー タ を 数 
値 デ ー タ と 
し て 読み 込 
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の 整理 ・ 解 析 す る デー タ は テキ スト ファ イル の 形 で 提 
供 き れる と 思い ます . そこ で ,。 これ ら テ キス トラ ファイ 
ル 形 式 の デー タ を 表 計 算 ソ フト に 取り 込む こと か ら 始 
め ま す . テキ スト 形式 と いっ て も , 
123.0, 234.1, 454.5, 98.0, 786.9, 238.8 
の よう に 各 デ ー タ が み カンマ で 区 切ら れ て いる 場合 と , 
123.0 234.1 454.5 98.0O 786.9 238.8 
空白 や タブ で 区 切ら れ て いる 場合 が な あります. いずれ 
の 場合 も テキ スト ファ イル を 数 値 デ ー タ と し て 読み 込 
む に い は 。, 

p ファ イル (F) 開く (O) 

了 フ ァイル の 種類 で テキ スト (txt prn) を 選択 

ps ファ イル の 選択 を し て 馬 結 合 (C) 

pn ここ で カン マ 区 切り の テキ スト ファ イル (F) を 選 

択 す る . 
の 手順 を 踏み ます . 注意 する べき 点 は 数 値 デ ー タ が み 
ンマ で な く 空 白 や タブ で 区 切ら れ て いる 場合 で も , 数 
値 デ ー タ と し て 読み 込む に は 「 カ ンマ 区 切り 」 を 選択 
する こと で す . 一 方 。 デー 次 天文 字 ア 多才 も で 二 商 
込む 場合 は カン マ 区 切り で な い テ キス ト フ ァイル (U) 
を 選び ます ( 図 1). 

Lotus 1-2-3 for Win に は , DOS 上 の Lotus 1-2-3 
の 操作 手順 を その まま 使え る 方 法 が 残さ れ て いま す . 
「/」 キ ー を 押す と 図 2 の よう に DOS と 同じ メニ ュー 
が 現れ , あ と は その まま DOS 上 で の Lotus 1-2-3 と 同 
じ よ うに 操作 で きま す . テキ スト ファ イル を 数 値 デ ー 
タタ と し て 読み 込む に は , 

/: メ ニュ ー F: フ ァイル II: テ キス ト 呼 出し 


《 図 2 > 

DOS 上 の 
Lotus 1-2Z-3 
と の 互換 モ 障 
ー ド を 使う 莉 
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〈 図 3> グラ フ の 設定 


ー 3 KJ - IVIS-COOLWKAI 

国 | 7 が F) 編集 (F) 表示 (V) 227 が S) - ん MT]) ゲ ウ 2(C) 97 ト 9(W) AZ(H) | 
の 2 = 一 9 2 
に さ 『 さ ぉ | 中 の = 」 【 っ 


7 
1 
人. 科 
41, 科 
AI 
導電 
絆 。 埋 
7. 還 
RI 
導 | 
由 





N: データ 
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グラ フ 公 ご 検討 





で は つぎ に , 読み 込ん だ デー タ を グラ フ に し まし ょ 
う . いろ いろ 考え ご と を する に は , 数 値 を 晃 め る より 
は 表 に し だ た だ ほうが, さら に グラ フ に し た ほう が 考え が 
和 進み ます 。 数 値 ア デー タ を グラ フ に する に は 。 

し ツー ル (T) 

馬 グラ フ (G) 

を 選択 し て , グラ フ を 表示 する 位置 と 大 き さ を 決め ま 
す . その 後 , グラ フ の 種類 と デー タ 範 囲 の 選択 を し て , 
グラ ブフ を 闘 示し ます . その 様子 を 図 3 に 示し まし た 。 

時 間 変 化 を する 物性 量 ( 粘 度 ) に つい て , LabVIEW 
(後述 ) の 管理 の も と GPIB を 用 いて 測定 し た 結果 を 
表 計 算 ソ フト に 取り 込ん で 処理 を する 例 を 説明 し ます . 
も っ と も デー タ は テキ スト ファ イル に な っ て いま すか 
ら , どの よう な 実験 系 か ら 取 り 込 ん で も 同じ 処理 で す 
か まず 。 

四 つ の デー タ を それ ぞ れ 最初 に 述べ た な 方法 で 
Lotus 1-2-3 に 取り 込み . グラ フ を 描き まし た . 図 4 に 
それ を 示し ます . ここ で , A 列 が 時 間 , C 列 が 粘度 の 
デー タ で すず . 

この グラ フ か ら , 粘度 が 指数 関数 的 に 変化 を し , あ 
る 所 か ら ほ ぼ 一 定 の 値 に 収 仏 する よう に 見 えま す . そ 
こ で , 図 4 の 時 間 変 化 の 各 グ ラフ か ら , スタ ー ト の 値 
と 最小 値 の 差 を 取り , 各 値 の 比 を ログ で プロ ッ ト し な 
お し ます . ここ で は , C 列 と D 列 の 間 に 新 た に 列 を 挿 
入 し て , C 列 の スタ ー ト の 値 と 最小 値 と の 比 を D 列 に 
計算 し まし だ た だ た. D 列 に は , 

$SLOG( ( C2 -@MIN($SCS2..$C$S23) )/( $CS2 - 
@MIN($CS2 . .$C$S23) ) ) 
式 :log(( 値 - 最小 値 )/ 変化 幅 ) 
が 入っ て いま す . その 結果 を 図 5 に 示し ます . 
この 図 5 より , この 物性 量 の 時 間 変 化 は , ある 一 定 
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< 図 4 > 

物性 量 の Flag 

時 間 変 化 人 本 
< 図 5> 
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の 時 間 ま で 変化 が 起こ ら ず , 一 度 変化 し 始め る と 条件 
が 異な っ て も ほぼ 一 定 の 傾き で 変化 が 起き て いる こと 
を 示し て いる こと が わか り ま す . また , 当初 の 予想 通 
り 指数 関数 的 な 変化 で あっ た こと が 図 に は っ きり と 示 
され て いま す . 





つぎ に , 統計 処理 を し まし ょ う . ここ で は , 画像 デ 
ー タ を 処理 し ます . 画像 の 入力 方 法 は いろ いろ 考え ら 
れ ま す . ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ポー ド を 用 いた だり 吉 ス キ 
ャ ナ を 用 いる の も よい で し ょ う 。 ちこ で は 最 生 は 
PhotoCD か ら の デー タ と ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド か 
ら の 画像 を, PhotoShop で MS-Windows の グレ ー ス 
ケー ル 画 像 の ビッ トマ ッ プ ・ フ ァイル に 変換 し ます . 
そし て , 第 8 曹 の ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド の 項 で 述 
べ る BMP2NUM.EXE に より 数 値 化 し た ファ イル を 表 
計算 ソフ ト に 取り 込み , 強度 分 布 グ ラフ を 作り ます . 
強度 分 布 は 画像 処理 ソフ ト に 同様 な 機能 が 内 蔵 さ れ 


《 図 6 > PhotoCD サン プル 画像 IMG0001.PCD の 
PhotoShop に よる 処理 
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<〈 図 7> IMGO0001 グレ イス ケー ル 画 像 の 度数 分 布 図 
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て いま す が , 自分 自身 で 理解 を 深め る た め に も , 表 計 
二 メ ダフ トト 上 で 和 女 理 を し まし た 。. 

用 いた 画像 は , PhotoCD に 付属 し て いる サン プル 画 
像 の IMGOOO1.PCD の 192 128 の 画像 を 一 部 カッ ト 
し て 用 いま し た . その 画像 を 図 6 に 示し ます . 

この 画像 を BMP の グレ ー ス ケー ル に 変化 を し て 数 
値 化 を し ます . その ファ イル を Lotus 1-2-3 に 取り 込 
ん で , 統計 分 析 の 一 つ で ある 度数 分 布 を 計算 し ます . 

を 半 囲 (R) 分 析 (A) 頻度 (D) 

を 選択 し て , 度数 分 布 を 取る 「 対 象 範囲 」 と 「 階 級 範 
囲 」 を 設定 し ます . ここ で は 「 対 象 範囲 」、 と し て , 画 
像 デー タ そ の も の を 取り ます .「 階 級 範 囲 」 は グレ ー ス 
ケー ル の 数 値 範囲 で ある , 0 か ら 255 ま で の 値 を 


Lotus 1-2-3 の 埋め 込み 機能 を 用 いて 作り 指定 し ます . 


その 結果 を グラ フ 化 し た も の を 図 7 に 示し ます . 終 
軸 が 出現 度数 を 示し , 横 軸 が グレ ー ス ケー ル の ピ 明る さき 
を 示し ます . 横 軸 が 大 きい 程 明る く な り ま す . 
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< 図 8 > 鳥居 の グレ イス ケー ル 画 像 の 度数 分 布 図 
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同様 に , 鳥居 を 撮影 し た 画像 を 処理 し まし た . その 
結果 を 図 8 に 示し ます . まっ だ た く 暴 な る 画像 で すか ら , 
図 7 と 比べ る と 度数 分 布 図 が 大 きく 異な り ま す . 元 の 
画像 を Lotus 1-2-3 の シー ト 上 に 表示 し て あり ます . 





その 他 の 処理 





画像 を 処理 し て 2 値 化 し , 面積 を 表 計 算 ソ フト 上 で 
来 め まし ょ う 。 
ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド の 章 で も 紹介 を し ます が , 
ここ で は 別 の 例 で 具体 的 な 手順 を 見 て み ま し ょ う . 図 
6 で 示し た PhotoCD の サン プル 画像 の 窓 の 部 分 の 面 
積 比 を 求め ます . 図 9 の よう に PhotoShop 上 で 窓 の 
部 分 を 範囲 選択 し ます . 
選択 され た 範囲 を 黒 に その 他 の 範囲 を 白 に 2 値 化 し 
ます . 図 10 の よう に 味気 な い 図 に な り ま し た . 
この 図 を 数 値 化 し て , Lotus 1-2-3 に 取り 込み まし 
だ . この 場合 は 白色 が 0, 黒 が 1 に な る よう に し まし 
だ . し た が っ て , 画像 デー タ の は いっ た 範囲 の すべ て 
の 和 を 範囲 の 全 セ モル 数 で 割る と 黒色 の 部 分 の 面積 比 が 
求 ま り ます ( 図 11). セル AK3 に , 
@SUM(A2..AI656)/ @ PURECOUNT(A2..AI656) 
@SUM : 指定 革 囲 の 全 合計 
@PURECOUNT : 指定 二 囲 の 数 値 を 含む セル の 数 
を 代入 し 面積 比 0.25375 が 与え られ て いま す . 
今回 は 単純 な 形 を し た 例 で 示し まし た が , 形 が 複雑 
に な れ ば な る ほど , この 方 法 は 有効 に な る で し ょ う . 


トラ 校 コ コピ ュー2 
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ExXC@l, LOtUS1-2-3, Mathematlcg を 利用 する ノウ ハウ 
汎用 パソ コン ソフ ト を 計測 に 活用 する 方 法 
③ Mathematica を 活用 する 


| 計 1 中 





LabVIEW で は , ほか の アプ リケーション と の 動 的 
リン グ を 取る こと に より , ほか の アプ リケーション を 
SubVI の よう に 扱い , そ の 機能 を LabVIEW の 中 か ら 
利用 する こと が で きま す . 

だ と くば, Mathematica と リン ク す る に は , Math- 
Link と いう 通信 プロ グラ ム を 用 いま す . リ ンク が 確立 
され る と, LabVIEW か ら Mathematica を 呼び 出 し 
だ た り , 逆 に Mathematica か ら LabVIEW を 呼び 出す 
こと が で き , 互い の アプ リケーション の 特徴 を 最大 限 
に 活用 する 環境 を 作る こと が で きま す . 

Mathematica の 最大 の 特徴 は , 数 式 処理 と 美しい グ 
ラフ 出力 で , LabVIEW の 特徴 は 計測 デー タ 収 録 と 制 
御 信 号 が 出力 可能 な こと で す . LabVIEW に は 多く の 
強力 な 数 値 処 理解 析 ツ ー ル が 付属 し て お り , その 機能 
は Mathematica と 同等 か それ 以上 で す . 

し だ た が っ て , MMathematica と LabVIEW の 併用 を 


大 え る 場合 , LabVIEW で デー タ を 収録 し 。 Math- 


ematica で グラ フ の 表示 を 行っ た り 数 式 に よる 解析 的 
な 処理 を 行っ た 後 , 得 ら れ た だ た 値 を LabVIEW に 返し て 
制御 出力 信号 を 出す と いう 形 が 考え られ ます . 

MathLink が 利用 で き な い 場合 は , これ ら の 操作 を 
ファ イル に 書き 出し た り 読 み 出 し た り し て つない で い 
きま す 。 こ こ で は 。 フ ァイル の 読み 書き を 通し て 
LabVIEW か ら IMathematica を 利用 する 例 を 見 て み 
まき 


《 図 1 > LabVIEW か ら デ ー タ を ファ イル に 書き 出す 
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Mathematica に よる フー リエ 変換 





まず , 最初 は LabVIEW と Mathematica の スペ ク 
トル 解析 の 結果 を 比較 し て み ま す . 蛍光 灯 の 光 の 強弱 
の 信号 を LabVIEW で 波形 表示 する と 同時 に , ファ イ 
ル を 介し て Mathematica に 送り , Mathematica で フ 
ー リ エ 変 換 し て み ま す . 外部 か ら の 信号 を LabVIEW 
に その まま 取り 込む に は , デー タ 収 録 ボ ー ド (アナ ログ 
- デ ィ ジ タル 1/ 〇 O ボー ド ) を 用 いま す . 

使用 する VI は , 最も 簡単 に 利用 で きる サン プル VI 
(Getting Started AnalogInput.VI) を 用 いま し た . 取 
り 込 ん だ 配列 デー タ を ファ イル に 書き 出す の は , 中 間 
GntermediatepVI で ある Write To SpreadSheet 
File.VI を ダイ ヤグ ラム に 追加 する だ け で 簡単 に で き 
ます . この Write To SpreadSheet File.VI は 。 時 系 
列 な どの 配列 デー タ を 文字 列 に 変換 し , ワー クシ ー ト 
の イメ ー ジ の まま ファ イル に 書き 出す 働き を し ます . 

図 1 の 左 の ダイ ヤグ ラム に , I/O ボー ド か ら 読 み 込 
ん だ デー タ を グラ フ 表 示 器 と Write To SpreadSheet 
File.VI と に 配線 し て いる 様子 を 示し て いま す . MS- 
DOS プロ ンプ ト 画 面 に は , この よう に し て 書き 出し た 
ファ イル 名 の 中 身 の デ ー タ を 示し て いま す . 

いっ だ ん ファ イル に 書き 出し た 後 は , Mathematica 
や Mathcad そし て 表 計 算 な どの アプ リケーション で 
処理 を する の は 簡単 で す . 図 2 は 以下 の よう な 命令 で 
Mathematica へ 読み 込ん だ 結果 を , 1 次 元 要 素 の リス 


《 図 2> ファ イル か ら Mathematica に デー タ を 読み 込む 





Sp=ReadList [ "sptest .dat" Number ] | 
ん の 2 た 
{0.31. 0.308. 0.302. 0.307。 0.304, 0.308。 0.307。 


0.307,。 0.306, 0.305. 0.305。 0.303。 0.301, 0.299。 


0.296. 0.292.。 0n.289。 0.294.。 0.309,。 0.305, 0.298。 


0.318: 0.3122 0.916。 0.315。 0.33135。 


0 
0 

0.307。 0.315。 0.316。 0.317。 0.318。 0.318。 0.319。 
0.311。 0.309。 
0 


0.308. 0.301。 0.304。 0.315,。 0.308, 0.307, 0.307。 


3/ 


《 図 3 > Mathematica に よる 蛍光 灯 の 光 の フー リエ 変換 





ト の 並び と し て 示し た も の で す . 
In[ ]=SetDirectory[”d : \\niwork”] 
Out| ] ニ D : \NIWORK 
In[ ] ニ sp :=ReadList[ "sptest.dat”, Number] 

も ちろ ん , 図 1 の デー タ 列 と まっ た く 同 一 の リス ト 
に な っ て いま す . 

この sp と いう リス ト デ ー タ を フー リエ 変換 し て 絶 
対 値 の 大 き さ を 表示 する に は , 続い て 次 の よう な 命令 
を Mathematica に 打ち 込み ます . 

In[ ] 三 <<Calculus'FourierTransform* 
In[ ]=fft : 三 Fourier[sp] 
In[ ] ニ upfft : 三 Take[fft, 100] 
In[ 」 三 ListPlot[Abs[upfft], PlotJoined-> 
True, PlotRange->{0.0,0.4} ] 

Take[ 」 は 200 個 の 修 の 要素 の 中 か ら 最 初 の 100 個 
を 取り 出す 命令 で ,。 スペ クト ル を 抜 大 表示 し て 見 や す 
くす る だ た め の も の で す . 

結果 は 図 3 の よう に な っ て , 堂 光 灯 の 光 は 多く の 高 
周波 成分 を 含ん で いる こと が わかり ます . 

1 の フル スケ ー ル の 200 点 は 200/4000 ニ 1/20 秒 
で ある こと か ら , フー リエ 変換 の 横 軸 の 1 点 に 相当 す 
る 分 解 能 は 20 Hz と な り ま す . し た が っ て , 最初 の ピ 
ー ク (6 点 目 ) の 周波 数 は 120 Hz に な り ま す . 以下 240 
Hz(12 点 目 )360 Hz(18 点 目 ) と 続い て いま す . この 
FEFT の グラ フ を LabVIEW を 使っ た パワ ー ス ペク ト 


《 図 5> Mathematica に よる 予測 手順 ( 1 ポイ ント 先 の 予測 ) 


Tn [] =SetDirectory[ "di: NNniwork" ] 

Out [ ] =D: \NIWORK 

Tn [ ] =pre : =ReadList [ "predioct .dat" , Number 人 
Tn [ ] =p: =Partition[pre, 2] 

Tn[] =qn: =Tab1e【p[ [1,2] ] ,(1,2,19) ] 
In(j=qpi=Table(p[( は 2]], 全 1.18)] > 1 次 元 配列 化 
Tn [=qf:=Table[p[ [1,2] ] , (1,3,20) ] 

Tn [ ] =nn : =qn .qn 

Tn [ ] =pn : =qp .qn 


Tn [] =nf : =qm .qE 0 光 

の 2 [し 方 季 ま を 衣 
Tn [] =pf : =qp.qf 

Tn [] =So1ve[(D nn+a pn==nf,Db pn+a pp==pf ) , (a,b) ] 


Out [=((a->0.586818,b->0 .429292) ) 
Tn [] =f=b p[ [20,2]]+a p[[19,2]〕] /. $ 
Out [] =(12.7687)} 


ok 
{t 寺 1 の 予測 
(21 点 目 ) 
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《 図 4 > 自己 回 帰 直線 モデ ル に よる 予測 式 


次 の よう な 自己 回 帰 直 線 モ デル を 考え る . 
ア + ュ デー も 芝 十 8 アー ュ 
この と き 。, 
e 三 る え (y+ ュ ーーg ル ルー ュ ) < 
を 最小 に する 条件 , 


96 _ 9@ _ 
の り ” の g 


0 
か ら , 
1 6 テッ f 十 2 ルー ュ と つう 3 | 
6 ルー ュ ア 十 8 タ グー ュ デ ニタ アー ュ ア + ュ 

の (8, 5) に 関す る 連立 方 程 式 を 得る . 

5, 図 6 では, みみ, みみ r ュ を それ ぞ れ 
p, n, 低 過 去 , 現在 , 未来 ) の 略号 に 対応 させ て い 
る . 





ル ( 後 出 ) と 比較 し て みて くだ さい . 










Mathematica で 予測 する 





LabVIEW の 数 値 演算 機能 以外 の 計算 が 必要 な 場合 
に は , C 言語 な ど を 用 いて モジ ュー ル を 作る か フォ ー 
ミュ ラノ ー ド を 利用 する か , ある い は IMathematica 
な ど ほ か の アプ リケーション を 授 用 する こと に な り ま 
す . LabVIEW の 解析 ツー ル に な い 計 算 例 と し て , 自 
ピピ 回 帰 モ デル に よる 予測 計算 を Mathematica で 行っ 
て み ま す 。 

地震 な どの 自然 現象 を , 観測 し な が ら 予 測 す る こと 
は きわ め て 重要 な 課題 で , 予測 が で きれ ば , それ に 基 
づい て 適切 な 対応 を と る こと が で きま す . 制御 系 で は 
子 側 に 基づい た 制御 信号 を 出す こと に 相当 し , 系 を 安 
定 に そし て 安全 に 運転 する こと が で きま す . 

だ た と え そば, 風力 発電 を し て バッ テリ に 電力 を 蓄え , 
内 明 な どの 負荷 を 接続 し た 系 を 考え て み ま す . 風速 の 
測定 を し て いて , 今 は 風 が 吹い て いな いけ れ ど も 今夜 
の 周 明 の スイ ッ チ を 予測 に 基づい て 入れ る こと が で き 
れ ば , より 実用 的 な 知能 シス テム に な る こと は 明らか 
oy 
LabVIEW を 通し て 計測 デー タ を 収録 し , 解析 ・ 了 所 


図 6 > Mathematica に よる 予測 手順 ( 2 ポイ ント 先 の 予測 ) 


Tn =dn:=Table[p[ [1,2]] , (1,4,18,2) ] 
Tn =dp:=Table[p[ (1,2]],(,2.16,2)】 〉 ] 点 お き の | 
Tn[] =df: =Tab1e[p[ [1,2]], (1,6,20,2)] 点 お き の 配 列 
Tn [ ] =dnn : =dn . dn 
Tn [ ] =dpn : =dp . dn 


Tn [ ] =dnf : =dn . df 内 積 に よる 和 「+ー2 


も に よる 
Tn  ] =dpp : =dp . Qp { 圭 2 の 予測 (22 点 目 ) 


Tn [ ] =dpf : =dp . df 
Tn [] =So1ve [(b dnn+a dpn==dnf,b dpn+a dpp==dpf ) , {a, D) ] 


Out [] ={( (a->0.379645,b->0.665744 ) ) (方 程 式 の 解 ) 
予測 値 の 結合 


Out 【] ={11.6236} 

Tn [=qt:=Tabl1e[p[ [1,2]] , (1,1,20) ] 

Tn [] =qt2 : =Join [qt , (12.7687,11.6236) 
Tn [ ] =LiStP1ot [qE2 , Pl1otJoined->True] 
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ーー 
に 


出 を し て LabVIEW か ら 制 御 出力 す る こと で この よ 


う な 知能 的 な 予測 制御 系 が で き あ が る こと に な り ま す . 


往 予測 の 手法 

予測 に は 様々 な 手法 が 知ら れ て いま す . 単純 な 外 挿 
法 か ら 始 まっ て 相関 ・ 回 帰 分 析 に よる 予測 , パタ ー ン 
了 予測, ニュ ー ラ ルネ ッ ト に よる 学習 そし て カオ ス 人 性 
が あれ ば ア トラ クタ の 軌跡 や フラ クタ ル 性 か ら の 了 予測 
な ど が 考え られ ます . この うち , 最も 基本 的 な 自己 回 
帰 モ デル に よる 予測 を 考え て み ま す . 

科 単 の た め , LabVIEW か ら の 仮想 計測 デー タ が 
predict.dat と いう ファ イル に Write To SpreadSheet 
File.VI を 通し て 書き 込ま れ て いる と し ます . Math- 
ematica で その 仮想 デー タ を 読み 込ん で , 図 4 の 直線 
の 自己 回 帰 式 に し た が っ て 命令 を 書い て いき ます . 

この 直線 の 自己 回 帰 モ デル は , 時 系 列 デ ー タ の 連続 
し た 3 点 の 間 の 誤差 を 最小 に する 関係 式 を 求め る も の 
で す . 仮想 デー タ は 20 個 あ る も の と し , 0O, dataO, 1, 
data1, 2, data2, …, 19, data19 の よう な 配列 で 書き 込 
た で ある も の ちと まし た . 

この 仮想 デー タ を 使っ て , 図 5 に 1 点 先 《 十 1: 21 点 
目 ) の 予測 値 を 求め る 手順 を , 6 に 2 点 先 (《 十 2 : 22 
点 目 ) の 予測 値 を 求め る 手順 を 示し まし た . 

図 7 に , 現在 まで の デー タ (1 一 20 点 ) と この よう に 
し て 得 ら れ た 予測 値 (21 お よび 22 点 ) と を , 同時 に グ 
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《 図 7 > 現在 まで の デー タ ( 1 一 20 点 ) と 予測 値 (21, 21 点 ) 





ラフ に 示し まし た . 実際 に は ,。 これ ら の 予測 値 を 
LabVIEW に 返し て , 制御 信号 を 出し て 行く こと に な 
り まず すず 。 

図 7 の 結果 は , 
異な り , 
す 、 

精度 を 犠牲 に すれ ば , この よう な 方 法 で 何 点 先 の 子 
測 値 で も 求め る こと が で きま す . 予測 値 は 。 も ちろ ん 
実測 に よっ て その 確か らし さ を 検 証する も の で , いか 
に 精度 の よい 予測 を 行う こと が で きる か , 実測 に 照ら 
し 合わ せな が ら 盛 ん に 研究 きれ て いま す . 


明らか に 最小 2 乗法 の 外 挿 な ど と は 
折れ 曲がっ た 確か らし い 予 測 値 を 示し て いま 
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導入 編 電 卓 と し て の 使い 方 プレ ンジ 変数 と ベク トル , マト リク スン ノ 普 
列 計算 (ベク トル 化 ) ノ 方 程 式 を 解く プ フ ァ イ ル へ の 読み 書き ン 因 数 分 解 
・ 展 開 プ 微分 ・ 積 分 方 程 式 を 解く 行列 と 行列 式 プ 内 積 と 外 積 ノ 第 3 
章 : Mathematica 基 礎 編 / z 進数 の 扱い 方 プ / ふ リ こ / 電 気 回 路 プ うな り 
と 渡 の 十 歩 / ア ディス ク か ら の デー タ の 読み 取り と グラ フ 化 ノ 微 分 方 程 式 
グ 級数 展開 と 極限 第 4 章 : Mathcad 基 礎 編 ノ 抵 抗 の 計算 アノ オー ム の 法 
則 プ 磁界 の 強 さ き プ キル ヒ ホ ッ フ の 法則 直 並 列 回 路 /60 分 法 と 弧 度 法 ノ 
交流 波形 と 実効 値 の 計算 ノ / ホ イー トス トン ・ ブ リッ ジン 倍率 器 ノ 分 流 器 
グ 最大 電力 の 計算 増幅 度 と 利得 と 計算 ノア -7 直 列 回 路 ノ ア -C 直 列 回 路 
グ 定 電圧 ダイ オー ドン ノ 第 5 章 : Mathematica 応用 編 ノ 正規 分 布 ノ PC 
直列 回 路 の 過渡 応答 並列 共振 回 路 プ ラプ ラス 変 換 ノ 交流 回 路 の 複素 数 
に よる 取り 扱い / 複 素 イ ン ピ ー ダ ンス / ノ 伝達 関 数 ノ 放 物 運 動 ノ 地形 デー 
タ の 表示 波形 解析 波形 処理 / 高 分 子 プ 第 6 章 : Mathcad 応 用 編 ノ ヒ 
スト グラ ムン 固有 値 と 固有 ベク トル ン ん 回路 の 過渡 応答 ノ 空 気 抵抗 を 
受け る 運動 プ フ ー リ エ 変 換 ノ 電子 工学 / 電 気 工学 ン 光 エレ クト ロニ クス 
ノ 電 子 計測 モンテ カル ロ ・ シ ミュ レー ショ ン ン ノ 誤 巻 関数 ノ 半 導体 工学 
1 半導体 工学 II プア オペ レー ショ ンズ ・ リ サー チン ノン プレゼンテーション 
第 7 章 : 手軽 に 使え る 数 式 処理 ソフ ト Derive ノ 第 8 章 : 方 程 式 解法 ソ 
フト EQUATRAN プ 第 9 章 モデリング ・ ツ ー ル VisSim 
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第 / 草 


多 機 能 な 計測 専用 ツー ル LabVIEW の 使い 方 


LaDVIEW に よる ン の 万 法 
Is 


シミ ニュ レー ショ 





LaDVIEW と は ご ん な ツー ル 


計測 ・ 制 御用 ツー ル に は , 用 途 に 応じ し た いろ いろ な 
種類 の も の が あり ます . 例え ば , MATLABG), 
SIMULINK②。 MATRIX⑨… など です. LabVIEW⑨ 
も この 分 野 で は よく 知ら れ た ツー ル で す . 

この ツー ル は , 米国 の 計測 ・ 制 御 メ ーー カー で ある 
National Instruments 社 ② の 製品 で す . ハー ド 面 の ノ 
ウ ハ ウ を バッ ク グ ラウ ンド に , 自社 の 計測 制御 ボー ド 
を 支援 する ソフ ト と し て 開発 され た よう で す 。 

その 後 。 バー ジョ ン ア ッ プ を 経て , 現在 は ソフ トウ 
ェ ア の 単独 商品 と し て , 国内 で は 同社 の 日 本 法人 か ら 
販売 ・ サ ポー ト さ れ て いま す . ハー ド 面 を 支援 する ソ 
フト と いっ て も , 実は 計測 ・ 制 御 に か か わる 多く の 機 
能 が LabVIEW の 中 に 盛り 込ま れ て いま す . ここ で 紹 
)> AND 回 路 


《 図 1(3 《 図 1(b 






Power SW 


SW 





Vertical Toggle Switch 
(SWi, So 


《 図 2 > 
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(Power SW) 
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介する シミ ュ レ ーション な ども , これ ら の 機能 を 使っ 
て 比較 的 筒 単 に 行う こと が で きま す . 
重 LabVIEW の 概要 

最初 に , “LabVIEW と は どん な ツー ル " と いう 克 問 
に 対す る 科 単 な 答え と し て , 制御 で は よく 知ら れ た 論 
理 回 路 の 例 を 紹介 し ます . 

図 1 は , それ ぞ れ ブー ル 代 数 で お な じみ の AND( 論 
理 積 ) OR( 論 理 和 ), NO 工 (否定) の 回 路 例 で す .。 こ 
回 中 を 構成 し て いる 部 品 [LabVIEW で は Boolean( ブ 
ー ル ) 制御 器 と いう ] は , 電源 を ON/OFF する ワー 
スイ ッ チ (Power SW) と , 論理 動作 を 確認 する トグル 
スイ ッ チ (SW1. SW2) と ラン プ (Lamp) で す . 

これ ら の 部 品 の 作成 に つい て は , LabVIEW で は そ 
れ ぞ れ ア デイ コン Labelled Round Button, Vertical 
Toggle Switch,、 Round Light を フロ ント ネル の 
Controls メニ ュー か ら 選 択 し ます ( 図 2 ). 

《 図 1(c 


> OR 回 路 )> NOT 回 路 


電源 す 電源 


Power SW Power SW 





(人 較 3 うん と トバ パネ ル で Boolean 制御 器 を 配置 
E|>| 


上 d.y 1 マ 
| 問 遇 | CI い 人 
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ます 最初 に , AND 回 路 を 作っ て み ま し ょ う . 

LabVIEW で は 『 フ ロン ト パ ネ ル 』」 と 「『 プ ロック ダ 
イヤ グラ ム 』 を 用 いて シス テム を 構築 し ます . 詳細 に 
つい て は マニ ュ ア デル を 参照 し て くだ さい . 

フロ ント パネ ル で 上 記 の 部 品類 を 配置 し ます ( 図 3 ). 
次 に , Windows メニ ュー か ら Show Diagram を 選択 
し プロ ッ ク グ ダイ ヤグ ラム を 開き ます ( 図 4). 図 に は 各 
部 品 の 端子 (接続 端子 TF) が 表示 され て いま す . ここ 
で , Functions メ ニュ ー の Arithmetic と Structs & 
Constants か ら そ れ ぞ れ AND アイ コン と While Loop 
アイ コン を 選択 し ます ( 図 5). 

次 に , While Loop アイ コン を マウ ス 操 作 で 拡大 し , 
この 中 で 各 端 子 と AND アイ コン を 図 6 の よう に 配線 
ツー ル で 接続 し ます . While loop アイ コン は 繰り 返し 
動作 を 行わ せる プロ グラ ム ア イ コン で , 条件 付き 端子 
を も っ て いま す . 図 6 で は パワ ー ス イッ チ (Power 
SW) が この 端子 に 接続 され て いま す . パパ ワー スイ ッ チ 
を 押し て は じ め て , トグル スイ ッ チ の 繰り 返し ON/ 
OFF 動作 が 可能 に な る と いう 意味 で す . 


< 図 5(4> プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム の Functions メニ ュー 
か ら AND アイ コン を 選択 
II 
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図 5(5> プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム の Functions メニ ュー 
か ら While Loop アイ コン を 選択 
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それ で は 動作 を させ て み ま し ょ う . 表 1 は AND の 
真理 値 家 で す . フロ ント パネ ル で , 最初 に Power SW 
を ON に し ます . 次 に , ウィ ンド ウメ ニュ ー の 下 の モ 
ー ド ボタ ン か ら 実 行 ポ ボタ ン を クリ ッ ク し ます . 

SW1 を ON, SW2 を OFF に し ます . Lamp は 消灯 で 
す ( 図 7 ). 次 に SW1 と SW2 を ON に し ます . Lamp は 
点灯 し まし た ( 図 8 )、 こ ん な 具合 で す . 

図 9 は , OR 回 路 の 場合 の フロ ント パパ ネル と プ ブロッ 
ク グ ダイヤグラム で , 図 10 は NOT 回 路 の 場合 で す . 
Functions メニ ュー の Arithmetic から , それ ぞ れ OR 


〈 図 42 フロ ント パネ ル か ら プ ロッ クダ イヤ グラ ム を 開く 
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< 表 1 > 
AND の 真理 値 表 





< 図 7> フロ ン kk パ ポ ル で AND 動作 (Lamp 消灯 の 場合 ) 
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< 図 9(a ル > フロ ン Py で OR 生 作 (Lamp 点灯 の 場合) 
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アイ コン と NOT アイ コン を 選択 し, その他 は AND 回 
路 の 場合 と 同じ で す . トグル スイ ッ チ を ON/OFF し 
て OR 動作 と NOT 動作 を 確か め ま す . 

9 学 z く My きき まし た / 


調 で 波形 シミ ュ レ ーション 





ここ で は , 渡 形 シミ ュ レ ーション を 試し て みた な いと 
思い ます . 対象 と する 波形 は , サイ ン 波 形 。 ノイ ズ 波 
形 。 カオ ス 濾 形 の 3 種類 で す . サイ ン 波 形 や ノイズ 波 
形 な ど は 実験 で 作り 出す こと も で きま す が , ここ で は 
シミ ュ レ ーション (模擬 実験 ) に よっ て この よう な 波形 


< 図 10 (4)> フロ ン 2 ル で NOT IN 点灯 の 場合 ) 
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< 図 8 > フロ ン 9 AND Aa 者 唱 


| っ 困 |6 固 回 目 6 | KS 





《 図 9 (b)〉 2 回 回 
OR 回 路 の ーー ーー 
プ ブロック ダ 
イヤ グラ ム 





を 作り 出し て みよ うと いう わけ で す . 
(1) サイ ン 波 形 

最初 に , 波形 を 表示 する た め の グ ラフ 表示 器 を 作り 
ます . フロ ント パパ ネル の Controls メニ ュー の Graph 
か ら Waveform Graph を 選択 し ます ( 図 11). こ の グラ 
フ 表 示 器 に Sin Wave と 名 前 を 付け ます . 

次 に , プ ブロック ダイ ヤグ ラム に 移り , Functions メニ 
ュー の Structs & Constants か ら For Loop, Formula 
Node, Numeric Constant の アデ イコ ン を 選択 し ます 
( 図 12). これ で 必要 な 端子 ,. ア イコ ン が そろ いま し た . 
いよ いよ 配線 で す . 図 13 の よう に 配線 (編集 ) は 

Ormula Node( フ > ュ フ ラブ ノー ドカ は に 、 数 玩 実 
SR の な の の デイ コジ で 入力 す る 式 は \ 二 あ 9 
00 で 

y (0) 三 sin (0.5 *1) 
で 与 そ えて いま す . これ を Formula Node の 中 に テキ ス 
ト ベ ー ス の プロ グラ ミン グ 言 語 と し て 書き 込み ます . 
式 の 終わ り に は セミ コロ ン (:) を つけ ます . 

また , Formula Node に は 入力 端子 ⑪ と 出力 端子 
(y) を 付け 加え て お きま す . For Loop ア イコ ン で . 
Numeric Constant を 200 に 設定 し . 1 を 0 か ら 
200 一 1=199 まで 繰り 返し 計算 し (200 回 計算 し)。 得 


_ Waveform Graph 


《 図 11> 5 、、、 
Controls メニ ュー に 旧 各 時 陸 に 
か ら グ ラフ 表示 器 人 
を 選択 (Waveform EE 
Graph) 
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《 図 12 (4)> Functions メニ ュー か ら Formula Node な どの 
アイ コン を 選択 
央 0 
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For Loop 


Formula Node 


Numeric Constant 


られ だ た y の 値 を Sin Wave の 端子 (DBL) に 入力 し て 波 
形 を 表示 させ ます . 

さっ そく , フロ ント パネ ル に も どっ て 実行 し て み ま 
じょう 。 容 行 ポ タン を グリ ッ ク し て みる と,。 図 !4 の よ 
CO か りり まし た 、 
(2) ノイ ズ 波 形 

フロ ント パネ ル と プ ブロック ダイ ヤグ ラム の 設計 は , 
サイ ン 波 形 の 場合 と まっ だ た く 同 じ で す . Formula 
Node に 入力 する 数 式 の み が 異 な り ま す . 数 式 は y を 』i 
の 関数 と し て , 

y デ 0.5*(Sin (0.5*) 十 2 *※(rand( ) 一 0.5) ) 

で す . この 式 は , サイ ン 波 形 sin (0.5 *i) に ノイ ズ と し 
て 乱数 rand( ) を 与え た た も の で す . y が 二 1 か ら ー1 の 間 
の 値 を 取る よう に 適当 な 係数 を 掛け た り , 引い た り し 
て いま す . な お , rand( ) は LabVIEW の フォ ー ミ ュ ラ 
ゲー ド 隊 数 《 要 2 ) の 一 つ で すず す 。 


《 図 13> 編集 後 の ブ ロッ クダ イヤ グラ ム ( サ イン 波形 の 場合 ) 
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| 固 四 画 加 向 国 愉 


《 図 12 (b)> Formula Node な どの アイ コン を 選択 後 の 
プ ブロッ クダ イヤ グラ ム 
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Numeric Constant 恒 


dL_I 


Formula Node 


For LOOD 


図 15 は , フロ ント パネ ル ( 実 行 画面 )/ と ブロック ダイ 
ヤグ ラム で す . 図 15 (3 ぅ ) の 波形 は , いか に も ノイ ズ 波 形 
の よう に 見 えま す . 

(3) カオ ス 波 形 

フロ ント パネ ル と プロ ッ ク ダ イヤ や グラム につい で 
前 の 2 例 と ほとん ど 同 じ で す が , Formula Node に 与 
える 式 は これ まで と 少し 異な り , 初期 値 を 与え た 時 系 
列 の 式 と な り ま す . また , アイ コン For Loop に は シフ 
トレ ジス タ (Add Shift Register) を 追加 し ます ( 図 16). 

図 17 (3)( 実 行 画面 ) と 図 17 (も) は, それぞれ フロ ント ノ ヾ \ 
ネル と プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム で す 。. ゲロ ッ ク グ 多 汗 妥 
ラム の Formula Node に は , 計算 式 と し て ロジ ステ ィ 
ッ ク 写 像 で 知ら れ た , 

yー ニ 4.0*※i* ネ (1 一 ) 
を 与 そ を てい ます . 初期 値 は Numeric Constant アイ ュ 
ン で 0.1 を 与 そ て いま す . この 式 で 。 シ フト レジ スタ は 
次 の よう に 働き ます . 
初期 値 を yo (=0.1) と する と , 
Yi 三 4.0*※yo*(1 一 yo) 


《 図 142 フロ ント パネ ル で サイ ン 波 形 を シミ ュ レ ーション 
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< 表 2 > LabVIEW の フォ ー ミ ュ ラ ノー ド 関 数 一 覧 







対応 する 
上 H 
LabVIEW 関数 名 0 


abs( ふ ) ャ の 絶対 値 を 返す 
acos (>) ャ の 送 コ サイ ン を ラジ アン で 計算 する 

acosh() 
asin (y) ャ の 逆 サ イン を ラジ アン で 計算 する 
asinh( る ) 
atan(*,y) | 逆 ク タンジェント ッ /+ の 逆 ク ンジ ェ ン ト を ラジ アン で 計算 する 

導 叉 曲 タ ンジ ェ ン ト | の 逆 双 曲 タ ンジ ェ ン ト を ラジ アン で 計算 する 
填 無 限 に 丸め * を 次 に 高位 の 整数 (最小 整数 =) に 調整 する 


テイ シ の コサイン を ラジ アン で 計算 する 
双 曲 コ サイ ン の 双 曲 コ サイ ン を ラジ アン で 計算 する 


ペグ アン エン ャ の コタ ンジ ェ ン ト を ラジ アン で 計算 する 〔1/tan ( ヶ ) 〕) 
CSc() コ セ カ ント の コモ セカ ント を ラジ アン で 計算 する 〔1/sin( ヶ ) 〕 
exp (>) 
expm1l(x) | 指数 (Arg) 一 1 e の ぇ x 乗 引く 1 の 値 を 計算 する (e*ー1) 
floor(x) ーー 無限 に 丸め * を 次 に 下位 の 整数 に 切り 捨て る (最大 整数 ミ ァ ) 
getexp(y) | 仮数 と 指数 指数 を 返す 
getman(x) | 仮数 と 指数 
0 に 調整 ャ を ャ と ゼロ の 間 の 最も 近い 整数 に 調整 する 
自然 対数 * の 自然 対数 (e を 底 と する ) を 計算 する 
自然 対数 (Arg 十 1) (x 十 1) の 自然 対数 を 計算 する 

10 を 底 と する 対数 |* の 対数 (10 を 底 と する ) を 計算 する 
2 を 底 と する 対数 の 対数 (2 を 底 と する ) を 計算 する 
max(*,。y) | 最大 と 最小 と y ッ を 比較 し , 大 きい ほう の 値 を 返す 
min (ry) 最大 と 最小 ァ と っ ッ み 比較 し , 小さ きい ほ う の 値 を 返す 
mod(r,y) | 商 と 余り 商 が 一 無限 に 丸め られ た 場合 の , x/ ヵ の 余り を 計算 する 


rand( ) 乱数 (0 一 1) 0 か ら 1 ま で (0 と 1 は 含ま な い ) の 浮動 小数 点数 を 生成 する 


rem (xy) 商 が 最も 近い 整数 に 調整 され る こと を 除き , mod と 同じ 

Sec (て) * ァ ラジ アン の セカ ント を 計算 する 〔1/cos( ヶ ) 〕 

sign (x) * が 0 より も 大 きい 場合 は 1 を 返し , * が 0 に 等 し い 場合 は 0 を 返し , * が 0 未満 の 場合 は ー 1 を 返す 
ャ ラジ アン の サイ ン を 計算 する 
ャ の サイ ン 割 る 々 ラジアン を 計算 する 〔sin(x)/>) 
ょ の 麗 昌 サイン を ラジ アン で 計算 する 
ょ の 平 根 を 計 入 す 

の タン ジェ ント を ラジ テン で 計 邊 する 
ャ の 双 曲 タ ンジ ェ ン ト を ラジ アン で 計算 する 
ャ を 了 乗 し た 値 を 計算 する 
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《 図 15 (b)> 編集 後 の ブ ロッ クダ イヤ グラ ム 
(ノイ ズ 波 形 の 場合 ) 
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《 図 16 (4》> カオ ス 波 形 の 場合 の プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 
を 編集 (Add Shift Register を 選択 ) 
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《 図 16 (5)> カオ ス 波 形 の 場合 の ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 
を 編集 (シフ トレ ジス タ の 端子 が 追加 され る ) 

1 

IFfile Edi Operafe Conross 
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と な り ま す . 次 に , この を 使っ て 同様 の 計算 し ます . 


y2 三 4.0*※yi*※(1 一 y)) 
同じ よう に し て , 次 は yz を 使っ て 計算 し ます . 
ys 三 4.0*※yz*(1 一 y2) 
以下 , For Loop アイ コン で 指定 し た 回 数 (200 回 ) の 
計算 を 繰り 返し ます . 
すなわち , シフ トレ ジス タ の 右側 の 端子 (上 向き の 矢 
印 の 知 形 ) に 最初 の 計算 結果 (y。) が 記憶 され , これ を 左 
側 の 端子 に シフ ト し ます . 次 の 計算 開始 の と き に , こ 
の デー タ (yy) を 使っ て yz の 計算 を し ます . これ を 繰り 
返し ます . 電子 回 路 で いう シフ トレ ジス タ と 同じ 原理 
で す . 同じ 名 前 が 付け られ た ゆえ そん で す . 
実行 結果 の 図 17 ( ぉ ) の 波形 は , カオ ス 波 形 ( カ オス 時 
系 列 ) と 呼ば れ て いる も の で す . サイ ン 波 形 と も 違う 
し じ し 。 ノイズ 波形 と も 違う し , な に が “ 泥 池 " と し て ぃ い 
まま 全 
な お , カオ ス に つい て は 関係 の 書籍 が た くさ ん 出 
て いま す の で , 機会 が あり まし た な ら 一 度 ひ も と いて 
の で < く 7 ど ざ しい ゃ 。 
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《 図 17 (4》 フロ ント パネ ル で カオ ス 波 形 を シミ ュ レ ー シ ョ 
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% 図 17 (b)> 編集 後 の プ ロッ クダ イヤ グラ ム ( カ オス 波形 の 場合 ) 
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朋 項 の 方 法 で 得 ら れ た 3 種類 の 波形 (サイ ン 波 形 , ノ 
イズ 波形 . カオ ス 波 形 ) に つい て , 波形 解析 を し て み ま 
す . LabVIEW に は 波形 解析 ツー ル が , Functions メニ 
ュー の 中 の Analysis に た くさ ん 含ま れ て いま す . 


〈 図 18> プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム で パワ ー ス ペク トル 
アイ コン を 選択 (Auto Power Spectrum.vi) 
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3 ()> 編集 後 の プ ロッ クダ イヤ グラ ム ( サ イン 波形 の 場合 ) 
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ここ で は , パワ ー ス ペク トル (Power Spectrum) 解 
析 に つい て 取り 上 げ ば ます . この 解析 法 を 簡単 に いえ ぱ ば, 
時 間 変 動 の 中 か ら 周 期 成分 を 見 い だ す 解析 手段 で す . 
上 用 開 こ れ を パワー PEFT と 呼ぶ こと に し ます 。 

(1) サイ ン 波 形 

図 14 の フロ ント パネ ル に ノ パワー FFT 解析 結果 を 表 
示す る グラ フ 表 示 器 を 追加 し て , これ に Auto Power 
FFT と 名 前 を 付け ます 。 次 に , プ ブロック ダイ ヤグ ラム 
に 移り , Analysis の 中 の Measurement の 中 か ら Auto 
Power Spectrum.vi を 選び ます ( 図 18). 

Auto Power Spectrum と 書か れ だ た アイ コン が 現れ 
まし だ た だ. あと は グラ フ 表 示 器 (Auto Power FFT) の 端 
子 や Formula Node の 出力 端子 (y) な ど を 配線 し て 編 

完了 で す 【 図 19 3)〕. 

業績 し で て で み ま し じょう 。 フロ ント バ パネル に も どっ て 実 
行 ボ タン を クリ ッ ク す る と , 図 19 (も が 得 ら れ ま し た . 
パワ ーFEFET に は 鋭い ピー ク が 得 ら れ ま す が 。 も と も 
と サイ ン 波 形 は 周期 関数 で すか ら 当 然 の 結果 で す . 


< 図 20 (8)〉 編集 後 の プ ロッ クダ イヤ グラ ム ( ノ イズ 波形 の 場合 ) 
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《 図 19 (b 0 才 電 OR で FFT 


| 
| | 
1] 


| 
周 


on シン 


ーーー 20EC91406 表 19190222520 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
ょ 半生 "プチ "Pi の PCr5 の の 08 





(2) ノイ ズ 波 形 

サイ ン 濾 形 の 場合 と 同様 。 図 15 に パワ ー FEFET の グ 
ラフ 表示 器 と Auto Power Spectrum アデ イコ ン を 追加 
し ます . 図 20 ( ぉ ) は 編集 後 の プ ロッ クダ イヤ グラ ム で , 
図 20 (b) は 実行 結果 で す . この ノイ ズ 波 形 は サイ ン 波 形 
が ペース に な っ で いま す の で 。 パ ワー EEFT に は 棒 詳 
ン 渡 形 と 同様 鋭い ピー ク が み ら れ ます . 

一 見 ラン ダム で 周期 性 が な いよ うに みえ そま す が , 
FFT 解析 を する と その 正体 が わか り ま す . 
(3) カオ ス 波 形 

この 場合 も . パパ ワー EET の グラ フ 表 示 器 と Auto 
Power Spectrum アイ コン を 追加 し ます . 図 21 (a ぉ ) は 編 
集 後 の ブロッ クダ イヤ グラ ム で , 図 21 (5) は フロ ント ノ パ 
ネル (実行 結果 ) で す . パワ ーFFT に は 何 も ピーク は 
見 られ ませ ん . ピー ク と な る 周波 数 成分 が 現れ て いま 
せん 。 

実は , これ が み カオ ス の 特徴 の 一 つ で す . 


図 200b )> ン 1 た の 5 FFT 
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(@) 編集 後 の プ ロッ クダ イヤ グラ ム ( カ オス 波形 の 場合 ) 
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《 図 21 
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ノイ ズ 波 形 に フィ ル タ タ を か ける 





図 15 ( ぁ ) の ノイ ズ 濾 形 は . ノイ ズ が 重畳 し た 実測 波形 
を 想定 し た も の で す . 実験 な ど で 経験 し た こと が ある 
と 思い ます . この まま で は , 以後 の 計測 ・ 制 御 な どの 
処理 に 困り ます の で , フィ ル タ (平滑 化 と も いう ) を か 
け て "きれいな" 波形 に し て み ま し ょ う . 

LabVIEW で は ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム の Functions 
の Analysis の 中 に Filters と し て 各種 フィ ル タ が 用 意 
され て いま す ( 図 22). ここ で は , 3 種類 の フィ ル タ を 使 
うこ と に し ます . Butterworth Filter, Elliptic Filter, 
Chebyshev Filter で す . 図 15 ( ぁ ) の フロ ント パネ ル に 3 
種類 の フィ ル タ に 対応 し た グラ フ 表 示 器 を 追加 し ます . 
この 表示 器 に も フィ ル タ と 同名 の 名 前 を 付け ます . 

図 23 は , 各 フ ィ ル タ の アイ コン と グラ フ 表 示 器 の 端 
子 な ど を 配線 し て 編集 し た プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム で す . 
フロ ント パネ ル に 戻っ て 実行 し ます . 図 24 の よう に な 
が: 東 し に だ 。 プル ダ を 通す こと を に よっ て “まね れい な " 


《 図 222 ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム で 3 種類 の フィ ル タ の 
アイ コン を 選択 









仙 erno.VI 







IFile Ed Operale Confrols windows Tex 
題 LIMWIl 









Butterworth Filter 





Arihmefic 
Trig & log 
Comparison 
Comversion 


In 
Array & Clusfer 









Nolse Wavel 
Ueeu| 


Dialoq 8 Dae/Time 
lscellaneous 





NT 1 mL 際 」 
FES 
NN 
Py Aa ! ENET 
全市 還 SE 








ママ エエ エエ 名 マエ て エ エ エ ゾ ー ナ エエ マエ エエ デ エア 







ミミ 
る さき 








Elliptic Filter 


SEP. 1995 


WindOWwSs 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 


〈 図 21 (b)> カオ ス 波 形 と その パワ ー FFT 
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実際 に 測定 し た ASCII デー タ を LabVIEW に 取り 
込ん を で み ま し ょ う . そし て , 実測 デー タ の パワ ー FFTT 
と 自己 相 関 解析 (Auto Correlation) に つい て も 行っ 
で みみ まず. 

実は , LabVIEW の 中 に は 便利 な サン プル プロ グラ 
ム が だ た くさ ん 入っ て いま す . その 中 で , SMPLFILE.LIB 
の 中 の Temperature from File.vi は ASCII デー タ を 
取り 込ん で 波形 表示 する プロ グラ ム で す . これ を 使う 
だ 生ま す - 

フロ ント パネ ル と プ ブロッ クダ イヤ グラ ム を それ ぞ れ 
図 25 に 示し ます . フロ ント パネ ル の 波形 表示 用 の グラ 
フ 表 示 器 (Temperature Graph) と ASCII デー タ 表示 
用 の 表示 器 (String Read from File) に つい て は 。 Con- 
trols メニ ュー の Grapn と String の 中 に それ ぞ れ あり 


図 23> 編集 後 の ブ ロッ クダ イヤ グラ ム ( ノ イズ 波形 を 
フィ ル タ に 通す ) 
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《 図 24> ノイ ズ 波 形 を フィ ル タ に 通し た 実行 例 


國 回 
に の ao me sn 9 フィ ル タ を 通す 前 の ノ d| ズ 波形 H_I 





ます . これ まで 使っ て きた も の と 同じ も の で , 名 前 が 
Temperature Graph や String Read from File と な 
っ て いる だ け で す . 

図 25 (も ) の プロ ッ ク ダ イヤ グラ ム を みて くだ さい . 上 
記 表 示 器 の 端子 の ほか に , フロ ッ ピ の アイ コン (Read 
Characters From File.vi) と Extract Numbers.vi と い 
う ア イコ ン が あり ます . 前 者 は Functions メニ ュー の 
中 の UTILITY の 中 の File に あり ます ( 図 26). 後者 の ア 
4 コン は サン プル プロ グラ ム の メイ ン の プロ グラ ム で , 
ゅ ぃ いわ ば LabVIEW の オリ ジ ナ ル で す . これ を 利用 する 
立場 か ら 中 身 に つい て は , せん さく し な いこ と に し ま 
す . 

さて , これ か ら 取 り 込 む 実 験 デー タ は 電流 波形 で す 
の で , グラ フ 表 示 器 の 名 称 を Current waveform に 変 
えま す . まだ た , で きる だ け だ た くさ ん の デー タ を 表示 で 
きる よう に ASCII デー タ 表示 器 (String Read from 
File) の 梓 も 大 きく 広げ ます . さら に , フ パワ ー FFT と 自 
巳 相関 解析 (Functions メニ ュー の 中 の Analysis の 
Signal Processing の 中 に ある ) の アデ イコ ン を プ ブロッ 
クダ イヤ グラ ム に 追加 し ます . 

図 27 は ,. この よう に し て 編集 し た フロ ント パネ ル と 


《 図 26> Functions メニ ュー の UTILITY の 中 に ある 
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《 図 25 (3)> SS 9 
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《 図 25 (> サン プル プロ グラ ム の ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 
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プロ ッ ク グ ダイ ヤグ ラム で す . これ で 備 が 整い まし た . 
いよ いよ ASCII デー タ の 取り 込み で す . 2 種類 の 電流 
波形 を 取り 込み ます . 

ここ に , 実験 で 得 ら れ た 電流 波形 の ASCII デー タ が 
あり ます . ASCII デー タ の 入っ た フロ ッ ピ を パソ ュ コン 
の A: ド ライ ブ に 差し 込ん を で か ら , フロ ント パネ ル の 実 
行 ボ タン を クリ ッ ク し ます . 自動 的 に ファ イル ダイ ア 
ログ が 開き , ASCII デー タ の 一 覧 が 表示 され ます ( 図 
28) . 

VOOO15.DAT( デ ー タ 1) と いう ファ イル を 選び , OK 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます . クリ ッ ク と 同時 に , 図 29 の 
実行 結果 が 得 ち られ まし た . グラ フ 表 示 器 に は 取り 込ん 
だ 電流 波形 が , ASCII デー タ 表 示 器 に は デー タ 一 覧 が 
それ ぞ れ 租 示さ きれ て いま す . まね アー ERT と 自己 
相関 解析 に つい て も この 電流 波形 固有 の 解析 結果 が 表 
示さ れ て いま す 。, 

も ゃ う 一 つ ASCITI デー タ を 読み 込ん で み ま し ょ う . こ 
ん ど は VOOO18.DAT (デー タ 2) と いう ファ イル で す 。 
実行 結果 は 図 30 で す . 図 29 の 結果 と 比較 する と , パパ ワ 
ー FET に つい て は デー タ 1 に は 少し 幅 を も っ た な ビー 
ク が み ら れ ます が , ー グ 2 に は ビ ピーク グ は 邊 あせ NE、 
まだ た, 自己 相関 解析 に つい て は , ピー クウ の 先鋭 度 か ら 
デー タ 2 は デー タ 1 に 比べ て 自己 相関 作 が 薄い と いえ 
ま 更 

な お , ここ で 使っ た 電流 波形 の 測定 方 法 な を ど に つい 
て は , トラ 技 コ ユニ ンピュータ 5 月 号 ⑨ を 参照 し て くだ さ 
い . 
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〈 図 27 (4)> ASCII デー タ (波形 ) 表 示 と 波形 解析 表示 用 の 


《 図 28> フロ ント パネ ル で 実行 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 
File Dialog が 開く 


ile Ed Operale Windows 
| | 王 枝 || 
ーーーーー ーー テー 


詞 Choose fe 1o read. 


レー ーー 画 還 還 | 


休 計測 ・ 制 御 機能 が 豊富 な LabVIEW 

ここ で 紹介 し た 応用 例 は , LabVIEW の も つつ 機 能 の 
いく つか に すぎ ませ ん . 非常 に た くさ ん の 計測 ・ 制 御 
に 特 化 し た 機能 が あり ます . また , 自社 の A-D 変換 ボ 
ー ド や GPIB ボー ド の ドラ イ バ と し て LabVIEW を 
使う こと に より , LabVIEW の 特徴 を 最大 限 に 引き 出 
すこ と が で きま す . 相性 の いい ソフ ト と ハー ド を 組み 
合わ せる こと に より , LabVIEW は より 一 層 使 いや す 
い 計 測 ・ 制 御用 の ツー ル に な りう る と 思い ます . 

な お , LabVIEW を 動か し た パパ ソコ ン 環 境 は 以下 の 
き . 将 り ひで す . 


本 体 : PCiN V-specVD2/66(486DX2/66 MHz) 


メモ リ :24M バイ ト 
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《 図 27 (5b)> サン プル プロ グラ ム を 使っ て 編集 し た 後 の ブ ロッ ク 
ダイ ヤグ ラム 


昌和 
He tf Operafe Conro Windows Ted_ SS〈 ペ も や や や や ペ ニ ※ ミ ニ ※ー ニ ーー 一 Fl 
上 押 肖 前 


File Edif Operae Functfions windows Texd 1 
Si 間 衣 間 還 遇 細 間 3 
Read 
Characters 
From File-yi 

String Read from File 


回 ーーーー 加 


Extract Mumbers.yi OMPrh1L2WSYSfgi 泊 


| 
も 
Auto Correlation 
( ti 





〈 関 29> ASCII デー タ を 取り 込ん で 波形 表示 と 波形 解析 を 行う 
(デー タ 1 の 場合 ) 


EN ンー 
導 設 2 疫 E _。^。.RFAD VI 


ie [df Operale Conlrols Wndows Ted Ke 
1 和 ュー 





% 図 30> ASCII デー タ を 取り 込ん で 波形 表示 と 波形 解析 を 行う 
(デー タ 2 の 場合 ) 


ーー 





Fie Ed Operae Confrols 
| 國 曲 圏 還 回 囚 加 


(5) 例え ば , 伊東 着 「 カ オス っ て 何だ ろう 」 ダ イヤ モン ド 社 . 
⑯) 日 田 : Origin で 波形 解析 .。 トラ 技 コ ンピュータ 5 月 号 pp, 
93 一 99, 1995 年 . 
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LaDbVIEW を 活用 する ノウ ハウ (1) 


5PIB シス テム で 計測 を 自動 化す る 方 法 





価 は じ め に 

GPIB と は な ん で し ょ うか . イメ ー ジ を つか や で た だ た め 
に , つぎ に 述べ る よう な 場合 を 見 て いき まし ょ う . 
ある 物質 , 例え ば 液晶 に 電場 を か け て , 光 の 透過 す 
る 性 質 の 時 間 変 化 を 見 る 場合 を 想定 し ます . ここ で は 
液 品 を 例 に し ます が , も ちろ ん ほか の 物質 に 置き 換え 


て も か まい ませ ん . この よう な シス テム を 作る た め に . 


は , 図 1 の よう な 系 を 考え ます . 

液晶 に 電源 か ら 電 場 を か け ま す . さら に 光源 か ら 液 
唱 に 光 を あて , 透過 する 光 の 強度 を 検出 器 ( フ ォ ト ダイ 
オー ド ) で 電流 に 変換 し ., さら に OP アン プ で 電圧 に 変 
人 本 9 も 放 X m 之 で 読み 取り ます .。 そし で , 
それ ら を 時 間 ご と に 「 ノ ー ト 」 に 記録 し ます . 液晶 試 
料 の セッ ティ ング や その 他 の 作業 は すん で いる と し ま 
す . 人 手 に よる 実験 を する 場合 は , 
(1) 液晶 に か ける 電圧 を セ モット する . 
(2) 時 計 を スタ ー ト させ る . これ は (1) と 同時 に 行う . 
3) 時間 ご と に , メー タ を 読み 取り , ノー ト に 記録 す 

WW 
(4) ノー ト に 記録 し た 測定 デー タ か ら 必 要 な 物理 量 を 

計算 する . 

これ だ け の 手順 が 必要 で す . さら に , 条件 に よっ て 
は (1) の 液 曲 に か ける 電圧 を 変え る 必要 が で て くる か も 
に 4 れ 本 ん ん.。 

(3) の 時 間 ご と に 読み 取る 間隔 が 大 変 短い 場合 は , 人 
手 に よる 実験 は 不可 能 に な り ま す . また , 人 が 読み 取 
る こと が 可能 な 時 間 ., た と えば 10 分 間隔 で の 測定 で あ 


< 図 1> ある 計測 シス テム を 見 る (人 手 を か ける 場合 ) 
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VI 
105.0 2.3 
1.0 3.2 7.8 


っ だ た と し て も , この 測定 が 30 時 間 続 ける 必要 が あっ た 
場合 は , 可能 で す が 大 変 で す . 

華 者 は 昔 ( ま た 昔話 ), これ に 似 た 実験 を し まし た . 
10 分 間隔 で 30 時 間 測 定 を 続け る 必要 が あり まし た . 
出 定 を 開始 し た 午前 中 は 他 の 人 と 話 を し た り し て , 10 
分 間隔 と は 暇 な 実験 だ ど と た か を 食っ て いた の で す が , 
夜 に な っ て くる と 食事 も 短 時 間 で 済ま せな けれ ば な ら 
な いし , 10 分 間隔 の 呼び 出し が いか に 大 変 で ある か 感 
は 逢 叶 ょ 志 

さら に , 深夜 か ら は 睡魔 と の 戦い で す . この あたり 
か ら は 測定 シス テム の 横 に 簡易 ベッ ド を お いて 8 分 お 
き (2 分 前 ) に 起き る よう に 目覚 し 時 計 を か け , で きる 
だ け 体 力 を 消耗 し な いよ うに 工夫 し な が ら 実 験 を し ま 
に 

この 実験 は と に か く や り 遂げ まし た だ た. し か し , 何 年 
か し て , 今度 は 1 分 お き に 約 3 週間 連続 測定 を する 必 
要 が で て きま し た だ た . し か も , 今度 は 液晶 に 電場 で は な 
く 磯 場 を か け ま す . さら に , その 磁場 を 測定 の た びに ., 
すなわち 1 分 お き に 変化 させ ます . これ は も は や 人間 
技 で は あり ませ ん . 

計測 シス テム を 作る 専門 家 な らい ば, 時 間 ご と に 磁場 
を 変化 させ (電磁 石 を 使え ば 磁場 は 電流 で 制御 で きる )), 
同時 に 光 の 強度 を コン ピュ ー タ に 記録 する シス テム を 
槍 光 上 上げ る こと が で きる で し また 導 。 

し か し , 筆者 に は 何 を どの よう に し て いい の か わか 
り ま せん . し か も ,。 コン ピュ ー タ に 入れ る ほほ は アロ 
グ 量 を ディ ジタル 量 に 変換 し な けれ ば な り ま せん . A- 
D 変換 や D-A 変換 用 の チッ プ の マニ ュ ア ル 守 解説 書 
を 「 見 まし た だ た 」 が , まさ に 眺め る だ けし か で きま せん . 

さら に , コン ピュ ー タ の Input/Output 関係 の 本 も 
見 まし た . その と き の 気 持 は 何と か や ら な けれ ば な ら 
な い の で す が , この よう な シス テム を 作る だ た め に は , 
勉強 か ら 始 め て 数 ヵ月 ある い は 1 年 ぐら い の 時 間 が 必 
要 の よう に 思え まし た . 

し か も , この 実験 が 終わ れ ば この 計測 シス テム は 使 
わな く な り ま す . 継続 し て 使う ほど の 汎用 性 を 持っ て 
ゅ ませ ん か ら .。 その よう な と き に , つぎ に 述べ る よう 
な GPIB の 存在 を 知り まし た . 


トラ 校 コ コピ ュー2 






《 図 2 > GPIB を 用 いた ある 計測 シス テム の 例 
サシ プル 


(ディ ジタル ・ 


= ニー ニーーーー “ 


計測 器 の 標準 イン ター フェ ー ス と し て ヒュ ー レ ッ ト 
パッカー ド 社 か ら 提 案 さ れ た イン ター フェ ー ス バス を 
も と に し て で きた だ た の が GPIB (General Purpose Inter- 
face Bus) で す . 一 般 に 計測 シス テム を 組む 場合 ,。 コネ 
クタ の 種類 , ピン 配置 信号 の 論理 信号 レベ ル , 出力 形 
式 な ど を 決め て 各 パ ー ト を 組み 上 げ て いき ます . 

し か し , この よう な 計測 シス テム を 作り 上 げ る に は 
多く の 費用 と 時 間 そ し て 技術 が 必要 と され ます . 作り 
上 げ ら れ だ た シス テム が 汎用 性 を も ち , 大 量 生産 を する 
こと に より 値段 が 下げ られ れ ば それ は 価値 を 生み 出す 
で し ょ う . し か し , 研究 開発 的 な 分 野 で は , すぐ に 別 
の 計測 シス テム が 必要 と な る 場合 が 多く あり ます . 

この よう な 状況 を 考え ん, ヒュ ー レ ッ ト フ パッ カー ド 社 
が 作っ て いた イン ター フェ ー ス バス (HPIB) を 基礎 に 
し て GPIB が 作ら れ だ た の で す . GPIB は 計測 機 を 対象 
と し た 機 叶 相 互 の 入出 力 や 制御 . さら に コネ クタ も 統 
一 する こと を 目指 し た イン ター フェ ー ス バス で す . 

まさ に この GPIB を 使え ば , 短 時 間 で 必要 な 計測 シ 
ステ ム を 構築 する こと が で きる と 直観 し まし た . 今 の 
場合 , GPIB インターフェース を も つつ 光 源 用 の 電源 と 
光 強 度 を 電圧 に 変換 し た 後 の 電 圧 を 読む ディ ジタル マ 
ノル チ メ ー ク タ , そし て コン ピュ ー タ 側 に 付け る GPIB ポ 
ー ド が あれ ば いい の で す . 
早速 , 電子 関係 の 仕事 を し て いる 人 に GPIB 関係 の 
機種 が ある か どう か 相談 を し まし た . そし て , 筆者 の 
ほう で GPIB ボー ド を 用 意 す れ ば , 後 の 計測 器 は 借り 
られ る こと が わか り ま し た . 

そこ で , すぐ に 図 2 の よう な シス テム を 組み 立て ま 
し だ た . 手 で 電源 を 回 し て いた の を , コン ピュ ー タ か ら 
GPIB を 通じ て セッ ト し ます . さら に , 光 の 強度 は 
GPIB で コン トロ ー ル され だ ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー 
を 通じ で コン ピュ ー タ に 取り 込ま れ 才 すす . も 姓 ろ 玩 。 
時 間 は コン ピュ ー タ 自身 が 管理 し て いま す . 
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< 写真 1> ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 製 
AT-GPIB/TNT ボー ド 


この よう に , GPIB を 使用 する こと に より , この よう 
な シス テム を 短 時 間 で 構築 し 運用 する こと が で きま し 
だ . も ちろ ん , あの 悪夢 の よう な 30 時 間 「 東 縛 」 実験 
の よう な 苦労 は あり ませ ん . 

GPIB も 万 能 で は あり ませ ん . 特に 速い 変化 を 追わ 
な けれ ば な ら な い 実 験 を 行う に は , それ な り の 難し さ 
が あり ます . し か し , 計測 の 素人 で も それ な り の シス 
テム を 作れ る 点 は すばらし いこ と で す 。 詳し く は CGQ 
出版 帆 か ら で て いる 岡村 氏 の GPIB また は 標準 ディ 
ジタル バス (IEEE-488) 関係 の 本 を 参照 し て くだ さい . 

で は 実際 に GPIB ボー ド を 使っ て み ま し ょ う . 










PP 所 ボー ド の イン スト ニー ル 





ここ で は GPIB ボード と し て AT-GPIB/TN 生 ボ 
ー ド (ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 製 ) を 用 いま し た . 
これ は PC/AT 互換 機 の AT バス に 差し 込む せ タ イプ 
で す ( 写 真 1). 

その 他 に , メイ バス や EISA バス , PCI バス を 使用 す 
る タイ プ も 用 意 さ きれ て いま す . 前 述 の ノー ト 型 パパ マソ コ 
ン の PCMCIA を 利用 する も の , パラレル ポー ト ( プ リ 
ンタ ボ ポート) や シリ アル ポー ト を 利用 する タイ プ ま で 
あり ます . 
筐 ハー ドウ ェ ア の イン スト ー ル 

ボー ド を 差す と き は , IRQ, DMA, I/O アド レス の 
設定 な ど が あり ます . 筆者 は これ が 苦手 で 。 と に か く < く 
デフ ォ ル ト の まま 差し 込み まし た が , 案の定 動作 し ま 
せん . 

芋 者 の マシ ン に は SCSI ボー ド と イー サ ネ ッ ト カ ー 
ド が 甘 し て あり ます . 各 ボ ー ド の IRQ, DMA, I/O ア 
ドレ ス を 家 1 に 示し ます . 

今回 用 いた GPIB ボー ド , AT-GPIB/TNT の デフ 
ォ ノ レト 値 は , 


:IT/O アド レス …… 2cOh 
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で 9 れれ で は JRO が SCSI カー ド と ぶつ か っ て いま 
す . 筆者 の 場合 は SCSI カー ド に ハー ド デ ィ スク を つ 
な げ て いま す . GPIB ボー ド を デフ ォ ル ト の まま で 差 
し 込ん を だ と き , GPIB ボー ド は 使え な い の は も ちろ ん 
の こ と, SCSI ボ ー ド も 認識 され な く な り CONFIG. 
SYS が 大 き 過 ぎる と 表示 し て その まま で し た . この と 
き は 大 変 慌て まし た . 久しぶり に リセ ッ ト キ ー に 手 が 
いき 認 り し 7 が 、 

そこ で , AT-GPIB/TNT ボー ド の デフ ォ ル ト 値 を 
変更 しじま す 。 ジャ ン フ パ を 設定 し て , 


wlI/O アド レス …… 2cOh( 変 更 な し ) 
と し ます . この よう に 変更 を し て か ら ボ ー ド を 入れ 直 
す と , 無事 に コン ピュ ー タ が 立ち 上 が り ま し た . 
この 「 す っ だ な も ん だ 」 で 半日 近く ロス を し て し まい 


まし た 。 急 が ば まわ れ と は 本 当 に よく いっ た も の で す 。. 


倫 ソフ トウ ェ ア の イン スト ー ル 

つぎ に , ボー ド に 標準 で 付属 し て いる NTI-488.2 for 
Windows3.1] を イン スト ー ル し ます . その 他 に DOS 
用 の ソフ ト が 付属 し ます . 通常 の Windows 用 ソフ ト 
の イン スト ー ル と 同じ で す . プロ グラ ム マ ネー ジャ の 
File-Run か ら A :\SETUP と し て , あと は 質問 に 答え 
る の あけ です 。 

イン スト ー ル が 終わ る と , GPIB と いう グル ー プ が 
で きま す ( 図 3). 先程 述べ た よう に ハー ドウ ェ ア を デ 
フォ ルト 値 か ら 変更 し て いま す の で , ソフ ト 上 で も 設 
定 値 を 変更 し ます . wibconf を ダブ ルク リッ ク し て , 
GPIBO を 選択 し ます . 先程 設定 し た ハー ドウ ェ ア の 値 
と 一 致す る よう に セッ ト し ます . 
位 イン スト ー ル の 確認 と 動作 チェ ッ ク 

きち ん と イン スト ー ル で きだ た か どう か を , ハー ドウ 
ェ ア と ソフ トウ ェ ア の 両面 か ら チ ェ ッ ク を し ます 。 こ 
ここ では, ハード / ソ フト 両方 の 診断 プロ グラ ム が 付属 し 
て いま すか ら , これ ら を 実行 する だ け で チェ ッ ク で き 
ます . この 段階 で 不都合 が あれ ば 修正 し ます . 

は じ め に , ハー ドウ ェ ア 診 断 プ ログ ラム を 実行 し ま 
(まり サ 」 

(GE グーー プ ブル は ず べ て で て はず し て くだ きい 。 GPIB 
グル ー プ の 中 か ら libdiag を ダブ ルク リッ ク し ます . 


1I/ 〇 O アド レス , DMA, IRQ の 順に 質問 を し て きま す . 


先程 の 設定 値 を 代入 し て くだ さい . 問題 な く イ ンス ト 
ー ル され て いれ ば , エラ ーー メッセージ な し で 終了 し ま 


《 図 3 > GPIB グル ー プ 
ju 


 。 説 





Wibic wibic32 wibtest wibconf GPIBInfo GPIB Spy 


っ 2 





は 
IE 


< 表 1 > 筆者 使用 の 各 ボ ー ド の 条件 
SCSI カー ド : アダ プ テ ッ ク 製 AHA-1542CF( デ フォ ルト で 使 


イー サ ネ ッ ト カ ー ド : EtherLink III 3C509 COMB( デ フォ ル 
ト で 使用 ) 





す . 

筆者 は ここ で , エラ ー が 出 ま し た 。 はじ め TRGQ を 9 
で は な く 12 に セッ ト し て ボー ド を 基 し , こ こま で 無事 
本間 し で きま し だ た 、 し か し 。 と で , JRCOI2 は だ と 
か で 使用 し て いる と メッ セー ジ が 出 ま し た . 

よく 考え て みれ ば そう で すね , IRQ 12 は PS/2 マウ 
ス が 使っ て いま し だ た. し か だ た な く ,。 また ボー ド を 取り 
出し て , ジャ ン パ を 入れ 替え て 上 に 書い た よう な 設定 
(TRGO'9) に 変更 を し , ここ を パス し まあ し た . る の よう な 
診断 プロ グラ ム が ある の は 大 変 助 か り ま す . 

つぎ に ソフ トウ ェ ア 診 断 プ ログ ラム を 実行 し ます . 
wibtest の 中 か ら 「 ソ フト ウェ ア 診 断 -GPIBO テス ト 」 
を 選択 し ます . 結果 を 図 4 に 示し ます . これ は , 正常 
に 雪 し まし た, 

接続 し て ある GPIB の 情報 を 得る に は GPIBInfo を 
グ ブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 図 5 の よう に 情報 が 表 
示さ れ ま す . 

この ボー ド を 実際 に 使っ て デー タ を 取り 込む の は 
LabVIEW で 行い まし ょ う . 


LaDVIEW か ら GPIB ボー ド を 
の ツウ 全 用 る 
人 GPIB 装置 を 接続 する 

で は , つぎ に LabVIEW の 上 か ら GPIB ボー ド を 制 





《 図 4> ソフ トウ ェ ア 診 


断 -GPIB0 テス ト 








し 4 


wibic wibic32 wibtest 


トラ 校 コ コピ ュー ラ 





< 図 5> GPIB の 情報 


頭 Fle Edif View Safe window Help 





(PPIBInfo (May 22 1994) 
Copyright 1993-1994 National Instruments Corp. All rights reserved. 
ガト ウェ ア 情 報 : 
NI-488.2 リト ウェ 7 (Windows 3 が ロー ト ” され て いま す . 
実行 し て いる カト 9z7: ポー ジョ ッ 2.5。 ポー トド : AT-GPIB/TNT。 
NI-488 と NI-488. 人 日 お 
HS488 高 速 ロ N』 を 使用 で きま す 
ルト "9 ェ ア 7 情報 : 
GPIBO: AT-GPIB/TNT だ こ に ト "。 TNT4882C 0 CV 
NI-488 と NI -488. 2 の GPIB 敵 数 を 使用 で き 
HS488 高 速 7 ロロ 』 を 使用 で き 
使用 し て いる ^ ぐ *- ヵ 1/07 ト ' 以 : 92 
使用 し て いる 割り 込み 込 !: 
使用 し て いる DMA 和 Y 祝 : 7. 


に し に 。 デー ズ を 取り 込む こと を 考え まし ょ う 。 
LabVIEW の 概要 は すでに 第 7 凍 で 述べ られ て いま す 
の で , 参照 し て くだ さい . 

図 6 に 示す よう に , ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ の み 
を 用 いた 非常 に 簡単 な 計測 シス テム を 考え ます . 光 の 
強度 を フォ ト ダ イオ ー ド - デ ィ ジ タル ・ マ ル チ メ ー タ を 
通じ て コン ピュ ー タ に 取り 込む だ け で す 。 

アド バン テス ト 社 の ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ 
TR6845( 写 真 2) を 用 いて シス テム を 作り ます . ケー 
ブル を 通し て GPIB ボー ド に つなが っ て いま す . 

GPIB 装置 を 使用 する に は , GPIB 番地 (アド レス ) 
を 設定 し な けれ ば な り ま せん . 各 装 置 に より 番地 設定 


法 は 違い ます の で , マニ ュ ア ル を 見 て 設定 し まし ょ う . 


今回 の 場合 は ソフ ト で アド レス を セッ ト す る よう に な 
っ て いま す . その 他 に ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 する 場 





< 写真 2? アド バン テス ト の ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ 
TR6845 の 正面 








< 写真 3> GPIB ケー ブル を 重ね て 接続 し た と ころ 
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特集 WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 


X 図 6 > 光 の 強 さ を は か る 





合 が あり ます . 

具体 的 に は , 写真 2 に 見 られ る [Shift] キー と [GP 
-IB] を 同時 に 押し ます . [Down] と [Up] キー に よ 
り 数 字 を 増減 きせ , 今 の 場合 は ディ ジタル マル チ メ ー 
タタ の アド レス を 2 に セッ ト し まし た だ 。 

今回 は ディ ジタル マル チ メ ー タ と コン ピュ ー タ を つ 
な げ る だ け な の で GPIB ケー ブル は 1 本 で 足り ます 
が , ぃ いく つか の 装置 を つなげ る 際 に は , GPIB ケー ブル 
は 写真 3 の よう に どん どん 上 に 重ね て つなげ る こと 
(つなげ る 装置 の 数 や 各 ケ ー ブ ル の 長き さき ・ 全 ケー ブル の 
長 さ の 和 に 制限 が ある ) が で きる よう に 工夫 され て い 
ます 。 
仁 チュ ー ト リア ル の 利用 

LabVIEW は 奥 の 深 い ソ フト ウェ ア で す . また 。 か 
な り 専 門 的 な 機能 も 含ま れ , 使い こなす まで に は ある 
程度 の 時 間 が 必要 と され ます . その た め に , て いね い 
な チュ ー ト リア デル が 付い て きま す . これ を 利用 し で 
LabVIEW の 基本 的 な 操作 方 法 を マス タ で きる よう に 
な っ て いま す . 今回 は この チュ ー ト リア ル を 利用 し ま 
と 記 

LabVIEW の チュ ー ト リア ルレ マニ ニュ アル に ( 仁 
GPIB ボー ド を 制御 する 例 が 含ま れ て いま す . は じ め 
に それ か ら 各 人 共 し まし ょ う 。 

LabVIEW を 起動 し た ら ,File メ ニュ ー か ら 


〈 図 7> EXAMPLES\GPIB\SMPLGPIB.LIB 内 の 
LabVIEW<->GPIB.vi の フロ ント バ パネル 


File Edif 0 


| 園 因 | la_ ia 





っ 3 





LabVIEW デ ィ レ クト リ 中 の EXAMPLES\GPIB 


\SMPLGPIB.LIB 内 の LabVIEW<->GPIB.vi を 開き ます . 


図 7 の よう な フロ ント パパ ネル が 開か れ ま す . 

ここ で , GPIB Address は GPIB に 接続 きれ て いる 
装置 の 番号 で す . つなが っ て いる ディ ジタル ・ マ ル チ 
メー タ の 装置 番号 は 2 で す . そし て , この メー タ の 機 
能 や 測定 条件 の セッ ト を GPIB 用 言語 で Characters 
to Write に 書き 込み ます . 

GPIB 言語 は 使用 する 機器 に よっ て 変わ り ま す . マ 
ニュ アル で 確認 を し まし ょ う . 今回 の ディ ジタル ・ マ 
ル チ メ ー タ の GPIB 制御 用 の 言語 は 青 2 の よう に な 
の で いま す 。 

練習 の た め に , 実験 室 に 転がっ て いた 抵抗 の 抵抗 値 
を 測っ て み ま す . 抵抗 は 100 0O で す . 測定 機能 は 抵抗 
で すか ら F3, 測定 レン ジ は R3, サン プリ ング 速度 は 
PR2 を 選ん で み ま し た . 手順 は , 

1) GPIB Address に 装置 番号 2 を 入れ る . 
(2) ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ に 抵抗 を 上 の 条件 で 測定 

する こと を 指示 する . 

F3R3PR2E 


< 表 2> ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ TR6845 用 GPIB 制御 
言語 の 抜粋 


測定 機能 選択 
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抵 
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交流 電流 測定 


測定 レン ジ 選 択 






同相 軸 kis を 
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還 机 
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、 ESEESEEIEEEEEEI 
較 呈 較 Eoro> = っ 
韻 ii 
凍 議 料 に 2 こ 





サン プリ ング 速度 
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DL1 


測定 の 開始 


パラ メー タ の 初期 化 





《 図 10> MPIB_Write.yvi 
従来 型 GPIB Write と は 


GPIB Read VI の 機能 
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を Characters to Write の 窓 に 書き 込む . 

3) Write と Read の スイ ッ チ を クリ ッ ク し て 上 に 倒 

ず すず (入れ る)。 

(4) フロ ント パネ ル の Run ボタ ン を クリ ッ ク す る . 

これ だ け で , ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ が リモ ー ト 
表示 され , GPIB 制御 命令 が 来 て いる こと を 知ら せ だ た 
後 ,. フロ ント パネ ル の Characters Read の 窓 に , 

098.87E 十 O 
と 表示 され まし た . これ で 渦 定 は 終了 で す 。 あっ け な 
い ほ ど 簡 単 で す . 特に , 筆者 の 場合 は IRQ や DMA の 
設定 を ろく に 確か め ず に GPIB ボー ド を セッ ト し て 
斉 労 し た だ け に (深く 反省 ). 

で は , 当初 の 目的 で ある 光 の 強度 を 測り まし ょ う . 
ディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ に 光 セ ン サ を つけ て 近 抗 が 
いく つ に な る の か まっ だ た くわ か り ま せん の で , レン ジ 
は 自動 (AUTO) で ある RO に し ます . Characters to 
Write に 命令 「F3ROPR2E」 を 入れ ます . Characters 
Read の 窓 に 「823.2」 と 表示 され て 渦 定 終了 で す . 

で は , この チュ ー ト リア ル の LabVIEW<->GPIB.vi の 
中 身 を 覗い て み ま し ょ う . フロ ント パネ ル の Win- 


〈 図 8> LabVIEW<->GPIB.vi の ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 
場合 1 


LGEIE2MT Daqram 


g Write Statu 失 | 
IEwgi 


場合 2 


ICHoRS Windows 「: EE 


加 開 図 開 0 (66《 人 | 


トラ 撤 コ コピ ュー ヲ 





dows メニ ュー の 中 か ら ブ ロッ クダ イア グラ ム (Show 
Diagram) を 選択 する と , 図 8 の よう な ブロ ッ ク ダ イア 
グラ ム が 開か れ ま す . 

大 中 の 四角 で 囲ま れ た 中 に GPIB Write と 表示 され 
だ VI が 見 られ ます . この VI か ら は 5 本 の 線 が 出 て お 
り , それ ぞ れ , GPIB 番地 , GPIB 命令 (Character to 
Write), モー ド , タイ ム ア デア ウト, GPIB Report( 状 態 を 
調べ る VI) に つなが っ て いま す . な か な か 複雑 そう で 
すね . 

一 番外 側 の 四角 の 上 に ある 「0O」 の 横 の 矢印 を クリ ッ 
ク し まし ょ う . 図 9 の よう に 画面 が 変わ り ま す . 今度 
は GPIB Read と いう VI が み ら れ ます . そし て , 6 本 


< 表 3 > 従来 型 GPIB VI の 機能 


機能 
GPIB 初期 化 











GPIB Triger GPIB トリ が 
GPIB Clear GPIB クリ ア 


GPIB Serial Poll GPIB シリ アル ボー ル 
GPIB Wait GPIB 状態 待ち 
Wait for GPIB RQS GPIB SR 待ち 


GPIB Status GPIB コン トロ ー ラ の 状態 表示 
より ハー ドウ ェ ア に 近い 処理 用 











特集 WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 


《 図 12〉 
GPIB 488.2 VI 


の 線 が 出 て いま す . byte to read と いう 線 が 加わ っ て 
いま す . そし て , 一 番外 側 の 四角 の 上 が 「1」 に な っ て 
い 洛 演 、 

GPIB Write と GPIB Read と 表示 され て いる VI の 
機能 を 図 10 に 示し ます . 

その 他 に , 図 11 に 示す よう に, 従来 型 の GPIB に 対 
し て は 全部 で 10 の VI が 用 意 き れ て いま す . 科 単 に 表 


《 図 11> 
従来 型 GPIB VI 


end.yi 





< 表 4 > GPIB IEEE 488.2 VI の 機能 




































隔 > こ 、 機能 
| Send | テー タ を GPIB デバ イス に 送る 
GPIB デバ イス か ら デ ー タ を 読み 取る 
デバ イス を トリ が する 
デバ イス を クリ ア す る 
デバ イス を シリ アル ポー ル し て 状態 を 得る 
デバ イス を パラ レル ポー ル に 参加 させ る 
SendList 
複数 の デバ イス を 同時 に トリ ガ が す る 
| AIISPoll | すべ て の デバ イス を シリ アル ポー ル す る 
| PPol | パラ レル ポー ル を 実行 
パラ レル ポー ル 参 加 構 成 デ バイ ス の 構成 を 解除 
複数 の デバ イス を 同時 に クリ ア す る 
複数 の デバ イス の ロー カル モー ド を イネ ー プ ブル する 
複数 の デバ イス の リモ ー ト ・ プ ログ ラム モー ド を イネ ー ブ ル する 
| FlIndLstm 。 | すべ て の リス ナ を 発見 
複数 の デバ イス に IEEE488.2 自己 テス ト 命 令 を 出す 
サー ビス 要求 まで 待機 する 
LSendlFC _ | IFC(Hnterface Clear) を 使っ て GPIB 機能 を クリ ア す る 。 
SRQ 線 の 現在 の 状態 を 判断 する 
デバ イス を ロー カル アウ ト の リモ ー ト モー ド に 設定 する 

ロー レベ ルス 入出 力 VI デバ イス か ら デ ー タ を 読み 取る 
GPIB ボー ド が デー タ を 読み 取る よう に 設定 
直前 に た デ だ ドレ ス さ れ た デバ イス に デー タバ イト 送信 
デバ イス が デー タ を 受信 で きる よう に 設定 






1 次 アド レス と 2 次 アド レス を 必要 と する デバ イス の た め に アド レス を 組み 合わ せる 
タイ ム ア ウ ト 時 間 の 変更 






ジェ ネ ラ ル VI MakeAddr 
SetTimeOut 
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《 図 13> コネ クタ を 追加 する 


File Ed Operale Conlros mr To 
| 國 政 ト pn リノ ーー 





3 に まま と の め ま し た 。 

LabVIEW で は 従来 か ら 使わ れ た きた GPIB だ け 
で な く , 1987 年 に 制定 され た 新しい GPIB 規格 
IEEE488.2 に 対応 する VI も 31 個 用 意 き れ て いま す . 
図 12 と 表 4 に それ ら の VI と 持っ て いる 機能 を 示し ま 
す . 


仙 ワ ロ | 日 VI の 利用 


チュ ー ト リア ル に 付属 する GPIB VI を 利用 し て , と 
に か く GPIB 計測 装置 を 動か すこ と が で きま し た . こ 
れ か ら は いか に 使う か で す . 


《 図 15> 計測 シス テム 
1 ea 2 





っ 6 


《 図 14> GPIB VI を Sub VI に する 


ES [SPIE2MI 
File Ed Operale Confrols windows Texd 


| 較 向 | nA の 





し か し , 前 項 で 実行 し た の は フロ ント ノン パネル の Run 
ボタ ン を クリ ッ ク す る と 1 回 デー タ を 読み 込む と いう 
こと だ け で す . これ だ け で は , 長 時 間 の 測定 を GPIB 
に 任せ て お く こ と は で きま せん . 繰り 返し デー タ を 読 
み 込 む 必 要 が あり ます . 

そこ で , GPIB VI を Sub VI と し て 利用 し て , 繰り 返 
し 測定 に 使え る よう に し ます .。 ここ で , Sub VI と は プ 
ログ ラム 言語 で いう と サブ ルー チン に 相当 し ます .。 さき 
ら に 笛 ら ちら れ た デー タ を グラ ラフ に 表示 で きる 才 字 ガ 枝 も 
衣 に 年 選 。 

価 GPIB VI を Sub VI と し て 使う 

も みっ 刻 。 7 の フロ ント パネ ル を 見 て くだ さい . 
外 か ら 入 れ な けれ ば な ら な い デ ー タ と , 外 へ 出す デー 
タ の 数 を 数 える と , 


GPIB アド レス , GPIB に 書き 込む デー タ , 
GPIB か ら 得 られ る デー タ , Write と Read 
を 「 真 」(True) に する スイ ッ チ , 読み 込む バ 
イト 数 


の べつ で す 。 この 六 つ を コネ クタ と し て 登録 し まし ょ 
う . 図 13 の フロ ント パネ ル か ら 編 集 モ ー ド ボタ ン ( 鉛 
芋 の 形 ) を クリ ッ ク し て 編集 モー ド に し て くだ さい . 

アイ コン ベー ス ( フ ロン トノ パネル の 右上 ) を ポッ プア 
ッ プ し て , メニ ュー か ら Show Connector を 選択 しま 
す . コネ クタ 端子 の パタ ー ン を 選択 し ます . 今回 は , 
バ つ の 入出 力 が あり ます . 6 端子 の パタ ー ン を 選び ま 
し だ. 各 端 子 に GPIB VI の 各 機 能 を 割り 当て ます . 

コネ クタ の 左上 の 端子 を マウ ス 左 ボタ ン で クリ ッ ク 
し て 端子 を 黒色 に し ます . GPIB VI 内 の GPIB 
Address を クリ ッ ク し ます . する と , 破線 で 取り 囲ま 
れ ま す . フロ ント パネ ル の 空白 領域 で マウ ス の 左 ボ タ 
ン を クリ ッ ク す る と 破線 は 消 を ん, コネ クタ の 黒色 を し 
て いた 左上 の 部 分 は 爽 色 に な り ま す .。 これ で , コネ ク 
タ の 左上 の 端子 は GBPI Address に 割り 当て られ まし 
。 


トラ 役 コ リピ ビュ -9 





《 図 16> Numeric, Boolean, String, Graph 
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同じ 操作 で 残り 五 つ の 機能 を コネ クタ の 各 端 子 に 割 
り 当て ます . 各 機 能 と 割り 当て られ た コネ クタ の 対応 
を 図 14 に 示し ます . 


因 り 当て が すん だ ら Sub VI と し て 利用 が 可能 に な 
り ま す . 名 前 を GPIB-2.VI に し て 保存 し て お きま し ょ 
。 訂 
人 @ 計測 シス テム を 作る 

お お げ さ な 題 で す が , 前 項 で 作っ た Sub VI を 使っ 
て , 200 回 繰り 返し て 光 の 強度 を 計測 する シス テム を 
作り まし ょ う . 用 いる ハー ドウ ェ ア は 前 と 同じ で す . 

図 15 の よう に gpib address, write, resut を フロ ン 
トバ パネル の String メニ ュー か ら 取 り 出 し て 張り 付け 
ます . 同じ よう に , read length, loop number を 
Numeric か ら , write on/off, read on/off を Boolean 
か ら , results( グ ラフ ) を Graph か ら 選 び ま す . 図 15 の 
よう に 各 条 件 を 入れ , ダイ アロ グ パ ネル で for ルー プ 


テモ バー ジョ ン の 提供 に つい て 


だ ミ 





WIindOWS 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 


《 図 17> Structure & Constants 
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を 書き 足し て 各 要 素 を 配線 する と 計測 シス テム を コン 
トロ ー ル する VI の で き あ が り で す . 

図 15 は 光 セ ン サ ー の 前 に 灯 を 置い た り , 手 で 覆い を 
し た り し て 区 の 強度 を 変化 させ た も の を 1 秒 お き に 記 
全 し , グラ フ 化 し た も の で す 。 後 は , これ を 適当 に 自 
分 の シス テム に 合わ せ て 変え れ ば , 立派 な シス テム の 
で き あ が り で す . 

図 15 を 作る の に 必要 な メニ ュー を 図 16, 図 17 に 示し 
まず 。 

ダイ アデ ログ パ ネル の メニ ュー の 中 に 「 電 球 」 の マー 
ク が あり ます . これ を クリ ッ ク し て 実行 きせ る と 電球 
が 吉 灯 し 。 デー タ の 「 流 れ 」 が ダイ アグ ラム が 未 上 提 
に 小さ な 丸 印 で 表示 され ます . 作っ た シス テム の デバ 
ッ グ の 際 に は 有効 で し ょ う . 

最後 に , 今回 の GPIB 計測 シス テム に 用 いた コン ピ 
ュー タ は , Dell 433 し (CPU 486DX) メ モリ 16 M バイ 
トト 要ら な だ 

人 参考 文献 久 


1) 岡村 細 夫 : 標準 ディ ジタル "バス (IEEE-488) と その 応用 , CQ 
出版 帆 . 


特集 の 中 で 紹介 し た , ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 社 , イン テリ ジェ ント イン スト ル メ ン テ ー シ ョ ン 社 , 日 本 ヒュ ー 


レッ ト ・ パ ッ カ ー ド 社 か ら , デモ セッ ト を 提供 いた だ きま し た . 
の 欄 に ご 希望 の デモ セッ ト 番 号 [(a)~-(e)] を ご 記入 くだ さい 、. 


抽選 と させ て いた だ きま す . 
今 ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 社 


ご 希望 の 方 は アン ケー ト ハ ガキ の モニ ター プレ ゼン ト 


た だ し , 提供 品 は 各々 数 点 で す の で , 希望 者 が 多い 場合 は 


< 編集 部 > 


(3) 媒体 : 1.2 バ イト (PC98 用 )3.5 イ ンチ フロ ッ ピ , 内 容 : 同社 の ハー ドウ ェ ア 選 択 支 援 ア ドバイ ザ . 
(b) 媒体 : 1.44 バ イト (Windows 用 )3.5 イ ンチ フロ ッ ピ , 内 容 : Windows 用 LabWindows/CVI の デモ . 日 本 語 ガ イ 


ド 付き . 


(c) 媒体 1.44 バ イト (Windows 用 )3.5 イ ンチ フロ ッ ピ , 内 容 : Windows 用 LabVIEW の デモ . 日 本 語 ガ イド 付き . 


イン テリ ジェ ント イン スト ル メ ン テ ー シ ョ ン 社 「 
(d) 媒体 : CD-ROM, 内 容 : Visual Designer の デモ バー ジョ ン で , DIAGRAM.EXE と RUN.EXE か ら 構 成 さ れ 
て お り , 設計 に 使う DIAGRAM.EXE は 製品 と 同じ . RUN.EXE は 実行 時 間 が 1 分 に 制限 され て いる . デモ 
版 で 作成 され た ブロ ッ ク 図 は 製品 版 で も 動作 する . 
佑 日 本 ヒュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ド 社 


(@) 媒体 : 1.44 バ イト (Windows 用 )3.5 イ ンチ フロ ッ ピ , 内 容 : HP VEE for Evaluation Kit. 製品 版 と の 違い は , 


(1) イン スト ー ル 後 , 60 日 経つ と 起動 で き な く な る . (2) 
ム の 保存 名 が EVAL.VEE の み . 簡単 な ガイ ド が 付属 する . 


こい 


HP-IB 計 測 普 を コン トロ ー ル する た め に は HP-IB イ ンタ ー フ ェ ー ス が 必要 
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_ ム -D 変換 ボー ド を 使っ た 測定 シス テム の 構築 法 





人 @ ぐ は じ め に 

例え ば , 家庭 の 照明 ・ 温 度 ・ 安 全 な ど を , コン ピュ 
ー タ を 使っ て 集中 管理 する こと を 考え て み ま す . その 
だ め に は , 明る さ ・ 室 内 温度 ・ 火 災 ・ 出 入口 の 開閉 な 
どの 情報 を 継続 的 に 取り 込ん で 監視 し , 設定 値 と 比較 
する こと に よっ て , 調 光 し た り ヒ ー ト ポン プ の スイ ッ 
チ を 入れ た り , また 必要 に 応じ て 警報 を 出さ な けれ ば 
%e り まっ 飛ん 。 

この よう な シス テム に は , 同時 に 多く の 信号 を 取り 
込み それ ら の デー タ を 処理 ・ 解 析 し て , 判断 し た 結 
果 を 出力 で きる コン ピュ ー タ と セン サ と の 間 を 仲介 を 
する 機能 を も つ 回 路 が 必要 で す . これ を 実現 する の が 
アナ ログ - デ ィ ジ タル 入出 力 ボ ー ド で , 高速 の A-D/D 
-A 変換 器 と いく つか の タイ ミン グ 回 路 , そし て バッ 
ファ を 備え て いま す . 

多く の アナ ログ 信号 を コン ピュ ー タ に 取り 入れ る た 
め に 普通 取ら れる 方 法 は ,。 マル チ プ レク サ と 呼ば れる 
切り 替 を た を スイッチ を 介し て 一 つの A-D コン バー タ に 


取り 込む とい う , 見 か け 上 の 多 チ ャ ネル 化 の 方 法 で す . 


A-D 変換 器 の サン プリ ング 時 間 や マル チ プ レク サ の 
チャ ネル 間 の 切り 替え 時 間 に 依 存 し て , 計測 で きる 範 
囲 が 決ま り ま す . 

一 方 , 出力 の ディ ジタル 信号 は 8 ビット まだ た は 16 ビ 





< 写真 1 > |!/O ボー ド の 装着 状態 
(お よそ 35 cmX10 cm の 大 きき さ で, ケー ス の 
幅 い っ ぱい の スペ ー ス を 必要 と する ) 


っ 8 


ッ ト の 信号 を いく つか の ポー ト か ら , D-A 変換 し て ア 
ナ ロ グ 出力 を し ます が , いずれ も 電流 容量 は 小さ な も 
の で す . これ ら ア ナ ロ グ や ディ ジタル の 信号 の 入出 力 
を 行う に は , ボー ド か ら 見 れ ば 相手 の コン ピュ ー タ の 


機種 に 依存 する 環境 設定 と ドラ イ バ が 必要 で す . 

ここ で は ,、 ナシ ョ ナル イン スッ ツル メッ シャツ 抽 の /GE ポ 
ー ド を 用 い , LabVIEW 上 で コン トロ ー ル する 手順 と 
一 例 を 紹介 し ます . 


入出 力 ボ ー ド の イン スト ー ル 





休 入出 力 ボー ド の 概要 
使用 する 入出 力 ボ ー ド は ナシ ョ ナル イン スツル メン 
ツ 製 の AT-MIO-16XE-50 で , ボー ド 上 に は スイ ッ チ 
や ジャ ン フ パパ 線 が な く , 必要 な すべ て の 設定 を ソフ トウ 
ェ エア で 行 サ こち が で あま さす : 

この ボー ド を AT 互換 機 に 装着 し た 様子 を 写真 1 
に 示し ます . まだ た この 1I/O ボー ド の 概要 に つい て , 表 
1 に 示し ます 。 

これ ら を 上 回 る 機能 が 必要 な 場合 に は , より 高 機能 
な ボー ド ( 例 えば アナ ログ 入力 で 64 チャ ネル , サン プ 


< 表 1> アナ ログ / デ ィ ジ タル 入出 力 ボ ー ド 
AT-MIO-16XE-50 の 概要 


グ ゲ デ ロ グ 入力 チャ ネル / 分 解 能 |16 チ ャ ネル ( 差 動 入 力 で 
8)/16 ビッ ト 
サン プリ ング 速度 |20k サ ンプ リン グ / 秒 ( 最 
大 ) 













ゲイ ン / 入 力 範 囲 | 1.2,10,100( プ ログ ラム コ 
ント ロー ル )/ 一 10 Vー 二 
10 V 


512 サン プル (FIFO) 


2 チャ ネル /12 ビッ ト 


20k サ ンプ リン グ / 秒 ( 最 
大 


) 
士 10V(0O.10 出 カイ ン ピ 
8 input/output(3 ステ ー ト ) 


2 up/down(24 ビッ ト ), 
1 スカ ラー(4 ビッ ト ) 


20 MHz( カ ウン タ ), 
100 kHz( タ イマ ) 


16 種 コ ント ロー ル 
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トリ が 


WindQWS 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 








< 写真 2 (2)> 68 ピン 用 端子 盤 
(テス ト 回 路 を 接続 し た と ころ . ドラ イ バ 1 本 
で 簡単 に 接続 で きる ) 


リン グ 速 度 500K サ ンプ リン グ / 秒 の AT-MIO-64E- 
3 な ど ) も 用 意 さ きれ て いま す . 
筐 イン スト ー ル 手順 
LabVIEW が イン スト ー ル され て いれ ば , 入出 力 (I/ 
O) ボ ー ド を その まま 使用 する こと が で きま す . 最新 の 
ドラ イ バ や サン プル を 追加 し て LabVIEW に 組み 込 
むために , NI-DAQ と 呼ば れる 添付 ソフ ト (3.5 イ ン 
チ デ ィ ス ク 5 枚 ) を プロ グラ ム マ ネー ジャ か ら イ ンス 
トー ル し ます . この 他 に , デー タ 解 析 用 の ソフ ト (3.5 
イン チ デ ィ ス ク 4 枚 ) も イン スト ー ル し て お きま す . 
LabVIEW の イン スト ー ル 時 に は , デー タ 収 録 ド ラ 
イス ババ や シュ ー ド ウェ アア 環境 設定 ニ ユー ティ リティ が 
\LABVIEW の 中 に 置か れ ま す . こ れ ら を LabVIEW の 
アイ コン と 同時 に 表示 させ る よう に し て お きま す . 
I/O ボ ー ド を セッ ト し て LabVIEW を 実際 に 使い 
始め る と き に , この ユー ティ リティ を 使っ て 次 の よう 
に 環境 設定 を 行い ます . 
1) WDAQCONF デイ コン を クリ ッ ク す る 
(2) デバ イス 1 の 構成 / チ テス ト を クリ ッ ク す る 
デバ イス E シリーズ ボ ー ド /AT-MIO-16XE-50 


防 ベー ス ア ドレ ス …220H 

3) 保存 を クリ ッ ク 

- ス イッ チレ ス デ ー タ 収録 デバ イス の ソフ トウ ェ ア 
構成 が 成功 し まし た ” が 出る と , ハー ドウ ェ ア テ スト 
を 行う こと が で きま す . デバ イス の 構成 で 。 デフ ォ ル 
ト 値 (DMA=6, IRQ=10) を 使う と イー サ ネ ッ ト み カー 
ド ( 著 者 で は IRQ= テ 10), SCSI カー ドド (IRQ=11) や 
PS/2 マウ ス (IRQ=12) な ど が ある 場合 に は , ハ ング ア 


っ SEP っ の 95 


< 写真 2 (b)> 別 の 角度 か ら 見 た 様子 


ッ プ し だ た り エ ラー を 出し て し まい ます . その 場合 は 。 
上 の (2) に 戻り , 適切 な パラ メー タ の 割り 当て を 捜し ま 


す . 
(4) テス ト を クリ ッ ク 
極性 / 範 囲 ……… ー10Vー 十 10 ず 
陸 Cm2FPwovtrtRK デフ ァ レ ン シ ャ ル ( 半 動 入力 ) 
e AMUX-64T …… な し (外部 マル チ プ レク サ な 
し ) 


に し で お いて 。 アデ アナ ログ 人 人力 , デア ナゼ グ 出 錠 だ の の 9 
クル テス ト , カウ ンタ テス ト を 順次 行い 。 いずれ や 
Error 三 0 が 出れ ば 機能 テス ト は 完了 し ます . 
ひ 実測 テス ト 

1/O ボー ド の 診断 結果 に 問題 が な な けれ ば , さっ そく 
LabVIEW の アイ コン を クリ ッ ク し て 立ち 上 げ ま す . 
File メ ニュ ー の 中 の open か ら , LABVIEW/EXAM- 
PLES/DAQ/RUN_ME.LLB/Getting Started Analog 
Input.VI を 読み 込み ます . この パネ ル 画 面 に ある デバ 
イス 1 は AT-MIO-16XE-50 の ボー ド の こと で , 
WDAQCONF の と ころ で 指定 し た と お り で す . チャ ネ 
ルル 0 を も し まし ょ うすうす. 

何 も 接 続 し て いな いと き に 一 10.00 V の 直線 が グラ 
フ 表 示さ れ た ら , ソフ ト / ハ ー ド と も 動い て いま す . デ 
フォ ルト で は 取り 込み 速度 4000 ポイ ント / 秒 の うち 


<〈 図 1 > Getting Started Analog Input.VI で 観測 し た 
蛍光 条 の 得 記 L 
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| 回 果 | 3 人 は 本 アン シー つつ 3 





《 図 2 > Getting Started Apmleg RMA の ダイ 0 
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CC 
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cen open the Help window to see the terminals for each VI. Notice that only 
ew of the tersihe are used in 3 We the others provide more 
elly for more complex applical 


In the Help window, the most important terminals are 05 in bold, 9 the 
least comwonly used are listed jin ya ts]。 六 hen you are building you 
spplication, only wirethe terminsls you need to use: the ad 2 Will 





1000 ポイ ント 分 が 表示 され て いま す の で , 仮想 装置 
(VI) の ブラ ウン 管 の フル スケ ー ル の 時 間 幅 が 1000/ 
4000 テ 0.25 秒 と な り ま す .10 分 割 き れ て いる ブラ ウン 
管 を 想定 する な ら ば 25ms/div に な り ま す . 

次 に , 適当 な 信号 源 を チャ ネル 0 に 接続 し て , 波形 
を 表示 させ て み ま し ょ う . AT-MIO-16XE-50 の 入出 
力 端子 数 は 68 で , これ に 合う メス 型 コ ネ ク タ は 市 販 品 
か ら は な か な か 手 に 入り ませ ん . 結線 を する に は 写真 
2 に 示す よう な ネジ 止め で きる 端子 盤 (SCB-68 : ケ 
ー ブ ル 付き ) が 便利 で す . 

信号 源 に は 高 感度 の フォ ト ダ イオ ー ド (S3072) を 用 
ゅ まし た. この ダイ オー ド は ほとん ど ソ ー ラ ー セ ル と 
な り ,。 単独 で 電圧 源 と する こと が で きま し だ た だ. 

WDAQCONF で お こ な っ た 設定 は 差 動 入 力 で すか ら 
ACH0( チ ャ ネル 0) と ACH8( チ ャ ネル 8) の 668 番 2 
34 番 の ピン に ダイ オー ド の 両端 を 接続 し ます . これ ら 
の 入力 は AIGND を 基準 と する た め , 順 方 向 電圧 を 渦 
定 す る に は AIGND(67 番 ) と ACH8 を 接続 し ます . 

先ほど の 何 も 接 続 し な いと き の テ スト で ー10.00 V 


9 パワ ー ス ペク | の フロ ント パネ ル 


が 表示 され だ た の は , 差 動 入力 の 基準 点 が 不 確 定 の た め 
に マイ ナス 方 向 に OP アン プ が 飽和 し た た めで す . 

室 光 灯 の 下 で Getting Started Analog Input.VI を 
run させ て みる と , 図 1 の よう な 120 Hz の 光 超 電力 が 
観測 され ます (愛知 県 な の で 60 HzX2). Y 軸 方 向 の ス 
ケー ル の 自動 調整 に は 波形 グラ フ に パレ ッ ト を 追加 し 
て お く と 便利 で す . 図 1 で は スケ ー ル を 手動 で 変え ま 
に 5c 

取り 込み 速度 (スキ ャ ン レ ー ト ) を デフ ォ ル ト の 
4000 ボイン ト か ら 10000 ポイ ント に 増やし 表示 域 を 
500 ポイ ント に すれ ば , 同じ 0.25 秒 の フル スケ ー ル 
で , より 精度 の 高い グラ フ が 得 ら れ ま す . 

図 2 に Getting Started Analog Input.V!I の ダイ ヤグ 
ラ ぶ を 示し まし た だ た. この ダイ ヤグ ラム で わか る と お り 。 
I/ 〇 O ボー ド の 環境 設定 を し て , バッ ファ や 取り 込み 速 
度 (scan rate) の パラ メー タ を 読み 込み , 測定 を 開始 す 
る と いう 一 連 の タス ク の 流れ が , 利用 者 の 思考 どおり 
に 組み 立て られ て いる 様子 が よく わか り ま す . 


目 作 VI の 作成 





代 バ パワー スペ ベク トル の 表示 

LABVIEW/EXAMPLES に は アナ ログ in, アナ ログ 
out アナ ログ in/out,。 ディ ジタル 1/O な どの だ た くさ きん 
の サン ブル が あり ます . これ ら の サン プル は , 階層 化 
され て 用 意 さ きれ て いる VI 〔Easy, 中 間 (intermedi- 
ate), 基本 (advanced) 〕 の うち , 中 間 の VI を 多く 使 
っ た 構成 に な っ て いま す . この 中 間 VI で ほとん どの 
入出 力 に 必要 な 機能 が 実現 で きま すか ら , 高度 な 要求 
以外 に は 基本 的 な avdanced.VI に 触ら な く て も よい 
仕組 み に な っ て いま す . 

し な が っ て , ここ で は Getting Started Analog 


人 4 > 直流 成分 が 大 き 6 ー ス ペク トル 


le Edif Operale en 
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「 トラ 投 コ JE-2 


特集 Windows 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 





Input.VI に パワ ー ス ペク トル の 分 析 用 VI と その 表示 
和 益 を 付け 加え て , 自分 用 の 周波 数 分 析 器 PowerSP2.VI 
を 作っ て み ま す . 

まず , Getting Started Analog Input.VI の パネ ル に . 
パパ ワー スペ クト ル 表 示 器 と バイ アス お よび 増幅 器 の 数 
値 入 力 器 、 そし て 波形 配列 デー タ (2 次 元 ) の 数 値 表 示 
益 と パワ ー ス ペク トル ・ デ ー タ の 配列 (1 次 元 ) の 数 値 
表示 器 を 取り 付け て み ま す ( 図 3 ). 

バイ アス (bias) お よび 増幅 器 (Multiple) を 取り 付け 
る 理由 は , ハー ド 的 に 適切 な 電圧 に し な か っ た だ た ため, 
入力 信号 の 中 の 0.3 一 0.4 V の 直流 成分 を バイ アス 電 
圧 と し て 引 算 し , それ を 増幅 し て パワ ー ス ペク トル を 
大 きく 表示 する た めで す . も し バイ アス を 設け な いと , 
直流 成分 が パワ ー ス ペク トル の 原点 に 大 きく 現れ て ス 
ペク トル 波形 が 見 に くく な る で し ょ う . 図 4 に バイ ア 
ス や 増幅 器 を 設け な いで , 直流 成分 の み が 大 きく 表示 
され だ パワー スペ クト ル の 例 を 示し ます . 

これ ら の 表示 器 , 入力 器 を パネル に 取り 付け た 後 , 
ダイ ヤグ ラム 画面 を 図 5 の よう に 修正 し ます . Al 
Read.VI か ら の 2 次元 配列 デー タ か ら 負 の バイ アス デ 
ー タ を 足し 算 し , Multiple で 増幅 し て いま す . 配列 に 定 
数 を 掛け た り 足 し た りす れい ば , 配列 の 各 要 素 は 定数 倍 
され た り 定 数 が 加え られ た り し ます . この 計算 結果 を 
波形 グラ フ ( ラ ベル は transposed voltage graph) と 
数 値 表 示 器 (ラベ ル は real data) に 出力 し て いま す . 

一 方 この 2 次 元 配 列 デ ー タ を 左側 の 要素 列 ど だけ の 1 
次 元 配列 に 直す の が Index Array.VI(Array & Clus- 
ter の 中 に ある ) です . Index ArrayJVVI は メニ ュー か ら 
引き 出し た 直後 で は 1 次 元 用 で すか ら , アイ コン の 右 
下 ス ミ を マウ ス で 引き 延ばし て 2 次 元 に し ます 。 そし 
て , 第 0 列 の み を 抽出 する た め に , 行 指定 を 無効 (任意 
の 長 さ の 縦 方 向 の 配列 が 読め る ) に する よう に , 右 下 の 
ー つ の 端子 の 上 の ほう ( 行 ) を ポッ プア ッ プ し て Dis- 
able Indexing を 選び ます . そし て , 定数 の 0 を 下 の 端 


% 図 6> 過渡 現象 測定 の 接続 回 路 
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〈 図 5> パワ ー ス ペク トル 表示 VI! の ダイ ヤグ ラム 
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子 ( 列 ) に 接続 し ます . 

こう する こと で 任意 の 長 さ の 2 次 元 配 列 が , 第 0 列 
要素 か ら な る 任意 の 長 さ の 1 次 元 配列 に 変換 され ます . 
これ を Power Spectrum.VI に 入れ て 表示 し た の が 図 
3 の グラ ア だ っ な の で す . 

この よう に し て 得 ら れ た パパ ワー スペ クト ル の 数 値 表 
未稀 を 見 る と, 6 点 目 ( 表 示 器 の 一 番 上 が 5 に な っ て い 
る ) で 最も 大 きい 値 0.5490 を も っ て いま す . 入力 の 速 
さ (scan rate) は 4000 点 / 秒 で , この うち 200 点 を 表示 
し まし たから, フル スケ ー ル は 200/4000=0.05 秒 で 
す . この フル スケ ー ル に 対応 する 周波 数 は 20 Hz と な 
り , これ が パワ ー ス ペク トル の 分 解 能 ( 一 つの 点 の 表す 
周波 数 幅 ) に な り ま す . 

し だ た が っ て , この 6 点 目 の ピ ー ク は 120 Hz を 表し 
て いま す . 同じ よう に , 次 の ピー ク (0.1488) の 12 点 目 
は 240 Hz を 表し ます . これ は , 前 述 の Mathematica 
を 使っ た フー リエ 変換 の 結果 と 一 致し て いま す . 

価 過渡 現象 の た め の 入 出力 

アナ ログ - デ ィ ジ タル 1I/O ボー ド で は 。 信号 を 取り 
込む と 同時 に 出力 信号 を 出す こと が で きま す . 過渡 現 
梨 や 計測 制御 を 行う 系 で は , 出力 を 電圧 源 と し て 電流 
を 観測 し た り , セン サ で 計測 を し な が ら 制 御 信号 を 出 
力 す る こと に な り , 入出 力 を 同時 に 行う こと は 最も 一 
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% 図 6: > 本 VI | の ダイ ヤグ ラム 
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般 的 な 使い 方 で す . 

アナ ログ 出力 の 電流 容量 は 土 5 mA と 小さ い の で , 
外部 に 駆動 回 路 を 接続 し ます . し か し , ここ で は 試験 
的 に アナ ログ 出力 端子 を 電圧 源 と し て わずか な 電圧 を 
加え , 制限 電流 の 範囲 内 で 過渡 現象 を 調べ て み ま す . 

回 路 の 接続 は 図 6 の よう に し まし た . アナ ログ 入出 
力 の グラ ウン ド (AIGND と AOGND) は 共通 に な っ て 
いま す . 7C 回 路 に 加え る 電圧 は 邊 形 波 で , 電圧 の 大 
き さ や や 時間 幅 は 可変 で きる よう に し ます . 

それ で は , さっ そく VI の 作成 に 入り まし ょ う . 入出 
カカ を 同時 に 行い ます か ら , I/O ボー ド の バッ ファ を 介 
ss 1 点 ご と 入力 波形 を タイ ムチ ャ ー ト に 記録 し , 

ご と アナ ログ 出力 を し ます . ある 程度 高速 の 現象 

ィ で MIN 誤差 が 蓄積 し て こない ハー ドウ 
ェ ア タ イミ ング が 適当 と 考え られ ます . そし て , 用 意 
呈 れ で いる アナ ログ 入力 の サン プル .VI に アナ ログ 出 
力 を 付け 加え そる よう に 考え て いき ます . その た だ た め , 
LABVIEW/EXAMPLES/DAQ/ANALOGIN /ANALOGIN. 
LLB/Cont Acq&Chart(hw timed).VI を 選び まし た . 

パネル ウィ ンド ウ に 出力 チャ ネル (out channel : 
文字 配列 ), 出力 電圧 , 邊 形 濾 の スタ ー ト 点 , 終了 点 の 
入力 器 を 取り 付け ます ( 図 7 ). 印可 電圧 と 電流 波形 の 
両方 を 見 る の で , 入力 チャ ネル に は 0:1 と セッ ト し ま 
す . 入出 力 と も 同じ ボー ド で すか ら デ バイ ス は 共通 で 


Eee の が ek:9 、 グイ クン ハム は の よう (なり ます 、. 


1 点 ご と に アナ ログ 出力 する た め , AO Write One 








表 計 算 ソ フト を 使っ た 科学 技術 分 野 へ の アプ ロー チ 


LOtus |-C-3 に よる 介 了 系 ツ ミ ルー ション 人 由 


臼田 昭 司 / 井 上 祥 史 / 伊 藤 敏 著 5 変形 判 g16 買 定価 2.900 円 


Update.VI( 中 間 VI : intermediate VD を 付け 加え ます . 
この VI の 入力 は 1 次元 配列 の 電圧 デー タ で すか ら , 
While レー プ の 繰り 返し 回 数 i が start<i<end の 条件 
を 満た す と き に 0.5V を 出力 する よう な Case 構造 に 
し , Bild Array を 使っ て 1 次元 配列 に 直し て か ら AO 
Write One Update.VI に 接続 し ます . 

セッ ト し だ た パネル の 値 で RUN する と , 図 7 の 表示 器 
に 見 られ る よう に , 0.5V の 乱 形 波 が 30 と 70 点 の 間 
で 発生 し ます . そし て スト ッ プ ポ ボタン が 押さ れる まで 
チャ ー ト は 流れ 続け ます . 知 形 波 の 30 点 目 の 立ち 上 が 
り と 70 点 目 の 立ち 下がり で の 過渡 波形 は , 子 想 ど お り 
逆 特性 と な り ま し た . 必要 で あれ ば , 解析 的 に 得 ら れ 
だ 式 で 計算 し た 厳密 解 を 表示 し て , 実測 値 と 比較 し 測 
定 誤 差 を 評価 ・ 検 討 す る 4 こと も で きま す . 

この 例 で は 単純 な 知 形 波 を 発生 きせ まし た が , フォ 
ミュ ラー ノー ド な ど を 使え ば , 任意 の 入力 波形 に 応答 
する 過渡 現象 を 見 る こと が で きま す . 作成 し た VI を 
端子 を 持っ た SubVI と し て 登録 する こと は 容易 で す . 

モジ ュー ル と し て SubVI を 作成 する 場合 は , 実行 状 
態 と し て 保存 する 必要 が ある こと は いう まで も な いで 
し ょ う . 任意 の アイ コン パタ ー ン を み カラ ー で 編集 する 
の は 楽し いも の で す . 

免 お わり に 

以上 見 て きま し た よう に ,。 TI/O ボー ド を LabVIEW 
上 で コン トロ ー ル し , 計測 制御 系 を 組み 上 げ て いく こ 
と は 比較 的 簡単 で す . 特に ドラ イ バ や ジャ ン パ スイ ッ 
チ ナチ な どの 環境 設定 に 費やす 時 間 を 省け る こと は , より 
多く の 機能 を 付加 し て 質 の 高い 制御 系 を 構成 する 機会 
を 与え を て くれ ます . 

ま た だ, 豊富 な 解析 VI を 用 いて , ほか の 装置 か ら の デ 
ー タ の 解析 ツー ル と し て LabVIEW を 利用 する こと 
も で きま す . LabVIEW が マル チタ スク と し て 実行 き 
れ て いれ ば , 連続 し た 現象 を 計測 , 解析 し な が と ら 任 意 
の 深 さ の SubVI を モニ ター し た り 別 の 解析 ツー ル を 
走ら せ だ た だ り , ある い は ネッ トワ ー ク で 接続 し て デー タ 
を 転送 し た り コ ント ロー ル す る こと が 可能 で す . 

これ か ら よ り 多 く の 分 野 で LabVIEW の VI の 資料 
集 や 使用 例 が 蓄積 。 報告 され て 行く こと に な る で し ょ 
2 
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トラ 校 コ コピ ュー ラ 3 


特集 WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 


画 僚 デ ー ツ を パソ コン で 扱う を め の ノ ウ ハ ウ 


ピ デ オ キャ プチ ャ ・ ボ ー ド を 活用 し た 計測 法 





ここ で は , カノ ー プ ス 製 の VIDEOPAQ-AT を 使 
い 。 ビデ オ 信 号 を コン ピュ ー タ に 取り 込み まし た . そ 
の と き の 使 用 例 を 紹介 し ます . 機材 は ビデ オォ 信号 源 と 
し て フロ ッ ピ カメ ラ ( キ ヤノ ン RC-250) を 使い まし た . 


ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド に つい て 





仁 カー ド の 外観 

写真 1 に 示す よう に , 少し 大 き な カ ー ド で す . ノ マッ 
ケー ジ に は , この カー ド 以 外 に シン クロ 転送 ケー ブル 
と ドラ イ バ や ユー ティ リティ ソフ ト の 入っ た フロ ッ ピ , 
User's Guide が 付属 し て いま す . 

その 他 に 必要 と され る の は PC 本 体 と DOS で す . す 
な わ ち MS-Windows は 必要 と し ませ ん . し か し , 実際 
の キャ プチ ャ の と ころ で も 述べ ます が , MS-Windows 
上 の DOS モー ド か ら の 画像 取り 込み も 可能 で す . 

ボード の セッ ト ア ッ プ に 必要 な 項目 と し て , I/O ア 
ドレ ス の 設定 INT( 割 り 込 み ) の 設定 が あり ます . い ず 
れ も PC に つけ て ある ほか の ボー ド と 重複 し な いよ う 
に し ます . 筆者 は デフ ォ ル ト の 設定 で 用 いま し た . 

まだ た , ボー ド 上 に は , ビデ オォ 信号 入力 ソー ス を 選択 
が る スラ イド スイ ッ チ が あり ます .. こ 秋 に よっ で 。 コ 
ン ボ ジッ ト 端 子 と S 端 子 が 選択 で きま す . 
免 カー ド の 装着 

筆者 の マシ ン に は CPU に ぶつ か りみ カー ド が 差 せ な 
い ス ロッ ト が あり まし た . 

カ み ノ ー プ ス 製 の PHOTOPAQ 表示 ボー ド を 持っ て 





写真 1 > VIDEOPAOQ-AT の 外観 
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いる 場合 は 付属 の シン クロ 転送 ケー ブル で 表示 ポー ド 
を つなぎ ます . 今回 は 違う 表示 ボー ド を 使い まし た の 
で ケー ブル に よる 接続 は し ませ ん . 

筐 ソフ ト の イン スト ー ル と 実際 の 使用 

つぎ は ソフ ト の イン スト ー ル で す 。 付属 の フロ ッ ピ 
を セッ ト し て SETUP.EXE を 実行 すれ ば 終わ り Ko ) 

まず 使っ て み ま し ょ う . 

1) DOS 上 で 使用 する 

SETUP で イン スト ー ル し た ディ レク トリ り に 移っ で 

各 ド ライ バ を 組み 込み ます . 
VIDEOPAQ( ご ) 
GRAPH( ご ) 

表示 ボー ド と し て PHOTOPAQ を 用 いる 場合 は 

GRAPH の 代わ り に , 

PHOTOPAQ( つ ) 
と し ます . つぎ に ビデ オ 画 像 取り 込み テー ティ リティ 
を 起動 し ます . 

VP( ご) 

後 は , 画面 の 指示 通り に すれ ば , 静 止 画像 で も 動画 で 
も 取り 込み が 可能 で す . 付属 の VP.EXE は 表 1 の 画像 
ファ イル 形式 に 対応 し て いま す . 

(2) MS-Windows 上 で 使用 する 

DOS の 上 で 1) と 同じ よう に MS- Windows を 起動 
する 前 に , 各 ド ライ バ VIDEOPAQ と GRAPH を 組み 込 
ん で お きま す . Windows が 立ち 上 が っ た ら DOS の 窓 
を 開け て , DOS の 場合 と 同じ く , ビデ オ 画 像 取り 込み 
ユー ティ リティ を 起動 し ます . 









< 表 1 > 対応 する 画像 ファ イル 形式 
VDEOPA0- ぐ の 。 [za lmeoweii 
する 上 作 jma GREP 
フォ ー マ ッ ト 





RGB ライ ン 形 式 
RGB ブロ ッ ク 形 式 
TIF TIFF 形式 


DIB 形式 (MS-Windows) 
フル カラ ー 8 人 色 

, 256 色 モノ クロ 
, 16 色 
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< 図 1 > 画像 取り 込み 中 の 様子 


シス テム (S) ヘル プ (H) 





Youare opening fhe door of fhe 中 ULTINEDIR orid. 中 ake your P.C. more pouierful 
and friendly uith CRTOPUS'"s feohnology. 山 hat ofhers talk about uue make は real、 山 e offer the bejf。 


VP( ご ) 


だ た だ し, DOS を 全 画 面 表 示 に し な いと 取り 込み 中 の ・ 
画像 が 表示 さき れず , うま く 動 作 し ませ ん で し た ( 図 1). 





画像 を 取り 込む 


で は , 実際 に 画像 を 取り 込ん だ 例 を 示し まし ょ う . 
写真 2 は 名 古屋 城 で す . 取り 込ん だ 画像 は 吾 1 の フォ 
ー マ ッ ト で 保存 で きま す . 画像 その も の を 保存 する の 
で し だ た だ た ら , ファ イル サイ ズ の 小さ い JPEG で 保存 し た 
( あ 0 が まで し ょ よう . 

ここ で は , 後 で これ ら の 画像 を 「 画 像 処理 」 す る こ 
と を 考え , BMP で 保存 し まし た . また だ た, BMP で 保存 す 
る と 自分 の 好き な 画像 を 特別 の ツー ル な し で MS- 
Windows の 長 紙 と し て 利用 で きま す . これ は 気分 転 
換 と し て 有効 で す . いら いら する と き は 気持 ちの 落ち 
つく 山 和 や 海 を , 気分 が 乗っ て いる と き は それ な り の 画 
人 人 i よ ウ の け て で て は どう で し ょ うか 。 

少し 正夫 を する と , 面白 い 画像 が 取り 込め ます . ビ 
デオ 画像 を 少し 視点 (両目 の 間隔 分 ) を 変え て 撮り , 並 
べ る と ステ レオ 図 が で きま す . 

詳し い 原 理 は , 抑 著 の 「Lotus 1-2-3 に よる 理工 系 シ 
ミミ ご レー ジョ ン 入 門 」 を 見 で いた だ きだ い 人 の で す が, 
右 の 図 を 右目 で 左 の 図 を 左目 で 見 る よう に する (遠く 
の 風景 を 見 る よう に 目 の 人 焦点 を 合わ せる と 見 や すい ) 
と , 並ん だ 二 つ の 図 が 合わ さり , 立体 的 に 見 えま す . 





< 写真 3 > 多宝塔 の ステ レオ 図 
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< 写真 2 > 名 古屋 城 


写真 3 に 名 古屋 の 最 古 の 建物 と 言わ れ て いる 多宝塔 
を 撮っ た 例 を 示し ます . 真中 の 塔 の ひさ し が 手前 に 浮 
き 出 て き て いま す . 少し 訓練 を すれ ば 見 える よう に な 
り ま す の で , ぜひ 試し て くだ さい . 

今回 。 筆者 は フロ ッ ピ カメ ラ を 用 いま し た が , も ち 
ろ ん ビ デオ カメ ラ の 画像 も 取り 込み が 可能 で す . ビデ 
オ に 録画 し た 中 か ら 良 いと 思わ れる 画像 を 取り 込み , 
最近 入手 が 容易 に な っ た カ み カラー プリ ンタ を 使っ て 印刷 
を すれ ば まさ に , 立体 スキ ャ ナ に な り ま す . 

だ だし, 良い 点 ば か り で は あり ませ ん . 画像 の 質 が 
PhotoCD な ど と 比べ る と 落ち ます . た だ この 点 は 今回 
試用 し た カノ ー プ ス の ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド の 間 
題 で は な く , ビデ オ 信 号 を 取り 込む ボー ド の 限界 で す . 
CCD 素子 で 画像 を 電気 信号 に 変え た 後 ビ デオ 信号 に 
変換 する と き に 画質 が 落ち て し まう よう で す . 

し か し , ディ ジタル カメ ラ は まだ 値段 が か な り 高 く , 
現状 で 手軽 に 画像 を ディ ジタル 化す る に は この 方 法 か , 
さき ほど の PhotoCD を 用 いる の が 手軽 で す . 

ビデ オキ ャ プチ ャ は 映像 を 撮っ て か ら 数 分 で 静止 画 
像 ・ 動 画像 共に コン ピュ ー タ に 取り 込め ます . 家族 や 
友人 達 と 楽し みな が ら で き る 点 で は ほか に は な い 良 い 
点 で し ょ う . 最近 の デー タベース ソフ ト は 画像 を 入れ 
る こと が で きま す . 簡単 に 画像 を 取り 込め る 点 を 活か 
す と , ユニ ー ク な 画像 デー タベース を 作る こと が で き 
も 。 ま 味 。 





応用 例 





ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド で いろ いろ な 画像 を 取り 
込み 楽し むだ け な ら ば , わざ わざ トラ 技 コ ンピュータ 
で 取り 上 げ る ほど の に こと は あり ませ ん し か し ,。 ビデ 
オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド は 技術 者 に と っ て も 工夫 し だ い 
で いろ いろ な 応用 が 考え られ ます . 

いく つか 考え られ る 例 を 紹介 し ます . みな きん が 利 
用 され る きっ か け に な れ ば 幸い で す . 


トラ 役 コ コピ ュー タ 





< 写真 4(8)〉 建物 ① 


借 建物 な どの 大 き さ を 測る 

写真 4 を 見 て くだ さい . 同じ よう な 写真 が 2 枚 並ん 
で いま す . し か し , 写っ て いる 建物 の 大 き さ が 少し 違 
いま すね . これ は 同じ 建物 を 建物 まで の 距離 を 10 m 
変え て 撮影 し た 写真 で す . これ だ け の デー タ か ら 写 真 
に 映っ て いる 建物 の 高き さ を 推定 する の が 目的 で す . 三 
角形 の 相似 を 使っ て 考え て み ま し ょ う . 

少し ご ちゃ ご ちゃ と し ます が 我慢 し て くだ さい . 図 
2 は O 点 を 視点 と し て A"BP”C”D” 面 に ある 木 と A 
PCD 面 に いる 人 人 を 投影 面 で ある ABCD 面 に 写す 
様子 を 表し た も の で す . 遠く に ある 大 き な 木 が 近く に 
いる 人 と 同じ 大 き さ に 見 えま す . すなわち , 3 次 元 図形 
を 2 次元 に 写し 込む に は 視点 より 遠い も の は 小さき さく な 
る よう に 座標 値 を 変換 し ます . 写真 4 を 撮っ た 状態 を 
横 か ら な が め た 遇 図 を 図 3 に 示し ます . 

AB が 建物 を 表し て いま す . この 高き さ を 未 知 数 * と 


〈 図 2 > モデ ル 図 
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WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 


ーー 


< 写真 4(b)〉 建物 ② 


表し て お きま す . C 点 と F 点 で 建物 AB を 撮影 し て い 
ます . C 点 ,F 点 が 視点 に な り ま す . BC 間 の 距離 を 
未知 数 ッ と し ます . C 点 と F 点 の 間 の 距離 は 。 先 ほ 
と の 10 m 移動 し て 撮影 し た その 距離 に 対応 し ます . 

ここ で CE お よび FEH は 視点 と 投影 面 の 距離 で す . 
今 の 場合 で す と , ビデ オカ メラ の 焦点 距離 に 相当 し ま 
す . / と 表し , この 値 は 後 で 決め ます . DE お よび GH 
は 搬 影 され た 画像 の 中 の 建物 の 高き に な り ま す . それ 
ぞ れ , ヶ ,s と し ます . 整理 し ます と 家 2 の よう に な り ま 
す . 

三角 形 ABC と DEC は 相似 で す . きら に ,。 三角 形 
ABF と GHFE は 相似 で す . これ ら か ら 連 立方 程 式 を 立 
を 多 央 


と な り ま す . これ か ら >*, ッ を 求め ます . 

最近 は 計算 する の が 極端 に めん どう に な り , この よ ょ 
うな 簡単 な 計算 で も Mathematica を 使う よう に な り 
まし た . 結果 は 図 4 の よう に な り ま す . 


7 ゞ 
は 8 


か aw る 区 (3) 


《 図 3 > 建物 の 高 さ を 推 測 す る 
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〈 表 2 > 測定 点 と パラ メー タ 


建物 の 高き テ 
撮影 場所 1 ア 未知 数 ある い は 既知 


ド M 和 な | 
2 
撮影 場所 1 と 場所 2 既知 
旨 制 既知 (測定 に より 決定 ) 
に CIeEI 


の 距離 
視点 と 投影 面 の 距離 


画像 1 か ら の デー タ 
画像 2 か ら の デー タ | G 















ロロ 〇 Q| Qllp| 図 





生計 送 3 が VY ee (4) 


つぎ に , 視点 と 投影 面 の 距離 2 を 決め ます . この 値 
は 使う ビデ オカ メラ ・ 取 り 込 み の 解 像 度 ・ 用 いる ディ 
スプ レイ に よっ て 異な る と 思い ます . 長 さ 1m の 棒 を 
距離 を 変え て 撮影 し まし た . その 様子 を 図 5 と 写真 5 
に 示し ます . 

写真 5 の 結果 か ら 1m の 棒 の 取り 込ん だ 画像 の 画 
面 上 の 長き を 計っ た 結果 を 表 3 に 示し ます . この 表 よ 
り 視点 か ら 7m 以 上 は な れ て いれ ば 2 は ほぼ 一 定 値 
に な り ま す . ここ で は 7m か ら 12m の 平均 値 0.264 
mm を と り ま す . 

写真 4 と さら に 10m 離 れ た と ころ か ら 撮 っ た 写真 
か ら 建 物 の 高き を 画面 上 か ら 長 さ を 求 め , 実際 の 建物 
の 高 さ を 計算 する と 20m, 17.7 m, 15.4 m と いう 結果 
が 得 ら れ ま し た . 実際 の 高き は 17.8m と 考え られ ま 
すか ら , この よう な 人 科 単 な 方 法 で 求め た に し て は 良く 
あっ て いる と 思い ます . 実際, 画面 上 の 長 さ を 1mm 読 
み 間 違う と 高き さき に し て 5m くら いずれ ます . 


写真 5> 
0 が 10。 3m NN 
12 m の 位置 
か ら 1m の 
棒 を 写し た 
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< 図 4 > Mathematica で 計算 し て いる と ころ 


KEI 陸 証 に に 
還 le Edit Cel Graph Acton Stle Window Heh | 園 
タグ * そ 
SO1ve[ て X/Y= ニ = エ /qd,X/(Y+D)==S/q}, て x,Y) ] 


< ん 9 の 7 た 





画面 上 の 長 さ を 物差し で 計る 場合 は 0.5 mm が 読み 
と り の 限度 で す . 画像 の ピク セル の 位置 を 求め る こと 
で , 上 の 値 を も う 少 し 正確 に 求め る こと が 可能 で す . 
MS-Windows に 付属 し て いる ペイ ント ブラ シ で は メ 
ニュ ー の [表示 ] の [マウ スポ イン タ の 座標 を 表示 ] 
を 設定 する こと に より マウ ス の ある 位置 を x,y 表示 
する こと が で きま す . 筆 者 の 実験 し た 系 (ディ スプ レイ 
14 イン チ ) の 画面 で は 100 mm の 長き は 約 400 ピク セ 
ル に 当たり まし た だ た . ピク セル 単位 で 求め る 方 法 を ぜひ 
試し て くだ さい . 

介 Mathematica で 処理 する 

画像 を 取り 込ん を だ どの で すか ら , Mathematica で 表示 
し て み ま し ょ う . Mathematica で BMP フォーマット 
ファ イル の 画像 を 表示 する だ け な ら , その まま で 表示 
で きま す ( 標 準 で BMP ファ イル の 表示 機能 を も っ て 
いる ). し か し , 押 著 「 ッ パソ コン に よる 数 式 処理 ソフ ト 
活用 法 」(CQ 出版 社 ) で も 述べ まし た よう に , 数 値 化し 
て 表示 する こと に より , Mathematica を 用 いた 処理 内 
容 の 設定 が 容易 に な り ま す . 

ま た だ , Mathematica で は バイ ト 単 位 で ファ イル を 読 
み 込 め ま す か ら , BMP ファ イル を その まま 読み 込み , 
内 部 で 数 値 化 し て 処理 する こと が 可能 で す . し か し , 
ここ で は , BMP ファ イル を て 言語 を 用 いた プロ グラ ム 
で 数 値 化 し て ファ イル に 落と し , それ を Mathematica 
で 処 引 する こと に し ます 。 

BMP ファ イル を 数 値 化 する プロ グラ ム BMP2NUM. 
C の ソー ス を リス ト 1 に 示し ます . 用 いる BMP ファ イ 


< 図 5> 3。 5, 7, 10, 12 m ご と の 棒 の 位置 を 横 か ら 見 る 





0m ! 3m 5m 7m 10m 12m 
投影 面 


< 表 3 > 視点 と 投影 面 の 距離 (q) の 決定 











| 視点 か ら の 距離 | 画面 上 の 長き | 視点 と 投影 面 の 距離 (⑦) 
| あ 。 峰 向 。 | 前 mwrl'。 05200m' | 
| 600 | BA9ON | ” 05005 志 | 
| 。 7 |.T_ mm トド" 059 。 
| Oi | 26mmw。】 。 0200 天 hu 
DD 1 20 、 | 50 Yi 






トラ 役 コ リピ ュー ダ 





特集 WindOws 時 代 の デー タタ 計測 と 解析 入門 





< リス ト 1 > BMP ファ イル を 数 値 化す る (BMP2NUM.C) 


#include "stdio.h* 
#1include "fcnt1 .h* 


#define BUFSTZE 1024 


#define UINT unsigned int 
#define DWORD unsigned 1ong 
#define LONG unsigned 1ong 
#define WORD unsigned in 
#define BYTE unSioned shor 


/* BMP ファ イル ヘッ ダ 部 分 の 定義 */ 
StruCt tagBITMAPFTLEHEADER 
( 
UINT bfTyDe : っ / 
DWORD bfSize: ファ イル サイ ズ */ 
UINT bfReserved1 : 0  */ 
UINT bfReserved2 : 0 き / 
DWORD  bEOEEBits: ピッ トマ ッ プ イメ ー ジ  */ 
) BITMAPFTLEHEADER : 


StrUuC agBTTMAPTNFOHEADER 
{ 


DWORD biSize: 構造 体 の サイ ズ */ 

biwidth: 編 * / 
biHeight: 高 さ */ 
biPlanes 上 生 / 
biBitCount: カラ ー ピ ッ ト 数 。 */ 
biCompression: 圧縮 方 式 (圧縮 無し は 0) */ 
biSizeTmage: ピッ トマ ッ プ の サイ ズ (圧縮 時 の み 有 効 ) 
biXPelsPerMeter 1 メー トル あたり の 横 の ピク セル 数 */ 
biyYPelsPerMeter 1 メー トル あたり の 縦 の ピク セル 数 */ 
biC1rUsed 使わ れ て いる 色 の 数 。 */ 
biC1rTmportant : 使わ れ て いる 重要 な 色 の 数 */ 

) BITMAPTNFOHEADER : 


StrUuCt て tagRGBOUAD 
( 


BYTE rgbB1ue: 

BYTE rdbGreen : 

BYTE rgDbRed: 

BYTE rgbReserved : 
) RGBOUAD: 


power (X, ) 
1nt X? 
WORD yj 
{ 

4 も まま 2 


p = 1: 

for (1=1 : <= Y: ュ ++) 
PD *= X: 

return (D) : 


main (argc, arqV) 
1nt argCj 

Char *argV[] : 

( 


unsioned int k, ii, fd, nbyt: 
LONG 1ine, Dufsize, readone1ine, Ca1Cpara : 
WORD numberofpalett@: 
unsigned char buf [BUFSTZE] : 
unSigned char temp 
unsigned char nishin [9]: 
/* BMP ファ イル を 開く */ 
1f ((Ed = open(*++argV, O_RDONLY | O_BINARY) ) == -1)( 


fprintf(stderr, " can't open" ) : 
ex1t(-1) : 


/* 。 read data BTTMAP Header */ 
read(fd, buf, 2): 
/* 開い た ファ イル が gwMp フ ァイル か どう か の 判定 */ 


〈 リ スト 2> 
名 古屋 城 の デー タ (一 部 ) 


ファ イル サイ ズ 
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1f ( !( (buE[0]〕 == 'B' ) &&g (buE[1】 == "M' ) ) )( 
fprintf(stderr, * This File is not BitMapFile.*): 
exit (-1) : 


read(fd, &BTTMAPFTLEHEADER .bESize, 

read (fd, gBTTMAPFTLEHEADER . bfReserved1 , 
read (fd, &BTTMAPFTLEHEADER . bfReserved2 , 
read( fd, &BTTMAPFTLEHEADER . bfEOEfBits, 


/* ファ イル サイ ズ */ 


/* read BTTMAP Tnformation Header */ 
read (fd, &BTTMAPTNFOHEADER .b1Size, 
read (Ed, &gBTTMAPTNFOHEADER . biWidth, /* 画像 の 幅  */ 
read (Ed, &BTTMAPTNFOHEADER . biHeight , /* 画像 の 高 さ */ 
read(fd, &BTTMAPTNFOHEADER . biP1anes, 
read (fd, &BTTMAPTNFOHEADER .b1BitCount, : /* カラ ー ビ ピット 数 */ 
read (fd, &BTTMAPTNFOHEADER . biCompression, 
read (fd, &BTTMAPTNFOHEADER .b1S1zeTmage, 
read (fd, &BTTMAPTNFOHEADER . biXPelsPerMeter , 
read (Ed, g&gBTTMAPTNFOHEADER . biYPe] sPerMeter , 
read( fd, &BTTMAPTNFOHEADER .b1C1rUsed, 
read(fd, &BTTMAPTNFOHEADER .b1C1rTmportant , 


/* 使わ れ て いる 色 数 */ 


/* read RGBOUAD * Paret Number */ 
numberofpalette = power(2, BTTMAPTNFOHEADER .b1BitCount) : 


for (k=0: k < numberofpalette : K++) ( 
read (fd, &RGBOUAD . rgbB1ue, は ) / 
read (fd, &RGBOUAD . rgbGreen , よ ) 7 
read(fd, &RGBOUAD . rgbRed, 97 
read (Ed, &RGBOUAD.rgbReserved, 1) 


/* パレット */ 


) 


printf ("も 1u *, BTTMAPTNFOHEADER .b1Width) : /* 画像 の 幅 表示 */ 
PrintE(" も 1u \n*, BITMAPTNFOHEADER .biHeight): /* 画像 の 高 さ 表示 */ 


1ine = BITMAPINFOHEADER .biHeight - 1: 

1f (BITMAPTNFOHEADER .b1B1itCount == 1 ) Ca1cpara = 8: 
1f (BTTMAPTNFOHEADER .b1BitCount == 4 ) Ca1cCpara = 2: 
1f (BTTMAPTNFOHEADER .b1BitCount == 8 ) calcpara = 1: 


readone1ine = (BITMAPTINFOHEADER .biwidth + Ca1cpara - 1) / ca1cpara: 


if ( readone1ine <= 4 ) 
Dufsize = 4: 
else 
{ if ((readone1ine /4 )*4 == readone1ine) 
bufsize = readone1ine : 
else 
bufsize = (readone1ine /4 + 1 )*4:) 


/* 1 行 分 の デー タ を  */ 
/* buf に 読み 込む */ 


while ((nbyt = read(fd, buf, bufsize )) != 0) ( 
/* in the case of 1 bit */ 
1f (BTTMAPTNFOHEADER .b1B1itCount == 1 ) ( 
for (k= 0: (k < readone1ine ) : kr++ )( 
temp = buf[k]: 
for (1 = 7 : 1 = 0 ,: は ー-) ( 
nishin[i] = temp $ 2: 
temp = temp /2: ) 
EOZ ( ユ gm.0 : も .<.、8 j よ *+) 
printf(*$2u *,nishin [1] ) : 


else ( 
for (k= 0: (k < readone1ine ) : k++) /* 1 行 分 の 有効 デー タ の 出力 ・/ 
{ printf ("も 3u ",buf [kj] ) : 
) 


printE("N\n“) : 
1ine = 1ine - 1: 
) 


c1ose (fd) : /* BMP ファ イル を 閉じ る */ 


画像 デー タ 
了 7 」 の 〉( よ じじ 変り 
人 ##.# 
( ((//(//(////(/( 
/ ( /=/ ( //// / /B/B/ 
FUUUUhUUUUUhUhUU 
phhhhhp appppT T I 
符 封 .. . 時 昌 
封 喋 ?99 魚 27 魚 7 . 
. 地 ?9 地 2729 暑 地 地 
. . 里 喋 ?. . . . 符 喋 
伏 似 、。 居 ん 。。 T: ヤ 、 


6/ 


《 図 6 > 数 値 デ ー タ を Mathematica で 表示 


言 Fle Edit Cel Graph Acton Stye window 
< 

f=OpenRead[ "fiNNcqNyideocap\1c-scat .dat" ] 
の 7 


TnputStream[FiNcqNyideocap\1c-scat,dat, 3] 


/ ア = 











w=Read [ f ,Number ] 
の 7 
1538 
が ツェ 
h=Read[f,Number ] 
の の グ ェ = 
116 
< 
1made=ReadList[F,Tmable[Number, て w}) ] ] 
ダグ ・ 


hiStDenSsityP1ot[ 1made ,Mesh->Fa1 se ] 

















ルル は, も ちろ ん ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド か ら 取 り 込 
ん 7 も の で す 。 

し か し , 技術 的 な 用 途 と いう こと か ら 。 フル カラ ー 
と か 256 色 で 取り 込ん だ 画像 を グレ ー ス ケー ル に 変換 
し て いま す . リス ト 1 を 見 て いた だ けれ ば わか る か も 
し れ ま せん が , 簡単 に BMP ファ イル の フォ ー マ ッ ト 
を リス ト 2 に 示し まし だ た. リス ト 2 は 写真 3 (名 古屋 
Ma グル ハー スズ スケール に 変換 し た も の を ダシ ング し た も 
の の 一 部 で す . 

この ファ イル を BMP2NUM.EXE を 使っ て 数 値 に 変 
換 す る と , 616X428 の 行列 に な り ま す . これ だ け の デ 
ー タ を Mathematica で 表示 処理 する に は 多量 の メモ 
リ が 必要 で す . 茹 者 の と ころ で は 16 M バイ ト の 主 メ 
モ り を 載せ て いま す が , 200 メ 200 で も 処理 に か な り の 
時 間 が か か り ま し た . 

図 6 の 例 は 158X116 で す . これ は , ある 液晶 に レー 





(写真 6 > 人 物 の 写真 


68 


< 図 7 > 3 次 元 表示 


| = 
| ListP1ot3D[ image ] 





| 2 
|  -SurfFaceGraphics- 





ザ 光 を あて , それ の 区 回 折 像 を 撮影 し て 取り 込ん だ 
BMP ファ イル を , 上 記 の 方 法 で 処理 し て 表示 きせ だ た も 
の で す . 用 いた 液晶 は ある 周期 (繰り 返し ) 構 造 を も っ 
て お り , それ の 周期 が 回 折 像 を 作り ます . この 像 の ス 
ポッ ト の 間隔 と スポ ッ ト の 光 強 度 か ら 得 られ る 情報 よ 
り , 回 折 像 の 元 に な っ た 液晶 の 構造 を 調べ る こと が で 
きま す 。. 

スポ ボッ ト の 光 強 度 を 明確 に 表示 する た め に , 3 次元 
表示 (ListPlot3D[ ]) を 図 7 に 示し まし た . 中 心 付近 は 
光 強 度 が 飽和 し て 平 に な っ て いま す が , 周辺 の 部 分 は 
場所 に よる 光 強 度 の 違い が 明確 に わか り ま す . これ か 
ら 先 の Mathematica の 使い 方 に つい て は , 抑 著 の 「 ノ ンマ 
ソコ ン に よる 数 式 処理 ソフ ト 活 用 法 」 や その 他 の 本 を 
参 曲 し て くだ さい . 

この よう な 光 回 折 や X 線 回 折 画 像 の 光 強 度 処 理 は , 
昔 ( ほ ん の 少し 前 ) は 写真 に 撮っ て , その 写真 ネガ か ら 
編 化 度 を 測る 高価 な 専用 スキ ャ ナ を 用 いて 数 値 化 を し 
て 委 直 を し て いま し た 、 それ と 比べ る と ピア デオ キャプ 
チャ ・ ボ ー ド を 用 いる この 方 法 は 実に 簡単 で す . 
得 面積 比 を 求め よう 

つぎ に , 面積 比 を 求め て み ま し ょ う . 写真 6 は 人 物 
を 搬 影 し た も の で す . これ の 人 物 の 部 分 の 面積 比 を 求 
め て み ま し ょ う . 左 の 画像 は 取り 込ん だ 画像 その も の 
で す . 右 は 左 の 画像 を 白黒 2 色 の 画像 に 変換 し た も の 
で す . 先 で 述べ た Mathematica を 用 いる 方 法 も ある 
と は 思い ます が , ここ で は 白黒 2 色 に 変換 を し た 画像 
を 処理 し まし ょ う . 

つい で と 言っ て は 何で す が , 面白 い 画 像 フォ ー マ ッ 
ト を 紹介 し まし ょ う 。 XXPixMap ファ イル (XPM) で す .。 
UNIX の 世界 で は 知ら れ て いる フォ ー マ ッ ト で す 。 こ 
の 特徴 は ,. デー タ が ASCII コー ド で 記述 され て いる こ 
ら ' で す 2。 

これ に より , 普通 の エディ タ で 編集 が 可能 で す .。 ま 
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< リス ト 3> 
XPM ファ イル の 一 部 


/* 
StatiC Char* 
"199 
An 


XPM */ 


革 た 條 上 9 
#000000" 


の どど どど どど ひひ ひひ の に 

の どど どど どど どど の ーー ン 
らら どど どら どら の の 〇 〇 十 
つら の 〇 ららら の の の の の 1 


0 0 0 0 0 0 0 


の の の どら の つつ = つら の の の = = 
・ どら どど ロビ どど どら の の の 配 らら いら 

らら の どら らら ららら ooo Oo 
の どの の らら らら らら ひら ひらの 
の どら の の どら どら らら ひらの の の 
の らら の らら らら ららら の ひらの 
の どの の らら らら ららら らら の 
の どの の どら らら らら ひらの の + 


の どの ビ の の 
の どの ビビ の のど 


の どの どの どの どの ビビ どの どの の どの ビビ の どの 
の どの どの どど の ビビ の どど の どど の ビビ の の 
の どの の どの どの の どの ビビ どの どの の どの ビビ の の 
の どの の どの どの どの ビビ どの の どの ビビ の どの 
どの どの の どの どの どの どど の どの ビビ の どの 
の 〇 どの どの どの の どの ビビ ど どの の どの ビ の どの 
の どの どの どの どの ビビ の どど の どの どの ビ の の 
どの どの どど のど ビビ どの どの どの の の 


デー の どの どど ビビ で の どの の どの の の = 十 の どの ビ 
の どの の どの どど の どど の の どの ビビ の の 


だ , モノ クロ , カラ ー, グレ ー ス ケー ル に 対応 し て い 
ます . 例 を リス ト 3 に 示し ます .C の ソー ス に 似 て いま 
放線 。 

で は , 写真 6 を XPM フォ ー マ ッ ト に 変換 し まし ょ 
う . DOS や MS-Windows の 世界 で 双 XPM に 対応 し た 
ツ フ ト が ある か どう か 知り ませ ん の で , 同じ PC に 載 
せ て ある Linux(PC-UNI の 一 つ ) で 変換 し ます 。 
Window 上 で 動作 する xv と いう ソフ ト を 用 いま す . 

xv は 図 8 に 示す よう に , 多く の 画像 フォ ー マ ッ ト に 
対応 し , まだ 相互 に 変換 が 可能 で す . ここ で MS-Win- 
dows の BMP ファ イル を 読み 込み , 白黒 (Black & 
White) 画像 に 変え て , XPM フォ ー マ ッ ト で セー ブ グ し 
ます . その 結果 の 一 部 が リス ト 3 で す . 

ここ で , フ ァイル の ヘッ ダ 情 報 の カラ ー テ ー プ ブル ( 自 
景 だ か ら 2 色 し か な い が ) と ピク セル 情報 部 分 を 白 は 
0 に 黒 を 1 に , エディ タ の 置換 機能 で 置き 換え ます . そ 
の ほか に , 処理 を する の に 余分 な と ころ を 削除 し ます . 

この ファ イル を Lotus 1-2-3 に 数 値 デ ー タ と し て 読 
み 込 ん で 処理 を し まし ょ う . 読み 込ん を だら, あと は , 
数 値 デ ー タ の 範囲 で 「 和 / 全 セル の 数 」 を 求め ます . 白 
の 部 分 は 0, 黒 の 部 分 は 1 の 値 を と り ま すか ら , これ 
で , 黒 の 部 分 の 面積 比 が 得 ら れ た こと に な り ま す . 結 
未 は 0.19 と いう 値 が 得 ら れ ま し た . 

今回 は 単純 な 面積 比 を 求め る と いう こと で 紹介 を し 
まし た が, 面積 その も の を 求め る こと や ,。 その 他 の こ 
と も , みな さん 方 の 工夫 し だ いで か な り の 応用 が で き 
る と 思い ます . いろ いろ と 試み て くだ さい . 
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xpm = ( 
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特集 WindOws 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 
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画像 の 
310 2 2", 幅 , 高 さ , 色 数 . 1 ピク セル を 表す 文字 数 
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の どの の どの の どの 。 どど の の 


0 0000000000000000000000000000 
1 L= コ 1 AL 中 


0 0 
0 0 


の 〇 どの の の どの どの どど どど の どの どの 
どの どの の どど どの どの どの どの どの どの どの 〇 ひど 
の どの の どど どど の どの どの どの の の どの 
の の どの の どど どの の どの の どの どど の の の 
の の どの の どの どの どど どど の どの の 
の どの の どど どど どの の どど の どの どの 
の どの どの どど どど の の どの の どの どの どの の の 
どの どの どの 。 どど どど どの どど の どの ひど の 
つど どの どど どど どど の どの の の どの 
の どの どの どど どど どど どの の の の 
の の どの の どの 。 どど どど の どの どど の どの の どの の 
の の どの ビビ で ご どど どど の の どの どの どの の どの 


つの の 
の の 
の どの ビビ 
の の 


0 0 
0 0 


の の どの ビビ 


0 
0 


の どの ビビ の どの どど どの どの の どの の どの どの どの の の 
の どの ビビ の どの どど どの どの どの の どの の どの の どの の の 
の どの ビビ の どの どど どの どの の どの の どの どの の の 
の どの の どの の どの 。 の どど どの の どの どの どの の どの の の の 


の どの どの どの 。 どど どの どど のど のど どの の 
開 
・ どど どの どど どの どの どの の ひど の どの ひひ の の の 


の どの ひど どの ど ビ ビ の どど の ど ビ の の 
の どの の どど ビ ビ の ひび どの ビビ の どの 
の どの どの のど ビ ビ の どの ビビ の どの 
の の どの の どの どど ビビ ひび の どの ビ の どの 
の どの の どの どど ビ ビ ひ どど の ピロ の の 
の の どど ビビ の どど の の どの の 
の 〇 の の どの ビビ の どど の どの ビ の の 
の の どの どど ビビ の どど の ビ の どの 
つの 〇 の どの ビビ の どの の どの どい ゅ の ご の 
の の どの どど ビビ の どど の どど の の の 
の の どど ビビ の どの どの どの の の 
の どの どど に ビ の どど の の どの の の 
〇 の らら 上 ー らら らら 
の の どど ビビ の 〇 どの の の 
の の どど ビビ の どど の どの の 
の どの ど ビ ビビ の どど の の の 
の の どど ビビ の ご の どの の 
の の  ⑤ ど ビビ) どら どの の らら 
の の どの どど ビビ の どど の の 
の の どの どど ビビ の どど の の 
の の どど ビ ビ の どど の の 
の の どの の どど ビ ビー の どど の の 


0 
0 
1 
0 
0 
1 
1 
0 
0 
0 
0 


《 図 8 > xv で 表示 し た XPM ファ イル 
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c es の どの ビビ の どの どの ビビ の どの 


の どの の どの どの どの ビビ の どの の どの 
開 








信 まとめ 

カノープス 製 の ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド を 用 いて , 
画像 を 取り 込み . いろ いろ と 使う こと を 紹介 し まし た . 
現在 , ワー プロ で も ビデ オ 画 像 が 簡単 に 取り 込め る よ 
うに な っ て き て いま す . ビデ オ 画 像 を 文章 に 張り 付け 
る な どの 利用 方 法 な ら ば , ビデ オォ 取り込み 機能 の 付い 
だ た ワー プロ の ほう が コス ト 的 に も 優位 で す . 

し か し , それ か ら 一 歩 先 を 行く 。 すなわち 取り 込ん 
だ 画像 を いろ いろ 処理 し て いく ため に は ,。 や は り 今 回 
紹介 し た よう な ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド が 必要 で し 
ょ う 、。 そして, それ を 使う 人 間 の 小 沈 + ィ アデ が も る っ ぷ 
も 大 切 で す . 
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林間 


画 條 デー タダ を Mathematica を 用 いて 処理 する ノウ ハウ 


フィ ルム スキ ヤナ を 活用 し た 計測 法 





二 は じ め に 

先 に ,。 ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド を 使っ て , 手軽 に 
画像 を コン ピュ ー タ に 取り 込む 方 法 を 紹介 し まし た . 
その 他 に 画像 を ディ ジタル 化し て コン ピュ ー タ に 取り 
込む 方 法 と し て は , ディ ジタル カメ ラ や スキ ャ ナ を 利 
用 する 方 法 が あり ます . 写真 に し た 画像 を コン ピュ ー 
タ に 取り 込む 範囲 まで 拡大 する と, PhotoCD と フィ ル 
ム ス キ ャ ナ を 活用 する こと が で きま す . 

この 章 で は フィ ルム スキ ャ ナ を 活用 する 紹介 を し ま 
す . フィ ルム スキ ャ ナ は 筆者 が た また ま 利 用 で きる 立 
場 に あっ た こと と , 仕事 で 液晶 の 画像 を 解析 する 必要 
が あり , その 経験 を 紹介 で きれ ば と 考え た た か ら で す . 
そし て , 解析 し た い 画 像 を フィ ルム の 形 で 入手 さえ す 
れ ば 手軽 に 低 解像度 か ら 高 解像度 まで の ディ ジタル 画 
像 が 手 に で きま す . 

今回 用 いた スキ ャ ナ は , デー タリ ンク 社 の Scan- 
Marker 35T(TWAIN 対応 機器 ) で す . PC/AT 互換 
機 の メ エ バス (8 ビッ ト ) 用 の 本 機 再 用 の SCSI イン タ 
casaeiesv 2 を SR:04 仁 同 し て いま す 。 こ の 入 キ ヤセ サ は 
MS- Windows の PhotoShop の 中 か ら コ ント ロー ル 
を し て 画像 を 取り 込む こと が 可能 で す . ほか に ニコ ン 
か ら ク ー ル スキ ャ ン と いう フィ ルム スキ ャ ナ が 発売 さ 
4 て ます 。 こ れ は アデ アダプテック 社 の 154XX:SCSI ボ 
エボ ポ を イン ター フェ ー ス と し て 利用 で き , 拡張 スロ ッ 
ト が 不足 の 人 に は 都合 が 良い 製品 で す . 


< 写真 1> 


35T 


Z0 





ScanMarker 35T を 写真 1 に 示し ます . フィ ルム は 
1 枚 ず つ ス ライ ド に マウ ント され た だ も の と ,6 枚 つづ り 
の マウ ント され て いな いも の の いずれ に も 対応 で きま 
す . また だ た, ネガ フィ ルム と ポジ フィ ルム の どちら で も 
取り 込み が 可能 で す . も っ と も , ネガ ・ ポ ジ の 反転 は 
画像 処理 ソフ ト の ほう で 対応 で きま す が . 





ーー ン レ も を ゴ 





バー ドジ ェ デ の イシ ンス トー ルル は ボー ドコ シン ビュ 
ー タ に 差し 込み . スキ ャ ナ 本 体 と ケー ブル で つなぐ だ 
け で す . ヌメ エイ バス が な か っ た の で AT バス に 差し 込み 
まし だ た だ. IRQ は 標準 で は 使用 し ませ ん . し か し , 専用 
SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス ボー ド の 標準 の 設定 で は ドラ 
イ バ の 使用 する アド レス が MS-Windows 3.1」 の 使 
用 する 領域 と 重なっ て いま す . マニ ュ ア ル の 指定 通り 
に ボー ド 上 の ジャ ン パ を 変更 を し て か ら 差 し 込み ます . 

つぎ に , ソフ トウ ェ ア を イン スト ー ル し ます . ドラ 
イ ^ バ パ 関 係 の イン スト ー ル の 前 に PhotoShop を 入れ な 
けれ ば な り ま せん . 標準 の 方 法 で イン スト ー ル し ます 
(ブログ ラム マネ ー ジ ャ の メニ ュー か ら PSSETUP. 
EXE を 実行 する ). この 製品 に は PhotoShop が 標準 で 
和 杜 Mks 拉 まま 北 / た : 

続い て , Scan Module の イン スト ー ル で す . ファ イ 


<〈 図 1 > PhotoShop 上 で の 設定 


1 F:\.…*CDROM2.BMP 
2 F:\LCMORI3.BMP 
3 F:\.…\MAIH-LC1.BMP 


4 F:\..*MAN-ALLBMP 
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《 図 2 > 
ドラ イ バ の 設定 


ルル マネー ジャ か ら SMSETUP.EXE を 実行 し ます .Scan 
Module に は ディ スプ レイ と プリ ンタ の 調整 を する た 
め の キ ャ リブ レー タ が あり ます . 必要 に 応じ て 実行 し 
を くだ さい ゅ 。 

PhotoShop 上 で スキ ャ ナ 用 の ドラ イ バ の 設定 を し 
ます . PhotoShop を 立ち 上 げた な ら 図 1 の よう に , File 
メニ ュー の 中 か ら 「 入 力 用 プラ グ 」「WAIN 対応 機器 
か ら 入 力 」 を 選択 し て , 國 2 の よう に スキ ャ ナド ライ 
バ の イン スト ー ル を し ます . さら に ジャ ン パ の 設定 を 
グ ノ ォ キル ト か ら 。 





特集 WindOws 時 代 の デー 夕 計測 と 解析 入門 


| 
っ 


ハー ドウ ェ ア で の 設定 に 合わ せま す . 





画像 取り 込み の 実際 


で は 実際 に 使っ て み ま し ょ う . 

ここ で は , 液 曲 の 顕微 鏡 写 真 を 用 いま し た . フィ ル 
ム を スキ ャ ナ に セッ ト し て , 設置 の 所 で 述べ た 図 1 を 
実行 する と 。 すでに ドラ イ バ が イン スト ー ル され て ま 
すか ら , 図 3 の よう な 取り 込み 画面 に な り ま す . 

ここ で , 『IMicrotek Scanner Settings』 の 取り 込み 
条件 を 設定 し て , 『Scan』 ボ タン を 押す と スキ ャ ナ が 動 
まだ し ます . 


< 図 4 > 画像 取り 込み 中 


PP ロ 
UtUS IUU 


Ws 


SEP. 1995 


ME) 編集 (E) モ ド (M) イデ (!) 79L2(L) 選択 範囲 G) 2 ィ 小 2W) LZ(B) 





X 図 3 > 取り 込み 条件 設定 
に に 


図 4 の よう な 画像 が 表示 され ます . ここ で ,『Mi- 
crotek Scanner Settings』」 の 『OK』」 ボ タン を 押す と 
画像 取り 込み 終了 で す . 後 は ファ イル 名 を 指定 し て セ 
ー ブ す れ ば 終わ り で す . 

雰囲気 は お わか り い た だ けた で し ょ うか ? 取り 込 
ん だ 画像 か ら 大 きき さや 長き を 求め る 場合 は , 取り 込ん 
だ 解像度 と 倍率 (scaling) を きち ん と メモ し て お きま 
し ょ う . より 精密 な 画像 が 欲し い 場 合 は 解像度 を 上 げ 


る こと で 実現 で きま す . 

だ だ, 解像度 を 上 げす ぎる と ファ イル サイ ズ が と ん 
で も な く 大 きく な り ま す . 後 の 加工 の こと も 考え て 適 
切な 解像度 で 取り 込み まし ょ う . 





取り 込ん だ 画像 の 処理 


取り 込ん だ 画像 を 解析 する 例 を 紹介 し まし ょ う . 

図 4 に 示す 液晶 の 顕微 鏡 写真 で み ら れ た 模 様 の 締 
の 間隔 を 測定 し ます . 測定 し た い 画 面 の 一 部 を 拡大 し 
て MS-Windows に 標準 で 付い て くる ペイ ント ツー ル 
に 読み 込み ます . ここ で , ペイ ント ツー ル の マウ ス 設 


ーー 
人 (FE) 編集 (E) モト (M) デ (]) 24LZ(L) 選択 範囲 (⑤) 2 ィ ト 2W) ペル プア (H) 





RS RSS 6 
AS 3 


ec 
全 
島 
固 
ロ 
| 
1 


芝 
岬 
2 
四 
ロロ 
ロ 
Il 
上 





《 図 6 > 距離 の 求め 方 





定 を メニ ュー「 表 示 (V) マウ スポ イン タ の 座標 を 表示 
(C)」 か ら 座 標 を 表示 する に セッ ト し ます . 締 の 間隔 を 
マウ ス の 座標 か ら 読 み 取 れ ば よい の で す が , 実際 や っ 
て 見 る と 貫 と の 間隔 の 垂 線 が 定め られ ず , な か な か 
正確 に 読み 取れ ませ ん . 

そこ で , 図 5 の よう に 一 つの 纏 上 の 2 点 AaB と も 
う 一 つの 縮 の 上 の C 点 の 3 点 の 座標 を 読み 取り , 図 6 
の よう に 点 C を 通り 直線 AB に 垂直 な 直線 と 直線 
AB と の 交点 D を も と め ま す . CD の 長き が 求め る 
の 間隔 の 2 本 分 に 相当 し ます . この 締 の 上 の 3 点 の 座 
標 は マウ ス を 動か し て ピク セル 単位 で 正確 に 求め る こ 
GE きま ます 、 

点 A, B,C の 座標 を 入力 し た ら 先 の 距離 が 求まる 式 
を 得る に は , 高等 学校 で 習っ た こと を 思い 出し て いた 
だ けれ ば いい の で す . し か し , 具体 的 な 式 を 求め る こ 
と は な か な か 面倒 で す . 2 元 連立 方 程 式 を 何 回 か 解 か 
な けれ ば な り ま せん . 

そこ で , Mathematica を 使い まし た . その 様子 を 図 
2R し ます 、 


《 図 8 > Mathematica か ら 出 力 さ れ た 式 


List(List(Rule(x,- ((y1 - y2)*(x2*y1 - x1*y2) / 
・ (・(x1**2) + 2*x1*x2 - x2**2 - y1**2 + 2*y1*y2 - y2**2)) - 
(・x1 + x2)*(-(x1*x3) + x2*x3 - yl1*y3 + y2*y3) / 
(・(x1**2) + 2*x1*x2 - x2**2 - yl1**2 + 2*y1*y2 - y2**2) ) , 
Rule(y,・((-x1 + x2)*(x2*y1 - x1*y2) / 
(・(x1**2) + 2*x1*x2 - x2**2 - y1**2 + 2*y1*y2 - y2**2) ) - 
(-y1 + y2)*(-(x1*x3) + x2*x3 - yl1*y3 + y2*y3) / 
(・(x1**2) + 2*x1*x2 - x2**2 - y1**2 + 2*y1*y2 - y2**2) ) ) ) 


C 形式 の 場合 


List(List(Rule(x,-((y1 - y2)*(x2*y1 ・x1*y2) / 
(・Power (x1,2) + 2*x1*x2 - Power(x2,2) - Power(y1,2) + 2*y1*y2 - 
Power (y2, 2) ) ) - (-x1 + x2)*(-(x1*x3) + x2*x3 ・ y1*y3 + y2*y3) / 
(・Power (x1,2) + 2*x1*x2 - Power(x2,2) - Power(y1,2) + 2*y1*y2 - 
Power (Y2, 2) ) ) , Ru1e (y,- ((-x1 + x2) *(x2*y1 ・ x1*y2)/ 
(・Power (x1,2) + 2*x1*x2 - Power(x2,2) - Power(y1,2) + 2*y1*y2 - 
Power (y2,2) ) ) - (-y1 + y2)*(- (x1*x3) + x2*x3 - y1*y3 + y2*y3) / 
(-Power (x1,2) + 2*x1*x2 - Power(x2,2) - Power(y1,2) + 2*y1*y2 - 
Power (y2, 2) ) ) ) ) 


/ 有 


So1ve [{y1==a x1+b,y2==a x2 +b} {ab}] 
の 27 た 


y2 


ヌメ] = x2 


1 
ta -> ーーーーーー- 


X】 - x2 








| hemafica - 「Anay- 人 1 上 ト に 
|=l Fle Ed 本 EE Acfion Sfye Wetdoy Help | 
の ツェ 還 
So1ve [ {y==a x+b > アミ =ー メ ミノ a+ で ] [メレ] ] 
2 のか 
{{z -> -(((y1 - y2) (x2 y1 - x1 y2)) ノ 


2 2 2 
1 (2. 流 2 2 ーッ 1 ャ 


2 
2 y2 - y2 )) ~ 
((-x1 + x2) (-(x1 x3) + x2 x3 - 


y1 y3 + ッ 2 ツ 3)) ノン 
2 2 
(まえ リグ の 上 まがい 支 肥 の ょ = 


2 
2y1y2- ツ 2 )。 
ダマ アイ ( (= は す 7g2) 、(X2 1 ゃ X1 V217 ノ 


2 2 2 
(-x1 + 2 xi x2-- x2 - y1 + 


2 yy2:ー- y2 )) 中 
((-y1 + y2) (-(x1 x3) + x2 x3 - 
y1 y3 + y2 ツ 3) ) ノ 
2 2 2 
(っ 1 す -2 =1:z2 ー:2 = yy 「+ 


2 
2yly2-y ツ 2 ))}} 
(ag) 2 
FortranForm [を ]>> c:NNtemp4 .For 





(b) 


こ で , A 点 の 座標 を (x 1,y1), B 点 を (x 2,y 2),C 
上 衣 を (x 3.y3) と し まし た だ た. Mathematica で 得 ら れ だ た 
式 を Fortran まだ は C の 形 で セー プ し て プロ グラ ム 
作成 に 利用 し ます . Mathematica 上 で , 
FortranForm[%]>> c:\\temp.for 
表 恋 代 5 
CForm[L%] >> c:\\temp.c 
を あら 。 8 に 示す ファ イル が 得 ら れ ま す . 
筆者 の 場合 は , Fortran で プロ グラ ム を 作り まし た . 
プロ グラ ム を 図 9 に 示し ます . 
List と Rule を 削る だ け で プロ グラ ム の 完成 で す 。 
これ で , 図 5 の 顕微 鏡 写真 より 必要 な デー タ が 得 ら 
れ ま す . し か し , ここ で , 得 ら れる 値 は 相対 的 な も の 
で , 絶対 値 は 大 きき の わか っ た も の を 同じ 条件 で 顕微 
鏡 撮 影 を し , 同様 の 方 法 で 計測 し た も の か ら の 比 に よ 
り 決め な けれ ば な り ま せん . 
図 10 に 異な る 解像度 で 1mmo の スケ ー ル (も の き 
し ) を 撮影 し た 写真 を 示し ます . この 各 画 像 を 先 の 方 法 
で 相対 距離 を 求め た と ころ , 解像度 と スケ ー ル 間 の ピ 


《 図 9> Fortran に よる プロ グラ ム 


REAL*8 X1.X2,X3,X4,Y1,.Y2,Y3,Y4 ,XYLENG 
READ(*,*) X1.Y1,X2.Y2,.X3,Y3 
X4=- ((Y1 - Y2)*(X2*Y1 - X1*Y2) / 
(- (X1**2) + 2*X1*X2 - X2**2 - Y1e*2 + 2*Y1*Y2 - Y2**2) ) 
(-X1 + X2)*(-(X1*X3) + X2*X3 - Y1*Y3 + Y2*Y3) / 
(- (X1**2) + 2*X1*X2 - X2**2 - Y1**2 + 2*Y1*Y2 - Y2**2) 


Y4=・ ((-X1 + X2)*(X2*Y1 - X1*Y2)/ 
・ (・(X1**2) + 2*X1*X2 - X2**2 - Y1**2 + 2*Y1*Y2 - Y2*x*2) ) 


(-Y1 + Y2)*(- (X1*X3) + X2*X3 - Y1*Y3 + Y2*Y3) / 
(・(X1**2) + 2*X1*X2 - X2**2 - Y1**2 + 2*Y1*Y2 - Y2**2) 


XYLENG=SORT( (X4-X3)*(X4-X3) + (Y4-Y3)*(Y4-Y3) ) 


WRITE(*,*) XYLENG 
STOP 
END 
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mMakengies-INewb- 人 1 
iie Ed Cel Gaph Aclion Slye wndew He 園 
が の = に 
fs= り penFRead "Ci:NNUNIXNN25 . EAT" ] 
7 プー 
InputStrsan[C:NUNX ヽ 26 .DAT。 3] 
メア ジェ 
W-Reoc [F Hamker ] 
< を が た 
103 


-DensityGraph 1CS- 
ftsFourier[N[image] ] : 
Pw=Abs [ft て]^2: 
クウ < 
Rot[x_] : =RotateLeft[xz。w/ ノ 2] : 
4 アア が 。 
hsBeac [ENamher] 


サダ 
Pw1=Map[Rot。pw] : 


あす アッ ゾ デニ 
Pw2=RotateLeft[pw1,h/2] : 
の み 


の ナー 
の ListDensityPlot [pw2。Mesh->False] 


1mage=KeadList[【,Jebls[Nurber。w1]]: 
プル アダ ェ 
C1ose [ f ] 


9 
Ci UNI25 .DAT 


< 
Li っ +Denei cyP1ot [imago。Mecb->Faico] 。 


5 


だ と 
-Dens1tyGraph 1Cs - 
4 アツ 


Put[pw2. "Ci:NNCONNft .dat" ] > 


(b) 


H 
RSS の い 。 計 名 
yi 0 
2 志 な わっ > 
揚 は 3 
RWht が wet ド ト 人 sk 
ーー ツー ペー ーー コツ ーー ペー ニー バー に ズー マー ツー や ReowoomreoowmoOH 
* いる メ 区 投入 C 肖 E は / 31 人 3 記 222 Su 党 いい 全 6 





(a) 


クセ ル 値 は 見 事 に 比例 関係 を も っ て いま し た . 

当たり 前 の こと で す が , 責任 を 持っ た 計測 を する に 
は この よう な こと も きち ん と 確か め て お か な けれ ば な 
り ま せん . も ちろ ん , 各 画 像 取り 込み の 際 に 解像度 を 
記録 し て お く 必 要 が あり ます . 

フィ ルム スキ ャ ナ で 画像 を 取り 込む 場合 , 写真 が き 
れい に 撮れ て いれ ば , 任意 の 部 分 を 高 解像度 で 取り 込 
め ま す . そこ で , 先 の 顕微 鏡 写 真 の 縛 模様 (周期 構造 ) 
が は っ きり 見 えて いる 部 分 を 取り 込ん で , 数 値 に 変換 
し , Mathematica で 2 次元 フー リエ 変換 し た 例 を 図 11 
に 示し ます 。 

模 様 が みごと に パパ ワー スペ クト ル に 変換 され て い 
ます 。 この 場合 。 パ ワース ペク トル は ,。 ビデ オキ ャ プ 


チャ ・ ボ ー ド の 項 で 述べ た 液晶 の 光 散 乱 に 相当 し ます . 


ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド の 項 で は 実験 結果 を 示し た 
の で す が , この 場合 は 計算 に より 算出 し た も の で す . 

この 周期 構造 ( 締 の 間隔 ) が 分 子 程度 の 大 きき さ に な っ 
た 場合 は , パタ ワース ペク トル は XX% 線 回 折 の 像 に 対応 し 
まず 。 
但 最後 に 

ディ ジタル カメ ラ は , そもそも 始め か ら デ ィ ジ タル 
化 き れ て いま すか ら , コン ピュ ー タ に 取り 込む こと も 
比較 的 簡単 で し ょ う . し か し , 普及 し て いな いこ と も 
あり , 値段 が 高い で す . 普及 と と も に 入手 し や すい 価 
格 に な る 兆し は 見 えて き て いま す の で , 今後 が 楽し み 
の: 

ビデ オキ ャ プチ ャ ・ ボ ー ド は 画像 取り 込み に 要する 
作業 時 間 が 短く , 価格 も お 手頃 で す . し か し , 取り 込 
ん だ 画像 の 質 は ほか の 方 法 と 比べ る と や や 劣り ます . 
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<《 図 11> き 
Mathematica に よる 画像 解析 の 例 ( フ ー リ エ 変 換 ) 


図 10> 各 解 像 度 に よる スケ ー ル 





これ も , 今後 の 技術 開発 に より 大 きく 改善 きれ る の で 
炎 いで し ょ うか 。 

PhotoCD は , CD-ROM ドラ イブ が あれ ば , 現在 の 
CD-ROM ドラ イブ は は ほとんど PhotoCD に 対応 し て 
いま すか ら , それ 以上 の 投資 が 必要 あり ませ ん . 現在 , 
CD-ROM ドラ イブ が 付い て いる 環境 は 普通 に な りつ 
つ あ り ま す . 

コス ト 的 に は 大 変 優れ て いま す . また , 画像 の 質 も 
抜群 に 優れ て いま す . し か も , 画像 の 保存 と いう 立場 
か ら 考 える と CD-ROM に 保存 で きる わけ で すか ら 大 
変 優れ て いま す . し か し , PhotoCD を 作る に は 外注 し 
な けれ ば な り ま せん し , で き あ が り ま で に 時 間 が か か 
り ます.。 

フィ ルム スキ ャ ナ は , スキ ャ ナ を 手 に いれ る 費用 が 
か か り ま す . し か し , 実 売価 格 は 20 万 円 を 切っ て いま 
す . そし て , 画像 の 解像度 は 自由 に 調整 が 可能 で す . 
自分 で 現像 が 可能 な 白黒 写真 な ら ば 写真 撮影 か ら デ ィ 
ジタル 画像 を 得る まで に 1-2 時間 ぐ らい で で きま す . 
外 に 出す こと が 難し い 企 業 秘密 が か か わる よう な 画像 
や 急ぐ 必要 が ある 画像 の 処理 に は 適し て いる と 思い ま 
す . 

ディ ジタル カメ ラ に つい て は 今回 は 試用 で きま せん 
で し た が , 今後 機会 が あれ ば ぜひ 試し て みた いと 思っ 
て いま す . PhotoCD は ハー ド 的 な こと が ほとん ど あ り 
ませ ん . CD-ROM に な っ た 画像 を いか に 活用 する か 
に し ぼら れ ま す . し た が っ て , 画像 を 解析 する 方 法 な 
ど に つい て の 入門 的 な 話 は ,。 ほか の 章 や その 他 の 参考 
書 を 参考 に し て くだ さい . 


$ 参考 文献 
1) 曰 田 ・ 井 上 ・ 伊 藤 : パソ コン に よる 数 式 処理 ソフ ト 活 用 法 。 
1994 年 , CQ 出版 (株). 
(②) 早川 美徳 : Mathematica に よる 数 値 計 算 の 実際 と 計測 ・ 制 御 
へ の 応用 . イン ター フェ ー ス , 1995 年 5 月 号 , CQ 出版 (株 ) . 
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HP VEE に よる 計測 シス テム 開発 の 効率 化 





コン ピュ ー タ を 用 いた 自動 計測 の 分 野 に お いて , こ 
れ ま で は テキ スト 形式 の プロ グラ ミン グ 言 語 に よる シ 
ステ ム の 開発 が 主流 で し た . し か し , プロ グラ ミン グ 
言語 を 使用 し た 場合 。 プ ログ ラム の コー ディ ング , デ 
パッ グ に か な り の 工数 が 必要 と され て いま し た . ここ 
で 紹介 する HP VEE(Visual Engineering Environ- 
ment) は, グラ フィ カル プロ グラ ミン グ 言 語 を 採用 し 
て お り , 計 測 シス テム 開発 期間 を 大 幅 に 短縮 し ます . 

ま だ, Windows 版 で は DDE(Dynamic Data 


〈 図 1> フィ ル タ の 特性 を 調べ る シス テム の 例 
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Exchange) を サポ ー ト し て いる の で ,。 計測 し た デー タ 
を その まま Windows の アプ リケーション に 渡し 。 ア 
プリ ケー ショ ン 側 で デー タ の 解析 ,。 グラ フ 化 する な ど 
も 可能 で す . 
欠 グラ フィ カル プロ グラ ミン グ 言 語 

グラ フィ カル プロ グラ ミン グ 言 語 の コン セプト は 。 
ノン プロ グラ ミン グ の 環境 で 自動 計測 シス テム 開発 を 
可能 に する と いう も の で す . 

テキ スト 形式 の プロ グラ ミン グ 言 語 を 使用 し て 開発 
を 行う 場合 、 ま ず , シス テム の 構成 。 目的 に 合わ せ た 
ンス テム の ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム を 書き , それ に 基 び 
き プ ログ ラム を コー ディ ング し て いき ます . HP VEE 
で は , その ブロック ダイ ヤグ ラム を 書く 要領 で ,。 HP 
VEE に あら か じ め 用 意 き され て いる オブ ジェ クト と 呼 
ば れる アイ コン を HP VEE の 作業 エリ ア に 配置 し 。 
線 で 結ぶ だ け で プロ グラ ム は 完成 し ます . 

オプ ジェ クト に は , フロ ー 制 御 , 計測 器 制御 , 計算 / 
解析 , 表示 な どの 機能 を も っ た も の が あり ます ( 表 1 参 
伺 プロ グラ ム 開 発 例 

HP VEE を 使っ た 簡単 な プロ グラ ム 開 発 の 事例 を 
紹介 し ます . 

ここ で は , ファ ンク ショ ンジ ェ ネ レー タ の 周波 数 を 
スイ ー プ させ , ディ ジタル ボル トメ ー タ で フィ ル タ の 
周波 数 特性 を 調べ る と いう プロ グラ ム を 作り ます . 図 
1 の よう に 五 つ の オブ ジェ クト を 選択 , 配置 し , 結線 


< 表 1 > 解析 用 オプ ジェ クト 


Formula XOr 


fracPart(x) Power: cot (x) 
Elementary Math: not Complex Parts: sa(x) asin (x) 
テ Bitwise: 1(x) sqrt (x) acOS(X) 
bit (x, n) re(x) cubert (x) atan(x) 
素 bits (str) im (x) recip (x) acot(x) 
SetBit (x, n) mag (xx) log(x) atan2(y, x) 
人 へ 8 clearBit (x, n) phase(x) log 10(x) Hper Trig: 
mo 1 1 
計 bitAnd(x。 y) Con] (X) exp(x) an) 
bitOr (x, y) String: exD 10 (x) 
6 < cosh (x) 
Relational: bitCmp (x) Sstr) と 
っ 本 SW StTUD【Str Polynominal: tanh(x) 
Ge: bitShift(x, y) strDown (str) 
る 2 1:poly(x,[a0 a11) coth(x) 
1 Real Parts: strRev (str) 
2 2:poly(x,[a0 al a2]) asinh(x) 
abs(x) str 十 rim (str ) 
> 3:poly(x,[a0 al a2 a3]) acosh (x) 
Signof (x) strLen (str) Rave La 誠 N]) seOfhD 
GE ordinal (x) strFrom Ma 1 
和 き round (x) Thru (str, from, thru) Trig: Time を Date: 
Logical: floor(x) strFromLen (str, from, len) Sin (x) noWw( ) 
and ceil] (x) strPosChar (str, char) COS (XX) wday (data ) 
Or intPart (x) strPosStr (str1, str2) tan(x) mday (date) 
に に そう 1 Me 
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する だ け で プロ グラ ム は 完成 し ます . 

これ は , フロ ー 制 御 オ プ ジ ェ クト で スイ ー プ 周波 数 
を 設定 , 計測 器 パ ネル で 各 計 測 器 を 制御 , 表示 の オブ 
ジェ クト に 渦 定 結果 を 表示 させ ます . この よう に 計測 
番 の 制御 は , 400 を 超え る 計測 器 ^ パ パネ ル を 標準 で 用 意 
され て いま す が , 計測 器 パ ネル の な い 計 測 器 で も 
"Direct I/O 〇 "オブジェ クト を 使用 すれ ば , HP-IB, RS 
-232C, VXI な どの どん な 計測 器 も 制御 が 可能 で す . 

また , “詳細 表示 ", “パネ ル 表 示 "” と 二 つ の 表示 を 設 
定 で きま す . “パネ ル 表 示 " に は , オペ レー タ に 対し て 
必要 最小 限 の オブ ジェ クト の み を 表示 させ る こと が で 
きま す . これ で , 簡単 に ユー ザー イン ター フェ ー ス も 
作成 で き , オペ レー タ が 不用 意 に プロ グラ ム を 変更 し 
まう る も も あり まま あ 、 


《 図 2 > 
エク セル に デー タ を 送っ て いる 様子 


問い 合わ せ 先 : 
日 本 ヒュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ド 幌 


容 0120-421-345 
FAX 0120-421-678 
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この よう な プロ グラ ム も , 一 般 的 な プロ グラ ズバ 井 語 
を 使用 し て 開発 する の と 比較 する と , 簡単 に 完成 し ま 
3 ボ 。 

筐 ほか の アプ リケーション と の デー タ の 通信 

HP VEE for Windows の 場合 , ほか の Windows 
アブ リケーション ソフ トウ ェ ア に 。 直接 計測 アー タ を 
送る こと が で きま すず す 。 

図 2 は, データ を MS-Excel に 送っ て いる 例 で す 。 
この ② の よう に ,。 は か の プチ デ プ リ ケー ショ シン ん に デア や ス し 6 
それ ら の 特殊 機能 . すなわち デー タベース , レポ ー ト 
ジェ ネ レ ー ダ お よび ワー ドブ プロ モッ サザ を 靖 放 まる あさ 
が で きま す 。 こ の よう に ほか の アデ リ ケ ー ジ eo 
の アク モス 機能 は , DDE(Dynamic Data Exchange) 
と し て 知ら れ で いま す . 


四 HPVE DCELVE EE 
Fie Edit Flow Device I/O Data Mafh AdvMah Diplay Hep 
4 る FN EX 





0.837585449 0.484924316 0.743713379 0.457946777 0.744415283 
0.726470947 0.205352783 0.468444824 0.949127197 0-108276367 





month (date) matMultiply (x, y) meanSmooth(x, numPts) y1 (x) 

year (date) matDivide(x, y) movingAvg(x, numPts) wie yn(x, n) 

dmyToDate(d, m, Y) CBpUDDertX。 a) he Ai(x) 

hmsToSec(h, m, s) integral(x) clipLower (x, a) median (x) Bi(x) 

hmsToHour (h, m, S) deriv(x. 1) minlIndex (x) mode (x) 
deriv(x, 2) maxlndex《X) mean(x) i0 (x) 

init(x, value) deriv(x, order) min 人 (x) Sdev (x) i1 (x) 

rotate(x。 numElem) defintegral(x, a, b) niaXX (x) vari(x) k0(x) 


concat(x, Y) derivAt(x, 1, pt) 


Probability: rms(x) k1 (x) 


random(low, high) 


sum(x) 369 Signal Prooeseing: 
derivAt(x, order, pt) randomize(x 5 

prod(x) D Se linMagDist (x, from, fft () 
Sort (x) 2 thru, linStep) ifft(x) 

hnew PU ogMagDit Gr from。 convolGeD 
de logarithmic otRna (xr) thru, logStep) XCOETGI 人 も ea 
inVerse(x) exponential beta (x, y) bartfet(x) 
transpose (x) ieo APP factorial(n) 10(x) hamming (x) 
identify (x) PA binomial(a, b) 1 (X) hanning(X) 
minor(x, row, co1) Data Filtering: erfc (x) jn (x, n) blackman(x) 
cofactor(x, row, Col) polySmooth (x) erf (x) YO (XX) rect (x) 
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現代 は , あら ゆる 面 に お いて 経費 削減 ・ 工 数 短縮 が 
絶対 命題 に な っ て き て いま す . し か も , 性 能 お よび ノ パ 
フォ ー マ ン ス は 従来 以上 の 能力 を 求め られ て いま す . 
ここ で は , その よう な 場合 に 最適 な , 計測 ・ 解 析 ・ 制 
御 ・ 表 示 用 の 「 グ ラフ ィ ッ クア プリ ケー ショ ン ・ シ ス 
テム 開発 ツー ル ソ フ トウ ェ ア 」 Visual Designer を 紹 
2 トレ し ます:。 

この ソフ トウ ェ ア は 従来 の プロ グラ ミン グ が 不要 で 。 
3 ステ ッ プ の 人 簡単 操作 で シス テム が 完成 し て し まい ま 
す . 

1) 必要 な 機能 プ ブロック を 選択 し て 各 パ ラメ ー タ を 設 

定 す る 
(2) デー タフ ロー を 矢印 付き の 線 で 指定 する 
(3) 超 動 ボタ ン を 押し シス テム を 始動 きせ る 

この よう に 簡単 な の で , 非常 に 迅速 に シス テム を 開 
発 で きる の で す .。 また だ , 機能 プ ブロック が 豊富 ( 表 1) な 
の で , サポ ー ト する ボー ド な どの ハー ドウ ェ ア が ポー 
タブ ル か ら 弟 高速 . 小 シ ステ ム か ら 多 チャ ネル まで 充 
実 し て お り , 高 機能 な シス テム を 開発 で きる よう に な 
28 いい ます 、 

さら に , 低 価 格 (189,.000 円 ) で 提供 きれ て いま す . 


科 応用 例 
さて , この Visual Designer を 用 いた 応用 例 と し 


て , 減衰 信号 波形 の 「 減 衰 率 測定 装置 」 を 紹介 し ます . 
0 Hz 以上 の , 海 の 波 , 地震 波 , 音声 波形 , 機械 振動 , 
レー ダー 渡 , 弟 音 波 , 画像 信号 な ど 応用 も 多種 に 渡っ 
て 考え られ , 信号 波形 収集 部 分 を 変え れ ば どの 応用 に 
お いて も 方 法 は 同一 と いえ ます . 信号 波形 に 含ま れる 
最大 周波 数 に 応じ て , その 電気 信号 の 計測 用 装置 また 
は PC の 計測 用 ボー ド を 選定 し ます . 

これ か ら 説 明 す る 応用 例 は , ある 容器 の 中 で 回 転 す 
る 特殊 な 球 の 発生 する 音 の 減衰 率 測定 装置 で す . 

ここ で は , 最大 A-D 変 換 ス ピー ド が 45kHz か ら 
100 MHz まで 用 意 きれ て いる イン テリ ジェ ント イン 
スト ル メ ン テ ー シ ョ ン 社 の 各種 ボー ド の 中 か ら , 16ch 
アナ ログ 人 入力, 2ch アナ ログ 出力 その 他 を 搭載 し た 低 
価格 (99.000 円 ) の PCI-20428W-1 カー ド を 使用 し ま 
し た (写真 1, 表 2 参照 ). 

マイ ク か ら の 音声 帯域 信号 な の で , サン プリ ング 周 
波数 :44.1 kHz で 5 秒間 の デー タ 収 集 を 行い ます . そ 
の 2 シー タン 革 を 次 に 示し ます 。 
1) 信号 波形 の 捕捉 


比較 

スレ ッ シ ョ ルド アラ ー ム 
ウィ ンド ウ ア ラー ム 
比較 

ぁ デー タ 変 換 

積算 

連結 

カッ ト 

デシ メー ショ ン 
ディ レイ 

単位 変更 

マル チ プ ブレ クス 

ッ マ ッ ク グ 

0 ウパ 

形式 変換 

放 DDE 機能 

9 ジグ プライ アナ ント 
DDE サー バー 
表示 

の 

マル チチ ャ ネル ・ プ ロッ ト 
プロ ッ ト 

表示 器 

ナナ ロ グ メ ー タ 

2 マネ ル 
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< 表 1 > Visual Designer の 広範 囲 な 機能 ブロ ッ ク 


た ャ ーー ャ 

光 / ル ブロ ッ ト 

h DSP 機能 

ッ パ ワー スペ クト ラム 

ツー イジ グル ライ ルル グ 

FF 丁 

p フ ァイル 入出 力 

ファ イル 名 コン トロ ー ル 
バイ ナリ ファ イル の 書き 込み 
ASCII ファ イル の 書き 込み 
バイ ナリ ファ イル の 読み 出し 
ASCII ファ イル の 読み 出し 
・ GPIB 通信 

IEEE-488 

入出 力 

2 かほ が 大 旋 

プ ナ ロ グ 出 少 

ディ ジル ルル 太 力 

ディ ジタル 入力 ポー ト 

ディ ジタル 入力 ZPB6064 
ディ ジタル 出力 

ディ ジタル 出力 ポー ト 
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< 表 2 > PCI-20428W-1 の 仕様 
ベラ メー タ 


ぁ ゅ チャ ネル 数 , 分 解 | シン グル エン ド / 美 動 | 16/8, 12 ビッ ト (4096 
能 入力 の 一 の ) 

ぁ A-D 電圧 レン ジ 0 一 5V,0-10V, 士 / 一 
5 V, 十 / 一 10 V 

十 / 一 35 V, 十 / 一 20 V 




















過電圧 保護 



















60 Hz, 100 0 不平 衡 
ゲイ ン 100 


コモ ン モ ー ド ・ リ 
9 グ 人 き 

ぁ 直線 性 エラ ー 
スル ー プ ブ プット ( マ 
ル チ チ ャ ネル で ) 
アナ ログ 出力 (-|, -2 
の み ) 

ぁ ゅ チャ ネル 数 、 分 解 
能 

電圧 レン ジ 








ー92dB(0.05 LSB/ 
V) 

十 / 一 0.024%FS 

100 kHz 













DMA, トリ が ガー 付 
DMA 使用 時 














2,12 ビッ ト (4096 の 一 
つ ) 

0-10 V, 士 / 一 5 V, 
十 /ー10 V 

ぁ ス ルー プッ ト DMA 使用 時 100 kHz 


el 
スピ ー ド 


電源 条件 



















②) 捕捉 し た 信号 波形 を グラ フ 表 示す る 
③) 5 秒間 を 50 等 分 し 。 B0 か ら B49 の ブロ ッ ク に 分 
害する . 
(4) B0, B10, B20, …B40 の 5 ブロ ッ ク の 最大 波高 
値 Vpp を 抽出 する . 
プ ブロッ ク zz の 最大 波高 値 Vpp。= ニ MAX,ーIMIN。, 
(5) 単純 な 信号 減衰 率 DR (Damped Ratio) を 計算 す 
る . 
DR= [Vpp。 一 Vpp。」/10 
(6) 平均 信号 減衰 率 ADR を 計算 する . 
DR ュー Vpp。 ュ / Vpp。 


3 
ADR っ. DR 」/ 4 


7 王 


EE 設 ALTS le た に iv の Pe の: 店 
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< 写真 1 > PCI-20428W シリ ー ズ の 概観 


< 図 1 > 最大 波高 値 VpDp の 算出 まで の ブロ ッ ク 図 










*| File Ed Diaqram Blocks Tools window Help 





La scope Pe ness 
2 の 02 | 





計算 し た 単純 な 信号 減衰 率 と , 平均 信号 減衰 率 を 信 
写 波形 の 上 に 表示 する . 
図 1 は , 最大 濾 高値 Vpp, の 算出 結果 を 表示 する ま 
で を 示し て いま す . 計測 され た 信号 波形 デー タ は 。 ま 
ず 表 示さ れ ま す . そし て , カッ ト 機 能 に より 最初 の B0O 
プ ブロック の 0.1 秒間 の デー タ が 切り 出さ きれ, その デー 
ク 列 の 最大 値 と 最小 値 が 測定 され , 波高 値 三 最大 値 一 
最小 値 を 最大 波高 値 Vpp。 と し て 算出 し ます . 
各 ブ ロッ ク の パラ メー タ を 設定 する 例 と し て , PCI- 
20428W-1 の アナログ 入力 部 の ダイ アロ グ ボ ックス を 


(7 


ュー 一 


コラ ム 参 ドイ ツ MESSCOMP ショ ー 


この ドイ ツ MESSCOMP ショ ー は 1994 年 秋 に 
開催 され , 世界 の 有名 な 計測 ソフ ト を 提供 し て いる 
8 社 の メー カー の 技術 者 が 参集 し ,.「 コ イン 弁別 シス 
テム 」 を 3 時 間 以 内 に 作成 する と いう 命題 に 挑戦 し 
まし な 。 その 中 で 。 イシ テリ ジュ ント オシ ドル メ 


ン テ ー シ ョ ン 社 の Visual Designer が 1 時間 45 分 
で 完成 し , 従来 か ら の 計測 ソフ トメ ー カ ー を 抑え て 
優勝 し まし た . 

そこ で は , 数 種類 の コイ ン を 大 理 石 の テー ブル 上 
に 落と し , その 際 , (1) 音 を マイ クロ ホン で 電気 信号 
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に 変換 し , (2) A-D 変換 し , (3) FET 変換 し , (4) 音 
の 振動 スペ クト ラム を 解析 し て , いわ ば , パターン 
認識 用 の テー ブル を 各 コ イン に 対し て 用 意 し ます . 

この コイ ン フ パタ ー ン 認識 の 中 核 機能 の ほか に , ア 
ンプ で の 増幅 , パタ ー ン 認識 の ロジ ッ ク , 認識 結果 
の 表示 , さら に 進ん で , 音声 に よる 認識 結果 の 報知 
な どの 機能 を 付加 し た シス テム が 作成 され た の で す . 

従来 か か っ て いた 数 ヶ月 と いう 工数 が 1000 分 の 
1 と 大 幅 に 短 縮 きれ て いま す ( 詳 細 は 文献 を 参照 ). 





// 





2 ポロ イカ の パタ メ エ ー タ 指定 ボッ クス 





コ 1 PDMAPeawee 。 
| DMA ko ~Buffer Paramelers [ck | | 
Maximum Samples: 4410UU 
| * ネ hwjumper (see Help) oi 
| 。Pacer Paramefers 一 Tofal Samples: 220500 Cancel | 
な に Pre-Triqaer 
| | Pacer: Rale Generalor 紀 9 | 

に Ac ST 25 Post-Trigqer | 


| | Rale: |43956.0439560 | Hz 
7 凶 Common Formal Dat: 





『 Triqqer Parameers | 
2 | 


Mode ~ 
Frame or Scope 


| Triqger:INone 


〇 Confinuous or Sfream 


< 図 4 > 減衰 率 測定 結果 の 画面 
し Visual Designer / Run SA に は 」 
File Execufe Opfions Help 


濾 誤 率 測定 装置 
an_Ts | 総 減 奏 率 : 0.30 





ーー ーー 1 


時 [ 平均 減 率 0820 


WPp2 OWN ーーーーーーーーーーーーーーーー 
「 ep8 FT _ 江 奏 率 正常 





341 477 


| nio2 | 5m ム 431 


問い 合わ せ 先 : 


イン テリ ジェ ント イン スト ル メ ン テ ー シ ョ ン 


肌 222 横浜 市 港北 区 新横浜 1-3-10 
低 045-474-4162 Fax : 045-474-4167 





図 2 に 示し ます . 

この ブロ ッ ク 図 に 必要 な シー ケン ス を 追加 し て 作成 
し た の が ブロッ ク 図 3( ぁ ) と ブロ ッ ク 図 3 (5) で す . 全体 
の プ ブロッ ク 図 の 最初 の 左上 の 部 分 が 図 3 (8 ぉ ) で , 最後 の 
右 下 の 部 分 が 図 3 (b) で す . 

る の よう に し て 作成 し た プロ ッ ク 図 が シス テム の 設 
計 図 で あり , RUN 環境 上 で 超 動 すれ ば シス テム が 動 
作 し ます . 表示 部 分 は シス テム が 動作 後に マウ ス を 使 
用 し , 微 調整 すれ ば シス テム が 完成 し ます . 

完成 し , 減衰 率 測定 結果 を 表示 し て いる 画面 を 図 4 
に 示し ます . 





EN 


いい 


NOT1 無効 表示 NOT 2 異常 表示 に ] 
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この よう に ユー ザ 自 身 の シ ステ ム の 詳細 ブロ ッ ク が 
概念 と し て で き あ が っ て いれ ば , Visual Designer を 
使用 し て , 非常 に 簡単 に シス テム を 構築 , 微 調 整 , 完 
全 動 作 ま で 行い , 開発 を 極め て 短 時 間 に 完 成 さ きせ る こ 
と カ だ で の あま まり 

日 本 語 ユ スー ザー ダマ ニュ アル る ゃ 完備 し て いま す . 


$ 参考 文献 $ 
1) 計測 ・ 解 析 ソ フト ウェ ア <VisualDesigner> MESSCOMP の 
計測 競技 で 優勝 、ELECTORNICS UPDATE 1995-3. 
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ミン グ の 手引 き TRY COMPUTING 


じ 言 語 







土井 滋 貴 者 
5 変形 判 640 頁 
定価 2 .400 円 
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Delphi プロ グラ ミン グ 


① 初め て の プロ グラ ミン グ と 
TPW ガ ら の 移行 


剛 本 安 晴 








Borland 社 が 用 意 し た クラ スラ イブ ラリ OWL と と 
も に Turbo Pascal for Windows が 発売 され た と き 
は , Windows 時 代 に な っ て も Turbo Pascal は 使え 

豆 語 だ と 思わ れ て いま した. 

と ころ が , Borland Pascal の 日 本 語 版 の 発売 が 見 送 
られ , 結果 的 に Turbo Pascal for Windows の まま 打 


ち 止 め に な る か の よう に 思え る 状況 が 続い て いま し た . 


し か し , 今年 の 春 に 米国 で 発売 され た Delphi( 日 本 
語 版 の 発売 は 秋 頃 ) の 登場 に より , この 状況 が 一 変 し ま 
し 3 。 

Delphi は , 言う な れ ば Object Pascal を 拡張 し た 
OOP 言語 を 用 いた デー タベース ・ ア クセ ス 機 能 を も つ 
ビジ ュ ア ルプ ログ ラミ ング * ッ ー ル で 。 機能 的 に は 
Visual Basic の すべ て と Visual C 十 十 の ほとん ど を 
含ん だ ども の と 言え ます . な お , Client/Server 版 で は サ 


ー バ ー の アプ リケーション を 開発 する こと も で きま す . 


Delphi で は , Delphi Component と 呼ば れる カス タ 


Delphi は VB(Visual Basic) より 高 機能 で あり , 
VC(Visual C 十 士 ) よ りや さ し い と 評価 きれ て いる デ 
ー タ ベー ス ア クセ ス 機 能 を 含ん だ Object Pascal の 
ば ジュ デル ジロ グラ ジミ シグ ・ ツ ツール で すぐ 、 

この 連載 で は Delphi を 用 いて いろ いろ な プロ グラ 
ミン グ 例 を 紹介 し て いき ます . 

第 1 回目 は Delphi に よる ビジ ュ ア ル な プロ グラ ミ 
ング の 概要 を 知る た め に 簡単 な プロ グラ ム を 紹介 し ま 
9 

ま だ, TPW(Turbo Pascal for Windows) ユ ー ザ 
ー の 方 々 の た だ ため に , TPW で 書か れん た プロ グラ ム は , 必 
要 な らい ば ぱ ば, 筒 単 な 変更 を 加え そる だ け で Delphi 上 で 走ら 
せる こと が で きる と いう 例 を , その 方 法 を 交 を な が ら 
説明 し ます . 


Delphi の 六 単 な 使用 例 





@ Delphi の 操作 環境 
Delphi の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る と , 図 1-1 
の よう な 画面 に な り ま す . 
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ムコ ント ロー ル の 使用 / 新 規 作成 を サポ ー ト し , また こ 
れ ら は , Delphi Component Library (DCL) と いう ラ 
イプ ラリ に 含ま れ , Microsoft の VB 双 を サポ ー ト し 
ます ' 

言語 と し て は Object Pascal で ある だ た だめ, Delphi 
Component を 継承 する こと が で き , Visual Basic の 
オプ ジェ クト を 二 本 と し た プロ グラ ミン シング 器 作 me で li 
高度 で 効率 的 な オプ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ を 実 
暁 す る こと も で きま す 。 

さら に ,。 デー タベース ・ ア クセ スツール (こち ら が 本 
全 ?) と し て みれ ば 。 デー タベース に アク モズ する 記 ぬ 
の コン トロ ー ル が 標準 で サポ ー ト され て お り , さら に 
英語 版 Delphi に は , Local InterBase( ス タン ドア ロ 
ン の SQL データベース) も 付属 し で いま ず 。 

この 連載 で は , Delphi の プロ グラ ミン ググ 入門 か ら デ 
ー タ ベー ス の アク セス ツー ル の 制作 まで を 取り 上 げ ま 
ず 。 (編集 部 ) 


まず , メニ ュー バー の [File] を クリ ッ ク し て 現れ る 
メニ ュー か ら [New Project] を 選ん で クリ ッ ク し ま 
す . この よう な 操作 は , 以後 [Filel New Project] を 
グリ タク グ を いす よう に 記 二 し まず 。 


《 図 1-1〉 Delphi の 環境 


ファ イル メニ ュー ラン メニ ュー ポタ ンコ ン ポ ー ネ ント ルー ネン ト パ レッ ト 


ie [d( Searoh 
還 居 居 還 


胃 由 内 隔 同 本 
に | 同 避 に に 


FTrGPTTrmr7GrHerrmGFr ツ GPCVE27GFrrraW 


に し ip 遇 Inspector 
| 


| Agvecowd | 本 財 





ィ ベ ント ・ ペ ー ジ タブ \ バ リュ ー ハ ンド ラ 材 


ヽ プ ロ パ ティ ・ ペ ー ジ タブ 
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〈 図 1-22 ボタ ンコ コンポーネント を フォ ー ム に 貼り つけ る 


ボタ ンコ ン ポ ー ネ ン ト 


| 回 回 選 司 司 [: 6 本 上 
に [| Obictinspector トト | 園 に | 


etTBven 





プロ パテ ィ ・ ペ ー ジ タブ 


Delphi で は , 中 心 と な る プロ グラ ム と それ に 結び 付 
けら れ て いる ファ イル (ユニ ッ ト フ ァイル ) を まとめ て 
プロ ジェ クト と 呼び ます . 

中 心 と な る ファ イル は プロ ジェ クト ファ イル と 呼ば 
れ , その ファ イル 名 は プロ ジェ クト 名 に 拡張 子 .DPR 
の 付け られ だ た も の と な り ま す . 

ユラ ニッ ト フ ァイル の 拡張 子 は .PAS で す . Delphi で 
は , 拡張 子 .DPR の 付け られ た ファ イル は プロ ジェ ク 
ト 作成 の 過程 に お いて Delphi に よっ て 自動 的 に 変更 
2 の 0H られ る も の で 。 プ ログ ラミ ング は ユニ ッ ト フ ァ 
導 7 衝 し で 行う こと に な っ て いま す 。 

し か し , TPW (Turbo Pascal for Windows) な ど 
従来 の Pascal の 場合 と 同じ スタ イル で プロ グラ ミン 
2 義人 か 9 あき に は ,。 プロ ジェ クト ファ イル に 対し て ツ ソ 
ネス ラード を 書い て いく こと も で きま す が , これ は 
Delphi で の 標準 的 な や り 方 で は な いと され て いま す . 

[New Projectl を クリ ッ ク す る と 新しい プロ ジェ 
クト の ひな 型 が 用 意 き され ます が , これ は プロ ジェ クト 
ファ イル と 一 つの ユニ ッ ト フ ァイル か ら 構 成 さ きれ て い 
二 が 

この ユニ ネッ ト プ ファ イル に は ,。 フォ ー ム と 呼ば れる ウ 


《 図 1-3> Caption を 入力 





ンド ウ が 一 つ 対 応 し て いま す . Form1 の タイ トル の 
2 ンド ウ が それ で す . こ の ウィ シン ドウ (フォ ー 
ぶ ) を 使っ て ビジ ュ ア ルプ ログ ラミ ング を ぞ を 衝 ゆ ます 。 

プロ グラ ミン グ を 始め る 前 に , この 新しく 用 意 き され 
だ た プロ ジェ クボ ポ を 適当 な ディ レク トリ に 移し ます 。 

ー つ の ディ レク トリ に 一 つの プロ ジェ クト を まとめ 
て 置く よう に する と , ファ イル 名 の 管理 が し や すく な 
り ま す . [FilelSave Project Asl を クリ ッ ク す る と , 
まず ユニ ッ ト フ ァイル の 名 前 を 指定 する よう に 求め ら 
を し ます 

移し た い デ ィ レ クト リ を 指定 し て [OK] ボタ ン を ク 
リッ ク し ます . 次 に 。 プロ ジェ ク ド の 名 前 を 指定 する 
よう に 求め られ ます の で , ユエ ニッ ト と 同じ ディ レク ト 
リ る 指定 し で | の 0 攻 」 ボ クタ シン を グリ みしま す 。 

倫 ボタ ンコ ン ポ ボー ネン ト を 使っ た ビジ ュ ア ルプ ログ 
ラミ ング 

コン ボー ネン トペ パレ ッ ト 上 の ボタ ンコ ン ポ ー ネ ン ト 
( 國 1-1) を クリ ッ ク し て か ら フ ォ ー ム ウィン ドウ 上 の 
左上 の 方 を クリ ッ ク す る と , フォ ー ム の その 場所 に ボ 
タン が コピ ー さ れ ま す ( 図 1-2)、. 

ボタ ン な どの コン ポー ネン トペ パレット 上 の 部 品 は , 
コン ポー ネン ト と 呼ば れ て いま す 。 コピ ー さ れ な ボタ 
ン は マウ ス で ドラ ッ グ する こと に より 。, 位置 定 大 きき 
を 変える こと が で きま す 。 

コン ボー ネン トマ パレ ッ ト 上 の ボタ ンコ ン ポ ー ネ ン ト 
を クリ ッ ク し て か ら フ ォ ー ム 上 の 適当 な 場所 を クリ ッ 
グ し て,。 ポタ シン コン 刑 w ネ ント の コピ ー を も る ちい う 
操作 を さら に 3 回 繰り 返し て , 図 1-2 の よう に 四 つ の 
ボタ ン を 置き ます . 

次 に , フォ ー ム 上 の [Button1] を クリ ッ ク し て アク 
ティ プ ブ ( 梓 で 囲ま れる こと に よっ て 示さ れる ) に し て か 
ら , フォ ー ム 左側 に ある オプ ジェ クト イン スペ クタ の 
プロ ッ パティ ペー ジ 上 の Name 欄 を クリ ッ ク し, Name 
欄 の 右側 の バリ ュー 欄 に キー ボー ド か ら の 入力 が で き 
水 つ 近 し ま すず 。 

プロ パテ ィ ペ ー ジ が イベ ント ペー ジ の 後ろ に 隠れ て 


< 図 1-42 コー ド を 入力 





故 = 下 柄 
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いる る き は , メド プチ ィ ペ ジジ ぃ タイ ああ クタ リック する 
と プロ ノン パ ティ ペー ジ が 表示 され ます .。 

Name 欄 に RedButton と 入力 する と , [Button1」 を 
記 送 EIC いる オプ ジェ クト (コン ボー ネン トト の コピ ビ ェ 
を と る | と 自動 的 に ユニ ッ ト フ ァイル に 宣言 され る ) の 
名 前 が RedButton と な り ま す . 

続い て , Caption 化 を クリ ッ メ ク し て その バリ ュー 机 
に Red と 入力 し ます . Caption に 対し て 指定 し た 文字 
列 が ボタ ン 上 に 表示 され ます ( 図 1-3). 

次 に 。 オペ ント パー ジッ ああ 軍 を クリ ッ ク タク し て オバ ペン 
トペ ー ジ が を 表示 る せま あす 」 LRed」 ボ タン を クリ ッ ク し 
た と き の 処 理 を 記述 する た が OnClick に 対す る ハン 
ドラ 欄 を ダブ ルク リリ ッ ク し ます . 

OnCllck は ,. マウ ス に よる クリ ッ ク と い 剛 f ベン ト 
の こと で す . エ ディタ に よっ て MUNIT1.PAS ファ イル が 
表示 され ます の で , 図 1-4 の よう に begin と end の 間 
人 

Color : 三 clIRed : 

g 入力 に まず 。 

Pascal で は , 


は 代入 を 表し ます . に ここ で , clIRed は 赤色 を 表す 値 で 
す . し た が っ て , Coler に cIRed が 代入 きれ る と フォ ー 
ム の 色 が 赤色 に な り ま す . 

次 に , エディ タ の 後ろ に 隠れ て いる フォ ー ム の タイ 
トル バー を クリ ッ ク し て フォ ー ム ウィ ンド ウ を 前 に 出 
し 。 [Button2] と [Button3] に 対し て も 同じ よう な 操 
作 を 繰り 返し ます . 

Name を それ ぞ れ GreenButton, BlueButton と 指定 
し , OnClick イベ ント に 対し て は 

Color : 三 cIGreen : 
ある い は 


〈 図 1-5> 各 ボ タン の 処理 を 記述 し た 
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Color : 三 CcIBlue@ : 
と 記述 し ます . clGreen, cIBlue は 緑色 , 青色 を 表す 値 
OR 。 

[Button4| に 対し て は , Name は EndButton, Cap- 
tion は End と し て , この ボタ ン の クリ ッ ク に よっ て プ 
ログ ラム 終了 する こと を 表示 し ます . クリ ッ ク に 対 
し て 終 証する た め に EndButton の OnClick イベ ント 
に 対す る 記述 は , 


Close : 
2 だ 抹 生 ン 
Cloee の 実行 に よわ て , フォ ー ム な は 閉じ ちら れ て プロ 
グラ ム は 終 匠 し ます ! 
以上 の 浴 衝 によって, 各 ボ タン の クリ ッ ジ に 対す る 


処理 は 図 1 電 の よう に 記述 され る こと に な りり ます. 
UNIT1.PAS を 表示 し て いる エディ タ の 雇 き さ は , マ 
ウス の ドラ 叉 グ に よっ て 変え る こと が で き 謎 す . 

フォ ー ム 生 ウ ィ ン ド ウ を クリ ッ ク す る と ジジ セ ォ ー ム が 
前 に 現れ ま 記 - が , 図 1-68 の よう に な っ で て い 用 と 思い ま 
た 。 

この フォ ーー ム な は な ビジュアル プログラ ミン の た きい a。 
その と き の ピ ログ ラミ ング の 内 容 に 対応 し を て Delphi 
に よっ て 藤 示 され て いる も の で , 実行 時 の の と は 別 
の も の で す . 

[f<9] キ ー を 押す と プロ ジェ クト が 実行 きれ ます . 実 


関 1-6 6> 完成 し た フォ ー ー ム 
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< 図 1- 7> プロ ジェ クト を 実行 


Delphi - Project1 IRumnrel 
Le dt Search Wiew 沿 Run Optiors | 


請 境 


























行 時 の 画面 は 図 1-7 の よう に な り ま す . 

オプ ジェ クト イン スペ クタ が 消え て いま す . 表示 き 
れ て いる フォ ー ム は ,。 プロ ジェ クト の 実行 に よっ て 生 
成 さ れ て いる ウィ ンド ウ で す . 

2 まあ mA 上 の 三 つ の ボタ ン を それ ぞ れ クリ マク ずる 
と , ボタ ン に 対応 し て フォ ー ム の 色 が 変わ り ま す . 

[End] ボタ ン を 押せ ば , プロ グラ ム は 終了 し ます . 
Windows の プロ グラ ム で す の で [GRPH (ALT) ] 二 
[f・4] キー 操作 で も 終了 し ます . 


TPW プロ グラ ム の Delphi 用 へ の 
変更 例 


揚 Delphi で も WinCrt は 使え る 

IP で C 半 か れ な だ プロ グラ ム が ユニ ニット と し て 
WinCrt だ け を 使用 し て いる 場合 は , その まま で Del- 
phi 上 で も 実行 で きま す . 

だ た だし, TPW の 場合 は 主 プ ログ ラム の ファ イル 拡 
張子 は .PAS で す が , Delphi で は .DPR と な り ま す . 

また , TPW で は プロ グラ ム 頭 部 は 必要 あり ませ ん 
が , Delphi で は ファ イル 名 が 名 前 .DPR の と き 同 じ 名 
前 を 用 いて 

program 名 前 : 

の 形 で プロ グラ ム 頭 部 を 置き ます . 

上 の よう に 変更 し た プロ グラ ム ( 図 1-8) を , Delphi 





《 図 1-8> TPW の プロ グラ ム の 変更 
(program 名 前 : を 付け る ) 


PrOgraW tpwcrt: 


uses Win じ rt: 


begin 
writeln('TPW program with WinCrt unit, adapted for Delphi'): 
end. 





el | 還 還 
En 敵 同 kls 回 FIiaEIIP 円 戸 ロ 


に | oecunssece | に | 
本 


DFOGFGm 上 DWCEE: 
USGS 91nC エ て > 


ped1n 
1 て eln('TPU progreamm 1th WinCrt unit, adlapd 


か ら [FilelOpen Project| に よっ て 読み 込む と 図 1-9 
の よう に な り ま す . [f・9] キー を 押し て 実行 する と 図 1 
-10 の よう に CRT ウ ィ ン ド ウ に writelIn 手 続き に よ 
る 出力 が 表示 され ます . 
筐 TPW の グラ フィ ックス プロ グラ ム を Delphi 上 で 

走ら せる に は 

す だ お W で 作成 し た グラ テラ フィック グズ デ ロ グ ラム を の ①eL 
phi 上 で 走ら せる と き に は , 少し 工夫 が 必要 で す . 同じ 
名 前 の ユニ ッ ト で も , TPW の 場合 と Delphi の 場合 で 
は 内 容 が 合わ な いも の が ある よう で す . 

この 場合 は , TPW の RTL(Run Time Library) の 
・ ソ ジー ス コー ド 内 の ユニ ッ ト 名 を 変更 し て 使 
用 すれ ば Delphi 上 で 走ら せる こと が で きま す . 

リス ト 1-1 の ブロ グラ ム は , 本 誌 1995 年 8 月 号 の 記 
事 「Turbo Pascal for Windows を 使っ た Windows 
プロ グラ ミン グ 」 に 掲載 され て いる TPW グラ フィ ッ 
クス プロ グラ ム を Delphi 用 に 直し た も の の 一 部 で す . 
変更 箇所 は 3 行 目 か ら の uses 節 だ け で す . 

5 の リス ト で は 。 

usesS WinCrt, WObjects, WinTypes, WinProcs, 
StringS : 

と な っ て いる ユニ ッ ト 名 WinCrt か ら Strings まで を 
WinCrtO か ら StringO まで に 変え て あり ます . 

さら に , WinCrt か ら Strings まで の ユニ ッ ト に よっ 
て 使用 きれ て いた だ た ユ ニット WinDos と WinNls も , 名 
前 を WinDosO と WinNlsO と に 変え て 宣言 し て お きま 
す . 

それ ら の 納め られ て いる ソー スコ ー ド ・ フ ァイル 
(RT 葉 ) WINDOS.PAS か ら STRINGS.PAS 内 の ユニ ッ 
ト 名 も それ ら に あわ せ て 変更 し ます . RTL は ボー ラン 
ド 社 か ら 公 開 さ れ て いま す . 

uses 反 の 変更 部 分 に お いて ユニ ッ ト の ソー ス ・ コ ー 
ド の ファ イル と し て 疹 げ ら れ て いる WINDOS.PAS か 
ら STRINGS.PAS まで の ファ イル は プロ ジェ クト ファ 
イル TPWGRPH.DPR と 同じ ディ レク トリ に 置い て お 
きま す . 


ユニ ッ ト 


《 図 1-10) プロ グラ ム を 実行 
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12 行 目 か ら 後 の 部 分 は , TPW プロ グラ ム と まっ た 
く 問 / 代 398 

[f・9] キ ー を 押せ ば , この プロ グラ ム ( プ ロジ ェクト ) 
は Delphi 上 で 実行 され ます . 

次 回 は , Delphi の 機能 に よる グラ フィ クス プロ グラ 
ミン グ を 紹介 し ます . 


〈 リ スト 1-1> グラ フィ ックス プロ グラ ム は ユニ ッ ト 名 を 
変更 (太字 の 部 分 ) 


prO9ram  TDWg ェ DD 


WinDog0 in 'WTNDOS.PAS' , 
WinN1g0 in !'WTNNLS.PAS'/ 


WinType0 in 'WTNTYPES.PAS' , 
WinProc0 13n "WINPROCS' ,/ 


$ 参考 文献 

1) 松原 敦 :delphi, 日 経 バ イト , 1995,。3, 136, 234-247, 日 経 
BP 社 . 

(2) Borland Delphi for windows: User's Guide, Borland 


International, Inc., 1995. 


Wobject0 in 'WOBJECTS.PAS' , 


1 
2 
J 
は 
5 WinC ェ rtO 1n 'WTNCRT.PAS', 
6 
7 
8 
9 


String0 in 'STRTNGS.PAS') 





12 const plane_x max = 350: 


コラ ム 坦 日 本 語 版 BlDhi fOr Windowg 早期 体験 版 を 使っ て みる 


先頃 , Borland 社 が 始め た 「 日 本 語 版 Delphi for 
Windows 早期 体験 プロ グラ ムキ ッ ト 」 が 入手 で き 
まし だ ただ ( 図 1-A). ここ で は , 簡単 に この キッ ト に 基 
づい て の 日 本 語 版 の 紹介 を し た いと 思い ます . 
旨 英語 版 と 日 本 語 版 の 大 き な 違 い 


「 早 期 体験 プロ グラ ム 」 に 含ま れる readme.txt に 


よれ ば , 「 日 本 語 版 Delphi for Windows で は , サポ 
ー ト ツー ル の うち ReportSmith, Local InterBase 
Server, Database Desktop が 添付 され な い 子 定 」 と 
の 損 だ で す 、 

英語 版 に は , Local InterBase Server が 含ま れ て 
ゅ いる だ め , 手軽 に SQL に 触れ ん れる こと が で きた の で 
(0 の 二 2992 こ な (です 。 


《 図 |-A> Delphi 早期 体験 プロ グラ ム 
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《 図 |-B> 

英語 版 と 日 本 語 
(早期 体験 版 ) 

の グル ー プ の 違い 





か Di SQL 


うら の る おち 


9EP、 1 の 95 


Helplns ae Dslabase 


時 Deph Hep ur 





英語 版 と 「 早 期 体験 プロ グラ ム 」 の 日 本 語 版 の グ 
ループ を 図 1- 昌 に 示し ます . 
仁 「 早 期 体験 プロ グラ ム 」 に は , SQL Link 2.5 が 含 

まれ て いな い 

Delphi で 作成 する アプ リケーション は SQL Link 
2.5 を 使っ て サー バー デー タ を 操作 する こと が で き 
ます が , SQL Link 2.5 は 早期 体験 プロ グラ ム に は 
含ま れ な いた だ め , 作成 する アプ リケーション が 扱え 
る デー は ロー カル デー タタ は 限ら られ ま し だ た 。 

そこ で , 尽 カ ルアー へ の だ クセ ス : あ 試 が の Ei 
に , トラ 技 コ ンピュータ の 目次 デー タベース (Para- 
dox 5.0 の DB ファ イル ) を 表示 する プロ グラ ム を 
制作 し て み ま し だ た ( 図 1-C)。. 


《 図 |-C> DB ファ イル の 読み 込み 表示 プロ グラ ム 


グ 言 語 変 遷 史 
7 UN 系 スッ クリプト 言語 AwK と Per を マス ター し よう 
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7 通信 用 イン ター フェ ー ス LS 16550A に つい て 
7 LabVIEW で |*5 を つく っ て みょう 
7 DOS/ ツ や ソ コン の プリ ンタ ポー ト の 世 
7 メー ル と www サー バー 
7 ビジ ュ ア ル な プロ グラ ミン グ が で きる WW-RDX 
7 DOS も 走る , 0S/2 な らい っ し ょ に 走る 
7 セル の 内 容 と 書式 
7 リス ト ボ ックス で テキ スト を 右 痛 え に す る / 他 
7 レ い 


7 コン ピュ ー タ の 使わ れ 方 


7 ビジ ュ ア ルツ ー ル Delpi 
7 IBM PC-DOS Ver7. 上 K 英 語 央 ) の 特徴 
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バ パソ コン 草 信 期 リ ソフ トウ ェ エア 回 顧 銀 


第 回 Turbo Pascal と の 出会い 


西田 雅昭 
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連載 の 第 1 回 目 で も 述べ まし た が , Pascal と の 出 会 
い が 筆 者 の プロ グラ ム へ の 考え 方 を 根本 的 に 変え て く 
れ ま し た .。 すなわち , 読み や すい 。 美しい プロ グラ ム 
を 書く こと に 喜び を 見 い 出 し た の で す . 

そし て , アル ゴリ ズム と いう も の に も 夢中 に な り ま 
し だ た だ. これ に は Niklaus Wirth の 影響 が 大 きく , 長い 


こと 金 科 玉 条 と し て いた だ ,「Algorithms 十 Data Struc- 


tures 三 Programs」 は , 今 で も 実際 に 役に立っ て いま 
隊 

筆者 が 最初 に 使っ た 本 格 的 な Pascal は , Pascal 
MT 十 (MT micro systems, 後 に Digital Reseach) 
22 き 。 4 も まち ら ま る と 大 が か りな シス テム で す が 。 
対話 型 の デバ ッ グ 環境 の すご さ に 感激 し た 記憶 が あり 
ま す 。 

この Pascal MT 十 を 使っ て 実用 的 な プロ グラ ム を 
書い た こと も あり まし た が , 結構 使い 方 の 難し い 処 理 


系 で し だ た . その た だ ため, 後述 する Turbo Pascal(Bor- 


land) が 登場 する と , 筆者 の 頭 の 中 か ら は 消 を えて し まい 
UVSE。 

み カリ フォ ルニア 大 学 サ ン デ ィ エ ゾ ゴ 校 が 開発 し た 
り CSD-Pascal も , 一 つの 時 代 を 作っ た コン パイ ラ で 
あっ だ た か も し れ ま せん . UCSD-Pascal は p シス テム 
の も と で 動く コン パイ ラ で , p コー ド と いう 中 間 コ ー 
ド を 生成 し ます . 

p シス テム は , エディ タ を 含む 独自 の 開発 環境 で , 一 
虹 90S と いっ で も よい も の で し た 。 その後 , 
BASIC, FORTRAN な どの 他 の 言語 まで を 含ん だ 統 
一 環境 に な り ま し た が , この 新 バ ー ジ ョ ン は 処理 が あ 


< 写真 1 > 

Niklaus Wirth 著 
片山 卓也 訳 

「 ア ル ゴ リ ズム 二 デ ー タ 
構造 = プロ グラ ム ,」 


コン ピュ ー タ ・ サ イエ ンス 祝 書 レリーズ 埋 





日 本 コン ピュ ー タ 協会 
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まり に も 遅く て , 筆者 の 禁煙 を つぶ す と 同時 に 忘れ て 
し 湖 va ま し な . 

JRT-Pascal は 安価 な シス テム で , ISAM も どき の 
ファ イル を 作る こと が で きる , か な り 素 晴らし い 処 理 
系 で し た . 順当 な ら ば , フ パ マソ コン 上 の Pascal の 標準 に 
な っ だ た か も し れ ま せん . 米国 で も ずい ぶん 評判 に な っ 
を Ma 圭 し 旋 。 

婦 者 自身 も , 事務 用 の デー タ 処 理 プ ログ ラム を 書く 
こと が 多かっ だ ので, ずい ぶん 勉強 し まし た だ た. し か し 
衝撃 的 な Turbo Pascal の 出現 が , 全て を 変え て し ま 
ve し だ な 、 





Turbo Pascal は , 歴史 に 残る すばらし い 処 理系 と 
員 つて で よい で し ょ う 。 ディ ツン マッ が 。 ゴ イン ルウ アプ 
リタ な ら び に コン バイ ラ の 実行 環境 を 統一 し て 提供 し 
だ の は , Turbo Pascal が 初め て だ っ た の で は な いか 
と 思い ます . 

し か も , コン パイ ル ,。 リン ク の スピ ー ド が 考え られ 
な い ほ ど 速 か っ た の で す 。 また エディ タ も , 当時 の あ 
ら ゆ る エディ タ よ り も 優れ た も の で し た . それ で いて , 
360 KK バイ ト の フロ ッ ピ に 入る と いう コン マク ト な も 
PL 。 

マシ ン の ファ ー ム み ェ ア を あい し り 回 フト ( 特 室 
の マシ ン で し か 動か な い ) が 多かっ た 時 代 に , どの マシ 
ン で も 動い て , し か も 最高 速 で し た の で , アル ゴリ ズ 
ム の 勝利 だ と 感じ て いま し た . 

前 回 述べ た よう な 「 コ ン パ イル を 始め た ら 食 事 に 行 
て 」 と いう 折 代 は これ で な か なく な りり まし た 以後 。 
パイ ル の 速 さ が 間 題 に な る よう に な っ た の は , お そら 
く Turbo Pascal の お 薩 だ と 思っ て いま す . 

共 談 に な り ま す が , この 時 代 で も 優秀 な ソフ ト は 軽 
快 に 動き まし た し , 使い 勝手 ちよ か っ だ た の で す . 当時 
の マシ ン パ ウー が 低かっ た こと を 考え 合わ 選 る と 。 こ 
れ は 大 変 な こと で す . この 頃 を よく 知っ て いる 人 な ら 
ば , 現在 の 肥大 化し た アプ リケーション に 疑問 を 投げ 
か けた な で な る の は 華 者 だ け で は な いで し . ょ ふう 。 

まだ , 「 バ グ を エディ タ 上 で 指す 」 と いう 環境 を 最初 
に 提供 し て くれ だ の も Turbo Pascal だ っ た と 思い ま 
す . そう 言え ば , Macintosh 版 の urbo Pascal は , 
ソバ パグ を も し や べつ で くれ まし た し エディ ウ 上 で ポ 当 に 
し 是 』 が 出 て きだ な の に は ぴっ くり し まし だ た 。 


トラ 校 コ コピ ュ -2 


パパ ソコ ン の 環境 に あわ せ て , 低 レ ベル も 処理 で きる 
よう に な っ て いま し た の で , アセ ンプ ブラ の 必要 な 部 分 
も , Pascal の コー ド の 中 で 記述 で きま し た . urbo 
Pascal の お か げ で , アセ ンプ ブラ を 使う の が 下手 に な っ 
En ポ 計 ME ま し 2 ら 。 

米国 で は , Turbo Pascal で 書い た PDS が 数 多く 出 
更 し まし だ し し, Turbo Pascal の ソー ス で 提供 する パパ 
0 の rw た トド 間 だ くき ん あり まし た 、。 そ 吉 や で ) 
dBASE の デー タフ ァイル を dBASE 並み に 扱え る ソ 
フト (ソー ス 付 き ) を 購入 し て , XXbase ファ イル の 内 部 
構造 を 隅 か ら 隅 まで 知る こと も で きま し た し , Word- 
Star に そっ くり な エディ タ ( ソ ー ス 付き ) を 購入 し て , 
= ェ デ ォ タ の 作り 方 も 覚え まし た 。 

筆者 は , この 処理 系 に 惚れ 込ん で , Windows 時 代 が 
来る まで は 小さき な ツー ル か ら 大 き な シ ステ ム ま で , す 
べ て Turbo Pascal で 書い て いま し だ た (ファ イル の へ ハ 
ンド リン グ の 細やか さも スピ ー ド も 抜群 で し た ) し , 雑 
誌 な ど で も 機会 が あれ ば , この 処理 系 の 素晴らし さ を 
各 介 まし な た 。 

多く の 方 が 「 西 田 に だ まさ れ て , Turbo Pascal を 買 


っ て し まっ た だ た 」 と 雑誌 に 書い て お られ だ た の を 覚え て い . 


ます 。 
Turbo Pascal に は CP/M 用 と MS-DOS 用 が あり 


まし だ 。、 ささ の 2 ペー ジョ ン 3 は 大 朱 よ く で き て い 才 の で 。 


その 後 の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ で 入手 で き な く な っ て ずい 
ぶん が っ ら か りり じ ま 、 し た. 

バー ジョ ン 5 は 時 代 の 流れ に 合わ せ て 作ら れ た 
で だ も バージョン 5:5 か ら は OOP( オ プ ジ ェ クト 
指向 ) 対 応 と な り , Windows 版 も 発売 され まし た . し 
か し , この 頃 の バー ジョ ン ア ッ プ に は ちょ っ と つい て 
いけ な いよ うに 感じ て いま し た だ . 

そし て , 筆者 が 初め て VisualBasic 1.0 を 手 に し た 
と きか ら , あれ ほど 絶賛 し て いた Turbo Pascal に 別 
れ を 告げ て , 再び BASIC の 世界 に 浸り 込む こと に な 
り ま す . Windows の 世界 で は , Turbo Pascal を も っ 
て し て も , と て も 勝負 に な ら な か っ だ た の で す 。 

最近 , VisualBasic の 対抗 と し て Delphi (Borland) 
が 売り 出さ れ ま し た が , は た し て Pascal へ 戻る こと 
が ある で じじ よう か 、 


技術 者 の た め の 


TURBO PASCA 
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中 野 正 次 著 定価 2.700 円 B5 変 形 判 
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写真 2 > 
Turbo Pascal version 3.0 の 
英文 マニ ュ ア ル 





や 


ジ ツ ツ / 行 
KBG880 の 出現 ) 


PC9801 が 登場 し て 8 ビッ トマ シン に 別れ を 告げ る 
と き が 来 て も , CP/M の 遺産 か ら 離 れ ら れ な い 人 が 多 
か っ だ の で す が , メガ ソフ ト の MX-1( 多 く の CP/M 
の ディ スク ウォ ー マ ッ ト を る を サポー トド) と どろ み カ ノー の 5R 
Plus-80(PC9801 上 で , CP/M の ソフ ト 0 
ー ド と ソフ ト ) が , PC8801 か ら PC9801 へ の 移行 に 
き な を 役割 を 果たし た と 思っ て いま す . 

思い 起こ せい ば, PC9801 の MS-DOS の 上 で , 初め て 
PVTE』」( パ ックス )(RED と いう エディ タ は 。 札 促 2 
ンド リン グ さ れ て いた だ た) が 登場 し た と き は ショ ッ グ で 
し た . 当時 は , ノ パ ソコ ン で は 実用 的 に 日 本 語 を 使え る 
環境 は 全く な か っ た の で す . CP/M86 に も MS-DOS 
に も ゃ も, 簡単 な か な 漢字 変換 は あっ た の で す が , と て も 
実用 的 と は いえ ませ ん で し た 。. 

当時 の 専用 ワー プロ に 負け な い 漢 字 変換 ソフ ト を 手 
に しょ: ゲー タベース な どの 実用 ツタ アド で 使 ぶ ゐ 志 ) 之 
知っ だ た とき , CP/M の 遺産 を 大 量 に 持っ て いた 筆者 
ゎ も , 迷わ ず CP/M86 か ら MS-DOS に 転向 し た の で し 
だ 。 この と きか ら , 言語 も 日 本 語 の 完全 な サポ ー ト が 
必要 に な り ま し だ ただ. 

今 で も , 初期 PC9801 の MS-DOS の 普及 に も っ と 
も 真 献 し た の は VJE だ と 思っ て いま す . 「 日 本 語 ワ ー 
ドブ プロセッサ 」(「 松 」 の 前 身 ) も 一 太郎 も ,。 た だ の ワー 
プロ で し た が , VJE は 生ま れ な が ら の 仮名 漢字 FEP 
だ だ の ぜ ず : 





(の つが) 


一 般 に , 入門 者 向け ある い は アル ゴリ ズム 
解析 な ど に の み 使 用 され て いる Pascal 言 語 も , 
より ハー ド に 近い プロ グラ ミン グ が 可能 で あ 
る こと を 本 書 に は 詳細 に 述べ て あり ます . さ 
ら に , 掲載 し た プロ グラ ム は 5 イン チ 2 HD の 
フロ ッ ピ に すべ て 収め て あり ます の で , すぐ 
に 実行 し て 試し て みる こと が で きま す . 
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前 回 は , 電子 天 笠 を 例 と し て , 簡単 な 重量 測定 の プ 
ログ ラム を 作っ て み ま し た だ た . そこ で , 今度 は これ に 色々 
な オプ ショ ン を くっ つけ て 。 普通 の プロ グラ ム ら し い 
顔 に し て みた いと 思い ます . 

また だ , 前 回 説明 で き な か っ た 印字 テク ニッ ク な ども 
説明 し た いと 思い ます . 


LaDVIEW の ウィ ンド ウ と 
実行 オプ ショ ン 

ひ ウィ ンド ウ の 設定 

前 回 に 作っ た 簡単 な 重量 測定 プロ グラ ム は , 特に ウ 
ィ ン ド ウ 関 係 の オプ ショ ン 設 定 を 設定 し て いま せん で 
し だ た 。 その だ め , ユー ザー が アプ リケーション を 使っ 
て いる と き に 予期 し な ぃ い 不 具合 に な つか る こと が 考え 
られ ます . 

例え ば , プロ グラ ム 実 行 中 に クロ ー ズ ボッ クス を 閉 
じ て し まっ た た だ ため , 強制 終了 し て し まう と か , 誤っ て 
ウツ ウィン ドウ を スク ロー ル し て し まい 。 表示 が 隠れ て し 
まう な どの 人 不具合 発生 が 考え られ ます . 図 5-1 が 
LabVIEW の デフ ォ ル ト の ウィ ンド ウ 設 定 状態 で す . 

そこ で , これ ら の 不具 合 防 止 の た め に LabVIEW に 








《 図 5-2> 
ウィ ンド ウオ プシ ョ ン 設 定 
ダイ アロ グ 
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計測 制御 の た め の ツ ー ル 
LaDVIEW プロ グラ ミン グ 


LaDVIEW の オプ ショ ン 機 能 を 使う 















計測 マヤ ニア 





準備 され て いる ウィ ンド ウ の タイ プ を 設定 し て み ま し 
よ %。 ます ,。 ウツ ウィ ンド 攻め の プ ジョ ルル 雪 旭 人 選 パ ネ ル の 
ゲイ ラン 香る コマ ンド タリ サッ タカ ず る ご と に より 員 赴 
ダイア ログ を 呼び 出し て 設定 で きま す ( 図 5-2 参照 ). 

ウィ ンド ウ の タイ ブフ プ 選 択 ダ イア ログ が 表示 され た ら 
自分 の 希望 する ウィ ンド ウタ イプ に チェ ッ ク マ ー ク 
(XX マー ク グ ) を 入れ る と 。 スク ロー ノ / 可 の ウォ ィ シ ドウ 
や ダイア ログ タイ ププ の ウィ ンド ウ が 簡単 に 設定 で きま 
3 

図 5-3 に , その 例 を いく つか 示し ます . チェ ッッ クマー 
ク の 選択 の 組み 合わ せ で , 一 般 的 に 必要 と 考え られ る 
ウィ ンド ウタ イプ の ほぼ 全て が 選択 で きる こと が 分 か 
表す 


図 5-1> LabVIEW の デフ ォ ル ト の ウィ ンド ウ 


Untitled 1 












Se ツ ド し な が ら ボ ポ 
ン 夕 この 上 に 重ね る 
CEOS ポ 、 ッ プ メニ ュー が 










y Executinn Hptinns 


window Hpntions 
ポッ プア ッ プ 
メニ ュー て 双 
方 向 に 変わ る 








隊 お た 答 )) 休 人 CGCYAC 0 二 た o・YB。3。 "の 河和 、 pe 


トラ 技 コ リピ ビュ - ダ 


《 図 5-3> ウィ ンド ウタ イプ の 例 


口 alow User to Close Wndow 

図 Windows has Title Bar 

図 Windows has 本 te Bar 
ググ. 回 一 スズ El 図 Alow User to Close Wndow 
ZI ド ダイ - ド 7 人 TH き 

図 A&loY User to Resize YYindow 


ドウ サイ ズ 変 更 可能 
ドウ タイ トル 付き 





これ ら の ウィ ンド ウタ イプ は , 編集 モー ド 時 は 反映 
され ず , 実行 モー ド 時 に 反映 され る だ た め , 設定 し た 後 
は 一 度 実 行 モ ー ド を 選択 し て 確認 する こと を 忘れ な い 
で ' く 7 き ふん ふう 、 

また, ダイ アロ グ を 選択 し た と き は , キー ボー ド か 
00 の ンド 相 M の キー ボー ド ・ シ ョ ー ド カット や で: 
実行 モー ド を 編集 モー ド に 戻す こと が で きま す . ダイ 
アロ グ を 選択 し た と き は , マウ ス か ら メ ニュ ー が 選択 
で き な く な る の で , キー ボード か ら モ ー ド 変更 する よ 


《 図 5-4> 

ウィ ンド ウ の 表示 
位置 や Pop-up 

メニ ュー の 選択 方 法 


ダイ アロ グ ボ ックス 


Auto-Center を 選択 する と ウィ 





が 制御 され る ). 


《 図 5-5> 実行 パレ ッ ト を 非 表示 に する 方 法 


匿 File Edit Operate Controls windows Text 


Show Menu Bar の 選択 を 解除 する と, 最 
小 限 の メニ ュー の み 表 示さ れ , ユー ザー 
側 で 勝手 に 終了 する こと を 防止 で きる . 


ーー 革 File Et Operete ロ showMenBer 


区 | Show Menu Bar 


区 Show Execution Palette 


Show Excution Palette の 選択 を 解除 する と, 図 Rn 
実行 パレ ッ ト が 非 表 示 に な る . 図 は 表示 状態 
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ドク グ 多 コン ピュ 
ー タ 画面 の 中 央 に 表示 で きる (自動 的 に 表示 位置 





図 8how Memu Bar 








Untitied | 5 紀 


人 | 図 Wimdows has Tite Bar 
図 Show Scroll Bars 


図 Dialog Box 
口 Windows has Title Bar 


図 DiaJog Box 
図 Windows hass TiOe Bar 


ダイ アロ グ ボ ックス 
ウィ ンド ウタ イト ル 付 き 


う に 注意 が 必要 で す . 

また , その 他 の 選択 で 図 5-4 の よう に ウィ ンド ウ の 
表示 位置 や Popb-up メニ ュー に つい て の 選択 が 設定 可 
能 で す . 
@ メニ ュー や 実行 パ バレット の 設定 

さら に , 場合 に よっ て は メニ ュー の 一 部 や 実行 * レ 
ッ ト も 非 表 示 と し た 方 が , 誤操作 防止 の た め に 有効 な 
場合 も あり ます . その 場合 の 設定 例 を 図 5-5 に 示し ま 


和 。 


信 ] Aow Run-Time Pop-up トイ enu 
Allow Run-Time Pop-up Menu を 設定 する と コマ ンド クリ ッ ク で 表示 
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《 図 5-6> vi の 実行 に 関す る オプ ショ ンダ イア ログ 


ExecutionUptions 巴 


[ Show Front Panel hen Loaded 


図 Shoy Front Panel when Called vi が 呼ば れ た ら 自 動 的 に フロ 
加 Close Afterwards if Originallg Closed の 人 し すい た 0 
Re VNen0pene9 ーーーーー。 vi が 開か れ た ら 直 ち に 実行 する 設定 . 普 
[ Suspend when Called 通 は 上 位 の vi に 設定 する と フロ ント パ 
ネル を 開く だ け で 自動 的 に vi が 起動 す 
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《 図 5-7> 自動 的 に sub.vi が 実行 され る 
に と と 
o | | 
了 














ここ に vi が 呼ば れ た ら 実 行 さ れる 処理 を 置く 





Stop 


ロ 人 間 | 本 > 


これ が sub.vi. vi の 設定 を Show Front Panel When Called 
と Close Afterwards if Originally Closed を チェ ッ ク し て 


保存 し た 後 , 上 位 vi か ら 呼 ぶ と この 画面 が 表示 され る . 
また , STOP ボタ ン を 押す と この 画面 が 自動 的 に 非 表示 
に な る . 





8 補う,。 こ で で 「 実 行 パ レッ ト を 非 表 示 に し て し ま 
う と , 実行 開始 は どう し た ら で き る ん だ 」 と 疑問 を 持 
だ た れ た 方 も いる と 思い ます . 

この 場合 は , 実行 に 関す る 設定 を 変更 する こと に よ 
っ て vv が 実行 され , 上 位 Y か ら 呼 ば れ た と きのみ に 
下位 vi の ウィ ンド ウ が 表示 され , 実行 が 終わ る と 自動 
的 に 閉じ る 設定 を 行う と いう テク ニッ ク を 使っ た り , 
vi が 開い た ら 実 行 す る オプ ショ ン を 設定 する こと に 
より 実現 で きま す . 

価 vi の 実行 に 関す る オプ ショ ン 

vi の 実行 に 関す る オプ ショ ン は , 図 5-6 の よう な 設 
定 が 準備 され て いま す . 

図 5-6 の オプ ショ ン を うま く 使 うと , 図 5-7 の よう に 
メイ ン ii を 開く と 自動 的 に 実行 が 始ま っ て , 次 に 
Sub.vi が 表示 され る よう に 設定 する こと が で きま す . 





プラ フ を 表示 させ る 





天 様々 な グラ フ 
さて , これ で フロ ント マネ ル の 設定 と 実行 に 関す る 
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《 図 5-8> LabVIEW の グラ フ に 関す る オブ ジェ クト 
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Graph と 言っ て も , 大 きく 分 け て 
Graph と Chart の 二 つ に 分 か れ て い 









る . それ ぞ れ , アレ イデ ー タ また は 
クラ スタ デー タ の 入力 の どちら か 一 
方 の デー タタ イプ の み を 受け 付け る . 


[Graph | クラ スタ デー タ 表 示 用 
(構造 体 デ ゲー タ ) 


アレ イデ ー タ 表示 用 
LDBL」 


om (配列 デー タ ) 


オプ ショ ン は 設定 で きま し た だ た. 次 は , 測定 デー タ を グ 
ラフ 表示 させ て み ま し ょ う . LabVIEW の グラ フ に 関 
する オプ ジェ クト は , 図 5-8 に 示し た と お り で す . バー 
ジョ ン が 2.2 まで は 輝度 グラ フ は サポ ー ト され て いま 
せん で し た が , バー ジョ ン 3 に な っ て か ら は 輝度 グラ 
が サポ ボー トド ぎ きれ る よう だ な びり の 表 し か な 。 

これ は , 2 次 元 配 列 の 各 要 素 の 数 値 の 大 き さ に よっ 
て 数 値 を 色 で 表現 で きる グラ フ で す . 画像 処理 を や っ 
て み だ た い 人 に は 必要 な 機能 で す . 温度 分 布 を 色 の 変化 
で 捉え た いと き な ど 便利 か も し れ ま せん . 

LabVIEW の グラ フ は , 大 きく 分 け て 二 つ の デー タ 
タイ プ に 分 か れ て いま す . し た が っ て 。 デー タタ イプ 
が 異 な る と ワイ ヤ が 点線 に な っ て し まい , 接続 する こ 
と が で きま せん (クラ スタ と アレ イ に つい て は 。 後 で 説 
明 し だ いと 思い ます )。 

免 グラ フ と チャ ー ト の 違い 

グラ フ と チャ ー ト の 違い で す が , 表示 の た め の バ ッ 
ファ メモ リ を 表示 器 が 内 部 に 持っ て いる も の が チャ ー 
ト で , 内 部 に バッ ファ メモ リ を 持た な いも の が グラ フ 
る 


< 図 5-9> スク ロー ル バ ー の 表示 方 法 
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トラ 校 コ コピ ュー ヲ 


し だ が っ て , チャ ー ト で ば 過 雪 の デー タ を 見 る だ め 
の スク ロー ル バ ー を 持つ こと が で きま す が , グラ フ は 
で きま せん . 逆 に , グラ フ の 良さ き は デー タ 表 示 開 始 ポ 
イン ト ( ベ テ 0) や デー タ の 表示 間隔 (dx) な ど を 細か く 
設定 で きる こと が メリ ッ ト で す 。 

図 5-9 に , チャ ー ト の スク ロー ル バ ー の 表示 方 法 を 
示し ます . 一 般 的 な 使い 分 け 方 と し て は , 散布 図 な ど 
に は グラ フ を 使い , トレ ンド 表示 な ど に チャ ー ト を 使 
う の が 一 般 的 で は な いか と 思い ます . 

図 5-10 に , チャ ー ト の バッ ファ メモ リ 変 更 方 法 を 示 
> ます 。 

図 5-11 に 示し た の が , LabVIEW の example に 含 
まれ て いる グラ ブフ ブ 機 能 を 説明 し た vi で , Waveform 
Graph.vi で す . 

この 例 を 見 る と , いずれ の 場合 も グラ フ 化 し た い デ 
ー タ は 連続 的 に 発生 し た アレ イデ ー タ で な けれ ば な ら 
2 が vo こと が 分 か り ま す 。 一 つの チャ ー ド グラ ブフ ブ に 何 浴 
か の デー タ を 表示 きせ た いと きい は , Build Array を 使 
えば よい こと が わか り ま す . また だ , メ テ 0, dx の 設定 方 
法 が わか る と 思い ます . 


《 図 5-11> LabVIEW の グラ ブフ 機 能 を 説明 し た vi 
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< 図 5-102 チャ ー ト の バッ ファ メモ リ の 変更 方 法 


チャ ー ト グラ フ の と き は デー タ 保 持 点 数 
を 設定 で きる . Waveform グラ フ は デー 
タ 保 持 で き な い の で スク ロー ル 不 可 . 
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還 グラ フ の 応用 vi 
グラ フ に 関す る 機能 を うま く 使 うと , 図 5-12 の よう 
な vi も 作る こと が で きま す . この vi は , デー タ を 3 次 
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《 図 5-12> 
デー タ を 3 次 元 表 示す る vi 
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元 で 表示 する vi で , LabVIEW ユー ザー 会 の 会 員 の 方 
が 作っ だ も の で す 。 

陰線 処理 や ワイ ヤー フレ ー ム の 色 な ども 変え る こと 
も で きる すばらし いも の で , カラ ー で お 見 せ で き な い 
の が 残念 で す . この よう に , や り 方 次 第 で 相当 な 機能 
を 実現 で きる こと が 分 か り ま す ( そ れ に し て も 凄い vi 
が 4 リ 。 

この よう な 3 次 元 グ ラフ に 関し て は , SurfaceVIEW 
と いう 商業 版 の アド オン パッ ケー ジ vi が あり ます が , 
日 本 か ら 購 入 す る こと は な か な か 困 上 将 な の が 現状 で す 
の ro だ 2 信人 です )。 

だ た だし, 最近 の 噂 に よれ ば ぱ ば , 日 本 国内 で Sur- 
faceVIEW を 売っ て いる と ころ も 出現 し た と 聞い て 
ゅ いま す . 他 に も , 特殊 な グラ フ を 作る に は , 日 本 ナシ 
ョ ナル イン スツル メン ツ か ら LabVIEW の アド オン 
パッ ケー ジ と し て 発売 され て いる ピク チャ ー コ ント ロロ 
ー ル キッ ト と 呼ば れ て いる アド オン パッ ケー ジ を 購入 
する こと に より , か な り 特 殊 を グラ フ も 作る こと が で 
きま す . 

特殊 を スケ ー ル の グラ フ を 急い で 作ら な けれ ば な ら 
な いよ うな 場合 は 有効 か も し れ ま せん . 

他 に , グラ フン 関係 の 機能 と し て は , カー ソル を 表示 
させ て デー タ を 読む 機能 や ログ 表示 の オプ ショ ン , 最 
大 値 や 最小 値 の 任意 設定 方 法 , グラ フ そ の も の の 表示 , 
非 表 示 切 り 替 を な どか な り の 機能 を 持っ て いま す . 

気 に な る の は , 大 き な グ ラフ 表示 な ど を する と プロ 
グラ ム の 実行 速度 が 低下 する の で , 使い 方 に 若干 の 注 
意 が 必要 な こと で し ょ うか . 


デー を 印字 する 





儲 LabVIEW の 印字 テク ニッ ク 

次 に , デー タ の 印字 に 関し て で す が , 収集 デー タ は 
kc ホフ ァイル と し て 残さ れれ ば それ で よし とし, 
凶 学 は 表 計 算 ソ フト で , と いう パタ ー ン も 多い よう で 

じ し か し , で きる こと な ら 一 つの アプ リケーション で 
最初 か ら 最後 まで 実行 し た く な る の も 人 情 で す . それ 
に , 印字 を 別 の アプ リケーション で 行う 場合 は 。 一 貫 
し た 自動 化 に 結び 付か な い 可 能 性 が あり ます . この 場 
合 は , LabVIEW の マニ ュ ア ル (p.3-4) に も 記述 され て 
いる よう に, 印刷 モー ド ボ タ ン と 印字 用 vi を 活用 する 
こと に よっ て 実現 で きま す . 
価 印字 する た め の 手 順 

手順 と し て は , 
1) 上 位 の 印字 対象 の 表示 器 を アイ コン 枠 に 接続 す 
る ( 図 5-13 参照 ). 
(②) 新しく 印字 用 に Yi を オー プン し て , その フロ ント 
パネ ル に 上 位 の 印字 対象 の 表示 器 を コピ ー し た 後 , 
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2 回 ペー スト する ( 図 5-13 参照 ). 
(3③) どちら か 一 方 の 表示 器 を, 制御 器 で ある Control に 
属性 変更 する . 
(4) 印字 用 vi の オプ ジェ クト を アイ コン 枠 に 結線 する . 
(5) で きた だ たら 制御 器 を 全て Hide Control に し て フロ ン 
トバ パネ ル か ら 非 表示 に する . 
(6) File メニ ュー の Page Setup. . . を 選択 し て , 用 紙 方 
向 を 選ん で OK と する 。. 
(⑦) File メニ ュー の Page Layout. . . を 選択 し て ,。 レイ 
アウ ト 設 定 用 の ダイ アロ グ を 表示 させ る . 
(8) ダイ アロ グ で Print Front Panel の み を チェ ッ ク 
し で て 。 他 の ナチ ェ ッ ク る を も 金 そ 外す 、 そ し て で て 。 OK ポポ メデ を 
押す . 
(9) 印字 用 vi の モー ド を , 編集 モー ド か ら 実 行 モ ー ド 
に し て 印刷 モー ド ボ タ ン を 押す . 
⑩) いっ た ん 印字 用 vi を 保存 する . 
d⑪ 上 位 vi の ダイ アグ ラム に 印字 ボタ ン を 設け , 設定 
を Latch When Released に 選択 する. 
0 上 位 vi の ダイ アグ ラム に ケー ス を 設け 。 ケー ス 条 
件 に 印字 ボタ ン を 接続 する. 
⑱ ケー ス の True 側 に 印字 用 vi を 取り 込む . 

以上 , か な り 長 い 手 順に な っ て し まい まし た が 。 こ - 
れ で 印字 ボタ ン を 押す と EEH 字 が で きる よう に な り ま す . 

後 は 印字 位置 の 調整 で す が , LabVIEW は 左上 を 基 
準 に し て 印字 範囲 を 決め て いる よう で す の で , 二 マ ー 
ク や ビ ピリ オド な ど を 位置 合わ せ 用 に 一 つ テ キス ト と し 
て 置い て お き , 何 回 か 位置 を 動か せ ば 位置 調整 も 可能 
KK 柳 ま 学 。 
借 この 方 法 の 欠点 

この 方 法 の 欠点 は , チャ ー ト が 含ま れ て いる デー タ 
の 印字 が で き な い こと で す . チャ ー ト の バッ ファ メモ 
リ は , その Vi か ら 外 部 に 引き 出す こと が で き な い た め 
Lu 

まだ , メモ リ 的 に も この 方 法 に よる 印字 は , 印字 用 
の vi の フロ ント パネ ル 構 成 情報 を 全て メモ リ に ロー 
ド す る よう で , メモ リ と プロ グラ ムサイ ズ の 使用 量 が 
多く な っ て し まう こと で す . また , 用 紙 方 向 が 縦 方 向 
と 横 方 向 の 混在 が で き な い こと で す . 

どちら か 1 方向 に 設定 し て , vi を 保存 し た 状態 が 印 
字 す る と き の 用 紙 方 向 に 反映 され る よう で す . 一 方 , 
メリ ッ ト と し て は , ミリ 単位 の オプ ジェ クト 調整 が で 
きる の で , 非常 に 柔軟 な 印字 が 可能 に な る こと で す . 

デー タク 整理 用 と し て 定型 フォ ー マ ッ ト が 決ま っ た も 
の で あっ て も , 根気 よく 位置 調整 を すれ ば , か な り 実 
用 に 耐え うる 印字 が 可能 に な り ま す . また だ , 印字 フォ 
ント は , その プ ブ プラットフォーム の 印字 機能 に 依存 し ま 
す が , Mac や Windows で あれ ば True Font の 美しい 
印字 結果 が 得 ら れ ま す . 


トラ 技 コ J ビ ュー ヲ 


< 図 5-13> デー タ を 印字 する た め の 手 順 
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ト パ ネ ル の 制 
御 器 が 消え る 







数 値 - 印 字 用 


| Ta ト を コピ ー poo ] 





し て 下位 の EEH 字 用 vi の フロ ント 


パネ ル に ペー スト する 文字 列 - 凶 字 用 





本 7 メー ) ーー 交 


eo 
N 
ne 拡大 ノ 竹 小 : ご ジー 

トー デフ 0 


Page Setup を 選ん で 
用 紙 方 向 を 設定 する 


Page Layout を 選ん で 
Print Front Panel の み 
デ テ ェ ッ ク す る 











ゴゴ Pege Lauout 計 - 
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吉 仁 - 入 力 用 【 還 










片方 の グル ー プ の 
オプ ジェ クト を 制 
御 器 に 変え る 


較 Print Front Panel 
日 Paqe Break Before Front Panel 









日 Print Block Diagram 
or Ya 
1 お と KR PDK SE KK iRKir fi 


= こし と < 
LIP FES yaYrh ぐ 






at Prayar rw は hh も ッ を ) 















実行 モー ド に 変更 し て 
EH 刷 モー ド ボ タ ン を 押 
すこ と じじ て いろ の 7 だ ん 
字 用 vi を 保存 する 


和信 入力 用 
文字 別 - 入 力 用 
去 - 入 力 用 
印字 用 -Yi 







回 軸 | 園 回 口 賠 了 馬 6 *M 













EH 字 結果 を 見 て な ど 記 号 を 
タイ プ し て これ を 移動 し て 全 
体 の 位置 調整 を 行う 







数 値 - 印 字 用 


文字 列 -EH 字 用 
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《 図 5-13> デー タ を 印字 する た め の 手 順 ( つ づき ) 









吾 Ej 字 実行 ボタ ン を 
Latch When Released 
る 


Ehange to Indicator 
Find Terminal 

Show ぁ 
Data perations 
Create Attribute Node た テ 
Replace E 


Ei ilCd!| ム Ct10F 


に に Released 



















(| Eh 字 実行 ボタ ン を 
g ノー ス 条 件 に 接続 する 


仁 デー タ の 引き 渡し 方 法 

印字 用 デー タ の 引き 渡し 方 法 で す が , 図 5-13 で は 印 
字 用 の デー タ を 接続 コネ クタ を 経由 し て , デー タ を 上 
位 vi か ら 下 位 印 字 用 vi に 渡し て いま す が , グロ ー バ 
ル 変 数 を 使う こと に よっ て デー タ を 渡す こと も 可能 で 
本 

だ だ し , ブログ ラム の 実行 速度 と プロ グラ ム の 読み 
や すさ の 面 か ら , グロ ー バ ル 変 数 や ロー カル 変数 は 最 
小 限 に 使っ た 方 が よい で し ょ う . 


エラ ー 負 理 


島 LabVIEW の エラ ー 娘 理 

さて , LabVIEW の エラ テー 処理 で す が , デバ ッ グ を 
行う た め に いち いち ェ エラー 表示 用 の vi を 自分 で 作る 
の も 面倒 で す 。 ま た, 今後 プロ グラ ム を 作る 上 で 
LabVIEW の エラ テー 処理 の 原則 を 知る こと は 無駄 で は 
あり ませ ん 。 

そこ で , ここ で ちょ っ と LabVIEW が 標準 で 備え て 
"いる エラ ー 表 示 , 処理 の vi の 使い 方 と エラ ー 処 理 の 考 
え 方 を 説明 し た いと 思い ます . 

まず , エラ ー 処 理 の Yi は , 図 5-14 の vi が 標準 で 準 
備 さ れ て いま す . 最も 簡単 な エラ ー ハ ンド ラーwi は 
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〈 図 5-14>。 エラ ー ハ ンド ル の メニ ュー の 場所 
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Simple Error HHandler.vi と 呼ば れる も の で す . 自分 で 
作っ た プロ グラ ム に , 科 単 な エニ ラー 表示 を 行う と き に 
重宝 する vi で は な いか と 思い ます . 使い 方 の 例 を 図 5- 
5 2 し ます 。 

図 5-16 が 。 いく つか の エラ ー 処 理 の 例 で す . 

エラ ー ハ ンド ラー は , 標準 で 準備 され て いて 使い や 
すい に な っ て いま す が , 使っ て みて 感じ る こと は 。, 
結構 プロ グラ ムサイ ズ が 大 きい こと と , コメ ント の ほ 
と ん ど が 英語 で , 日 本 語 化 きれ て いな い の で メッ セー 
ジ が 分 か り に て いと き が お あ 全 こと で す 。、 

一 方 , よい 点 と し て 自動 的 に エラ ー 入 出力 の ある vi 
間 で 実行 順序 が 規定 され る の で , i の 実行 順序 が 明示 
的 に な る こと , 統一 感 の ある エラ ー 処 理 が で きる こと 
本 まり 9 、 





衣 に 表 れ る 





仁 ば お っ 

今回 は , ウィ ンド ウ の 設定 , 実行 オデ ショ ン の 設定 , 
グラ フ , 印字 処理 , エラ ー 処 理 と 盛り 沢山 に な っ て し 
まい まし た . LabVIEW の 奥 の 深 さき は 大 変 な も の で . 
この 連載 で や っ て いる こと は , まる で 象 に 触れ て 説明 
し て いる か の よう な 気 に な っ て きま す . 

今回 の 内 容 は いか が だ っ た で し ょ うか . クラ スタ や 
アレ イ の 説明 が ちっ と も 出 て こない じゃ な いか と か , 
で だ に] お は どう し た ん だ な ど と いう 座 も こ と こえ で 表 
2 

次 回 で は , な ん と か フォ ロー し た いと 思い ます . あ 
と , LabVIEW 学習 や 関連 する 情報 の 入手 を どう すれ 
ば いい か に つい て も , 知り うる 範囲 で 書い て みた いと 
思い ます . 

最近 ,。 ある 国内 計測 器 メ ネー カー は 新 製品 の 計測 器 に 
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《 図 5-15> Simple Error Handler の 使い 方 
ここ に エラ ーー 番号 を 入力 し ます (例え ば ー3) 














これ が シン プル エラ ー ハ ンド ラー で す 。 
と こと に エラ ー 表 示 内 容 を 入力 し ます 。 


HH 直 HH は は 時 
は は は は は 持寺 寺村 寺 拓 寺村 寺 寺 電電 電電 埋 H は HH は は は 1 けけ は 二村 けけ け 二 本 
! 攻 桂 生 村 は 1 けけ 111 生 は は 1 す せ 1 せ す は せ せ せ せ す す す 1 は す 1 すす すす すす すす 1 すす すす すす 1 すす すす 11 すす すす すす は 1 は すす 1 すす 11 すす すす すす は 
HHHHTHHHHHTHtHHHHHTYtHHHHTHHHHTTHHHHHHHHHHtHHTTTtEHEHHHTTEEHHHHHHHEHHTHEHHHHHTH は HH は は 持 HH は 生生 
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Simple Error Handler_-Yi 





This error handler is used prirnar1lu to jnform the user if an 
jnput erFor exists , to describe the error , and to identifu where 
人 t occurred. The jnformation needed to do this js deriyed from 
the inputs error cluster im, error code , and error soUFCe , and 
from an jnternal error description table. 


上 の ダイ アグ ラム を 実行 させ る と エラ ー コ ー ド の 
番号 が 0 以外 な の で (0 は エラ ー な し ) ダイ アロ グ 
が 表示 され る 


Error -3 0ccurred at これ が シン プル エラ ー ハ ンド ラー で す 。 
と と に エラ ー 表 示 内 容 を 入力 し ます 。 


Pnss1ihle FeaSQnS: 
ut ava1lahle. 


し mk 





は 標準 的 に LabVIEW の ドラ イ バ vi を 開発 , 配付 で 
きる よう に 体制 を 整え つつ あり ます . それ ば か り か, 

過去 に 販売 し た 計測 器 の ドラ イ バ に つい て も 徐々 に 整 
備 し で 行く そう で す 。.。 LabVIEW の ユー ザー に と っ て 


へ 


E 時 (EN こと 倒し (し ) 
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〈 図 5-16> エラ ー 処 理 の 例 
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この よう な 
g エ ラー 和 負 理 
方 法 も ある 


し が か し じ に 下 攻 ー KR ラ の 入出 力 を 備え た 構造 の vi と 






今回 は ,. イン テリ ジェ ント 高速 RS-232C ボー ド で 
あ る SUNTAC-RS1 (サン 電 子息 ) 用 の ドラ イ バ に つ 
いて 説明 し ます . 

SUNTAC-RS1 は ,。 ボー ド 自 体 に ロー カル CPU 
2D 下 JA フッ アテ を も つ オ イシ テリ ジェン シン ト タ イ プ 
の イン タフ ェ ー ス ボー ド で す . 


SUNTAC-RS1 の レジ スタ の 概要 





休 デー タレ ジス タ (Read/ Write) 

ポー ド と アプ リケーション 間 で 送 / 受 信 デ ー タ を 入 
出力 じ ま す . 

仁 コマ ンド / レ スポ ンス レジ スタ (Read/Write) 

SUNTAC-RS1 へ の コマ ンド (Code 番号 ) や それ に 
付随 する パラ メー タ (デー タ ) を 出力 し , また 必要 な 場 
合 は , その 結果 と し て の レス ポン ス を 入力 し ます . 

出力 の 際 に は , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト 旋 が 
0 に な る の を 確認 し て 次 の 動作 に 移り ます . 入力 の 際 
に は , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト 計 が 1 に な る の 
を 確認 し て か ら 読 み 出 す 必 要 が あり ます . 

和 ステ ー タ スレ ジス タ 1(Read only) 

ロー カル CPU の ステ ー タ ス 情 報 な ど を 取得 し ます 
( 図 4-). ブロ ッ ク 転 送 モ ー ド の 場合 に は ,。 1 バイ ト の 
デー タ ご と に B2, B3 を 確認 する 必要 は な いよ う で す 
が , ホス ト 側 が 高速 な 場合 に つい て は 定か で は あり ま 
せん . 割り 込み を 使用 し な い 場 合 は , B1 の 確認 は 必要 
あり ませ ん . 

姓 ステ ー タ スレ ジス タ 2(Read only) 

ボー ド の バッ ファ の ステ ー タ ス 情 報 な ど を 取得 し ま 
す ( 図 4-2). B0, B1, B2 は , 割り 込み 送受 信 の 場合 に 
確認 が 必要 に な る フラ グ で す . 

狂 ステ ー タ スレ ジス タ 3(Read only) 

ボ ポート 2 の RS-232C ライ ン の 信号 の 状態 を 取得 し 
ます ( 図 4-3). DCE 側 か ら の 信号 の み で は な く , DTE 
側 か ら の 信号 も 確認 で きま す . 信号 線 と 同じ くす べ て 
負 論 理 で ある こと に 注意 し て くだ さい . 

天 ステ ー タ スレ ジス タ 4(Read only) 
ボ ポート 3 の RS-232C ライ ン の 信号 の 状態 を 取得 し 
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短期 集中 連載 





ルイ ンタ ー フ ェ ー ス 用 ドラ イ バ の 制作 
SUNTAC-RS 1 用 ドラ イ バ の 制作 


SSSN4, マッ ー ン ング / 


ます 。 内 容 は , ステ ー タ スレ ジス タ 3 と 同じ で す 。 

ステ ー タ スレ ジス クタ 3.4 だ け は ポー ト ご と に 分 か れ 
て いま す が , それ 以外 の 4 個 の レジ スタ は すべ て ポー 
ト 2, 3 で 共用 され ます . 

し だ た が っ て , アク セス する 場合 は 前 も っ て ステ ー タ 
スレ レジ スチ ユ の B0 を チェ ッ ク し で 。 現在 チタ テ ィ デ 
な ボー ト は どちら な の な か を 把握 する 必要 が ある で し ょ 
う 。 アク ティ ブ を な ポー ト を 区 替え る に は 。 ヨミ マシ ド 
Code : OCh, ODh を 使用 し ます . 


MO ペー スク 


ドレ ス の 設定 





I/ 〇 アド レス は ボー ド 上 の 10 ビ ッ ト の ディ ッ プ ス 
イッ チ で 設定 し ます . デ ィ ッ プス イッ チ の 1-5 番 ビッ 
ト を アド レス 設定 スイ ッ チ , 6 一 10 番 ビッ ト を ボー ド 
番号 設定 スイ ッ チ と し て 説明 きれ て いま す . 

I/O ひ アデ ドレ ス と ディ ッ プ スイ ッ チ の 各 ビ ッ ト の 関係 
は , 家 4-1 の よう に な っ て いま す 。 


SUNTAC-RS1 の コマ ンド の 概要 





ここ で は 今回 の ドラ イ バ で 使用 する コマ ンド に つい 
て 特筆 すべ きこ と の み コ メン シト ずる こと に と ど め ます 
( 表 4-2). そ の 他 の 詳細 に つい て は マニ ュ ア ル を 参照 し 
基 生 -3 人 

ほとん どの コマ ンド は , 発行 し た 時 点 で アク ティ プ 
な ボ ポート に 対し て の み 有 効 で す が , 一 部 の コマ ンド は 
両方 の ポー ト に 同時 に 作用 する の で 注意 し て くだ さい . 


市 作 し だ を ドライバ の 特色 





① 割り 込み 制御 は 一 切 使わ な い 

この ボー ド は 一 応 割 り 込 み 制 御 に も 対応 は し て いる 
も の の , 基本 的 な 設計 思想 と し て , ポー リン グ 制 御 で 
動作 させ る こと を 想定 し て いる よう で す . 

し た が っ て 。, 今 回 の SUNTAC-RS1 用 ドラ イ バ で は 
割り 込み を 一 切 使い ませ ん . UART 用 の ドラ イ ^ バ に 比 
べ る と は る か に コン パク ト に 仕上 が り ま す . 


トラ 校 コ コピ ビュ -2 


な お 割り 込み を 使用 し な い の で , ボー ド 上 の 割り 込 
み レ ベル を 選択 する た め の ジ ャ ンマ ピン は 必ず 抜い て 
くだ さい (出荷 時 の 設定 は INTO に な っ て いる ). 
② ドラ イ バ 自 体 に は バッ ファ は 持た な い 

① と 関連 し て , これ も イン テリ ジェ ント ボー ド で あ 
る こと の 大 き な メ リッ ト の ひと つ で す . ドラ イ バ は 。 
アプ リケーション と ボー ド と の 間 で , 片方 か ら 受 け 取 


〈 図 4-1> ステ ー タ スレ ジス タ 1 
(ロー カル CPU の ステ ー タ ス 情 報 な ど ) 
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あり 
人 デ ー タ ラッ チ 
状態 フラ グ 
ーッ 
2 ゲー デ ー ダ タ り 
害 | り 込み 信号 の 






















〒 


〇 
剛 開 提 


ON : 割り 込み 発生 
ポー ト セ レク ト 
情報 
現在 アク ティ デ な 
の は ポー ト 2 
現在 アク ティ ブ な 
の は ポー ト 3 





《 図 4-22 ステ ー タ スレ ジス タ 2 
(ボー ド の バッ ファ の ステ ー タ ス 情 報 な ど ) 


プレ ー ク 信号 検出 


送信 パッ ファ 空き 
25 96 有 は ラウ ラグ 
25 96 以 下 
送信 パッ ファ 空き 
75 96 以 上 ラグ 
75 96 以 上 


受信 デー タ サ イズ 
レベ ルフ ラグ 
コマ ンド 0Oh で 設定 
し た サイ に 短 た た 
1) B0, B1, B2 は , 割り 込み 送 / 受 信 の 場合 に 確認 が 必要 に な る 
と ルン チー 
(2) B6 は , ROM RS 2.41 に な っ て 新た に 追加 され た フラ グ , 現 
在 コ マン ド を 処理 中 の 場合 この ビッ ト が 1 と な り , 新規 コマ 
ンド を 発行 し て も 無視 され る . 新た に コマ ンド を 発行 する 場 
合 に は , この ビッ ト が 0 で ある こと を 確認 する 必要 が ある ( そ 
れ 以 前 の バー ジョ ン で は , 常に 0). 





《 図 4-.32 ステ ー タ スレ ジス タ 3 
(ポー ト 2 の RS-232C ライ ン の 信号 の 状態 ) 





| フレ ー ク on | 
信号 oN | 
|prm 太 全 oN  」 
|pop 人 on | 














DSR 信号 ON 
CTS 信号 ON 
RTS 信号 ON 


< 表 4-1> |/O0 アド レス と ディ ッ プ スイ ッ チ の 各 ビ ッ ト の 関係 








1/O ァ ドレ ス 








DipSW・No 


ula 
EE 





ボー ド 番 号 ビ ッ ト 





コマ ンド / レ スポ ンス レジ スタ | x1nnh | ステ ー タ スレ ジス タ 3 
え テ ー タ スレ ジス タ 1 | x2nnh ステ ー タ スレ ジス タ 4 
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[AA Ato| ea Aom Aor [Aoe Ao5 [Aod Aos laeg |AenlAeml 
7lel に に "lmlnlslelslsltlel 


レジ スタ 1I/O アテ ド レス ド 当 :y 二 本 あら hO ま ドル 





** の 3 ビ ピット で レジ ス 
タ を セレ クト (0-5) 





*1 は 1 に 固定 
I/O アド レス ピッ ト *O は 0 に 固定 













x 部 分 は , ボー ド 番 号 ビ ッ ト で 決ま る 
nn 部 分 は I/O アド レス ビッ ト で 決ま る 
95 


< 表 4-2> SUNTAC-RS1 の コマ ンド (@ : 今回 使用 する  : 使用 し な い ) 





意 味 幸 : 炎 シド 
割り 込み 発生 受信 デー タ 受信 割り 込み を 使用 する 場合 に 必要 
サイ ズ 指 定 
送信 ブロ ッ ク 転 送 サ イズ デー タ と し て プロ ッ ク 送 信 し た い 和 希望 バイ ト 数 を 入力 する と ,。 レス ポン ス と し て プロ ッ ク 転 














指定 (DMA 転送 ) 送 の 可能 サイ ズ ( 人 ミ バ バッファ の 空き サイ ズ ) が 返さ れる (最大 255 バイ ト ). 

この あと , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト #7( 送 信 ブ ロッ ク 転 送 中 フラ グ ) が ON に 転ずる の 
を 確認 し て , レス ポン ス 分 だ け 送 信 デ ー タ を 出力 する ルー プ を 繰り 返す こと に な る 。. 

送信 ブロ ッ ク 転 送 で は , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト 弥 (送信 デー タラ ッ チ 状態 フラ グ ) を 
いち いち 確認 する 必要 は な い 
受信 ブロック 転送 は , ロー カル CPU に よる 受信 デー タ の 自動 ポー ト 出 力 を 禁止 に し た 状態 
の まま で 行う 必要 が ある (Code : 1Dh) . 

デー タ と し て ブロッ ク 受 信 し た い 希 望 バ イト 数 (通常 は アプ リケーション 側 の 作業 用 パッ フ 
ァ の サイ ズ ) を 入力 する と , レス ポン ス と し て プロ ッ ク 転 送 可能 な サイ ズ ( ミ 有効 な 受信 デー タ 
数 ) が 返さ れる (最大 255 バイ ト ). 

この あと , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト #6( 受 信 ブ ロッ ク 転 送 中 フラ グ ) が ON に 転ずる の 
を 確認 し て , レス ポン ス 分 だ け 受 信 デ ー タ を 入力 する ルー プ を 繰り 返す . 

な お , 受信 ブロ ッ ク 転 送 で は , ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ピッ ト #3( デ ー タ レジ スタ に 受信 デー 
タタ 有り フラ グ ) を 確認 する 必要 は な い 


| 03h | 送信 バッ ファ クリ ア 芝 求 | バッ ファ が クリ ア さ れる だ け . デー タ も レス ポン ス も な い 
| 04h | 受信 バッ ファ クリ ア 要 求 | 03h と 同じ し . デー タ も レス ポン ス も な い 
| 05h | 通信 プロ トコ ル 設定 非同期 通信 モー ド の 通信 パラ メー タ を 指定 する ( 図 4-4) 
O6h 必 | フロ ー 制 御 要 求 XON/XOFE 信号 を 最 優先 に 送信 する コマ ンド . その ほか と し て , プレ ー ク 制御 も 行う . ブ 
レー ク 信 号 制御 は Code : 12h に も 用 意 さ きれ て いる が , この コマ ンド で は 自動 的 に 300 ms の プ 
レー ク 信 号 を 出す の で むし ろ 使 いや すい か も し れ な い 
遅延 送信 の た め の コ マン ド . Code : 1Ih で タイ マー 送信 制御 が 設定 され た 場合 に 有効 
デー タビ ッ ト の 内 容 は 図 4-5 の と お り . エラ ー フ ラグ は , エラ ー ク リア ・ コ マン ド が 発行 きれ 
る まで 保持 され る 
モデ ム ス テ ー タ ス (RS-232C 信号 線 の 状態 ) は , ステ ー タ スレ ジス タ 3, また は 4 か ら 直 接 読 
み 込 むこ と に する 。. 
この コマ ンド は モデ ム ス テ ー タ ス に 変化 が あっ た か どう か を 知り た い 場 合 に 有用 


端末 速度 選択 与え を る デー タ と 設定 され る 端末 速度 と の 関係 は 宜 4-3 の と お り 


OBh へ | プロ トコ ル 通 信 選 択 ( 未 
対応 ) 


COM2 ポー ト 選 択 ( デ フ OCh, ODh に より , アデ アクティブ な ポー ト を 切り 替え る . 二 つ の ポー ト を 同時 に 駆動 する 場 
ォ ル ト ) 合 , 頻繁 に 発行 する こと に な る が , どちら か の ポー ト が DMA 動作 中 で ある 場合 に は ポー ト 切 
り 替 え を 保留 する の が 得策 . 

また ポ ボート 切 り 替 え は , 受信 デー タ の 自動 ポー ト 出 力 を 禁止 し て 行う 必要 が ある 



















受信 ブロ ッ ク 転 送 サ イズ 
指定 (DMA 転送 ) 




























タイ マー 送信 間隔 指定 


グイ ン デ ラテ ラー・ ズ テー アタ 
ス 有 要求 
h 心 | モデ ム ス ネス テー タス 要求 





























割り 込み 要因 選択 各種 の 割り 込み 条件 を 許可 / 禁 止 する 


割り 込み 要因 ステ ー タ ス | 割り 込み が 発生 し た と き , その 割り 込み 要因 の ステ ー タ ス を 取得 する 
取得 

割り 込み 解除 割り 込み 要因 を クリ ア す る 

デー タビ ッ ト の 内 容 は 図 4-6 の と お り 

ビッ ト #0 の 1/0 で プレ ー ク 信号 を ON/OFF する 









2 ドン ダー ア ェ ー ス ボ ポー ド と アプ リケーション と の 間 で の エラ テー の 有無 を 取得 する 
要求 
エラ ー ク リア 要求 


送信 バッ ファ 空き サイ ズ 
取得 要求 


受信 バッ ファ 有効 サイ ズ 
取得 要求 
17h や | ポー ド 情 報 取 得 要 求 ROM の バー ジョ ン な どの 情報 を 得る 


言 バ > 
送受 信 許 可 設 定 送受 信 動 作 の 許可 / 禁 止 を 設定 する も の だ が , デフ ォ ル ト の まま (と も に 許可 ) で 使用 


求 


トラ 役 コ コピ ュー9 





Code : O8h の 説明 に も ある よう に , エ ラー フラ グ は この コマ ンド を 発行 し な いと クリ ア さ れ 
な い 
送信 バッ ファ に 空き が ある か どう か の 確認 に 使用 する が , 
ト 数 より 1 バイ ト 大 きい 値 を 返し て くる の で 注意 が 必要 . 
プ ブロッ ク 送 信 の バイ ト 数 は , Code : 0Ih の レス ポン ス を 用 いる の が 正確 
有効 な 受信 デー タ の バイ ト 数 を 知る こと が で きる . ブロ ッ ク 受 信 で の バイ ト 数 は 。 や は り 
Code : 02nh の レス ポン ス を 用 いる 














レス ポン ス と し て 実際 の 空き バイ 

















ひひ 


< 表 4-2> SUNTAC-RS1 の コマ ンド ( 久 : 今回 使用 する  : 使用 し な い ,。 つづき) 


ドラ イ バ の 常駐 時 に 一 度 だ け 実 行 す る . 動作 は 電源 投入 時 と 同じ な の で , ポー ト 2, 3 両方 と 
も 初期 化 さ きれる. 

多少 時 間 が か か る が フラ グ の 確認 が 必要 . まず , ス テー タス レジ スタ 2 の ビッ ト が すべ て 0 に 
クリ ア さ れる の を 待ち , その 後 , プ ブロック 転送 要求 フラ グ が 許可 に な る の を 待っ て 先 に 進む . 
ドラ イ バ の 立ち 上 げ 時 , 他 の ポー ド と 違っ て 注意 し な けれ ば な ら な い の は ,。 この 点 と 。 ゴミ 
デー タ / プ ミレ スポ ンス の 除去 


DTR 信号 ON 要求 DTR(ER) 信 号 を ON に する 
DTR 信号 OFF 要求 DTR(ER) 信 号 を OFF に する 


受信 デー タ の 自動 ポー ト 受信 を プ ブロッ ク 転 送 で 行う 場合 に は , CPU の 自動 ポー ト 出 力 を 禁止 し て お か な けれ ば な ら な 
出力 禁止 い 。 今回 の ドラ イ バ で は , 両 ポ ー ト と も 常に 禁止 状態 の まま で 動作 きせ る こと に する 


受信 デー タ の 自動 ポー ト Code : 1Dh で 自動 ボー ト 出 力 を 禁止 に し た ポー ト を , 許可 に 戻す コマンド , 今回 の ドラ イ バ 
出力 許可 (デフ ォ ル ト ) は 基本 的 に 受信 ブロ ッ ク 転 送 (DMA 動作 ) の まま で 動か す の で , 許可 に し て は いけ な い 


受信 デー タ の 1 バイ ト 出 受信 デー タ の 自動 ポー ト 出 力 禁止 状態 で , 受信 プロ ッ ク 転 送 に よら ず に 1 バイ ト だ け 受 信 バ 
ッ フ ァ か ら デ ー タ を 取り 出す と き に 必要 に な る 


RTS 信号 ON 有 要求 これ ら は フロ ー 制 御 を RTS/CTS に 設定 し て いな い 場 合 に つい て の み 有 効 . 
RTS 信号 OFF 要求 


ボー ド 上 に は 12 KK バイ ト の 送信 バッ ファ を 持っ て いる が , な ん ら か の 事情 で 送信 を キャ ン 
セル し だ た いと いう 場合 , それ で は 大 きす ぎる と いう こと も ある 。 

この コマ ンド で 256 バイ ト 単 位 で デー タ を 指定 する こと で , 送信 バッ ファ の サイ ズ を 任意 の 
大 き さ に 変更 可能 . 今回 の ドラ イ バ も , 送信 バッ ファ は 2K バイ ト に 縮小 し て いる .。 な お 小さ 
くし た 結果 , パッ ファ の 残っ た 部 分 は 切り 捨て る こと に な る 


0 ツリ ティ (を セ り 用 パリ ティ エラ ー 検 出 

イ ビ ッ ト が 0) フレ ー ミ ング 二 タ 
パリ ティ な し (デフ 

オル ト ) 人 ー 

デー タ 長 8 ビッ ト 人 
(デフ ォ ル ト ) 

ズー 多胡 7 ピット 

スト ッ プ ビ ピット 2 ビッ ト 

スネ ッ ジ ビット) ビッ 

ト ( デ フォ ルト ) 





< 表 4-3> デー タ と 間 末 速度 の 関係 


端末 如 度 (bps) 端末 連 度 (bps) 
4(04h 





送信 XON/XOFF 
フロ ー 設 定 
受信 XON/XOFF 
フロ ー 設 定 


oop 





タイ マー 送信 制御 設定 
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っ だ た データ を も う 五 方 に 即座 に 渡す だ け .。 つま り , 中 
継 す る だ け で す . 
③ ドラ イ バ 立 ち 上 げ 時 に , 一 度 だ け ボ ー ド の 初期 化 作 
業 を 行う 

電源 投入 時 に ゴミ デー タ や ゴミ レス ポン ス が 入る 可 
能 性 が ある と いう こと で , それ ら の ゴミ を 除去 する 必 
要 が あり ます . Code : 1Ah の ボー ド 初 期 化 コマ ンド も 
発行 し ます . 
(〈④ ポー トバ パラ メー タ エ リ ア に つい て 


/// 


| ソフ トウ ェ エア 割り 込み 処理 部 


免 エン トリ ルー チン 

アプ リケーション 側 か ら コ ー ル され る 割り 込み ベク 
ター 番号 に は 19h を 使用 し ます . 

自前 の スタ ッ ク を 用 意 し , AH レジ スタ の 内 容 か ら 
ポー ト 番 号 。 ファ ンク ショ ン 番 号 を 得 て ジ ャ ンプ する 
の は UART の 場合 と 同じ で す . 


ステ ー タ スレ ジス タ 3.4 を 除い て 他 の すべ て の レジ 

スタ は ふ だ た つの ポー ト で 同じ も の を 共用 し ます の で , 
ポート パラ メタ メータ を 二 つ の ポー ト に あえ て 分 ける 必要 
も あり ませ ん が , 他 の ボー ド の ドラ イ バ と 仕様 を 整え 
る だ め に 一 応 エ リア を 分 け ま し た . 


だ だ し , SUNTAC-RS1 の 場合 は 二 つ の ポー ト で 一 
つの レジ スタ を 共用 する と いう 制約 が ある た め , 対応 
する 番号 の ボー ト を エン トリ ルー チン で アク ティ プ ブ に 
し て お く 必 要 が あり ます . 具体 的 に は , Code : 0OCh, 
ODh の ボー ト 選 択 コ マン ド を 発行 する こと で す . 

最初 に 現在 プロ ッ ク 転 送 中 で ある か どう か を 確認 し , 
転送 中 で , か つ そ れ が 他方 の ポー ト で 動作 中 で あれ ば ば , 
ポー ト 切 り 替 え は で きま せん . ファ ンク ショ ン の 実行 
不能 の まま アプ リケーション に 戻り ます (この と まき 。 
PB メーFFFFh と する ). 

それ 以外 の 場合 は , 設定 され た 番号 に 対応 する ボー 
ト を 選択 し て ジャ ンプ し ます . ファ ンク ショ ン 実 行 後 , 
幸 基 22 大 少 を る ゼロ グリ ア し て 己 り ます 

ファ ンク ショ ン : OCh の キャ リア 確認 の み , 各 ポ ボー 
ト で 独立 し だ ステー タス レジ スタ を 読み に 行く の で ポ ボ 


ドラ イ バ 芋 部 の 解説 


ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み 処 理 部 が あり ませ ん の で , ド 
ライ バ は , 


ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み 処 理 部 
常駐 処理 部 


の 二 つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ ま す ( リ スト 4-1). 


〈 リ スト 4-1> SUNTAC-RS1 用 シリ アル ドラ イ バ SUNTAC.ASM 


SUNTAC 一 RS 1 用 ドラ イ バ for ROM RS2 . 41 OnDpOr Qb ? : 動 作 中 の *"- ト : 0 : Port2 , 1 : Po ェ rt3 int 2: 
1995.07.14 Copyrigyt (C) O.rshikawa SS_SaVve dw  ? :229 グ セク ルト mov bl1,ah 
Sp_save dw  ? :2292・ お "イク プー and bx,000Fh : ファ ンク ショ ン 番号 (下位 4bit ) 
title SuntaC. db 256 dup (?) Cmp b1,0Ch :9getdcd ? 
: エ NT19 で の 一 時 的 22 ッ 2 領域 je int_7 : ま - ト 選択 不要 
PUTSTR eqUu 1abe] byte PuSh ax 
SETVECT equ の puSh dx 
KEEPRC equ : PorE ParameterS Area moV dx,ST1[si] 
GETVECT equ 7 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー は YA ああ 1L。/GDC 
MEMFRE Param2 Parameter test a1 ,0CO0h 
ENDPRC <SUN_BASE+SUN_DAT, SUN_BASE+SUN_CMD, SUN_BAS 2 int_3 
E+SUN_ST1 , SUN_BASE+SUN_ST2 , SUN_BASE+SUN_ST and a1,1 
: SUN ELECTORONTCS SUNTAC-RS1 3> CmD  a1,Onpor 
: 下位 エ /O7 ト "し ルス, 本"- ト "番号 DipSW 選 択 Param3 Parameter je int_6 
割り 込み 使用 せ ず ( ゲ ャ ン パ ヒ " ン は 抜く ) <SUN_BASE+SUN_DAT, SUN_BASE+SUN_CMD, SUN_BAS Pop dQdx 
E+SUN_ST1 , SUN_BASE+SUN_ST2 , SON_BASE+SUN_ ST PDOD 8X 
SUN_BASE equ 00DOh  :^'- ん アト ルス セット 4> moV bx, OFFFFh : 他 の だ - ト で 7" ロ 2 転送 中 
SUN_DAT equ 0h : Data Register ええ ええ ええ ええ ええ ネス ミネ ネネ ネネ ミネ ネネ ミミ ミミ ネネ ネネ: io) Shor int_8 ファ ンク シッ ョ ン 実行 不能 
SUN_CMD equ 100h : INT19 : シリ アル イン タフ ェ ー ス ドラ イ バ 紫 づ :< 
: Commmand/ReSponse Reg1Ster 2 ・ ソ フト ウェ ア 割 り 込 み エ ント リ cmp byte ptr onport,0 : だ - ト 選択 
SUN_ST1 equ 200h :Status Register 1 : 1n :AH Channe1Number (b1 て 上 #4 ) ne int_4 
SUN_ST2 equ 300h :Status Register 2 : + Function Number(Lower 4bits ) moV a1,0Ch : Dort2 
SUN_ST3 equ 400h :Stacus Register 3 7 Channe1 Numbper: 0:Port2, 1:Port3 Jmp int_5 
500h :Status Register 4 Funtion Number: Oh .. Och 1nt_4: 


: 送 / 受 信 7' ロ yz2 転 送 中 722" 
:7 2 転送 中 で は な い 
: 現在 制御 中 の *"- ト 番号 


: 現在 制御 中 の *#'- ト 番号 と 一 致 


: Out:BX = OFFh moV a1,0Dh : port3 
Struc : 他 の * ま - ト で 7" ロ z2 転 送 中 に つき ファ シク ショ ン 実 行 不能 1nt_5: 


DAT dw ? :Data Reg1iSter 
CMD dw : Comnand/ReSponSe Reg1ister int19_entry : む nE 6:: 
ST1 Qw : StatuS Register 1 mOV WOrQ DEr CS:SS_SaVe, SS pop dQx 
ST2 dw  ? :Status Register 2 j 22 ッ 2 セク" メト 退避 Pop ax 
SP3 dw  ? :StaEusS Register 3/4 mOV  wOrQ Dr CS:Sp_Save , Sp AE こ 7< 
Parameter ends j 22 ッ 2・ ま "イター 退避 Sh1] bx,1 
moV Dx, Cs add bx,ofEfset ]mptb1 
Code Segmen moV SS, bx Ca11 [bx] : 各 フ ァ ン クション ペ へ 
aSSume CS :Code, ds:code mov Sp,offset mysEack  : 自前 の 2272 を 用 意 Xxor bx,bx :BX <- 0 
St ふ 1nt_8: 
puSh ds pop dQSs 
push cs 613 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ pop ds mOV SD, Word ptr CS:SD_SaVve 
cmQd1n db 128 dup(?) test ah,10h : bit 上 #4 を チェ ッ ク j 22 ッ 2・ だ イン ター 復帰 
0 RE 1 mOV SS, WOrQ ptr CS:SS_SaVe 
mov byte ptr onport, 0 j 22 ッ 2 セク メント 復帰 
moV Si,oEfEset Param2 ) PO 上 2 ハ " ラ メー タ ・OFF セ ッ ト St 
mp short int_2 ュ re 
1n 上 。 1 : mptD1 : 
mov byte ptr onport, 1 Qw portinit : $00 端末 速度 設定 お よび 初期 化 
moV Si,oEfEset Param3 :Por3 ハ " ラ メー タ ・OFF セ ッ ト dw  rxElush : $01 受信 /" ッ ファ ・ フ ラッツ ュ 


人 夫 座 廊 本 夫 座 支 赤 座 友 護 安 雄二 雪 二 二 竣 雪 二 雪 二 柄 二 友 友 護 衣 支 載 本 本 二 二 竣 語 Ca11 Out_cmQ 





28 トラ 和枝 ココ ビュ - う 


ー ト の 切り 替え は 不要 で す . 
ひ コマ ンド / パ ラメ ー タ 出力 と レス ポン ス 入 力 

コマ シド / レ ス ン スル アシ ジ スタ を 公 し で の 、 コ マシ ド 
お よび それ に 付随 する パラ メー タ (デー タ ) の 出力 , お 
よび その コマ ンド に 対す る ボー ド か ら の レス ポン ス の 
入力 を 行い ます . 

それ ぞ れ 。 - ス テー タス レジ スタ 1 の ゼット 5 な いし 
#4 を 確認 し て 入出 力 し ます . 

な お TROM RS2.41 か ら ス テー タス レジ スタ 2 の 
ビット #6 に コマ ンド 処理 中 フラ グ が 追加 きれ まし た 
の で , コマ ンド 出力 の 際 に は この フラ グ に より 新規 コ 
マン ド の 受付 け 禁 止 / 許 可 状 態 の 確認 も 必要 で す . 

仁 0h : portinit (端末 速度 の 設定 / ポ ー ト 初期 化 ) 

端末 速度 : AL し レジ スタ の 値 に よっ て 設定 

> 師 信 2 フ パ ラブ メータ: フリ ティ な し , デー クタ 長 .8 ゼ ビ ウ ト , 
スト ッ プ ビッ ト 1 ピ ビッ ト で 固定 

wp DTR 信 号 を ON 

sp フロー 制御 : デフ ォ ル ト の RTS/CTS フロ ー 

p 送信 バッ ファ サイ ズ :2K バ イト に 縮 小 

> 受信 デー タ の 自動 ボー ト 出 力 を 禁止 : アプ リ ケ ー シ 
ョ ン と の 送 / 受 信 は , ブロ ッ ク 転 送 (DMA 動作 ) を 基本 
と し て 行う の で , これ は 重要 、 

送 / 受 信 バ ッ フ ァ の 初期 化 


健 1h : rxflush( 受 信 バ バッファ の 初期 化 ) 

ボー ド の 受信 バッ ファ クリ ア ・ コ マン ド を 発行 し , さ 
ら に 念 の だ た め ラ イン エラ ー・ ス テー タス を クリ アー し 
て お きま す . 

借 2h : txflush( 送 信 バ バッファ の 初期 化 ) 

ボー ド の 送信 バッ ファ クリ ア ・ コ マン ド を 発行 する 
肖 人 人 です 。 

代 3h : recvbyte( 受 信 バ バッファ より 1 バイ ト 入 力 ) 

ボー ド の 受信 バッ ファ 内 に デー タ が ある の を 確認 し , 
あれ ば 1 バイ ト だ け 読 み 出 し て AL レジ スタ を 介し て 
アプ リケーション に 引き 渡し ます 。 

常に 受信 デー タ の 自動 ポー ト 出 力 を 禁止 状態 で 動作 
させ て いる の で , バ パップ クア 肉 データ が あっ て も 4 到 
ー カ ル CPU は 受信 デー タ を 勝手 に は デー タレ ジス タ 
に 送り 込め ませ ん . 

先 に 受信 デー タ の 1 バイ ト 出 力 要 求 コ マン ド を 発行 
し , ス テー タス レジ スタ 1 の ビッ ト #( 受 信 デ ー タ 有り 
フラ グ ) を 確認 し て デー タ を 愛 け 取り ます .。 

仁 4h : sendbyte( 送 信 バ バッファ へ 1 バイト 出力 ) 

ボー ド の 送信 バッ ファ に 空き バイ ト 数 が ある の を 確 
認 し ,。 あれ ば アプ リケーション 側 か ら AL レジ スタ を 
グル し で 流さ 宛 た 1 バイ ト の デー タ を 。。 デー タレ 彰 ダ 
か ら 出 力 し ます . 

出力 後 ,、 ス テー タス レジ スタ 1 の ビッ ト #2 (送信 デー 


<〈 リ スト 4-1> SUNTAC-RS1 用 シリ アル ドラ イ バ SUNTAC.ASM (つづ き ) 


: $02 送信 /" ッ 7 ァ ・72 ッ ツ ュ 

j $03 1/' 代 受信 

j$04 1/ 介 送信 

j $05 7'mz2 受 信 

jS06 7 送信 

:$07 受信 /" ッ 277 内 ァ 「- タ 数 取得 

: $08 送信 ">27 空 き 領域 サ "取得 
:S09 まお - ト の な - タ 2 取得 

: $0A ま "- ト ・ コ ント ロー ル in  a1,.qdx 
setfl]ow : $0B 7 ロ - 制 御 の 設定 a1,10h 
getdcd j$0C 入り ア の 有無 の 確認 z wait2 
dummy :$0D moV Qx,CMD[si ] 


txfElush 
recVDbyte 
Sendbyte 
reCVb1]k 
Sendb1k 
getrxbuf 
det て xDbuf 
detsta ヒ 
Se 上 で 上 エ 1 


dx, ST1 [si ] 


: 2 テー タス ルッ” 22・1 


ルス "ンス アリ ・ フ 3” 


: コ ィ イト" / ル 2 まお "ンス ルツ スタ 


: 送信 パッ フカ ァ 初期 化 
: 受信 ッ 77 初期 化 


ca1 ] txE]1ush 
ca1] rxElush 
と Ge ヒ 

> 定義 

: $01 : 受信 バッ ファ の 初期 化 

》 1n :nOne 


OU : mnOne 


# 
< 
# 


rXE]1usSh : 
mov a1,.04h 
Ca1 1 out_cmd 
moV a1,14h 


) 受信 パッ ファ 20 ア 


: フイ ン ・ エ ラー-・ ス テー タス 2 2 リア 


Out_Cmd : 
puSh ax 
mov dQdx,ST1 [si] 
wait00: 
in  a1,dX 
and a1,20h 
nz wait00 
mov dx,ST2[(si] 
wait01 : 
a1,dQX 
a1,40h 
wait01 
aX 
dx , CMD [si ] 


puSh ax 

mov dx,ST1[si ] 
wa1 て 1 : 

in  a1,dx 

and a1,20h 

nz wait1 

pOp ax 

mov dx,CMD[si] 


SEP。 1995 


: S0E 1/GEK 


: 7 テー タス ルツ スタ ・1 


) イント '・ ラ 2 チ ・722" 


) ステ ー タ スー ルツ "スタ ・2 


コマ ント” 処理 中 722" 


コマ イント" / ル 2 まお "ンス ルツ "スタ 
: RS1 <-- AL( コ ゴット ' ) 


: テー タス ルツ "22・1 


: コ ント"・ う ッ チ ・ フ 5” 


: コ マン ト " / ル ス ま "ンス ルツ スタ 


: AL <-- RS1 (し ルス ま " ン 2) 
と @G ヒ 


2 友 吉本 本 本 癌 友人 合 友 全 二 友 語 全高 友 衣 友人 富 古 合 語 合 語 合 語 本 高富 友 衣 例 容 宮 人 

: $00 : 端末 速度 の 設定 

7 お よび チャ ン ネ ル 初 期 化 (SUNTAC-RS1 ) 

: 1n :AL (= 端末 速度 ?"-2 1..15) 
1:1200:2:2400:3:4800:4:7200: 
5:9600:6:14400:7:19200:8:20800: 
9:38400:10:41600:11:57600:12:62400: 
13:76800:14:115200:15:153600: 

: Out:nOone 

7 二 衣 放 友 衣 放 衣 誠 友 本 机 去 友 二 横 友 二胡 衣 壇 二 友 座 護 衣 語 放 友 本 座 高 本 合 合 合 語 合 

DO ヒュ ini: 

puSh ax 
mov a1,0Ah 
Ca11 out_cmd 
pOp ax 
Ca1] out_prm 
movV a1,05h 
Ca1] out_cmQ 
moVv a1,08h 
jNonParity,8bit 長 , Stop1bit 
Out_Dprm 
a1 , 1Bh 
Out_cCmQ 
a1,11h 
Out_ CmQ 
a1,.01h 
Out_prm 
a1,22h 
Out_cCmd 
a1,8h :256*8 = 2KWV 介 
Out_prm 
a1,1Dh 
Out_cCmQd 


: 端末 速度 設定 


: 通信 人 "ラメ ー タ 設定 


: DTR 信 号 ON 
j7 ロ - 制 御 設定 
: RTS/CTS 7 ロ - ( ァ '74 ル ) 


: 送信 /" ッ ファ ・ サ イス” 設定 


: 受信 "- う 自動 *'- ト 出力 禁止 


Ca11] out_cmQ 
re 
7 二 廊 友 放 吉 吉 証 畜 商 語 語 合 富 公 吉 合 才 富合 例 合 二 合 合 次 人 金 訓 本 語 室 闘 人 富雄 富 倉 主 宇 友 
: $02 : 送信 バッ ファ の 初期 化 
! 1n :nOone 
Out : nOn@e 
7 信友 語 語 全容 合 合 二 語 厨 二 語 合 本 雄 語 二 主 二 二 あ 衣 語 病 雄二 二 二 二 証 二 太 放 放 放 
txE1ush : 
moVv a1,.03h 
Ca1 ] out_cmQ 
re 
7 寺 二 証 二 放 二宮 本 主 吉 語 友 胡 語 衣 才 誠 吉雄 友 高 病 京 商人 放 語 訓 高 高富 全 次 宮 訓 攻 
: $03 : 受信 バッ ファ より 1 文字 入力 
が in :nOone 
Out : AL=Data 


PE. まま 。 二 。 二 。 ま 。 ま まま 。 ま 。 二 。 二 まま 。 二 まま まま 。 ま 。 まあ 。 ま 。 ま 。 ま まま まま まま まま まま まま 
を 


: 送信 ハッ ファ 2 リア 


reCVbye : 
ca1 ] getrxDbuf 
anQ axX,aX 
nz 1030 
re ヒ : 受信 A' ッ 27 ァ に テ "- タ が な い 
1030: 
mov a1,1Fh : 受信 デー- タ 1 代 出 力 要 求 
ca1 1] out_ocmQ テー タッ ルツ "22 <- 受信 / ッ ファ 
mov dQdx,ST1[si] 77- タ スッ ルツ 22・1 
1031 : 
St al 
anQd a1,08h 
}z 1031 
mov dQdx,DAT[sSi] 
SA 。 &1L。GX 
xor ah,ah 
と ら @ ヒ 


PE. ま まま まま . ま まま まま. まま. まま. まま まま. まま. まま. まま. まま まあ 
す 


: $04 : 送信 バッ ファ へ 1 文字 出力 


77 "タッ アリ ・227" 


テー タッ ルツ 22 
: 受信 **- タ 入力 
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タラ ッ チ フラ グ ) を 見 て , ロー カル CPU が 確実 に デー 
タ を 受け 取っ た か 確認 し て お きま す . 

送信 バッ ファ に 送ら れ た デー タ は, 後 は ボー ド の 送 
信 制 御 に 委ね られ て 順次 送出 され る こと に な り ま す . 
島 5h : recvblk( 受 信 バ バッファ より プ ブロック 転送 ) 
受信 パッ ファ 内 の デー タ を , CX レジ スタ で 指定 さ 
れ だ バイ ト 数 だ け ま と め て アプ リケーション に 引き 渡 
し ま は 9 

この と き ボ ー ド 内 の バッ ファ か ら デ ー タ レジ スタ へ 
の デー タ 転 送 に は ロー カル CPU を 介さ ず に DMA 転 
送 で 行わ れ ま す . ロー カル CPU を 介し て の プロ ッ ク 


転送 に 比較 する と か な り 速 いこ と が 確認 され て いま す . 


まだ , 1 バイ ト デ ー タ の 授受 の た びに ステ ー タ スレ 
ジス タ 1 の ビビット を 確認 する 必要 も あり ませ ん . 
動作 内 容 

まず ステ ー タ スレ ジス タ 2 の ビッ ト 婦 で 受信 プロ 
ッ ク 転送 要 求 が 許可 で ある の を 確認 し て か ら 受 信 ブ ロ 
ッ ク 転 送 要求 コマ ンド (Code : O2h) を 発行 し ます . 
続け て ブロ ッ ク 転 送 し た い バ イト 数 (ミミ 255) を 出力 
まず 。 科 れれ は 対し て レス ポン ス と し で て プロ ッ ク 転 送 
可能 な バイ ト 数 ( 公 希 望 バ イト 数 ) が 返さ れ ま す . 
可能 バイ ト 数 が 0 で な けれ ば , ボー ド 側 は 自動 的 に 
DMA 転送 モー ド に 移行 する の で , それ を ステ ー タ ス 
レジ スタ 1 の ビッ ト #6( 受 信 ブ ロッ ク 転 送 中 フラ グ ) で 


確認 し ます . 

ON に 転じ た な ら 直 ち に 可能 バイ ト 数 だ け デ ー タ レ 
ジス ネス タ か ら 入 力 す る ルー プ に 入り ます . 
入力 ルー プ 終 了 後 , も う 一 度 ス テー タス レジ スタ 1 
の ピッ ト #6 を チェ ッ ク し , 今度 は それ が ON か ら 
OFF に 転じ し た の を 確認 し て 終わ り ま す . 
代 6h : sendblk( 送 信 バ バッファ へ ヘ へ ブロック 転送 ) 

アプ リケーション か ら の 送信 デー タ を , C 双 レジ ス 
タ で 指定 され た バイ ト 数 だ け ま と め て 送信 バッ ファ に 
引き 渡し ます . 

この と き デ ー タ 転送 に は ロー カル CPU を 介さ ず に 
DMA 転送 で 行わ れる の は プ ブロッグ ク 受信 と 同じ で す . 1 
バイ ト デ ー タ の 授受 の た びに ステ ー タ スレ ジス タ 1 の 
ビッ ト #2 を 確認 する 必要 も あり ませ ん . 

動作 内 容 

まず , ステ ー タ スレ ジス タタ 2 の ビ ピット #5 で 送信 ブロ 
ッ ク 転 送 要 求 が 許可 で ある の を 確認 し て か ら 送 信 ブ ロ 
ッ ク 転 送 要 求 コ マン ド (Code : O1h) を 発行 し ます . 
続け て ブロ ッ ク 転 送 し た い バ イト 数 ( ミ 255) を 出力 
し ます . それ に 対し て レス ポン ス と し て プロ ッ ク 転 送 
可能 な バイ ト 数 (人 ミ 希 望 バ イト 数 ) が 返さ れ ま す . 

な お この 可能 バイ ト 数 と , Code : 15h を 用 いる 
gettxbuf で 得 ら れる 値 と は 必ず し も ゃ 一 致し ませ ん . 送 
信 バ ッ フ ァ の 空き サイ ズ と し て は , ここ で 得 ら れる 値 


〈 リ スト 4-1> SUNTAC-RS1 用 シリ アル ドラ イ バ SUNTAC.ASM (つづ き ) 


anQ 
nz 
re も 
よ 053: 
puSh ax 
mOV CX,aX 
moV bx,0 
moV dQdx,ST1 [si] 
1054 : 
1n a1 ,.dx 
and a1,40h 
nz 1055 
dec bx 
nz 1054 
pOp ax 
moV ax, OFFO02h 
と て @ 上 
1055: 


1n :AL=Data 

2 Out : none 
等 二 座 衣 衣 衣 語 衣 次 本 棒 衣 廊 廊 友 壇 友 語 友 衣 衣 二 二 十 友 友 放 放 壇 壇 竣 全 二 雄 可 合 雄 護 
SenQabye : 

moV C+1,a1 

Ca1 1 gettxbuf 

anQd axX,aX 

nz 1040 

ェ e , 送信 ハ " ッ ファ に 空き が な い 
1040: 

moV dQx, DAT [si ] 

moOV 1 ,C1 

Out dx,a1 

moV dx,ST1[si] 
1041: 

in a1,dx 

and a1,04h 

nz 1041 


:CL <- 送信 ァ ヶ '- タ 
: 送信 パッ ファ 空き 代数 


7 テー タッ ルツ "29 


: 送信 "-2 出 力 
: テー タス ルス 2・1 


: 送信 7"- タ ・ ラ ッ チ ・722 


7 ロ y2 転 送 不可 (AX=0 ) 


: 2 テー タス ・ ル レツ" 22・1 


: 受信 7「 ロ z2 転 送 中 722 


: 受信 7" ロ yz2 転 送 ェ ラー 


1060: 
Ca1 ] gettxbuf 
and ax, ax 
nz 1061 
re 上 , 送信 / ッ ファ に 空き が な い 
1061 : 
CmD  aX,CX 
jae 1062 
mOV CX,aX 
1062: 
moV dx,ST2[Si]  :2 テ -2 ス ルツ "22・2 
in  a1,dx 
and a1,20h 
nz 1063 
moV ax, OFF01h 
Ye 
1063: 
mov a1,01h 


: 送信 ッ フ ァ 空き /' 介 数 


: 送信 7" ロ y2 転 送 要求 許可 722" 
: 送信 7' ロ 2 転送 禁止 


7 2 送信 転送 91 ス " 


re 


* 
7 


: $05 : 受信 バッ ファ より ブロ ッ ク 転 送 


moV dQdx,DAT[si ] 
1056: 

1n a1,.Qx 

Stosb 


アー タッ ルツ "22 


受信"- タ 入力 


: ES: [Dr] <- AL , inc Dr 


Ca11 
moOV 
Ca11 
Ca1 1 


Out_cmQd 


a1 


。:G 洲 


Out_prm 
1n_reS 


jAL <ー プロ 2 転送 希望 す 1 ス " 


:AL <- 7' ロ y2 転 送 可 能 サイ 2" 


: 1n :ES:DT (=Eop address) , 


: CX (=1ength >0) 2" ロロ 2 転送 の ルフ * 
) out:AL : 転送 / 介 数 : AH=FFh : 転送 失敗 


| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 1oop 1056 xor ah,ah :AH <- 0 

7 計 二 座 雄 二 衣 雪 二胡 本 雄 六 衣 廊 衣 二 友 友 語 廊 廊 友 廊 本 廊 友 廊 信 本 友 友 廊 廊 廊 宮 1 mOV dx, ST1 [si ] : ステ ー タ ス ・ ル レツ "スタ ・1 

| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 

moV Dbx,0 ! and axX,aX 
| 

nz 1064 

| ret 7 Py2 転 送 不可 
| 1064: 
| puSh ax 
| mOV CX,aX 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


rGCVD1Kk : 1057: 
Ca1 ] getrxDbuE in  a1,dx 
and axX,aXx and a1,40h 
nz 1050 ョ ルフ 1058 
re : 受信 "ッッ 2 ァ に テ "-2 タ が な い dec bx 
1050: cmp ax,Cx nz 1057 
jae 1051 
mOV CX,aX 
1051 : 
mov dx,ST2[si] 
私) 8 上 上 /OX 
and a1,10h 
nz 1052 
moVv ax, OFFO1h 
Ye 
1052 : 
moV a1,02h 
Ca1] out_cmd 
moV a1],c1 
Ca1] out_prm 
ca11 in_res AL <- プロ 2 転送 可能 9 イス" 
xor ah,ah jAH <- 0 


: 受信 7 ロロ 2 転送 中 72" 


moV Dx,0 

moV dQdx, ST1 [si ] 
1065: 

は あす 。/QX 

and a1,80h 

nz 1066 

dec bx 

nz 1065 

pOp ax 

moVv axX,O0FF02h 

Ye 
1066: 

moV ,DAT [si ] 
1067: 

moOV zeGS: [di] 

1nC 

OU 上 , 1 


Pop ax : テー タ スル レッ 22・1 
moV ax, OFFO03h 
re 

1058: 
pop ax 
re ヒ 


ああ あま. また まる あま まま まま まま まま まま まま まま 示 ま まま ネネ ネネ ネネ まま まま 】 
を 


: 受信 72" ロッ 2 転送 ラー 
ステー タス ルツ "スタ ・2 : 送信 7 転送 中 72" 
7 ロッ 2 転送 ハ /" 條 数 
: 受信 7" 叶 y2 転 送 要求 許可 7?2" 
j 受信 7' ロ 2 転送 禁止 : $06 : 送信 バッ ファ へ ブロ ッ ク 転 送 

: 1n :ES:DT (=top address) , CX (=1ength) 
) Out:AL : 転送 /' 介 数 : AH=FFh : 転送 失敗 


まま まま まま まま まま まま まま ネネ まま まま: 
# 


: 送信 7 ロッ 2 転 送 テ ラー 


7 ログ 受信 転送 9 イス " 
Sendb1 k : テー タッ レシ スタ 
and CX, で CX 
nz 1060 
XOr  aX,8aX 


re 


:jAL <- プロ 2 転送 希望 7 ス * 


: 送信 ヶ "-2 出 力 
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が 正しい と いう こと に 注意 し て くだ さい 、. 

この 後 受信 ブロ ッ ク 転 送 と 同様 に , 可能 バイ ト 数 が 
0 で な けれ ば ボー ド 側 は 自動 的 に DMA 転送 モー ド に 
移行 し ます . 

ステ ー タ スレ ジス タ 1 の ビッ ト # ガ (送信 ブロ ッ ク 転 
送 中 フラ グ ) が ON に 転じ し た な ら 直 ち に 可能 バイ ト 数 
だ け デ ー タ レジ スタ か ら 出 力 す る ルー プ に 入り ます . 

出力 ルー プ 閑 耶 後 も う 一 度 ス テー タス レジ スタ 1 の 
ビ ピット #7 を チェ ッ ク し , それ が ON か ら OFF に 転じ 
だ た の を 確認 し て 終わ り ま す . 
人 @ 7h : getrxbuf( 受 信 バ バッファ に 入っ て いる バイ ト 
数 の 取得 ) 

受信 バッ ファ 内 の 有効 な 受信 デー タ の バイ ト 数 を 取 
得 し ます . 
代 8h : gettxbuf( 送 信 バ バッファ の 空き 領域 バイ ト 数 
の 取得 ) 

送信 バッ ファ の 有効 な 空き 領域 バイ ト 数 を 取得 し ま 
す .^ バ バッ ファ と デー タレ ジス タ の 中 間 に , 1 バイ ト 溜 め 
て お く 部 分 が あっ て それ も カウ ント する らし く , 実際 
の 送信 バッ ファ の 空き バイ ト 数 より 1 バイ ト 大 きい 値 
が 戻っ て きま す の で 注意 し て くだ さい . 
び @ 9h : getstat( ボ ー ト の 受信 エラ ー 状 況 の 取得 ) 

受信 時 の エラ ー 状 況 を 取得 し ます . 各 ビ ッ ト の 意味 
は , コマ ンド (Code : O8h) の 項 を 参照 し て くだ さい . 


な お , この コマ ンド を 発行 し た だ け で は エラ ー ラ アラタ 
グ は クリ ア さ れ ま せん . エラ ー ス テー タス 取得 後 は 
エラ テラ ー ク リア 要求 コマ ンド を 発行 し 溢 王 光 * 表 了 あ ー タ 
交 を み タリ ア し て お きま す 、. 

@ Ah: setctrl( ポ ボー ト の コマ ンド の 設定 ) 

RS-232C ライ ン の 制御 を 行う コマ ンド で す が , 実際 
に は AL レジ スタ で 引き 湊 し た デー タ に よら 良 9 引 選 
信号 を ON/OFF する の み で す . 

RTS 信号 の ON/OFF コマ ンド も 別に あり ます が , 
これ ら は フロ ー 制 御 の 設定 が RTS/CTS フロ ー で な 
い ぃ 場合 に の み コ ント ロー ル 可 能 と いう こと な の で , 今 
回 の ドラ イ バ で は あえ て 使用 し ませ ん . 

@ Bh : setflowy( フ ロー コン トロ ー ル の 設定 ) 

他 の ボー ド 用 の ドラ イ バ に 合わ せ て , AL レジ スタ 
の ビ ャ ッ ト # ボ 0 で 克 ON/X@OFE フロ 一, ゼ 々 ト 昌 
RTS/CTS フロ ー を それ 窟 設 邊 まる 芝 交 と も 奏 
め , ちょ っ ぴり 類 雑 に な っ て し まい まし た . 

信 Ch : getdcd(DCD 信号 の 確認 ) 

RS-232C ライ ン の DCD( キ ャ リプ ア 検出) 信号 を 確認 
し , ON の と きだ け AL レジ スタ の 値 を 0 に し て 戻り 
ます . 負 論 理 で ある こと に 注意 し て くだ さい . 

この コマ ンド だ け は , 要求 さき され だ た ボート に 応じ で そ 
れ ぞ れ 別 々 に 用 意 き され て いる ステ ー タ スレ ジス タ 3, 4 
を 直接 読み に いく の で , アク ティ ブ ポ ボ ポート の 変更 は 必 


< リス ト 4-1> SUNTAC-RS1 用 シリ アル ドラ イ バ SUNTAC.ASM( つ づき ) 


1oop 1067 

moV bx,0 

mo dx,ST1[si] 
1068: 

1n a1 , dx 

and a1,80h 

})z 1069 

dec bx 

nz 1068 

Pop aX 

moV ax, OFFO03h 

re 
1069: 

pOp 

と @ ヒ 


:7 ロ y2 転 送 の 7 


: ステ ー タ スル ルツ" 22・1 


: 送信 7' ロ y2 転 送 中 22 


: 送信 2" ロッ 2 転送 エラー 
プロ y2 転 送 ハ "イト 数 


人 仙 表 補 介入 信 本 凌 実 定 定 本 宮守 人 六 人間 谷合 換 宮 放 舌 富 宮 傘 宣 集 更 放 念 吉 導 

: $07 : 受信 バッ ファ に 入っ て いる バイ ト 数 の 取得 

2 1n :none 

OU て : 人 AX 

の : 信 定本 

qetrxDuf : 
mov a1,16h 
Ca1] out_cmd 
ca11 in_reSs 
mov ah,a1 
Ca1] in_reS 
xchg a1,ah 
re 

<. 充 湊 真 宙 生姜 

: $08 : 送信 バッ ファ の 空き 領域 バイ ト 数 の 取得 

) 1n :none 

OU て : ム 又 

あき 7 た 

gettxDuf : 
movV a1,15h 
Ca1] out_cmQd 
ca1] in_res 
mov ah,a1 
Ca1 1] in_reS 
xchg al1,ah 
re ヒ 


ず 


: 受信 ッ フ ァ " 條 数 
下位 ん 介 


: 上 位 / 條 


: 送信 A" ッ ファ 空 きす イス " 
j 下位 7/ 介 
上 位 7 介 
: $09 : ポー ト の 受信 エラ ー 状 況 を 与え る 

in :none 


Out : AE エエ YO S 上 atUS 
#3 :Break, #2:PE, #1:FE, #0:OE 


SEP..1995 


者 家電 大 を 大 語 人 全 俗人 宣 0 信人 放 衣食 滞 往 流 (全便 二 写 宴 三 光吉. 胡 上 宙 二 代 可 本家 友 宮 論 

JetStat : 
mov a1,08h 
Ca1] out_cmQ 
Ca11] in_res 
moV ah,a1 
mov a1,14h 
Ca1] out_cmdQ 
mov al],ah 
て Y@ ら も 

2 生食 人 名 次 宮 語 合 富合 人 本 次 到 全高 雄 誠 二胡 全 克 全 才 友 守 信二 導 全 信二 

: SOA : ポー ト の コマ ンド を 設定 する 

: 1n :AL=MODEM Contro1 Data 

2 (0=DTR OFF: 1=DTR ON) 

: Out:none 


EE. 芋 。 胡 。 胡 。 芋 。 革 。。。 革 。 生 。。 ま 。。 芋 . ま 。。 和 まま 。 芋 まま まま. まま. まま. まま 。 ま まま まま まま 。 ま 。 ま 。 ま まま 
ォ 


7 2 イン ・ ス 2 テー タス ・ リ ー ト ” 


jAL: ルス まお "ンス 


: フイ ン ・ エ ラー・ ス テー タス ・ ク リア 


SetC て tr]1 : 
test a1,01h 
]z Set5 
mov a1,1Bh 
mp Shor ヒ 上 
Set5: 
mOV 
Set6: 
ca1 1 out_cCmQ 
てら e キ 
e 才 全 完全 電導 克夫 人 表 寺 吉 太 語 古 人 容 和合 二 客家 二 高 高 友 合 人 大 衣 表 才 衣 訪 宮 本 生 高 訪 地 
: $0B : フロ ー コ ント ロー ル 設 定 
: 1n :AL 
(Di 上 #0: XON/XOFF 7 ロー- も セット 
(bit#1: RTS(RS) 7 ロー も セット 
Out : none 


PE. 芋 。 革 。 胡 . ま 。 芋 。 ま . 双 .. 芋 . 芋 . 芋 . ま まま . 芋 . 芋 。 六 .。. まま 。 芋 まま 。 ま 。 ま 。 二 。。 まま まま まま まま まま. まま 
# 


: DTR 信 号 ON 
Set6 


a1 , 1Ch : DTR 信 号 OFF 


1=ON 。, 
1=ON , 


0=OFF ) 
0=OFF ) 


Setf1ow : 
puSh ax 
ca11] txfElush 
ca11] rxfE]1ush 
DOD axX 
moy ahn,a1 
moV a1,11h 
Ca1] out_cmQ 
CH ) 和 ヤリ ー・ フ 22 「・ リ セッ ト 
Cr ah,1 : Rotate Right Through 
CarrY 
nb rsf1 
Or ah,02h 
rSf1 : 


:7 ロ - 制 御 設定 


j 入り -・722「:0 で ジャ ンプ 
: 入り リー・ フ 22":1 で bit#1 on 


mov al1,ah 

Ca1 1] out_prm 

Ye 
2 二 衣 二 二 友 本 語 二 本 友 二 柄 誠 衣 衣 公 二 楼 古語 二 人 語 合 二 語 誠 雄二 開 富 廊 衣 安 廊 友 証 友 衣 
: $S0C : モデ ム ス テ ー タ ス の CD 信号 を 読み 取る 
: 1n :none 

out:AL=0 CD ON : AL<>0 CD OFF 

を まま まる また 49843. も 28 8 も も 6 る 4 は 4 る 4 たる 88.8. 
9etdcCd : 

moV dQdx,ST3[si] 

ま 和 か 。 : 食 も G2c 


and a1,08h :CD? (人 負 論 理 ) 


1abe] word 
int_length = int_end - int19_entry 
/ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 


ドラ イ バ の 組み 込み (常駐 ) 


i,oEfset cmdaln[1] 


[gi 1 
, 0Dh 


Short  s0 
p2 : 
が の 
je 
CD の er 
ne 
DP3: 
1nC 
moV 
Cmp 
ne 
mp Short s0O 
キキ キキ キキ キキ キキ 二 二 キキ 二 二 二 キキ 二 二 二 二 二 二 二 キキ 十 
オプ ショ ン 〔/R] の 処理 
: キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 


p4 : 


, 【si] 
, 0Dh 





101 


要 が あり ませ ん . 


旧 | 常駐 処理 部 


基本 的 に は 前 号 UART 用 ドラ イ バ の 場合 と 同じ く . 
1) コマ ンド ライ ン ・ オ プシ ョ ン を 読ん で 解釈 (/R で 常 
駐 解 除 の み ) 

(2) すでに 常 駐 し て いる か どう か を 判定 
(3) その 結果 か ら 


常駐 し て いる 場合 ……… その まま 常駐 する . 
常駐 し て いる 場合 ……… 向 駐 を 解除 し て 終了 する . 
和 常駐 し て いな い 場 合 …… 新た に 常駐 し て 終了 する . 


の 3 通り に 分 か れ ま す . 

ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み 処 理 の ベク ター の 設定 / 解 除 
が 省 か れる の で , この 部 分 も コン パク ト に な り ま す . 
条 立ち 上 げ 時 の 初期 化 作業 

ドラ イ バ の 立ち 上 げ 時 (電源 投入 時 ) に 初期 化 作業 を 
し て お く 必 要 が あり ます . まず , SUNTAC-RS1 が 抜 
張 ス ロッ ト に 装着 さき れ て いる か どう か を 確認 し ます . 

を れ に は , ステー タス レジスタ 1 の TO ポー ドア ド 
レス か ら 入 力 し た 値 が , FFh で ある か どう か で 判定 可 
態 です. 

SUNTAC-RS1 が 装着 され て いる の を 確認 後 。 ゴミ 
デー グ ,。 ゴミ レス ポン ス の 除去 を 行い ます 。 まず ,。 ス 


デー タス レジ ステ ダ 1 の ビッ 小 を 見 で レネ ポッ シス 有 
り ビ ッ ト が 1 で ある 間 コ マン ド / レ スポ ンス レジ スタ 
か ら ダ ミー 入力 を 繰り 返し ます . 

それ が 済ん だ 後 , 続い て ビッ ト #3 を 見 て デー タ あ り 
ビッ ト が 1 で ある 間 デ ー タ レジ スタ か ら ダ ミー 入力 し 
ます こう し で ゴミ デー ク / レ スポ ンス を 除 衝 し た あ 
と , ボー ド 初 期 化 要 求 コ マン ド (Code : 1Ah) を 発行 し 
ます . 


デア ベト 用 サシ フル ププ 回 グラ ババ に つい て 





筐 端末 速度 に 関し て 

SUNTAC-RS1 の ひと つ だ け の ポー ト を 用 いて の 
対向 転送 で は 115200 bps で も 十分 可能 で す . 

し か し 二 つ の ポー ト を 同時 に 用 いて の 自己 ルー プ 転 
送 で は 76800 bps まで が 限度 の よう で す . 

115200 bps 上 で は ポー ト の 切り 将 え 動 作 が 追従 
し な いら し く ,。 正常 に 動作 し ませ ん で し た 。 
勉 ファ ー ム ウェ ア の バー ジョ ン に 関し て 

一 部 の 古い バー ジョ ン の ファ ー ム ウェ ア で は ポー ト 
切り 替え の 際 1ms 程度 の ウェ イト を 挿入 し な けれ ば 
作 け な だり リハ シグ デップ し た りす る と と か ありま に た : 
KROM RS2.3C 以 降 の バー ジョ ン で は その 点 は 改善 
され , ウェ イト な し で も 問題 は あり ませ ん . 


< リス ト 4-1> SUNTAC-RS1 用 シリ アル ドラ イ バ SUNTAC.ASM (つづ き ) 


moV ah, MEMFRE 
int 21h 

pOp es 

mOV ah, MEMFRE 
int 21h 


CmDp a1,'R" 

Je p5 

GND 放 び 。 ! ア デメ 

Je p5 

mp short p3 
お 5 

mov byte ptr erase, OFFh 
キキ キキ キキ 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 士 士 填 二 二 二 二 二 二 二 二 キ 二 二 二 二 十 
: すでに 常 凡 し て いる か どう か の 判定 


キキ 二 キキ 二 二 キ 二 二 二 二 二 士 士 二 二 二 二 二 士 二 二 二 二 二 二 二 十 士 十 二 二 二 二 二 


moV ah, PUTSTR 
int 21h 
moOV ah, ENDPRC 
int 21h 


: 本 体 の t リ 解放 


moV dx,ofEfset msg1 


: 環境 の り 解放 1 a1,dx 


Short  s10 
dx, ST1 [si ] j コ ミッ テー タ の 除去 
a1,qdx 
a1,.08h 

S12 
dx, DAT [si ] 
a1 , dx 

mp Short si1 


2 テク 7 リ 222^ 


テー タ ルツ" ス 2 


S0: 
moVv ah, GETVECT 
moVv a1,19h 
int 21h : 割り 込み ^"2 ト 取得 -> ES:BX 
mov word ptr ofs19,bx , 保存 
moV Word ptr seg19,es 
moV di1,bx 
moV Si1,offFset int19_entry 
moVv CXx,1nt_1]ength 
reDpZ CmpS わ : DS : [S エ ] =ES : [Dr] ? 
jne sg1 ) 一 致し な い テ "- タ あり 
すでに 常駐 し て いる 場合 の 処理 
Cmp bye ptr erase, OFFh 
Je esc1 
) キ キキ キキ 二 二 二 二 士 二 士 二 二 二 二 革 二 二 二 二 二 二 二 二 二 士 二 二 二 二 二 二 二 二 
: 常 上 し た まま 終了 
キキ キキ キキ 圭二 十 二 二 二 二 士 二 二 二 二 士 二 二 士 二 二 士 填 士 二 二 二 二 二 二 二 キキ キキ 二 十 
Ca1] Suntac_ init: 
moVv dx,offset msg0 
moV ah, PUTSTR 
int 21h 
moV ah, ENDPRC 
3 が E 211 
: キキ キキ キキ 二 二 圭二 二 二 士 二 二 二 二 十 二 二 二 二 二 二 二 二 二 キ 二 二 二 二 二 二 二 二 
) 常駐 解除 し て 終了 
) キキ キキ キ 二 二 二 二 二 寺下 二 二 二 二 士 十 二 士 士 十 二 士 二 十 十 二 二 二 二 十 十 士 十 十 二 二 
eSC1:  C11 
puSh Qs 
moV dx,word ptr es:ofs19 
moV ds,word ptr es:seg19 
moV ah, SETVECT 
mov a1,19h 
int 21h 
pOp ds 
puSh es 
moV ax,@eS: [002ch] 
mOV  @eS,aX 


: 常駐 解除 772" 


: 割り込み ^"2 ト ル 元 に 戻す 
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/ キ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 二 二 二 二 キ 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 す 二 
: 新た に 常駐 し て 終了 
7 キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 二 二 二 二 寺下 二 二 生 二 二 二 二 寺地 二 
S1 : 
で 11 
Ca1 ] suntac_init: 
moV dx,ofEfset int19_entry 
ah , SETVECT 
a1,19h 
21h : 割り込み ^" 外 トル 設定 
dx,offset msg0O 
ah , PUTSTR 
21h 
Qx,offset int_end+15 
C26 4 
GO1 
ah , KEEPRC 


SUNTAC 一 RS1 初期 化 
SuntaC_1init Droc 
moVv Si,offset Param2 : Port2 "ラメ ッ タ ・OFF セ ッ ト 
moVv dx,ST1 [si ] 
in  a],qdx 
Cmp a1,0FFh 
ne si0 
moV dx,oEfset msg2 
moV ah, PUTSTR 
int 21h 
moV ah, ENDPRC 
int 21h 
S10: 
moV dQx,ST1[si] 
忠誠 > の 電 ま が 26 
and a1,10h 
]z S11 
moV dx,CMD(si ] 


j 装 秒 さ れ て いな い 


j コ ミル 2 ま " ン 2 の 除去 
j し 2 ま "ンス ・ ア リ ・ フ 2" 


: コマ ント" / ル ス ま "ンス メー ルツ "スタ 


S12 : 
moV 
mOV 
Out 
mOV 

S13 : 
1n 
and 
nz 

S14: 
1n 
and 
Cmp 
ne 
re 


SuUnaC 


db 


1995.07.14',0Dh, 0Ah, '$"* 


mS1 : 
db 


mS92 : 


db 0Dh, 0Ah 


a1 , 1Ah 
dx , CMD[ si ] 
dx , a1 

, ST2 [si ] 


a1 , dx 
a1,.30h 
a1,30h 
S14 


1nit endp 


: ま ーー ト 初期 化 要求 
! コ マト "ルス 2 ま * ン ルツ" スタ 


) テー タス ルル レッ” スタ ・2 


: 常駐 解除 722′ OFFh で 解除 


0Dh , 0Ah, 'SUNTAC-Driver 常 上 し まし た ... 


0Dh, 0Ah, 'SUNTAC-Driver 常駐 解除 し まし 
た .', 0Dh, 0Ah, '$・ 


ん .', 0Dh, 0Ah, '$ 


Code ends 
enQ Star ヒ 


,' [SUNTAC-RS1] が 装 落 され て いま せ 





トラ 撤 コ リピ ビュ - ダ 9 






最近 , 筆者 が 常々 ん 感じ て いる こと の 一 つ に , マイ コン 制 
御 の 家 電 製 品 を 米国 で は あま り 目 に する こと が な いと いう 
こと が あり ます . 

筆者 も か つて は 日 本 に いた こと が あり ます が , その ころ 
は ファ ジー 制御 の 洗濯 機 や 掃除 機 ,. プロ グラ ム の 豊富 な 電 
子 レ シン ジ な どの 営 依 を よく 見 て いま し た . し か し ,。 こ ちら 
で は その よう な 家庭 電化 製品 ,。 いわゆる 白 物 (シロ モノ ) に 
マイ コン が 入っ て いる も の が 非常 に 少な いよ うに 思い ます . 
支 掃除 機 に つい て 

まず , 掃除 機 に は 完全 に マイ コン は 使わ れ て いな いよ う 
で す . 理由 は 簡単 で , 強力 な ら そ れ で 十分 だ か ら で す . 日 
本 の 電気 掃除 機 の よう に , ご み の 状 態 を 察知 し て パワ ー を 
コン トロ ー ル する より も , 常に フル パワ ー 動 作 し て いた ほ 
う が 作 り も 簡単 だ し , 使う 人 も 安直 に 使え ます . 

それ に , 掃除 機 の 場合 は 日 本 と 米国 で は 完全 に その 用 途 
が 異な っ て いま す . 日 本 で は 凡 の ゴミ を 取る こと に 主眼 が 
赴 か れ て いる の に 対し , 米国 で は カー ペッ ト の 汚れ と り が 
主 な 用 途 で す . 

まず , クリ ー ナ ー で 汚れ を 取っ て , その 泡 ご と 吸い 取り , 
それ で お し まい っ て いう の が こち ら の 掃除 機 の 使わ れ 方 で , 
きめ 細か さよ り も 強力 な こと が 絶対 条件 で す . 

中 に は , 自分 で お 湯 を カー ペッ ト に 吹き 掛け て 汚れ を 吸 
い 取 る タイ プ も あり , ここ まで くる と 日 本 の 掃除 機 と 米国 
の クリ ー ナ ー は 別 ジ ャ ン ル の 家電 と 考え た ほう が いい か も 
じ 牧 ま ザ 沈 : 

日 本 の 掃除 機 は , 「 ゴ ミ の 吸い 取り に 使う だ け の 補助 的 
な 」 バ キュ ー ム クリ ー ナ と いう 感じ で し ょ うか . 

ちな み に , この タイ プ の 掃除 機 ( 空 気 を 吸っ て つい で に ゴ 
ミ も 吸い 取る タイ ブ ) は 米国 で は 単に 「 バ キュ ー ム 」 と 呼ば 
れ て いま す 。 

支 洗濯 機 と 乾燥 機 に つい て 

洗濯 機 ( ウ ォ ッ シャ ) も 強力 十 お 湯 を 使う の が デフ ォ ル ト 
で , 洗剤 も 酵素 な ん か 入っ て いま せん . 

吉 い お 湯 と 強力 な 洗剤 で ガン ガン か き 回 せ ば 大 抵 の 汚れ 
は 落ち て し まい ます . 軟弱 な 服 は すぐ 閣 ん で し まい ます が , 
痛ん だ ら そ れ で お し まい で す . 非常 に 単純 明快 で は あり ま 
す が , それ で 困る よう な こと は まっ た く あ り ま せん (筆者 の 
場合 、 あ まり いい 服 な ん か 持っ て いな い の で まっ た く 問 題 
な い ). 

つい で に , 洗濯 物 を 日 向 で 干す こと が こち ら で は 全く な 
く 。 著 燥 機 ( ド ライ ア ) で ガン ガン 乾かし て それ で お し まい 
に 

その た め , 乾燥 機 の 中 に 洗濯 物 と 一 緒 に 入れ て 柔軟 仕上 
げ を する 紙 ( 和 柔軟 剤 が 染み 込ん で いる 紙 , 乾燥 機 の 熱風 で 発 
散 し て 洗濯 物 に 柔軟 仕上 げ を 施す ) が こち ら で は よく 使わ 
れ ま す . 

汚れ の 種類 が 違う と いう こと も ある で し ょ う が , 絶対 的 
な 強 さ の 前 で は 息 な 回 りく ど さ な ん か 太刀 打ち で きま せ 
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ん (まる で 日 米 の 政府 間 交 渉 と 同じ で すね ). 
文 電子 レン ジ に つい て 

電子 レン ジ , こち ら で は Microwave Oven と か , 単に 
「 マ イク ロウ ェ ー ブ 」 と 呼ん を で いま す が , それ に つい て いる 
プロ グラ ム を きち ん と 使っ て いる ユー ザー を 見 た こと あり 
ます か ? 茹 者 は あり ませ ん で し た . ワ ッ ト 数 を 把握 し て お 
いて, 時 間 を 正しく 設定 で きれ ば ぱ ば それ で ユー ザー と し て は 
100 点滴 点 で し ょ う . 

その 他 に も , マイ コン 制御 な か ん か まっ た くい ら な い 家 電 
製品 は 数 多く ある の で す が , 筆者 の 考え る と ころ で は や は 
り 日 本 の マイ コン 制御 の 家電 製品 の 多く は , 日 本 の 伝統 で 
ある 「 過 剰 機能 」 の 精神 が 反映 され て いる 典型 的 な 分 野 だ 
と 思い ます . 

ちょ っ と 冷静 に 考え て み ま し ょ う . その よう な 家電 製品 
の ユー ザー は だ で し ょ う 。 

答え は , 電気 に 対す る 知識 の ほとん ど な い 主婦 で す . 米 
国 の コン シュ ー マ 産 業 の 健全 な と ころ は , この よう な ユー 
ザー に と っ て , まっ た く 関 係 の な い 項 目 を 飾り 立て る こと 
が 飲 く 下 い て で は う 2、 

ちな み に , 米国 で は , PL 法 が 強力 な た め , 家電 製品 で い 
いか げん な 設定 に よる 誤動作 が あっ た 場合 ,、 メー カ を 提訴 
する こと が 一 般 化 し て いま す . 

その た だ ため, マニ ュ ア ル も 極め て 分 か りや すく か か れ て お 
り , 電気 の 知識 の な い 一 般 家庭 の 主婦 が 確実 に 使え る よう 
に な っ て いま す 。 
支 生活 の 質 と 製品 の 質 

筆者 が 思う に, 今 の 日 本 は “Simple is best. Compli- 
cated is worst' と いう こと を も う 一 度 再考 し , 生活 の 質 と 
製品 の 質 と の アン バラ ンス を 改善 する べき で は な いで し ょ 
う か . 

最後 に に も うち ょ っ と シリ アス な こと を 言わ せ て も ら え を 
ば , 家電 に 限ら ず 日 本 で は , どう で も いい よう な 部 分 に ハ 
イ テ ク 気分 で 人 と 金 と 時 間 を 未だ に 浪費 し て いる 感じ が し 
ます 

鞭 を 開け て みれ ば , 大 抵 の 場合 に は その 会 社 の 内 製品 の 
4 ビッ ト か 8 ビッ トマ イコ ン が 使わ れ て いる の が ほとん ど 
で すず: 

も し も 読者 の 皆さん の 中 に , そう いう 仕事 に 携わっ て い 
る 人 が いる な らら ば, 明日 か ら PowerPC と か ColdFire の 組 
み 込 み ア プリ ケー ショ ン の 開発 を Unix ホス ト の VxWor- 
ks で や れ と か , Socket を 使っ て いた アプ ブリ を STREAMS 
に 書き 直せ と か , や る べき こと は ほか に も ある は ず な の で 
す . 

さて 次 回 は , いよ いよ ! 内 外 か ら 要 望 の 多かっ た !? 米 
国 カ リフ ォ ル ニア 州 サ ンタ クラ ラ に ある Intel オフ ィ ス の 
敷地 内 に ある ビー チバ レー 場 の 写真 入り で , シリ コン バレ 
ー の オフ ィ ス の 雰囲気 に つい て お 話し し まし ょ う . 

く Macorney ビ . Saitmayer> 
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パソ コン で Unix 


ー ザ ー の た め の Lin 


1| Linux の 導入 (前 編 ) 。。 





do ウト の 和 守 ペ ピー ティ ング シス テム (OS) の 時 代 
と いわ れ , 多く の OS が 出 て き て いま す . この 連載 で 
は , その 中 で , PC-Unix の 一 つ で ある Linux を 取り あ 
げ ま す . Linux は JE と いう グル ー プ の 大 変 な 箇 力 に 
ょ り 英 語 環境 (通常 の 環境 ) を イン スト ー ル し た ら , そ 
れ に 上 書き を する 形 で 日 本 語 環境 を 入れ る と , すぐ に 
日 本 語 が 使え る よう に 整備 され て いま す . 

は じ め に , 革 者 の 立場 を 紹介 し まし ょ う . イン ター 
ネッ ト に アク セス で きま せん . Linux (PC- Unix) を 使 
い 出 し て か ら あ まり 経っ て いま せん . し か し , DOS。 
MS-Windows を アプ リケーション ユー ザー と し て 使 
ぃ 仕事 を し て きた だ 人間 が , Unix の 豊富 な アプ リ ケ ー 
ショ ン を 使う た め に Linux を 導入 し , 悪戦 苦 闘 を し た 
経験 を 持っ て いま す . この 経験 を も と に , で きる だ け 
失敗 を 少な く 導 入 す る 方 法 を 書く こと は で きま す . こ 
れ か ら Linux を や っ て みよ うと 考え て いる 方 は 。 これ 
を 機会 に . ぜひ トラ イ し て みて くだ さい . 

本 稿 で は 理工 系 技術 者 が 解決 し な けれ ば な ら な い 問 
題 を 考え , 計算 し , その 結果 を 検討 し て , プレ ゼン テ 
ーション し て いく だ め の 道 具 と し て Linux が 使え る 
よう な 状況 を 考え , 導入 方 法 を 紹介 し て いき ます . 

そし て , 「 考 え , その 考え を 検討 する 」 過 程 で 道具 と 
し て コン ピュ ー タ を 用 いる 場合 , マル チタ スク で 使え 
る こと が 重要 で ある と 考え ます . そこ で マル チタ スク 


3 が 





〈 写 真 1-1> InfoMagic Linux CD-ROM 
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を 快適 に 使う た め に X Window の 導入 を 前 提 と し て 
話 を 進め ます . 


1 . Linux の 導入 に あたっ て 





1-1. Linux と は ,。 そし て 入手 方 法 

Linux は Linus B.Torvales 氏 が 開発 し た PC/A 華 
互換 機 で 動作 する Unix ライ ク な オペ レー ティ ング シ 
ステ ム で す . ソー ス と バイ ナリ を 自由 に 再 配布 で きま 
す . 基本 的 な コマ ンド や ツー ル の バイ ナリ を 合わ せ 。 
イン スト ー ラ を 付け た パッ ケー ジ が 用 意 き され て いま す . 

ネッ トワ ー ク を 通じ て いろ いろ な ペッ ケー ジ が 配布 
され て いま す . し か し , は じ め に 述べ た よう に 筆者 は 
イン ター ネッ ト に アデ アク セス で きま せん . し の 5 
CD-ROM を 入手 し て 利用 する こと に な り ま す . 

アク セス で き な い 人 が 利用 し や すい パッ ケー ジ と し 
て , Slackware と SLS(Softlanding Linux System) 
が あり ます . いずれ も ディ レク トリ が 1 枚 の フロ ッ ピ 
ディ スク に 納まる よう に な っ て いま す . 最近 は 雑誌 の 
付録 CD-ROM と し て 配布 きれ た り , Linux 上 で 日 本 
語 が 使え る よう に パッ ケー ジ (JE) を 用 意 す る な ど 活 
躍 し て いる グル ー プ の 監修 に よる CD-ROM が 出 て い 
ます: 

一 番 の お 薦め は JE に よる Linux 十 JE で す . Laser5 
(東京 都 千代 田 区 外 神 田 2-1-13 細野 ビル 容 03-5296- 
0670 通信 販売 可 ) と いう 店 が CD-ROM に し て 販売 し 
て いま す . その 他 に InfoMagic Linux (写真 1-1) とい 
う CD-ROM が 販売 され て いま す . これ も 同じ 店 で 入 
宇 で きま す 。 

1-2. 必要 な ハー ドウ ェ ア 

Linux は 2 M バイ ト の メモ リ , フロ ッ ピ は 1 吾 で 動 
作 し ます . し か し , は じ め に 述べ た よう に 「 思 考 」 を 
助け る 道具 と し て 使う こと を 考え る と ,X Window が 
動作 する 環境 が 必要 と 考え ん , その 環境 を 作る こと を 前 
提 に し ます 。 だ な だ, ノ フート 型 パ パ ツ ュ コン な どの よう に 制 
眼 の 多い 機種 に 導入 する 場合 は , コン ソー ル (DOS と 
同じ よう な 画面 ) で 動作 させ, 仮想 コン ソー ル を 使っ て 
マル チタ スク の 環境 を 実現 きせ ます . 


トラ 技 コ ゴリ ビ ピュータ 


TDE 50OM 
/dev/hdal 


/dev/hda4 


[SCSI 1000M | 
/dev/sda1 未 
/dev/sda2 
/dev/sda3 
(以下 略 ) 


103408 
257024 
103424 


CPU に は 386 以上 が 必要 で す . し か し , 現状 で は 
486 以上 の CPU を 搭載 し た 機種 が 安く また 数 多く 出 
回 っ て お り , ほとん と ど 間 題 は な いで し ょ う .。 メモ リ は 
8 M バイ ト 以 上 , で きれ ば 16 M バイ ト , ハー ド デ ィ ス 
ク は 160 M バイ ト 以 上 の 空き が 必要 で す . 

ビデ オカ ー ド は , 640 メ 480 の 白黒 な ら ど の カー ド で 
も 表示 で きま す . チッ プ と し て S3 や ET4000 を 用 い 
だ た も の な ら , だ たいてい 256 色 1024X768 で 使用 可能 で 
す . PCI バス の カー ド に も 対応 し て いま す . 最新 の ビ 
デオ カー ド は 人 遊 け て 一 世代 前 の カー ド を 選べ ば よい で 
に よっ 9。 

XFree86 3.1.1(X Window) が 対応 し て いる ビデ オ 
み カー ド は 大 幅 に 増え まし た し , Mach64 に も 対応 し ま 
し だ 。 

SCSI カ ー ド は アダ プ テ ッ ク 社 の AHA1542 や AHA 
1522 が 無難 で し ょ う . CD-ROM は SCSI は も ちろ ん , 
ミツ ミ や サウ ンド ブラ スタ ー に 付属 の も の , ソニ ー な 
ど に 対応 し て いま す . 必需 品 と いっ て よい で し ょ う . 

コン ピュ ー タ を 新た に 購入 する な ら , 各部 品 は 最新 
の も の で は な く , すこ し 前 に リリ ー ス され た 製品 が コ 
スト 前 k 代 も 上 あい (も よう (だ ちえ (バビ デ ホ カー ド は 
少し 前 の カー ド に し , その 分 メモ リ と ハー ド デ ィ スク 
へ 投資 し た ほう が 快適 な 環境 が 作れ ます . 

と くに , メモ リ は 16M バ イト に する こと を お 薦め 
じ ま す .s&JM パイ ト の メイ シメ モリ で す と 。 と きど き 
スワ ッ プ を し , その 分 動作 が 遅く な り ま す . 16 M バイ 
ト 巡 す る と スワ ッ プ が た だ たい へ べ ん 少 な く な り ま す 。 


8 。 イジ ス kor 


2-1 はじめ に 
は じ め に , これ か ら 行 う イ ンス トー ル 手 順 を まとめ 
まま > 


⑬ Linux を イン スト ー ル する ハー ド デ ィ スク の 
設計 

(2) Linux 立ち 上 げ 用 , その 他 の フロ ッ ピ を 3( ま 
だ た は 5) 枚 用 意 
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256000 十 6 DOS 16-bit > = ニ 32M 
/dev/hda2 25704 83 Linux native 


/dev/hda3 33264 82 Linux swap ュー ニャー スタ アッ ジ 」 
197568 83 Linux native ルー ト + ユ ユーザ 


Linux native 








< 表 1-1> 

IDE 500 M バイ ト 十 
SCSI 1000 M バイ ト の 
ノー ド プ オス ペア ウツ 


DOS 16-bit ニニ 32M 
Linux native 


(3③ DOS 上 で CD-ROM か ら イ ンス トー ル 用 ディ 
スク の 作成 

(4 た イミ シン スニ ドー ラテ る を る 交 ち 上 げ で 4 人 lak に よる ペパー 
ティ ショ ン 区 切り (一 番 注意 が 必要 な と ころ ) 

(5) 再 立 ち 上 げ の 後 , setup に よる イン スト ー ル 
(ハバ ハードディスク の フォ ー マ ッ ト そ の 他 の 操作 
を 含む や ) 
これ ら が すん だ ら , 

(6) X Window の 設定 

⑦) 日 本 語 環境 の イン スト ー ル 


2-2. ハー ド デ ィ スク の 設計 

Linux を イン スト ー ル する 前 に , ハー ド デ ィ スク の 
パーテ ィ シ ョ ン ( 区 画 ) を どう 区 切る か を 決め な けれ ば 
な り ま せん . Linux の 場合 も ほか の OS と 同様 に , 最低 
ー つ の パー ティ ショ シ と が 必要 で す ( 

ーー つの の バ パーチ ィ シ ョ ン だ け の 上 規 谷 だ ルー (60% 枯 つ 
(/var), ユー ザー(/usr), ホー ム (/home, 自分 の 作業 
領域 )) スワ ッ プ の すべ て を 置く こと に な り ま す 。 し か 
し , スワ ッ プ は 速度 な どの 点 か ら 別 の パー ティ ショ ン 
に 分 け だ ほう が いい で し ょ う 。 そ れ で , ここ で 全 表 GE 
に 最低 二 つ の パー ティ ショ ン を 割り 当て : る こと を 巻 を 
二 

以下 の 区 切り 方 は , ハー ド デ ィ スク の 容量 や PC の 
使用 形態 ,. さら に は 個人 の 考え 方 に より いろ いろ な 場 
合 が あり えま す . ここ で は , 表 1-1 の よう に 区 切り まし 
た . DOS, MS-Windows と 共存 し , 両方 使 を る よう に 
し まず すず: 

わか り に くい の で す が , ここ で は 二 つ の Linux を 入 
れ て いま す . 普段 の 仕事 用 と 今回 の 連載 用 で す . 今回 
紹介 する の は /dev/hda4 を レー ト 二 ユー ザー, /dev/ 
hda3 を スワ ッ プ 用 , /dev/sda3 を ホー ム に し まし た . 

みな さん の ハー ド デ ィ スク の 容量 に も より ます が , 
ホー ム は , は じ め か ら 別 の パー ティ ショ ン に 分 け て お 
い ゅ い だ た ほう が 良 いと 考え ます . シス テム 関係 は CD- 
ROM か ら イ ンス トー ル を し 直せ ば よい の で す が , 自 
分 の 作っ た 文章 な ど は バッ クア デップ を と っ て お か な い 
と 絶対 に 復元 で きま せん . 


105 


2 ト ど を の 他 あ 一 つの パー ティ ショ ン に と る と > 
3 を に は た 政 IRux の めこ と を よく 知っ て で て お られ る 才 に 
は 「 安 全 性 」 の 立場 か ら 異 議 が ある か も し れ ま せん . 
し か し , は じ め て Linux を 導入 する 場合 , ほん と に 使 
える だ ろう か と いう 気持 ち が あ り , と て も ハー ド デ ィ 
スク か ら 大 き な を 容量 を 割 け な いで し ょ う . 

し だ た が っ て , は じ め は と に か く 使 える よう に な る こ 
と を 優先 し ます . 使え る と いう 自信 が 出 て きた ら ,。 ハ 
ー ド ディ スク を 増設 し , /, /var, /usr, /home を 別 の パ 
miE イ ジョ を な 分 け ま し しょう. 

訪 " コ メン ト 

な ぜ , こん な こと を いう か と いう と , 筆者 が 初め て 
Linux を 導入 し た と き (SLS), ルー ト に 10 M バイ ト 
を と り ま し だ た . イン スト ー ル の 途中 で エラ ー が で て 
どう し て も イン スト ー ル が 先 に 進み ませ ん . か な り 後 
で ルー ト の 容量 が 2M バ イト ほど 足り な いた め と わ 
か り ま し だ た が , その た だ ため に , 2 週間 ほど 無駄 に し まし 
ん 3 

それ より も , 悩ん で 悩ん で Linux の 導入 を あき ら め 
る と ころ で し た 。 ハー ド デ ィ スク の 容量 が 十分 に な く 。 
ルー ト に 多少 の 余 容 を 持た せる こと を けち っ た た めで 
す が … 








パー ティ ショ ン の 設計 で は あり ませ ん が , 忘れ な い 
うち に , DOS の 領域 を DOS の FDISK を 用 いて 確保 し 
ます . 

2-3. Linux 立ち 上 げ 用 と その 他 の フロ ッ ピ を 用 意 

フォ ー マ ッ ト ず み の フ ロッ ピ デ ィ スク を 3 枚 用 意 し 


て くだ さい . 使用 する CD-ROM ドラ イブ が MITSU- 


MI, NEC-260, Sony の CDU535/351, CDU31A や サ 
ウン ドブ ラス ター に 付属 し て いる も の の 場合 は , 5 枚 
必要 で す . 
2-4. イン スト ー ル 用 ディ スク の 作成 

CD-ROM か ら , 最低 限 必要 な イン スト ー ル 用 プロ 
容 ウ ウム を ゼー し ます . 

ここ で は , InfoMagic 社 の CD-ROM を 例 と し て 説 
明 し ます . CD - ROM の DOS UTIL か ら RAWRITE. 
EXE と GZIP.EXE を , DOS の た と えば C:\LINUX に 
加古 ます 。 き さら に プー トディ スク を ディ レク トリ 
(DOS で は DISTRIBU\SLAKINST\BOOT144. Unix で 
は distributions\slakinst\boot144) から 選 択 し て コピ 
9 が ま すす 。 

ジー トディ スク は 。 Linux を イン スト ー ル する ベー 
ド に より 適切 な も の を 選び ます . 筆者 の CD-ROM は 
SCSI で ,。 ネットワーク カー ド が さして ある の で 。, 

SCSINET 
を 選び まし た . 
MITSUMI 

状 ウ ンド デラ スタ ー 用 の CD-ROM な ら 。 
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SBPCD 
を 選び ます . も し わか ら な けれ ば , 同じ ディ レク トリ 
に ある WHICH.ONE を 読ん で くだ さい . 

ノー トディ スク は, ほとん どの 場合 ,。 ディ レタ トリ 
(DOS で は DISTRIBU\SLAKINST\ROOT144, Unix で 
は distributions\slakinst\root144) の , 

COLOR144 
を 選べ ば よい と 思い ます . も し イン スト ー ル が うま く 
いか な いよ うな ら ば , ほか の ファ イル を 選択 し ます . 

ー こ で, Linux の slackware と いう ディ レク トリ が 
どこ に ある か 確認 を し て , メモ し て お きま し ょ う . 
InfoMagic Linux の 場合 は 。 

distributions\slackware 
で し た . この 場合 , Unix で 用 いる 名 前 で ある 必要 が あ 
リリ 記 
用 意 し た イン スト ー ル 用 ディ スク の それ ぞ れ に , 
1 : INSTALL BOOT DISK 
2 ・ ROOT DISK 
S ・LINUX BOOT DISK 
と ラベ ル を 貼っ て お きま し ょ う . 4, 5 枚 目 が 必要 な 構 
成 な ら , 
4 : MITSUMI まだ た は SB また は NEC260 な ど 
S ・boot kernel 
と し ます . こ の 場合 は MITSUMI 用 また は サウ ンド プ ブ 
ラス ター 用 CD-ROM を アク セス で きる カー ネル を 。, 
MITSUMI の 場合 は , 
DISTRIBU\SLAKINST\KERNELS\ 
S_MITSUM\ZIMAGE, distributions/slakinst/ 
kernels/s-mitsumi/zImage 
サウ ンド プラス ター の 場合 は , 
DISTRIBU\SLAKINST\KERNELS\ 
S_SBPCD\ZIMAGE, distributions/slakinst/ 
kernels/s-sbpcd/zlmage 
の zImage が カー ネル に な り ま す が , 用 意 し た フロ ッ 
ーー ル し を 疫 二 まま 写 。 

も し, ファ イル が 圧縮 され て いる な ら , 解凍 し て お 
きま す (InfoMagic Linux の 場合 は 圧縮 され て いな 
い ) . 

p コ ピー し た ファ イル の 解凍 : 
C : \LINUX> GZIP -d SCSINET.GZ 
ー 選択 し た プー トディ スク の ファ イル 名 
C :\LINUX> GZIP -d COLOR144.GZ 
選択 し た ルー トディ スク の ファ イル 名 
インス トール 用 ブー トディ スク の 作成 

メグ ォ オー マッ ト す ) あ の ディ ス み も AA ドラ イジ ビ 大 れ 

て は 
C : \LINUX> RAWRITE 
Enter source file name : SCSINET - scsINET を 入力 
Enter destination drive : A ー A を 入力 


トラ 撤 コ リピ ビュ ー ダ 9 







IDE 2 耕 目 の ハ ー ド ディ スク 







し ば らく 待つ と イン スト ー ル 用 ディ スク 1 が で きま す . 


レー トディ スク の 作成 
前 と 同様 に , フォ ー マ ッ ト ず み の デ ィ ス ク を A ド ラ 
イブ に 入れ て , 同じ 操作 を し ます . 
C : \LINUX> RAWRITE 
COLOR144 A 
ああ 大 妨 し し ます, これ で イシ ンス トー ル 用 の ディ スグ 2 が 
で きま ます 
2-5. イン スト ー ラ を 立ち 上 げ て fdisk に よる パー テ 

ィ シ ョ ン を 切る 

4 本 トー ルル 用 デー トディ ネプ ユエ る AA ドラ ネイ ダグ に 
大 も 。 PI あ セッ まま も を る 補佐 ゆ 、 

boot : 
SV の Po mM が で ます ご で は りー シル "人 利 
9 電球 し よう 、 

画面 に 目 を 疾 ら し て みて いる と , CD-ROM や ハー 
ド デ ィ スク (DE は hda, hdb, SCSI は sda, sdb と 表 
示さ れる ) お よび その 他 の 周辺 機器 が 認識 きれ だ たとい 
う メ メッセー ジ が で ます . メッ セー ジ が 画面 の 上 に 消え を 
て し まっ だ た だら, Shift 十 PageUp と Shift 填 PageDown 
で 画面 を 上 下 に スク ロー ル す る こと が で きま す . 

も し , ここ で , 自分 の 使っ て いる CD-ROM が 認識 さ 
れ て いな けれ ば , 2-4 に 戻っ て プー トディ スク の 選定 
を や り 直 し て くだ さい . 

し ば ちく す る と, 

Please remove the boot kernel disk rom your 
floppy drive, insert a root/install 
disK(.… 
ramdisk and boot, and then press ENTER to 
Continue. 
を WW デ ガッ ピー ジ が 出 ま す 。、 これ は root dgk 大 れ 
換え ろ と いう こと で す が から: ソレ デート ディ スク 2 に 入れ 
本 た て サタ ナー シル 才 了 て を 押し ま も た ょ 流 、 


# fdisk /dev/hda 

Command (m for help) : |p | 

Disk /dev/hda : 16 heads, 63 sectors, 1017 cylinders 
Units 三 cylinders of 1008 * 512 bytes 


に ーー 


お 5 2 0 る 2 ム 泊 な 沿 8 計 8 半 あぶ Po 3 





< 表 1-3> fdisk の 使い 方 
導い を 衝 Wー 
| p | ペー ティ ショ ン 情 報 の 表示 
半生 ッ パパ ー テ ィ シ ョ ン の 作成 (追加 ) 


2 パー ティ ショ ン の TID 変更 . Linux を 入れ る と ころ の TID 
は 83。 スネ スワップ は 82 に する 


| | パー ティ ショ ン の 間際 >. cvm 
| w パー ティ ショ ン 情 報 を 書き 込ん で 終了 
| q | パー ティ ショ ン 情 報 を 書き 込ま ず に 終了 


いろ いろ な メッ セー ジ が で て 。 
Slackware login : 
が で まず 。- 双 ふ で 。, 
roOOot 
と 入力 し ます . これ は root と いう 名 前 で login する 操 
作 で す 。 いよ いよ PC-Unix の 世界 で す . 

DOS や MS-Windows の 世界 か ら PC-Unix の 世界 
に 入る と き 気 を つけ る こと は , 入力 する 文字 の 大 文字 
と 小文字 が 区 別 き れる こと で す . Unix で は 通常 小 文 
字 を 用 いま す . それ か ら , いき な り 電 源 を 切る こと は 
で きま せん 。 

先ほど 「 設 計 」 を し た > パー ティ ショ ン を 実際 に 切り 
ます . この 操作 を 間違え る と DOS の 領域 を 壊す 可能 
性 も あり ます . 慎重 に 行っ て くだ さい . 

パー ティ ショ ン を 切る た め に , fdisk を 起動 し ます . 

# fdisk /dev/hda 

な お ,/dev/hda は IDE の 1 吾 目 の ハー ド デ ィ スク 
を 示し ます . も し , Linux を イン スト ー ル する かぶ ー ド 
ディ スク が IDE の 2 台 目 な ら ば fdisk /dev/hdb と し 
ま 

fdisk や その 他 で 使う Linux に お ける ハー ド デ ィ ス 
ク の デバ イス 名 を 家 1-2 に 示し まし た . fdisk の 使い 方 
を 簡単 に 表 1-3 に 示し ます . 

さき は ほど, 操作 は 慎重 に と いっ た の は fdisk の 起動 
の と き に 1 右目 の IDE ハ ー ド ディ スク 以外 に Linux 
を イン スト ー ル する と き で す . うっ か り fdisk と だ け 
入力 する と , 起動 し た fdisk は 1 友 目 の IDE の ハー ド 
ディ スク を 区 切っ て し まい ます .fdisk を 超 動 する と き 
は 必ず , ハー ド デ ィ スク 名 を 付け で ぐだ きい 。 

fdisk が Y ち 上 が っ だ た ら , p を 押す と 現在 の 2 パー ティ 














《 図 1-1> 
パー ティ ショ ン の 情報 
を 表示 


Device boot Begin Start End Blocks 


ld System 
6 DOS 16ーbit > 三 32M 
83 Linux native 


/dev/hda1 ポ 1 1 5S08 256000 十 
/dev/hda2 509 509 559 25704 
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〈 図 1-2> パー ティ ショ ン の 作成 図 1-4〉 installer の 画面 


HELP Read the Slackware Setup HELP file 





Command (m for help) : [nl KEYMAP 
Command action QUICK 


Remap your keyboard 

Choose QUICK or VERBOSE install mode 一 ① 
[now: VERBOSE] 

MAKE TAGS Experts may customize tagfiles to 

IP preselect packages 


G extended 


P primary partion (1-4) 





Partion number (1-4) : [3| ADDSWAP Set up your swap partition(S) ー の ② 
First cylinder (560- 1017) : TARGET Set up your target partition(S) ②③ 
Last cylinder or 十 sizeM or 十 sizeK (560- 101 7) : SOURCE Select source media ー④ 
DISK SETS Decide which disk sets you wish to (に) 
install 

ショ ン 情 報 が 表示 され ます . 今 は DOS や 仕事 用 の INSTALL Install selected disk sets ー⑥ 
Linux の パー ティ ショ ン で 275 M バイ ト 確 保 し て あ CONFIGURE 0 your Linux system ー(⑦ の 

EXIT Exit Slackware Linux Setup 


る の で , 図 1-1 に は , /dev/hda1 が 250M バ イト で 
DOS 領域 , /dev/hda2 が Linux 用 で ある こと が 表示 
され て いま す . 

n を 入れ て パー ティ ショ ン を 作り ます ( 図 1-2). 

4 も で スワップ 用 の パー ティ ショ ン 32M バ イト 
を 確保 し まし た .n を 押す と パー ティ ショ ン が 
extended か primary か 聞い て きま す . 

パー ティ ショ ン ( 区 画 ) は 1 台 の ハー ド デ ィ スク に 四 
つま で し か 作れ ませ ん . それ 以上 の 区 画 を 作り た いと 
き は extended を 選ん で , extended 区 画 を 作っ て か ら 
その 中 で 論理 区 画 を 作り ます . ここ で は 四 つ の パー テ 
ィ シ ョ ン を 作る 計画 で すか ら , extended 区 画 は 必要 あ 
り : ま せん 。 

続い て , ルー ト そ の 他 を 入れ る 区 画 を 作り ます . キ 
ー ボ ー ド か ら 入 力 す る 記号 だ け を 書き ます 。 

n( 多 画 を 作る ) p(primary 区 画 ) 
3( 区 画 ナ ン バ ー) 
626(First cylinder) 1017 (end の 値 ) 

パー ティ ショ ン を 切り 終わ っ た ら , 一 度 p で 状態 を 
表示 し て くだ さい . 家 1-1 の 前 半 の よう に な っ た は ず 
0 ない 

も し , 決め た と お り に パー ティ ショ ン が 切れ な か っ 
だ なら ば ぱ ば, 修正 する パー ティ ショ ン 以 降 を 削除 し て , 
作り 直す 必要 が あり ます .d を 押し て , 削除 する パパ ー テ 
ジョン ナン バー を 醒 定 しま す . 

ほぼ 予定 どおり で あれ ば , パー ティ ショ ン の ld を 変 
更 し ます . 今 の 場合 は , 3 番目 の パー ティ ショ ン /dev/ 
hda3 の Id を スワ ッ プ 用 の 82 に 変え ます . Id の 詳し 


《 図 1-3> 
ld の 変更 


く OK > く Canceb> 


いこ と は ,L を 押す と 一 覧 表 が 表示 され ます . Id の 変更 
は も t を 用 いま す ( 図 1-3). 

これ で よけれ ば ぱ ば 。w と 提 し て 保存 し ます . fdisk は w 
を 押す と 記録 し て 終了 し ます . 

つぎ に , ホー ム 領 域 用 の 区 画 を 作り ます . 同じ 方 法 
で 作り ます が , 

fdisk /dev/sda 

と 入力 し ます 。 デバ イス 名 に 気 を つけ て くだ さい 。 節 
は /dev/hda を 区 切っ た 時 と 同じ 手順 で す . 

ここ で 区 切っ た パー ティ ショ ン 情 報 を 有効 に する た 
め に , いっ た ん Linux を 終了 し, 立ち 上 げ 直 し ます . 
Unix は 一 般 的 に いき な り 電 源 off な り リ セッ ト を すず す 
る こと は で きま せん (その 必要 も ほとん ど あ り ま せん 
が ) . 

さて , これ で 一 番 緊 張 する 操作 は 終わ り ま し た . つ 
き ぎの 操作 に 移る 前 に コー ヒー で も 入れ て 飲ま れる と よ 
し ro まり 。 

で は , boot 用 ディ スク に 入れ 換え て , つぎ の 操作 を 
に ます 

# shutdown -r now 

終了 操作 (shutdown) を し て , 再 立 ち 上 げ (-r) を し て 
し ば らく する と , 先ほど と 同じ 手順 で Linux が 再起 動 
ゆ 宗 赤 . 
2-6. いよ いよ イン スト ー ル 

先ほど と 同じ 手順 で 再 立 ち 上 げ を し ます . フォ ー マ 


< 今 (now) と いう こと 


Command (m for help) : t | 
Partion number (1 一 4) : |s | 
Hex code (type L to list codes) : 


Changed system type of partition 3 to 82 (Linux swap) 


/dev/hda3 56O 56O 625 33264 82 Linux swap 
/dev/hda4 626 626 1017 197568 83 Linux native 
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Linux の 基本 シス テム 


XX を 必要 と し な い ア プリ ケー ショ ン 


C, C じ 十 士 ,。 Lisp, Perl な ど や カー ネル の ソー ス ( プ ブロ 
グラ ミン グ に 必要 ) 


ネッ トワ ー ク 関係 (TCP/IP, UUCP, Mail) 
XFree86 3.1 の X Window シス テム 


X Window の アプ リケーション 








GNU Emacs( 日 本 語 が 通る emacs を JE か ら 入 れ 
る ) 


TeX (日 本 語 用 の TeX を JE か ら 入 れる ) 






ッ ト し て ある フロ ッ ピ ディ スク を 1 枚 用 意 し て ある か 
を 確認 し て くだ さい . 立ち 上 げに より , 画面 に は 先 ほ 
ど ご を 同じ 。 

Slackware login : 
が 表示 され て いる は ず で す . 

root で login し て , 

# fdisk /dev/hda 
導 。 

# fdisk /dev/sda 
を 打ち 込ん で , 先ほど の パー ティ ショ ン が きち ん と 区 
切ら れ て いる か 確認 を し て くだ さい .q で fdisk を 終了 
し て , つぎ に setup と 入力 し て , イン スト ー ラ を 立ち 
上 げ ば ます . 

# setup 

図 1-4 の よう な 画面 が 出 ま す . 大 変 良 く で きた イン 
スト ー ラ で す 。 い くつ か の ポイ シン トド ト を 見 で いき まし ょ 
須 。 

は じ め に Q を 押し て Quick mode に し ます (①)、. 続 
いて A を 押し て スワ ッ プ の パー ティ ショ ン を セッ ト し 
ます (②). 英語 で いろ いろ と メッ セー ジ が 出 て きま す 
が , スワ ッ プ 領域 を 取る パー ティ ショ ン の 入力 は /dev 
/hda3 と 入れ て くだ さい . あと は Yes を 選択 し ます . 

Continue? と 聞い て くる の で , yes を 指定 し ます . こ 
れ で Target に 入り まし た だ た (③).Linux を イン スト ー ル 
する smot パー ティ ショ ン お 聞い て きま す の で 。 こ 芝 『 で は 
先ほど の 設計 に し た が っ て /dev/hda4 と 入力 し ます . 

ユー ザー の 環境 に 合わ せ て /dev/hda4 の 部 分 を 変 
寺 衝 だ さき いい 。 

つぎ に , ファ イル の タイ プ を 聞い て きま す . 標準 の 
@XK 夫 に し まず ,. ラ ォ ー マ ッ ト す る か どう か と 聞い て き 
ます . Format, Check, Unformat の 三 つ が 選択 で きま 
す . は じ め は Check を 選択 し ます . 少し 時 間 が か か り 
ます が 。 ハバ ハードディスク を 才 濾 区: し な が らら ウォー マ 
fo し まく 札 ま 示 、 

同じ よう に Continue? と 聞い て くる の で , yes を 指 


SEP. 1995 


= 琶 『 = 二 


5 oh ams iv まき 。 ま あま - ぎー まこ も る き 1 
>※ PS 


< 表 1-5> イン スト ー ラ お 薦め (あら か じ め X 印 が つい て 
い ぃ る) 以外 に 加え た ソフ ト 


tcsh を 加え る . 


isSpell jpeg workbone gp96OO groff sc 
その ほか に 好み に よっ て は シェ ル と し て , 
ash zsh 

が ある 。. 

tools byacc man2 man3 extralib 


fortran か ら c の コー ド を 作る . 
Svgalib perl 


その まま . 


LNi」 


PDD uucp Smailcfqg 


fvwmicnSs 


Xserver: x 8514, x agx, x mach32, x mach8, 
X_mono, x_p9OOO, x_s3, x svga, x vga16 
を お薦め: 自分 の ビデ オカ ー ド の チッ プ 用 十 x_mono, 
X vga16 
XAP : 
gs_x11、 ghstview を 削る ( 後 で 日 本 語 対 応 版 を 入れ る )、. 
gnuplot gchess xgames xpaint xspread 


WOrkman 





定 し ます . これ で Source に 入り まし た (④). Linux が 
次 つら で いる メデ メディア を セッ = トド ト し ます, さこ! で の 三 の 
CD-ROM を 選択 し ます . そし て , CD-ROM の 種類 を 
選択 し ます . ここ で は 1 SCSI を 選び ます . 各自 の 環境 
に 合わ せ て 選択 を し て くだ さい . 

用 い る device は /dev/scdO に し ます . つぎ に , 
Linux が 入っ て いる ディ レク トリ を 選択 し ます 。 ここ 
で は InfoMagic Linux を 使っ て いま すか ら , それ を 
選択 し ます . それ 以外 の 場合 は C を 選ん で Linux が 入 
っ て いる ディ レク トリ を 入力 し O 和 8 だ き め 9 

つづ いて Continue? と 聞い て くる の で , yes を 指定 
し ます . これ で PDisk sets に 入り まし た (⑤)、 イ ンス ト 
ー ル する シリ ー ズ を 選択 し ます . イン スト ー ル し だ たい 
所 に 矢印 で 移動 し て スペ ー ス キー で X の 印 を 付け ます . 
ここ で は 表 1-4 の ソフ トペ パッ ケー ジ を 選択 し まし た 。 

本 当 は F の FAQ lists を 入れ る 必要 が あり ます . し 
か し , これ は あと で 追加 イン スト ー ル の 練習 と し て 使 
り 務 定 で す の " で ぐ 。 ここ と で は 選び ませ ん で じ が だ , 

同じ よう に Continue? と 聞い て くる の で , yes を 指 
定 し ます . これ で Install に 入り まし た (⑥)、 

ここ で 問題 に な る の は , どの ソフ ト を イン スト ー ル 
し だ たら よい か わか ら な いこ と で す . ディ スク 容量 に 余 
裕 が あれ ば 全部 を 入れ る と いう 手 も あ り ま す が , 普通 
は な けなし の ディ スク を 割 い て , Linux を 入れ られ る 
方 が 多い で し ょ う . 筆者 も は っ きり と し た 基準 は わか 
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< 表 1-6> 
筆者 が イン スト ー ル 
E 完 ソフ トト のり リスト 


disk a: 


disK ap : 


base devs idekern scsikern sysvinit Idso getty gzip ps shlibs util less bash comms cpio e2fsbn find 
grep keytbls Ipr gpm shellutl syslogd tar textutl zoneinfo etc hdsetup lilo tcsh loadlin umsprogs 


man joe diff bc gp960OO groff sc manpgs Shlbsvga ispell 


disk d: 


tools gcc gxx flex include man2 pmake bison man3 libgxx libc svgalib m4 Ilx1159 1 Ix1159 2 


lx1159 3 
disk fl] : 
manyfaqSs 
disk iv1 : 

iv_ bin libiv so 


netcfg tipip sendmail smailcfg uucp ppp 


x S3 x cfg fvwmicns xf_bin xinclude xlock xpm oldlibs xfnt xfnt75 config86 xf lib xman 


disK xap : 


gnuplot libgr seyon vgaset xfileman xv gchess XgameS xSDread xpaint 


り ま せん . 

し か し , ここ で は と に か くく 筆者 の 入れ た ソフ ト を 書 
いて お きま す ( 表 1-5, 表 1-6). これ は イン スト ー ラ が 
お 薦め の ソフ ト (の 印 が 付い て いる ) に いく つか を 加 
え だ た だけ で す . これ が ベス ト で は あり ませ ん し 。 先 に 
書い た よう に 素人 が 故 の 無駄 が ある か も し れ ま せん . 

も し 足ら な けれ ば , あと で 追加 イ ンス トー ル す れい ば 
良い と 考え ます . 

な お , Linux が まだ 対応 し て いな い CD-ROM を 持 
っ て いる 方 や ブー ト 用 ディ スク の 選択 を 間違え た 方 
は ,。 ここ で エラ ー が 出 て 先 に は 進め ませ ん 。 プー ト ジ デ 
ィ ス ク で 立ち 上 げた だ た 時 に CD-ROM が 認識 され て いな 
23 8 の で も し も しょう. 2-4 に 戻っ て 。 持っ て い ぃ いる CD- 


ROM に 合っ だ ブー トディ スク を 作り 直し で て くだ な ゼ ださい. 


持っ て いる CD-ROM に Linux が 対応 し て いな い 
場合 は 。CD-ROM の Slackware の ディ レク トリ に あ 
る 各 デ ィ レ クト リ の 内 容 を ハー ド デ ィ スク に コピ ー レ し 
て , 4 番目 の Source の 選択 で ハー ド デ ィ スク を 選択 し 
本 3 

表 1-4 で 挙げ た パッ ケー ジ を イン スト ー ル する た め 
に 必要 な DOS 領域 の ハー ド デ ィ スク の 容量 は 。 

(人 E き 39.M 5 ap: 6.0M :d に 88 MI : 

73 まま .34IM 2n4.8Mixi16.6M: 

Xap :2.9M :xv:3.0M 
合計 で 48 M バイ ト ぐ らい で す . x 関係 を 除け ば 24 M 
バイ ト 程 度 の 容量 で いけ ます . 

あと か ら , 日 本 語 環境 JE を 入れ ます の で , ghost- 
Script 関係 は 「 お 薦め 」 で あっ て も 入れ て いま せん . ま 
だ , emacs, tex の パッ ケー ジ も 入れ ませ ん . 

Continue? と 開い て くる の で , yes を 指定 し , Con- 
figure に 入り ます (⑦). ここ か ら は , あ と で いく ら で も 
変更 が で きま す . し か し , 初め て の 人 に と っ て は 換 問 
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ば か り で 戸惑う と ころ で す . 一 つ 一 つ 例 を 書い て いき 
に 
最初 の ほう で bootdisk を 作る か どう か 聞い て きま 
す . ここ で y を 入れ , は じ め に 述べ た フロ ッ ピ ディ ス 
ク 3 を 入れ ます . network 関係 は Hostname と 
domain name だ け 設 定 し ます . ここ で 設定 し た Host- 
name は , 日 本 語 を 入力 する 設定 で 用 いま す . 
CONFIGURE YOUR SYSTEMS? Yes 
MAKE BOOT DISK? Yes 
ここ で 用 意 し だ た フォー マッ ト ず み の フ ロッ ピ を 入れ ま 
す . も ちろ ん , 書き 込み 可能 に し て お いて くだ さい . 


BOOT DISK CREATION YeSs 
フロ ッ ピ に 書き 込み を し ます . 

MODEM CONFIGURATION Yes 

SELECT CALLOUT DEVICE 

cua1 com2 : under DOS を 選ぶ . OK 

MOUSE CONFIGURATION Yes 


SELECT MOUSE TYPE 
Mouse System serial mouse 

(3 ボタ ン 式 は ほとん ど が この タイ プ ) な ら 6@ 
Microsoft serial mouse な ら 1 


PS/2 マウ ス な ら 2 を 選び , OK 
SELECT SERIAL PORT 

ttySO com1: under DOS を 選び ., OK 
SCREEN FONT CONFIGURATION No 


も し コン ソー ル 画 面 の フォ ント が 気に入ら な けれ ぱ , 
ここ で 下 ッ トト し ます ず 。 
SET YOUR MODEM SPEED 38400 OK 
モデ ム の 最高 スピ ー ド を 選ぶ か ら 38400 に セット. 
LILO INSTALLATION 
Skip を 選ぶ ぶ . 
も し, ハー ド デ ィ スク な から Linux を 起動 を し た いな 
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ら , LILO の 設定 を し ます . 設定 の 詳し いこ と は 後ほど 


述べ ます . 

CONFIGURE NETWORK? Yes 
ネッ トワ ー ク に づな で 子 定 が な く て も この 設定 は 必要 . 
NETWORK CONFIGURATION OK 

ENTER HOSTNAME Sato 


目 分 の マシ ン に 名 前 を 付け て や っ て くだ さい . ここ 
で は 難 者 の 名 前 の 一 部 を 取り 出し て 付け まし た . 

ENTER DOMAINNAME ※ ネ ※※ ネ .※ ギ .jD 
ドメイン 名 の 指定 で す . ネッ トワ ー ク に つなが っ て い 
な い 場 合 は 何で も か まわ な い の で す が 。,。 系 統 的 に 決め 
る 方 法 と し て は 自分 の 住所 か ら 作 り ま す ( 詳 し く は ト 
ラ 技 コ ンピュータ 1994 年 12 月 号 Linux マシ ン と ノ ヾ 
ソコ ン を 接続 する 方 法 p.90 参照 ). 

名 古屋 市 中 村 区 な ら , 

Someone.nakamura.nagoya.jD 

愛知 県 蒲郡 市 な ら 

Someone.gamagori.aichi.jp 
@ も ます 。 

LOOPBACK ONLY Yes 
ネッ トワ ー ク に つなぐ 場合 は , ここ で No を 選択 し 
設定 を し ます ,。 し か し , これ は 必要 に な っ て か ら 行 い 
ます . つぎ に 進み まし ょ う 。 

GPM CONFIGURATION Yes 
コン ソー ル で マウ ス が 使え る よう に セッ ト 

SENDMAIL CONFIGURATION SMTP OK 


TIMEZONE CONFIGURATION Japan OK 

SETUP COMPLETE 。 : 細 紅 
これ で , は じ め の Setup 画面 に 戻り まし だ た. ここ で , 

EXIT OK 


DOS で 見 慣れ た コン ソー ル の 画面 に 戻り まし た . 
# 
が 表示 され て いる は ず で す . これ で イン スト ー ル は 終 
の 
SCSI の CD-ROM を 使わ れ て いる 方 は この まま 終 
了 操 作 を し て , 再起 動 す れ ば あな だ た は めで だ た く PC- 
Unix の オー ナー で す . 
# sync : sync 
# shutdown -r now 
で 再起 動 し ます . ま た は 電源 を 切る 時 は sync を し た 後 . 
# shutdown -h now 
る し て を 。 し ら ちく まる を 。 
halt 
と 表示 さき れれ ば ぱ ば, 電源 を 切る こと が でき ます . 
これ で , と りあ え ず Linux の イン スト ー ル は で きま 
し だ た だ. まだ , SCSI 以外 の CD-ROM が 使え な いな どの 
不都合 が 残っ て いま す が , コン ソー ル で いろ いろ な っ コ 
マン ド を 試す こと は で きる は ず で す . 誌面 が 尽き まし 
だ . Unix 関係 の 本 を 買い 込ん で き て , あれ これ と コマ 
ンド を 実行 きせ て みて くだ さき さい 。 
次 回 は CD-ROM の 設定 と Unix の 愛 囲 気 を 味わう 
こと を し た 後 , XX Window の 設定 を する 予定 で す . 





トラ 披 コリ っ - 別 氏 


9 月 1 8 日 発売 予定 








デー タコ ミュ ニケ ーション ・ ツ ー ル と し て UNIX を 活用 する 


| 0 小林 直行 著 
LinUX 活 用 人 円 B5 判 200 頁 予価 2.400 円 
/ CD-ROM 付 き (予定 ) 


IBM-PC 互 換 機 の 高 性 能 化 ・ 低 コス ト 化 に は 目覚 
まし いも の が あり ます . その 結果 , 少し 前 まで 高嶺 
の 花 だ っ た UNIX が 身近 な も の と な っ て きま し た . 
UNIX や その 互換 OUS を , PC を 使っ て , 個人 で 気軽 
に 動作 させ る こと が 可能 に な っ て きま し た . 

本 書 で は , Linux を デー タコ ミュ ニケ ーション ・ 
ツー ル と し て 利用 し ます . メー ル や ニュ ー ス シス テ 
ム の サー バー を イン スト ー ル し , Windows や Mac 
か ら 接 続 し , PC UNIX を 活用 する 事例 を パソ コン 
ユー ザー に わか りや すく 解説 し て あり ます . 
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連 載 


REXX 言語 に よる OS/2 入門 
| VisPro/HEXX ( 最 回 ) 





連載 の 最終 回 の 今回 も , REX 双 より ビジ ュ ア ル な 環 
境 で 開発 が で きる VisPro/REXX ほ りり) に つい て 述べ ま 
す . また だ た, V 双 -REXXX と の 比較 に つい て も 触れ た いと 
皿 い ます . 


ViSPrO/ ロ HE メメ X に よる 例題 (1) 





VisPro/REXX を 使っ た 最初 の 例題 プロ グラ ム を 
ディ レク トリ C:\VPR1 に 収納 する も の と し ます . 
VisPro/REXX 双 の アイ コン を 開き ます . する と , ほか 
の アイ コン に 混ざっ て Projects の アイ コン が 表示 さき 
れ ま す . これ を ダブ ルク リッ ク す る と VPR Database. 
dbd と PROJECT の テン プレ ー ト が 現れ ます . 


後者 を マウ スポ ボタン 2 で ドラ ッ グ し て C: ド ライ ブ 


eS ドロ ッ プ し まず すず . も し で 。 フォ ル ダ 名 を 
VXR1 に 変更 し ます (ALT キー を 押し な が ら , フォ ル 
ダグ ダ 名 を マウ ス ボ タ ン 1 で クリ ッ ク す る と 現れ る 編集 フ 
ィ ー ル ド で , 名 前 の 変更 が 可能 ). この フォ ル ダ を 開く 
と , Threads, SubProcs, Main お よび Form アイ コン 
が 現れ ます . 
得 画面 設計 

この Main を 開く と , 図 4-1 に 示し た 設計 環境 が 現れ 
ます . VisualBasic ある い は VX-REXX と 似 た 点 が 


< 図 4-1> VisPro/REXX の 設計 環境 


ー キ ーー ゴート ト 上 HH 二 
人 上 上 トト 1 
THHTHI 


FHHHHHHFHHFH 
HHHHH 上 H 上 上 上 寺 上 


上 
kkg HHHHHHHHHH 提 





( 注 1) V2.03 Gold Edition に よる . 
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和 -22 例題 1) で 作る 時 計 も と 史 





多々 出 て きま す が , 相違 点 ち も かなり ありま す . 

また , この 例題 の 完成 時 の 姿 を 図 4-2 に 示し ます . 癌 
題 の 設定 と し て は , 超 動 する と , 時 計 に 模 し た 円 盤 が 
現れ , 針 が 12 時 の 位置 か ら 1 秒 ご と に 1 時 間 分 ずつ 進 
むものとし ます . 

メニ ュー ンー の 下 だ ある の は 。 Togl >*wne ず すり 笠 
に 納 ま ら な い の で , 矢印 ボタ ン を クリ ッ ク し て Tool 
を 順次 見 る こと が で きま す . ある い は , メニ ュー か ら 
Tools を 選ぶ と , 図 4-3 に 示し た Tools palette が 現れ 
全体 を 見 開 す こと が で きま す . また , 後ほど 述べ る 方 
誠 で Tool パー を 示 し な いよ うほ も で きき ぎす ず す 、 

Tool バー の 下 の 破 線 で 方 眼 が 引か れ た 領域 は Can- 
vas と 呼ば れ , ここ に , Object を 配置 し て 画面 の 設計 
を 行い ます . また だ , 設計 環境 の 画面 全体 を Form( 今 の 
場合 は Main Form) と 呼ん た で いま す . 

Circular Slider"2 を マウ ス ボ タ ン 1 で 選び 画面 に 張 
り 付け ま す . マウ ス を Canvas に 移動 する と ポイ ンタ 
の 形 が 変形 (対応 する Tool の アイ コン が 付加 され る ) 
し ます . 張り 付け た い ぃ 領域 の 左下 の 角 の 座標 を マウ ス 
グン LC の リッ ツ ト し ます 。 

マウ ス の 位置 を ずら す と マウ スポ イン タ が 変形 し た 
まま で す . その 後 , ool バー の Pointer を クリ ッ ク す 
る と ボ ポイ ンタ の 形 が も と に 戻り ます . 図 4-4 に 示す よ 


as 92 OOE pelette 


ーー 
HH トキ 時 上 
FLHHTHH 上 上 
上 は 二 二 
上 6 夫 
HAYEEIETL 
還 ト 時 HH 時 1 
IEHEEEHEII 
1 02087 1 二 | 上 


cd ( 二 " 
上 ーー] サイ LT LT 


時 


ー- す すす 
ま きま 
FN ] | 上 上 所 
計上 上 ュー ゴー ュー トト 
EN に に 1 オト トキ 上 上 上 上 引 
ITTITITTTI YS P FR た 
に に +H] 上 1 ササ] HH 半 男 健 ーー THHFH 
] は すす 上 上 二 1 M 十 HH 上 


( 注 2) これ と MMPM/2 video は MMPM/2 を 事前 に イン スト 
ー ル し て いる 時 に の み 現 れる 。 
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う に, 張り 付け た Object に は 8 個 の 黒い 正方 形 の マ 
ー ク が 表示 され て いま す の で , 必要 な ら 領 域 の サイ ズ 
の 変更 が で きま す . その た め に は , マウ スポ イン タタ を 
この マー ク に 合わ せ ボ タン 2 で ドラ ッ グ し ます (この 
点 ,。 ボ タン 1, 2 の 使い 分 けが 通常 と 異な る ). また , 
領域 只 を ボタ ン 2 で ドラ ッ グ すれ ば , 移動 する こと が 
電 ま 才 。 

Tool バー の 左端 に 数 字 が , 上 段 に 二 つ 表 示さ れ ま 
す . これ は マウ スポ イン タタ の gzx,y 座 標 を 表し ます 
(Canvas の 左下 の 角 が 原点 mm 単位). グリ ッ ド 間隔 
を , デフ ォ ル ト の 25 か ら 10 に 変更 (後述 ) し て お く と 
座標 が 見 や すく な り ま す . 

マウ スポ ボ ポイ ンタ が 今 張 り 付 けた Object の 領域 に 入 
る と , 下段 に 数 字 ( 今 の 場合 は 1000) が 現れ ます . これ 
は Object の ID 番号 で , 生成 の 順に 1000 か ら の 連 番 
が 自動 的 に 生成 され ます (後述 の 方 法 で Symbol 名 を 
付け る と , それ が ID 番号 の 代わ り に 表示 され る ). 

この 例題 で , Object の 張り 付け は 以上 で 終わ り で 
す . 次 に , Main の 状態 設定 に 移り ます . この 設定 ノー 
トブ ッ ク の 表示 方 法 は , メニ ュー か ら Form を 選び , 次 
に Open を 選び , Settings を 選ぶ 手順 で 行い ます . 慣れ 
る ぁ る まで, この ウィ ンド ウザ イズ は 大 きめ に 選び まし ょ 
う ( 図 4-5 参照 ). 

General 上 頁 の Title bartext に F Clock“) を 設定 , ま 
だ た , Style 真 の Plain を Sizable に 変更 , 本 imer 頁 の 
Duration を 10(0.1 秒 単位 ) つ まり 1 秒 に 設定 し ます . 
まだ た だ, Timer 上 頁 に は , When expired と いう ボタ ン が 
あり ます . これ は 後ほど ふれ ます . 最後 に , Options 長 
に は 重要 な 設定 項目 と し て , グリ ッ ド 関連 の サイ ズ 指 
定 , Too1l バー を 表示 する か どう か , また , 編集 途中 の 
自動 セー ブ プ な ど が あり ます . 

次 に , Circular Slider の 状態 設定 に 移り ます . この 
場合 は , Object を マウ スス ボタン 1 で ダブ ルク リッ ク す 
る と 現れ る 点 は , V 双 -REXX と 同様 で す . Style 真 の 


( 注 3) VX-REXX と 同様 に 日 本 語 の 表示 も で きる . その と き は , 
Font の 設定 に 気 を 付け る こと も 同様 で ある . 
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Exclude buttons, Exclude number お よび 360 
degrees を 選択 , Attributes 真 の Background Color 
を Green お よび Blue を と も に 255 に し ます . 

発 コー ディ ング 

まず , Tool バー が 不要 と な り ま す の で 非 表 示 に し ま 
す . その 手順 は . メニ ュー か ら Form, Open, Settings 
で 設定 フー トブ ッ ク を 表示 し, Options 真 か ら Show 
tool bar の チェ ッ ク ボ ックス を 非 選択 と し ます . 

次 に , ブロ グラ ム 起 動 時 の コー ディ ング に 移り ます . 
今度 は メニ ュー より , Form, When を 選択 ずる と 
Event の 選択 リス ト が 現れ る の で , Opened を 選択 し 
ます . する と , 図 4-6 の よう な Event Opened-Form 
VPR1\Main と 名 付 ら れ だ た Event ウ ィ ン ド ウ が 現れ ま 
す の で , ここ に コー ド を 作成 し じ て いき まず . 

最初 に , Arg window と いう 1 行 の REXX 文 が 前 も 
っ て 書か れ て いま す . この サブ ルー チン が 呼ば れ だ た と 
き , 仮 変 数 window に は Main Form に 二 す る 内 部 コー 
ド が 渡さ れ ま す . 

まず , Slider の 初期 設定 を し まし ょ う . Form の Cir- 
cular Slider を マウ ス ボ タ ン 2 で Event ウ ィ ン ド ウ に 
ドラ ッ グ 科 ド ロッ プ し ます .。 する と , Create Eink の 必 
ィ ン ド ウ が 現れ ます . リス ト ボ ックス か ら Method を 
選択 し ます . Set range を 選択 する と 図 4-7 の よう に 2 
行 の REXX 文 が 生成 され ます . 

最初 の 行 は コメ ント で, 2 行 目 は テン プレ ー ト 文 で 


《 図 4-6> 

プロ グラ ム 起 動 時 の 処理 を 
記述 する Event ウィ ンド ウ IArg yiadow 
を 開く | 
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< 図 4-7> Slider の 記述 





3E3) 


Arg window 


1 7 Set ranqe Circular SIider ※/ 
1 VpDial window. 1000. 'SETRANGE', 0. 10 


す . 今 の 場合 , 最後 の パラ メー タ 10 を 12 に 変更 する 
7 が MC すい 
同様 の ドラ ッ グ 科 ド ロッ プ で Method と し て Set 
increment を 選択 する と 3 行 が 自動 生成 され ます . 今 
度 は コメ ント 行 が 2 行 含ま れ ま す . ここ で は 最後 の パ 
ラメ ー タ を 5 か ら 1 に 変更 し ます . 
次 に 経過 時 間 ( 秒 ) を 表す 変数 v T を 導入 し , 
v Tー0O 
call Update Clock 
return 
Update Clock : 
vV Csld 三 (v 丁 十 6)//12 
の よう に コー ド を 入力 し た 後 , Circular Slider を この 
ウィ ンド ウ に ドラ ッ グ ドロ ッ プ し Set value を 選択 


し ます . な お , 演算 子 // は 整数 演算 の 剰余 を 表し ます . 


以上 で , ブ ログ ラム 起動 時 の 設定 ( 図 4-8) を 終わ り ま 
し だ た 。 

残る コー ディ ング は , Timer の 設定 時 間 (1 秒 ) が 経 
過 し だ と き の 処 理 の 記述 で す . その た だ ため, メニ ュー か 
ら , Form, Open, Settings で 設定 フー トブ ッ ク を 呼び 
出し , Timer 真 を 開き , When expired の ボタ ン を ク 
リッ ク し ます . する と , 図 4-9 の よう な Event ウィ ンド 
ウ が 現れ ます . 

v T 三 v T 十 1 
call Update Clock 

大 用 する と コー ディ ング は 粋 わり で す . 
全 試行 お よび コン パイル 

プ ブログ ラム の 試行 は Ctrl1 十 R で 実行 で きま す . プロ 
グラ ム の 試行 を 行う と _RUNCMD と いう ファ イル が 
漠 成 きれ ます . また , CrI 二 で デバッグ を 行う こと も 
上 豆 表す い 

ブロ グラ ム が 完成 すれ ば ,。 コン パイ ル し ます . その 
だ め Ctrl 十 B の キー 押す と , 図 4-10 に 示し た Build 
Options 画面 が 現れ ます の で 設定 を し た 後 , Build ボタ 
ン を 押し て , コン パイ ル を 実行 し ます . RUN.CMD が 


〈 図 4-9> Timer 処理 を 記述 する Event ウイ ンド ウ 





Arg window 


114 


< 図 4-8> プロ グラ ム 起 動 時 の 設定 が 終わ っ た 


3 作 た kz 






7※ Set range Circular Slider ※/ 

CALL VpDial window, 1000, "SETRANGE', 0, 12 

37※ Set increment Circular Slider ※/ 

7 1st is button increment, 2nd is tick increment ※/ 
CALL VpDial window, 1000, "SETINC', 1, 1 2 
3V T=0 

jcall Update_ Clock 

Teturn 

3 Update_ Clock: 

#Value=lv_T+5]/712 

7※ Set value Circular Slider x/ 
に window. 1000. 'SETVALUE' , value 








消え て RUN.EXE が 現れ ます . 
ここ で , 図 4-10 の オプ ショ ン の 人 簡 単 な を 説明 を し て 
お きま す . まず , Executable output の 意味 で す が , 実 
行 時 に VPREXX.DLL (CONFIG.SYS で LIBPATH に 設 
定 さ れ だ た ディ レク トリ に 納め る ) を 必要 と する か どう 
か の 選択 で す . な お , 特に , Circular Slider ある い は 
MMPM/2 video を 使用 し た と き に は , それ ぞ れ 
VPDIALJDLL ある い は VPVIDEO.DLL が さら に 必要 で 
す . 
また だ, Source pre-processing の 選択 で REXX の 
ーー カード 入 それ や れ 。 
None ・ そ の まま の 形 
Encrypt : 暗 号 化 され て 
Tokenize : トー クン 化 さ れ て [連載 第 1 回 の ( 注 
3) 委 照 〕 
EXE ファ イル に 埋め 込ま れ ま す . 上 記 の 説明 で コンパ 
イル と の 言葉 を 使い まし た が , ビジ ュ ア ル な プロ グラ 
ム 環 境 で は その 手前 で 止め られ る の は よく ある こと で 
し だ 
この 簡単 な 例 で は , ソー ス は Main フォ ル ダ の み に 
あり ます . その た だ ため, プロ グラ ミン グ の 開始 時 。C: ド 
ライ ブ に VPR1 の ディ レク トリ を 作り , この ディ レク 
トリ に Project テン プレ ー ト 内 の Main フォ ル ダ を 複 
号 する と いう 方 法 も と れ ま す ( こ の と き は Ctrl キー を 
押し な が ら , ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る 必要 が ある ). た 
だ し , 次 の 例題 の よう に, 二 次 Form も 使用 する 場合 に 
は , 最初 に 述べ た 方 法 の ほう が 簡単 で し ょ う . 


《 図 4-10> 
ビル ド の オプ ショ ン を 
設定 する 画面 
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火 の 例題 は C : \VPR2 に 作成 する も の の のど し 区 
ッ ト マ ッ プ ファ イル の 表示 を 行う プロ グラ ム で す . 

この ブロ グラ ム を 実行 する と , 図 4-11 の よう な ファ 
イル グイ アデ ログ が 現れ ます . ここ で ,。 ファ イル の 朝 定 
を 行う と , その ディ レク トリ 内 の ファ イル アイ コン と 
ファ イル 名 が 並ん だ 図 4-12 の Container が 現れ ます . 
この 中 か ら 一 つの BMP ファ イル の アデ アデイ コン を クリ ッ 
ク す る と , 対応 する グラ フィ ッ ク ( こ の 実行 例 で は 
BUTTERFL.BMP) が 図 4-13 の よう に 第 2 の Form に 表 
示さ れる と いう 仕様 で す . 

先 の 例題 と 同様 に し て , C: に Project を 複写 し 
VPR2 と 名 前 を 変更 し ます . 今回 は 二 次 Form も 使用 
し ます . VPR2 の フォ ル ダ を 開く と , ほか の アイ コン に 
混じっ て Form テン プレ ー ト が 現れ ます . これ を この 
フォ ル ダ 内 の スペ ー ス に , ドラ ッ グ 乏 ド ロッ プ し て 複 
写す る と , Form:1 が 生成 され ます . 

Main の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て , Tool バー 
か ら Cavas に Container を 張り 付け ます . 

Main Form の 設定 と し て は , General 頁 の Title bar 
text に BMP Viewer, Style 頁 で Sizeable を 設定 し ま 
。 

Container の 設定 と し て は , Style 真 の Selection を 
Single に 設定 し ます . 

Form:1 の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て , Graphic 
を 張り 付け ます . Form:1 の 設定 と し て は Style 頁 に 
Sizeable を 設定 し ます . 以上 で 画面 設計 は 終了 で す . 

な お , 先述 の 方 法 で 作成 し な 第 2 の Form は , 自動 的 
に 次 の よう に 設定 され ます . 

(1) メニュー バー の PForm の ブル ダウ ン メ ズ メニュー に 
Create link が 追加 され る . 


く 図 4-12>2 BMP ファ イル の コン テ ナ を 表示 


| OS2loGo.BMP |R FEUR.BMP | ScAlES2BMP 


[Q zGZAG.BMP |R UNKS.BMP | SPIRALBMP 


[NR IEAVeS.BMP |[R uNEs.BMp | SHulSBMP 


[NR DElFTBMP [Q MERcADO.BMP [R SIARS.BMP 


[BlockKS.BMP |[R MAzEBMP | TOoT.BMP 


| BoxBMP [| Roof.BMpP 
| BRIcKBMp 回 : 
[COUUMNS.BMP [ TILE.BMP 
[FIAMINGO.BMP | SCAlES1.BMP 


[Q oRcHlpS.BMP 
| WAVE.BMP 
| WEBB.BMP 
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《 図 4-11> 例題 (2) で 作成 し た プロ グラ ム の 実行 画面 





(2②) Form の General 和 貞 に 表示 され る ID と し て 257 
以降 が 自動 的 に 割り 付け られ る (厳密 に は , Form : 1 を 
ダグ ダブル クリック し て 開発 環境 を 呼び 出し た と き に 割り 
付け られ る . し た が っ て , 二 つ 以 上 の 二 次 Form を 生成 
し た と き は 。 これ ら を ダブ ルク リッ ク し て 呼び だ し た 
順 座 で 257, 258, ‥… と 割り 付け られ る ). 一 方 , Main 
Form の それ は 256 で ある . 
(3) Form の Style の 貞 に Notebook page の Radio ボ 
タン が 追加 され る . 

次 は コー ディ ング の 番 で す . まず , 超 動 時 の 処理 で 
す . メニ ュー か ら Form, When, Opened を 選ん で 
Event ウィ ンド ウ を 表示 し ます .Container か ら こ の ウ 

ンド ウ に ドラ ッ グ 錠 ド ロッ プ し て , Method か ら 
View as flowed icons and text を 選択 し ます ( 図 4-14 
参照 ). 

次 に , Event ウィンド ウ の メニ ュー の Edit。 Addi, 
Work with files, Picture open( 図 4-15 参照 ) を 選び ま 
す . な ん と , 図 4-16 に 示す よう に 6 行 の テン プレ ー ト 
文 が 現れ ます . た だ し , ここ で は , や や 論 則 的 な 使い 
方 を し て いま す の で DO END で 挟ま れ た 2 行 を 消し 
ます 。 そし で 


《 図 4-13> 選択 し た BMP ファ イル が 表示 され る 


| SCAlES2BMP 


| SPIRALBMP 
| SHEutS.BMP 
| STARS.BMP 
[ TooTH.BMp 
| ORcHipS.BMP 
| WAVE.BMP 
| WEBB.BMP 
| FIAMINGO.BMP | SCAlES1.BMP 
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《 図 4-14> Event ウィ ンド ウ に View as flowed 
icons and text の 処理 を 追加 


較 184609 は 中 3 





】 Arg window 


7%X View as flowed icons and text Container ※/ 


rc=VpSetltemStylelwindow,1000,'FLOMED'] 
| 


fn 三 filename 
cd 三 filespec ( "drive', fn) | |filespec ( 'path', fn) 
We2 ます 、 filespec( ) は REXX の 組み 込み 
関数 で . フラ ァイル 名 の フル フン パス 名 か ら drive, path, 
name な ど を 抜き 出す た め に 使用 で きま す . また だ た, Vp- 
FileDialog 関数 の 第 3 パラ メー タ を 'C:\OS2\BIT- 
MAP\*.*' に 変更 し ます . 
さら に , Container か ら こ の ウィ ンド ウ に ドラ ッ 
グ 立 ドロ ッ プ し て , Method か ら Load item from file 
を 選び ます . 最後 の パラ メー タウ の filename を cd と 変 
更 し ます ( 図 4-17 参照 ). 
次 に , Container か ら 項目 を ダブ ルク リッ ク し た と 
き の コ ー デ ィング を し まし ょ う . Container Object を 
マウ スポ タン 2 で クリ ッ ク す る と メニ ュー が 現れ ます . 
これ か ら When, Mouse button 1 double click を 選び 
mm この ウォ ジ ド ウ に コー ディ ジグ し じ て いき ます . 
Container を ドラ ッ グ 層 ド ロッ プ し て Get index of 
first selected item を 選び ます . 次 に , 
IF index > O THEN 
DO 


mr mp ひ り っ の 
トー トー ツー 


END 
と 入力 し , DO の 下 に カー ソル を 合わ せま す . 
さら に , Container を ドラ ッ グ 鐘 ド ロッ プ し て Get 
item value at index を 選び ます . 2 行 の 文 が 生成 され ., 


《 図 4-162 ファ イル オー プン の 処理 が 追加 され た 


時 失 和 0 





ーー トド ャ トメ ャ ッッ ャ トット ャ ャ ャ ャ ュー 


Arg window 

7X View as flowed icons and text Container ※/ 
iTC=VpSetltcmStyle[window,1000,'FLOMWED'] 

filename = VpFileDialogIwindow, "OPEN' ,'*.*'。 "Open Picture'] 
IF LENGTH[filename] > 0 THEN 

0 


value = VpLoadPicture['FILE'。filename ] 
7※ insert here to use value ※/ 








Arq 


window 
7※ View as flowed icons and text 


《 図 4-15> Event ウィ ンド ウ に メニ ュー を 追加 





0 隊 放 の 7 





その 下 に カー ソル を 合わ せま す . 

次 に , Form:1 を グダグダ ブル クリ ッ ク し て , メニ ュー か ら 
Form, Create link を 選び ます . この 直後 に は 顕著 な 変 
化 は 現れ ませ ん . 

先 の Event ウィンド ウ に 戻り Shift 十 Ins キー を 押 
し ます . 2 行 の テン プレ ー ト 文 が 現れ ます . *topic 
name を cd|lvalue に 変更 し ます ( 図 4-18 参照 )、 な 
お , topic name の 項 は , 第 2 Form( こ の 場合 ID257) 
の Topic と いう 名 前 の 変数 に 代入 きれ ます . 

次 に , Form :1 の コー ディ ング を し ます . メニ ュー か 
ら Form, When, Opened を 選び , 

filename 三 topic 
導 縛 5L ます 

こん ど と は, Graphic を ドラ ッ グ 錠 ド ロッ プ し て Load 
item from file を 選び ます ( 図 4-19 参照 )、 以上 で コー 
ディ ング は 終了 で す . 

な お , メニ ュー か ら View を 選ぶ と プル ダウ ン メ ニ 
ュー が 現れ ます . 通常 Layout view に チェ ッ ク マ ー ク 
が 入っ て いま す . Eventtree view を 選択 する と , Form 
の 表現 が 國 4-20 の よう に 変化 し ます . さら に , マウ ス 
の デイ コン を クリ ッ ク す る と , 対応 する Event の 処理 
が 現れ ます . Object, Event の 種類 が 多く な っ た と き の 
確認 用 に 有効 で す . 

また だ た, Main Form で Ctrl キー を 押す と , デバ ッ 


《 図 4-17> filename を cd に 変更 





Container ※/ 


3『C=VpSetltemStyle[window.1000, "FLOWED'] 


filename = 


VpFileDialog[window,'0PEN' , 'C:\0S2\BITMAPWx.*','0pen Picture'] 


IF LENGTH[filename] > 0 THEN 
DO 





fn=filename 
cd=filespec['drive'.fn]llfilespec['path',fn] 
7※ Load itcm from file Container ※/ 

CALL VpLoadFromFile window,1000,cd 
END 
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< 図 4-18> topic name を cd| |value に 変更 


it 6 





Arg window self Index に 
17※ Get index of first selected item Container ※/ 
Index=VpGetlndex[window,1000,'SELECTED' ,0] 
IF index > 0 then 
Do 
/※ Get item value at index Container ※/ 
value=VpGetltemValuelwindow,1000,index] 
/* Open the form C:\VPR2\FORM!1*/ 
value=VpOpenFormlwindow,。 257, cd| lvalue] 


< 図 4-19> Load item from file の 処理 を 追加 


NR2\FOrI0: 
he PUDe「: 

|Arg wind 

ifllename=topic 


17% Load item from file 放 Graphic ※/ 
EE window,1000.filename 


が 超 動き れ 図 4-21 の よう な 画面 が 現れ ます . さら 
に , Event 欄 の 十 印 を クリ ッ ク す る と トリ が と な る 
Event が アイ コン 付き で 説明 され ます . つぎ に , この ア 
イコ ン を ダ デ ル クリ ッ ク す る と , 対応 する ルー チン の 
コー ド が 現れ ます . また , Form :1 の 情報 も 一 連 の 操作 
で 見 る こと が で き て 便利 で す . 

な お , RUN.CMD の 抜粋 を リス ト 4-1 に 示し ます . 内 
部 処理 の 一 端 を 想像 する こと が で きま す . 





本 刀 1 日 月 邊 目 上 引 引 
次 の 例題 は . ディ レク トリ C:\VPR3 に 作る も の と 
し ます . Projiect テン プレ ー ト を C: ド ライ ブ に 複写 し 
て , VPR3 と 名 前 を 変更 し ます . この 例題 の 完成 時 の 次 
を 図 4-22 に 示し ます . 5 行 10 列 の Value Set に Sys- 
tem Bitmap を 配置 し , 任意 の セル を マウ ス ボ タ ン 1 で 
ダブ ルク リッ ク す る と , 対応 する Index お よび Value 
を 表示 する も の と し ます . 


〈 図 4-22〉 例題 (3) の 実行 画面 
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く 図 4-20> Event tree view を 活 









Click on an event icon 
to display an event 


図 4-23 に 示し た の は 画面 設計 を 一 通り 終え だ た 時点 
の 画面 で す . Value Set の 各 セ モル の サイ ズ は 5mm 
方 と し て いま す . この 例 の よう に, 規則 的 な 画面 の 場 
合 , Object の 配置 は ビジ ュ ア ル に は 大 ま か に 行い , 
各々 の 設定 フー トブ ッ ク の Position で 最終 的 に ディ 
ジタル で 位置 と サイ ズ を 決め た ほう が や りや すい で し 
下 ^,。 

Main Form の 設定 は , Genaral 頁 の Title bar text に 
SYSBITMAP, Attributes 貞 の Foreground Color の 
Blue に 255, Font に 18 の Tms Rmn Bold を 設定 し て 
いま す . 

三 つ の Value Set Object を 使っ て いま す . まず , 
Index の 10 の 桁 を 表す た め に 5 行 1 列 の も の , 1 の 桁 
を 表す た め に 1 行 10 列 の も の を 当て て いま す . 最後 に 


《 図 4-23> 画面 設計 が 終わ っ た と ころ 


Sysbitmap の 表示 用 で , Style 真 の Cell contents は 
Bitmap まだ た だ, Scale bitmap お よび Item border を 選択 
し て いま す . また だ た , 二 つ の Entry Field は , 表示 の み に 
使い ます の で , Style 真 の Read-only を 選択 し ます . 
- コー ディ ング と し て 。 図 4-24 に 初期 処理 を 示し ま 
す . これ は , メニ ュー か ら Form, When. Opened を 
選択 し て 現れ る Event ウ ィ ン ド ウ に 作成 し た 完成 時 
の も の で す . 三 つ の Value Set の 初期 化 の た め に .。 各々 
か ら こ の Event ウ ィ ン ド ウ ヘ ドラッグ 錠 ド ロッ プ し 
Method と し て Set cell value を 使用 し て いま す . ま 
だ , Event ウィ ンド ウ の メニ ュー の Edit。 Add. Work 
with files, Load system bitmap の 機能 を 利用 し て い 
ます . その 他 は 手 入 力 で 編集 し て いま す . 

ま た , 図 4-25 に Sysbitmap の ー つ を ダブ プ ブル クリック 
し た とき の 処 理 を 示し ます . これ は 。 Sysbitmap 表示 

















〈 リ スト 4-1> 
例題 (2) の RUN.CMD /* VisPro/REXX */ 
の 内 容 の 抜粋 _VPAppHand1e = VpTnit() 
1f _VPAppHand1e='' then exi 
_VPAppReturn = 0O 
/* Open first form */ 
ParSe ard topic 
_VPMainWindow = VpOpenForm ( ・ 
1f _VPMainWindow='' then do 
_VPAppReturn = !'-1! 
S19na] _VPADpExi 
enQ 
中 貼 ・・・ 
/* 韻 #256_FORM. 1 */ 
256_FORM.1: Arg window 
/* View as fl1owed icons and text Container */ 
rC=VpSetTtemSty1e (window, 1000, 'FLOWED' ) 
fi]ename = 
TF_ LENGTH(Ff1i1ename) > 0 THEN 
DO 
fn=fi]ename 
cd=filespec ( "drive' , fn) | | Ei1espec( 'path', fn) 
/* Load item from fi1e 
CALL VpLoadFromFi1e window,1000,cd 
END 
return 
/* 音 電 256_1000.16 */ 
256_1000.16: Arg window se1fF inqdex 
/* Get index of first se1]ected item Container */ 
1ndex=VpGetTndex (winQdow, 1000, 'SELECTED' , 0) 
TF index > 0 then 
DO 
/* Ge item value at index Container */ 
Value=VpGetTtemVa1ue (window, 1000, index) 
/* Open the form C:\VPR2NFORM! 1*/ 
Va1ue=VpOpenForm (window, 257, cd| |va1ue) 
EnQ 
return 
/* 提 #257_FORM. 1 */ 
257_FORM.1: Arg window 
Fi]ename=topic 
/* Load item from fi1e #1 Graphic */ 
CALL VpLoadFromFi1e window, 1000, fi]ename 
return 
118 


リッ 人 ら も も Op ま G) 


VpF11eDialog (window, "OPEN' , 'C:\OS2\BTTMAPN* .*'「, Open P1Ctur@' ) 


用 の Value Set を マウ スポ ボタ ン 2 で クリ ッ ク , When. 
Mouse button 1 double click を 選択 し て 現れ る Event 
ウィ ンド ウ に 作成 し た 完成 時 の も の で す . ここ で の 最 
初 の 作業 は , ダブ ルク リッ ク さ れ た cell の 同定 に Get 
index of selected cell を 使い 、 row お よび col を 得 て 
いま す . SYSBITMAP の index は 1 か ら 48 が 許容 され 
ます の で , O お よび 49 に 対し て は Value の 欄 に No 
Validi を 表示 する よう に し て いま す . 

な お ,Main フォ ルレ ル ダ の アイ コン を マウ スポ ボタ ン 2 2 
グリ ッ ク す る と , 図 4-26 に 示し た よう な プル アデ テッ プッ 
ニュ ー が 現れ , 図 の よう に さら に オー プン を 選び , 
Main Form の Settings ノー トブ ッ ク を 呼び 出し た り . 
View を 指定 し て 開発 環境 を 呼び 出し た り , ある い は 。 
実行 、 デ バッグ , コン パイ ル な ど を 直接 行う こと も で 
きま す . 



























Container */ 
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最後 に , 両 開 発 環 時 境 (以降 前 者 を VXR 後者 を VPR 
と 遇 記 する ) を 使用 し て みて 気付 いた , 相違 点 の 顕著 な 
も の に つい て 述べ だ た いと 思い ます 比較 に 使用 し た バ 
ー ジ ョ ン は 前 者 が V2.1aC/S, 後者 は ( 注 1) を 参照 , 
いずれ も 英語 版 〕. 
(1) マス タデ ィ ス ケッ ト の 枚数 :VXR が 5 枚 (Stan- 
dard 版 は 3 枚 ) に 対し ,VPR は 1 枚 ( い ずれ も 2HD べ 
ー ス ) で ある . 両方 と も 英語 版 だ が , MS-Windows の 
ソフ ト に 比較 する と コン ノバ クト で ある 。.。 OS/2 シス テ 
ム の 機能 を 上 手 に 利用 し て いる た めで あろ う . 
(2) ノ フート ブッ ク で の 設定 : VXR は 詳細 で Object に 
より 異な る 要素 が 多い . VPR は 簡略 で Object に よる 
相違 は Style 真 に 集中 , また Method 関数 で の み 設 定 
で きる 項目 も 多い . 
3) 実行 時 の ウィ ンド ウサ イズ : VXR は 設計 時 に 依 
存 , VPR は 設計 時 の Object の 配置 か ら 適当 な マー ジ 
ン を シス テム が 設定 し て 表示 する と いう 方 式 が 取ら れ 
の 。 

また , Sizeable を 選択 し た と き , 実行 時 に ウィ ンド 
ウサ イズ を 変え る と , 各々 の Object の サイ ズ も 連動 
し で 諸 わる 。 
(4) Object の 複写 削除 な ど : VXR は 対応 す る Event 
ルー チン も 複写 な ど が され る が ,VPR で は ルー チン は 
生成 や 削除 が 行わ れ な い . 
(5) REXX 文 の 自動 生成 機能 : VPR に は , Event ウィ 


< 図 4-24> 初期 処理 の コー ディ ング 部 分 


PEGttir SYSBITMAP'。 ide 


1 っ な cell value. Walue Se も 生か 
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ンド ウ の メニ ュー の Edit Add 機能 を 利用 する こと に 
より , 大 幅 な 自動 生成 が 可能 で ある . また だ , 注 秋 文 が 
付記 され る の で , パラ メー タ の 意味 な ど が つか みや す 
ky。 
(6) ヘル プ キ ーFE1:VXR の ほう が ヘル プ は 詳細 , 
時 々 の 操作 に 対応 し た , 的 確 な ヘル プ が 現れ る . 
(7) Object の 種類 :VXR に の みあ る も の は “DDE 
Client, 一 方 VPR の み に あ る も の は , “Circular 
Slider , “MMPM/2 video で ある . た だ し デー タ ベ ー 
ス へ の アク セス の 扱い は , 両者 で 異な る の で , その 関 
連 の Object に は , ここ で は 触れ な い . 
(8) EXE ファ イル 形式 : 実行 時 ライ プ ブラリ の サイ ズ は 
VXR が 約 875K バイ ト , 一 方 VPR は 約 158K バイ ト 
で ある . この こと も あり , VXR の EXE ファ イル は 実 
行 時 ライ ブラ リ が 別に 必要 な 一 形式 (Small, Token- 
ize 相 等 ) で ある が , VPR の 場合 は 実行 時 ライ ブラ リ 
を 必要 と し な い 形 式 な どの 多く の ケー ス が 扱え る . 
(9) その 他 : VPR は 設計 環境 に Layout, Event tree, 
List の いずれ か の View が 選択 で きる . また , デバ ッ グ 
ー ド も ビジ ュ ア ル で わか りや すい . 


連載 を 終わ る に あたり , 説明 が 不 十 分 で わか り ず ら 
か い 点 も あっ た と 思い ます が , で きれ ば 別 の 機会 に 補 
足し た いと 考え ます . 


$ 参考 文献 $ 
(1) HockWare : VisPro/REXX's Programming Manual. 


《 図 4-25> Sysbitmap の 一 つ を ダブ ルク リッ ク し た と き の 
和 理 





Arg window self 

37※ Get index of selected cell Value Set ※/ 
rowcol=VpGetlndexiwindow,1002] 

1 PARSE VAR rowcol row col 

37※ Get cell value Value Set ※/ 

3 Value=VpGetltemValuelwindow,1002.row,col] 
Ind=10X[row-1]+col-1 

#1f ind く <1 | ind>48 then value='No Valid!" 
17X※ Set item value Entry Field ※/ 

CALL VpSectltemValue window.1006.value 

3 Value=ind 

17※ Set item value Entry Field ※/ 

| の VpSetltemValue windaw,1005.value 





< 図 4-26> アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 出 て くる 
プル アッ プ メ ニュ ー 
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さき ば BL ' 0 も 2000 4 6 8 時 8 時 あ 。 PP GII 





欠 OS/2 で マル チ メ デ ィ ア ノ 
筆者 が は じ め て マル チ メ デ ィ ア に 触れ た の は 。 Sun 
9 ペー ダグ 身 プ ーション で , 3 年 ほど 前 の こと 才 , 
マイ ク と CD-ROM ドラ イブ が 付い て いて ,。 すてき 
な CD-ROM が 何 枚 も お まけ で 付い て いま し た . も ち 
ろ ん , すぐ に 「 こ れ か ら は , これ だ /」 と 思い まし た . 
が も ワー クス テー ショ ン で マル チ メ デ アディ ア を ツジ 
ログ ラミ ング する 方 法 は 容易 に わか ら ず , ユー ティ リ 
や ( ま と ん る なし 、 と いう 状 敵 で は どう に も な あず 
結局 Windows 3.1 を 待つ こと に な り ま し た ( 図 6-1). 
OS/2 の マル チ メ デ ィ ア は MMPM/2(Multimedia 
Presentation Manager/2) と 呼ば れ , プロ グラ マン が 気 
軽 に 利用 で きま す . 32 ビッ ト と マル チタ スク の 威力 は 
な か な か の も の で , 気楽 に プロ グラ ミン グ で き な 。 を 
いう 点 に お いて は , 最高 の 環境 の ひと つと 言っ て よい 
6 た 


MMPM/2 の た め に 用 意 す る も の 





但 音源 ボー ド 

当然 な が ら , オー ディ オ の た め の 音 源 が 必要 で す . 
筆者 の 環境 で は , ガレ ー ジ ブラ ンド の DOS/V 機 に , 有 
名 な SoundBlaster16 SCSI- II を 付け て いま す . 

最近 , レフ ァ レ ンス 機 の 一 つと し て 使っ て ぃ る. 


6-) マル チ メ デ ィ ア パソ コシ っ て な に 










者 か 風 く 
と D-R の が " 
み の ' す け で イブ ゴム て 


Ni 
寺 NN 当 
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Lef's Enjoy OS/2 Progromnjng 


メ | BNU C/C++ Compiler で マス ター する 


⑥ 初め て の MMPM/2 プロ グラ 








US/f ブロ グラ ミン グ 
の 






賠 田 好 一 





Compaq Presario520 CDS に は , 音源 が 内 蔵 さ れ て 
いま す . 

Presario520 で は , MMPM/2 の イン スト ー ル 時 に ., 
若干 の 設定 (IRQ=5) が 必要 で し た . SoundBlaster は 
うま く 認 識 で き , イン スト ー ル 時 に 設定 し な お す 必 要 
まあ り ま せん で し た 。 

っ FPU と メモ リ 

マル チ メ デ ィ ア プロ グラ ミン グ に は , 浮動 小数 点 機 
構 (FPU) が 必須 と 考え て くだ さい . 整数 だ け で も 何と 
か な り ま す が , プロ グラ ミン グ の 労力 ば か りか か っ て 。, 
計算 速度 は あま り 変 わり ませ ん . 

最近 で は , オー ルイ ン ワ ン の パソ コン に すら , FPU 
付き の CPU が 採用 きれ て いま す . 本 稿 で は , FPU を 
前 提 に 話 を 進め ます . 

筆者 の Presario は , 最初 は 486SX2 -66 MHz で 
OS/2 も 快適 だ っ た の で す が , マル チ メ デ ィ ア の プロ 
グラ ミン グ を 始め る と が まん で き な く な り , DX4-100 
MHz に 増強 し て し まい まし た . 

グモ リ は 12M バイ ト に 増やし て いま す . 初め か ら 
付い て いた 8M バ イト で も な ん と か 我慢 の 限界 で し 
だ た が, 12 M バイ ト に する と , 目立っ て 快適 に な り ま 
す . 

位 マル チ メ デ ィ ア の た め の ラ イブ ラリ 

事 者 が 現在 使っ て いる GNU C/C 十 十 は , Blowrfish 
OS/2 と いう 市 販 の CD-ROM に ある , EMX 0.9a で 
す . 

同じ CD-ROM に EMX 用 の マル チ メ デ ィ ア の た め 
の ライ ブラ リ が あり ます . 

Blowfish OS/2 で は , 

\develop\mm4emx1O\ 
に 解凍 済み の ファ イル が あり ます . 

この ディ レク ト り の.』n ラテ イル を 

\emx\include 
に コピ ビー し 。 台 で 3D 深 
\emx\Ilib 
人 

コン パイ ル 時 に , マル チ メ タメ ディア の ライ ブラ リ を 指 

定 し ます . 例え ば , 


トラ 技 コ コピ ュー タダ 


gcc -o mmtest1.exe mmtest1.c mmtest1.def 
-los2me -Zomf -Zmtd -s 
な ど と し ます . -los2me が ライ ブラ リ の 指定 で す . 
重 MMPM/2 の た め の ド キュ メン ト 

唯一 困る の は , ドキ ュ メ ント で す . BonusPak に は 
見 当 だ り ま せん . 

Toolkit (IBM C Set 十 士 に も 付属 し て いる ) を 買う 
と MMPROG.INF( 英 語 ) が 手 に 入り ます . 

一 番 よ い の は , Warp の Developer Connection の 
CD-ROM に ある , Warp の オン ライ ンド キュ メン ト ・ 
セッ ト (英語 版 ) で す . 開発 者 向き の 底 料 で す が , 誰 で 
も 手 に 大 り ま す 。 

1 チア ォ ロー チオ 9p が つの アル サタ チタ 更 
REX 失 ( 図 6-2) と , mm4emx10 の サン プ ブル プロ グラ ム 
か ら あ る 程度 まで は 類推 で きま す . 

し が か が し, C/ じ キキ に よる MMEBM/2 ア ログ ジミ ング 
を 楽し む に は , 上 述 の 資料 は 必須 で す . 


Warp の 





本 稿 で は , Warp の オン ライ ンド キュ メン ト ・ セ モ セット 
を 利用 し , mm4emx10 の 都合 に 合わ せ て , 読み 替え て 
ks まず 。 

この セッ ト は , 28 個 の .INF ファ イル (一 つ だ け は テ 
キス ト フ ァイル ) か ら な り , 合計 16 M バイ ト の 大 きき さき 
で す . 五 つ が MMPM/2 関係 の ドキ ュ メ ント で す . 表 
6-1 に その 内 容 を 示し ます . 

残念 な が ら , Warp は 最新 の OS で すか ら , 筆者 の 手 
に し て いる mm4emx10 で , この すべ て が 利用 で きる 
わけ で は あり ませ ん . 


< 表 6-1> Warp の オン ライ ンド キュ メン ト ・ セ ッ ト か ら 


Mu]timedia App1ication Programming Guide 
Mu1timedia App1ication Programming Environment 
Media Contro1] Tnterface (moi ) 

Mu1timedia Logica] Devioes 
Amp11ifier-M1ixer Devioe 

Waveform Aud1io Device 

Sequencer Device 

CD Audio Device 

CD-XA Device 

Videodisc Devioe 

Direct Tnterface Video ExtenSionSs (DTVE) 
Captioning 

OS/2 Mu1timedia Contro1+s 

Mu1timedia エ T/O Fi1e Services 

ReSourCe Tnterchande File Format (RTFF) Services 
Samp1e App1ication ProqgramS 

Insta11ing a Program US1ing MTNSTALL 
Caption DLL 

High-Leve1 ServiCe AP エ 


Mu1]timedia Programming Referenoce 1 
MCT FunoctionS 
mciGetDeviceTD( ) 
mC1Get 上 Er エエ orStr1ind( ) 
mc1OuerySysVa1ue( ) 
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し か し , OS/2 の マル チ メ デ ィ ア を 楽し む に は 十分 
と 思い ます し , 獲得 し た 知識 は , その まま Warp で も 
通用 し ます . 

な お , Toolkit 2.1 の MMPROG.INF の 項目 を 参考 の 
だ め , 窒 6-2 に 示し ます . 


どこ か ら 始 め る か 





筆者 の 場合 .、 データ ベー ス を 職業 と し て いる た めか , 
マル チ メ デ ィ ア に は , どの よう な 種類 の ファ イル が あ 
る の か が , 真っ 先 に 気 に な り ま す . 

お お ま か に は , .WAV が 波形 デー タ ,.MID が MIDI デ 
ー タ (器楽 ), .AVI が 動画 .FLI/ .FLC が アニ メー ショ 
5 CM。 と ゆい だ と さ きろ で も が 。 

も ちろ ん , 最も 関心 の ある 分 野 か ら 調べ れ ば よい の 
で す . MMPM/2 の 場合 , 後述 する mciPlayFile 関数 や 


< 表 6-2> Toolkit 2.1 の マル チ メ デ ィ ア ドキ ュ メ ント の 項目 


Mu1timedia App1idation Programmming Guide 
Multimedia ApDp1ication Programmming Environment 
Media Contro1 Tnterface (mo ふ ) 

Mu1timedia Loqgica] Devices 
Amp11fier-Mixer Device 
Waveform Audio Deyice 
SequenCer DeyiCe 

CD Audio Device 

CD-XA Deyice 

Videodisc Device 

Direoct Tnterface Video ExtensionS (DTVE) 
Captionmind 

OS/2 IMu1timedia Conmtro1s 
Mu1timedia エ /O File Servioeg 


ReSourCe Tnterchange File Format (RTFF) Services 
Sanp1e ADp11icCation ProgramS 

Tnsta11ing a Progran Using MTNSTALL 

Captionm DLL 

Hi9h-LeGVe] SeryiCe APT 


MulEinedia Programming Reference 1 
MCT FunctionS 
mciGetDeviceTD( ) 
mC1GetErrorString( ) 
mciOuerySySVa1ue( ) 
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スズ. ドリ ング コマ ンド は ,。 各 フ ァイル で 共通 で すか ら 。 
どれ か ら 始 め て も , 遠回り の 学習 に な る こと は あり ま 
せん . 

仁 まず は , .WAV 関連 を 調べ る の が お 基 め 

ファ イル の 構造 か らい うと , .WAV が 最も 単純 で す . 
扱え る デー タ も , 音 一 般 で あり , 音声 , 音楽 。 効果 音 
と 。 多彩 に 使え ます 。 

マイ ク は , 本 体 や ボー ド に 付属 し て いる こと が 多い 
の で , 録音 / 再 生 が ユー ティ リティ で すぐ に お 試し で き 
まお : 

自分 で 波形 を 合成 し た り , 既存 の 音 に と ん で も な い 
エフ ェクト を か ける の も 簡単 で す . 

ディ ジタル フィ ル タ の 本 を 買う と, 当分 楽し め ま す . 
係数 を 間違え る と , カ オス の 音 が 聞け た り し ます (経験 
者 は 語る ). 

も し 迷っ て いる の な ら , 波形 デー タ , お よび .WAV フ 
ァイル を 自由 自在 に 操る こと を 目標 と する の が , マル 
チ メ デ ィ ア 関係 の シス テム を 理解 する 早道 だ と 思い ま 
す . 

但 MIDI デ ー タ ファ イル .MID 

音楽 に 関心 が ある 方 な ら , .MID を 調べ る と 面白 いで 
し ょ う .MIDI ファ イル の 形式 に つい て は , 本 誌 の 1995 
年 4 月 号 まで 連載 が あっ た の で , 参考 に し て いた だ け 


〈 リ スト 6-1> mciPlayFile( ) の サン プル プロ グラ ム 
mmtest1.c 








/* mmtest1 .cC YOkada 950703 */ 


#Qdefine TNCL_WIN 
#Qdefine TNCL_GPT 
#1nclude <oSs2 .h> 





#define TNCL_OS2MM 
#Qdefine TNCL_MACHDR 
#1ncC]ude <os2me .h> 


MRESULT EXPENTRY 
ClientWndProc (HWND, ULONG, MPARAM, MPARAM) : 


int main() ( 

HAB hab: 
HMO hmq: 
HWND frame, 
OMSG qmSdj 
Stat1C ULONG f]1 = FCF_TTTLEBAR | FCF_SYSMENU | 

FCF_STZEBORDER | FCF_MTNMAX | FCF_SHELTLPOSTTTON 

| FCF_TASKLTST : 
StaticC CHAR cclass[] = 
ULONG rC: 


Cien : 


"mmteSt 上 1": 


hab = WinTnitia]ize(0): 

hmq = WinCreateMsgOueue(hab, 0): 

WinRegiSterClass(hab, cclass, c1ientWndProc, 
CS_STZEREDRAW | WS_ANIMATE, 0): 

frame = WinCreateStdWindow (HWND_DESKTOP , 


WS_VTSTBLE, &f], ccl1ass, NULL, 0, 
NULLHANDLE, 0, &c1ient) : 
while (WinGetMsg(hab, &gqmsg, 0, 0, 0)) { 
winDispatchMsg(hab, &qmsg) : )} 


WinDestroyMsgOueue ( hmq) : 
WinTerminate (hab) : 
reEturn 0: 


122 


れ ば と 思い ます . 

非力 な 音源 で も , 上 手 な ファ イル で は , 心地 よい 音 
楽 が 聴け て びっ くり し た り し ます . 互換 性 の 障壁 は あ 
る に し て も , MIDI 音源 の 高 機能 化 は 時 間 の 問題 で し 
貞 束 。 

音楽 を 情報 伝達 の 手段 と し て 使う の は , 筆者 の 記憶 
で は サイ モン 」 と いう ゲー ム ( 音 程 の 順に ボタ ン を 押 
す と , 一 面 (? ) ク リア . 知っ て いる 人 は , 間違い な く 
お じ さ ん , お ば さん か ) が 最後 で す 。 

し か し , 音楽 に は 多重 の 演奏 が 調和 し て し まう な ど , 
興味 深い 性 質 が ある の で , 研究 に 値する の で は な いで 
し ませ す 。 

代 アニ メー ショ ン フ ァイル .FLI/ .FLC 

-FLI/ .FLC の 形式 の 資料 は , パソ コン 通信 で 手 に 入 
り ま す . 基本 的 に は , ラン レン グ ス の 圧縮 で 。 アニ メ 
的 な 絵 で の 圧縮 率 が 良好 で す . 

女 者 は , この 形式 の ( 搾 破り の )3D アニ メ を 収録 し た 
CD-ROM (Walkthroughs and Flybys CD) を 持っ て 
いま す . 

-・FLI は , 320 メ 200 ぶ 256 色 の VGA 画面 専用 の 形式 で 
す . 一 瞬 粗 いよ うに 思え ます が , 100 イン チ 以 上 の 大 画 
面 で 、。 バッ ク グ ラウ ンド ・ ミ ュー ジッ ク 付 き で 見 る と . 
すさ まじ い 追 力 で す 。 

・FLC は , 640 ぶ 480※256 色 の 画面 用 で す . これ も , 
ある 程度 以上 の 大 きき さ の 画面 で 見 る と , その 美 し さ に 
圧倒 され ます . 









< リス ト 6-2> リス ト 6-1 の 定義 ファ イル mmtest.def 

















NAME 







MMTEST1] WTNDOWAPT 








DESCRTPTTON 'MMTEST1 
STACKSTZ 互 32768 
EXPORTS CientWndProc 





































MRESULT EXPENTRY 
C1ientWndProc (HWND hwnd, ULONG mSg, MPARAM mp1 , 
MPARAM mp2) { 
HPS hps: 

POTNTL, sp: 


| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| Switch (msg) { 

| CaSe WM PATNT: 

| hpS = WinBeginPaint (hwnd, NULLHANDLE, NULL ) : 
| SD.X = 20: sp.y = 20: 

| GpiCharStringAt(hps, &sp, 15, "Cl1ick anywhere!" ) : 
| WinEndPaint (hpS) : 

| return 0: 

| CaSe WM _BUTTON1 DOWN : 

| mcCiPlayFi]e( 

| hwmnd , 

| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


"di\WWmmos2\YsoundsYYboo .wav", // ドラ イブ の 指定 
MCT_ASYNC , 
NULL , 
NULLHANDLE ) : 
Dreak: 
CaSe WM_ERASEBACKGROUND: 
return (MRESULT ) TRUE 
) 
return WinDefFWindowProc ( hwnd , mSg, mp1, mp2): 
) 


トラ 技 コ リピ ビュ -2 


ー 表 5 」 1 ーーー 妥 ーーーー 本 Pi 上 。 
2 | 8 を 2 人 8 8 0 8 時 評 ふ 2 Ia 


am mm mm 昌和 AT 人 あ 1 
EZ 


等 動画 ファ イル .AVI 

.AVI に 関し て は , 現状 の ハー ド で の 互換 性 や 絵 の 品 
質 も あり , 関心 は ある も の の , 積極 的 に は 調べ て いま 
せん . 

し か し , DVD な ど は 大 き な 市 場 が ある と 筆者 も 思 
ゅ いま すし , その うち , 波形 デー タ 並 み に , 家庭 で ディ 
ジタル 編集 。 な ど と いう 日 も 来る の で は な いで し ょ う 
2 か 。 

代 その 他 ( リ アル タイ ム 再 生 ) 

も ちる ちん ゲーー ム パー チャ ルレ リア サディ な か な ざ ど :: リ 
アル タイ ム で アニ メ し た り , 音 を 発生 きせ る プロ グラ 
ム も , マル チ メ デ ィ ア と 言え る と 思い ます . 

が mm みあ デシ ン で 信 も う 本 で し ょ うり が シンパ ツ ョ ッ ヤ 
も る マルチ メデ ィ ア 用 アデ クセ ラレー タチ ッ プ が 普及 し て 
ほし いと 思い ます . 

ウィ イシ ンド ウツ ウ の 炎 は パー チャ ルリ プリ ティ だ , な ど を と 
言う と いさ さか 無責任 で し ょ うか (ディ ズ ニ ー の 映 
画 , TRON の 見 過ぎ か ). 


高 機能 な マル チ メ デ ィ ア 関数 





但 mciPlayFile( リ スト 6-1. リス ト B6-2) 
MMPM/2 の 中 で も , 最も 簡単 で 強力 な 関数 が , 


〈 リ スト 6-3> mciPlayResource( ) の サン プル プロ グラ ム 
mmtest2.c 







/* mmtest2.c YOkada 950703 */ 








#QefFine TNCL_WTIN 
#QdefF1ine TNCL_GP エ T 
#1ncC1ude <OoS82 .h> 











#Qdefine TNCL._OS2MM 
#definme TNCL, MACHDR 
#1mnClude <oS2me .h> 










MRESULT EXPENTRY 
c]ientWndProc (HWND, ULONG, MPARAM, MPARAM) : 


int main() ( 
HAB hab: 
HMO hmq: 
HWND frame , 
OMSG qmSd: 
StatiC ULONG f] = 
FCF_STZEBORDER | FCF_MTNMAX | FCF_SHELLPOSTTTON 
| FCF_TASKLTST: 
Static CHAR CclaSS[] = 
ULONG エ C: 


Cien : 


FCF_TTTLEBAR | FCF_SYSMENU | 
"mnteSt2": 


haDb = 
hmq = WinCreateMsqgOueue (hab, 0): 
WinRegisterClass(hab, cclass, Cc1ientWndProc, 
CS_STZEREDRAW | WS_ANIMATE, 0): 
frame = WinCreateStQdWindow (HWND_DESKTOP, WS_VTSTBLE , 
gf1] , 0, NULLHANDLE, 0, &c1ient) : 


cclaS8, NULL , 


while (WinGetMsg(hab, &qmsgd, 0, 0, 0)) ( 
WinDispatchMsg(hab, &qmsg): )} 


WinDestroyMsgOueue ( hmq) : 
WinTerminate(hab) 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
WinTnitia1ize(0): | 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
return 0: [ 
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mciPlayFile( ) で す . 

プログ ラム を 動か が し 。 ク ライ デン ドウ ォ シ ンド 展 肉 
グリ ッ ク し で くだ さい 。 デー イン グ が 問 / 少 る は 天 計 憲 
(ドラ イブ の 指定 は 各自 の 環境 に 合わ せ て 適当 に 変更 
竹生 5 
p mciPlayFile( ) の 使い 方 

MMPM/2 を 使う た め に は , os2me.h を イン クル ー 
ド し ます . また だ , INCL_ OS2MM を #define し て お きま 
導い 。 

INCL_ MACHDR は , ヘッ ダー 内 の mciPlayFile( ) の 
宣言 と , 関連 する #qdefine を 活性 化し ます . 

mciPlayFile の 第 1 引数 は , 関連 する メッ セー ジ を 受 
け 取 る ウィ ンド ウ の ハン ドル で す . 

第 2 引数 は , 演奏 する ファ イル 名 で す . 

第 3 引数 に は , mciPlayFile( ) の 効果 を 指定 し ます . 
演奏 を スト ッ プ し た り , いろ いろ あり ます . 

MCIL_ASYNC は , 演奏 を 開始 し た ら す ぐに 制御 を 戻 
す 効 果 が あり ます . MCLASYNC を 指定 し な いと ., 演奏 
が 終わ る まで mciPlayFile( ) が 終わ り ま せん . 


< リス ト 6-4> リス ト 6-3 の 定義 ファ イル mmtest2.def 


NAME 
DESCRTPTTON 


MMTEST2 WTNDOWAP エ 
' MMTEST2 

32768 
C1ientWndP ェ oc 


STACKSTZE 
EXPORTS 





く リ スト 6-5> リス ト 6-3 の リソー ス フ ァ イル mmtest2.rc 
/* mmtest2 .rc YOkada 950710 */ 


#defFine TNCL_OS2MM 
#1mclude <os2me .h> 





d : \mmos2\Ysounds\Yboo . wa 


RESOURCE RT_WAVE 10 







MRESULT EXPENTRY 
Cl1ientWndProc (HWND hwnd, ULONG msg, MPARAM mp1 , 
MPARAM mp2) ( 






HPS DDS: 
POTNTTL, sp: 







Switch (msg) ( 

CaSe WM _PATNT : 
hpsS = WinBeginPaint (hwnd, NULLHANDLE, NULL ) : 
ら SD。K ニー 205 8D。y 207 
Gp1CharStringAt (hpS , 
WinEndPaint (hpS ) : 








gsp, 15, "C1ick anywhere!"): 










return 0: 
CaSe WM_BUTTON1DOWN : 
mCiPlayReSOurCGe ( 
hwmd , 
NULLHANDLE, /* reGSOu エ Ce 1n .exe */ 
RT_WAVE , 
10, /* reSOu エ Ce TD メ / 






MCT_ASYNC , 
NULL , 
NULLHANDLE) : 
break: 
CaSe WM_ERASEBACKGROUND : 
return (MRESULT ) TRUE : 
) 
return WinDefWindowProc (hwnd, mSsd, mp1, 










mp2 ) : 
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第 4。 5 引数 は , .avi ファ イル の 再生 時 に 使い ます . 
ek も アイ シド タタ イト ル 。 表示 する ウォ ン ギ ドウ 
の ハン ドル で す . 

つま り , mciPlayFile( ) は . さま ざま な マル チ メ デ ィ 
アフ ァイル を 再生 で きま す . 

価 mciPlayResource( リ スト 6-3. リス ト 6-4.。 リ スト 
6-5) 

リソー ス に マル チチ メディア の デー タ を 含ま せる こと 
も で きま す . 

前 述 の リス ト 6-1 と ほぼ 同じ で , 操作 法 も 変わ り ま 
Ne ツ ら 5 デー タダ ( は ファ ルイ ルッ ルル で なか く 。 リサ ソー 英 
ある の が 違い で す . 

まず , .rc ファ イル を 作り ます . RT_WAVE と いう キ 
ー ワ ー ド を 認識 させ る た め , os2me.h を イン クル ー ド 
し な いと いけ ませ ん 。 その だ た だめ 。 リ ソー スコ ン フ ペイ ラ 
に イン クル ー ド ファ イル の ある 場所 を 教え ます . 

rC -『 -| d:\emx\include mmtest2.rc 
な ど と し ます . mmtest2.res が で き あ が る は ず で す . 

じ の プロ グラ ム を コン パイ ル し た ら , .res を .exe に 

含ま せな いと いけ ませ ん . 例え ば , コン パイ ル 時 に 。 
gcCcC -O mmtest2.exe mmtest2.c mmtest2.def 

mmtest2.res -los2me -Zomf -Zmtd -s 

人 征 し ます 、. 

mciPlayResource の 第 2 引数 は .、 リソース の ある 
-dI フ ァイル を (間接 的 に ) 指 定 し ます . リソー ス が 、. 
exe に ある な ら , NULLHANDLE で す . 

第 3 引数 に は , どの マル チ メ デ ィ ア の 種類 か を 指定 
じ ま す 、 

第 4 引数 は , リソー ス の ID 番号 で す . 

その 他 の 引数 は , mciPlayFile( ) と 同じ で す . 


mciSendString( リ スト 6-65) 





mciSendString( ) は マルチ メ ディ ア REXX で お 
な じみ の スト リン グ コ マン ド を 実行 する 関数 で す . 
mm4emx10 に 付属 する mci ディ レク トリ に サン プル 
が あり ます . 

リス ト 6-6 は , 標準 入力 か ら ス トリ ング コマ ンド を 
読み 込む の で , 実行 に は , 

mms < bach.mci 
eg 欠 ト リン グ コ マン ド の ある プ ァ イル まり ダ ォ イ 
レク ト し ます . bach.mci は ,. サン プル に 入っ て いる の 
ae で し を コラ ピー する か 。 自分 で エディ タ を 使っ て 作 
り . ます. 

mciSendString( ) の 上 第 1 引数 に 、 “play .. "と いっ 
だ スト リン グ コ マン ド の 文字 列 を 指定 し ます . 

"Sysinfo all name 1" な どの 情報 を 返す コマ ンド で 
は , バッ ファ (CHAR の 配列 ) を 用 意 し , その アド レス を 
第 2 引数 で 渡し ます . バッ ファ の 大 き さ を 第 3 引数 で 
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指定 し ます . 

"play ... notify" な ど と nmnotify を 指定 する と , 演奏 
が 終わ っ た 時 点 で , 第 4 引数 に 指定 し た ウィ ンド ウ に , 
MM_MCINOTIFY メッ セー ジ が 送ら れ ま す . 第 5 引数 
は , MM_MCINOTIFY メッ セー ジ の パラ メー タ に 送ら 
れる , USHORT 型 の デー タ で す . 


WAVE ファ イル の 構造 





WAVE(.wav) ファ イル は Windows 3.1 と まっ た く 
同じ で す . ファ イル の 構造 を 図 6-3 に 示し ます . 
-wav ファ イル を 作る 簡単 な プロ グラ ム を 書い て み 
まし だ た だ (リスト 6-7). 
WaV3 
と , ブ プログラム を 実行 する と , tttwav が 作ら れ ま す . 
この ファ イル の 内 容 を 聴く に は , OS/2 モッ ショ ン で , 
play file 三 tt.wav 
を も す の 






プレ イリ スト 
(オル ガン プロ グラ ム を 作る ) 


メモ リ 上 の 渡 形 デー タ を 演奏 する に は , プレ イリ ス 
ト を 用 意 し , mciSendCommand( ) を 使い ます . 

mciSendString( ) は mciSendCommand( ) に 内 部 
的 に 変換 きれ て いる と の こと で すか ら , こち ら が 基本 
的 な 関数 で す . 

プレ イリ スト は , 四 つ の ULONG か ら な る 構造 体 の 
配列 で す . 最初 の ULONG が 操作 を 示し , あと の 三 つ の 
ULONG が パラ メー タタ です. 

命令 は 九 つ あり ます . 詳し く は ドキ ュ メ ント を 見 て 
い だ だ く こ と に な り ま す . し か し , 本 稿 で 取り 上 ば げた. 
DATA_OPERATION (データ の 本 体 を ポイ ント する )、 





〈 リ スト 6-6>〉 mciSendString( ) の サン プル プロ グラ ム 
mms.c 


/* mmmS.C YOkada 950704 mciSendStrinq */ 


#1ncClude <os2 .h> 


#Qdefine TNCL, OS2MM 
# ュ mnClude <os2me .h> 


#1ncC]ude <sStdio.h> 
#Qdefine N 256 


int main() { 
ULONG rC: 
unSigned char S[N]: 


お の S【 ぇ 0 半 
1f (NULL == gets(s) ) break: 
rC = mciSendString ( 
S, NULL, 0, NULLHANDLE, 0): 
) 
return 0: 


トラ 技 コ リピ ビュ ー ダ 





BRANCH_OPERATION( 他 の デー タ を 演奏 する ), EXIT 
_OPERATION (プレ イリ スト の 最後 ) だ け で , メモ リ 上 
の ゲー タ 悦 扱 えま す . 

DATA_OPERATION 命令 の 第 1 引数 は , 生 の デー タ 
へ の ポイ ンタ で す . .wav ファ イル の 正味 の デー タ の 形 
式 で 書い て お きま す . 第 2 引数 は ,. デー タ の 大 き さ で 
すず 。 

BRANCH_OPERATION の 第 2 引数 は , 飛び 先 の プレ 
イリ スト の 添字 で す . 1 番目 の プレ イリ スト の デー タ 
は 配列 の 先頭 で すす か ら , 0 と な り ま す . 以下 の プロ グラ 


ム で は , 無音 の 無限 ルー プ を 作る た め に 用 いて いま す . 


倫 オル ガン プロ グラ ム 
プレ イリ スト を 使っ て , 簡単 な オル ガン の プロ グラ 


< 図 6-3> WAVE (.wav) ファ イル の 構造 








ll 旨 il 
NH 
Ei 電 
間 
上 上 生 昌 "以下 の ヘ ッ ダ ー の 大 き さ (=16) | 
人 「 l 01 (形式) mono 三 1/stereo 三 2 
NO | 
人 
| 
串 衣 ・ 間 剛 
人 








秒 あ た り の サン プル 
秒 あ た り の バイ ト 数 
1 単位 の バイ ト 数 サン プル あたり の ビッ ト 数 


以下 の デー タ の 大 き さ ( フ ァイル サイ ズー44) 


以下 は デー タ . (一 (@) を 参照 











(cC) ネス デレ オ で 3 ピッ ドド 


フー〆 6( 下 低 ) 
デー ダグ 0( 上 位 ) 
ーー 家 U EU0O 










(dQ) モノ ラル で 16 ビッ ト (OxOOOO が 無 信号 ) 






デー タ 0( 下 位 ) ( 左 ) 

ゲー タ 0( 上 位 ) ( 左 ) 
デー タ 0( 下 位 ) ( 右 ) 
デー タ 0( 上 位 ) ( 右 ) 


ーー の JC や 08) 


(e) ステ レオ で 16 ビッ ト 






| 
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ム を 作り まし た (リス ト 6-8, リス ト 6-9, リス ト 6-10). 

ブロ グラ ム を 動か す と , 鍵盤 と 音色 の 操作 卓 の ウィ 
ンド ウ が 現れ ます ( 図 6-4). 

鍵盤 は , クロ マチ ッ ク ハ ー モ ニカ に 合わ せ て , 3 オク 
ター プ と し まし た 。 鍵盤 を クリ ッ ク す る と , 音 が 出 ま 

音 は , 0.5 秒 間 出 ます . 延ばす こと は で きま せん . 

音 が 出 て いる 途中 で , 他 の 鍵盤 を 押す と , その 音 が 0.5 
秒間 出 ます . 

スピ ン ボ タン を 操作 する と , 音色 を 変え る こと が で 
き ます. 設定 を 変更 し た ら , |Setll ボタ ン を クリ ッ ク し 
ます . 時 計 表 示 が 消え た ら , 新しい 音色 が 使え ます . 

「bias、」 と ある の は , 音域 の 変更 で す . 左端 の 「 ド 」 
の 鍵盤 の 高き を 決め ます . MIDI を 知っ て いる 方 な ら , 
ノー トド ザマ シッ ま ー と 寺 えん 倍 お か る 人 でしょ みる!) 


〈 リ スト 6-7> .wav ファ イル を 作る サン プル プロ グラ ム 
WaV3.C 


/* waV3 .C YOkada 950703 .wav create */ 
#QdefFine TNCL_DOS 


#1inmClude <oS2 .h> 
#1ncClude <math .h> 


#QdeFine BL (44100 * 18) 
Stat ュ Cc unsigned short D[BL + 22]: 


ュ int main() ( 
unS1gned Short *bx: 
doubte jp12。 1og2,。 Eq/。 XX。 
Stat ュ iC PSZ fname = "人 上 上 .Way": 
HFTLE hfFi1e: 
ULONG aC: 
rt 


p12 = 8.0 * atan(1.0): 
1og2 2。0) > 
ゎ [0] で 前 
b[2] 2 + 9 * 4) を OXEFFFF 
b[3] 2 テ 全 玉村) ァ 補 6? 
b[4] 作ら 誠 7 DD あさ つっ ツ 「 +ー 3 さま の 
b[6] DE7] ニ 生 ) を TA SM 
b[8] : 5[9】 = 0: 
7 DD は は 】 = 5 / テ mpmo ささ / 
4100: b[13] = 0: 
44100 * 2) & OxFFFF: 
44100 * 2) >> 16: 
= 16: 
まりあ 7 さま 2567 お お [119] gg *E' 下 「 邊 「 S 258 
(BDh * 2) gz OXFEEFF: b[21] = (BE * 2) >> 16 


[10] 
b[12] 
b[14] 
は 
[16] 
5[18] 
b[20] 


bx =b+ 22: xx = 0.0: 
EoO エ (1 = 07 1 < B 上 7 も よ ++) 人 
fq = exp((doub1e)i / (44100.0*3.0) * 1og2) * 64.0: 
X += pi12 * fq / 44100.0: 
Y = S1n(Xx) : 
*bxX = (int) (16382.0 * ャ ): 
D わ メ x+: 

) 

DosBeep(1000, 100): 

DosOpen(Ename, &hfEi]e, &ac, 0, FTLE_NORMAL , 
OPEN_ACTTON_REPLACE_TF_EXTSTS | 
OPEN_ACTTON_CREATE_TF_NEW, 
OPEN_ACCESS_WRTTEONLY | 
OPEN_SHARE_DENYNONE , 

NULL ) : 

DoSWrite(hfi]1e, D, BL * 2 + 11 * 4, &aC): 

DosC1ose(hfi1e) : 

と eurr 0: 
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中 央 の 「 ド 」 を 60 と し , 半音 高い と 1 つ 数 字 が 増え 
ます . 設定 で きる の は , 24 か ら 72 で す . 

「cut(x10)」 と ある の は , ロー パス フィ ル タ の カッ 
ト オ フ 周 濾 数 の 設定 で す . 10 の と き , 鍵盤 の 音 と 同じ 
周波 数 で カッ ト オ フ し ます . 20 な ら , 2 倍 の 周波 数 で 
22K の ププ の ディ ブフ ブ ィ ル タ タ を ジミ ュ ピ レート し て い 
ます . 音源 は 正弦 濾 の 合成 で 、 の こぎ り 波 を シミ ュ レ 
ご まし て いま す . 

「Q(x10)」 と ある の は いわ ゆる ので, カッ ト オ フ 有 周 
波数 で の ピー ク の 高 さ を 指定 し ます . 10 な ら 1 倍 , 
Ma と を です 。 

cut も Q も , 数 字 が 増え る と 倍音 が 増え る の で , 音 の 
輝き が 増し ます . あえ て 表現 する と, cut は 複雑 さ が 増 
し , Q は 世 の あ る 音 に な り ま す . 

但 プロ グラ ム の 解説 
make_wave( ) 一 波形 デー タ を 作る 関数 一 

make_wave( ) は , 各 鍵 盤 に 対応 する , 37 の 波形 デ 
ー タ を 作る 関数 で す . aa[ ] は , 32 倍音 まで の 各 倍 音 
成分 の 大 き さ の 配列 で す . 波形 の 一 周期 が 配列 vv[ ] 
に セッ ト さ れ ま す . 最終 的 に は , wav[ ][ ] の 中 身 が 
作ら れ ま す . 

音 は , 急 に 立ち 上 が り , 0.25 秒間 持続 し , 0.25 秒 か 
け て 減衰 し ます . この 音 の 大 き さ の 推移 , つま り エ ン 
ベロ ー プ は 聴感 上 の 音色 に 大 き な 影 響 を 与え る の で , 
興味 の ある 方 は 。 いろ いろ お 試し くだ さい . 

この 延べ 18.5 秒 の デー タ を 作る の に , 486DX4-100 
MHz で 3 秒 ほ どか か り ま す . 

p key_no( ) 一 鍵盤 位置 の 座標 を 計算 する 関数 一 

ウィ ンド ウ 上 の 鍵 般 は ボタ ン で も 何で も な く , 単に 
線 が 書い て ある だ け で す . マウ ス の ボタ ン が クリ ッ ク 
され だら, 座標 か ら ど の 鍵盤 が 押さ きれ た か を , いち い 


ち 計 算 し て いま す . その 計算 部 分 が , key_no( ) で す . 


放 main( ) 
(1) プレ イリ スト の 作成 と オー プン 
メイ ン ウ ィ ン ド ウ を 作成 し た ら 。 メッ セー ジル ー プ 


< 図 6-4> リス ト 6-8 の 実行 画面 


IB 司 Works 
Di94E ンー 


make.cmd makel.cmd make2.cmd ol.c ol.def ol.exe 


開局 口 牟 選 物 加 


o1.ICO ol.rc ol.RES ola.c olb.c olc.c old.c 





80 園 | 10 贈 
cut(x10) KN GO 





に 入る 前 に , プレ イリ スト を 作成 し ,。 オー プン し て い 
ます 、 
(2) mciSendCommand( ) 

mciSendCommand( ) の 第 1 引数 は ,。 デバ イス TID 
で す . この ID は , オー プン の と き に 得 ら れ ま す 。 第 2 
引数 は , コマ ンド メッ セー ジ で す . 最初 は , MCL OPEN 
を 指定 し ます . 第 3 引数 は フラ グ で す . プレ イリ スト 
を 使う に は , MCIL_OPEN_PLAYLIST を 指定 し ます . 第 
4 引数 は ,。 メッセー ジ の パラ メー タダ タ です, コマ ンド メッ 
セー ジ に よっ て 型 が 決め られ て いま す 。 

例え ば , MCLOPEN コマ ンド で は , MCIL OPEN_ 
PARAMS 弄 と な り ま す . この 型 の pszElementName 


<〈 リ スト 6-8> プレ イリ スト を 使っ た ん オル ガン プロ グラ ム ot1.c 


/* o1 .C YOkada 950709 el1ectric organ 1 */ 


#Qdefine TNCL_WTIN 
#define TNCL_DOS 
#QeF1ine TNCL, GP エ T 
#1nclude <os2 .h> 


#defF1ine TNCL_OS2MM 
#1ncClude <os2me .h> 
#1ncCl1ude <math.h> 


#Qefine BL (44100 / 2) 
HWND hwnds [7] : 


Static int nn = 48: 

Static doub1e cut = 4.0: 

Static doub1e q = 1.0: 

StatiC unsigned short wav[37] [BL] 

StatiC unsSigned short wav0[4] = (0,0,0,0}): 


Stat ュ 1C MCT_OPEN_PARMS mop: 


typedef Sruoct { 
ULONG ope: ULONG op1 : 
ULONG op2: ULONG op3: 
) PL1: 


StatiC PL1 p1] [4] : 


MRESULT EXPENTRY 
C1ientWndProc (HWND, ULONG, MPARAM, MPARAM) : 


void make_wave() ( 
0 も も 6 
unSigned Short * わ 1 : 
doubl1e pi2, 1og2: 
doub1e xx, dx, V, dv, Edq: 
doub1e aa[32] , vv[1024] : 


pi2 = 8.0 * atan(1.0) : 
1og2 = 1og(2.0): 
EOr (1 = 1 1 エ <= 32: 』++) f 
aa[i - 1] = 1 / (doub1e)i: /* saw wave */ 
メ = (double)i * (double)i / (cut * cut) : 
吉 導 まあ 肖 ] ま 加 時 、/ 湯 G ま も (L2O キ CCOTaO 7ー(o テ G) = 
2.07  t XX) “ ) ) 
) 
EOY (1 =.0: 1 < 1024。 エ ++) { 
VV[i] = 0.0: 
Op (すす 流 02 9 で 32 チ ゴ * ゃ *) 
VV[i] += aa[]] * sin((doub1e) (〕 + 1) * 12 テ 
(doub1e)i / 1024.0): 
) 
) 
の な (4 = 0Dz は <.37z。 さま *+)。】 
fq = 440.0 * exp((1og2 / 12.0) * 
((double) (nn + i) - 69.0)): 
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oe 2 3 WW wo = 仁和 。 生 ] ーー ザ せ すす "すす すい よ 5 や EERSRSSI 
ーー ツー ツーーーーー ツ ーー ツーーー…… ツ ペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニテ 
ーー 


メン バ は , 型 は PSZ( つ まり 文字 列 へ の ポイ ンタ ) で す 
が 。 セッ ト す る の は プレ イリ スト の ポイ ンタ で す 。 
デー タ の 形式 (ステ レオ か モノ ラル か な ど ) は , MCI_ 
SET コ マン ド メ ッ セー ジ で セッ ト し ます . 

(3 リズ スピ ビン ポタ シン 

OS/2 で は , スピ ン ボ タン が 標準 で 使え ます . スピ ン 
ポタ ン は ,。 上 下 矢 印 ボ タン の 付い だ た 。 エディ ッ ト ポ ボッ 
クス で す . 値 を 選ぶ の に 使い ます . 

取り 得る 値 は , 上 下限 の ある 整数 で 指定 する か , 文 
字 列 の 配列 で 指定 し ます . ここ で は 科 単 の た め , 整数 
を 指定 し て いま す . 

スピ ン ボ タン を 生成 する に は , 第 2 引数 に WC_ 


SPINBUTTON を 指定 し た , WinCreateWindow( ) を 使 
いま す . 上 下限 な ど は , WinSendMsg( ) で , スピ ン ポ 
タン に ブッ や ーー ウツ を 送 光 さち も 信 まつ の て 設定 し まゆ UE 
こ で は , 上 下限 と 初期 値 を 設定 し て いま す . 
clientWndProc( ) 

ウィ ンド ウブ プロ シー ジャ で は , WM_PAINT と マウ ス 
の クリ ッ ク , ボタ ン の 選択 に 応答 し て いま す . 
(1) WM_PAINT 

WM_PAINT で は 鍵盤 を 描い て いま す . 要する に , た 
だ の 絵 で す . 
(2) WM_BUTTON1DOWN 

マウ ス の 左 ボ タン が 押さ きれ だ たらこ こ に 来 ま す . 鍵 般 


〈 リ スト 6-8> プレ イリ スト を 使っ た オル ガン プロ グラ ム o1.c( つ づき ) 











V = 2048.0: dQV = vV / (doub1e) (BL / 2): 
x = 0.0: dx = fd / 44100.0 * 1024.0: 
b1 = way[i]: 

for (] = 0 ] < BL: j++) { 


1f (B 呈 =- ゴゴ < BL / 2) V -= QVz 
* わ ュ ユ ++ = (1nt) (V * VV[(int)x & 0x3Ef] ) : 
XX ナニ QXz 


int key_no(short x, short y) ( 
で な も 3 で よめ も UMDI23] = 
3 さも も 人 よ O。 = 上 。 ルル 35 ま 5。 ーー3。 86。 るみ 0。 22. 
ーー あ 。 用 = 上 よ 。 3 きり 。 32、、 き 4 = 上 。 = も 。 上 ) > 
Static int dn[23] = 
Ne が 義生 か o ルル お 。 表 党 5 和 和 才 が 六合 。 入 生 。 2 表 。 
半生 。 名 衝 。 93) お よ 上) 38/7 3 且 。 人 あ 。 =1.7 ? 
1f (y < 16) return -1: 
1 (w < 16 ャ 24) 1 
if (x < 8) return -1: 
else return dn(x - 8) / 24]: )} 
3 ( で 1 な ど 6@8) 
を (XX 丈 20) Ye ぞ EurnD =-1: 
elSe return up[(x - 20) / 24]: }) 
euUrn -]1: 
) 


int main() { 
HAB hab:  HMO hmq: 
SE&aE1C CHAR Cclasg[] = “o1*: 


HWND frame, で C1ien: 
RECTL rc]1: OMSG qmsg: 
Stat1c ULONG f] = FCF_TTTLEBAR | FCF_SYSMENU | 
FCF_MTNBUTTON | FCF_BORDER | 
FCF_SHELLPOSTTTON | FCF_TASKLTST | 
FCF_TCON: 
MCT_WAVE_SET_PARMS wSDp: 
MCT_GENERTC_PARMS mgp: 
hab = WinTnitia1]ize(0): 
hmq = WinCreateMsgOueue (hab, 0): 
make_wave( ) 
WinReoisterClass(hab, coclass, cl1ientWndProc, 
CS_STZEREDRAW, 0): 

Frame = 
WinCreateStdWindow (HWND_DESKTOP, 0, &gf1, ccl1ass, 
"Ordan 1", 0, NULLHANDLE, 1, &c1ient) : 


だ で ま 。96p@ ま も = 07 G1 。2cR31ODE = 22 さす 24 + ずら 6y 
YCl 。YBOtEom = 0: rcl.yTop = 2 * 24 + 16 + 120: 
WinCa1CFrameRect (frame, &rc] , FALSE) 
WinSetWindowPos (Erame, HWND_TOP, 0, 0, 

と で [,。2CR1ODE - rc1。xbeft, 

Cl] .yToD - rc1] .yBottom, 

SWP_STZE | SWP_MOVE | SWP_SHOW) : 
DATA_OPERATTON: 
(ULONG ) wav[ 0] : 
呈 お を 2。 p よ [0] 。op3 = 0。 


p1[0] .ope 
p1 [0] .op1 
p1 [0] .op2 
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p1 [1 ] .ope = DATA_OPERATTON : p1 [1 ] .op1 = (ULONG) way0 : 
p1 [1] .op2 4 27 1 [は 1.op3 s 0: 
p1 [2] .ope BRANCH_OPERATTON: p1[2] .op2 = 1: 
p1 [3] .ope = EXTT_OPERATTON: 
mop . hwndCa11DackK = NULLHANDLE : 
mop.uSDeVviceTD = 0: 
mop .pSzDeViceType = MCT_DEVTYPE_WAVEFORM_AUDTO_NAME : 
mop .pSzE]lementName = (PSZ2)p1 : 
mc1SendCommand(0, MCT_OPEN, 
MCT_WATT | MCT_OPEN_ PLAYLTST , &mop, 0): 
wSDp . hwndCa11back =NULLHANDLE : 
wSp.uSChannelS = 1: 
wSp.u1SamplesPerSec = 44100: 
wSp.uSBitsPerSample = 16: 
mciSendCommand (mop .usDeviceTD, MCE SR 中 , 
MCT_WATT | MCT_WAVE_SET_CHANNELS | 
MCT_WAVE_SET_SAMPLESPERSEC | 
MCT_WAVE_SET_BTTSPERSAMPTLE , 
&gwSDp, 0): 
hwnds[0] = WinCreateWindow(frame, WC_STATTC, 直久 林 ま 
WS_VISTBLE | SS_TEXT, 60, 90, 100, 30, 
frame, HWND_TOP, 1000, NULL, NULL) : 
hwnds [1 ] = WinCreateWindow(Erame, WC_STATTC, 
Cu も (2k も 0 が " 。 
WS_VISTBLE | SS_TEXT, 180, 90, 100, 30, 
frame, HWND_TOP, 1001, NULL, NULL ) : 
hwnds [2] = WinCreateWindow (Erame, WC_STATTC, 
SO KOEDUM 
WS_VISTBLE | SS_TEXT, 300, 90, 100, 30, 
Frame, HWND_TOP, 1002, NULL, NULL) : 
hwnds [3] = WinCreateWindow(c1ient, WC_SPTNBUTTON, 
NULL, WS_VTSTBLE | SPBS_MASTER | 
SPBS_NUMERTCONLY | SPBS_JUSTRTGHT , 
60。 ユ 4320,。 50,。 0。 
Client, HWND_TOP, 1003, NULL , NULL) : 
WinSendMsg (hwnds [3 , SPBM_SETLTMTTS, MPFROMLONG ( 72 ) , 
MPFROMLONG ( 24 ) ) : 
WinSendMsg(hwnds [ 3] , SPBM_SETCURRENTVALUE , 
MPFROMLONG (48 ) , MPFROMLONG ( 0 ) ) 
hwnds [4] = WinCreateWindow (c1ient, WC_SPTNBUTTON , 
NULL, WS_VTSTBLE | SPBS_MASTER | 
SPBS_NUMERTCONLY | SPBS_JUSTRTGHT , 
180, 130, 50, 40, c1ient, HWND_TOP, 
1004, NULL, NULL) : 
WinSendMsg (hwnds [ 4 ] , SPBM_SETLTMTTS, MPFROMLONG ( 320 ) , 
MPFROMLONG ( 1 ) ) : 
WinSendMsg (hwnds [ 4] , SPBM_SETCURRENTVALUE , 
MPFROMLONG ( 80 ) , MPFROMLONG ( 0 ) ) : 
hwnds[5] = WinCreateWindow(c1ient, WC_SPTNBUTTON, 
NULL, WS_VTSTBLE | SPBS_MASTER | 
SPBS_NUMERTCONLY | SPBS_JUSTRTGHT , 
300。 ユ 30。 50.。 40。 
C1ient, HWND_TOP, 1005, NULL, NULL) : 
WinSendMsg (hwnds [ 5] , SPBM_SETLTMTTS , MPFROMLONG (100 ) , 
MPFROMLONG (5) ) : 
WinSendMsg (hwnds [5] , SPBM_SETCURRENTVALUE , 
MPFROMLONG (10 ) , MPFROMLONG ( 0) ) : 
hwnds [6] = WinCreateWindow(c1ient, WC_BUTTON, "Set!",/ 
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が 押さ れ だ た か どう か を 判定 し , 押さ きれ て いた だ たら, 波形 
デー タ の 配列 を プレ イリ スト に 設定 し , MCL_PLAY コ 
マン ド メ ッ セー ジ を mciSendCommand( ) し て いま 
宮 。 

ここ で は あま り 意 味 が あり ませ ん が , メッ セー ジ が 
あれ ば この ウィ ンド ウ プ ロ シ ジ ャ の ウィ ンド ウ に 通知 
させ る よう に hwndCallback に hwnd を 指定 し て いま 
す . マウ ス の クリ ッ ク は , WinDefWindowProc( ) に 知 
ら せ る べき な の で , break : を 使っ て いま す . 
(3) WM_COMMAND 

ポタ ン の 処理 で す . ス ピン ボタ ン の 数 値 を 得る 


〈 リ スト 6-8> プレ イリ スト を 使っ た オル ガン プロ グラ ム ot1.c 
に ウザ まま) 





TBLE | BS_PUSHBUTTON, 90, 50, 30, 

上 , HWND_TOP, 1006, NULL, NULL) : 

while (WinGetMsg(hab, &gqmsg, NULLHANDLE, 0, 0)) ({ 
winDispatchMsg(hab, &qmsg): } 

mgp . hwndQCa11bacK = NULLHANDLE : 

mc1SendCommand (mop .uSDeViceTD, MCT_CLOSE, 









MCT_WATT, 
&gmJp, 0): 






W1nDestroyMSgOueue (hmq) : 
WinTerminate (hab) : 
return 0: 








) 











MRESULT EXPENTRY 
c1ientWndProc(HWND hwnd, ULONG msg, MPARAM mp1, 
MPARAM mp2) { 






SPPS JRBDB み BOTNTU pt17 1 も も 。 nn17 
MCT_PLAY_PARMS mpDD: 


MCT_GENERTC_PARMS mop: 













Switch (msg) { 
CaSe WM PATNT : 









hpS = WinBeginPaint (hwnd, NULLHANDLE, NULL ) : 
pt1.x = 8: pt1.y = 16: GpiMove(hps, &pt1 ) : 
pt1.xX = 8 + 22 * 24: GpiLine(hps, &pt1 ) : 

pt1.x = 8: pt1.y = 16 + 24: GpiMove(hps, &pt1 ) : 
pt .x = 8 + 22 * 24: GpiLine(hps, &pt1 ) : 






BEOE (3 も = 0 も は <mm 22。 + ふ + ャ ) {( 
DE 上 > ぞ 9 24 す も 。 DE 上 = 16。 
GpiMove(hps, gpt1) : pt1.y = 16 + 24: 
GpiLine(hps, &pt]1 ) : 

) 

Eo と (は = 0 も よ < ョ = 2 1+ ネ *) f 
LOE きり 20 キマ = 24 さも し pbL.y = 6 * 48: 
Gp1iMove(hps, &pt1) : 
も HH が em 20( キ ホキ 2 テ 24 * 7 を 2 を すさ: 
GpiLine(hps, &p1 ) : 
だ./ ーー 20)F 3 呆 24 + 分 24 "モエ 
pt1.y = 16 + 48: 
GpiMove(hps, &pt1 ) : 
EK あ 20 す 6 テ 2 + 7 \ 24 * も: 
GpiLine(hps, &pt] ) : 

) 

お (和久 を 92 も そく を 220: も 上 キネ) 人 ( 
996 0 年. 4 や も も: も yy = ま 6 * 24: 
GpiMove(hps, &pt1): pt1.y = 16 + 48: 
GpiLine(hps, &pt1 ) : 

) 

WinEndPaint (hpS) : 

return 0: 

CaSe WM_BUTTON1DOWN : 
nn1 = key_no(SHORT1FROMMP (mp1 ) , 
SHORT2FROMMP (mp1 ) ) : 












if (nn1 < 0) break: 

p1 [0] .op1 = (ULONG) wav [nn1 1] : 

mpp . hwndCa11back = hwnd: 

mciSendCormmand (mop .uSDeviceTD, 
MCT_PLAY, 0, &mpp, 0): 

Dreak: 
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だ た だめ, WinSendDlgltemMsg( ) を 使っ て いま す . Win- 
SendMsg( ) で も か まわ な い の で す が , 引数 が 使い や 
すい の で 使っ て み ま し た . 

各 2 引数 は , WinCreateWindow( ) で 指定 し た , スピ 
ン ボ タン の ID です. 第 3 引数 は メッ セー ジ , 第 4 引 
数 , 第 5 引数 は パラ メー タ で す . マウ スポ イン タタ を 時 
計 に し , make_wave( ) を 起動 し て いま す . 

仙 まとめ 

以上 , 本 稿 で 取り 上 げた 関数 で , 一 通り の オー ディ 
オ の プロ グラ ミン グ は 楽し め る の で は な いか と 思い ま 
る 

ドー トド の ww が や 位 オ ー ゲ ディ 生ま ( 信 あ ああ ば で 作 。 ず 、 
し か し , デス クト ッ プ で は 音源 ボー ド が あたり まえ に 
な っ て き て いま すし , な く て も 少し 余裕 が あれ ば , 購 
入 可 能 で す . 

特に , -wav ファ イル は , アミ ュー ズ メ ント だ け で な 
く , 音 な ら で は の 情報 伝達 に 役立ち ます . 

2 クー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ の 容量 も , CD-ROM な み 
に な っ て きま し た . 今 こ そ , 音源 を 生か し た 応用 プロ 
グラ ム が 模索 され る 時 代 だ と 思い ます . 


〈 リ スト 6-9> リス ト 6-8 の 定義 ファ イル ot1.def 


NAME 
DESCRTPTTON 
HEAPST2E 


O1 WTNDOWAP エ 

'o1 .def YOkada 950709" 
65536 

65536 

Cl1ientWndProc 


STACKSTZE 
EXPORTS 





〈 リ スト 6-10> リス ト 6-8 の リソー ス フ ァ イル ot.rc 
(o1.ico は 各自 で 作る ) 


/* o1 .rc YOkada 950709 */ 


1 OO1.1ieo 


TCON 












CaSe WM _COMMAND: 
= SHORT1FROMMP (mp1 ) : 
1f (1 != 1006) return 0: 
WinSenQaD1gTtemMsg(hwnd, 1003, SPBM_OUERYVALUE, 
MPFROMP ( &nn ) , MPFROM2SHORT (0, SPBO_ALWAYSUPDATE) ) : 
WinSendD1grtemMsg (hwnd, 1004, SPBM_OUERYVALUE , 
MPFROMP (gi ) , MPFROM2SHORT ( 0 , SPBO_ALWAYSUPDATE) ) : 
Cut = (double)i / 10.0: 
WinSendD1grtemMsg (hwmnd, 
MPFROMP (&i ) , 
MPFROM2SHORT (0, SPBO_ALWAYSUPDATE ) ) : 
= (double)i / 10.0: 
WinSetPointer (HWND_DESKTOP, 
WinOuerySysPointer (HWND_DESKTOP, 
SPTR_WATT, FALSE) ) : 












1005, 





SPBM_OUERYVALUE , 











make_wave( ) : 
WinSetPointer (HWND_DESKTOP , 
WinOuerySysPointer (HWND_DESKTOP , 
SPTR_ARROW, FALSE) ) : 








return 0: 
CaSe WM_ERASEBACKGROUND : 
EuUrn (MRESULT ) TRUE : 







) 
return WinDefWindowProc (hwnd, msg, mp1, mp2 ) : 
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Visual Basic for Applications 





y Excel 5. 0 の VBA 活 用 マニ ュ アル 


第 回 文字 列 や フォ ント の 負 理 
西田 雅昭 





セル 内 の 文字 を 操作 する 際 に は , 二 つ の オブ ジェ ク 

ト を 操作 し ます . 一 つ は Characters オブ ジェ クト で 
す . これ は , 文字 どおり 文字 列 で す . 一 般 の 文字 列 操 
作 を 行う 場合 に は , この Characters オブ ジェ クト を 
処理 し ます . Characters オブ ジェ クト は , セル 内 の 文 
字 列 だ け で な く , 
AxisTitle. Button. Buttons. ChartTitle. Check 
Box, CheckBoxes, DataLabel, DialogFrame, Drawing 
Objects, DropDown, DropDowns, EditBox。 Edit 
BoxeS, GroupBox, GroupBoxes, Label, Labels, Option 
Button, OptionButtons, Range, TextBox, TextBoxes 
な どの オプ ジェ クト か ら 呼 び 出 すこ と が で きま す . 

ー つ 且 は , Font オプ ジェ クト で す 。 こ ちら は 文学 の 
属性 を 操作 する 際 に 使い ます . Font オブ ジェ クト も , 
JE 人 プ ゆ 富 大 る 。 
AxisTitle, Button, Buttons, Characters, Chart 
Area, ChartTitle,. DataLabel, DataLabels, Drawing 
Objects, GroupObject, GroupObjects, Legend, Leg- 
endEntry, PlotArea, Range, Style,. TextBox, Text 
Ps TickLabels 

な が など で 呼び が 出す こと が で きま すず す 。 


3 残り 取得 と 





セル 内 の 文字 列 を 取得 する 際 に は , Characters メソ 
ッ ド を 使い ます . 
Range("A1?).Characters 
実際 の よう す を 画面 で 示し た い の で す が , Charac- 


く 図 9-1> 
Characters オブ ジェ 
クト で セル 内 の 文字 
列 を 取得 する 例 


nn SS 
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NNNSIRSPSSS 


朗 MSA- 





ters オ ブ プ ジ ェ クト は , それ だ け で は Print コマ ンド や 
4 ミディ エイ トペ イン で 見 る ご と が で きま せん , そこ 
で , Caption プロ パテ ィ を 使い ます ( 図 9-1). 
? Range("A1①).Characters.Caption 
abcdefg 
【 参 考 】 
Caption プロ ティ は , いろ いろ な オブジェク 
ト の タイ トル や キャ プシ ョ ン の 操作 に 使え ます . 
お も しろい 例 を 示し まあ しょう 。 カス タカ みな ジス 
テム を 作る 際 , Excel の メイ ン ウ ィ ン ド ウ の タイ 
トル を 書き 直し た いと き が あり ます . この よう な 
場合 に は 
Application.Caption 三 "トラ コン 用 ” 





と する と , タイ トル を 書き 換え る こと が で きま す 


( 図 9-2). 本 来 の タイ トル に 戻す 場合 に 
Application.Caption 三 Empty 
と し て くだ さい . た だ し , Macintosh で は 内 容 の 
取得 は で きま す が , 内 容 の 訂正 は で きま せん . 
も ちろ ん , 他 の ウィ ンド ウ で も 同じ こと が で き 
ます 。 


実は 単純 に , 
? Range( "AT1") 
abcdef 
と し て も , セル の 内 容 を 見 る こと が で きま す . これ は , 
自動 的 に Value プロ パパ ティ を 呼び 出す か ら の よう で 
す 
Characters メソ ッ ド で , Characters オ ブ プ ジ ェ クト 


boo 固 


NR RS s 
ビー キ トド SPPSSES 護 
し 

worksheels(1).acivale 
2 cels(1.1).characters.caplion 


Ok1.Module 1 
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〈 図 9-2> 2 の 


* フ ヨン 用 | 
Caption プロ パテ ィ 』 アカ 作 人 F) 編集 (E) 表示 (\) 挿入 (1) 実行 リル (O) ウィ 7 ドウ (w) 9 


加 層 賠 全 中 同国 回 外国 回 違 


で タイ トル を 書き 
換え る 例 


員 


回 豆 


を 取得 する 際 に は , 取得 する 文字 列 の 位置 を 指定 する 


こま びき ます 
? Range(”"A1 ず ).Characters(2, 3).Caption 
bcd 

Caption プロ パテ ィ を 使う と , セル 内 の 文字 列 を 書 
き 直 すこ と も で きま す . 

? Range("A1 ず ).Characters.Caption デ "CQ 出版 ” 

この 2 バイ ト 文 字 の 場合 は , きき ほ どの 部 分 文字 列 
の 取得 は どう な る の で し ょ う . 

? Range("A1 ず ).Characters(2, 3).Caption 
Q 出版 

Excel は , 2 バイ ト 文 字 で も 1 バイ ト 文 字 で も , 文字 
数 で 処理 を し て くれ る の で す . 

Characters オブ ジェ クト で , セル 内 の すべ て の 文字 
列 を 書き 直す の で は , formula プロ ティ と 同じ で す 
が , 部 分 文字 列 を 書き 直す 場合 に 威力 を 発揮 し ます . 

Range(”A1").Characters(2, 1).Caption 三 "A” 
? Range(”"A1 ず ").Characters.Caption 
CA 出版 
Range("A1').Characters(4, 1.Caption 三 ” 版 社 ” 
? Range(”A1 ず ).Characters.Caption 
CA 出版 社 













和 誰が 締 8 : 5 4 の Ce 
2 で 0 マ が 6 
0 給 了 
. 結 の < 人 2 に っ 和 


Characters オブ ジェ クト で 文字 列 の 処理 を 行う 場 























< 表 9-1> 
InStr 関数 の 書式 
string1 
き は, Null を 返す . 
String2 
ゅ いた と き は , Null を 返す . 
Compare 文字 列 比較 の 比較 モー ド 
1 ecoeeoeeeeeeeeeeeee 
0( 既 定 値 ) …… 
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| ーー 際 較 国司 隊 富 | ーー ニー-> ーーーー、 


InStr([start,]string1, string2[,compare]) 
文字 位置 を 返す 文字 列 処理 関数 
引数 | 指定 項目 | 内 容 。 。 | 


start 検索 の 開始 位置 を 示す 数 式 を 指定 する . 省略 する と , 検索 は 最初 の 文字 か ら 開 始 す 
る . だ だし, compare を 指定 し た と き は , Start が 必要 . 


検索 対象 と な る 文字 列 式 を 指定 する . string1 に 適切 で な い 
string1 内 で 検索 する 文字 列 式 を 指定 する . string2 に 適切 で な い デ ー 


テキ スト モー ド ( 大 文字 と 小文字 を 区 別 し な い ) 
バイ ナリ モー ド の 比較 


s SS 
ーー* | ' 


ー ES | 
E | ' 『 ま 


BOO0KLModule] 


| | Ilworksheefs(1).activale 
7 cels(1.1).characters.caption 
abcdefq 
| applicafion.Capfion = "トラ コン 用 


上 
1 





1 
1 
上 





合 , 二 つ の メソ ッ ド が 使用 可能 で す . 文字 列 を 削除 す 
る Delete メソ ッ ド と , 文字 の 前 に 文字 列 を 挿入 する 
Insert メ ソ ッ ド で す . 
実験 の 前 に , 
Range("A1①).Characters.Caption 三 "abcdef" 
で お きま し る 。 
Delete メソ ッ ド は , 指定 し た 文字 列 を 消去 し ます . 
Range(”A1").Characters(2, 3).Delete 
? Range("A1").Characters.Caption 
aef 
反対 に , Insert メソ ッ ド は (Help で は )「 指 定 し た 文 
字 の 前 に 文字 列 を 挿入 し ます 」 と いう こと に な っ て い 
る の で す が , 実際 は 指定 し た 文字 列 を 置き 換え る よう 
Range(”A1").Characters.Caption 三 "aef" 
Range(”A1").Characters(2, 1).Insert("bcd”) 
? Range("A1).Characters.Caption 
abcdf 
と いっ て , 文字 列 の 長き を 指定 し な いで , 
Range("A1).Characters.Caption 三 "aefP 
Range(”AT1 ず ").Characters(2).Insert("bcd”) 
る EE を 。 
? Range(”"A1").Characters.Caption 
abcd 
と な っ て し まい ます . これ は , Characters メソ ッ ド の 
2 番目 の 引数 を 省略 し た 場合 に , 指定 し た 文字 の 後ろ 






ある 文字 列 の 中 か ら 別 の 文字 列 を 検索 し , 最初 に 見 つか っ た 















デー タ が 含ま れ て いた と 








タ が 含ま れ て 





トラ 役 コ コピ ュー タダ 





の すべ て の 文字 に な っ て し まう わけ で す . 
0 
Range("A1").Characters.Caption 三 “aef" 
Range("A1).Characters(2, 0).Insert( "bcd") 
? Range("AT").Characters.Caption 
abcdef 
の よう に, 指定 する 文字 列 の 長き を 0 に する と , 通常 
の 言語 の Insert コマ ンド と 同じ よう な 動作 に な り ま 
す . ちょ っ と 面倒 で す が , 一 般 に いう Replace コマ ン 
ド だ と 考え れ ば , か そっ て 便利 な メソ ッ ド か も し れ ま 
せん . 
部 分 文字 列 の 処理 を する に は , いく つか の プロ ノッ パ テ 
ィ を 知っ て いる と , 細か い 処 理 が 可能 に な り ま す . 
まず , Characters オ ブ プ ジ ェ クト の 文字 数 を 知る 
count プロ パテ ィ で す . 
Range("A1⑰).Characters.Caption 三 "abcde" 
?2 Range( "AT1").Characters.count 
5 
Range("A2”).Characters.Caption 王 "CQ 出 版 " 
2 Range("A2”).Characters.Count 
4 
先ほど と 同じ よう に , 1 バイ ト , 2 バイト の 区 別 な 
く , 文字 数 を 正確 に 知る こと が で きま す . これ を 利用 
する と, 内 容 の わか ら な い 文 字 列 を 処理 する こと も 可 
能 に な り ま す . 
Range("A2”).Characters(Characters.Count 十 1). 
Insert(” 御中 ”) 
? Range("A2”).Characters.Caption 
CQ 出版 御中 
ここ まで 来る と , 文字 列 の 内 部 の 検索 も し た く な り 
ます が 。 その ため の メソ ッ ド は あり ませ ん 。 し か し , 
Basic で すか ら Basic の 関数 を 使う こと が で きま す . 
文字 列 検索 用 の 関数 InStr( ) を 使っ て み ま し ょ う ( 表 9 
才 
文字 列 処理 関数 を 使う と き に は , さき ほど の 表示 と 
同じ よう に, Caption プロ パテ ィ を 利用 する か , 暗黙 の 
Value プロ パテ ィ を 使っ て くだ さい . 
Range("A1).Characters.Caption 三 “abcde" 
? InStr(Range("A1?).Characters.Caprion, “d") 
4 


SEP。 19?5 


症 | 123456 123456 


まな 層 。 
Range("A1").Characters.Caption 三 "abcde" 
? InStr(Range("A1),"d”) 
4 
VBA に は , この 他 に た くさ きん の 文字 列 処理 関数 が 
あり ます . 表 9-5 の 「Basic の 文字 列 処理 関数 」 を 参考 
に し て くだ さい . これ ら の 関数 の 使い 方 は , Help を 参 
照 し て くだ さい . 


計 革 


- 代 お 。 
紅 琶 ま 





* を を am 吉 に し さこ 


Excel は まこ と に 機能 で . (チー み グ シー トド ト 上 る 便 え 
る 多く の 関数 を 持っ て いま す . これ を ワー クシ ー ト 関 
数 と 呼び ます . 表 9-4 の 「 文 字 列 操作 関数 (ワー クシ ー 
ト ) 一 覧 」 に , 文字 列 操作 に 関す る も の を 列挙 し て お き 
まし た だ 、 こ の ワー クタ ジー トト 関数 も コー ド の 上 で 使う こ 
と が で きま す .。 た だ し , この ワー クシ ー ト 関数 を 使う 
共に は , 

? Application.Log(10) 

1 
の よう に , 関数 名 の 前 に 「Application.、 を つけ ます . 
も ゃ し, これ を つけ な いと 

? log(10) 

2.30258509299405 
の よう に , Basic の 関数 に な っ て し まい ます (前 者 は 
10 を 底 と する 対数 , 後者 は e を 底 と する 自然 対数 ). 

不思議 な こと に , 筆者 の Excel で は 文字 列 処 理 の ワ 

ー ク シー ト 関 数 は , VBA の 上 で は エラ ー に な っ て し 
まい ます 。 ワーク シー ト 関 数 で 。 使え る も の と 便 え な 
いも の が ある よう で す . 現在 原因 を 調べ て いま す . 





キト ジュ グ ト を 取得 する に は , Font プロ ノッ パ 
ティ を 使い ます . フォ ント オプ ジェ クト に は 多く の 属 
性 が あり ます か ら , 自由 に 設定 する こと が で きま す ( 図 
9-3) . 

With Range("A1").Font 
.Bold 三 True 
.ltalic 三 True 
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.Size 三 16 ィ を 使い ます が , この 場合 は フォ ント 名 を 文字 列 と し 


End with て , 正確 に 記述 し な けれ ば な り ま せん . 
ま だ た , Font.Strikethrough, Font.Underline, Font. Range(”A1").Font.FontStyle 三 "MS ピ 明 朝 ” 
Subscript, Font.Superscript な どの 飾り も 可能 で す . Pont オ プ ジ ェ クト の デ ロ ィ バディ と し で て では, この 他 に 
下線 が 二 通 りあ る の で , この 違い を 次 に 示し ます . Color プロ パテ ィ と ColorIndex が あり ます が , 色 に 関 


Range(”A1").Font.Underline 三 xISingle し て は , 前 号 で 詳し く 説 明 し まし た の で ぐ 割愛 
Range(”B1").Font.Underline 三 xISingleAccounting 。 b。 ず \ 計 マ 。 
Range("A3”).Font.Underline 三 xIDouble 


、 を 生き この フォ ラ ト の 揚 定 
Range(”B1").Font.Underline 三 xIDoubleAccounting 、 人 錠 ょ 。 移 。 欠 ょ 


よく 見 る と , 下線 の 位置 が 少し 違い ます ( 図 9-4). フォ ント の 指定 の 際 に , Characters オブ ジェ クト を 


し ます . 






フォ ント 名 を 指定 する 場合 に は , FontStyle プ ロバ パテ 利用 する と , 文字 列 の 中 で 特定 の 文字 だ け の フォ ント 


< 表 9-2〉 Characters オブ ジェ クト と Font オブ ジェ クト と プロ パテ ィ と メソ ッ ド 


Characters オプ ジェ クト セル , テキ スト ボッ クス , ユー ザー 定義 ボタ ン の い ず 

ョ ン (] 文字 以上 の 文字 列 ). 

object.Characters(start, length) | オプ ジェ クト の テキ スト か ら , ある 範囲 の 文字 列 (Characters) を 返す 

引数 start | 返す 最初 の 文字 が 何 番目 か を 指定 
省略 する と , 文字 列 の 最初 の 文字 か ら 始 まる 範囲 の 文字 


返す 文字 数 を 指定 
object.Caption オプ ジェ クト の 持つ 文字 列 


省略 する と , start に 指定 し た 文字 か ら 後 の すべ て の 文字 
Characters.Count lg | Characters に 含ま れる 要素 の 数 


Characters.Delete 
Characters.Insert(string) 選択 し た 文字 の 前 に 文字 列 を 挿入 

引数 
Characters.Font gs | 文字 列 の 中 フォント 。  〈、〈 4# ぴ # 1 ぞ ぞ ィ | 
Characters.Text gS 
Characters.Parent | オプ ジミ クト 。。 0 〈《〈《6《 {〔《6 フク ハ wt〔 ぴ ぺ 902C2 ん ん ん 《{# | 


フォ ント . フォ ント の 持つ すべ て の 属性 (フォ ント 名 ,。 フォ ント サイ ズ , 色 な ど ) を プ 
ロティ と し て 処理 で きる . 


れ か に 含ま れる 文字 の コレ クシ 





















In 














099 





| 引 BFEI 


仙 旭 S き テア NH ペ N 党 




















DataLabels,、 DrawingObjects. Group 
ject、 GroupObjects、 Legend、 LegendEntry、 PlotArea. Range, Style. TextBox, TextBoxes, TickLabels) 






Font.Underline 






XINone _ ………… で 

xISingle ……… 下線 

xIDouble  ……] 一 重 下 線 
xISingleAccounting 。 …… 下線 (会 計 ) 
xIDoubleAccounting 二 重 下線 (会 計 ) 


True 三 下 付き 文字 
Font.Superscript True 三 上 付き 文字 
名 前 フォ ント オプ ジェ クト の 名 前 


フォ ント を 作成 し た アプ リケーション を 返す 












































M | フォ ント を 作成 し た オプ ジェ クト を 32 ピ ビット の 整数 型 (4 文字 の シグ ネ 
ャ ) で 返す 

文字 列 を 作成 し た オプ ジェ クト を 32 ビッ ト の 整数 型 (4 文 
で 返す 


字 の シグ ネ チ ャ マ ) 







( 注 ) m: メソ ッ ド ,。 p: プロ ペティ, M : メソ ッ ド あり , g : 取得 可能 , gs : 取得 ・ 設 定 と も 可能 


132 トラ 技 コ コピ ュー9 


アー ンー バー ジス ママ ーー そこで ae ポー ンー スタ つ > 和 ュ eo スペ テーwe テ ャ や メーン ン ヘン な と の Ye の 


Microsoft Excel の メイ ン ウ ィ ン ド ウ の タイ トル バー に 表示 され る 名 前 を 指定 . 名 前 を 省略 する か , Empty に 
設定 する と , この プロ パテ ィ の 値 は "Microsoft Excel と な る . Macintosh で は , 値 の 取得 の み . 

gaeen | ポタ ンク 六 務 

グラ フタ イト ル の 文字 列 8 


コン トロ ー ル (チェ ッ ク ポ ボッ クス, ダイア ログ シー ト 上 の フォ ー ム , ドロ ッ プ ダウ ン , エディ ッ ト ポ ックス,。 グ 
ルー プ ボ ックス , ラベ ル , オプ ショ ン ボ タン ) の 文字 列 


DataLabel デー タラ ベル の 文字 列 


メニ ュー の 名 前 . アク セス キー に し た い 文 字 が ある と き は , その 文字 の 直前 に アン パサ ンド (&) を 置く . アル フ 
ァ ベ ッ ト ・ ア クセ スキ ー と カタ カナ ・ ア クセ スキ ー を 指定 する に は , “ファ イル (&F& フ )” と 記述 . [コン トロ ー 
ル バ パネ ル ] の [キー ボー ド の 設定 ] で アク セス キー が アル ファ ベッ ト に 設定 され て いる と き は , “ファ イル (F)" 


と な り , カタ カナ に 設定 され て いる と き は , “ファ イル ( フ )” と 表示 する . 


メニ ュー バー の 区 


Menultem メニ ュー 項目 の 名 前 . アク セス キー に し た い 文 字 が ある と き は , その 文字 の 直前 に アン パサ ンド (&) を 置く . ア 
ルフ ァ ベ ッ ト ・ ア クセ スキ ー と カタ カナ ・ ア クセ スキ ー を 指定 する に は , “終了 (&X& り リ )" と 記述 . [コン トロ ー 
ル バ パネ ル ] の [キー ボー ド の 設定 ] で アク セス キー が アル ファ ベッ ト に 設定 され て いる と き は , “終了 (X)" と な 
り ,。 カタ カナ に 設定 され て いる と き は , “終了 ( り )” と 表示 する . 


テキ スト ポッ クス 内 の テキ スト 


ドキ ュ メ ント ウィ ンド ウ の タイ トル バー に 表示 され る 名 前 . 名 前 を 指定 し て お く と , その 名 前 を Windows プロ 
2 パテ ィ に 対す る イン デック ス と し て 使用 で きる . 既定 の ドキ ュ メ ント 名 に 戻し た いと き は , Caption プロ フン パティ 


を Empty に 設定 する . 





< 表 9-4> 文字 列 操作 関数 (ワー クシ ー ト ) 一 覧 


指定 し た 文字 列 を 別 の 文字 列 の 中 で 検索 . 大 文字 と 小文字 は 区 別 . 
指定 し た 文字 列 を 別 の 文字 列 の 中 で 検索 じ バ イト 単位 )、 大 文字 と 小文字 は 区 別 . 
指定 し た 文字 列 を 別 の 文字 列 の 中 で 検索 . 大 文字 と 小文字 は 区 別 し な い . 
旧 定 し た 文字 列 を 別 の 文字 列 の 中 で 検索 (バイ ト 単 位 ). 大 文字 と 小文字 は 区 別 し な い . 
変換 (全角 , 半角 ) 
文字 列 内 の 全角 の 英 数 カナ 文字 を , 半角 文字 に 変換 . 
JIS 文字 列 内 の 半角 の 英 数 カナ 文字 を , 全角 文字 に 変換 . 
変換 (数 値 一 文字 ) 
数 値 を 書式 設定 し た 文字 列 に 変換 . 
数 値 を 四捨五入 し , ドル 書式 を 設定 し た 文字 列 に 変換 . 
数 値 を 四捨五入 し , 書式 設定 し た 文字 列 に 変換 . 
数 値 を 四 捨 旧 入 し , 円 書式 を 設定 し た 文字 列 に 変換 . 
変換 (文字 一 数 値 ) 
VALUE 
変換 (大 文字 , 小文字 ) 
LOWER 文字 列 に 含ま れる 英字 を すべ て 小文字 に 変換 . 
UPPER 文字 列 に 含ま れる 英字 を すべ て 大 文字 に 変換 . 
PROPER 文字 列 に 含ま れる 英 単 語 の 頭 文字 だ け を 大 文字 に 変換 . 
変換 (ASCII, 文字 ) 
CHAR 数 値 を ASCII また は JIS コー ド 番 号 と 見 な し , それ に 対応 する 文字 を 返す . 


CODE 文字 列 の 先頭 文字 に 対応 する ASCII まだ た は JIS コー ド を 返す . 
長 さ 


LEN 文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す . 
LENB 文字 列 に 含ま れる バイ ト 数 を 返す . 


部 分 文字 列 


文字 列 の 先頭 (左端 ) か ら 指 定 し た 数 の 文字 を 返す . 
文字 列 の 先頭 (左端 ) か ら 指 定 し た バイ ト 数 の 文字 を 返す . 
文字 列 の 末尾 (右端 ) か ら 指定 し た 数 の 文字 を 返す . 
文字 列 の 末尾 (右端 ) か ら 指 定 し た バイ ト 数 の 文字 を 返す . 
文字 列 の 任意 の 位置 か ら 指 定 し た 数 の 文字 を 返す . 
文字 列 の 任意 の 位置 か ら 指 定 し た バイ ト 数 の 文字 を 返す . 

中 換 

SUBSTITUTE 文字 列 中 の 指定 し た 文字 を 別 の 文字 に 置き 換え る . 

REPLACE 文字 列 中 の 指定 し た 数 の 文字 を 別 の 文字 に 置き 換え る . 

REPLACEB 文字 列 中 の 指定 し た バイ ト 数 の 文字 を 別 の 文字 に 置き 換え る . 

その 他 

CLEAN 文字 列 か ら 印 刷 で き な い 文字 を 削除 . 

CONCATENATE 複数 の 文字 列 を 結合 し て 一 つの 文字 列 に まとめ る . 

EXACT 二 つ の 文字 列 が 等 し いか どう か を テス ト . 

REPT 文字 列 を 指定 し た 回 数 だ け 繰 り 返 し て 表示 . 

T 引数 を 文字 列 に 変換 . 

TRIM 文字 列 か ら 余 分 な スペ ー ス を 削除 . 
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< 表 9-5> Basic の 文字 列 処理 関数 一 覧 


選 デー タ の 変換 
文字 列 を ASCII に 
















文字 列 の 最初 の 文字 を ASCII コー ド に 変換 









ASCII を 文字 列 に 
| Chr() 
数 値 を 文字 列 に 
Format( ) 

Str( ) 
文字 列 を 数 値 に 








指定 し た 文字 コー ド に 対応 する 文字 を 返す 













文字 列 を 指定 し た 書式 に し た が っ て 変換 する 
数 式 の 値 を 文字 列 で 表し た 値 で 返す 




















文字 列 で 表現 し た 数 字 を , 数 値 に 変換 










8 進 /16 進 を 文字 列 に 












数 値 を 16 進数 で 表し た 文字 列 に 
引数 に 指定 し た 


変換 
値 を 8 進数 で 表し た 文字 列 に 変換 


| 







計 文字 列 の 処理 
比較 モー ド 


Option Compare 


文字 コー ド 変 換 














1 





文字 列 デ ー タ の 比較 の 際 , 比較 モー ド を 宣言 する 






文字 列 の 最初 の 文字 の 文字 コー ド を 返す 
指定 し た 文字 コー ド に 対応 する 文字 を 返す 






I 











文字 列 の 比較 

StrComp( ) 文字 列 比較 の 結果 を 示す 値 を 返す 

文字 列 の 検索 
| InStt() 。 
大 文字 と 小文字 
Format( ) 
LCase( ) 
UCase( ) 
文字 の 旨 り 返し 
Space( ) 
String( ) 






















指定 し た 文字 列 が . ある 文字 列 の 何 文字 目 に ある か を 取得 する 













文字 列 を 指定 し た 書式 に し た が っ て 変換 する 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 を 小文字 に 変換 する 
文字 列 中 の 小文字 を 大 文字 に 変換 する 
















指定 し た 数 の スペ ー ス か ら な る 文字 列 を 返す 
指定 し た 文字 コー ド (ASCII また は シフ ト JIS コー ド ) の 示す 文字 . また は 文字 列 の 先頭 文字 を 。 指 定 し 
た 文字 数 だ け 並 べた 文字 列 を 返す 









| 














空白 の 削除 












Ltrim( ) 指定 し た 文字 列 の 先頭 か ら の スペ ー ス を 削除 し た 文字 列 を 返す 
Rtrim( ) 指定 し た 文字 列 の 末尾 か ら ス ペー ス を 削除 し た 文字 列 を 返す 
Trim( ) 指定 し た 文字 列 の 先頭 と 末尾 の 両方 か ら ス ペー ス を 削除 し た 文字 列 を 返す 











文字 列 の 長き さ 
Len( ) 
文字 列 の 書式 











指定 し た 文字 列 の 文字 数 , 変数 に 必要 な バイ ト 数 を 返す 








文字 列 を 指定 し た 書式 に し た が っ て 変換 する 





















文字 列 の 配置 
Lset 
Rset 







文字 列 変数 の 値 を 左 詰め に し た り , 
文字 列 変数 の 値 を 右 詰め に する 


ユー ザー 定義 型 の 変数 を 別 の ユー ザー 定義 型 の 変数 に コピ ー す る 














文字 列 検索 
| InStr() | ぁ る 文字 列 の 中 か ら 別 の 文字 列 を 検索 し . 最初 に 見 つか っ た 文字 位置 を 返す 
文字 列 置き 換え 
| Mid() | 文字 列 変 数 の 一 部 を 他 の 文字 列 に 置き 換え る 



















文字 列 取 り 出 し 





文字 列 の 左端 か ら 指定 し た 文字 数 分 の 文字 列 を 取り 出す 
文字 列 の 右端 か ら 指定 し た 文字 数 分 の 文字 列 を 取り 出す 





の 指定 が で きま す . .Italic 三 True 
With Range("A1").Font End With 
.FontStyle 三 "MS ピ 明 朝 ” Range(”A1").Characters(1, 1).Font.Bold 三 True 
.Size = 16 と する と , 最初 の 文字 だ どけ を 太字 に で きま す ( 図 9-5). 









= ニン ダ さ 
CI Pe 人 ング の 手引 き TRY こ COWPUTING 本 井 滋 足 著 
/ 9 " も 人 日 5 変形 判 40 頁 
記紀 回 訓 価 2.400 円 
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マイ クロ ソフ ト 社 の 発表 に よれ ば , 8 月 24 日 に 米国 
で , 英語 版 Windows95 の 発売 が 開始 きれ る こと が 確 
実に な り ま し ただ. これ に 合わ せ て , Microsoft OFFICE 
も OFFICE for Windows95 と , 新しい バー ジョ ン に 
な る も の と 思わ れ ま す . 

また, 今年 中 に 発表 きれ る と 思わ れる 英語 版 Access 
の 新 バ ー ジ ョ ン に も VBA が 搭載 され る こと が 確実 で 
す . そ の ほか に も , 秋 頃 に は Project の 日 本 語 版 を 使う 
こと が で きそう で す が , これ に も VBA が 搭載 され て 
いる よう で すし , SQL6.0 に も VBA は 搭載 され て い 
な よう 室生 。 

何より も 期待 の 大 きい VisualBasic 4.0 は , 基本 的 
に は VBA の エン ジン で す 。 こ の よう に, マイ ク 豆 ソフ 
ト 社 の アプ リケーション の すべ て に VBA が 搭載 され 
る よう に な る の も , そう 遠い 話 で は な いで し ょ う . 

ここ で , 大 き な 意 味 を 持っ て くる の が OLE オ ー ト 
メー ジョ ン で す 。 OLE オー トメ ーション の 世界 で は 。 
アプ リケーション の 内 部 が 完全 に クラ ス に な っ て お り , 
オア ジュ ェ グ ト 。 メジ リジッド グ 呈 の ツゲ ィ な を を アデ プリ デ 
ーション の 外部 か ら 操 作 で きる よう に な り ま す . 
休 Excel か ら Word を 動か す 

そこ で 今回 は , この OLE オ ー ト メー ショ ン を 実験 
し て みる こと に し ます . VBA に は , CreateObject と 
いう 関数 が あり ます が , この 関数 を 使う こと に よっ て , 
OLE オ ー ト メー ショ ン オ プ ブ ジ ェクト を 生成 する こと 
が で きま すず す 。 

CreateObject 関数 の 書式 

CreateObject(appname.objecttype) 

…OLE オ ー ト メー ショ ン オ プ ブ プ ジ ェ クト 
を 提供 し て いる アプ リ ゲ ー ジ ョ ンジ 名 
objecttype … 作 成す る オブ ジェ クト の 種類 また は ク 

テ タダ 区 


appname 


Excel は OLE オ ー ト メー ショ ン の サー バー に も ク 
ライ アン ト に も な れ ま すし ,。 Word は サー バー に な れ 
ます . そこ で , Excel の VBA か ら Word を 使っ て み ま 
し 更 学 。 

オプ ジェ クト で すか ら , オブ ジェ クト 型 の 変数 を 宣 
言 し て お く 〈 く 必要 が あり ます . 

Dim wdBasic As Object 
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Word は , 残念 な が ら Basic と いう オブ ジェ クト し 
か 提供 し て くれ ませ ん . そこ で , 
Set wdBasic 三 CreateObject("Word.Basic”) 
基 。 牙 プ ジ ェ クト を 写 言 し まず 。 
こう し て お け ば , あと は Word Basic の コマ ンド を 
VBA の 上 で 自由 に 使う こと が で きま す . 次 に , 簡単 な 
プロ グラ ム を 書い て み ま し ょ う . 
Sub ExceltoWord( ) 
Dim wdBasic As Object 
Set wdBasic 三 CreateObject("Word.Basic”) 
With wdBasic 
.FileNew 
.InsertPara 
.Insert "初め て の OLE オ ー ト メー ショ ン ” 
.InsertPara 
.Insert "記念 すべ き 日 は ,?& Date$( ) & "で す ” 
.FileSaveAs ”"e:\oletest.doc”" 
End With 
Set wdBasic 三 Nothing 
End 
End Sub 


この プロ グラ ム は , Word を 起動 し て , 文書 に 1 行 空 
け て 「 初 め て の OLE オ ー ト メー ショ ン 」 と 書き 込み , 
さら に 1 行 空け て 「 記 念 す べき 日 は , 1995-07-05 で す 」 
と 書き 込み , oletest.doc と いう 名 前 で セー ブ す る , 単 
純 な も の で す . 

Word Basic を ご 存じ の 方 で し た ら , この プ ブロ グラ 
ム の ほとん ど が , Word Basic の ステ ー ト メン ト に 
wdBasic. を 書い た だ け の も の で ある こと が お 分 か り 
に な る と 思い ます . す な わ ち , Word Basic の コー ド を 
Excel の 上 で 書く こと が で きる の で す . 

和 

通常 ,。 Word を 超 動 する と, 「 文 書 1」 の よう な 
ファ イル を 自動 的 に オー プン し ます が , OLE オブ 
ジェ クト と し て 呼び 出し た 場合 に は ,。 デー タフ ァ 





イル は オー プン し ませ ん . で すか ら , FileNew が 必 
要 な の で す . これ は , Excel な ど で も 同じ で す . 


実際 に Excel か ら 起 動 す る と , Word が 動い て いる 
の を 画面 で 見 る こと が で きま す . も し 画面 に 現れ る の 
が いや で し た ら , .FileNew の 前 に .AppMinimize と 書 
け ば , Word は 見 えま せん . 

この oletestdoc を Word で 開い て みれ ば , 実際 に 
書き 込み が 行わ れ て いる の を 確認 で きま す ( 図 9-A). 

Set wdBasic 王 Nothing は 生成 し た オブ ジェ クト 
を 解放 する も の で , Word は Set wdBasic 三 Create 
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〈 図 9-A> Excel か ら Word Basic を 起動 する 


アイ ル (F) 編集 (E) 表示 (V) 挿入 (!) 書式 (D 9-』O) 作 表 (A) 9? ツ ドウ (w) 9 


| 引 し | 制 層 


初め て の OLE オ ー ト メー ショ ン 
記念 すべ き 日 は 、1995-07-05 で す 


Object("Word.Basic”) で 起動 し . この コマ ンド で 終了 
し ま 宇 。 

Word の 場合 は , 呼び 出せ る オプ ジェ クト は 一 つ で 
し だ た が, Excel の 場合 は . Worksheet,。 Chart な ど 。 い 


ろ い ろ な オプ ジェ クト も 直接 呼び 出す こと が で きま す . 


VBA の コマ ンド は その まま 使え ます か ら 。 と て も 
便利 で す . た だ 残念 な こと に , OLE オー トメ ーション 
の クラ イア ント を サポ ー ト し て いる ソフ ト が 日 本 に は 
あり ませ ん . 

そこ で , VisualBasic 3.0 の 英語 版 で , Excel を 利用 
する 例 を 示し まし ょ う . VBA で 書く 場合 と 書式 は ほ 
と ん ど 同 じ で す が , VisualBasic 3.0 で は With が 使え 
ませ ん か ら , 少し 工夫 し て いま す . 

Sub testOLE( ) 


Dim excelObj As Object 
Dim rangeObj As Object 


Set excelObj 三 CreateObject 
Excel.Application”) 


excelObj.Workbooks.Open 
"d:\msoffice\excel\sample\sales.xls” 


excelObj.Sheets(1).Select 

Set rangeObj 三 excelObj.Range("B4:D4”) 
rangeObj.HorizontalAlignment =ー xICenter 
rangeObj.VerticalAlignment = xIBottom 
rangeObj.WrapText 三 False 
rangeObj.Orientation 三 xIHorizontal 
rangeObj.AddIndent 三 False 


Dim fontObj As Object 
Set fontObj 三 rangeObje.Font 
rangeObj.Name = "MS 明 朝 " 
rangeObj.FontStyle 三 太字” 
rangeObj.Size ー 12 
Rows("B:D”).Autofit 
Set excelObj Nothing 
End 

End Sub 
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これ は , Excel で 提供 され て いる sales.xls の タイ ト 
ル 部 分 を 少し 整形 する プロ グラ ム で す . 

Excel は , CreateObject 関数 で 起動 し て も , 画面 に 
は 見 えま せん . も し 画面 で みた い 場 合 に は 。 オブ ジェ 
クト を 呼び 出し た 際 に , 次 の 1 行 を 追加 し て くだ さい . 

excelObject.Visible 三 True 
位 ファ イル か ら オ プ ジ ェ クト を 呼び 出す 
まだ ,OLE オ ー ト メー ショ ン オ プ ジ ェ クト を デー タ 
ファ イル か ら 取 得する 関数 GetObject( ) も あり ます . 
GetObject( ) の 書式 
GetObject(" フ ァイル 名 江 [, "アプ リケーション 名 . オ プ 
ジェ クト の 種類 ”]) 
ファ イル 名 …… 取得 し た い オ ブ プ ジ ェ クト が 含ま れ て い 

る ファ イル の 絶対 パス お よび ファ イル 名 を 指定 . こ 

こ で , 空 の 文字 列 ?⑤ 5) を 指定 し た 場合 に は , ? ア プリ 

ケー ショ ン 名 . オ プ ジ ェ クト の 種類 ” を 指定 し な けれ 

ば な り ま せん . 

"アプ リケーション 名 . オ プ ジ ェ クト の 種類 と 
ツー CreateObject( ) と 同じ 





CreateObject( ) が ,. ア プリ ケー ショ ン の オブ ジェ ク 
ト を 取得 し た の に 対し て 。 こ ちら は デー タフ ァイル を 
呼び 出し て , 指定 し た ファ イル 名 に 対応 する アプ リ ケ 
ーション を 起動 し , 指定 し た ファ イル 内 の オプ ジェ ク 

ト を アク ティ ブ に し , その オプ ジェ クト を 取得 し ます . 

通常 は デー タフ ァイル は 自分 を 作成 し た アプ リタ ケ 

ーション を 知っ て いま すか ら , アプ リケーション 名 を 
五 定 す る 必要 は あり ませ ん . さき ほど の 場合 で も . 

Set excelObj 

GetObject("d:\msoffice\excel\sample\sales.xls”) 
で は , Excel が 起動 し て , ワー ク プ ブッ ク sales.xls を 読 
みみ 込み . オブ ジェ クト と し て 参照 で きる よう に し ます . 
衣 写 。 

Set excelObj ニ GetObject(”e:\data\uriage. 

xls"。 "Application.Sheets(" 売 上 日 報 ”) 

な ら , e:\data\uriage.xls の 中 の 「 売 上 日 報 」 と いう ワ 
ー ジ グッツ ー ト き を オデ ジュ クト と し て 務 妥 で きる よう だ も 
ます . 

価 Word を 呼び 出す 場合 の 注意 

Word の OLE は , 少 し お か し な と ころ が あり ます の 
で , 注意 点 を 挙げ て お きま す . 

第 一 に , オブ ジェ クト 変数 が スコ ー プ を 失っ た 場合 
や , Nothing を 代入 し て , オブ ジェ クト へ の 参照 関係 を 
解放 し た 場合 に は , Word が 終了 し て し まう の で す . 

で すか ら , WordBasic を OLE オ プ ジ ェ クト と し て 
参照 する 際 に は , オブ ジェ クト 変数 を グロ ー バ ル 変 数 
と し て 人 征 言 し な けれ ば いけ ませ ん . 

Gloval wdBasic As Object 

Set wdBasic 三 CreateObject("Word.Basic”) 
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ビギナー の だ め の 


O. Windows 上 で 「A:\>dir | 


SOrt >〉 test.txt」 を 行う に は 





も し か する と , どこ か て 親切 に 解説 され て いる こ 
と な の か も し れ ま せん が , 次 の よう な 疑問 に ぶち 当 
だ つて いま すず す 、。 

DOS で 日 常 的 に や っ て いた 。, 

A:\>DIR | sort > testL.txt 
を Windgows の プロ グラ ム の 中 で て 行う に は どう し た 
らい い の で し ょ うか 。 

「 指 定 デ ィ レ クト リ の ファ イル 名 , サイ ズ , 日 付け 
の 一 覧 を テキスト ファ イル に 落と す 」 こ と が な か な 
か で き な く て 困っ て いま す . 

も ちろ ん DOSBOX を 使え ば , パイ プ は と も か く 
と し て 何と か な り ま す . ま た , リ スト ボッ クス を 使え 
ば ファ イル 名 は 取得 で きそう で す が , ひど く 上 雑 で 
遠回り を し て いる よう に 思い ます . 何 か 簡 単 な コ マ 
ンド が 用 意 さ れ て いる は ず だ , と 信じ て いる の で す 
が 見 つか り ま : 下 ん 

(杉本 忠雄 さん か ら の 質問 ) 


A. _QOS_fInd 系 /FiIndFirstFile 系 


の 関数 を 使う 


「Windows な ん だ か ら , こん な こと は 一 発 で 簡単 に 
で きる 何 か が ある ん だ ろう 」 と お 思い で し ょ う が 。, 実 
際 は , 一 発 で 簡単 に で きる 方 法 は あり ませ ん . … 残 念 
で し た 





WIInel@W@ 選 POgIng 同人 AG 中 9 
WindOwS 上 で 
「A 半 )dir | Srt ) test.txt」 を 行う に は 







< 図 5-1> Windows 3.1 で , 1 や > < は 難し い 


9 を 70 SOTt > test.tx1 


DOS な ら 簡 単に で きる の に ... 


間 回 國 國 國 圏 隊 
f 
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だ だし, ファ イル 名 の 一 覧 を 出す だ け な ら ば , DlgDir 
List( ) と いう API が あり ます . 

し か し これ は , ダイ アロ グ ボ ックス の た だ ため に 用 意 き 
れ て いる API の た め , いち いち リス ト ボ ックス を 作成 
し な けれ ば な ら ず , 日 付け を 知る こと も で きま せん . 

そこ で , 目的 を 達成 する た め に 三 つ の 案 を 思い 付き 
ま し た . 

島 dos find 系 の 関数 を 使う 

ラン タイ ムラ イブ ラリ に , _dos_findfirst( ) と _dos_ 
findnext( ) と いう 関数 が あり ます . 

これ は , 目的 の ファ イル を 見 つけ 出し , 列挙 する と 
いう 関数 で す . この 関数 は , ファ イル を 列挙 する と 同 
時 に , タイ ム ス タ ン プ な ども _find t 構 造 体 に 返し て く 
れる の で , この 値 な ど を 変換 し て ファ イル に 書き 出せ 


< リス ト 5-1 (8)> _dos find 系 の 関数 を 使っ た サン プル プロ グラ ム 


#1nclude <windowS .h> 
#1nc]ude <doS .h> 


HFTLE hfi1e: 


void write( Struct _find_ 上 * pfind ) ( 
char buff[1024]: 
wSprintfF( (LPSTR ) Duff , 
" 狗 13S も 4d 年 も 2Q 月 も 2d 日 も 2d 時 も 2d 分 \t" , 
(LPSTR ) pfEind->name , 
1980 + ( ( pfind->wr_date & OxFE00 ) >> 9 ), 
( pfind->wr_date & Ox01EO0 ) >> 5, 
( pfind->wr_date & Ox001F ) >> 0, 
( pfind->wr_time & OxF800 ) >> 11, 
) あぁ ら 5 


( pfind->wr_time & Ox07E0 
) ! 
1strcat( (LPSTR ) buf f , 
( pfind->attrib & _A_ARCH ) 2? "AP ET )j 
1strca 上 ( (LPSTR) buf f , 
( pf ind->a 上 上 iD CA HEDDBN ) 2 の WP > 月 8 
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1strcat( (LPSTR ) Duff , 
( pfind->attri わ b & _A_RDONLY ) 2 "R7 io の リタ ): 
1sStrca( (LPSTR ) Duff , 
( pfind->attrib & _A SYSTEM ) ?2 "SWn" ji "の Wn" )j: 
_]1write( hfi1e, (LPSTR) buf f , 
1str]1en((LPSTR)Dbuff) ): 
) 


in PASCAL WinMain( HANDLE, HANDLE , LPSTR, int ) ( 


Struct _find 上 find: 
hfile = _1creat( "C:WtesSt.txt", 0 ): 
EE(( .__QOg ESmdE エ とも:(、 GisW ま 。 オ " 
_A_NORMAL | _A_ARCH, &find ) == 0 ) { 
do { 
write( &find ): 

) while( _qdos_findnext( &find ) == 0 ): 
}) 
_-1cl1ose( hfi1e ): 
て eurn 0: 


) 


13Z 


ば よい わけ で す . 

だ だ し , 32 ピッ ト ア プリ ケー ショ ン で は , dos find 
系 の 関数 は 使え を ない は ず で す . その 場合 は , 代わ り に 
新しく 用 意 き れ た API で ある FindFirstFile( ) と Find 
NextFile( ) を 使う と よい で し ょ う . 

リス ト 5-1 は , _dos find 系 を 使っ た サン プル プロ グ 
ラム で す . し か し ぜん ぜん Windows と は 関係 の な い 
プロ グラ ム だ な ….。 
仁 や っ ぱり DlgDirList( ) を 使う 

_dos_find 系 で 列挙 する の は 面倒 な の で , や は り 
DlgDirList( )( も し く は LBPDIR メ ッ セ ー ジ ) を 使っ て 
ファ イル 一 覧 を 作る こと も 可能 で す . 

DIlgDirList( ) は . リス ト ボ ックス が 必要 な の で , ダイ 
アデ ログ ボ ックス に リス ト ボ ックス を 付け て 呼び 出す か , 
CreateWindow( ) で クラ ス 名 に “ListBox" を 指定 し て 
自分 で 作ら な く て は いけ ませ ん . 

リス ト ボ ックス が 作成 で きた ら , DlgDirList( ) を 呼 
ん で リス ト ボ ックス に ファ イル 名 一 覧 を 入れ ます . 

ファ イル 名 一 覧 が で きた だ たら, リス ト ボ ックス か ら 1 
項目 ご と ファ イル 名 を 取り 出し て , _dos_getftime( ) 
を 使え ば ファ イル の タイ ム ス タ ン プ が わか る の で ,。 変 
換 し て ファ イル に 書き 出せ ば で き 上 が り で す . 

Win32 の 場合 , GetFileTime( ) と いう API が ある の 
で これ を 使う と よい で し ょ う . 

し か し や は り 面 倒 で すね . 
価 パイ プ を 使う 

パイ プ と いえ そえ ば, DOS の アプ リケーション の み 使 え 
る と お 思い で し ょ う が , 実は 32 ビッ ト の Windows ア 


< リス ト 5-1 (b)> リス ト 5-1 (3) の 実行 結果 


4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
4 月 15 日 
2 月 26 日 
2 月 26 日 
2 月 26 日 
2 月 26 日 
6 月 29 日 
6 月 29 日 
4 月 5 日 
2 月 26 日 


6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A ム 
6 時 30 分 A ム 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A 
6 時 30 分 A ム 
21 時 7 分 A 
21 時 7 分 A ム 
21 時 7 分 A 
21 時 7 分 A 
21 時 51 分 A ム 
21 時 52 分 A 
10 時 37 分 A 
22 時 44 分 A ム 
14 時 14 分 A 
12 時 31 分 A 
18 時 42 分 A 
12 時 37 分 A 
19 時 52 分 A 
21 時 51 分 A ム 
18 時 34 分 A 
17 時 29 分 A 
14 時 52 分 A 
15 時 34 分 A 


COMMAND 
$ け PNHN1 6 . 
$ け PNHN1 9 . 
S$JPNZN1 6 . 
SSYS1DTC . 

WINA20 
$JPNHN24 . 
$JPNZN24 . 
$JPNZN1 2 . 
$ け PNZN24 . 
$JPNHN1 2 . 
$SYS1216 . 
SSYS1224 . 
AUTOEXEC . 

CONFT1G . 
AUTOEXEC . 

CONFTG . 

CONFTG . 
AUTOEXEC . 

CONFTG . 
BOOTSECT . 
PAGEFTLE . 7 月 7 日 

CONF1G . 4 月 5 日 

AAA . 4 月 26 日 

CONFTG . 4 月 5 日 
AUTOEXEC . 4 月 20 日 
AUTOEXEC . 6 月 29 日 

AAA . 4 月 26 日 

DDD . 5 月 30 日 
HTDEMARU . 6 月 2 日 
TEST . 7 月 7 日 
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マリ アー ジョ ッ ン ぞ も 柄 う こと が で きま す . 
つま り , DOS で 日 常 的 に や っ て いた 
A:\>DIR | sort > testLtxt 
と いう こと が Windows プロ グラ ム で も 可能 な の で す . 

な ん だ , や っ ぱり で きる ん じゃ な いか , と 思い き や 〒, 
これ を や る た だめ の 手順 が か な り 面 倒 な ん で す . 

32 ビッ ト ア プリ ケー ショ ン は , DOS と 同じ よう に 
標準 入力 と 標準 出力 を も っ て お り , リダイレクト する 
こと が で きま す . リス ト 5-2, リス ト 5-3 は , 標準 入出 
カカ を リダイレクト し て プロ グラ ム を 呼び 出す サン プル 
ゲロ メガ ラム で すず 

CreatePipe( ) で , 名 前 な し パイ プ と 呼ば れる 通信 路 
を 作成 し, CreateProcess( ) を 呼ぶ パラ メー タ に マイ 
プ の ハン ドル を 渡し ます . 

CreatePipe( ) は こつ の ハン ドル を 返し , 一 方 は デー 


〈 リ スト 5-2〉> パイ プ を 使っ た サン プル プロ グラ ム 
(Win32 用 ) 








#1nc1]ude <windowsS .h> 





HANDLE hForwardDoor : 
HANDLE hForwardEX ュ : 
HANDLE hBackwardDoor : 
HANDLE hBackwarQdEx ュ 1 : 








/ メ ////// プ プププ アア ///// プ 77 ルル ルツ 7 グル 7 ルナ //////77777/// 
/ 

// Connect( ) 

// 標準 入出 力 を リダイレクト し て プロ グラ ム を 起動 する 閲 数 

ん ん まだ / プ アゾ プア た ハメ ん /// が 7 が 77 が ルル /// ア ルル が / アル ルル メア / ア ソル 77 ルル / メ ん 
/ 

BOOL Connect( LPSTR pszExe ) { 

SECURTTY_ATTRTBUTES sa: 

Sa .nLength = sizeof ( sa) : 

Sa .bTnheritHandle = TRUE: 

Sa .1pSecurityDescriptor = NULL : 














/ / 標 準 出力 を リダイレクト する た め の パ イプ 
1if( !CreatePipe( &hBackwardExit, 
ghBackwardDoor, &sa, 0O ) ) return FALSE : 







// 標 準 入 力 カ リダイレクト する た め の パ イプ 
if( !CreatePipe( &hForwardExit, &hForwardDoor, 
&gSa, 0O ) ) return FALSE : 

HANDLE hDummy = hForwardDoor : 

Dup1icateHandle( GetCurrentProceSs ( ) , hDummmy, 
GetCurrenEProcCeSSs ( ) , &hForwardDoor, 0, 
FALSE, DUPLTCATE_SAME_ACCESS ): 

Cl1oseHand1le( hDummy ): 










/ / 子 プロ セス の 起動 
PROCESS_TNFORMATTON pi: 
STARTUPTNFO Si : 
memSset( &Si, 0, sizeof(si) ): 
S1.CD = Sizeof (gi ) : 
S1 .QwFlags = STARTF_USESTDHANDLES : 
S1 .hStdTnput = hForwardExit:  // 標 準 入 力 の リダイレクト 
S1 .hStdOutput = hBackwardDoor : // 標 準 出力 の リダイレクト 
if( !CreaEeProcess (NULL, pszExe, NULL, NULL, TRUE, 
DETACHED_PROCESS, NULL, NULL, &Si, 

&pi ) ) ( 

MB_OK ): 











MessageBox( NULL, "実行 失敗 ", "", 
return FALSE : 

) 

1iE( pi.hProcess ) Cl1oseHandle( pi.hProcess ): 


if( pi.hThread ) Cl1oseHandle( pi.hThread ): 









return TRUE : 


トラ 校 コ コピ ュー ラ 


タ を 送る 側 。 も う 一 方 は デー タ を 受け 取る 側 の ハン ド 
ル に な り ま す . 

さら に , 1 本 の パイ プ で は , 1 方 向 の 通信 し か で き な 
い の で , 標準 入力 用 , 標準 出力 用 と 2 本 の パイ プ を 作 
成 し な く て は いけ ませ ん . 計 四 つの ハン ドル を 扱う こ 
と に な り ま す . 

次 に , 例え ば , 「dir | sort > testtxt」 を 行い た い 場 
合 , 2 段階 に 分 け て プロ グラ ム を 呼び 出し ます . これ は 


「dir、 を 呼び 出す た め と , 「sort」 と 呼び 出す た めで す . 


ー つ の ハン ドル の パイ プ を 2 本 作っ て , さら に 2 段階 
… や ややこしい. 

最初 の 「dir」 の 部 分 で す が , dir は EXE ファ イル で 
は な い の で , CreateProcess( ) で 呼び 出す こと が で き 
ませ ん が , cmd.exe を 経由 し て 呼び 出す こと が で きま 
ず 。 


"Cmd.exe /c dir' と いう コマ ンド ライ ン で Create 


< く リ スト 5-2> パイ プ を 使っ た サン プル プロ グラ ム 
(Win32 用 。 つづ き ) 


/////////// // / // / / / / / / / / / / / / / 
/ / TranSmit( ) 

// 標準 入力 に デー タ を 渡す 閲 数 

/ ア ルル //// ザ アア 7 ルル メル ルプ ガル 7 ガル ルル / 


BOOL。 TranSmit ( HGLOBAL  hMem ) { 
LPSTR 1pMem: 
BOOL ERes : 
DWORD CDbWritKen : 
1pMem = (LPSTR)G1oba1Lock( hMem ): 
FRes = WriteFile( hForwardDoor, 1pMem, 
1strlen (1pMem) , gcbWritten, NULL ): 
if( EReS == FALSE | | cbWritten == 0O ) return FALSE: 
G1oba1Un1ock( hMem ): 
C1oseHandle( hForwardDoor ) 
return TRUE : 
) 


/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / 
// Recieve ( ) 
// 標準 出力 か ら デ ー タ も ら う 関数 
た の の ム ルナ が た アソ ナイ と ん た た / ア が プア アザ ル ア 
HGLOBAL, Recieve( void ) { 
HANDLE hMem: 
LPSTR 1pMem: 
DWORD cbMem = 8192: 
DWORD cbSize = 0: 
C1oseHandle( hBackwardDoor ) 
hMem = Global1A11oc( GMEM_MOVEABLE, CDbMem ): 
1pMem = (LPSTR)Globa1Lock( hMem ): 
EO(77) { 
DWORD cbRead: 
BOOL FReS: 
FRes = ReadFile( hBackwardEx1it, 1pMem + CDbSize, 
cbMem - CDbSize, &cbRead, NULL) : 
if( ERes == FALSE | | cbRead == 0 ) break: 
CbS1ze += CDbRead: 
if( cbMem - cbSize < 8192 ) ( 
CbMem += 8192: 
G1oba1Unlock( hMem ): 
hMem = Globa1ReA11oc( hMem, CDbMem, 
GMEM_MOVEABLE ): 
1pMem = (LPSTR)Globa1Lock( hMem ): 
) 
) 
1pMem[cbSize] = '\WO': 
G1oba1Unlock( hMem ): 
C1oseHandle( hBackwardExit ): 
return hMem: 
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Process( ) を 呼び 出せ ば , dir を 実行 する こと が で きま 
す . 

dir の 結果 (つま り 標 準 出力 の 結果 ) は , パパ イプ を 通し 
て ReadFile( ) で 読み 出し ます . 読み 出し た デー タ は 
次 に sort.exe に 渡さ な く て は いけ ませ ん . 

「| sort」 の 部 分 で す が , これ は sort.exe と いう ファ 
イル が ある の で CreateProcess( ) で 呼び 出せ ます . 

呼び 出し た ら , 先程 取り 出し た 「dir の 結果 」 を , パパ 
イプ を 通し て WriteFile( ) する こと で , sort の 標準 入 
力 に 「dir の 結果 」 を 渡せ ます . 

濾し 終わ っ た ら , また パイ プ ' を 通し て ReadFile( ) 
で ソー ト 結 果 を 取り 出せ ます . 

そし て , その ソー ト 結 果 を testtxt に 書き 出せ ば , 
「dir | sort > test.txt」 と 同等 の こと が で きる わけ で 
生 > 

ああ , 面倒 、 し か も 本 来 の 目的 を 完遂 で き て いな い . 

ちな み に , Windows 3.1 の アプ リケーション で は こ 
の 手 は 使え ませ ん . あん まり いい こと な いで すね . 
休 結論 

十 病 と し て , 最初 の _dos_find 系 関数 また は Find 
FirstFile( ) 系 の 関数 を 使っ た ほう が よい と 思い ます . 


スク リー シセ ラー パン を プロ の グラム 


が ら 停 止 す る 方 法 は 





スク リー ン セ ー バ ー を 起動 させ る 方 法 は わか る の 
で す が , プロ グラ ム か ら 停 止 さ せる 方 法 が わか り ま 
せん . 


〈 リ スト 5-3> リス ト 5-2 を 使用 し て , パ イプ や リダイレクト 
を 実行 する サン プル プロ グラ ム (Win32 用 ) 


/ ソ ナイ ザイ ナル / た た の // ププ ザ ソ プ イ ルナ た が / ア ルル ザル メル ////// プ 

/ / WinMain ( ) 

// 「dir oc:\ | sort >c:\test.txt] を や る 

た 0/// ゲ ルル メア / プ ププ ププ ゾ / ザ ゲル ///// が ナ / ザ アア ナメ //// げ / 

1nt PASCAL, WinMain( HANDLE, HANDLE, LPSTR, int ) { 
HGLOBAL。 hMem: 


// dir の 部 分 
Connect( "cmd /c dir Ci:\\" ): 
hMem = Recieue ( ) : 


// | sort の 部 分 
Conmect( "Sort" ): 
TranSmi 上 ( hMem ): 
Global1Free( hMem ): 
hMem = Recieve( ) : 


// >test .txt の 部 分 

LPSTR 1pMem: 

HFTLE hfi]e: 

1pMem = (LPSTR)Glojba1Lock( hMem ): 


hfi1e _1creat( "C:W\test.txt", 0O ): 
_-1write( hfile, ]pMem, 1]str1en(1pMem) ): 
_-1cl1ose( hfi1e ): 

G1oba1Un1ock( hMem ): 

GlobalFree( hMem ): 


return 0: 
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A. WM_SYSCOMMAND 


メッ セー ジ を 自分 で 負 理 する 


スク リー ン セ ー バ ー が 起動 する 前 に , Windows は 
ジグ ディ イプ 衝 デ み プリ ダー を ョ ジ シ 和 し で を 。 SS 
SCREENSAVE を 指定 し た WM _SYSCOMMAND メ ッ 
一 有名 大 りき まず 

この メッ セー ジ は , 「 ス クリ ー ン セー バー を 起動 す 
る 」 と いう メッ セー ジ で す . で すか ら , 自分 で 自分 自 
身 に この メッ セー ジ を 送っ て や れ ば , 自発 的 に スク リ 
ー ン セー バー を 起動 する こと が で きま す ( リ スト 5-4). 

逆 に 。 この メッ セー ジ を DefWindowProc( ) に 渡さ 
ず に , 自分 で 処理 すれ ば , スク リー ン セ ー バ ー を 抑制 
する こと が で きま す ( リ スト 5-5). 

この と き は , 戻り 値 に 0 以外 の 値 を 渡さ な く て は い 
け ま せん . ちな み に , WM_SYSCOMMAND は アク ティ 
プ な アプ ブリ ケー ショ ン に し か 送ら れ て こない の で 。 自 
分 が アデ クティ ブ な と き に し か 抑制 で きま せん . 





< リス ト 5-4> スク リー ン セ ー バ ー を 自分 で 実行 する 


<〈 リ スト 5-5> スク リー ン セ ー バ ー を 抑制 する 


Switch( message ) { 
CaSe WM_SYSCOMMAND : 
1E( WParam == SC_SCREENSAVE ) { 
return 1: 


} 
break: 





今回 は , この 二 つ で 質問 は お し まい で す . 
ー つ じゃ 寂し い の で , みん な か ら の お 便り ドシドシ 
まっ て る よ ぉ 一 (ホホ ャ よう)。 
ポ ポ ポ 
この コー ナー で は , 読者 の 皆様 か ら の 質問 を 受け 付 
け て いま す . お 手紙 で も , NIFTY-Serve の ID へ の メ 
ー ル (HBG01366) で も 何で も OK で す . 


パソ コン 通信 に よる 掲載 プロ グラ ム の 入 ぼ 方法 








本 誌 に 掲載 し た プロ グラ ム は ,. フロ ッ ピ ・ デ ィ ス 
















パソ コン 通信 で も 入手 する こと が で きま す . 

パソ コン 通信 で 入手 する た め に は 下記 の も の が 必 
要 で す . 

パソ コン モデ ム , 通信 ソフ ト (Windows の ア 
クセ サリ に 含ま れ て いる ター ミナ ル で も 可能 で す ). 
筐 登録 場所 

NIFTY-Serve の 「 パ ソコ ン 工 作 フ ォ ー ラ ム | の デ 
ー タ ライ ブラ リ の 中 に 「CQ 出 版 ト ラン ジス タ 技 術 
提供 デー タ | が あり ます ( 図 1). 登録 期間 は 次 号 
が 発売 され る まで の 約 1 ヵ 月間 で , 毎月 18 日 更新 を 
目安 に し ます が , 数 日 前 後 す る こと も あり ます . 
島 須 布 ディ スク と の 中 い 
NIFTY-Serve の ライ ブラ リ に 登録 する デー タ は . 
区 布 デ ィ ス ク の も の と 若干 内 容 が 異な り ま す . ライ 
ブラ リ 登 録 版 は リソース ・ プ ログ ラム だ け で す が . 頒 
布 デ ィ ス ク 版 で は コン パイ ル 済 み の 実 行 フ ァイル が 
添付 され て いる も の も あり ます . 

デー タ を ダウ ン ロ ー ド する た め に は NIFTY-Serve 
へ の 入会 が 必要 で す . その た め の 詳 細 は 下記 へ お 問 
い 合 わせ くだ さい . 

【 問 い 合わ せ 先 】 ニフティ (株 ) メ ン バ ー サ ービス 部 
会 03(5471)5806 
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( 図 1) トッ プ ・ 


NIFTY-Serve TOP 
1. サー ビス 案内 ・ 検 索 


メニ ュ か ら の 操作 手順 

























2. 電子 メー ル 
3. 掲示 板 4. CB シミ ュ レ ー タ ー 
5. フォ ー ラ ム 6. ニュ ー ス プス ポー ツン ノ 天 気 予報 
7. 企業 プ 経 済 プ 人 物 ブ 行政 8. 科学 技術 翻訳 
9. 書籍 ノ 教 育 プ 就職 10. 趣味 旅行 生活 
11. 占い プク イズ ゲー ム 12. ワー プロ ンコ ン ピ ビュー ター 
13. ショ ッ ピ ング プス テー ショ ン 14. 海外 アー タベース (INFOCUE) 
15. コン ピュ サー プ コ ー ナ ー 16. ビギナー ズ コ ー ナ ー 
17. 他 ネ ッ ト 接 続 サ ービス E. 糸 了 


go fdevice 









XX XX さる ん 作 火 、 絵 日 記 、 ス イカ 割り ・・・ 
パソ コン 工作 フォ ー ラ ム へ よう こそ 。 








く パ ソコ ン 工 作 フ ォ ー ラ ム > FDEVICE 








1: お 知ら せ 2: 掲 示 板 3: 電子 会 謙 
4: デ ー タ ライ ブラ リ 5: 会 員 情報 6: リ アル タイ ム 会 議 
7:SYSOP 宛 メ ー ル 8: オ プシ ョ ン EE: 終了 














番号 総数 登録 済 最新 ライ ブラ リ 名 

66 ( 66) 06/19 HDD.FDD.HDC の 仕様 集 

92 ( 92) 07/09 BIOS, ト " ぅ か" - 関 連 

89 ( 88) 07/17 と りあ え ず デー タ . な ん で も 

216 (215) 07/24 アプ リケーション ・ ソ フト 

( 52) 12/07 回路 図 
( 71) 07/07 満員 御礼 、 開 鎖 会 議 室 の 全文 保管 場所 

71 ( 37) 07/18  CQ 出 版 ト ラン ジス タ 技 術 提供 デー タ 
( 
( 


















54) 06/28 試作 ・ 公 開 期間 限定 アー タ ぶ ソフ ト 
37) 03/27 旧 バ パー ジョ ン ・ デ ー タ & ソ フト 














デー タラ イプ ラリ (1: デ ー タ 一 覧 2: 検索 3:727"D- ト ′ (無料 ) 。 4: が 9>0- ト " E: 終 本) 
>1 


番号 ID 登録 日 付 バイ ト 参照 デー タ 名 
78 HBDO1761 95/07/17 30552 398 B トラ 技 コ ン ビ ュー タ 1995 年 8 月 号 
69 HBDO1763 94/12/07 12956 772 B ト ジス 9 技術 , 年 間 多 目次 .1994.TR940NLY.LZH 
67 HBGO1366 94/10/18 78156 1666 B パソ コン 通信 プロ グラ ム の すべ て 
64 HBGO1366 94/09/13 41118 611 B トラ 技 コ ンピュータ デー タベース 
98 HBGO1366 94/07/13 31013 1047 B トラ 技 コ ンピュータ 1994 年 7 月 号 特集 訂正 























デー タ の 概要 が 表示 され , その 後 実際 の ダウ ン ロ ー ド 
を 行う ダウンロード の 操作 手順 は 通信 ソフ ト に より 
可 な る の で ここ で は 省略 する . 







トラ 技 コ コピ ュー タダ 


今回 は , Windows プロ グラ マ に 役立つ ソフ トウ ェ ア を 
紹介 し ます . WINDOWS MANIA は , その 名 の と お り ご 
く 一 部 の ユー ザー の 間 で の み 知 られ た タイ トル ( 図 1). バ 
ー ジ ョ ン は 古い の で す が , 起 非 手 に 入れ た い 一 枚 で す . 

Dr.RKEFERKENCE は , お 馴染 み ACES RESEARCH 社 
の 定番 で , こち ら も 息 の 長 い タ イト ル , そし て , WIN 
EXPERT CD-ROM で す ( 図 2, 図 3 ). 

介 Electrified Visual Basic Magazine(WINDOWS 

MANIA) 

ヘル プ ファイ ル 形 式 で 配布 され て いる , Visual Basic 
(VB) に 関す る トピ ッ ク を 集め た ファ イル . 

商用 向け , また は シェ アウ ェ ア な ど で 作 成 さ れ て いる 
VB 関係 の 製品 に 関す る レビ ュー や プロ グラ ミン グ 教 室 , 
tips な ど が 収録 され て いる . 

「 ヘ ルプ ファ イル 形式 で 配布 する 雑誌 と いう の は な か な 
か 目新し い .」 と いう の が 作者 の 弁 。 


| フフ ト 人 | BecrWeed Vival pami Magsane yado60 
分 類 / 登 録 料 | Shareware( 配 布 に 関す る 制限 無し ) /$4.50 














NEC PC -9821Ce 十 MS - DOS 6.2 圭 NEC 製 

MS- Windows 3.1 

所 在 WINDOWS MANIA CD - ROM \PROGRAM 
\EVBMAG.ZIP 


島 Programmer's File Editor(Dr.REFERENCE) 


プロ グラ マヤ 向け に 特 化 され て いる 多 機 能 エ ディ タ ( 図 4 ). 


NT 用 の 実行 ファ イル も 同 梱 さ きれ て いる . 2 バイ ト 文 字 も 
扱え る . 

主 な 特徴 は 炊 の と お り . 

ぁ 仮想 メ モリ で 許さ れる 大 き な フ ァイル を 編集 可能 . 

y 複数 の ファ イル を ドラ ッ グ 色 ド ロッ プ し て 開く こと も で 
きる. 

を よ く 使 う 機能 を ボタ ン で 定義 し て いる の で , 操作 性 が よ 
い . 

ぁ 画面 下部 に ステ ー タ スバ パー を 表示 し 現在 の 設定 を 一 目 で 
確認 する こと が で きる . 

選択 し た テキ スト を ドラ ッ グ 層 ド ロッ プ 可 能 . 
改行 に LEF を 使用 し て いる UNIX フォ ー マ ッ ト の ファ 
イル を 読み 書き で きる . 

他 に も プログ ラマ 向け に 機能 強化 さん れん て いる の で , 
README.TXT を 読む ほう が よい . 


Programmer's File Editor V.0.04.009(16 ビッ ト 版 ) 
者 Alan Phillips 
類 


山 
Freeware 
Windows 3.1 

1 + FE ・ 













動作 確認 | NEC PC-9821Ce 士 NEC 製 MS-Windows 3 .1 


所 在 DR .REFERENCE CD - ROM \WIN _ PROG\PFE 
O0409.ZIP 


SEP. 1995 












・ ニ ュー キッ ズ 
〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 1-8-10 
分 03-3255-6855 












害 @ ご 応募 だ さ 臣 


ci 





MANIA 


馬 く 図 3> WIN EXPERT 
CD-ROM 





File ions window Heb 
STI 下條 
| に | 





jiean | 1 | wR|  IRecOWINowisp 50S INS [| 





「 動 作 が 軽快 だ か ら , メモ 帳 の 代わ り に 拡張 子 .TXT や 
.DOC の ファ イル を 開く よう に 関連 付け る だ け で も 非常 に 
便利 」 と いう の が 作者 の 弁 . 

代 Tips/tricks for Turbo C(WIN EXPERT CD - 

ROM) 

Turbo C に 関す る テク ニカ ルイ ン フ ォ メ ーション ・ フ ァ 
イル . ZIP 圧縮 され た 96 個 の ファ イル か ら 構 成 さ れ て い 
る . 中 身 は テキ スト デー タ で ある 。. 

内 容 は ソー スコ ー ド , パッ チ , 解説 書 と な っ て いる . 


動作 環境 | *.ZIP ファ イル を 解凍 し , テキ スト ファ イル を み 
る 事 の で きる 環境 

WIN EXPERT CD-ROM \PROGRAM\T BCINFO. 
ZiP 
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6 ら 6 6666 6 





パソ ジ コン の 標準 OS が MS-DOS か ら Windows へ 
移行 し つつ ある こと は , 単に GUI へ の 移行 だ け で は な 
く 。 実行 プロ グラ ムサイ ズ の 大 き な ア プリ ケー ショ ン 
に と っ て , 一 般 的 な MS-DOS の 640 K バイ ト の バリ 
ア が 足かせ に な っ て いた だ たこ と も 原因 の 一 つ で し た . 

に か し 。 メデ そり サオ だ け に 閉 目 す 入 ば DOS 丈 ク 
ステ ンダ と いう 解決 方 法 も あり ます . た だ し ,「DOS ェ エ 
クス テン ダニ 高価 」「DOS エク ステ ンダ = 難解 」 と いう 
イメ ー ジ が あり , 使用 する の に 二の足 を 踏ん で いた 方 
も 多い と 思い ます . 
価 低 価格 で 実用 的 な DOS エク ステ ンダ が 登場 し た ! 

ここ で 紹介 する Borland PowerPack for DOS16 
(以下 DOS16) は ,. ボー ラン ド 社 の C コンパ イラ 用 の 
CS 5 グル テッ ル グ です 。 

Borland C 十 十 4.0] まだ は, Turbo C 十 十 4.0J 
(写真 1) と 併用 し て 16 ビ ッ ト の DOS エ クス テン ダ 
と し て 使用 で きま す . マニ ュ ア ル に は 32 ビ ッ ト DOS 
エク ステ ング ダ の 記述 が ある の で , 「 あ れ ?」 と 思わ せる 
の で す が , 製品 の README ファ イル に 記述 され て い 
る よう に , 製品 に は あく まで 16 ビ ッ ト の DOS エク ス 
テ ジ シグ だ けが 含ま れ で いま す 。 ポー ラン ド 耕 に よれ ば 


「32 ビッ ト 」 の 製品 化 に つい て は 検討 中 と の こと で す . 


但 DOS エク ステ ンダ の 有益 性 

DOS エク ステ ンダ を 使用 する と MS-DOS で 動作 
する プロ グラ ム の コー ドサ イズ , デー タ サ イズ を 飛躍 
的 に 増やす こと が で きま す . 

その だ め 大 き な プ ログ ラム を 作る こと だ け に 着目 し 
が ち で す が , 小さ な プロ グラ ム で も 大 き な を 配列 を 使用 
し て , メモ リ 上 で 多く の デー タ を 取り 扱う 場合 に 有効 
に 

作成 し た プロ グラ ム は プロ テク トメ モリ 上 で 動作 す 
る の で , それ な り に 制約 (決ま り 事 ) が あり ます が , 使 
いこ な せ ば 非常 に 有益 で す . 
介 DOS エク ステ ンダ を 使っ て みる 

リス ト 1 に 16 ビ ッ ト の DOS エ クス テン ダ で 作成 
し た 簡単 な プロ グラ ム 例 を 示し ます . この プロ グラ ム 
を 実行 する と, malloc( ) な ど で 使 用 で きる 空き メモ リ 
数 を 表示 し ます . PC9801BX2 十 MELWARE で プロ テ 
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低 価格 DSG エク ステ ンダ の 登場 





文 / 船 江 明 彦 


Borland PowerPack for DOS16 


4 月 中 旬 に 発売 され た Turbo C 十 十 4.0J for DOS は , 一 つの パッ ケー ジ で PC98 と 
DOS/V の 両方 に 対応 し た DOS 用 の 開発 環境 で し た . 同時 発売 され た Borland PowerPack 
for DOS16 は , DOS エク ステ ンダ 機能 お よび キャ ラク タベース の い U| を 構築 する クラ スラ イブ 
ラリ Turbo Vision 2.0 を 同 梱 し た お 買い 得 パ ッ ク で す . 


クト メモ リ の 空き が 4.2M バ イト 時 に 約 4 M バイ ト 
の 空き を 表示 し まし た . 

この よう に DOS エク ステ ンダ を 組み 込ん だ プログ 
ラム は , ライ ブラ リ 関 数 も DOS エク ステ ンダ 用 に 置 
き 換 わり , メモ リ を 確保 する malloc( ), 未 使用 領域 を 
返す coreleft( ) な ど は プロ テク トメ モリ 用 に な り ま す . 

リス ト 2 で は 2MU バ イト の 配列 を 確保 し , 0 か ら 順 
に 値 を セッ ト し , 最後 に その 値 を 加算 する も の で す . 
16 ビッ ト の DOS エク ステ ンダ な の 人 で 64 K パイ トド ト の 
セグ メン ト の 制約 は その まま 存在 し ます . 

まだ た , メモ リモ デル は large モデ ル に 限定 され る た 
め 64 代 バ イト を 越え る 配列 は 定義 で きま せん が , 
huge ボイン タ を 用 いる こと に よっ て アク セス する こ 
と は で きま す . 

この よう に , 大 き な を 配列 は 動 的 に 確保 する こと で , 
後 は 普通 の 配列 と 同じ よう に 使用 で きま す . 

まだ , DOS16 は デー タ だ け で は な く <,。640 KK バイ ト 
を 越え る 大 き な コ ー ド も 生成 可能 な の で , メモ リ を 気 
に せ ず に いく ら で も 関数 が 定義 で きま す . 

メモ リ 不 足 に 悩ん で いる 方 は , 下手 な 小細工 を する 
より も DOS エ クス テン ダ で 根本 的 な 解決 を し た ほう 
が 覧 明か も し れ ま せん . 
仕 DOS プロ グラ マ も プロ テク トモ ー ド で の コー ディ 

ング 知識 を 知っ て お きた い 

DOS16 で 作成 し た コー ド は プロ テク トモ ー ド で 実 


DOS 開 発 の 新 ス タン ダー ド 
< 写真 1> Turbo C 十 十 4.0Jfor DOS 


トラ 投 コ コピ ュー タダ 





eeoooeoeoeooeTRFNDoccceceeese 


行 さ れる だ た だめ,。 プロ グラ ミン グ 時 に ,。 プロ テク トモ ー 
ド を 意識 し た コー ディ ング が 必要 で す . 

例え ば , リス ト 3 の プロ グラ ム で は セグ メン トレ ジ 
スタ ES に セレ クタ 以外 の 値 を 代入 する も の で す が , 
この プ ブログ ラム を 実行 する と 例外 が 発生 し ます . 
発生 し た 例外 は DOS エク ステ ンダ に よっ て トラ ッ 
プ さ れ , エラ ー 情 報 を 表示 し て 終了 し ます . 

この よう 村 デ プロ テク トモ 一 ドド の プチ ログ ラム ん で は, 
ES, DS な どの セグ メン トレ ジス タ の 取り 扱い が , リア 
ルモード に 比べ て 異な り ま す 。 

プロ テク トモ ー ド 時 の セグ メン トレ ジス タ は セレ ク 
タ を 示し , その セレ クタ は CPU が 管理 する ディ スク 
リプ タテ ー ブ ル の イン デック ス の よう な も の で , 物理 
メモ リ の アデ アドレス, 長 さ , 書き 込み 可能 な どの 属性 を 
保持 し ます . 

し だ たがっ て , セグ メン トレ ジス タ に セレ クタ 以外 の 
値 を モ セット し だ たり, ディ スク リプ タテ ー ブ ル が 示す 長 
さ 以 上 の オフ セッ ト を 参照 し た り , 読み 込み 専用 セグ 


< く リ スト 2> 
プロ テク トメ モリ に 配列 を 
確 全 する プロ グラ ム 


#1incC1ude <stdio. 
#1nc]ude <a11oc. 


ConSt 1ong NUM 


( 


main( ) 


1ong huge *bf : 


1ond m, 人 =0: 
bf 
ま 導 


(bfE==NULL ) 


For (m=0O:m<NUM : m++) bf [m] =m: 
For (m=0O :m<NUM : m++ ) 


printf ( "\n 合 計 
farfree(DFf) : 
) 
実行 結果 


含 計 2222725120 


(1ong huge *) faroca1 1oc (NUM, 4 ) : 


メン ト に 書き 込み を 行っ た 場合 , 一 般 保護 例外 (GP 例 
外 , 単に 例外 と も 言う ) と な り , プロ グラ ム は 異常 終了 
し まず 。 

DOS16 の マニ ュ ア ル に は この よう な プロ テク トモ 


〈 リ スト 1> プロ テク トメ モリ の 空き 容量 を 表示 する 
プロ グラ ム 


#1nClude <Stdio.h> 
#1nmcClude <a1]1oo.h> 
manin() ({ 


COrelef(): 
"\n 空 き エ り も 1d 和 V 介 " 


1ond m 
printf ( 


,m/1024): 


実行 結果 


空き t り 4001 和伸 





h> 
h> 


1024L*500 :// 500K 分 


//64K を 越え る 配列 を 指す の で huge で 定義 


//500K*4 2MA' 條 確保 
//a11oc 和 失敗 

/ /2M の 配列 に 値 を セット 
// セ ッ ト し た 値 の 合計 求め る 
/ / 合計 表示 

/ / 確 保 領 域 解放 


reGEurn -1: 


モ += Df [m] : 
よ 必 。 も ) 5 





<〈 リ スト 3> 
例外 が 発生 し 異常 終了 する 
ログ が 受 ム 


void main() ( 
_ 互 8 0x1234: 
) 


UNHANDLED EXCEPTTON 0D at OE7F:0007 Error code : 


D エ = 
1m ュ 
1m1 
1m1 
1m1 

45 


000D 
064E 
0E7F 
0EAF 
OEAF 
0EAF 


ム AX 
ら エ 


CS 

DS = 
ES = 
らら = 
- 0E7F:0000 
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// も セク メント に 2 タ 2 以外 を 代入 


(sg) ジー スリ スト 


1234 


0660 

0660 

t =000C 
上 =2AFE 
上 =2AFE Segmen 
=2AFE Seqgmen 
55 8B EC B8 34 


0660 

0F98 
: \DEVLOP\CO\PW\L3 . 
: \DEVLOP\YCO\PW\L3 . 
: \DEVLOP\CO\PW\L3 . 
: \YDEVLOP\CO\PWYTL3 . 
0 5D 


2AD2 

0FA6 

#02 
#05 
#05 of 
#05 of 
12 8E 


DX 
Sp 
of 
of 


BP 
Segmen 
Seqdmen 


(b) 思 常 終了 し た 直後 の メッ セー ジ 
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ー ド の ブロ グラ ム の 作成 方 法 が 記述 され て いる の で 一 
読 を お 勧め し ます . 

ちな み に , Windows で も 当然 プロ テク トモ ー ド で 
プロ グラ ミン グ を 行い ます . も う , 86 系 の プロ グラ ミ 
ング で は 。 プ ブロ デ テクト モー ド の プ 吾 グラ ミン グ が 帝 表 

2 な つて で きた よう に 遇 いま す . 

が お 。 デブ プロ テグ トモ 一 ド の デ ロ グ テム の デン ッ ミ ッ ダ に 
は , 付属 の Turbo Debugger が 使用 で きま す . 本 urbo 
Debugger 上 で デバ ッ グ する と エラ ー 人 箇所 で 停止 し , 
エラ ー の 原因 を 解析 で きま す . 

仁 MS-DOS の シス テム コー ル と BIOS ルー チン の コ 

ー ル 

DOS エク ステ ンダ と いう こと で , DOS16 で も MS- 
DOS の シス テム コー ル (INT 21H) や BIOS ルー チン 
の コー ル を サポ ー ト し て いま す . 

つま り リ アル モー ド と プロ テク トモ ー ド の 切り 相 え 
や , 必要 な デー タ の リア ルモード - プ ロ テ ク トモ ー ド 間 
2 ピー デー ン 行 っ で て 梶 まず. 

な お 。 DOS エク ステ ンダ で 実際 に 使用 で き る INT 
21H や BIOS ルー チン は マニ ュ ア ル で 調べ る 必要 が あ 
り ま す . な お , PC98 の BIOS ルー チン の コー ル は サポ 
ー ト ま 友 て で 93 な 上 す 9 人 です 。 

同じ よう に , C 言語 で 標準 に 提供 きれ る 関数 の 一 部 
ゃ 使用 で き な い の で , や は り マ ニュ アル で 調べ る 必要 
が あり ます . 

仁 DPMI の サポ ー ト 

前 述 の よう に, INT 21H や BIOS ルー チン の コー ル 
は DOS エ クズ ネズ デ ング ダ で エミ ュ レ ーション し て くね れ ま 
す が , 独自 の ドラ イ バ , 割り 込み 処理 を DOS エク ステ 
ンダ の ブロ グラ ム か ら 使 用 する 場合 は DPMI(DOS 
Protect IMode Interfacenp サ ービス を 使用 し ます . 

DPMI サ ービス は Windows で も サポ ー ト され , プ 
ロ テ ク トメ モリ の 管理 . プロ テク トモ ー ド と リア ル モ 
ー ド の 切り 替え な どの 重要 な 機能 を サポ ー ト し ます . 
ユル に は DPMI プラ ァ シ ング ショ シ に つい て 謎 も 
く 説明 が 記述 され て いま す . 

但 Windows API。 DLL の サポ ー ト で DOS/Windows 
共用 DLL が 作成 で きる 

艇 いた こと に DOS16 は Windows の 一 部 の API を 
エミ ュ レ ー ト し ます . また だ , Windows で 使用 し て いる 
DLL の 呼び 出し と DLL 自体 の 作成 が で きま す . 

当然 GUI 部 分 な ど は サポ ー ト され て いま せん が , ま 
と まっ た 処理 な ど を DLL で 作成 すれ ば , DOS と Win- 
dows の 両方 で 使用 で きる モジ ュー ル が 作成 で きそう 
as 

まだ た だ, エミュレータ が サポ ー ト し て いな い APIT を ラフ 
ッ ク し て , 自分 で エミ ュ レ ーション する 方 法 な ど が マ 
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) リ oococoecoe 


《 図 1 > Turbo Vision 2.0 で 作成 し た テキ スト ビュ ー ワ 
(表示 し て いる の は ソー スコ ー ド ) 


Si<1 用 Ko) に 


「C4EXRNPLES\TUISION 和 FILEU OU 8 
| SN た 1 ( 


SF: :「IGIIG = 日 訓 目 に 0ITT: 


に 1 TIRect& boundS, 


TScrol1Bar *aHScr IE 


rollBar *aUSor MM 
>Ori'St char *aFile * 
rolIBar, aUScr 1Bar 


HLTZo'F al 邊 時 


ニュ アル に 記述 され て いる の で , 応用 範囲 も か な り 広 
いと 思わ れ ま す . 

まだ た README ファ イル に は Windows 用 の DLL 
で 提供 され る 同社 の Paradox エン ジン の 呼び 出し に 
つい て の 記述 が あり , ボー ラン ド 社 内 部 の 開発 ツー ル 
を 外販 し て いる よう な 感じ が み ら れ ます . 

仁 プロテクト モー ド て で 動作 する Turbo Vision が 付 

属 

付属 する Turbo Vision 2.0 は イベ ント 駆動 型 の 
アプ リケーション 作成 ツー ル で す . ちょ うど Win- 
dows を テキ スト ベー ス に し た よう な も の が MS- 
DOS で 動作 する と 考え て よい で し ょ う ( 図 1). ユ ー ザ 
ーー インターフェース は , Turbo C 圭 士 の 統合 環境 な ど 
と 同じ も の で す . 

DOS16 に は プロ テク トモ ー ド で 動作 す る Turbo 
MSOn が ジー スズ コー ドド 付き で 装 属し ます 。 また グラ ラッ 
ィ ッ クラ イブ ラリ で ある BGI も プロ テク トモ ー ド 用 
が サポ ボート さ れ て いま す 。. 

位 その 他 の 注意 点 

16 ピッ トド の DOS エク ステ ンダ で 作成 し た プロ グラ 

ム は 実行 時 に 付属 の RTM.EXE DPMH16BI.OVL が 必要 
で す . また BGI を 使用 する 場合 は BGI ドラ イ バ , フォ 
ント と BGH6.DLL が 必要 で す . 

ネ ポ ポ 
筆者 は 仕事 を 探し て いま す . 
よろ ず ソ フト 開発 承り ます . 
連絡 先 谷 078-753-6443 船 江 ま で . 


は 品名 価格 Borland PowerPack for DOS16 18.000 円 
Turbo C 十 十 4.0 for DOS グ 29.800 円 


問い 合わ せ 先 ボー ラン ド 幌 
会 03-5350-9380 
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媒 グラ フィ ッ ク カ ー ド の サポ ー ト 

秋葉 原 の DOS/V ショ ッ プ を まわ る と , PCI バス の 
グ ジ フ ィ ッ ク カ ー ド F が 人 入 気 で 。VL パス を 採用 し で ぃ 
る カー ド は 安く 売ら ん て いる と ころ が 多く 見 られ ます 
まし て , ISA バス 用 の カー ド は ほとん ど 店 頭 に あり ま 
邊 ん 。 

し か し , 世界 中 で 使用 きれ て いる AT 互換 機 に は 
ISA バス し か な い マ シン が 非常 に 多い の で , 米国 な ど 
の グラ フィ ッ ク カ ー ド を 作っ て いる 会 社 で は , 最新 の 
の だ 芝 レ ウレ ー タ チップ る を 人 っ て いや て も 、 8A < パス 、YL 
バス , PCI バス 用 の 製品 ライ ン ナ ッ プ を そろ えて いる 
こと が 多い よう で す . 

筐 グラ フィ ッ ク ボ ー ド ・ メ ー カ ー の WWW の サイ ト 

この 業界 の 中 で も 古く か ら オ リ ジ ナ ル の アク セラ レ 
ー タ チッ プ を 使っ て グラ フィ ッ ク ボ ー ド を 作っ て いる 
カナ ダ の 会 社 に ATI TECHNOLOGIES 社 が あり ま 
す が , WWW お よび FTP サ イト を 運用 し て いま す 
(www.atitech.ca, ftp.atitech.ca) . 


Y ATI 社 の WWW 


で と 人 さ = 前 の やぎ 
呈 Netscape か 還 『:7 


iie Edit View Go Bookmarks 0 Direcory に 計 ia Help | 
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最近 で は , PCI バス を 採用 し た Apple 社 の 最上 位 モ 
デル 9500 シリ ー ズ の ビデ オ ボー ド に 同社 の アク セラ 
レー タカ ー ド が 使わ れ て いま す . 

また , 日 本 で も 人 気 の 高 い グ ラフ ィ ッ ク カ ー ド の メ 
ー カ ー で ある Diamond 。 Multimedia Systems 社 も 
www.diamondmm.com と いう WWW サー バー を 動 
か し て ます: 

その 他 , 日 本 で は あま り 製 品 を 見 か け ま せん が , 
STB 社 も www.stb.com を 上 げ て いる よう で す が , つ 
な が っ た こと が あり ませ ん . 

日 本 国内 で よく 出回っ て いる Number Nine Visual 
Technology, Matrox Graphics 社 は WWW サー バー 
を まだ 上 げ て ゆな いよ ま よう で す 。 

また , 国内 で は メル ュ コ 社 が WWW サー バー を 上 げ 
て いま す (www.melcoinc.co.jp). 最近 は 年 間 約 50 人 
の 新規 社員 を 採用 し て いる 同社 で す が , WWW サー バ 
ー 内 に も 求人 案内 が あり , 履歴 書 を 入力 する 画面 も 用 
意 し て いま す . 


Y Diamond 社 の 了 u レ エ UI 


H - 
5 計 トド ) 6 ルン 
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媒 VC/Mac の 開発 環境 

VC/Mac を 使っ た プロ グラ ム の 開発 は 。 基本 的 に 
Windows NT 上 で 動作 する Visual C 二 士 2.0 上 で 
行い ます . その た だ ため , VC/Mac の パッ ケー ジ の 中 に 
は , Visual C 十 十 2.0 は 含ま れ て いま せん の で , 別途 
入手 する 必要 が あり ます . 

筆者 は , Visual C 十 十 の 日 本 語 版 に 組み 込ん で 使用 
し て み ま し た が , 特に 問題 な く 使 えま し た . た だ し , 
正式 な サポ ー ト を 受け る た め に は , 英語 版 の Visual 
C じ 十 十 2.0 と 組み 合わ せる こと が 前 提 に な る で し ょ う 

VC/Mac で 作成 し た アプ リケーション を 実行 / デ バ 
ッ グ する だ ため に は , 当然 な が ら Macintosh が 必要 に な 
り ま す . そ ここ で, コー ディ ング を 行う Windows NT マ 
シン と Macintosh は , イーサネット も し く は シリ アル 
ケー ブル で 接続 し ます . そし て , Macintosh 側 に は フ 
ァイル 転送 ユー ティ リティ と , デバ ッ グ ユー ティ リ テ 
ィ を イン スト ー ル し ます ( 図 1). 

イー サ ネ ッ ト で 接続 する 場合 は , Windows NT 側 
で AppleTalk プロ トコ ル を 動作 きせ ます . 

VC/Mac の イン スト ー ル は , あら か じ め Visual 


〈 図 1 > Macintosh に イン ス ドー ツー 
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WindOWS 上 で マッ ク の アプ リケーション を 開発 で きる ツー ル 


IMicrosoft Visual C 十 十 
し ross Development Edition for Macintosh 
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文 / 演 田 功 志 


Visual C 十 十 cross development edition for the Macintosh は ,。 Macintosh の アプ リ ケ ー 
ショ ン 開 発 の た め の オ プシ ョ ン 開 発 キ ッ ト で す . 日 本 語 に は 対応 せ ず , PowerPC コー ド の 出力 
も で き な い た め , 本 格 的 な 開発 ツー ル と し て 用 いる こと は で きま せん が , Windows(Win32) 用 と 
Macintosh 用 の アプ リケーション を 単独 の プロ ジェ クト か ら 生 成 で きる , 魅力 的 な 開発 環境 で す . 
PP 


C 二 十 2.0 が イン スト ー ル され て いる Windows NT 
マシ ン に 対し て 行い ます . イン スト ー ル が 無事 に 終了 
する と , プロ ジェ クト の ター ゲッ ト と し て , 
「Macintosh」 が 選択 で きる よう に な り ま す ( 図 2 ). 

まだ , Macintosh 側 に は , フロッピ ディ スク か ら 上 
訪 の 2 種類 の ユー ティ リティ を イン スト ー ル し ます . 

Windows NT 上 で ビル ド さ れ だ た ファ イル は , イー 
サ ネ ッ ト ま だ た は シリ アル ケー ブル か ら Macintosh に 
転送 され ます . また , Windows NT 上 で , Macintosh 
の デア プリ ケー ショ ン を 制御 し た り , レジ スタ を 参照 し 
だ り し な が ら の デバ ッ グ を 行う こと も で きま す . その 
だ た め の 設 定 は , 双方 で 行う 必要 が あり ます . 

Windows NT 側 は , [ツー ル ]-[ オ プシ ョ ン ] メ ニュ 
ー 内 の デバッグ オ ォ オプション ・ ダ イア ログ に よっ て 行い 
ます ( 図 3 ). 

[接続 ...] ボタ ン を 押し て 開く , 接続 ダイ アロ グ か 
ら 接 続 方 法 を 選択 し, [設定 ..] ボタ ン を 押し て , 転 
送 先 の Macintosh を 指定 し ます . 

き 互換 性 

VC/Mac は , Win32 互換 ライ ブラ リ と , MFC に よ 
っ て , ツー スレ ベル で の 高い 五 換 性 を 実現 し て いま す . 
クラ スラ イプ ブラ リ ・ レ ベル で の 互換 性 だ け で な く ,。 ラ 
イプ ラリ ・ レ ベル で の 互換 性 を 実現 し て いる 点 は , た 
い へ ん 頑張 つて いる と 評価 で きま す . 

反面 , Macintosh 上 の コン パイ ラ と 比較 する と , 生 


《 図 2 > 二井 ど ェ ウ の 
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成 し た コー ド の パフ ォ ー マ ンス は , 決し て 有利 で は な 
ryS し ぁ 

API に つい で て は, リフ テレ ンス ヌス マニュ アル に サポ ー 
ト / 非 サポ ー ト が 明記 され て いま す の で , マニ ュ ア ル を 
参照 し な が ら の 開発 に な る で し ょ う . 

サポ ー ト され て いな い API に 関し て は , 莉 fdef な ど 
を 使い ,。 ター ゲッ ト に よる コー ド の 差し 替え を 行う 必 
要 が あり ます . 例え ば , DIB の 表示 な ど は サポ ー ト さき 
れ て いま す が , sndPlaySound( ) な どの , 音 関係 の API 
は サポ ー ト され て いま せん . 

また だ た, C で 記述 し た プロ グラ ム を 移植 する 場合 は , 
About ダイ アロ グ の メニ ュー 位置 の 違い な ど を , ソー 
ス 上 で 修正 し ます . 

AppWizard を 使用 し た 場合 は . その よう な 外観 上 
の 違い も 自動 的 に 反映 され ます の で , 特に 意識 する 必 
要 は あり ませ ん . 

MFC お よび AppWizard を 使用 し た 場合 は , OLE 
や ODBC な を な どの クラ スラ イブ ラリ が サポ ー ト され ま 
せん . た だ し , その 他 の 部 分 で は 非常 に 高い 互換 性 を 
持っ て お り , 生成 され た スケ ルト ン は , 無 変更 で 
Macintosh 上 で 実行 きせ る こと が 可能 で す . 

だ た だし, メニ ュー や ダイ アロ グ ボ ックス 上 のみ 日 本 語 
は , 全て 文字 化け し て し まい ます . 単に フォ ント の 間 
題 だ け で な く , 文字 コー ド そ の も の が 化け て いま す の 
で , 単純 に 解決 は で きま せん . 

ダイ アロ グ ボ ックス や メニ ュー な ども , Macintosh 
標準 の リソー ス に は 格納 され て お ら ず , 独自 の 方 法 で 
メニ ュー が 構築 きれ て いる よう な の で , ResEdit レベ 
ル で 修正 する こと も で きま せん で し た . 

どう し て も , 日 本 語 を 表示 し た い の で あれ (ば, 実行 
時 に メニ ュー アイ テム を 置き 換え て いく 必要 が ある で 
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し よう 。 

メニ ュー や ダイ アデ ログ の リソー ス は 。, 実現 の 声 法 が 
異な る よう で す が , スト リン グ テ ー プ ブル だ け は 。 STRW 
リソー ス と し て 格納 きれ て いま す ( た だ し , や は り 日 本 
語 は 文字 化け し ます ). し た が っ て , 次 の よう な 手順 
で , 日 本 語 を 取り 扱う こと が で きま す . 
ぁ 使用 し た い 日 本 語文 字 列 を スト リン グリ ソー ス に 格 
納 す る . その 際 に , 判別 で きる よう に 番号 を 振る か , 
英語 表記 に する . 
ぁ 実行 プロ グラ ム を 作成 する . 
s Macintosh 上 で , ResEdit を 用 いて , 完成 し た プロ 
グラ ム を 開く . 
pg STR# リ ソース 内 の 文字 列 を , 日 本 語 に 置き 換え る . 

この 方 法 で は ,. プロ グラ ム を ビル ド す る た びに , 
ResEdit で 文字 列 を 入力 し な けれ ば な り ま せん の で , 
現実 的 な 方 法 と は いえ ませ ん . 

VC/Mac で , 日 本 語 ア プリ ケー ショ ン を 開発 する の 
は , ちょ っ と 手 を 出 き ない ほう が よさ そう で す 。 
形 まとめ 

マツ 2 レル ナチ ブ ラッ トブ ォ ー な に 不 応 し た デア デ デリ ケー ショ 
ン は , ユー ザー に と っ て も メー カー に と っ て も 絶 力 的 
で 有人 益 な も の で す . これ まで は , Director や Author- 
ware な どの オー サリ ング ツー ル や デー タベース アプ 
リケーション で し か 実現 きれ な か っ た も の が , C/ 
C 十 十 言語 製品 で ソー スレ ベル 互換 な 開発 環境 が 提供 
され だ こと は , だ た い へ ん 有意 義 な こと だ と 思い ます . 

開発 者 に と っ て も , 単独 の 環境 で Mac お よび 
Win32 の 開発 を 管理 で きる 点 は , か な り 和 魅力 的 で し ょ 
う . 革 者 自身 も 豊富 な 機能 を 持つ (構文 の 色分け 。 ドラ 
ッ グ 科 ド ロッ プ ,。 オン ライ ン ヘ ルプ の 充実 を ど ) 
VC 十 士 2.0 の エディ タ に 使い 慣れ て いま す の で , 同 
じ 環 境 下 で Macintosh の アプ リケーション 開発 が で 
きる こと に , 大 き な 絶 力 を 感じ し て いま す . 

衝 成 さき れる コー ド は ,。 68K コ ー ド で あっ て も る 。 
PowerMac で の 動作 に 問題 は な さき そう で す . た だ し , 
日 本 語 に 関す る 問題 点 は ど ば う し よう も な く , 現状 で は , 
我々 日 本 人 に と っ て は 一 部 の 限ら ちら れ た 開発 に し か 利用 
きい で しょ うす 。 

マイ クロ ソフ ト 社 は , Excel や Word で 実績 が ある 
の で すか ら , 日 本 語 /OLE2/PowerPC な ど に , ぜひ 対 
応 し て いただき だ た いも の で す . 


< 図 3> 
接続 オプ ショ ン の 設定 
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前 回 は , 台 湾 (R.O.C) の コン ピュ ー タ 関連 企業 の 印 
象 を 紹介 し た . た また だ たま 訪問 し た 時 期 に 。 
ュー タ シ ョ ー Computex が 行わ れ て いた が 。 本 誌 が 発 


売 さ れる ころ に は , すでに 他 誌 で 取り 上 げ て いる と 思う . 


ぞ こ で , ここ で は 。 吾 湾 (台北 市 ) の コン ピュ ー タ シ 
ョ ッ プ 街 「 光 華 商 場 」 に つい て 人 科 単 
但 台北 市 の 電脳 街 光華 商 場 

光華 商 場 は , 東京 の 秋葉 原 電気 街 の コン ピュ ー タ シ 
ョ ッ プ と パー ツジ ショッ プ を 集め た よう な と ころ だ 。 


友 北 市 に た どり 着い て か ら , 光華 商 場 に 向かう の は 


タク シー を 使う の が 一 般 的 だ . 中 国語 が 達者 な ら ば ババ 
ス で も よい が , タク シー の 初乗り 運賃 が 50 元 
(NT$50 計 180 円 ) な の で , た いし た 金額 で は な い 。. 場 
所 は 図 1 に 示し た . 

タク シー に 乗っ た ら ( ド ア は 手動 ), 運転 手 に 光 研 商 
場 (guangh-wa-shang-chang) と 言え ば よい . 

@ あ PC と 清 深 な パー ツ シ ョ ッ プ 

2 ツジ コ ン は どこ の ショ ッ プ も IBM PC。 な を なお, Mac 
(Applenp の ショ ッ プ は , 1 軒 だ けし か 見 つけ られ な か っ 
と 。 

主 な 製品 の 価格 (5 月末 ) は, P5-75 マシ ン : 1I43,000 
円 (PCI, I/O 付き , RAM : 8 M バイ ト , HDD : 540 M 
バイ ト , ET-4000(PCI) , 14”" モニ ター), DX4-100 マシ 
ン : 102,150 円 (VL, RAM : 4 M バイ ト , HDD : 540 
M ババ イト, VL-5428, 14”" モニ ター), P5-75 マザー 
ー ド : 71,000 円 (CPU, RAM : 8M バイ ト 付 き ), DX4 
-I00 マザー ボー ド : 39,900 円 (CPU, RAM : 4 M バ 
イト 付き ), 倍速 CD-ROM ド ライ ブ : |I4,000 円 , 
486SLC-50 ノ ー ト パソ コン : 1I00,000 円 (HDD : 130 
M バイ ト RAM : 4 バイ ト ),486DX2-66 ノー ト パ ン ソコ 
ン : 176,000 円 (HDD : 250 M バイ ト , RAM : 4 M バ 
イト ), 486DX2 - 66ODP : 13,600 円 。 DX4 - 100ODP : 
21,500 円 , DX4-100 : 20,000 円 , AMD DX2-80 : 11,500 
円 。 AMD DX4-100 : 16,100 円 。 P5-100/120 : 64,500/ 
89,600 円, NEC マ ル チ シ ンク モニ ター2v(14 イ ン 
チ ) : 34,000 円 MS Excel/MS Word( 中 文 版 ) : 各 
39 ,000 円 , Seagate HDD 720 M/|.1G バイ ト : 22,000/ 
32 , 000 円 , CD-ROM (画像 デー タ 集 ) : |,400 円 , DSub 9 
ビ ピン (カバ ー 付 き ) : 180 円 マウ ス : 540 円 , 3.5 イン 
チ 2HD(10 枚 ) : 650 円 マ ウス パッ ド : 100 円 , 8255 
実験 ボー ド ( ソ フト 付き ) : 3,400 円 , PLD 実験 基板 
(PAL, GAL, PEEL, EPLD, PLA) : 7,000 円 。 8048 実 
験 基板 (ソフ ト 付 き ) : 4,300 円 , 805| 実験 基板 (ソフ ト 
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《 図 1 > 
光華 商 場 の 場所 
( 網 か け の 部 分 ) 


付き ) : 9,300 円 は ん だ ご て : 320 円 か ら 1,900 円 の 
も の まで , 自販 機 の 緑茶 (250 m/) : 35 円 〔( 以 上 1 元 
(NT$1) =3.58 円 で 計算 〕. 

光華 商 場 周 辺 に は , パソ コン の 周辺 小物 機器 を 含ん 
だ パーツ ショ ッ プ が ある . 第 1 印象 と し て は , 秋葉 原 
の パー ツ シ ョ ッ プ に 比べ て , 清潔 感 が 漂っ て いる こと . 

だ た だし, ジャ ンク 屋 も あっ て , ゴミ 同然 に 扱わ れ て 
いる MIADE IN USA の 286 マシ ン が あっ た . 一 応 売 
り 物 の よう で , 聞い て みる と , どう や ら 大 陸 ( 中 華人 民 
共和 国 ) か ら 買出し に 来る らし い . 世 界 中 を た らい 回 し 
に され , 最期 まで こき 使わ れる PC の 宿命 を 垣間見 る 
思い が し た 。 

こ 当 が な ん 研 よ 。 欠場 . 
価 女性 の 社会 進出 

2 ッ パ ー ツ ショ ッ プ で 意外 どっ た の は , 女性 の 店 員 が 多 
いこ と . それ も 単なる レジ 係 で は な を く , 客 の 質問 に 的 
確 に 答え て いる よう に 見 える (中 国語 だ か ら 正 確 に は 
わか ら な い ). また , 客層 に 占め る 女性 の 数 も 秋葉 原 よ 
り は る か に 多い . 

試し に , 手持 ちの HP100LX の シリ アル ポー ト 用 コ 
ネ ク タ の 有無 を アル バイ ト 包 大 学生 風 の 女 性 に 聞い て 
み だ た が, 即座 に 「 な い 」 と 知 え て くれ だ . 

秋葉 原 で 「 女 性 」 と 言え を ば, ビラ 配り の ミニ スカ ー 
ト ギ ャ ル か , 中 年 の 小 母 さん 店 員 が ほとん ど だ と 思う 
か ら , か な り 対 照 的 だ っ た . 


トラ 技 コ コピ ュー ブ 


より く . よ り 短 実に . 
そし て より 訂 訂 に な っ た CC の OS 





動 PC-DOS J7.0/V に 関す る 製品 情報 
PC-DOS J 7.0/V は , 新規 購入 (消費 税別 14.000 
円 ) の 場合 は 3.5 イ ンチ の ディ スケ ッ ト の み で 供給 さき 
れ ま す . また , アッ プ グ レー ド 版 ( 同 9,.000 円 ) に は , 
3.5 イ ンチ の ディ スケ ッ ト と CD-ROM の 2 種類 が あ 
り ま す . 
アッ プ グ レー ド の 対象 は , 
IBM 製品: 日 本 語 DOS K3.4, 4.0, 4.0/V, 
T5.0。 15.0V,。 PC-DOS T6.1/V。 J6V 
他社 製品 :MS-DOS 5.0/V, 6.2/V, Compaq 
DOS 5.0/V, DR DOS 6.0/V 
な ど で す . そし て , 環境 と し て は 次 の も の が 最低 必要 
で す 。 
ハー ド ・ デ ィ ス ク : 10 M バイ トー27 M バイ ト 
ディスケット ドラ イブ  :1.44M バ イト 3.5 イ ン 
チ ( イ ンス トー ル に 使用 する と き に 必要 . 特 殊 な ドラ 
イ バ な し に 使用 で きる こと ) 


英語 版 ご 共通 な 特徴 





英語 版 の PC-DOS Ver 7 を ベー ス に し て いる の で , 
英語 版 の 特徴 は ,. ほぼ その まま 引き 継が れ て いま す . 
主要 な も の に つい て 説明 し て いき ます . 
(1) セッ ト ア ッ プ ・ デ ィ ス ク の 拡張 フォ ー マ ッ ト XDF 
ディ スケ ッ ト 版 の 場合 , 英語 版 は 5 枚 , DOS/V 版 は 
9 枚 で 供給 きれ ます . いずれ も 一 枚 目 は 2HD 1.44 M 
バイ ト の 通常 の フォ ー マ ッ ト に な っ て いま す が , 2 枚 
目 以降 は XDF フォ ー マ ッ ト @) が 使用 され て いま す . 
DOS/V の 試用 版 で は , 2 枚 目 お よび 9 枚 目 の デ ィ ス 
ケッ ト に は , バン ドル ファ イル に 含ま れ な い 単 独 フ ァ 
イル も いく つか あり まし た . 
セッ ト ア ッ プ ・ デ ィ ス ク の 内 容 は , 解凍 後 ハ ー ド デ 
ィ ス ク に イン スト ー ル され ます . な お , PKWARE 社 


( 注 1) XDF.COM を 常駐 さき させ て は じ め て 内 容 を 見 る こと が で き 
る . この 時 , 23 セク タ X80 ト ラッ ク X2 ヘッ ド X512 バイ ト = 
1840 K バイ ト で 扱わ れる . また , XDF フォ ー マ ッ ト の ディ スケ 
ッ ト の バッ クア ッ プ コピ ー に は xdfcopy.exe を 使用 する . 


SEP. 1995 


DS の バー ジョ ン ア ッ プ は つづ く 


文 / 山 下 直彦 


IBM PC-DOS J 7.0/V (日 本 語 版 ) の 特徴 


PC-DOS の 新 バ パー ジョ ン が 発表 され まし た . 本 稿 が 掲載 され る 頃 に は 発売 (8 月 9 日 予定 ) さ 
れ て いる で し ょ う . 試用 版 を 入手 し まし た の で , その 概要 に つい て 紹介 し まし ょ う . な お , 製 
品 版 と の 相違 が ある か も し れ ま せん の で ご 留意 くだ さい . また ., 英語 版 PC-DOS Ver 7.0 に つ 
いて の 紹介 〔 参 考 文献 (1)) も あわ せ て 参照 し て くだ さい . 


の PKLITE (参考 文献 (2)) に よる 実行 時 解 束 フ ァイル 
も 多数 見 い だ せ ます . 
(2) 基本 メモ リ の 使用 量 の 削減 
HIMEM.SYS, EMM386.EXE, ANSI.SYS, DOSKEY. 
COM や MOUSE.COM な どの TSR の 基本 メモ リ へ の 
員 駐 量 が 削減 きれ て お り , これ は DOSDATA テ ニコ マン 
ド や COMMAND.COM の /h スイ ッ チ の 導入 , メモ リ 
最適 化 ツ ー ル RAMBoost の 改良 な ど に よっ て 実現 さ 
れ て いま す . 
DOS/V 版 で は , 必要 な デバ イス ドラ イ バ が 多い こ 
と か ら , UMB が 比較 的 簡単 に 使い 切ら れる 事情 も あ 
る の で , 今後 の 使用 例 で その 有効 性 を 確認 し て いき た 
いと 思い ます . 
(3) Stacker 4.0 
SuperStor/DS に 代わ る ディ スク 圧縮 ツー ル と し て , 
Stacker 4.0 が 導入 きれ まし た . これ は , ほか の 圧縮 ツ 
ー ル に 比較 し , 圧縮 効率 が すぐ れ て いる こと と , その 
ドラ イ バ STACHIGH.SYS に DPMS(DOS Protected 
Memory Services) を 利用 し , 基本 メモ リ の 消費 量 を 
削減 し て いま す . 
(4) エディタ の 改善 
マウ ス の 使用 , プルダウン ・ メ ニュ ー の サポ ー ト 。, 読 
み 取 り 専 用 で の 利用 (Browse.com) な どの 改善 が な さ 
れ ま し た だ た 。 ま た, REX 丈 や と の キー ゼー ド の 一 部 が 入 
カカ さ れる と 残り を 自動 生成 する 機構 が 導入 きれ まし た . 
これ は , OS/2 の エディ タ で ある EPM の 場合 と 同様 
の 機能 で す . REXX の 場合 は , 拡張 子 が .bat ある い は 
.cmd で 行頭 が コメ ント の /* で 始ま る と き , C の 場合 
は 拡 張子 が .C, .CPP, .H ある い は .HPP の と き , この 
機能 が 動作 し ます . 
例え ば ,i 放 を 入力 し た 後に スペ ー ス を 押す と , 前 者 で 
は , 
if then 
else 
が 生成 され , また 後者 で は , 
if ( ) 
1 
) 
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図 1 > find で の ワイ ルド カー ド 文 字 の 使用 例 


CUDOS>Enrnd “「[" D*。3Y1 


DOSSHETLTL . TNI 


[savestate ] 
[programstarter ] 


DOSV . TNI 
[SYSTEM ] 
[FONT] 
[DISPLAY ] 
[KEYBOARD] 
[ TrNPUT ] 
[ PRTNTER ] 





else 

{ 

})/*※ endif */ 
が 生成 きれ ます . 

内 部 コマ ンド で EXPAND OFF と する と この 機能 は 
抑止 され , Ctrl1 十 X を 押す と 動作 し ます . ほか に も 多く 
の カス タマ イズ 項目 が あり , E.INI ファ イル で 設定 で き 
に 

まだ た , コマ ンド ライ ン ・ ス イッ チ や その 一 部 は 環境 
変数 E で 設定 で きま す . 

(5) コマ ンド Findg の 拡張 

ファ イル 名 の 指定 に , ワイ ルド カー ド 文 字 * や ? が 
使え る よう に な り , 複数 ファ イル に わた る 検索 が で き 
る よう な り ま し だ た. 使用 例 を 図 1 に 示し ます . さら に , 
スイ ッ チ /S が 追加 され , サブ ディ レク トリ を 含め た 
検索 も 可能 と な り ま し た . 

(6) その 他 の 特徴 

種々 の コマ ンド ツー ル が 拡張 ・ 追 加 さ れ ま し た . 

了 n フ ァイル 更新 ユー ティ リティ FILEUP 

> モー ビル コン ピュ ー タ の ドッ キン グ を サポ ー ト する 


< リス ト 1 > DBCS 関数 の 使用 例 


/* DBCS . BAT 
Options "ETMODE・ 
mode . 1=*/EXMODE " 
mode .2=*NOEXMODE * 
GO ほ = 上 も QO 2 
Options mode . ュ 
Say [1/] Now in 
Say substr("ABabCD/,4) 
enQd /* dQO */ 
GX1 


By N.Yamashita */ 


/ テ DBCS . BAF 
Options ETMODE・ 
moQde .]=*EXMODE 
mode .2=*NOEXMODE 
CO =ー1、 も @ 2 
Options mode .1 
Say "[' ふ 7] Now in 
Say substr(*A BabCD*",4) 
enQ /* QoO */ 
GX ュ 1 


By N.Yamashita */ 
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DOSDOCK 
述 デバ イス ド ライ バ を 動 的 に ロー ド す る DYNALOAD 
の 2Z ド 
w よ り 効 率 的 な 省 電 力 を 実現 する APM ドラ イ バ 
Phoenix PCMCIA サ ポー ト ソ フト (PCM PLUS 
V 3.01) 
us より 多く の ハー ドウ ェ ア を 検出 する QCONFIG 
な ど です 、 


PC DOS J7.0/V の 特徴 





休 DBCS 対応 の REXX の サポ ー ト 
REX 欠 は イン スト ー ル 時 の 選択 項目 (デフ ォ ル ト で 
は イン スト ー ル され な い ) に な っ て いま す . 英語 版 の 
PC-DOS Ver 7.0 か ら サ ポー ト さ れ ま し た が , DOS/ 
V 版 の 日 本 語 モ ー ド で は , 2 バイ ト 文 字 セ モット (以下 
DBCS と 表す ) 対 応 と な り ま し た . 具体 的 に は , キー ワ 
ー ド 命令 Options と DBCS 関数 の 追加 で す . 
Options の 構文 は 下記 の と お り で す . 
OPTIONS exp/ess/o/ : 
ここ に exyess/o カ 7 と し て , 次 の 用 語 が 入り ます . 
p ETMODE…DBCS の 文字 を 含む 文字 列 を プロ グラ 
ム 中 で 使用 する と 指定 . 
p NOETMODE… 上 記 を 使用 し な いと 指定 . 
ps EXMODE… (DBCS と 1 バイ ト 文 字 セ モット の ) 混 合 
文字 列 中 の DBCS デー タ は , 命令 , 演算 , 関数 に よ 
っ て 論理 文字 単位 (DBCS 2 バイ ト を 1 文字 ) で 処理 
され る よう に 指定 . 
pg NOEXMODE 上記 を 1 バイ ト 単 位 で 処理 され る よ 
うに 指定 . 
英語 版 の PC-DOS Ver7.0 の REXX で は , マニ ュ 
ゲル に は Options の 記述 は あり ませ ん が , 実は REXXX 


《 図 2> リス ト 1 の プロ グラ ム の 実行 結果 


[1] Now in EXMODE 
bCD 
[2] Now in NOEXMODE 


aabCD 


"substr("1 2NOEXMODE /,5) 


"Substr(′/1 2NOEXMODE /, 
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解釈 プロ グラ ム REXX.EXE 内 の 内 部 デー タ 領 域 に は , 
Options, ETMODE, NOETMODE, EXMODE, NOEX- 
MODE な どの 文字 が 見 られ ます (どの よう に し て 調べ 
得る か に つい て は ここ で は 述べ な い . 別 の 機会 に 譲 
る ). すなわち , DBCS 対応 を 見 越し て 開発 され た こと 
が うか が え そま す . 

DBCS 関数 と し て は , DBADJUST, DBBRACKET, 
DBCENTER, DBLEFT, DBRIGHT, DBRLEFT, DBRRIGH- 
T., DBTODBCS, DBTOSBCS. DBUNBRACKET, 
DBVALIDATE, DBWIDTH が あり ます . 

例 と し て , リス ト 1 に 示す プロ グラ ム を 実行 し て 見 
まし ょ う ( 図 2 参照 ). 

2 行 目 の options 'ETMODE' は 書か な く て も 動き ま 
す が , 安全 の た め , 必ず 含め る と いう 習慣 を 付け て お 
な だ ほう が よい で し ょ う 。 Go ルー プ で 同じ セコ マジ ド を 
一 度目 は EXMODE で 二 度 目 は NOEXMODE で 実行 し 
て みる と いう 例題 で す . 

第 3 パラメータ 以降 を 省略 し た SUBSTR は 第 1 パ 
ラメ ー タ の 文字 列 か ら 第 2 パラメータ で 指定 され た 番 
目 の 文 字 以 降 を 返し ます . 

EXMODE で は 全角 文字 , 半角 文字 の 区 別 を し な い の 
「 加 
7 行 目 の 用 法 で は 'EXMODE' 

8 行 目 の 用 法 で は 4 番目 の 文字 は bb' と な り bCD' 
が 返さ れ ま す . 

一 方 , NOEXMODE で は , 1 バイ ト を 1 文字 と 勘定 し 
ます の で 
匠 7 行 目 の 用 法 で は NOEXMODE" 

8 行 目 の 用 法 で は 4 番目 は BB の 第 2 バイト (シフ 
ト JIS 表現 で B は 82h 61h 故 )61hn か ら 始 まり ま 
す . し た が っ て , "aabCD' が 戻さ れ ま す . 

な お , 同じ プロ グラ ム を 英語 モー ド で 実行 する と 当 
然 。 文字 化け を 起こ し ます が , 両 モ ー ド で 同じ 出力 と 
な り ま す の で , Options は 英語 モー ド で 対応 し て いな 
いこ と が 確認 され ます . 

代 View コマ ンド 
View コマ ンド で オン ライ ンマ ニュ アル を 読む こと 

が で きま す . 日 本 語 モ ー ド では, README.INF, 

CMDREF.INF, DOSREXX.INF. DOSERROR.INF が 該当 

し ます . また , 英語 モー ド で は README.INF を 除く も 

の が 扱え ます . .INF に 対す る パス 指定 を 行え ば , 日 本 


0 


必ず わか る (言語 


語 モ ー ド か ら 6 英語 モー ド の オン ライ ンマ ニュ アル に ア 

クセ ス す る こと が で きま す . 通常 の 設定 で は , 例え ば , 
View CcC:\dos\ps2\cmdref 

と 入力 する こと に より , 英語 モー ド の コマ ンド 解説 に 

アク セス で きま す ( あ る い は , CHEV US で , 一 時 的 に 

英語 環境 に 切り 換え た 後 , View cmdref を 入力 し て も 

よい ). 

日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド の オン ライ ンマ ニュ アル 
は 単なる 翻訳 で な い 面 も あり , 相補 的 要素 が あり ます . 
し だ た が っ て , 一 度 は 目 を 通さ れる こと を 推奨 し ます . 
例え ば , 英語 モー ド の CMDREF.INF の 中 に ある What 
Ss New for PC DOS 7 に は , 従来 の DOS と の 相違 点 に 
つい て の 要約 が あり ます . 

PC-DOS の Viewer は 若干 の 制約 が ある も の の , 
OS/2 の Viewer と 互換 性 が あり ます . し た が っ て , PC 
-DOS Viewer で OS/2 の .INF ファ イル を 表示 し た り , 
逆 に OS/2 の Viewer で PC-DOS の .INF ファ イル の 
表示 を 行う こと も で きま す . 

仁 マニ ュ ア ル に 記載 され て いな い ユ ー テ ィ リ ティ 

以前 か ら , PC-DOS に は マニ ュ ア テル で 触れ られ て い 
な い コ マン ド な ど が 多数 あり まし た . 日 本 語 モ ー ド の 
README.INF ある い は 同じ 内 容 の README.TXT の 最 
後 の ほ うに , 上 記 の タイ トル の も と に EDLIN, COMP, 
KKCFUNC, ESCP12、 HELP5, INSTANCE, FDIS- 
KUS, 32705250, IPLDRIVE, HARDBOOT な どの コマ 
ンド の 人 科 単 な 説明 が 述べ られ て いま す . 

これ ら は 以前 の バー ジョ ン か ら あ る コマ ンド で す が , 
例 え ば . INSTANCE.COM は RAMBoost に よっ て 
UMB メ モリ に ロー ド さ れ だ た デバ イス ドラ イ バ を 
Windows の ロー カル な デバ イス ドラ イ バ ( イ ンス タ 
ンス ) と し て 設定 する と き に 使用 する も の で す . こ の っ コ 
マン ド な ど は マニ ュ ア ル に 入れ て も よい と 思い ます . 

な お , 以前 の バー ジョ ン か ら あ り ま す が , KEYBIBM. 
COM, KEYBAX, COM, KEYBJ3.COM が 各々 の キー 
ー ド 用 ちと し て 含ま れ ルル ます ず 。 な だ し 。 と れ ら ちの へ ヘル デフ 
ァイル は 見 あ だ り ませ ん で し た 。 


人 参考 文献 
1) 山下 直彦 : IBM PC-DOS Ver 7.0( 英 語 版 ) の 特徴 ,. ト ラ 技 コ 
ンピュータ 7 月 号 。1995 年 . 
(2) 山下 直彦 : デバ ッ ガ の 効果 的 活用 法 (第 7 回 )、 トラ 技 コ ン ビ ピ 
ュー タ 2 月 号 。1994 年 . 


好評 発売 中 土井 滋 買 著 CCGQ 出 版 村 


B5 変 形 判 240 頁 定価 2.900 円 


手軽 に . か つ ス ピー ディ に 役立つ C プ ログ ラム を 作成 する た め の ノ ウ ハ ウ を 養う 実践 書 で す . helo world を 卒業 し , 次 ぎ な る 書 を 求め 
る 初級 者 に と つっ て, 格好 の テキ スト に な る よう に 書か れ て いま す . た と えば , デー タ 構 造 や アル ゴリ ズム を 学ぶ 必要 の ある と ころ で も 。, 





プロ グラ ム の 動作 を 理解 する こと に より , 自然 に それ ら を 見 に つけ て て いく こと が で きる よう に 構成 され て いま す . 
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借 最高 速 Pentium CPU の パー ン ソン ナル コン ピュ ー タ 


No ocoococ< 


イン テル の 最速 Pentium CPU(133 MHz 版 ) を 搭載 チ ナチ メダ ディ アタ イト ル の 制作 / 利 用 の 環境 を 整え た . 
し た 各社 の ハイ エン ドモ デル が 出揃っ た . それ に 対し て 新 98FELLOW は 今 現在 必要 の な い 
NEC は , 新 98MATEX で CPU と グラ フィ ッ ク 処 機能 を 削ぎ 落と し て 低 価格 を 維持 した. 
理 能 力 を 高速 化し て 動画 再生 性 能 を 大 幅 に 向上 きせ て な お , Windows 95 へ の 移行 が 順調 に 進む の か 時 念 
いる . され て いた PC98 シリ ー ズ だ が , 今回 の 新 製品 で は 「95 
同時 に 発売 し た 「 デ ジタル 動画 エン コー ディ ング セ 対応 」 だ け で な を なく, 推奨 機能 へ の 対応 も 果たし て いる 。. 
ッ ト 」 (圧縮 ボー ド , エン コー ダコ ント ロー ラ ソ フト DOS/V 機 は 価格 競争 が 激しく Endeavor AT/ 
RealMagic Producer、 デ ジタル ビデ オ 編 集 ソ フト ET6500(Pentium 133 MHz) は 早く も 約 20 % の 値 下 
Adobe Premier を 含ん で 650.000 円 ) と と も に , マル げ を 行い , HDD な し モデ ル で 235,000/245.000 円 . 





OptiPlex X5133 98MATEX メ シリ ー ズ 









CPU-MHz Pentium-133 < 一 


標準 装備 品 4 倍速 CD-ROM ー 
藤 新 の Pentium を 搭載 し | 最新 の Pentium を 搭載 し , 
だ ビジ ネス モデ ル . 最小 構 | 拡張 性 に も 優れ た ハイ エン 
成 (XL5133,。 8 MB RAM, ド の ミニ タワ ー 型 .、 Win- 



















問い 合わ せ 先 NEC ッ パソ コン イン フォ メ 
ーション セン ター 03- 
3452-8000, フ パソ コン 情報 サ 
ービス FAX03-3522-9801 


BOX 番号 7048 


Aptiva 515/530/730 


デル コン ピュ ー タ 幌 
僅 0120-1984-86 

















2407-NF2/2407RWD 2114-27J/70J/63】 
CPU-MHz 486DX2-66/DX4-100 486DX2-66/DX4-100/DX4-100 


メモ リ ( 最 大 ) S MB(128 MB) 8 MB(128 MB) /8 MB(96 MB) / 
iu 衣 証 還 HTHiiiuuiu4 拉 

拡張 バス スロ ッ ト | ISAX4(2) ISAX4(2) /4 (2) /8(6) 

(使用 可能 数 ) 


540 MB 540 MB/720 MB/540 MB 
14*CRT (一 体型 ) 15?CRT( 外 付け 型 ) 


グラ ウィック GD5430 (1 MB) 
(VRAM) 


標準 装備 品 倍速 CD- ROM, SoundBlaster16, | 4 倍速 CD- ROM(515 の み 倍 速 )、 
内 蔵 ス テレ オス ピー カ , ボイス | SoundBlaster16, 外 付 け ス テレ オス 


記 放 沈 朱 デ ム ビー カ , ボイス FAX モデ ム 
語 版 を 初期 導入 し , Internet へ の | 始 
接続 が 容易 

導入 済み OS, 


PC DOS J6.3/V, Win 3.1.0S/2 Warp V3 日 本 語 版 、MS Works, 
ジテ 『 
ッ プ グレ ー ド 係 谷 0120-1-55307, 


FAX/ 音 声 統合 ソフ ト , 電子 辞書 , ほか 百科 事典 や 音楽 用 の マル チ メ デ ィ 
備考 
FAX 0120-1-55306 


アソ フト , パソ コン 通信 や Internet 接続 な どの 通信 ソフ ト な ど 
TV/MPEG 機能 搭載 デル も あ | アップ グレ ー ド サー ビス 1995 年 末 
る (2407-RTD) 日 まで 受け 付け . IBM PC Direct ア 
価 | 導 の w タ WW WW+W4W4W4W4W4+4+、〈+、〈+〈+〈+〈+{+{〈 つ 4 』 
問い 合わ せ 先 ダイ ヤル IBM 傘 0120-04-1992.、 Aptiva リー ス :IBM PC Direct 
Aptiva ダイ ヤル 容 0120-80-4545,、 FAX 0120-87-4545 
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すす ジリ ー デ 


! 
OptiPlex XMT5133 PC-9821Xt13 T5133DT/TW PC-9801BX4/U2 


メモ リ (最大 ) 16 MB 16 MB(256 MB) EDO DRAM 16 MB 
(8 MB-128 MB か ら 選 択 ) 
拡張 バス スロ ッ ト | ISAx4,PCI/ISA 2 PCIx2,C バス メ x5 PCIx3,ISA 2, 選 26 交 X3 
PCI/ISA ※1 
HDD 540 MB(365 MB, 540 MB, | 1.2GB 1.2 GB 
1GB か ら 選 択 ) 
Vision864(2 MB) MGA-2064W (4 MB) Mach 64(2 MB) GD5430(1 MB) 
(VRAM) 


通信 販売 専用 ハイ エン ド ノ パ 
ー ソ ナル ユー ス 向 け . PnP 


特徴 
365 MB _HDD, 1FDD) で | dows 95 必須 機能 の ほか 推 | 型 。 下 W : タワ ー 型 
328,000 円 奨 機能 も 標準 搭載 . 


導入 済み OS, DOS 6.2/V, Win 3.1 DOS 6.2, Win 3.1、Video | DOS 6.2/V, Win 3.1 
人 for Windows 1.1e( ラ ンタ 
イ ム 版 ) 


価格 (円) 368.0007378.000 


内 テ チ ティア ッ ク シ ステ ムク リ 
エイ ト テク ニカ ル サ ポ ー 
ト 容 0423-80-7266 


対応 。、DT: デ スク トッ プ 


98sFELLOW 


486DX2-66 
2 MB(64 MB) 






特に な し 

CPU 速度 の 向上 , ウィ ンド 
ウズ アク セラ レー タ の 標準 
搭載 、 Windows 95 の 必須 
機能 に も 対応 、FDD は 2 基 
搭載 . 

















98.000 


NESC フ タダ シイ オシ アプ ォ メ 
ーション セン ター 03- 
3452-8000, フ パソ コン 情報 サ 
ービス FAX03-3522-9801 
BOX 番号 7013 
















得 Warp 搭載 の マル チ メ デ ィ ア ・ 

2 キン 

新しい Aptiva は , 全 モ デル に 
OS/2 Warp が 初期 導入 され て お り 
Internet へ 簡単 に 接続 で きる よう に 
が っ な た 。 

また 今回 発表 の モデ ル と Aptiva 
Music Vision を 対象 と し て 個人 消 
費 者 向け Aptiva リー ス を 開始 し た . 
リー ス 期 間 は 24 ヶ月 . その ほか PC 
に 接続 し て ペン 入力 を 可能 に する オ 
プシ ョ ン 機 器 「IBM Smart Tablet」 
(24,800 円 ) を 発表 し た . 小型 の タブ 
レッ ト と 電 破 誘導 型 の ペン , Win- 
dows 用 の ユー ティ リティ ソフ ト か 
ら な り , ペン に よる 手書き の 文字 や 
絵 を 画面 に 入力 で きる も の . 


トラ 校 コ コピ ュー9 








。 に て rr に デン ィ mr 
5 < トニ ニス ニス ーー ニー 
の な 





人 PC9821 Xt13 人 る Aptiva 515 ASC-DV/ISA ふ PCSC- 日 


@ SVGA 対 応 の ノー トバ パン コン し た 高 機能 の マル チ メ デ ィ ア ・ タ イプ が 多く , 少し 前 
ノー ト パ ソ コン の 表示 素子 は , 10.4 イ ンチ サイ ズ が の デス クト ッ プ より 高速 で メモ リ も 多く 充実 し て いる . 

定着 し , SVGA 対応 も 増え て きた . PC9821Na7 は IrDA 対応 の 赤外線 イン ター フェ ー 
買っ て すぐ に 使え る 多彩 な アプ リケーション ソフ ト ス を も つ . 


を 満載 し ,CD-ROM に ボイス FEAX モデ ム ま で も 装備 


CONTURA 420/430 LIBRAGE FMV-BIBLO サブ ノー ト | 98NOTE 


名 称 

型 名 CONTURA FN-P75DC FMV-475NL/T, NL/S PC-9821Na7/Nx 
420C/430C/430CX 

CPU-IMHz DX4-75/DXX4-100/ Pentium-75 DX4-75 Pentium-75/DX4-100 
DX4-100 

メモ リ ( 最 大 ) バ イ | 8 MB(32 MB) S MB(40 MB) 8 IMB(24 MB) S MB(40 MB) 

ト 


HDD バイ ト 420 MB/720 MB/720 MB | 820 MB 340 MB 720 MB 


ディ スプ レイ 10.4” DSTN/DSTN/ 10.4” DSTN( ビ デオ キャ | 8.4^ TFT。8.5/ DSTN 1.10.4? TFT/10.1/ TE 
は ッ ジ ジュ メ モモ り 2 公 ) 


グ ダ ア ィ ッ ウッ グ 多 ロー カル ババ ス (1 MB) . ロー カル バス (1 MB) GD6225, GD6235 (512 KB) | Cyber9320(1 MB) 
(ビデ オ RAM) VGA 256 色 800X600 256 色 VGA 256 色 800X600 256 色 /640 メ 480 


64K 色 , 他 
サウ ンド 機能 SoundBlaster PRO 互換 | 一 
内 蔵 モ ノ フラ ルス ピー カ 


PCM 録音 ・ 再 生 , FM 音 
サイ ズ Qmm) 228.3X302.9X54.9 296 メ 216X 45 260 メ 210X48 316 ベ 254X59 




















































源 。 ステ レオ スピ ー カ 


バッ テリ デュ ラ セ ル NiMH NiMH Li イオ ン ( 約 1.5 一 4 時 間 ) | NNiMH( 約 1.1 一 1.5/1.6 一 
(駆動 時 間 ) ( 約 3.0 一 5.0 時 間 ) 2.0 時 間 ) 


特徴 光学 式 ト ラッ クボ ー ル , オ | アイ ・ シ ー・ エ ム 社 初 の ノ | ワー プロ と 表 計 算 ソ フト を |CD-ROM ド ライ ブ と TFT 
ン ラ イン ・ チ ュー トリ アル | 一 トバ パソ コン 導入 し た モデ ル (418.000, カラ ー 液 品 を 搭載 し た マル 
の 装備 な を な ど イ ー ズ ・ オ プ ・ 328.000 円 ) も 用意 . チ メ デ ィ デ * ャ カラ ー ゾ メート 


ユー ス 機 能 を 充実 きせ た . パソ コン . 


DOS 6.2/V, Windows 3.1, DOS 6.2, Windows 3.1, 
Lotus Organizer、 オ ン ラ TranXit 1.0 
ギー まま ュー トリ 取 


価格 (円 328.000/398.000/488.000 388.000、 298,000 660.000/560.000 


問い 合わ せ 先 コン パッ ク ・ カ スタ マー セ モ | 内 アイ ・ シ ー・ エ ム 容 06- | 富 本 通 偶 FM イン フォ メ I|NEC パ ソコ ン イ ンプ フォ メ 
ンタ ー 容 0120-101589 350-5701, FAX06-350-| 一 ショ ン サ ービス 容 0120 | 一 ショ ン セ ンタ ー 03- 
5711 -222-015 容 03-3646-0816, | 3452-8000, ィ パソ コン 情報 サ 
価格 / カ タロ グ 請 求 窓 口 | 一 ビス FAX03-3522-9801 
ド AX 043-299-3642 BOX 番号 7014 







































導入 済み ソフ ト DOS 6.2/V, Windows 3.1 | 






























休 SCS-2 カー ド 
HS-MS4/MS4T SC-DV/ISA IFC-NS/ES/VS PCSC- II 


対応 機種 PowerMacintosh9500 | DOS/V 機 PC98, EPSON, DOS/V の ノー 
テス ジジ ターン 


PCMCIA TYPE 1 
NCR 製 53C825 を 採用 .| Future Domain 社 製 . | FAST SCSI-2 対応 、2048 バイ | FAST SCSI-2 対応 。 144 バイ ト の 
FAST WIDE SCSI-2 | FAST SCSI 対応 ト の FIFO バッ ファ 搭載 レジ | FIFEO バッ ファ 内 蔵 . 低 消費 電流 設 
| 対応 ュー ム 機 能 搭載 、 活 線 挿 抜 対応 | 計 (MAX 80 mA)、 活 線 挿 抜 対応 
[価格 。 | 59,800/69.600 _ |16.800 |19.800  。 |21.800 | 


問い 合わ せ 先 | 由 テ クサ イン ター ナシ | 帳 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ | メル コイ ン フ ォ メ ーション セン | 帳 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 新 製品 窓 
ョ ナル コー ポ ボレー ショ | 機器 新 製品 窓口 ター 容 052-619-1827 日 容 0762-60-1024 
ン 容 045-935-2560 会 0762-60-1024 
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人 Bd Talk 7.5.1 


Macintosh 用 SG の 
新 バ ー ジ ョ ン 





今年 1 月 に 発表 きれ た 漢字 Talk 
7.5 を 総合 的 に チュ ー ン アッ プ し , 
操作 性 , 処理 速度 , 信頼 性 を 向上 さ 
せ た だ た ほか, MacTCP, QuickDraw- 
G 多 を パー ジョ ン ア ッ プ 、。 また 特別 
付録 に DirectDialupMail 日 本 語 
の 追加 に より , 遠隔 地 か ら 電 話 回 線 
を 通じ て 電子 メー ル の 送受 信 が 行え 
る よう に な っ た . アッ プ グ レー ドキ 
ッ ト は CD 版 : 24.000 円 , EFD 版 : 
27,000 円 

防 ア デップ ルコ ンピュータ 由 ア ッ プ ル 
の スグ マー ナシ スタ ンス スモ セ シタ ー 
盆 0120-61-5800 


で と と 。 


うみ 
29 ぐら 





7 太一 シン ンタ rc ハン ルン ッッ v。 mm. 


深 子 時 
5 の 1 


ロー タス , スー パー オフ ィ ス 昌 3.1J 
WindOWS 対応 の ビジ ネス ソフ ト 
5 製品 セッ ト の 新 バ パー ジョ ン 





各 ソ フト 間 の 連携 機能 強化 を 図り , 


チー ムコ ン ピ ュ ー テ ィング 環境 の 提 
供 を 目的 と し て いる . 価格 は 98.000 
円 .RK3」 登録 スー ザー は 10,000 円 
で 2 ペー ジョ ン デ テッ プ で きる ほか ロー 
タス 10 周年 記念 キャ ン ペ ー ン 価格 
(30,000 円 ) を 用 意 . ライ セン スパ ッ 
ク , アカ デミ ッ ク パ ッ ク も 同時 に 発 
売 す る .1 パッ ケー ジ /10 ライ セン ス 
それ ぞ れ 47.000/400,000 円 , 40.000 
/230.000 円 . 

ー タ ス , 1-6-3 H2.5J 


DOS ご 版 表 計算 ソフ ト の 
最新 バー ジョ ン 






DOS 6.0 へ の 対応 」。 パフォー マン 
ス を 高め な が ら コ アサ イズ を 縮小 , 
1 パッ ケー ジ 化 に よる イン スト ー ル 
の 改良 な ど , ユー ザー 調査 の 結果 を 
基 に , 200 項目 以上 の 改良 が 加え ら 
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れ て いる . 通常 パッ ケー ジ は 58,000 
円 ,。 バー ジョ ン ア ッ プ 価格 は 10.000 
円 、 ラ イセ ンス パッ ク ,。 アカ デミ ッ 
ク パ ッ ク 。 パ スポート プロ グラ ム も 
用 意 . 

pg ロー タス 帆 イ ン フ ォ メ ーション セ 
ンタ ー 容 03-5496-3111 


マイ クロ ソフ ト , PowerPoint 
fOr De Macintosh 


「slon4.0 
ビ ツ ネス プレ ゼン ツテ ーション ソフ ト 





今回 の Macintosh 版 の 発売 に よ 
り Windows。 Macintosh の 両 プ ラ 
ッ ト フ ォ ー ム が 混在 する オフ ィ ス に 
お いて も 幅広 い デ ー タ の 共有 だ が 可能 
に な る . 従 来 の 680x0 系 機種 . 
PowerMacintosh の いずれ に も 対 
応 、 標準 価格 58.000 円 , 発売 記念 キ 
ーー タダ てこ 25、000 円 アカ デミ ッ 
ク パ パッケージ : 19,800 円 、 ラ イセ ン 
スパ ッ ク 追加 1 ユー ザ 用 /20 ユー 
ザ 用 : 46,400/870.000 円 . 

を マイ クロ ソフ ト 費 イン フォ メー シ 
ョ ン セ ンタ ー 谷 03-5454-2300 





日 本 オラ クル , 
Dracle 7 Workgroup Berver 
Version 7.] 


for Windows 
Oracle 7 Workgraup Server 
for NetWare Version 7.1 





Oracle 7 Workgroup Server 
(OWS) の WindowsNT 3.5 お よび 
NetWare 4 .1 J, 3.12 対応 版 . 新た 
に TCP/IP を サポ ー ト する と と も 
に , NT クラ イア ント の サポ ー ト も 
追加 . WindowsNT 上 で の 使い や す 
さ が 向 上 し た . また , Oracle 
Objects for OLE を 標準 で 装備 し 
て いる の で , VisualBasic や 
VisualC 十 十 。 OLE 2.0 に 対応 し た 
Windows 用 アプ リケーション か ら 





OWS に アク セス が 可能 . 2 ユー ザ 
ー/5 クラ イア ント ・ パ ッ ク : 79.000 
円 。 5/10 パック : 190.000 円 . 
日 本 オラ クル 人 帆 C/S 事業 部 
谷 03-5213-6334, FAX03-5213-6120 


ImageOFFICE fo Tr V1.8 


ドキ ュ メ ント ・ イ メー ジン グ ソ ウト 
Windows パソ コン で 手書き 文書 
な どい ろ い ろ な イメ ー ジ デー タ を 自 
在 に 管理 / 活 用 で きる ソフ ト (3.000 
円 ). イ メー ジス キャ ナ を 接続 し て 個 
人 や 部 門 で の ファ イリ ング シス テム 
と し て 活用 する た め の 「Image- 
OFFICE Personal オプ ショ ン / 
Expert オプ ショ ン V 1.2」(30.000 
/270,000 円 ) も 対応 スキ ャ ナ を 増 や 
し 入力 系 を 強化 し た . 

富士 通 帆 クラ イア ント サー バボ バ 推 進 
本 部 傘 03-3216-9203 


シス テム クォリティ , QFILE V6.0 
IOWS 包 
光 ・ カ ラー ファ イリ ング ソフ ト 
イメ ー ジ スキ ャ ナ か ら 読 み 込ん だ 
一 般 文 書 、 新聞 記事 , 各種 図面 。 カ 
タロ グ な ど を 各種 の 検索 キー を 付け 
て TIFF フ ォ ー マ ッ ト で 光 磁 気 デ 
ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク な ど に 保存 
する ソフ ト (128,000 円 )、 バー ジョ 
ン ア ッ プ に より 同一 キー に よる 画像 
の 連続 保存 が 可能 に な っ た ほか , モ 
ノ ク ロ (2 値 , 256 階 調 )、 カラ ー(16 
色 , 256 色 .、 フルカラー) 対応 の 充 
実 , TWAIN 対応 スキ ャ ナ の サポ ー 
ト , QPAINT で の フル カラ ー 画 像 
の 編集 が 可能 . 
シス テム クォリティ 幌 
信 03-3473-0031. FAX03-3440-0789 
















トラ 投 コ リピ ビュ - う 9 


セキ ュ リ リティ シフ ト 

サ プ デ ィ レ クト リ ま た は ルー ト デ 
ィ レ クト リ の 凍結 / 解 束 を 行う モ キ 
ュ リ ティ ソフ トウ ェ ア (18,000 円 )、 
安全 性 に は 2 重 3 重 対策 が 施さ きれ て 
いる 上 , リカ バリ ー 機 能 も 用 意 . そ 
の ほか ディ レク トリ の 凍結 / 解 凍 , パ 
スワ ー ド の 変更 な どの 履歴 が 記録 さ 
れる の で ディ レク トリ の 使用 状況 が 
一 目 岩 然 と な る . 必要 に 応じ て 個々 
の 実行 ファ イル に パス ワー ド 機 能 を 
つけ る こと も で きる . PC98 シリ ー 
ズ , DOS/V 機 対応 . 

ぁ ( 格 ラン ハー ド 
谷 0559-25-8222 


メガ ソフ ト , STARFAX 
for Windows Ver.4.0 
WindOowS 3.1 対応 
FAX 通信 ソフ トウ ェ ア 

Ver.3.1 の 機能 を 大 幅 に 強化 し た 
FAX ソフ ト (15,000 円 ) で , 主 を 特 
長 は 次 の 通り .DDE 機能 に より 直接 
一 太郎 Ver.6 か ら 送 信 で きる , 住友 
電気 工業 則 の 日 本 語 OCR ソ フト 
「OK READER」(98.000 円 ) の サブ 
セッ ト 版 を 標準 装備 , DOS 用 の 最新 
FAX 通信 ソフ ト 「STARFAX Ver. 
3.0」(DOS/V, PC98 用 ) を 同 梱 し 非 
ウィ ンド ウズ 環境 で も FAX 通信 が 
可能 な ど . 
メガソフト 幌 サ ポー ト セ ンタ ー 
谷 06-386-2043、 FAX06-386-2123 

シス テム ソフ 


sj KN 





スク 日 本 語 版 
WindOwWS 版 子供 用 デス クト ッ プ 
米国 エド マー ク 社 製 の 。 コン ピュ 
ー タ に 不慣れ な 子供 や 家族 専用 の デ 





スク トッ プ (7,800 円 ). 予め 設定 し 
て ある アプ リケーション の み 表 示し , 
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楽し みな が ら コ ンピュータ に 慣れ 親 
し むと 同時 に 基本 的 な 操作 や 機能 を 
完 え られ る ユー ティ リティ 。 

> 格 シス テム ソフ ト イン フォ メー 
ンジ ョ ジモン ター き 092-752-5264 


富士 通 , 
ATLAS for Windows V.0 


英 日 / 日 英 翻訳 ソフ ト 


英 日 ・ 日 英 と も 13 万 5 千 語 の 基本 
辞書 を も つが , 特に パソ コン 用 語 5 
千 語 を 追加 し て お り パ ソコ ン ソ フト 
の マニ ュ ア ル の 翻訳 に 強い . 翻訳 の 
支援 機能 と し て スペ ル チ ェ ッ ク 機 能 , 
訳文 スタ イル 設定 機能 , 訳語 選択 機 
能 な ど を 用 意 . ワー プロ と の 連携 と 
し て 「 一 太郎 Ver6 for Windows」, 
「OASYS/Win」,「Word Ver 5.0, 
Ver 6.0」 の 画面 か ら 翻 訳 機能 を 呼び 
出す こと が で きる . また 文書 ファ イ 
ル 名 を 指定 する だ け で , DOS テキ ス 
ト フ ァイル また は OASYS 文書 を 
最大 10 文書 まで 一 括 し て 翻訳 で き 
る . 英 日 ・ 日 英 と も 58,000 円 (CD- 
ROM 版 , EFD 版 ). 
富士通 ミド ルウ ェ ア 幌 
合 045-471-0282 


ジャ ス 8 
YUMIDAGS 矢 書 1 

読売 新聞 記事 デー タベース 
「YOMIDAS」 で 使用 し て いる 編集 
用 基本 辞書 を 一 太郎 用 に 改良 し た も 
の で , 言葉 の グル ー プ ご と に リー ド 
ター ム (重要 語 : 約 12,000 時 同義 
語 ( 約 10.000 語 ), 狭義 語 , 関連 語 ( 各 
人 
て いる . 一 太郎 Ver 6 に 搭載 され て 
いる 検索 機能 で の 類義語 検索 の 辞書 
に YOMIDAS 辞書 を 使用 する と 強 
力 な 類義語 検索 が 可能 と な る . ジャ 
スト シス テム の 登録 スーザ 向け メー 
ルオ オーダー サー ビス, 8034 円 (税込 
み ). 

み 覆 ジャ スト シス テム イン フォ メ 
ーション セン ダー 

代 0886-52-8555, 傘 03-5412-3939 


ラボ , 
電話 圧 社 還 暴 


中 型 国語 辞典 と し て は 類書 中 最大 








の 7 万 語 を 越え る 見 出し 語 を 収録 し 
た 「 時 文 社 国語 辞典 (第 八 版 ) 」 の デ 
ー タ ベー ス を 基 に パソ コン 上 で 利用 
で きる 電子 辞書 に し た も の で 
Macintosh 版 と Windows 版 が ある 
(12,800 円 ). 主 な 特長 は 同音 語 ・ 同 
意 語 の 使い 分 けが 解説 きれ て いる こ 
と , 豊富 な 類語 が 収録 され て いる こ 
と , 明快 な 語 釈 ・ 的 確 な 用 例 。 作業 
中 の 文章 を その まま 取り 込ん で 検索 
で きる こと , ヒス トリ ー ボ タン を ク 
リッ ク す る と 検索 し た 語句 が 一 覧 表 
ダイ アロ グ に 表示 され る こと な ど . 
z 林 メデ ィ ア ・ ラ ボ 
03-8225-5371 


パー ソナ ル メ ディ ア , 
名 刺 男 ( メ イシ マン ) 


WindOwWS 対応 
名 刺 管理 ソフ トウ ェ ア 

シャ ー フ の 名 刺 読 み 取り 機 と 接続 
し て 名 刺 を 自動 的 に 読み と り , 簡単 
に 検索 , 並べ 替え ん , ラベ ル 印 刷 が 可 
能 な ソフ ト (20,000 円 ). 電子 手帳 ザ 
ウル ス の 名 刺 管 理 と 相互 に ファ イル 
交換 が で きる . また ペイ ント プ ブラシ 
の 絵 を 貼り 込み , 画像 入り の デー タ 
管理 も で きる . 

を パー ソナ ル メ ディ ア 幌 
FAX03-6702-7850, 容 03-5702-7857 
タイ ナラ フ , ロ 

ミア ム 人 
8 プリ ン 
Mac 対 応 の PS フォ ント . 製品 
は , 「DynaFont プレ ミア ム 17 書体 
パッ ク PS プリ ンタ 版 高 解像度 用 
(1201dpi 以上 )」 (168,000 円 ) 
「DynaFont プレ ミア ム 17 書体 パッ 
ク PS ブリ ンタ 版 低 解 像 度 用 (1201 
dpi 以上 ) 」(68.000 円 )「DynaFont 
プレ ミア ム 17 書体 パ ッ ク PS プリ 
ンタ 夕 版 ATM 版 」(12.800 円 ) の 計 3 
製品 。 平成 明 朝 , 平成 ゴシック , 行 
書 な どの 書体 を 含む . 動作 環境 は , 
(8M バ イト 以上 の メモ リ , 漢字 
Talk 7 以降 の シス テム ) 
ダイ ナラ ブ ジ ャ ノ パ ン 幌 
僅 03-5453-8332 





DynaFont 
人 
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レス ・ レ ポー 


〈Tamanna) 


ウイ 





この ウイ ルス は メモ リ に 常駐 し ,COM 型 実 行 フ ァイル と 
EXE 型 実行 ファ イル に 感染 する Tamanna と いう ファ イ 
ルウ イル ス で す . 

この ウイ ルス に 感染 し て いる ファ イル を 実行 する と , ウ 
イル ス が メモ リ の 上 限 に 常駐 し , ファ イル の 実行 を 監視 し 
ます . 常駐 チェ ッ ク を 行っ て いる の で , 重複 し て 常駐 する 
こと は あり ませ ん . 

この ウイ ルス が メモ リ に 常駐 し て いる 状態 で 。 COM 型 , 
EXE 型 の 実行 ファ イル を 実行 する と , 実行 し た ファ イル に 
ウイ ルス が 感 染 し 広がっ て いき ます . 感染 し た ファ イル は 
ファ イル サイ ズ が 1.,857 一 1,872 バイ ト 増 加 し , フ ァイル の 
属性 に 読み 出し 専用 属性 が 付加 され ます . 感染 チェ ッ ク を 
行っ て いる の で 重複 し て 感染 する こと は あり ませ ん . 

この ウイ ルス が メモ リ に 常駐 し て か ら 約 15 分 経過 する 
ご と に 発病 し , 画面 中 央 に 以下 の メッ セー ジ を 表示 し て T 
キー の 入力 を 要求 し ます . 


Wish .. . 
Facts need no recognition 


RM-A silent friend 
DHAKA 


Press T to reconcile with my Wish 


圏 圏 半 
ウイ ルス 長 

























較 圏 
( 小 ) 田 較 「 (大 ) 







P 実行 時 感 ※ 弄 
COM 型 フ ァイル 後部 寄生 型 (COMMAND.COM 









を 合 む ) 
ァ EXE 型 フ ァイル 後部 寄生 型 
y 暗号 型 







昌 メ モリ 常駐 で …・……… 1.872 バイ ト 
ァ COM 型 実 行 フ ァイル …1.857 一 1.872 バイ ト 増 加 
EXE 型 実行 ファ イル …1.857 一 1.872 バイ ト 増 加 


IOS 。 | MS-DOS.IBM-DOS 


OS 
IBM お よび その 互換 機 の 場合 , ウ イル ス が 常駐 し 
















て か ら 約 15 分 ご と に 発病 し て ,。 メッ セー ジ ( 本 文 参 
噌 ) を 表示 し ,。 T キー の 入力 を 要求 する . 





MS-DO0S か ら 08S/?8., MS-Windows(Visual Basic) ま で 対応 する 








ワク チン 入手 先 
〒105 東京 都 港 区 虎ノ門 3-7-2 容 03-3435-1348 
〒420 静岡 県 静岡 市 常盤 町 3-6-11 容 054-252-0085 

株 式 会 社 ジェ ー ド 











T キー が 入力 され る と , 以下 の メッ セー ジ を 表示 し ます . 
OK carry on >> 
ウイ ルス は , 感染 ファ イル 実行 時 に 自分 自身 の ファ イル 
の 先頭 を 調査 し 自分 自身 で 保存 し て いる ファ イル の 先頭 
と 異な っ た 場合 、 フ ァイル の 先頭 を 保存 し て いる も の に 書 
き 換え , 以下 の メッ セー ジ を 表示 し て リブ ー ト し ます . 
File has been modified 
Rebuilding . . . 


Standby while rebooting 

ウイ ルス は 暗号 化 さ れ て いる た め , デバ ッ ガ な ど で 発 病 
文字 列 を 確認 する こと は で きま せん . 

人 ひ 確認 方 法 

感染 の 疑い の ある ファ イル を , 感染 の 疑い の な い マ スタ 
ディ スク に 保存 し て ある ファ イル と 比較 し て , COM 型 , 
EXE 型 フ ァイル 共に , ファ イル サイ ズ が 1.,857 一 1.872 バ 
イト 増加 し て いれ ば , この ウイ ルス に 感染 し て いる 可能 性 
が あり ます . 

IBM お よび その 王 換 機 の 場合 , 15 分 ご と に 前 出 の メッ 
セー ジ が 画面 上 に 表示 され た 場合 。 この ウイ ルス に 感染 し 
て いる と 判断 で きま す . 

価 復旧 方 法 

ます ず , 感染 の 疑い の な い ラ イト プロ テク ト さ れ た シス テ 
ム デ ィ ス ク か ら 起 動 し ます . 

次 に , 感染 ファ イル の 読み 出し 専用 属性 を 解除 し , 感 梁 
ファ イル を DEL コマ ンド て で 削除 し て , マス タ か ら の 再 イ ン 
スト ー ル , まだ た は バッ クア ッ プ か ら の リス ト ア で 復旧 し ま 
9 。 

得 追加 パラ メー タフ ァイル 

スキ ャ ン ワ クチ ン で は , Ver.4 か ら 「 追 加 パ ラメ ー タ 」 に 
よる ウイ ルス の 発見 が で きる よう に な っ て いま す . 以下 の 
リス ト は Tamanna の 追加 パラ メー タフ ァイル で す . エ デ 
ィ タ な ど で て 編集 し ,. スキ ャ ン ワ クチ ン と 同じ ディ レク トリ 
に VAKZIN.APP の 名 前 で セー ブ し て 利用 し て くだ さい . 


Tamanna 

0074H, 8AH, 26H, 35H, 00H, FCH, ACH, 32H, C4H, AAH, E2H, FAH 
03FBH, B8H, 1CH, 25H, BAH, 1FH, 01H, CDH, 21H, B8H, 21H, 25H, BAH, 
85H, 00H, CDH, 21H 

0192H, B8H, 23H, 25H, BAH, 14H, 01H, CDH, 21H, BAH, 16H, 01H, B8H, 
24H 25H, 21H 


ot4Nb07IL KBAMO9M0ON GDI 21H 


L -1857 
L -1857 





実用 HG-dgO 通 信 プ ログ ラム 作成 法 
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7 月 号 の 特集 に つい て > 

自 | 今月 号 の 特集 は , “な ぜ 今 の DOS/V が ある の か "な 
どの 歴史 に つい て 書か れ て お り , 若い (?) 私 に と っ て 
も わか りや すい 内 容 で 興味 深い も の で し た . 少し ずつ 
勉強 し , 早く 貴 誌 の レベ ル に 追い つく よう が ん ば ぼり た 


ゅ いと 思い ます . p で ん ぶん 
目 |16 ビ ッ ト だ 32 ビット だ と 高 性 能 化 に 拍車 が か か 
る 昨今 だ が , 20 年 ぐらい 前 に ミニ コン を 勉強 し な が ら 
4004 や Z80 で ハー ドウ ェ ア を 作り , ロー ダー や モニ タ 
ー の ソフ トウ ェ ア も 自作 し た の が な つか し く 思 えた 。 
ちょ っ と し た 自作 も 半年 か ら 1 年 の 時 間 が か か り , 今 
は 楽に な っ た も の だ と 思う . 牧田 一 雄 
邊 | コ ンピュータ 史 と いう と ,。 エッ カー ト ・ モ ー ク リー 
の 時 代 か ら いき な り Apple II まで 飛ん で し まう 記事 
が 多い の で , 今回 の 特集 は 貴重 どっ た . こう いう ,。 技 
術 者 の 情熱 と 遊び 心 が 伝 わる 記事 を これ か ら も 扱っ て 
ほし い . 牟 吉 田 拓 
目 |15 年 ほ ビ コン ピュ ー タ の ソフ ト 業 界 に 身 を 置い て 
いる が 。 ミニ コン / バ パソ コン の 変遷 喝 に は 詳し く は な 
い 。 今 号 の 特集 は , 技術 動向 を みき わ め る た だ ため に 役 に 
つ .。 ハー ドウ ェ ア の 購入 を 検討 し て いる 現在 。 歴史 
を 知る こと は 必要 か も し れ な い . よい 企画 だ . 
KENZO 
罰 | 今月 号 は 久しぶり の で し た . ト ラコ ン に ふさ わし 
く な い 内 容 だ と 思い ます . 買っ て し まっ て か ら 後 悔 で 
す . 来 月 号 は Windows 用 デバ ドラ で 今月 分 を と りか 
そえ し た いと 思い ます . ノバ パソ コン の 歴史 な ん か 知り た く 
も あり ませ ん . で は 来 月 号 に あい まし ょ う . Delphi 連 
載 ま っ て ます .  M.H 
目 | 今回 の 特集 の 意図 が よく わか ら な い .「 特 集 に つい 
て 」 の と ころ に 書い て ある こと が どれ ほど の 意味 を 持 
つも の な の か 理解 に 苦し む . まあ と も あれ な つか し い 
マシ ン の 名 前 が た くさ ん 出 て き て 楽し か っ た 。 
Object PAL の 記事 は よかっ た . ぜひ 連載 も し て 鈴 
し い . この よう な も の を 取り あげ て くれ る の は トラ コ 
ン く らい な も の だ か ら ネ . 山本 武 
目 | 今月 号 の 特集 に は や や 失望 . 正 直言 っ て パソ コン 変 


想 史 に は 興味 も な いし , 今後 の 役に立つ と も 思え を え ない. 


も う 少 し 後 か ら 読 ん で も 役に立つ よう な 技術 を 絞っ た 
特集 を 読み た い . 騙 オ スギ 
目 | 今回 の 特集 は あの 「 電 子 立国 日 本 」 を ほう ふつ させ 
る よう な 内容 で , 非常 に 面白 か っ た で す . や は り 何 ご 
と も 歴史 を 知る と いう こと は 大 切な こと だ な と 思い ま 
す . > きく りん 
目 | この 時 期 に な ぜ コ ンピュータ 史 な の か , 理解 し が た 
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い . 「 技 術 を 理解 」 に し で は 内 容 が 浅く な いか ? 確か 
に 「2 パ ソン コン 史 」 は まとまっ た 読み 物 は な い . が , 特 
集 を 組む ほど の も の だ ろう か ? (ミニ コン 史 は 面白 か 
っ だ 。10G ほほ どうも した) ya.toshi 
目 | ちょ うど 大 学 で PC9801 の 価格 対 性 能 化 の 推移 に 
つい て 調査 し て いた の で , 今月 号 の 特集 は と て も た め 
に な り ま し た だ た. つい で に DEC や IBM の こと も わか っ 
て 実に 得 し た 気分 で す .  KIYO 
邊 | 今月 は 買う 必要 は な い だ ろ うと 思っ て 本 誌 を 手 に 
取る と , 特集 に 目 を 奪わ ん れ て また 買っ て し まい まし た . 
当方 は 若い 人 達 に 情報 処理 機器 の し くみ を 教え る 機会 
を 与え を られ て いる の で す が , 単行 本 に は 現状 を 伝え る 
も の が な く 本 誌 の 特集 が と て も 役に立っ て いま す .「 窓 
を 開け る と リン ゴ 以 外 の 何 が 見 を える か /」 な ど と いう 
特集 は いか が で し ょ うか . gk し よし まる 
目 | 今月 号 の 特集 は , 自分 の 今 ま で の 仕事 の 歴史 を 見 て 
いる よう で な つか し く 振 り 返 っ て 読ん で み ま し た . ミ 
ニコ ン を 使っ た 自動 倉庫 シス テム も 今 で は パソ コン レ 
ベル で シス テム を 作れ る よう に な り ,。 8 ビッ ト だ っ た 
石 も 今 で は 32,64 ビッ ト と な り コ ンピュータ の 世界 の 
進歩 は 早い と 思い ます . 後ろ を 振り 返り な が ら も 取り 
残さ れ な いよ う 頑 張り ます . p BC 十 ? 
自 | 7 月 号 の 特集 は (ひさ びさ に ) す ご く よ か っ た (と い 
う か, 私 に も 関係 が あっ た と いう か …).。 が , その 他 の 
記事 は , Win 関連 ば か り で , ほとん ど 使 える も の が な 
か っ た だ た. … 時 代 が Win に 向かっ て いる か ら , 仕方 は な 
いと いそ ば そう な の だ が ….。 し か し , カナ シミ が と ま 
ら な い …。 うう 。 n 字 が キタ ナイ 
自 | 昨年 大 学 で いじ っ て いた 機体 が PDP-11 だ っ た . 
マニ ュ ア ル な ど を 見 つつ や っ て た が , 知ら な い 規 格 で 
ある Unibus や 言語 な ど が 出 て き て , 教祖 に 開い て も 
よく 知ら な いと の こと だ っ だ . 今回 の 特集 で や っ と 当 
時 の 製品 概要 を 理解 し 得 て う れ し い . Siro 
邊 |「 知 っ て お きた い ミ ニコ ン / パ ソコ ン 変 遷 史 」 を 読み 
まし た が , 私 が 疑問 に 思っ て いる こと に 関し て は 記述 
され て いま せん で し た だ . 私 以外 に も 疑問 に 思っ て いる 
人 は いる と 思い ます . 疑 問 点 :「 な ぜ デ スク トッ プ の ノ パ 
ソコ ン の 葉 体 は ホワ イト 系 で ,。 ノ フート タ イプ の ノノ パソコ 
ン の 筐 体 は ダ ゲー ク 系 ( プ ブラック ) の 色 な の で し ょ うか ? 
室井 英 久 
邊 | ちょ っ と 前 まで 286 が 最速 . な ん て 思っ て いた だ たら, 
SR6 だ の フツ パワー PC や の っ て で 。 ず ざ ゆい ぜ ず ね 、 これ は 4 
ビッ ト や 8 ビッ ト の ソフ ト 開 発 を する 私 に と っ て も , 
アセ ン ブ ル 時 間 の 短縮 と いう あり が た い 影 響 を 与え て 
と し まま し 5。 ちこ. あ で 206 オ デラ テッ と か 使っ で いる 
CPU で 1 マシ ン サ イク ル の 時 間 て 正確 に わか る ん で 
し よ ょ すか? か 4bit の 心 
< く その他 の ご 意見 > 
目 |5 月 号 の AT 組み 立て 記事 に 対し て , 軟弱 だ と か , 
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3 日 で 読み 切れ る ほど 簡単 だ っ た と か いう 読者 か ら 反 
応 が あり ます が , 私 は あれ で 良かっ だ た と 思う . 何しろ 
資料 / リ ファ レン ス と し て し っ か り し て いる し , 私 は そ 
の だ た め に トラ コン を 買っ て いる の だ か ら 。 で も マゾ な 


読者 も 多い な と 感心 し た . 匠 徳田 献 一 
邊 |「From U.S.A. ① 英 語 の 発音 は 将 し い 」(7 月 号 p. 
139) を 読ん で , 「 そ の と お り / そ の と お り /」 と 領 く 私 
で す が , 開発 の 現場 で 良く 使わ れる 大 き な 大 間違い ( 発 
音 に つい て ) を ちょ っ と 紹介 し ます . length [1gn(k)6] 
な の に 「 れ ん ぐす 」 と 呼ぶ よし, width [wid9] は 「 わ い 
ず 」 と 読ん だ り , 極め つけ は Mac の フォ ント 名 で 
Geneva [dsinva| を 「 ジ ェ ノ バ 」 と 読ん で イタ リア 
の 都市 名 に し て いた りす る ん で す よ 。 牟 牧 和 寛 
目 | Windows Programming FAQ に つい て で す が , 
Visual Basic か ら Windows API を 使う 場合 参考 に な 
り ま す / Visual C 十 十 け で な く , Visual Basic で 
利用 する 場合 で の 解説 も あれ ば も っ と いい の に … グ ク 

店 立 橋 良彦 
目 | LISP の 記事 を 読ん で , LISP の ソフ ト を 買い まし 
だ (TUTScheme) . LISP が で きる と OS な どの シス テ 


投稿 募集 の お 願い 
本 誌 で は , 読者 の 皆さん が 作成 され た ブロ グラ ム な ど を 募 
集 し て いま す . も し , プロ グラ ム な ど を 発表 し た いと 思わ れ た 


な ら , 貴 非 と も 本 誌 編集 部 まで ご 連絡 くだ さい . 
お 手紙 で も , 電話 (03-5395-@124) で も , NIFTY-Serve を 
使っ た メー ル (|D 番 号 : HBG01366) で も , 何で も OK で す . 





ム プ ログ ラミ ング の も セ 介 只 が 身 に つく と 聞い て 使っ て 
みた だ たく な っ だ ただ. 今 ま で BASIC, C, Fortran, MASM 
を 使っ て いま し た が , それ ら の 説明 の シン ボル が 
LISP を 使っ そい る こと が ね わ も か っ で て 学 碧 し た く な りき まき 
5 束 騙 J. TAKADA 
邊 | MS ACCESS の プロ グラ ミン グ 特 集 を お 願い し ま 
す . Visual Basic の 記事 は あり ます が , ACCESS は ま 
だ で す . 書店 に も 入門 シリ ー ズ の み で , 適当 な も の が 
あり ませ ん . 店 蔵 衛門 
自 | 普段, Excel を 使っ て いて も , 簡単 な グラ フ と 計算 
し か や ら な いで , ほとん ど マ クロ な ど つ か わな いけ ど 
…。 数 回 の VBA の 連載 を 読ん で いて , 何 か 興 味 が わい 
て き て , ちょ っ と 勉強 を 始め まし た . これ か ら も , 具 
体 的 な 例 を た くさ ん の せ て が ん ば っ て くだ さい . 

匠 服部 彰人 
自 | 今年 に 入っ て か ら の 「Excel 5.0 の VBA 活用 マニ 
ュ ア ル 」 連 載 を 毎号 期待 し て いま す . VBA で 自動 化 を 
する チョ ッ と し た こと が あっ だ た の で す が , 15 イン チ 
(私 の 会 社 で の PC) で 作っ た も の が , 17 イン チ デ ィ ス 
プレ イ の PC 上 で 動か す と , ペー ジ 当 た りら の 行 数 が 狂 


本 誌 掲載 プロ グラ ム を 利用 され る 方 へ の お 願い 
本 誌 掲載 ブログ ラム に は すべ て 著作 権 が あり ます . 個人 で 
利用 され る 場合 以外 は 著作 権 者 の 承諾 が 必要 で す . また , 掲 
載 プ ログ ラム を 使用 し て 生じ た トラ ブル 等 に つい て は , C ロ 
出版 費 な ら び に 著作 権 者 は 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 く 


こさ ざい . 





C モニ ター プレ ゼン トド (7 月 号 ) 当選 者 
① まい と 一 く Ver.3 [ 帆 イ ンタ ー ソ フト 提供 ] 
東山 梨 郡 ・ 河 符 和 人 
読者 プレ ゼン ト ( 7 月 号 ) 当選 者 
⑧ Compadq 社 特製 アナ ログ 時 計 
尼崎 市 ・ 宮 部 敬司 
Netlmage 社 特製 ボロ シャ ッ ツ 
府中 市 ・ 荒 井 信明 
ロロ -HOM プレ ゼン ト ( 7 月 号 ) 当選 者 


廊 OS/2 mate 
国分 寺 市 ・ 山 本 光 人 
衣 Blowfish OS/2 
習志野 市 ・ 稲 垣 勝 良 
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ひ 1995 年 8 月 号 
p.62 左 1 5 0000 一 OO000 : 007F の 割り 込み ベク タ 
の 領域 
p.64 < 図 4-7 (b)> 内 「 同 じ し ペ ー ジ テー ブル を 示し て い 
る 」 の 下 側 の 矢印 を 朱色 網 か け 部 に 移動 
p.69 < 図 5-1> 内 Win386_Startup_info_Struc (SIS) 
SIS_Reference Data 
| バイ ト 数 は 2 一 | バイ ト 数 は 4 
IES : BX| の 矢印 を アド レス 2 の 
[モグ メン ト | オ フ モ セッ ト | へ 移動 
| 次 の SIS| の 矢印 の 始点 を アド レス +@ の 
へ 移動 
p.85 左 1 7 夫 6h : sendbIlk 〔 ブ ロッ ク 送 信 )〕 
p.86 < 図 3-2> 内 (a) 送信 レジ スタ 空 割 り 込み 処理 
p.88 右 !, 1 坦 モ デム ステ ー タ ス 割 り 込み 処理 
p.94 右 1 8 G.W.Johnson 
p.96 右 ! 3 scroll 
p.99 座 参 考 文献 容 内 (6⑥).(9) G.W.Johnson 
p.109 右 † 2 hs DiagCross 
p.150 應 引用 文献 六 
(1) DT Network System Guide Version 4 .4, Inter- 
SyStems Corporation (1993) 
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い ,。 ブリ ント 時 に ズレ て 出力 され て し まい ます . 扇 因 
は 何で し ょ うか ? 匠 山田 伸明 
目 | HPES や NTES の 内 部 構造 を 知り た い の で す が , 
解説 を お 願い 致し ます . 
それ と , 今月 号 は 「 ち ょ っ と 息抜き 」 と いう 感じ で 
し だ た だ. で も 連載 が な か っ た だ たら 買 わな か っ た か も ? 
鹿田 勝行 
邊 | 三 つ の O が 付く ソフ ト が 気 に な っ て いま す . それ 
は , Oberon, Occam, OS-9(000) で , マ ル チ メ ディ ア 時 
代 に お いて これ ら の 実力 は ジャ スト フィ ッ ト す る と 思 
う の で す が , 世間 で は 顔 の 良い (GUI) ソ フト し か も て 
は や され て いな い . さみし い 限 り で す …. 都倉 有 美 
邊 | DOS/V の PRN が 紙切れ な どの 検出 を 行う の は 当 
だ た り 前 だ と 思っ て いま し た . PC-DOS で は 紙切れ 検出 


通信 販売 の 送料 変更 に つい て 

8 月 | 日 ( 火 ) 当社 到着 分 の 通信 販売 より , 送料 を ご 購入 金 
額 別 の 送料 荷造 り 費 に 変更 させ て いた だ きま す の で , あし か 
ら ず ご 了承 願い ます . 詳細 に つき まし て は , 緑 の 頁 「 出 版 案 
内 14 頁 」 に 記載 し て あり ます の で , ご 覧 くだ さい . 


年 間 予 約 購読 を 受け 付け て いま す 


トラ 技 コ ンピュータ の 年 間 予 約 購読 が で きま す . ご 希望 の 
万 は , CQ 出版 社 販売 部 まで , また は 本 誌 の アン ケー ト は が 
さき を 使っ て お 申し 込み くだ さい . 折り 返し 振り 替え 用 紙 を お 
送り し ます . 購読 料 は 送料 消費 税込 み で 1 年 間 10.360 円 で す . 


バッ ク ナ ン 人 バ の お 知ら せ 
トラ 技 コ ンピュータ の バッ ク ナ ン バ が 入手 で きま す . ご 希 
望 の 方 は 。 お 近く の 書店 ある い は ロロ 出版 社 販売 部 (住所 は 


ディ スク 句 布 の 申し 込み 先 こ 同じ で す ) ま で お 申し 込み くだ 
さい . 





な お , 今月 号 の ディ スク サー ビス の 受け 付け 期限 は 
1996 年 1 月 末 と し ます . 


< 送り 先 > 
定 ん 
東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 
CQ 出 版 


FD サー ビス 人 係 行 





















思 ディ スク 頒布 の お 知ら せ 
( 受 回 は 1995 年 7 月 号 こ 8 月 号 , 


本 誌 1995 年 9 月 号 で 掲載 し た プロ グラ ム の ソー スリ スト を フロ ッ ピ で 頒布 し ます . た だ し , 市 販 の 
言語 処理 ソー ス な ど に は すべ て 著作 権 が あり ます の で 一 緒 に 頒布 で きま せん . コン パイ ラ な どの 処理 
系 は 読者 自身 が ご 用 意 く だ さき さい. また, ソー スリ スト も 読者 の 入力 の 手間 を 省く こと が 主 な 目的 で す の で , プロ グラ ム 
上 の バグ や 本 誌 に 掲載 し た 内 容 以上 の 質問 に は 応じ し られ な いこ と が あり ます の で ご 耳 承 く だ さい . 同 デ ィ ス ク に は 1995 年 
7 月 号 お よび 1995 年 8 月 号 の 掲載 プロ グラ ム , トラ コン Information お よび トラ コン ・ デ ー タ ベー ス の 最新 版 も 入っ て いま 
す . ご 希望 の 方 は 現金 書留 か 定額 小 為 替 で 代金 3.000 円 (送料 ・ 税 込み ) と 下記 の 申し 込み 書 の コピ ー (手書き, ワー プロ で も 
可 ) を CQ 出版 帆 デ ザイ ン ウ ェ ー ブ まで お 送り くだ さい . な お , 頒布 メデ ィ ア は MS-DOS フォ ー マ ッ ト の 3 お / 5 オッ シッ チ 
2HD で す 〔 申 し 込み 書 に どちら か を チェ ッ ク し て くだ さい . 指定 が な い 場 合 は 3.5 イ ンチ 2HD(PC98 用 ) を お 送り し ます 〕、. 


金 申し 込み 書 | TC9509 | 


は し な いん で すか ? で 聞こ の 程度 の こと な ら ユ ー テ 
ィ リ ティ を 作れ ば 簡単 に 対処 で きま す よ ク 10 行 プ ロ 
グラ ム に ちょ うど 良い テー マ じ ゃ な いで すか .。 
麻由 美 
邊 |「GNU C/C 十 十 Compiler で マス ター する OS/2 
プログ ラミ ング 」 を 毎号 楽し み に し て いま す . そこ で 
質問 で す が , GNU C/C 十 二 Compiler に は デバ ッ が と 
いう の は ある の で し ょ うか ? も し 存在 する な ら デ ババ 
ッ グ の 方 法 も 解説 を お 願い し ます . 匠 issy 
目 | 記事 の 掲載 方 法 に つい て 一 言 . 文章 と 図表 の 関連 を 
あま り 考 應 せ ず , た だ 紙面 の 空い て いる スペ ー ス に 詰 
め 込 を で いる よう に 思え ます . 文章 と それ に 関連 する 
図 ・ 表 を 同一 ペー ジ に , で きれ ば , 横 に な ら べ べ て 掲載 
し て でき %9 匠 和栗 輝久 雄 
邊 | 日 本 の 雑誌 で 見 か ける こと は めった に な い Amiga. 
ドイ ツ で 製造 が 再開 され る そう で す が , ああ いう 面白 
い マ シン に は も っ と 普及 し て ほし い . 日 本 に 入っ て き 
だ た ら 買 うか も (A500 ユー ザー. あ , 今 使 っ て な いや ). 
BIMBO 
邊 | 貴社 発行 の エレ クト ロニ クス 関係 の 雑誌 を いろ い 
ろ と 購入 し まし た . 中 で も 「 ア デー カイ プ 」 と いう 。 ちあ 
ょ っ と カタ メ の コン ピュ ー タ 関係 の 本 が 気に入り まし 
だ 。 い つの 間 に か 消え まし た ね / トラ 技 コ ンピュータ 
も そう な っ て し まう の か と 気 に な っ て し か た が あり ま 
せん . が ん ば っ て くだ さい . 臣 その他 1 名 
申 | と て も な つか し か っ た で す . 
誰か 教え て くだ さい . お 願い し ます . FAXMODEM 
か ら フ ァ ッ クス へ 送信 する テク ニッ ク を ク また その 
産 も . ファ ックス 側 で エラ ー が 出 て 送信 側 チ ェ ッ ク を 
と 表示 され る .G3 に 対応 で きる と マニ ュ ア ル に 書い て 
ある が ? > Jara 


1995 年 9 月 号 の 内 容 は ニフティ サー ブ の FDEVICE 
フォ ー ラ ム に アッ プ し て あり ます . 


9 月 号 の 内 容 ) 


















く ト ラ 技 コン ピュ ー タ 1995 年 
9 月 号 デ ォ ネス ク ・ サ ービス > 
IPC98| 3.5[] 5[] | 
LLBM| 3.5[] 5[] | 






* 資 料 請求 で 会 員 に 登録 され て いる 方 は 会 員 番号 を ご 記入 くだ さい . 
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昨年 末 か ら 本 格 化 し た 32 ビッ トゲ ー ム マシ ン の 開発 競 
争 も , ソニ ー の PlayStation, セガ の サタ ー ン と も に わずか 
半年 あま り で 100 万 台 規 模 の 市 場 を 作っ た と いう か ら , こ 
の 不景気 な 世の中 に あっ て , 数 少な ぃ い 景気 の よい 話 に な っ 
て いる . 

私 の 研究 室 で も , これ ら が 発売 され た その 日 か ら 学 生 諸 
君 が 持 ち 込ん で 「 評 価 」 を 行っ て いた . な る ほど , 確か に 
胡 い . や は り , 専用 グラ フィ クス エン ジン を 搭載 し た 専用 
アー キテ クチ ャ だ か ら と 言わ れる と, 妙 に 納得 させ られ て 
し まう の で ある . さす が に , 普通 の PC で は こう は 行く まい 
と 皿 っ て いた 。 

と ころ が , 世の中 に は まだ まだ 凄い ソフ ト が ある も の で , 
普通 の IBM PC で フル グラ フィ クス , それ も 毎秒 30 コマ 
で 動い て し まう フラ イト シミ ュ レ ー タ や 完全 テク スチ ャ マ 
ッ ピ ング され た 3 次 元 戦闘 ゲー ム な ん て いう も の も ある と 
いう . 

それ で も , ゲー ム 事 情 通 の 学生 に 言わ せる と , それ は 普 
通 の こと だ と あっ さり 言わ れ て し まう が , そう 言わ れる と 
世 の コ ンピュータ グラ フィ クス の 専門 家 諸 子 は ちょ っ と 困 
っ て し まう の で ある 。 

だ っ て 。 パー チャ ルリ アリ ティ だ ゼ だ の, り リデル タイ ムシ ミ 
ュ レ ーション だ の と いっ て , 慕 大 な 予算 を 使っ て いる 理由 
の 一 つた だ た, PC や 通常 の ワー クス テー ショ ン で は リア ル タ 
イム グラ フィ クス が 実現 で き な い 。 だ か ら グ ラフ ィ ク スス 
ー パ ー コ ンピュータ 5 千 万 円 也 が 必要 だ と いう こと に な っ 
て いる の だ か ら 。. 

と は いっ て も , 別に PC が た いし た も の で は な く て , リア 
リティ エン ジン だ か ら 凄 いと いう 訳 で は な く , 最終 的 に 画 
像 と し て 見 えた た と き に どれ だ け の 差 が ある の か と いう こと 
に 尽き る は ず で ある . 

それ は それ で よい . し か し , どう し て た か が PC で , 菩 は 
グラ フィ クス エン ジン が な けれ ば で き な か っ た よう な 高速 
レン ダリ ング が で きる よう に な っ て し まっ た の か , と いう 
素朴 な 疑問 は 全く 解決 し て いな い . 

去年 ,DOOM と いう 戦闘 ゲー ム の グラ フィ クス で か な り 
イン パク ト を 受け た が , まあ , あれ くら い 手 を 抜け ば で き 
な いこ と も な いか な と 考え て いた . と は いう も の の 自分 で 
それ 級 の ソフ ト を 作っ て みた わけ で は な い の で , で きる か 
どう か の 自信 は いま 一 つ で あっ た . 

それ を 忘れ か け て 1 年 ほど 経っ て し まっ た が , ここ に 
Commanche"" Maximum Overkill 補 と いう 空中 戦 シ ミュ 
レー タ の ゲー ム ソ フ ト が ある の だ が , この スペ ッ ク を 見 て 
再び 慢 然 と し た .。 この ソフ ト の レン ダリ ング スペ ッ ク は , 
フル テク スチ ャ マッ ピン グ で 1/30 秒 当 た り 48,144 要素 を 
処理 する と いう . 
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コン ピュ ー テ ィング ・ エ ッ セ イ 
TV ゲー ム を あな どる な か れ 





北海 道 大 学 遇 本 強 





ちょ っ と ま て . それ な ら 1 秒 で は 144 万 要素 に な る で は 
な いか 。 シリ コン グラ フィ クス が 誇る リア リティ エン ジン 
だ っ て 100 万 ポリ ゴン 毎秒 な の で ある . 


Voxel Space(pat.pending) と いう 特別 な が アル ゴリ ズム 
を 使う と 説明 書 に は 書い て ある が , どう すれ ば 100 万 要素 
以上 の 処理 が 66 MHz の 486 CPU 1 個 で 出来 て し まう の 
か …・. 

私 も 大 学 で コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 講義 を 持っ て 
いる が , これ が 144 万 有 要素 を 1 秒間 に 処理 で きる 理由 を 説 
明 で き な い の が 悲し い . 説明 で き な い と いう の は , いわ ゆ 
る 教科 書 に 解説 され て いる オー ソ ド ッ クス な 手法 で は で き 
そう も な いと いう こと で , 実際 に で き て いる の だ か ら 方 法 
は ある は ず で ある . 

この ゲー ム , 実際 に や っ て いる と ころ を 見 せ て も ら っ た 
が , 多少 絵 は 荒 いも の の 毎秒 30 フレ ー ム を 生成 で き て いる 
よう に 見 える . も ちろ ん 音 付き で . た だ , 注意 深く 画面 を 
みる と 独 得 の 癖 の ある 画像 で 、 まっ と うな レン ダリ ング を 
し て いな いこ と だ け は 確か らし い . 

と ころ で , 日 本 が 弱い と 言わ れる ソフ ト 業 界 に お いて , 
ゲー ム 業 界 だ け は 例外 的 に 世界 的 に 高い シェ ア を 誇る 分 野 
で ある . そし て , この 業界 に は いわ め ゆる 一 流 大 学 を 優秀 な 
成績 で 卒業 し た 学生 が 「 行 か な い 」 分 野 と し て も 知ら れ て 
い る. 

確か に , ゲー ム 開 発 に は 知識 や 経験 より も セン ス と ユニ 
ー ク な アイ デア が 重要 だ と 言わ れる か ら , し っ か り 教 育 さ 
れ だ た 人 より も 人 と 違っ た キャ リア を 持っ て いる 人 の ほう が 
よい と 言う の も わか る . し か し , 私 が いま 敬い て いる の は , 
この ゲー ム ソ フ ト に 組み 込ま れ て いる グラ フィ クス エン ジ 
ンジ の パフ プ ォ ー マ ン ス な の で あっ て 。 ゲー ム の アイ デア で は 
な い の で ある . 

思う に , 中 途 半 端 に まっ と うな 理論 教育 を 受け た 優等 生 
が リア ル タ イ ム 3 次元 ゲー ム の 開発 に 取り 掛か る と , まず 
高速 レン ダリ ング , すなわち ZZ バッ ファ ある い は プラ イオ 
リティ 法 と いう 図式 が で て くる. 

そし て , 与え られ た CPU の 速度 か ら レ ンダ リン グ 速 度 
を 見 積もり , これ で は ゲー ム に な ら な いと な り , 開発 を 断 
念 する . 見 通し が よ す ぎる の も 考え も の で ある . 

産 に 、 そ ん な こと を 知ら な い ア ウト ロー は 既製 概念 の 枠 
に と ら わ れ な いか ら , と き に は デー タ や シミ ュ レ ーション 
空間 に 制限 を 加え て 妥協 で きる 点 を 見 つけ て し まう の か も 
し れ な い . 時 と し て , 教科 書 に は 書か れ て いな い , 理論 的 
に は 欠陥 だ どら け の 方 法 を 編み 出し て くる の で は な い だ ろ う 
か . 

こう な る と , 大 学 の 教育 , 特に CG の 教育 は どの 程度 社会 
の 役に立っ て いる の か と て も 不安 に な っ て くる . 
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あな た の プロ グ 





字句 / 構 文 解 析 の 原理 か ら 生 成 コ ー ド の 最適 化 ま で 


作り な が ら 学 ぶ コ ン バ イ ラ / イ ンタ プリ タ 
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PA アル 





清 口 政光 著 B5 判 


た ツー ル が 使わ れ ま す . 






た EEE2DE ン EE や お 
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cUB 奥 3.5 イ ンチ 8DD FD 付 き 予価 3.500 円 
プロ グラ ム 開 発 に は , コン パイ ラ / イ ンタ プリ タ と いっ た 


これ 


ら の ツー ル を た だ 使う だ け で な く , その 根本 原理 を 理解 し て お く こ と で , プロ グラ ム 
開発 は , より 効果 的 に 行え ます . 本 書 は , Quiok 0 伴 人 
し た コン パイ ラ を 。, 字句 / 構 文 解析 , 最適 化 , コード 生成 な どの フェ ー ズ ご と に 。, 
と ソー ス ・ コ ー ド を 満載 し て 解説 し た 実用 書 で す (添付 ディ スク に は ソー ス 実行 形式 
ファ イル が 入っ て いま す ). コン パイ ラ の 動作 原理 を 理解 で きる うえ に , コン パイ ラ 
自作 の た め の 知識 も 得 ら れ ま す . 加え て , HOM 化 対応 / イ ンタ プリ タ / ク ロス ・ コ ン 
バイ ラ へ の 拡張 方 法 も , 紹介 し ます . 各 章 末 に は , 理解 を 助け る た め の 練 習 問題 や サ 
ンプ ル ・ プ ログ ラム な ども 載せ まし た 


第 1 章 コン パイ ラ 作 成 の 基礎 


- コン パイ ラ を 学ぶ に あたっ て コン バイ ラ を 作成 する た 


め の 基 盤 


第 2 章 コン パイ ラ の 作成 


設計 方 針 と 構造 ノコ ン パ イラ の 作成 アア デバッグ 支援 情報 
の 出力 プク ロー ズ 処 理 プ コン パイ ル 例 プラ イプ ラリ の 作り 方 
第 3 章 ROM 化 対応 の 技術 と イン タプ リタ / ク ロス ・ コ 


ン バ パイ ラ へ の 拡張 


ROM 化 対応 プイ ンタ プリ タ へ の 機能 拡張 プク ロス ・ コ ン 


パイ ラ へ の 機能 拡張 





パル コブ ッ ク セ ンタ ー 二 貴 堂 札幌 市 
紀伊 國 屋 書店 札幌 店 札幌 市 


旭屋 書店 札幌 店 札幌 市 
金 港 堂 本 店 仙台 市 
金 港 堂 ブ ッ ク セ ンタ ー 仙台 市 
高山 書店 仙台 市 
アイ エ 駅 前 店 仙台 市 
加賀 谷 書店 本 店 秋田 市 
東北 書店 郡山 市 
鹿島 ブッ クセ ンタ ー 

ヤマ ニ 書 房 

川又 書店 駅 前 店 水戸 市 
武石 書店 本 店 勝田 市 
燃 平 党 前 橋 市 
高 貯 守 田 書店 高崎 市 
ナカ ムラ ヤ 太田 市 
須原 屋 本 店 浦和 市 
ブッ クセ ンタ ー 押 田 大 宮 市 
芳 林 堂 書店 所 沢 店 所 沢 市 
キディ ラ ンド 千葉 店 千葉 市 


スカ イプ ラ ザ 浅 野 書店 柚 市 
市 新星 営 カル チェ 5 柏 店 柚 市 


1-g14-g30] 
0l-g31-g131 
中 -@41-3007 
UPe-Z65-652] 
UPe-ZC3-0979 
U 可 - ど 63-1511 
0ee-Z64-0718 
UIB8-38-3085 
UP49-38-0379 


いわ き 市 0U46-P8-g96P 
いわ き 市 46-g3-348B] 


0g88-31- 有 I08 
UP96-73-1218 
087@-Z9-1811 
073-63-5110 
0e76-6-Z0H] 
048-86-538] 
048-64/-3141 
049-65-5355 
043-e5-60]1 
0471-64-6040 
04/1-64-855] 


三省 堂 書店 神田 本 店 千代田 区 03-3933-3316-5 


書泉 グラ ン デ 
明正 堂 書店 
万 世 書 房 
電波 堂 書店 


千代 田 区 03-3895-0011 
千代 田 区 03-3857-0758 
千代 田 区 03-3855-0605 
千代 田 区 03-3855-8539 


フォ オッ クス ・ ザ ・ コ ンピュータ 館 千代 田 区 3-5856-3]11 


材 ブ ッ ク タ ワー 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 中 央 区 
東大 生協 本 郷 書籍 部 文京 区 
三省 堂 書店 新宿 店 新宿 区 


CCG 出 版 村 





千代 田 区 03-5896-005] 


03-36BI-776D 
03-3811-5407 
03-3343-4871 





到 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1 


次 圏 


第 4 章 イン タプ リタ の 基盤 


理 


第 5 章 コー ド 生 成 


イン タプ リタ と コン パイ ラ の 物 徴 ノ イ ンタ プリ タ の 原 


イン タプ リタ の コー ド 生 成 プ コー ド 生 成 の 道具 立て ノン デ 
バッ ガ と 大 規模 イン タプ リタ へ の 拡張 法 
第 6 章 コン パイ ラン イン タプ リタ の プロ グラ ミン グ 


イン デン テー ショ ング 動作 環境 ノ 開 発 環境 添付 ソフ ト 


ログ ラム の 作成 手順 プ / エ ラー・ メ ッ セ ー ジ 


紀伊 國 屋 書店 本 店 新宿 区 
アク ト ・ ブ ックス サン カマ タ 店 大 田 区 


栄 松堂 蒲田 店 大 田 区 
大 盛 堂 書店 谷 区 
紀伊 國 屋 書店 渋谷 店 渋谷 区 
旭屋 書店 池袋 店 豊島 区 
リブ プロ 池袋 店 豊島 区 
芳 林 堂 書店 池袋 店 豊島 区 


03-3354-0131 
03-3735-155] 
03-3731-884] 
03-3463-0511 
03-3463-3g4] 
03-3986-0311 
03-5998-6993 
03-384-110] 


くま ざわ 書店 八王子 店 八王子 市 0486-95-180] 


オリ オン 書店 ルミ ネ 店 立川 市 


04g5-87-311 


バル コブ ッ ク セ ンタ ダー 吉祥 寺 武蔵 野市 04PP-]-BIPp 


久美 堂 小田 急 店 町 田 市 
久美 堂 東急 人 ハン ズ 店 町 田 市 
有隣堂 西口 トー ヨー 店 横浜 市 
有隣堂 東 ロ ルミ ネ 店 横浜 市 
有隣堂 本 店 横浜 市 
文教 堂 書店 新横浜 駅 店 横浜 市 


有隣堂 戸塚 店 横浜 市 
有隣堂 BE 店 川崎 市 
文教 堂 書店 小杉 店 川崎 市 
文教 堂 ブ ッ ク セ ンタ ー 川上 市 
住吉 書房 登戸 店 川崎 市 
有隣堂 藤沢 店 藤沢 市 
文教 堂 書 店 中 央 林間 店 横浜 市 
有隣堂 厚木 店 厚木 市 
紀伊 國 屋 書店 新潟 店 新潟 市 
清明 堂 書店 昌 山 市 
うつ の みや 本 店 金沢 市 
平安 堂 長野 店 長野 市 
負 林 堂 書店 松本 市 
目 由 書 房 岐阜 市 
浜松 谷 島屋 浜松 市 


-14-2 販売 
出版 案内 


ーー 
の 】 = 


] 


04@7-83-7088 
04@7-Z8-77g 
045-311-6865 
045-453-0811 
045-@6]-1831 
045-474-3535 
045-8BI-666] 
044-8O0-6831 
044-/11-0018 
044-81-0063 
044-93e-1000 
0466-86-1411 
0466-75-4165 
0468-3-4]11 


0e5-Z41-58B]. 


0764-64-4166 
0768-34-8111 
Ue62-66-4545 
UP63-38-5340 
058e-65-430] 
053-453-9181 


マル サン 書店 宝塚 店 
星野 書店 近鉄 店 
三省 堂 書店 名 古屋 店 
丸善 書店 名 古屋 店 
三洋 堂 書店 上 前 津 店 


精 文 館 書店 


:※ シ ェ ト ワ 白 揚 


暖 々 堂 京 宝 店 


アバ ン テ ィ ブ ッ ク セ ンタ ー 
通 々 堂 Version99 
り 忌 ピロ テク ノラ ンド 
紀伊 國 屋 書店 梅田 店 


旭屋 書店 本 店 


オー ム 社 書店 大 阪 店 
通 々 堂 書店 心斎橋 店 
ヒビ バリ ヤ 書 店 本 社 


三 和書 店 


ジュ ンク 堂 三 宮 店 


新興 書房 


紀伊 國 屋 書店 岡山 店 
丸善 シン フォ ニー ビル 店 
紀伊 國 屋 書店 広島 店 


冊 文 館 本 通 店 
宮脇 書店 


金 高 堂 書店 本 店 


ナガ リ 書 店 


井筒 屋 ブ ッ ク セ ンタ ー 
紀伊 國 屋 書店 福岡 店 
紀伊 國 屋 書店 熊本 店 

リブ プロ よし か わ 


be(05DSSSSS74P 


上 記 の 書籍 を は じ め , O ロ 出版 社 の 新刊 を 展示 ・ 販 売 し て いま す 


沼津 市 0559-63-0350 


ウェ アノ ライ ブラ リン コン パイ ラノ イン タプ ブリ タ 実 行 プ 








名 古屋 市 056-58]-4796 
名 古屋 市 056-568-0077 
名 古屋 市 059-66]-895] 
名 古屋 市 058-51-B334 


豊橋 市 


0538-54-g345 


日 市 市 593-54-0]71 


京都 市 
京都 市 
大 阪 市 
大 阪 市 
大 阪 市 
大 阪 市 
大 阪 市 
大 阪 市 


075-Zg3-1003 
075-68e-503] 
0B-353-4011 
06-634-1811 
06-378-5B1 
06-313-1191 
06-345-0641 
05-Z51-0BB] 


東大 阪 市 06-7P8-]1g1 


尼崎 市 
神戸 市 
姫路 市 
岡山 市 
岡山 市 
広島 市 
広島 市 
高松 市 
高知 市 


0B-413-1118 

07B-398-100I 
0796-85-3344 
086-g38-34]1 
0B6-G33-4640 
08P-895-3236 
08-646-958] 
0878-51-3733 
0B88-6-01B] 


北九州 市 093-581-1044 
北九州 市 093-643-5580 


福岡 市 
熊本 市 
大 分 市 


U8-/g1-7755 
096-3e6-5531 
0975-56-6691 


| 振替 00100-7-10665 





皆様 の ご 要望 に 応え て , エ レク トロ ニク ス ・ 
セミ ナー を 開講 し て いま す . 学校 で 一 応 の 
交 強 は し て きた けれ ど , まだ 電子 回 路 に ご どう も 
な じ め な い 方 , 技術 系 だ けれ どこ こ で 電子 


お すす めし ます . また エレ クト ロ 
ニク ス に は ほとん ど ご 前 れ て い 







新しい 技術 力 強 化 プロ グラ ム 


レン トロ ニク ス ・ セ ミナ ー 


多加 刊 到 身 弘 急 . 甘 


CQ 出 版 社 で は , エレ クト ロニ クス 技術 者 の 用 ジ 













標準 は ど 日 間 コ ー ス 
(テー マ に よっ て は 日 間 コ ー ス も あ 
り ま す ) 
第 | 時限: mlI0 : 00 一 11 : 30 

(昼食 ) 
第 時 限 : 叫 ] : 00 一 6: 30 
第 3 時限 : 忠 3 : 00 一 4 : 30 
交流 会 ・ ] 日 目 の 叩 4 : 30 一 6 : 00 
専用 セミ ナー 会 場 ( り 巣鴨 駅 , 都営 地 
下 鉄 三田 線 巣 鴨 駅 か ら 徒 歩 分 炭 七 
ビル 内 ) 
4 名 (定員 に な り 次 第 締め 切ら せ て い 
た だ きま す ) 


に 役立つ 多く の 実務 書籍 を 発行 
し て いま す が , 昨年 か ら 読 者 の NN 


回 路 の 常識 を マス ター し た い 方 な ど ご に 
SS 





な か っ た と いう 方 に も 気軽 SNS 38.000 円 (日 間 コ ー ス の 場合 ) (テキ 
に 参加 し て いた だ ける よう きき END し ミー ティ ング 代 。 消 
配慮 し て あり ます . き ' 


第 19 回 「 光 デバ イス の 使い 方 徹底 研究 」 


一 情報 化 社 会 で 活躍 する 光 素 子 を マス ター する 


開催 日 1995 年 日 月 31 日 ( 木 ) 一 日 月 1 日 ( 金 ) 日 間 参加 費 38.0D0 円 申込 締切 日 日 月 55 昌 
講 師 片山 貴雄 氏 , 高橋 望 氏 ( 自 東 芝 光 半 導体 応用 技術 部 ) 


情報 化 社会 と いわ れる 現代 で , 光 に 関連 する 半導体 素子 は , 光 エ レク トロ ニク ス 技 術 の 中 心 デ バイ ス と し て 多く の 
場面 で 活躍 し て いま す . と くに 高 信頼 度 表示 技術 ,」 デ ー タ 伝送 な ど に 出番 が ふえ て いま す . 

この セミ ナー で は 光 デ バ イス の 基礎 知識 か ら 使い 方 の 注意 点 や 応用 回 路 ま で を , 経験 豊富 な トッ プ 技 術 者 が わか り 
や すく 説明 し ます . 

次 世代 の 情報 伝送 技術 , 表示 技術 の 中 心 と な る 光 デ バ イス の 世界 に 足 を 踏み いれ て み ま せ ん か . 

① 可 視 光 LED ラ ンプ と 7 セグ メン ト LED ④ フ ォ ト ・ イ ンタ ラプ タ 

②LED ド ッ ト マ トリ ックス ・ デ ィ イス プレ ー ⑤⑥ フ ォ ト ・ カ プラ と フォ ト ・ リ レー 

③ 赤 外線 受光 ・ 発 光 素 子 ⑥ 光 伝送 デバ イス 


第 60 回 「 個 別 半 導体 デバ イス 活用 法 の すべ て 」 


ーー トラ ンジ スタ FET, ダイ オー ド の 実用 回 路 マ スタ ー 


開催 日 1995 年 月 g1 日 ( 木 ) 一 日 ( 金 ) 日 間 参加 費 38,.00O 円 申込 締切 日 月 11 晶 
講 師 青木 英彦 氏 ( 自 東 芝 半導体 シス テム 技術 セン ター LGI 技 術 第 ] 部 ) 


電子 回 路 に は | ビ , L8| が 多く 使わ れ て いま す が , その 周囲 で は 必ず 個別 半導体 が 重要 な 働き を を し て いま す . | で は 
実現 で き な い 多く の 機能 ( 定 電圧 , 整流 , 発光 , 保護 な ど ) の ほか , IO の 分 担 する 領域 以外 で の 低 雑 音 , 高周波 , 高 
電力 な どの 分 野 は まさ に 個別 半導体 の 独壇場 で す . 

個別 半導体 を うまく 使い こなす と , | を 使っ た 回 路 の 最高 性 能 が 発揮 で きま す . また 個別 半導体 の 動作 を 知る こと 
に よっ て , | ロ , LI の 特性 の 理解 も さら に 進み ます . この チャ ンス に 個別 半導体 回 路 を マス ター し まし ょ う . 

① い ろ い ろ な 個別 半導体 素子 と その 特徴 ⑤ ト ラン ジス タ 1 . 小 信号 (汎用 ) トラ ンジ スタ 

② ダ イオ ー ド 1 . 小 信号 用 (汎用 ダイ オー ド ⑥ ト ラン ジス タ 2 . パワ ー・ ト ラン ジス タ 

③ ダ イオ ー ド 2 . 整流 用 ダイ オー ド ⑦FET 

④ ダ イオ ー ド 3 . 定 電圧 ダイ オー ド , LED 





史上 ロ 3 


出版 案内 


27 の 電電 ーー 


第 回 「 エ レク トロ ニク ス の 世界 へ どう ぞ 」 
ーー フレ ッ シ ャ ー ズ の た め の 電 子 工学 講座 


開催 日 1995 年 10 月 王 日 ( 木 ) 一 量 日 ( 金 ) 日 間 参加 費 38,0O 有 0 円 申込 締切 日 月 g8 日 
講 師 吉本 猛夫 氏 ( 帆 ケ ン ウ ッ ド エン ジニ アリ ング 技師 長 ) 


16 まさ CC 06 

エレ クト ロニ クス の 技術 進歩 が あま り に 速い た め に , エレ クト ロニ クス の 基本 的 な 技術 を 習得 する チャ ンス が 減っ 
て いま す . と くに , これ か ら エ レク トロ ニク ス の 世界 へ 入っ て いこ うと する 新人 や , 他 の 分 野 の 人 々 に と っ て は , 適 
切な ガイ ド が 極め て 少な く な っ て いま す . エレ クト ロニ クス の 全体 は 見 え に く い ほ ど 大 きい の で す が , この セミ ナー 
で 取り 扱う 分 野 を 理解 すれ ば , 基礎 体力 が 充分 身 に つき ます . 電気 の こと は わか っ て いる と 思っ て いて も , 常識 と は 
違っ た 意外 な 落と し 穴 も あり ます . セミ ナー で は こう いう “うっ か り ミ ス ” し や すい 知識 も て いね い に 取 り 上 げ ま す . 



















① 電 子 回 路 の 基礎 の 基礎 ④ 実 用 回 路 オ ン パ レー ド 
② ト ラン ジス タ の 基本 的 な 使い 方 ⑤ 通 信 技 術 と 電源 の 利用 
③IC, LSI の 選択 か ら 応 用 まで ⑥ 回 路 部 品 と 電子 機器 の 組み 立て 







第 GE 回 「 電 源 回 路 設 計 の 基礎 」 (人 5) 


開催 日 1985 年 10 月 g6 日 ( 木 ) 一 7 日 ( 金 ) 日 間 参加 費 38,.00O 円 申込 締切 日 10 月 16 日 
講 師 佐藤 守男 氏 (大 平 電子 帳 代表 取締 役 社長 ) 


エル テス で 力 だ めし し て み ま せ ん か や 

る エル テス と は …ELTES (Electronics Technology Evaluation System) は この セミ ナー の た め に 
特別 に 開発 され た 比較 式 エ レク トロ ニク ス 技 術 力 測定 シス テム で す . 

@5U 問 の 4 択 式 質問 に 40 分 で (レベ ル ] の 場合 ) 答え て いた だ き , 六 つ の 部 門 (基礎 と 部 品 , 半導体 , アナ ログ 回 路 , 
ディ ジタル 回 路 , コン ピュ ー タ , 実装 ) で の それ ぞ れ の 得点 を いく つか の 業界 の トッ プ 技 術 者 の 得点 と 比較 し ます . 
ご 自分 が どの 分 野 に 強い の か , 同業 他社 の 技術 者 と 比べ て どう か を 客観 的 に 知る 良い チャ ンス で す . 希望 者 の み 測定 
し ます (P 日 目 の 昼食 後 )、 測定 結果 は , ご 自身 に , ご 希望 な ら ば 会 社 に も お 知ら せ し ま す . 










セミ ナー に 参加 ご 希望 の 方 は 下 の 申 込 「!/U 東京 都島 区 挟 暗 |-14 


可 CQ 出 版 株 式 会 社内 
書 に 記入 し 。 FAX で, ある い は コピ | As 
ー を 右記 まで 郵送 し て くだ さい . エレ ンド ロー クベ ・ 必 ポ ナ ゴ 草 隊 間 
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参加 費 請求 先 社 L」 本 人 


氏名 所 属 (FAX ) 
] 人 ゲ に た で の ES 全 全 | 


エル テス (技術 力 測定 ) に つい て [| ] 参加 し て みた い | ] 上 司 に 知ら せ て も よい 
得点 を 知ら せ て も よい 上 司 の 所 属 , お 名 前 
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ブロ グラ ミン グ 書 法衣 
ae 7 予価 2 .500 円 
本 書 は , プロ グラ ム の 開発 者 が 再 利用 し や すい プロ グラ ム を 作る に は どう すべ きか を 理由 
を 目的 と し て いま す . 
ク と し て も 利用 で きる と 思い ます . 読者 は , 言語 の プロ グラ ム 作 成 に 慣れ て いる こと を 想 
すい プロ グラ ム を 作る に は / 第 4 章 ANSI 準 拠 コ ン パ イラ 間 の 流通 /K&R と ANSI 間 の 流通 
手軽 に . か つ ス ピー ディ に 役立つ じ プ ログ ラム を 作成 する た め の ノ ウ ハ ウ を 養う 実践 書 で す . hellIO WOrId を 卒業 し , 次 な る 書 を 求 


TRY COWPUTING BOOKS ブロ 
花沢 満 共 著 
和佐 野 析 天 
移植 性 の 高い プロ グラ ム を 書く た め に 変形 
TSBN4-7898-3532-4 
と と も に 示し た 実践 書 で す . すなわち , 再 利 用 し や すい プロ グラ ム を 作成 する た め に , コー 
ディ ング の 前 に 考慮 すべ き 事 項 と , 再 利 用 し や すい 〇 プロ グラ ミン グ 作 法 を 読者 に 示す こと 
読者 層 と し て は , 初級 / 中 級 プ ログ ラマ や 学生 の テキ スト , ある い は 補助 教材 と し て 使用 
され る こと を 想定 し て いま す . また , プロ グラ ム の 開発 を 外部 に 発注 する と き の ハ ンド ブッ 
定 し て いま す の で , 経験 の 深い プロ グラ マ に も 有益 で ある と 確信 し て いま す . 
< 内 容 > 第 1 章 プロ グラ ム の 流通 と は 第 2 章 C プ ログ ラム の 流通 を 阻む も の 第 3 章 流通 し や 
に よる 実践 的 プロ グラ 2 好評 発売 中 土井 滋 貴 著 
ず 日 巳 変形 判 40 頁 定価 2,90I 円 
MA わか る CC 言 斉 計 TSBN4-/7898-3533- の 
め る 初級 者 に と っ て , 格好 の テキ スト に な る よう に 書か れ て いま す . た と えば , デー タ 6 構造 や アル ゴリ ズム を 学ぶ 必要 の ある と ころ で 
も , プロ グラ ム の 動作 を 理解 する こと に より , 自然 に それ ら を 身 に つけ て いく こと が で きる よう に 構成 され て いま す , 
















や さ し い グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の た め の テ クニ ッ ク 集 実行 し な が ら 学 ぶ 


マッ クツ 避 デザ イン DOS ユ ー ザ の た め の UNIX ム m 品 


濱田 功 志 著 120 頁 定価 2,800 円 堀内 泰輔 / 不 破 泰 共著 中 村 八 束 監修 264 頁 3.5'2DDFD 付 
ISBN4-7898-3537-5 定価 2,800 円 SBN4-7898-3547-2 


先進 の か な 漢字 変換 を つか いこ な す た め に ANSI 〇 の 標準 関数 の 詳細 と 使い 方 


WX 1I-Wing.1 活 用 法 言語 実践 ブロ グラ ミン グ 入 門 


石渡 演 其 著 170 具 定価 2,100 円 大 吐 広 幸 著 226 真 5'2HDFD 付 定価 2.800 円 
ISBN4-7898-3538-3 ISBN4-7898-3548-0 


実行 し な が ら 学 ぶ 技術 者 の た め の 


DO ユーザ の た め の UNIX ら ステ ム 電 騙 ) | HBO PASCAL 活用 法 


堀内 泰輔 / 不 破 泰 / 佐 谷野 敏 晴 共著 中 村 和 八束 監修 中 野 正 次 著 228 頁 5'"2HDFD 付 定価 2,700 円 
264 頁 定価 2.600 円 3.5'2DDFD 付 ISBN4-7898-3539-1 ISBN4-7898-3549-9 


MS-DOS か ら 0S/8.MS-WindOwS(VISual Basic) まで 対応 する A-D/D-A 変 換 と パラ レル 入出 力 拡張 ボー ド で 構築 する 


実用 HG-632C 通信 ブロ グラ ム 作 成 法 | パソ コン に よる 計測 ・ 制 御 の 実践 入門 
POC98.FMR, B16,. IBM PO/AT 対応 トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 216 頁 定価 1.900 円 
横田 秀次 郎 著 230 貞 定価 2.500 円 SBN4-7898-3540-5 ISBN4-7898-3550-2 


表 計算 ソフ ト を 使っ た 科学 技術 分 野 へ の アプ ロー チ 高校 物理 ・ 数 学 の 演習 か ら 問 題 解決 まで 


LOtuS 1-6-3 に よる 理工 系 シミ ュ レ ーション 人 門 | パソ コン に よる 数 式 処理 リフ ト 活 用 法 


目 田 昭 司 / 井 上 祥 史 / 伊 藤 敏 共著 216 具 5'2HDFD 付 定価 2,900 円 | 昌 田 昭 司 / 井 上 祥 史 / 伊 藤 敏 共著 200 頁 定価 2,400 幅 
1SBN4-7898-3541-3 ISBN4-7898-3535-9 


DSP と リア ル タ イ ム 信 号 処理 の 基礎 か ら 応 用 まで ViSual C 十 十 と Brland ロ 十 十 に よる 


ディ ジタル 信号 処理 プロ グラ ミン グ 入 門 | は じ め て の WindOws プロ グラ ミン グ 


三 上 直樹 著 240 頁 定価 2,800 円 沖 充 弘 著 198 頁 定価 2,200 円 
ISBN4-7898-3545-6 ISBN4-7898-3536-7 


マニ ュ ア ル を 越え た デー タベース 言語 の プロ グラ ミン グ ・ ノ ウ ハ ウ BIDSB か ら フ ァイル 転送 , 通信 プロ トコ ル の 作成 まで 


技術 者 の た め の dBASE 活 用 法 | パソ コン 通信 プロ グラ ム の すべ て 


丹羽 一 夫 著 296 頁 3.5'2DD FD 付 定価 3.000 円 由 本 正英 著 216 真 定価 2.900 円 
ISBN4-7898-3546-4 ISBN4-7898-3534-0 
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既刊 < て 5 5 ま 形 好評 発売 中 | 


トラ 技 コ JE ュ - 別冊 5 半 
fm 語 の 基礎 と 応用 力 を 養う ! 


桐山 清 著 
日 選 判 96 買 定価 8.400 円 
1 5 馬 3.5 イ ンチ 8DD FD 付 き 


本 書 で は , 〇 プロ グラ マ に 必要 な 基本 知識 を 網 維 し て いま す . 基本 知 
識 の 解説 に は 実例 を 提示 し , 実際 に プロ グラ ム を 動か し な が ら 読 ん で い 
く こ と が で きる よう に 構成 され て いま す . また , 言語 を 学ぶ 人 だ け で 
は な く , 教え る 人 に も 役立つ よう に 基本 知識 の 理解 度 を 確認 する た め の 
問題 を 各 章 末 に 掲載 し て いま す . 〇 言語 の テキ スト に は , 基礎 事項 を 綱 
座 し た だ け の も の と 応用 プロ グラ ム の 作り 方 だ け の も の と いう 二 つ の カ 
テ ゴ リ が あり ます が , 本 書 は その 両方 を カバ ー し て いま す . 的 確 な 解説 
で まとめ た の 入 門 書 こと し て も っ と も 優れ た 1 冊 で す . 





第 1 章 : は じ め に / 第 2 章 : デー タ 型 ・ 式 ・ 文 ・ 型 変換 第 3 章 : 
演算 子 ・ 優 先 順位 と 結合 規則 第 4 章 : コン ソー ル 入 出力 第 5 章 
: プリ プロ セッ サン 第 6 章 : 制御 構造 第 7 章 : 関数 ・ 変 数 ・ 通 用 
範囲 第 8 章 : 配列 / 第 9 章 : ボイン タ 変 数 第 10 章 : 構造 体 ・ ビ 


ッ ト フ ィ ー ル ド ノ 第 11 章 : 共用 体 ・ 列 挙 型 ・ ユ テー ザ 定義 の デー タ 型 
第 12 章 : ファ イル 処理 





好評 発売 中 
MS-D08 基 本 プロ グラ ミン グ 第 7 集 中 島 信 行 著 日 5 変形 判 
MS-D0 非 公開 機能 と ユー ティ リティ の 作成 法 TP 
MS-D08S 基 本 プロ グラ ミン グ 第 選集 大 貫 広 幸 著 5 変形 判 
X8B6 プ ロ テ ク トモ ー ド ・ プ ログ ラミ ング 00。 いこ まま 
MS-D05 基 本 プロ グラ ミン グ 第 王 集 トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 日 5 変形 判 
PC98 ユ ー テ ィ リ ティ の 作り 方 ー。、 ISBN4。2006*3857cX 
MS-D08S 基 本 プロ グラ ミン グ 第 4 集 互 野 恭 治 著 日 5 変形 判 
基礎 か ら 始 め る QuickBAGSIO 活 用 法 。 SBN47898-3656-1 
MS-DO8 基 本 プロ グラ ミン グ 第 集 相沢 一 石 著 日 5 変形 判 
PC98 ア セン ブラ ・ プ ログ ラミ ング 入門 こい 提 N2008 和 0 
MS-D08 基 本 プロ グラ ミン グ 第 どど 集 トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 日 5 変形 判 
PC9801 の 割り 込み と 日 10 活用 法 = ISBN4-7006。85 析 :X 
M5-D08S 基 本 プロ グラ ミン グ 第 1 集 トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 日 5 変形 判 
PC9801 グ ラフ ィ ッ クス ・ プ ログ ラミ ング SBN 人 98.354-3 
POC98, MacC, DO8S/ ツ 用 ハー ド ・ デ ィ ス ク 導 入 時 の 虎の巻 トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 B5 判 
95 ハー ド ・ デ ィ ス ク 活 用 人 ハンドブック APe 
PO の 歴史 。 ハー ドウ ェ ア , ソフ トウ ェ ア の すべ て を 知り つく す トラ 技 コ ンピュータ 編集 部 編 B5 判 
95 IBM PC && DO8/V 活 用 ハン ドブ ッ ク 滞 iM 
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ビ ギ ナ ・ ノ ー ト ・ シ リー ズ 好評 発売 中 
電子 制御 ガソリン 噴射 の 基礎 か ら 。 
コン ピュ ユー タタ の 製作 まで 


電子 制御 エン ジン の 基礎 ・ 応 用 
浅原 宏 著 A5 判 160 頁 定価 2.100 円 


最近 の 自動 車 は エレ クト ロニ クス で 走っ て いる と いっ て も 過言 で は な い ほ 
ど 電 子 制御 化 が すす ん で いま す . その 核 と な る の は エン ジン の 電子 制御 技術 で 
し ょ う . 本 書 は , 含ま で ベー ル に 包ま れ て いた その 技術 を , 実例 を 示し な が ら 
わか りや すく 説明 し ます . また , RS-232-C と イン ター フェ ー ス や 学習 機能 を 失 
載 し た 独自 の エン ジン ・ コ ント ロー ル ・ コ ンピュータ を 製作 し , 具体 的 な 制御 
技術 を 解説 し ます . 





電子 制御 エン ジン の 
の 基礎 応用 


電子 制御 ガン リン 到 射 の 基 結 か ら 
コン ピュ ー タ の 製作 まで 












第 1 部 電子 制御 ガソリン 噴射 の 基礎 
第 1 章 電子 制御 が ガソリン 噴射 の 基本 概念 第 2 章 電子 制御 が ソリ ン 噴 射 の 種類 ノ 第 3 意 構成 部 品 

移 4 章 燃料 噴射 時 間 の 算出 第 5 章 点火 時 期 制 御 / 第 6 章 アイ ドル ・ ス ピー ド ・ コ ント ロー ル ノ 第 7 音 
故障 に 対す る 備え 第 8 章 その ほか の 制御 第 9 章 地球 に 優し い 自動 車 を めざし て 

第 2 部 EFI コ ンピュータ の 製作 

第 10 章 基本 構想 プ 第 11 章 ハー ドウ ェ ア ノ 第 12 章 ソフ トウ ェ ア ノ 第 13 章 セッ ティ ング ノ 第 14 童 あれ 
これ 作っ た も の (アナ ログ 式 サ プ コ ン , エン ジン ・ パ ワー 測定 器 な ど ) ノ 資料 集 : 各社 クラ ンク 角 セ ン サ の 出 
力 波 形 












高周波 回 路 の 設計 ・ 製 作 TH 

定価 2,100 円 
久 回 路 設 計 の 基礎 か ら 実 用 回 路 の 設計 まで ISBN4-7898-3065-9 
本 書 は トラ ンジ スタ 技術 で "90 年 5 月 号 か ら 連 載 さ れ た 「 実 験 で 学ぶ 高周波 回 路 」 を , 単行 本 用 に 全面 的 に 書き 改め 
た も の で す . 高周波 回 路 を 身 に 付け る に は , 頭 の 中 の トレ ー ニ ング だ け で は だ めで , 自作 の 経験 度 が -- 番 も の を 
本 有 信 栓 回 褒 が な 高 因 波 用 5 沖 生 スッ まで を まま 作り し て いま ます 上 作 の 件 宙 が 
ービス 


ビ A も あり ます の 
BA 人 湯山 俊夫 著 A5 判 292 頁 
ディジ タル 回 路 の 設計 ・ 製 作 定価 2,200 円 
氏 製 作 の 基本 か ら ホ ビー・ 実 用 回 路 の 設計 まで SBN4-7898-3064-0 
本 書 は , ディ ジタル 回 路 の 設計 と 製作 を 基礎 か ら 解 説 し た ディ ジタル 回 路 の 入門 書 で す 。 前 半 の 基礎 編 に お いて 
ディ ジタル 回 路 製 作 の 基本 を 詳細 に 解説 し て いま す . また 後半 の 製作 編 で は まず 平易 なみ ディ ジタル 回 路 の 製作 を 
行い 。 し だ い に 本 格 的 な 回 路 設 計 に 入っ て いき ます . 


ディ ジタル 回 路 テ イク オフ 指南 7『 記 
念 回 路 設 計 を 越え た セン ス を 身 に つけ よう ISBN4-7898-3062-4 


最近 は ノイ ズ 対 策 や 実装 技術 を 身 に つけ な いと 確実 な ディ ジタル 回 路 を 構成 で き な い 時 代 に な っ て きま し た . 本 
書 は そん な ノウ ハウ と いわ れ て いる 部 分 を や さ し く 解説 し て いま す . 


上 
アナ ログ 回 路 の 設計 ・ 製 作 

定価 1.700 円 
久 現 実 的 な 回 路 の 作り 方 と 実際 の 設計 法 ISBN4-7898-3061-6 
本 書 は これ か ら ア ナ ロ グ 回 路 を 学 ぼ うと する 人 た ちの 入門 書 で す . 基礎 編 で は , 製作 技術 や OP ア ンプ '.。 トラ ン 
ジス タ , ダイ オー ド な どの 使い 方 を 紹介 し , 製作 編 で は , パワ ー・ ア ンプ , 電源 回 路 な ど を 製作 し な が ら そ の 設 
計 課 程 を 詳し く 解 説 し て いき ます . 


セン サ 応 用 回 路 の 設計 ・ 製 作 ” 。 守 価 700 


人 の 実戦 の た め の 応 用 ノウ ハウ を 身 に つけ よう ISBN4-7898-3063-2 
座 書 で は 作っ て 学べ る 本 " を めざし まじ た .。 し た が っ て 。 各 や ン サ に つい て , セン サ の 概要 を 説明 し た の ち , 
つぎ に も っ と も 基本 的 な 回 路 を 紹介 し て , 最後 に 実用 的 な 回 路 を 設計 する よう な 構成 に し まし た . 
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_ ハー ドウ ェ ア 設 計 入門 


長谷 川 裕 蒸 著 A5 判 36 頁 定価 P,300U 円 ISBN4-7898-3287-2 
お 待た せ 致 し まし た . 日 本 人 著者 に よる 初 の VHDL 


入門 書 を お 届け し ます . VHDL 基 本 構 多 
本 書 は 平易 な 言葉 で 書か れ て お り , 容易 に 理解 する プロ セス 区 
こと が で きま す . そし て , VHDL に よる 記述 例 を 数 多 カウ ワシ ンタ 8308 所 を シシ ミュ レー ショ ン 
〈 収録 し 、 入門 者 か ら 上 級 者 まで , 読者 の スキ ル に 合 ーー な 洒 プ と が グン 
っ た 読み 方 が で きる よう 構成 され て いま す . 初心 者 は が ただ 還 ダラ (た 
VHDL の 入門 書 と し て , 中 級 者 は HDL プロ グラ ミン グ VHDL に よる 回 路 設計 
の スタ イル 教本 と し て , 上 級 者 は すぐ に 使え る 回 路 記 ' RTL 記 述 の 注意 点 と 高度 な 法 
述 集 と し て 役立て で る こと が で きま す . 文法 一 覧 
また だ - 付 舞 と もじ で VHDDU デ プロ グラ ミン テング に た すき わ 定義 済め み アトリビュート 一 覧 
る 方 々 の 参考 と な る よう , VHDL の 参照 用 資料 も た く VHDL パ ッ ケ ー ジ で ・ フ ァイル 


さん 収録 し て あり ます . VHDL に よる 設計 の ハン ドブ VHDL 用 語 対訳 集 
ッ ク グ と し て ご 活用 くだ さい 、. 


PIE に よる 電子 回 路 設 計 入門 ポー ル W・ ト ゥ ネン ガ 著 / 松 本 敏之 訳 





喘 


























回 路 シ ミュ レー タタ PSpice を 100 光 活用 し よう < 在庫 僅少 > A5 判 44 頁 定価 5.00 円 ISBN4-7898-3299-6 
ハー ド 設 計 ワ ン ラ ンク ・ ア ッ プ 旦 津 明仁 
部 品 の 使い 方 か ら シ ステ ム 設 計 の 考え 方 ま で A5 判 386 貢 定価 5.300 円 ISBN4-7898-3289-9 
PPICE に よる ロビ アン プ 回 踏 の 設計 岡村 閉 夫 著 
〇 OP ア ンプ の 動作 が も う ひ と まわ の 深く わか る A5 判 56 貢 定価 5.00 円 ISBN4-7898-3290-2 」 
アナ ログ |I ビ の 機能 回 中 設計 入 門 青木 英 ェ 著 
回 路 ヤ ミュ レー タマ SPICE を 使っ だ |C 設 計 法 A5 判 844 貢 定価 5.B00 円 ISBN4-7898-3291-0 
らら ロロ I ビ EE に よる トラ ンジ スタ 回路 の 設計 岡村 政夫 著 
新 世 代 設 計 技 術 と デバ イス ・ モ デリ ング A5 判 g1 貢 定価 ].900 円 ISBN4-7898-3292-9 
AE で 学ぶ ビア ンプ 回 踏 入門 苗 手 英彦 著 
実験 で は 見 れ な い 特 性 を シミ ュ レ ー タ で 見 る A5 判 824 貢 定価 P.300 円 ISBN4-7898-3293-7 
パソ コン で 学ぶ 自動 制御 の 応用 学 宮崎 誠一 / 宮 崎 仁 共著 
モー タ 制 御 み から アド バン スト 制御 まで を 実験 する A5 判 592 貢 定価 .00 円 ISBN4-7898-3294-5 
バ ソ コン で 学ぶ 自動 制御 の 実用 学 宮崎 誠一 宮崎 仁 共著 
PID 制御 / デ ィ ジ タル 制御 技術 を 基礎 か ら 実 験 する A5 判 56 貢 定価 5.00 円 ISBN4-7898-3297-X 
デー 夕 伝送 技術 実用 ノウ ハウ の すべ て 宮崎 誠一 著 
RS232C か ら 高 速 化 / 距 離 を 延ばす 技術 まで A5 判 344 貢 定価 P.500 円 ISBN4-7898-3296-1 
新 ・ オ シロ スコ ー プ 測定 技術 の すべ で て 高橋 徹 編著 
ディ ジマ タル / マ イコ ン 回 路 か ら 高 速 ・ 広 帯域 回 路 ま で A5 判 336 頁 定価 5.300 円 ISBN4-7898-3298-8 
ロロ ICE に よる シミ ュ レ ー タ 夕 新 活用 法 岡村 下 夫 著 
AN プ 75 ン を 使っ だ 新 世代 設計 技術 マス ツリ ング A5 判 20Z 貢 定価 ] .800 円 ISBN4-7898-3295-3 
わか る 電子 計測 技術 安孫子 健一 著 
疑問 の 解決 と 未知 の 分 野 に お ける 創造 へ の 手がかり の A5 判 94 頁 定価 2.700 円 ISBN4-7898-3288-0 
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- を 利用 する た め の VBX の 作成 方 法 に つい て 解説 し まし た . 全 ソ ー ス & 実 行 フ ァイル が , 付属 の フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク に 収録 きれ て いま す 





PE か 


Eee 

バ ソ コン に よる ISGDN 通 信 

aa 一 | 
ISDN 通 信 回 線 の 利用 と 推奨 版 API に よる プロ グラ ミン グ 

多賀 直久 ( 勉 テ レコ ム 高 度 利用 推進 セン ター・ 監 修 ) 日 5 判 804 買 定価 2,100 円 

今や パソ コン も ネッ トワ ー ク に 接続 され る の が あたり まえ の 時 代 に な りつ つ あ ーー 2 イ - ワ フェ ス 
り ま す . ネッ トワ ー ク と いえ ば LAN を 思い 浮か べ ま す が , LAN の 敷設 され て い パリ コソ ビ よ る IGTN: 拓 依 NR 
な い 遠 隔 地 と の デー タ 転 送 を し た いこ と も 少な く あ り ま せん . また , イン ター ネ は op 
ッ ト と 結び た い 人 も 少な く な いで し ょ う . この と き , 一 般 公衆 回 線 十 モデ ム よ り 
も 高速 伝送 が 可能 な 「IGDN 公 衆 回 線 」 を 使用 すれ ば , 64kDpDS で ディ ジタル ・ 
デー タ 伝 送 が 行え ます . すでに , ISDN 公 衆 回 線 は 。 全国 の ほとん どの 主要 都市 
に お いて サー ビス 運用 が され て お り , その 料金 体系 も , 従来 の 電話 用 公衆 回 線 と 
あま り 変 わり ませ ん . 

本 書 は , パソ コン に よる ISDN 通 信 を 行う た め の ハ ンド ブッ ク で す . ISDN の 
基本 を 示し た あと , ISDN 通 信 に 必要 な 機器 や ソフ ト を 紹介 し な が ら , ISBDN を 
使用 し た シス テム 構築 に つい て , 実例 を あげ な が ら 解 説 し て いま す . と くに ., 市 
販 さ れ て いる パソ コン 用 ISBDN ソ フト の ほとん ご ど は , FHAPI-A と いう API( ソ 
フト ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス ) を 使用 し て いま す が , この FHAPI-A に つい て も くわ 
し く 解 説 し て いま す . 











IF セレ クシ ョ ン 好評 発売 中 
MS-DOS デ ィ ス ク 管 理 技法 中 島 信行 甘 B5 判 208 頁 5"2HDFD 付 定価 2.500 円 
ブロ ッ ク ・ デ バイ ス ・ ド ライ ババ 作成 か ら デ ィ ス ク 管 理 メ カニ ズム の 解析 まで ISBN4-7898-3515-4 


MSDOS の 未 公開 ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル の 分 析 を し た あと , その 機能 を 活用 し て ディ スク 用 の デバ イス ・ ド ライ バ の 作成 法 を 探り . 後半 で ., 
DOS の ディ スク 管理 の メカ ニズム の 解析 と その 関連 ス ユー ティ リティ を 作成 し ます . 紹介 し た ユー ティ リティ の 全 ソ ー ス と 実行 形式 ファ イル を 収納 し 
た FD 付 き . 


C に よる メモ リ 管 理 技法 中 島 信 行 甘 B5 判 224 綱 5"2HDFD 付 定価 2.500 円 
MS-DOS 上 で TSRH プ ログ ラム & く デバ イス ・ ド ライ バ を 作成 する ISBN4-7898-3487-5 


本 書 で は , 常駐 プロ グラ ム を C で 書く ノウ ハウ を 徹底 的 に 解説 し まし た . また 。, 実例 と し て 実用 ユー ティ リティ の ソー ス も 多数 示し て いま す . 
(MSC5.1/6.0, TurboC2.0, TurboC+, 一 部 LSI C86 ver3.20 に 対応 ) 


REI 
MS-DOS 完 全 活用 法 中 島 信 行 著 B5 判 224 綱 5"2HDFD 付 定価 2.500 円 
DOS 起 動 原理 か ら ユ ー テ ィ リ ティ 作成 まで ISBN4-7898-3485-9 


まず , MSDOS や プロ グラ ム が どの よう な メカ ニズム で 起動 する か を 探り つぎ に 各 シ ステ ム ・ フ ァイル の 機能 を 解析 し . アセ ンプ ラ や C 言 語 を 使 
っ て , 機能 活用 の ユー ティ リティ を 多数 作成 し ます . さら に , パソ コン が 用 意 す る ROM BIOS に つい て . その 利用 法 を 研究 し ます . 


オブ ジェ クト 指向 の すべ て 小暮 裕明 壮 B5 判 176 綱 1.650 円 


'90 年 代 プ ログ ラマ の 必須 知識 OOPS を マス タ す る ISBN4-7898-3482-4 


オプ ジェ クト 指向 は , 細か い 規 則 で は な く , 大 き な 枠 組み (パラ ダイ ム ) で , その セン ス を 感じ と る に は , オプ ジェ クト 指向 を と り まく 話題 や 実 
例 に で きる だ け 多 く 接する こと が 近道 で す . そこ で 本 書 で は , ここ 数 年 に 著者 が 体験 し , 見 聞き し て 得 た オプ ジェ クト 指向 の 成果 を . あま す と ころ 
な く 紹 介し て いま す , 


MS-DOS メ モリ 管理 ソフ ト 技 法 中 島 信 行 著 B5 判 224 貢 定価 1.650 円 


メモ リ 常 駐 ソ フト & 拡 張 メ モリ 活用 プロ グラ ミン グ ISBN4-7898-3484-0 


MSDOS を 使い こ な そ うと いう 中 級 プ ログ ラマ の た め に , MSDOS プ ログ ラミ ング の うち , メモ リ 管 理 関連 手法 に 的 を 絞っ て , 徹底 的 に 解説 し まし 
た . また 多数 掲載 し た 各 プ ログ ラム は , どれ も MS_DOS を 活用 する た め の 実 用 ユー ティ リティ な の で , 読み 進 か うち に , プロ の ノウ ハウ ガ 自 然 と 身 
に 付き ます . 


MS-DOS プ ログ ラマ ー ズ ・ バ イブ ル 阿部 英志 著 B5 判 384 貢 定価 2.500 円 
内 部 構造 と シス テム ・ コ ー ル と デバ イス ・ ド ライ バ と … ISBN4-7898-3481-6 

C 言 語 と アセ ンプ リ 言 語 を 用 いた 応用 プロ グラ ム の 作成 に 必須 と な る 技術 情報 を . シス テム ・ コ ー ル の 使い か た と デパ イス ・ ド ライ バ の 作 か た を 
中 心 に , MSDOS ver3.30 に 基づい て 具体 的 に 解説 し まし た . 


生 生 生 
Visual Basic for Windows の 本 格 的 応用 イン ター フェ ー ス 編集 部 革 B5 判 144 綱 3.5'2DDFD 付 き 定価 1.800 円 
Windows DLL の 利用 か ら カ スタ ム ・ コ ント ロー ル の 作成 まで ISBN4-7898-3369-0 


Visual BASIC に よる Windows ア プリ ケー ショ ン の 作成 法 と し て , DLL 内 の 関数 を 利用 する 方 法 . VBX を 利用 する 方 法 。 シ リア ル ・ ポ ー ト (RS-232-C) 


割り 込み プロ グラ ミン グ 技 法 中 島 信 行 著 B5 判 208 買 3.5'2DDFD 付 定価 2.400 円 
パソ コン に お ける 割り 込み メカ ニズム か ら デ バイ ス ・ ド ライ ババ 作成 まで 

本 書 で は , タ イ マ 割 り 込み (8253,.8254) , VSYNC 割 り 込 み , プリ ン タ 割 り 込 み , RS-232 て 割り 込み (8250B, 8251A) に 関 し て 解説 を 行い , 簡単 な プロ グラ 
ム を 作成 し ます . パソ コン で 実際 に プロ グラ ム を 試し な が ら , ハー ドウ ェ ア 割 り 込み を 中 心 と し た 割り 込み の 活用 法 を 探っ て いけ る よう な 構成 で す . 


CGC) 出版 桂 志 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 販売 部 谷 (03)5395-2141 振替 00100-7-10665 
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た の 2 ルン の クジ 半 


UMURMMN 呈 


電子 メー ル の 導入 ・ 相 接続 と グル ー プ ウェ ア 
上 MENW 


バ パソ コン 電子 メー ル の 導入 事例 や , パソ コン 電子 メー ル と イン ター ネッ ト 電 子 
メー ル ・ シ ステ ム と の 相互 接続 , そし て , いま 話題 の グル ー プ ウェ ア に つい て は 
開発 事例 や 活用 事例 に 焦点 を あて て 特集 し ます . 
電子 メ - ル MO 導 ag 
MHs 








特集 は , 第 1 部 「 パ ソコ ン 電 子 メ ー ル の 導入 事例 」, 第 2 部 「 電 子 メ ー ル の 相 
互 接続 そし て 第 3 部 「 グ ルー プ ウ ェ ア へ の 発展 」 に 分 けら れ ま す . 

第 | 部 で は , パソ コン 電子 メー ル で トッ プシ ェ ア の oo:Mail な ど を 題材 に し て , 
バ パソ コン 電子 メー ル の 原理 ・ 機 能 ・ 特 徴 か ら 導 入 事例 や 活用 事例 を 解説 し ます . 
第 P 部 で は , Co:Mail と イン ター ネッ ト , お よび oo:Mail と MH8S の 相互 接続 , 
そし て , イン ター ネッ ト と MHS の 相互 接続 を と りあ げ ま す . 第 3 部 で は , グル 
ー プ ウェ ア の 実現 方 法 を , 「 電 子 メ ー ル 拡張 に よる 方 法 」 と 「 文 書 デ ー タ ベー ス 
に よる 万 法 」 の 二 つ に 分 け て , それ ぞ れ 実現 技術 と 導入 ・ 活 用 事例 を 紹介 し ます . 
ぁ 詳細 解説 最新 トラ ンス ポー ト ・ プ ロト コル XTP4.0 


NO.] | 集中 特集 大 下草 ウ 晃 壁 リラ ァ レ ンス 


創刊 1 号 は PC や WS を は じ め ス ー パ コン ピュ ー タ に まで 装備 され て いる 外部 機器 接続 の た め の 標 準 規格 SCSI の 大 々 的 な 
特集 で す . ① SCSI 装置 の 動作 と コマ ンド 理解 , ② PC や WS の 機種 別 SCSI 研究 と デバ イス ・ ド ライ バ , ③ ト ラブ ル 事 例 と その 
対策 .。 な ど を ボイン ト に し た 172 頁 の 集中 特集 で す . 緊急 企画 と し て PCMCIA (PC カー ド ) 詳細 解説 も 取り 上 げ て いま す . 


NO.Z | 総 カ 特集 | MaCIntOSh ロ イン ター フェ ー ス 忌 ネ ッ ト ワ ー キ ング 

p Mac の イン ター フェ ー ス と ネッ トワ ー キ ング 技術 を 特集 し ます . ① シ リア ル ・ ポ ー ト /SCSI ポー ト /ADB ポー ト /NuBus & 
PDS ボー ト と , 各 ポ ボー ト 対 応 マ ネー ジャ の 詳細 ② AppleTalk に よる 小 規模 LAN か ら , WS や 大 型 ホ スト 混在 の オー プン ・ シ 
ステ ム 事 例 や WAN へ の 展開 まで . 創刊 号 か ら 連 続 の PCMCIA, 2 号 は ソフ トウ ェ ア 編 . 


NO.3 | 集中 特集 | イーサネット と TCP/IP 


イーサ ネッ ト ・ カ ー ド , ドラ イ バ , TCP/IP プロ トコ ル ・ ス タッ ク 。 TCP/IP の API と アプ リ ケ ー ショ ン に つい て まとめ ま 


1 > サーバ と し て の UNIX マシ ン を 調査 し た あと , LAN の 高速 化 や 広域 化 , それ に イー サ ネ ッ ト の 負 茶 率 と エラ ー 率 。 ネッ 
ー ク 管理 な ど に つい て な が め て いき ます . 


NO. 4 | 全面 特集 | UNIX ネ ッ ト ワ ー キ ング 実践 編 -- イ ンタ ーネット の た め に 


TLAN の 種類 と 接続 」 や 「 モ デム を 介し た 遠隔 接続 」 に つい て 整理 し ます . ww「TCP/IP と UUCP の ソフ ト 設 定 法 」 に つづ いて , 
「 電 子 メ ー ル と 電子 ニュ ー ス の 設定 と 利用 法 」 を 解説 し ます , 了 パ ソコ ン と UNIX 接続 法 や ネッ トワ ー ク の 規模 拡大 . それ に セキ 
ュ リ ティ 技術 に も ふれ ます . ァ 連 続 企 画 の PCMCIA は Ver2.1 最新 情報 で す . 


No.5 ネッ トワ ー ク ・ フ ァイル シス テム の 研究 一 NFS/NIS/RPO 


を ネット ワー ク ・ フ ァイル ・ シ ステ ム の 構造 に つい て 調べ , NFS の 利用 法 や PC-NFS に つい て 整理 し ます . ァ NIS( ネ ッ ト ワ ー 
ク 設定 情報 の 集中 管理 レシ ステ ム ) の 使い 方 と 応用 例 , RPC( 遠 隔 手続 き 呼 び 出し ) の 原理 と プロ グラ ミン グ を 研究 し , NFS プロ ト 
コル と その 実装 に つい て 集中 解説 し ます . 


No.6 イン ター ネッ トワ ー ク の トラ ブル 対策 


ゅ ネットワーク ・ ア ナラ イザ の 種類 と 活用 法 物 理 層 / デ ー タ リン ク 層 , TCP/IP の あら まし と トラ ブル 対策 際 トー クン リン グ / 
SNA と プロ トコ ル 解 析 の 実際 除 ISDN に よる LAN-WAN 接続 と トラ ブル 対策 際 NetWare と マル チ プ ロト コル な どの 事例 を 
紹介 し ます . 


NO./ PCI バ ス の 詳細 こと 応 用 へ の ステ ッ プ 


ぁ 特集 は , PCI の 概要 か ら は じ ま っ て , アー ビ ト レー ショ ン や イン タラ プ ト , それ に コン フィ ギュ レー ショ ン や 64 ビ ッ ト 披 張 
な ど に つい て 丁寧 に 解説 し て いま す . PCI は 新しい バス で ある た め , 構成 が 非常 に すっ きり し て お り , マイ コン ・ バ ス 入 門 と し 
て も 読め る , わか りや すい 特集 に 仕上 が り ま し た . 


NO.8B| 全面 特集 | 電子 メー ル ・ シ ステ ム 完 全 マ スタ 


イン ター ネッ ト が ら み で 電子 メー ル が 注目 され て いま す が , 電子 メー ル の 仕組 みや 実現 法 な どの 技術 に し ぼっ た 特集 で す 。 題材 
は , RFC で 情報 が 公開 され て いる UNIX/ イ ンタ ーネット ・ メ ー ル の 世界 が 中 心 。、 こ れ ら を パソ コン 側 か ら ど う 使 うか と いっ た 話 
題 に も ふれ ます 。. 


| 
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で ここ 
4 ー 4 と な) | っ かこ * が り こう 1 な する ご ミ S て 

- 3 4 を に オ * OO いさ 

K で ーー 


いこ 






エレ クト ロニ クス の 基礎 と 実用 技術 を 濃縮 し た フィ ー ル ド ・ ワ ー ク ・ マ ガ ジ ン 


人 ラン ジス タ 訪 5 戸 4 
季刊 @B5 章 @ 定 価 : [63 定価 1.540 円 84--6 定 価 ,600 円 83 定価 1,690 円 以降 定価 1,800 円 


| 個別 半導体 素子 活用 法 の すべ て ディ ジタル ・ オ ー デ ィ オ 技術 の 基礎 と 応用 | 88Z80 シ ステ ム 設 計 完 全 マ ニュ アル 
基礎 か ら マ スタ する ダイ オー ド , トラ ンジ スタ ,| 最も ポピュラー な 最新 技術 を 理解 し よう 周辺 1I/O ポ ー ド の 設計 と マイ コン ・ シ ステ ム の 開 
FET の 実用 回 路 技術 発 


(PC980]1 と 拡 張 インターフェース の すべ て 関 A-D コ ン バ ー タ の 選び 方 * 使 方 の すべ て 
16 ビ ッ ト ・ パ ソフ コン を 使い こなす た め の ハ ー ド 錠 アナ ログ 信号 を ディ ジタル 処理 する た め の 基 礎 
ソフ ト 技術 


3④C-MOg 標 準 ロ ジッ ク | 活 用 マニ ュ ア ル 0 電子 回 路 部 品 の 活用 ノウ ハウ 
実験 で 学ぶ 4000B/4500B/74HC フ ァ ミ リ 機器 の 性 能 と 信頼 性 を 支え る 受動 部 品 の 使い 方 







































eg デ ィ ジ タル 回 路 ノ イズ 対策 技術 の すべ て 
TTL/CMOS/ECL の 活用 法 と 誤動作 / ト ラプ ブル 
へ の 処方 


3 回 路 デ ザイ ナ の た め の PLD 最 新 活用 法 
PLD の プロ グラ ミン グ 法 か ら PAL ラ イタ の 製作 
まで 


DO に よる 組み 込み 機器 用 プロ グラ ミン グ 
16 ビ ッ ト CPU に よる メカ トロ ニク ス 入 門 



























避 画 像 処理 回 路 技術 の すべ て 
カメ ラ と ビデ オ 回 路 。 パソ コン と 隔 合 させ る 


1 誠 験 で 学ぶ ピア ンプ の すべ て 
汎用 OP ア ンプ か ら 高 性 能 OP ア ンプ まで 





















B 選 BI ソフ ト 避 ハー ド の すべ て 
基礎 か ら マ クロ 命令 を 使い こなす まで の ノウ ハ 
ウ を 集大成 


器 デ ー タ 通信 技術 の すべ て 
シリ アル ・ イ ンタ ター フェー ス の 基礎 か ら モ デム 
の 設計 法 ま で 
(中 パソ コン 周辺 機器 イン ター フェ ー ス 詳解 


セン トロ ニク ス /RS-232C/GPIB/SCSI を 理解 す 
る た め に 


5 最新 マイ コン ・ メ モリ ・ シ ステ ム 設 計 法 
DRAM, SRAM の 動作 か ら デ ュ ア ル ・ ポ ー ト 
RAM, FIFO の 活用 まで 


BBUUU リ ソフ ト 品 ハー ド の すべ て 
実用 ラテ イブ ラリ の 作成 と 便利 チッ プ 68301/68303 
の 活用 技術 


條 上 ド デ ィ スク と 8CG | 活用 技術 の すべ て 
本 格 活用 の た め の ハ ー ド 入 ソフ ト の すべ て を 詳 
解 


8 最新 ・ 電 源 回 路 設計 技術 の すべ て 
3 端子 レギ ュ レ ー タ か ら 共 振 型 ス イッ チン グ 電 
源 ま で 


マイ コン 独習 80 完 全 マ ニュ アル 
手作り の 原点 か ら 実 用 ソフ ト の 作成 まで 


48 高速 デイ ジタル 回 路 の 測定 と トラ ブル 解析 
ハイ スピ ー ド ・ デ ィ ジ タル 信号 を 高周波 と 提 ら 
える 

(43 に よる マイ コン 制御 プロ グラ ミン 
86 系 ペリ フェ ラル を 中 心 と し た 
















クノ 



























4 フィ ル タ の 設計 と 使い 方 
アナ ログ 回 路 の キー ポイ ント を 探る 

















IIBM PCS&B0U28B の すべ て 
世界 の 標準 パソ コン と マル チタ スク の 基礎 を 理 
解す る 


(フロッピ ・ デ ィ ス ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の すべ て 
需要 の 急増 する FDD シ ステ ム の 基礎 か ら 応 用 ま 
es 


[8 入門 ハー ドウ ェ ア 手作り 測定 器 の すす め 
電子 回 路 設計 の 基礎 と 実践 へ の ア プロ ー チ 
(在庫 僅少 > 


II3 シ ミュ レー タ に よる 電子 回 路 理 論 入 門 
コン ピュ ー タ を 使っ た アナ ログ 回 路 設 計 の 手法 
を 理解 する た め に 


4 技術 者 の た め の 必 プロ グラ ミン グ 入 門 
MS-C, Quick C, Turbo て C に よる ソフ トウ ェ ア 
設計 の すべ て 


( ア ナ ロ グ 回 路 技術 の 基礎 と 応用 
計測 回 路 技術 の グレ ー ド アッ プ を めざし て 






5 上 PCO98 シ リー ズ の ハー ド と ソフ ト 
386&486 マ シン を 使い こなす / 















4 アナ ログ 機能 | 〇 と その 使い 方 
民生 用 AV 機器 か ら マ ル チ メ ディ ア 分 野 で 活躍 す 
る 

7 高周波 シス テム 品 回 路 設 計 
通信 新 時 代 の 回 路 技術 と シス テム 設計 



























30 二 ユー・ メ ディ ア 時 代 の デー タ 通 信 技 術 
赤外線 , 無線 通信 技術 か ら LAN, 光 フ ァ イ バ を 
用 いた 高速 通信 技術 まで 


81 其 礎 か ら の ビデ オ 信 号 処 理 技術 
複合 映像 信号 の 理解 か ら ハ イ ビ ジ ョ ン 信 号 の 提 
え 方 まで 


88 実 用 電子 回 路 設 計 マ ニュ アル 
アナ ログ 回 路 の 設計 例 を 中 心 に 実用 回 路 を 詳 述 











48 作れ ば 解る DPU 
ロジ ッ ク 1IC で 実現 する Z80 と キャ ッ ス ル ・ マ シン 















9 徹底 解説 ンプ 8" マ イコ ン の すべ て 
-Z80 CPU の 概要 か ら 周 辺 LSI の 活用 法 。ICE の デ * 
バッ ク ま で 


50 フ レッ シャ ー ズ の た め の 電 子 工学 講座 
電磁 気 学 の 基礎 か ら 電 子 回 路 の 設計 , 製作 まで 
を や さ し く 解説 


品 デ ー タ 通信 技術 基礎 講座 
RS232C の 徹底 理解 か ら ロー カ ル 通信 の 実用 技術 
まで 


9 映像 信号 処理 の 基礎 講座 (仮題 ) 
映像 信号 の 基礎 か ら パ ソコ ン の 表示 技術 まで 
く 9 月 29 日 発売 > 

























33 オ プ ト ・ デ バイ ス 応 用 回 路 の 設計 ・ 製 作 
光 素子 を 使い こなす た め の 製 作 ド キュ メン ト 

























6A-D/ 品 -A 変 換 回 路 技 術 の すべ て 
アナ ログ と ディ ジタル を 結ぶ 最新 回 路 設計 ノウ 
ハウ 


7 ピア ンプ に よる 回 路 設 計 入 門 
アナ ログ 回 路 の 誤動作 と トラ ブル の 原因 を 解く 


84 つ くる | 〇 エレ クト ロニ クス 
機能 IC を 使っ て 実用 機器 を 作ろ う 
< 在庫 僅少 > 


85 言 語 に よる 回 路 シ ミュ レー タ の 製作 
Quick C で の プロ グラ ミン グ と フィ ル タ 回 路 の 解 
析 < 在庫 僅少 > 


86 基 礎 か ら の 電子 回 路 設計 ノー ト 
トラ ンジ スタ 回 路 の 設計 か ら ビ デオ 画像 の 編集 
まで 


87 雇 用 電子 回 路 設計 マニ ュ ア ル II 
豊富 な 回 路 設計 例 か ら 最 適 設計 を 学 ぼう 

























IPO980] 計 測 イ ンタ ー フ ェ ー ス の すべ て 
オリ ジ ナ ル 拡 張 ボ ー ド で パソ コン を 実践 活用 し 
、 よ う 
還 ア ナ ロ グ 回 路 シ ミュ レー タ 活 用 術 
ゲー ム 感 覚 の 回 路 設 計 を 体験 し よう 
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以下 に 示す 各誌 


究 ・ 


ディ スク 問 布 サー ビス の お 知ら せ 


ま バ パック ナン バ の ディ スク 頒布 サー ビス は 継続 的 に 行っ て お り ま す . 
価格 等 を 確認 の うえ , 所 定 の 方 法 で お 申し 込み くだ さい . 
ステ ム 宛 に な っ て いる 場合 は , 


CQ 出 版 山 ディ スク 頒布 サー ビス 係 〒170 東京 者 豊島 区 巣鴨 1-14-2 





ご 入 用 の 方 は 該当 雑誌 で 内 . 
な お , 各 申 し 込み 書 に 
今後 は CQ 出 版 帆 デザ イン ウェ ー ブ 宛 に 送っ て くだ さい . 


記載 の 住所 が スギ ヤマ シ 


全 03-5395-2113 FAX 03-5395-2107 





ワン ジ ツタ 投 術 


92/6 PSpice 用 回 路 図 エディ タ 
92/.8 マシ ン 語 モニ タ " ア ディ ズ ク グ 
02/.9、: ロ ジッ タッ ィ プ ナ 深 お 
92/9 プリ ンタ ・ ポ ー ト に 接続 する 
PROM ラ イタ 
792/10 ロジ ッ ク ・ モ ニタ を 制作 し て 
ROM エ ミュ レー タ に よる デバ 
ッ グ を 理解 し よう 
92/10 CD-G の 企画 と 画像 再生 の 研 
2 
92/11 きり は ン お 痢 半 し た 汎用 半 導 
体 カ ー プ ・ ト レー サ の 製作 
'92/12 基礎 か ら の C 言 語 と パソ コン 制 
御 
93/7 ディ ジタル ・ テ スト パタ ー ン ・ 
ジェ ネ レ ー タ の 製作 
93/8 最強 F1 グ ラン プリ ・ ゲ ー 
マシ ン の 製作 
03/10 メタ み ・ ア セ シ ダ ゲラ 
94/2 2Z80 赤 外線 学習 リモ コン 
94/3  AC マ ワー・ コ ント ロー ラ 
94/4 ロジ ッ ク IC チ ェ ッ カ 
94/5 8 チャ ネル ・ デ ィ ジ タル 記録 
計 の 製作 
94/8 フラ ッシュ ・ メ モリ ・ ラ イタ 
の 設計 と 製作 
94/10 マイ コン ・ シ ステ ム 設 計 自 由 
自在 
794/12 トラ ンジ スタ 技術 デー タ ベ ー 
ス 1994 年 版 
94/732" オー ディオ ・ ビ ジェ ュ ア ル * ヨコ 
ント ロー ラ の 製作 
CE 
| レンジ ツタ 技術 spEciL 
No.20 回 路 シ ミュ レー タ MICRO - 
CAPIHHI 
No.23 PALASM2.23D 
No.33 パー コー ド 読 み 取 り シ ステ ム 
の 製作 と ハン ディ ・ ス キャ ナ に 
よる 画像 読み 取り 装置 の 製作 
No.35 C 言 語 に よる 回 路 シ ミュ レー タ 
] の 製作 
No.45 PC98 シ リー ズ の ハー ド と ソフ 
ト 
No.49 Z80 マ イコ ン の すべ て 
設 
9 フェス 
792/1 68K 用 リモ ー ト ・ デ バッ が 
92/2 バッ チ フ ァイル を EXE フ ァ イ 
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92/ 3 


"92/.3 


92/ 4 


"92/ 8 
92/ 9 


792/11 
"93/ 1 
"93/ 1 


93/ 2 
93/ 4 


'93/ 5 
"93/ 6 
93/ 7 
"93/ 9 
"93/11 
'93/11 
'93/12 
"94/ 1 


"94/ 1 


"94/ 2 
"94/ 3 
94/ 5 
"94/ 6 


"94/ 7 


94/ 8 


ル に 変換 する 
DOS エ クス テン ダ 用 EXP フ ァ 
イル を EXE フ ァイル に 
B-tree 十 

プロ ト タ イ プ 宣 言 生成 ユー テ 
イィ た 

パイ プ 機 能 を より 高速 に 使う 
パソ コン で 学ぶ 割り 込み プロ 
ゲ デ ェ シグ 

作り な が ら 学 ぶ ボコ ン パ イラ の 
原理 

画素 数 変換 の 原理 と C に よる 
実現 

SCSI ハ ー ド ディ スク ユー ティ 
リティ SUT 

C で 学ぶ ISAM 処 理 の 実際 
デバ イス ・ ド ライ バ を EXE フ 
ァイル 化す る 

作り な が ら 学 ぶ RS-232-C イ ン 
ター フェ ー ス 

オプ ジェ クト 指向 を 実装 する 
SCSIL ユ ニー ディ イリ テディ 

作り な が ら 学 ぶ パ パソ コン 拡張 


イン ター フェ ー ス 


292 スグ 2 が イペ メイル サザ 
ー ボ 系 設計 の 実際 
RS-232-C/68K 系 CPU/ 減 色 
技法 

クラ イア ント サー バ ・ 
ラム を 自作 し て みる 
ITRON/ バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 
検査 /93IF 総 目次 

Verilog, HHD し シミ ュ レ ー タ 
SILOSIH 評 価 版 

科学 計測 に お ける デー タ 処 理 
技法 

マニ トバ 版 VHDL 

カオ ス ・ ジ ェ ネ レー タ / 了 欧州 文 
字 変換 

Windows プ ログ ラミ 
MAKE 活 用 技法 
計測 ・ 制 御 と PC イン ター フェ 
ー ス ズ 

C 土 十 に よる オプ ジェ クト 指 
向 /RS-232-C ラ イン ・ モ ニタ 
DSO の 設計 ・ 製 作 /MIDI フ ァ 
イル を RS-232-C か ら 出 力 す 
る 

暗号 化 技法 /MPEG-1 Video 
Audio ボ ー ド / ボ ポケ ベル 呼び 出 
し シス デム 


ログ 


2 が 7 
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"94/ 8 
94/10 
94/11 
"94/11 
94/12 


'95/ 2 


"95/ 3 


"95/ 4 


"95/ 5 


"95/ 6 


95/ 7 


'95/ 8 


No.1 
No. 2 
No.3 
No.8 


"91/ 1 


販売 部 傘 03-5395-2141 


DSP 用 ICE と アセ ンプ ラ の 製 


エラ ー 処 理 の 考え 方 と プロ グ 
az 


PARTHENON/CQ 版 用 FL 


EX セル ライ プ ブラリ 

実践 Verilog-HDL-Lempel- 
Zivy 圧 縮 チ ッ プ の 設計 

シス テム 事例 で 学ぶ セン シン 
グ 嫌 データ 処理 PC/AT 互 
換 機 3.5 イ ンチ の 3 モー ド 自 動 
判別 ディ スク ・ ド ライ - バ の 製作 
対話 形式 で 学ぶ C プ ログ ラミ ン 
グ /HD647180X 簡 易 エ ミュ 
レー タ の 製作 

画像 復元 問題 プ ZKUE-CHIP2 
の 実現 

数 値 演算 一 基礎 と 計測 ・ 
で の 応用 プ 〆WWW の た め の ド 
キュ メン ト 作 成 法 /68K/86 系 
リモ ー ト ・ デ バッ ガ を 仕様 変 


更 す る /KUE - CHIP2 の 実 


現 / 続 々 ・COMET -Chip の 
RTL 設 計 

PC カー ド 開 発 入 門 /Win.- 
dows 通 信 プ ログ ラム の 作成 と 
実験 HIMEM と EMM 386 以 
外 を すべ て UMB に 逃がす ユー 


ティ リティ グ 32 ビ ッ ト 乗 算 ル 


の 
実践 的 HDL シス テム 設計 入 
門 プ Windows3.1 に よる 1I/O 
操作 の 実験 

作り な が ら 学 ぶ 高 速 プ マル チ 
ボー ト 通 信 /FLEX デ ザイ ン 
・ キ ッ ト /CQ 版 で 実現 する 記 
憶 カ ゲー ム の 製作 32 ビ ッ ト 


除算 ルー チン プク ラス ・ ラ イ 


ブラリ の 設計 


EMRNMW 


SU.EXE 

MAC 

イー サ ネ ッ ト と TCP/IP 
電子 メー ル 


トラ 披 コ JE ュ -9 


以降 の 各 号 


振替 00100-7-10665 


制御 


R | トラ ンジ スタ 技術 PECIAL ー 較 各 1.540 図 - 困 各 \1.600 因 - 図 各 \1.690 図 以降 各 \1.800 
8 | 個別 半導体 素子 活用 の すべ て マイ コン 独習 80 完全 マニ ュ ア ル 

計 還 PO9801 と 拡張 イソ ター フェ ー ス の すべ て 8 ニュ ー メ ディ ア 時 代 の デー タ 通 信 技 術 

[41 〇 -MDg 標 準 ロ ジッ ク | 活用 マニ ュ ア ル 基礎 か ら の ビデ オ 信 号 処理 技術 

回 画像 処理 回 路 技術 の すべ て 実用 電子 回 路 設計 マニ ュ ア ル 

[ 凍 有 Z80 ソ フト 選 ハ ー ド の すべ て オプ ト ・ デ バイ ス 応 用 回 路 の 設計 ・ 製 作 
[] デー タ 通 信 技術 の すべ て つく る I 〇 エレ クト ロニ クス 

[ 加 パ ソコ ン 周 辺 機器 イン ター フェ ー ス 詳解 言語 に よる 回 路 シ ミュ レー タ の 製作 

| 較 IBM PO&B0P86 の すべ て 還 基礎 か ら の 電子 回 路 設計 ノー ト 

| 思 フ ロッ ピ ・ デ ィ ス ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の すべ て 実用 電子 回 路 設計 マニ ュ ア ル II 

入門 ハー ドウ ェ ア 手作り 測定 器 の すす め < 在庫 億 少 ン 80 シ ステ ム 設 計 完全 マニ ュ ア ル 

シミ ュ レ ー タ に よる 電子 回 路 理論 入門 A- ロ コン バー タ の 選び 方 ・ 使 い 方 の すべ て 
Ii 技術 者 の た め の 〇 プロ グラ ミン グ 入 門 加 電子 回 路 部 品 の 活用 ノウ ハウ 

アナ ログ 回 路 技術 の 基礎 と 応用 実験 で 学ぶ DP アン プ の すべ て 

則 A-D/ ロ - ム 変換 回 路 技術 の すべ て 四 高速 ディ ジタル 回 路 の 測定 と トラ ブル 解析 
DP アン プ に よる 回 路 設計 入門 に よる マイ コン 制御 プロ グラ ミン グ 
PO9B01 計 測 イ ンタ ー フ ェ ー ス の すべ て フィ ル タ の 設計 と 使い 方 

アナ ログ 回 路 シ ミュ レー タ 活 用 術 PO98 シ リー ズ の ハー ド と ソフ ト 

印 ディ ジタル ・ オ ー デ ィ オ 技術 の 基礎 と 応用 細 アナ ログ 機能 ID と その 使い 方 

ディ ジタル 回 路 の ソイ ズ 対 策 技術 の すべ て 高周波 シス テム 回 路 設計 

回 路 デ ザイ ナ の た め の PLD 最 新 活用 法 作れ ば 解る DPU 

に よる 組み 込み 機器 用 プロ グラ ミン グ 徹底 解説 プ HI マイ コン の すべ て 

最新 マイ コン ・ メ モリ ・ シ ステ ム 設 計 法 フレ ッ シ ャ ー ズ の た め の 電 子 工学 講座 

較 68000 ソ フト & ハ ー ド の すべ て 加 デー タ 通 信 技 術 基礎 講座 

ハー ド デ ィ スク と 8 〇 | 活用 技術 の すべ て 映像 信号 処理 の 基礎 講座 ( 仮 馴 ・9 月 29H 発 売 ) 


最新 ・ 電 源 回 路 設 計 技術 の すべ て 
トラ 技 OHIGINAL 各 \980 ( 引 の み \1.200) CORE BOOK ' 
新 ・ 低 周波 / 高 周波 回 路 設計 マニ ュ ア ル " 


[4] 特集 実験 研究 じ と ん と 回 路 の 世界 

[7] 製作 実験 マイ コン 品 メ カト ロニ クス の 誕生 鈴木 雅 臣 著 \1.960 

[実験 研究 発振 回 路 / 信 号 発生 器 完璧 マス ター ディ ジタル | 回 路 の 設計 湯山 俊夫 著 \1.650 

国 実 験 研究 アナ ログ ・ フ ィ ル タタ 回路 の 誕生 解析 ノイ ズ ・ メ カニ ズム 岡村 引 夫 著 \1.960 
AI の 講 理 回 路 設計 法 小林 芳 直 著 \1.960 


定本 シリ ー ズ 8 ーー 
定本 発振 回 路 の 設計 と 応用 舟 保 著 \2.0 | | ハー ドウ ェ ア ・ デ ザイ ン ・ シ リー ズ 
定本 続 ト ラン ジス タ 回 路 の 設計 鈴木 獲 臣 著 \2.700 電池 活用 ハン ドブ ッ ク トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \1.800 
ワン チッ プ ・ マ イコ ン 活 用 ハン ドブ ッ ク 


定本 トラ ンジ スタ 回 路 の 設計 委 木 鈴 臣 著 \2.200 トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \1.900 


だ ロビ アンプ 介 中 の 股 条 ” 。 。 | | 実用 電源 回 路 設 計 人 ンド ブック 嘱 放 和 著 \1.960 
| 定本 ディ ジタル ・ シ ステ ム の 設計 電子 回 路 部 品 活 用 ハン ドブ ッ ク 
本 還 ポン あこ 球 基 ES トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \1.850 


メカ トロ ・ セ ン サ 活用 ハン ドブ ッ ク 
トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \1.850 


ハン ドブ ッ ク シ リー ズ 
実用 電子 回 路 ハ ンド ブッ ク g < 在庫 僅少 > 

トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \1,440 
精選 アナ ログ 実用 回 路 集 稲葉 保 著 \2.370 


七 五 調 に よる 電子 回 路 技術 定石 集 
稲葉 保 プ 森口 章 成 共著 \2.300 






























































| 
日 つく る ツー ル 品 測定 器 

[名 つく る オー ディ オビ デオ 
[31 つ くる オリ ジ ナ ル ・ グ ッ ズ 















出版 案内 18 





6 
な ェ の con 
も 人 


下記 の 本 の 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ は トラ ンジ スタ 技術 編集 部 (な 03-5395-6163) ま で , ご 購入 の 際 に は 。 
販売 部 (な 03-5395-8141) ま で ご 連絡 くだ さい . も 


CSE TUTORIAL 


わか る 電子 計測 技術 安孫子 健一 著 壮 2.700 
ハー ド 設 計 ワ ン ラ ンク ・ ア ッ プ 星 津 明仁 著 壮 2.300 
ら SPICE に よる D ロ アン プ 回 路 の 設計 

岡村 嬉 夫 著 半 2.200 
アナ ログ | 〇 の 機能 回 路 設計 入門 青木 英彦 閉 \2.600 


SGPICE に よる トラ ジン スタ 回 路 の 設計 
岡村 細 夫 着 \1.900 


SPICE に よる シミ ュ レ ー タ 新 活用 法 
岡 





デザ イン ウェ ー ブ ・ ブ ックス 江 
電子 回 路 図 エディ タ 活 用 マス ター 倉重 克己 著 \3.000 


Verll0g HDL に よる トッ プ ダ ウン 設計 
E. Sternheim/R. Singh/R. Madhavan/Y. Trivedi 著 
井上 博史 ノ 鈴 木 隆 訳 \3.900 
バ パソ コン に よる プロ グラ マブ ル ・ ロ ジッ ク の 設計 
トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 \3.200 
P ご に よる ディ ジタル 回 路 の 設計 と シミ ュ レ ーション 
〈 近 日 発売 子 定 > トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 半 3.900 
















村 麺 夫 著 \1.800 
ら PICE に よる 電子 回 路 設 計 入門 < 在庫 僅少 > 
ポー ル W・ ト ッ ゥ ネン ガ 著 ノ 松本 敏之 訳 半 2.200 
パソ コン で 学ぶ 自動 制御 の 応用 学 
宮崎 誠一 宮崎 仁 共著 半 2,200 
パソ コン で 学ぶ 自動 制御 の 実用 学 
宮崎 誠一 宮崎 仁 共著 壮 2.200 
デー タ 伝 送 技術 実用 ノウ ハル ウツ の すべ て 
宮崎 誠一 著 壮 2.500 
AE で 学ぶ ロロ アン プ 回 路 入 門 苗 手 英彦 著 2.300 
新 ・ オ シロ スコ ー プ 測定 技術 の すべ て 
高橋 徹 編著 半 2,300 


VHDL に よる ハー ドウ ェ ア 設 計 入 門 
高橋 徹 編著 \2.300 


A VHDL Primer VHDL 言 語 入門 
Jayaram Bhasker 著 プ デザ イン ・ ウ ェ ー ブ 企画 室 訳 






デザ イン ウェ ー プ ブ プ ・ ソ フト ウェ ア 6 


パソ コン 用 プロ グラ マブ ル ・ ロ ジッ ク 開 発 パ ッ ケ ー ジ 
FLEX デ ザイ ン ・ キ ッ ト /OQ 版 \49.000 | 
パソ コン 用 高位 論理 合成 シス テム 
PAHTHENON/OQ 版 \35.000 
バ ソ コン 用 回 路 図 エ ディ タ T ロ 互 0-GBDH/OCQ 版 \9.640 
パソ コン 用 電子 回 路 シ ミュ レー タ 
PSpice(CQ 版 )Ver.5 

PC9801 用 半 11.640, IBM-PC/AT 用 (』J-3100 用 ) 半 14.640 
パソ コン 用 電子 回 路 シ ミュ レー タ 
MiCrO-CpIV/CQ 版 \14,610 






















ぎ 3,200 




























回 路 図 エ ディ タ 十 電子 回 路 シ ミュ レー タ 
PSpioe/CQ 版 スー パー パッ ク 半 14,610 
半導体 規格 表 総 索引 (F 版 ) \\6.000 
た ey の スク 版 
74 シ リー ズ | 〇 ビデ ー タ ・ ラ イブ ラリ 半 9,640 
現場 技術 者 実戦 シリ ー ズ 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 
電子 回 路 の トラ ブル 対策 ノウ ハウ トラ ンジ スタ ・ デ ー タ ・ ラ イブ ラリ \\9.640 
稲葉 保 プ 飯田 文夫 共著 \2.700 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 
改訂 マイ コン ・ シ ステ ム 設 計 ノ ウ ハ ウ モノ リ シ ッ クリ ピア ンプ ・ デ ー タ ・ ラ イブ ラリ 9.640 
林 善雄 常田 晴 弘 共著 \2,.900 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 
改訂 スイ ッ チ ング ・ レ ギュ レー タ 設 計 ノ ウ ハ ウ ダイ オー ドー デー 全 < ライ ブラ リ ' \9.640 
長谷 川 彰 著 2.300 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 






改訂 オプ ト ・ デ バイ ス 応 用 ノウ ハウ FET デ ー タ ・ ラ イブ ラリ \9.640 


谷 善 平 編著 \2,.900 










本 電力 制御 回 路 設計 ノウ ハウ 
在 田 保 信 森 敏 / 由 宇 義 珍 共著 半 2,000 


] 高周波 回 路 設 計 ノ ウ ハ ウ 吉田 武 著 辛 2.900 












トラ 技 カル チャ ー 


デー タタ 通信 技術 セミ ナー 宮崎 誠一 著 半 1.650 







ビ ギ ナ ・ ノ ー ト ・ シ リー ズ 」 選書 シリ ー ズ Eo 
高周波 回 路 の 設計 ・ 製 作 争 本 意 次 著 \2.100 | し わか る 半導体 セミ ナー 人生 一 著 \1.240 | 






ディ ジタル 回 路 の 設計 ・ 製 作 湯山 俊夫 著 2.200 
ディ ジタル 回 路 テ イク オフ 指南 小林 芳 直 著 \1.700 
アナ ログ 回 路 の 設計 ・ 製 作 青木 英彦 著 \1,700 
セン サ ゼ 応 用 回 路 の 設計 ・ 製 作 松 非 邦彦 閉 \1,700 
電子 制御 エン ジン の 基礎 ・ 応 用 浅原 宏 著 壮 2.100 






コン ピュ ー タ ・ ハ ー ド ウェ ア 関 連 
16 ビ ピット DS マシ ン 設 計 ・ 製 作 の すべ て 

吉田 幸作 岡崎 泰三 共編 \1.600 
〆ZB0U フ ァ ミ リ ・ ハ ンド ブッ ク 額田 忠之 著 \1.960 
BUB5 フ ァ ミ リ ・ ハ ンド ブッ ク 相沢 一 石 著 半 1.800 


議 放 9 あ 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 販売 部 容 03-5395-2141 振替 00100-7-10665 
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ご 案内 の 雑誌 , 書籍 は 全国 有名 書店 で 販売 し て お り ま す 


但 品 切れ の と き は , 書店 に お 申し 込み いた だ けれ ば 取り 
寄せ て も ら え を ます. その 際 は , 送料 荷造 り 費 が か か ら ず , 
術 いた みな どの 事故 も ご ざい ませ ん の で , な る べく 書店 
を ご 利用 くだ さる こと を お すす めし ます (た だ し , お 手 
元 に 本 が 届く まで 10 日 一 25 日 ぐら いか か り ま す ). 

@ ブ プッ クサ ービス 偶 へ 注文 する こと が で きま す ., 代金 は 
商品 到着 時 に 配達 料 (冊数 に か か わら ず 380 円 ) を 添え て 
お 支払 いく だ さい . 1 週間 くら いで 届き ます . 

プッ クサ ービス 析 〒113 東京 都 文 京 区 本 郷 1-28-10 
本 郷 TK ビル 1F 会 03-3817-0711 FAX03-3818-5969 
倫 そ の 他 に , 小 社 販売 部 へ お 申し 込み いた だ く こ と も で 
きま す . 次 具 を ご 覧 の うえ , 郵便 振替 。 現金 書留 ある い 
は クレ ジッ トカ ー ド の いずれ か の 方 法 で お 支払 いく だ さき 
い (郵便 振替 の 場合 。 10 日 ぐら いか か り ま す ). 


特に 明記 され て いな い 書 籍 等 の 送料 荷造 り 費 
は , ご 購入 金額 の 合計 に より , つぎ の よう に 
な り ま す . ( 平成 7 年 8 月 1 日 より > 

2,.000 円 未満 

2.000 円 以上 ー5,000 円 末 満 

5,000 円 以上 ー9,000 円 未満 

9,000 円 以上 


9 年 の 実績 …… わ が 国 唯一 の 半導体 規格 デー タベース 


じ GO 出版 村 の 


最新 半導体 規格 表 シ リー 





[1] 最 新 トラ ンジ スタ 規格 表 定価 1.800 円 
| 最新 トラ ンジ スタ 互換 表 定価 1.800 円 
[| 最新 ダイ オー ド 規 格 表 定価 1.300 円 文 
[4| 最 新 ビ 規格 表 定価 1 .900 円 
回 最新 電力 用 素子 規格 表 定価 1.300 円 x 
IB| 最新 光 表 示 素 子規 格 表 定価 1.800 円 
|7| 最新 高周波 デバ イス 規格 表 定価 1.300 円 
[ 四 最 新 74 シ リー ズ | 〇 規格 表 定価 1.800 円 
回 最新 上 MS デバ イス 規格 表 定価 1.200 円 
[10 最新 帳 AM 規 格 表 定価 1.800 円 


*※|1 [3 [4 [の フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク 版 も あり ます (定価 9.61]0 円 . 


セッ ト 販 売 受付 け 中 | 規格 表 シ リー ズ 全 0 冊 と パソ コン (PC9801 お よび DDS/ ツ 機 ) 上 で 


全 規 格 表 用 「 検 索 ソ フト 」 が 付い て 全 規 格 表 を 通し て 検索 で きる [検索 ソフ ト ] を 付属 し た 便利 な 箱入り 
ご 希望 の 方 は , 次 頁 の 申し 込み 書 を ご 利用 くだ さい 、. 





(3.5 イ ンチ ) 定価 P4,70U 円 (送料 サー ビス ) 








"dh 年 版 全 P0 國 (A5 判 ) 


1965 年 の トラ ンジ スタ 規格 表 の 発行 以来 。 わが国 の 半導体 技術 の 発 
達 と 共に 積み 重ね て きた Q 出 版 社 の 最新 半導体 規格 表 は , 今年 か ら 
話題 の 「 光 イン ター フェ ー ス 素子 規格 表 」 を 加え まし た . 変化 の 早い 
時 代 こ そ 確 か な 規格 表 が 大 切 で す . 身近 に お いて ぜひ ご 活用 くだ さい 、. 


の セッ ト で す . 


CQ 出 版 身 販売 部 


〒170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 人 03-5395-2141 


@CQ 出 版 社 レ ショ ウル ー ム で は , ほとん どす べ て の 商品 を 
展示 販売 し て お り ま す . ぜひ , ご 利用 くだ さい (土日 , 

祝祭 日 を 除く 10 : 30 一 17 : 00. た だ し , 
は 夏期 休暇 ). 

CQ 出 版 社 シ ョ ウル ー ム 分 03-5395-2143 

〒170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-3 藤 ビ ル 1F 


8 月 14 日 一 16 日 


山手 線 巣 鴨 駅 下車 , | 
地下 鉄 … 都 営 三 田 線 巣鴨 駅 下車, 徒歩 1 分 


藤 ビ ル 1F 
CQ 出 版 社 シ ョ ウル ー ム 


藤 ビ ル 2F 
CQ 出 版 ( 株 ) 販 売 部 


信 海 外 へ 小 社 出版 物 を 送る 場合 
合わ せく だ さい . 

日 本 |.P.S. 自 

〒102 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 3-11-6 会 03-3238-0700 


は , 日 本 I.P.S. 費 へ お 問い 





スズ 





の の 


最新 ピロ /ROM 規 格 表 定価 1.800 円 
I18 最新 モノ リ シ ッ クロ ロア ンプ 規格 表 定価 1.300 円 
13 最新 光 イ ンタ ー フ ェ ー ス 素子 規格 表 定価 1.800 円 
14 最新 産業 用 リニア | 規格 表 ( ア ナ ロ グ 機能 ) 定価 1.300 円 x 
115 最新 産業 用 リニア | 規格 表 ( 増 幅 用 ) 定価 1.800 円 
IlB 最新 電源 用 | 規格 表 定価 1.300 円 
[7] 最新 イン ター フェ ー ス 素子 規格 表 定価 1.800 円 
18 最新 A- 口 / 品 - へ コン バー タ 規 格 表 定価 1.00 円 
1 最新 マイ コン 周辺 L| 規 格 表 定価 1.00 円 
ig0 最新 ビデ オ 信 号 処理 用 | 規格 表 定価 1.800 円 


次 頁 の 申込 書 を ご 利用 くだ さい ). 


出版 案内 14 





CQ 出 版 社 の 商品 を 小 社 販売 部 より 購入 和希 
望 き れる 方 は 。 つぎ の いずれ か の 方 法 で 代金 
を お 支払 いく だ さい . 


園 郵 便 振替 

郵便 局 の 振替 用 紙 を ご 利用 くだ さい . 通信 欄 に 
ご 希望 の 商品 名 を 明記 し , 代金 と 送料 荷 作り 費 (前 
具 参 照 ) の 合計 を お 振り 込み くだ さい . 
@ 口座 番 号 : 00100-7-10665 


圏 現金 書留 

この 申込 書 に 必要 事項 を ご 記入 の うえ ぇ , 代金 と 
送料 荷 作り 費 (前 頁 参 照 ) の 合計 を お 送り くだ さ 
し ゝ 


e 完 : 〒170 東京 都 豊 島 区 巣鴨 1-14-2 
CQ 出 版 費 販売 部 


圏 ク レジ ッ ト カ ー ド (ご 購入 金額 の 合計 が 5.000 円 
以上 の 場合 に 限 ち せ て いた だ きま す .) 
この 申込 書 に 必要 事項 を ご 記入 の うえ , FAX か 
封書 で お 送り くだ さい 、。 
9 封書 宛先 : 〒170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 
CQ 出 版 帆 販売 部 クレ ジッ ト 係 
@FAX 送 信 先 : 03-5395-2106 





① 






⑤ 
③ 
④ 
⑤ 


⑦ 


0 し EL 内 















お 支払 い 方 法 [現金 書留 












商品 合計 金額 円 
送料 荷造 り 費 


円 
お 支払 い 総額 円 









ご 利用 カー ド 会 社名 ( 〇 印 を お つけ くだ さい ) 
JCB DINERS VISA MASTER AMEX 


⑤ カ ー ド 会 員 番 号 





( ぃ ずれ か に 〇 印 を お つけ くだ さ ぃ ) [クレ ジッ トカ ー ド 






⑤ 
⑩ 35 年 版 半導体 規格 表 総 索引 (FD 版 ) 
⑪ 
⑱ 
⑱ 
⑭ 





⑱ 








/ 用 プロ 
⑯⑮ FLEX デ ザイ ン ・ 


画 現金 書留 ・ ウ クレ ジッ トカ ー ド 専用 申込 書 






商 品 名 


回 路 図 エ ディ タ 二 電子 回 路 シ ミュ レー タ 
PSpice8/C 口 版 ス ー パ ー パ ッ ク (PC9801 用 3.5?) 


パソ コン 用 電子 回 路 シ ミュ レー タ (3.5* or 5^) 
PSpice/CQ 版 (Ver.5) PO9801 用 


パソ コン 用 電子 回 路 シ ミュ レー タ (3.5”) “ 
PSpice/CQ 版 (Ver.5) PO/AT, J-3100 用 


バ ソ コン 用 回 路 図 エディ タ 












Tangn-SCH/C 口 版 (PC9801 用 3.5* or 5) 9.64 













定 価 


14.BI0 幅 





ーー 
トコ 
つう 
ょ > 
つつ 
出 


選 
出 


ー 
出 


ご 】 
出 


ご 
出 


5 年版 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 9.8B] 
トラ ンジ スタ ・ デ ー タ ・ ラ イブ ラリ (pco 用 3.5? 1 9 

95 年 版 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 dB] 
ダイ オー ド ・ デ ー タ ・ ラ イブ ラリ (cg 用 3.5) | "* 

95 年 版 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 dB] 
FET デ ー タ ・ ラ イブ ラリ (pc980i 用 3.5?) 

'95 年 版 半 導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 d.B10 円 
74 シ リー ズ | ビ デー タ ・ ラ イブ ラリ (pc9go 用 3.5*) | "* 

5 年 版 半導体 規格 表 デ ィ ス ク 版 .B] 
DP アン プ ・ デ ー タ ・ ラ イブ ラリ (pcesol 用 3.5?) | "* 


(PC9801,DOS/V 用 3.5" 2DD <720K バ イト >〉) 


半導体 規格 表 全 20 后 二 ⑩ 総 索引 FD(3.5) 




















トラ 技 ス ー パ ー キ ッ ト ロ Al レシーバ 
"トラ ンジ メタ ァ 投 条 : 2 お 、 9 月 cU,000 円 


(トラ ンジ スタ 技術 」'92 年 10, 11 月 号 参照 ) 










トラ 技 ス ー バ パー キッ トディ ジタル ・ マ ル チ メ ー タ 
(3.5" or 57) (「 ト ラン ジス タ 技 術 」"93 年 3 4,8, 9 月 号 参照 ) 


ソコ ン 有 フ マ ブ ル ・ ロ ジッ ク 開 発 パ ッ ケ ー> 








(Windows 用 (PC9801 





SUSIE-CAD/CQ 版 (Windows 有 (PC/AT の ヵ ) 3.5 り 


VerilO 呈 -HL シ ミュ レー タ 
Pure Speed/OQ 版 (Winaows 用 (PC9801.PC/AT) 3.5) 














ISBN コ ー ド | 
4-7898-| | | | | 
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B,0UU 円 


パソ コン 用 ディ ジタル 回 路 エ ディ タ 品 シミ ュ レ ー タ | 9 000 円 
(H 発 る 





(9 月 発 売 子 定 ) 


国 
半 
人 





る な ささ 久生 2 る あな 2 ニー の な こと 2 の 99 


巳 
出 







購入 希望 数 


て 
ゞ 


C っ 
の 


デ 
に 1 和 
と で. も 


no 
っ 
つ 
選 
選 
上 
C う 
ペ 


8 旧 軸 
較 
深 っ 


rv 


et 


各社 デー タブ ッ ク 新 刊 の ご 案内 





















70861 ぎ 742 
70871 ぎ 948 
70881 ぎ 1.833 







ツェ ナー・ ダ イオ ー ド デー タプ | 製品 一 覧 , セレ クタ ・ ダ イド お よび デー タプ ブッ ク , テ クニ カ 
ッ ク ル ・ イ ン フ フォメーション, アプ リケーション ・ ノ ー ト 
ロー ラ |TMOS ペ ワーMOSFET デ ー タ | セレ クタ ・ ガ イド 。 デー タ シ ー ト , アプ リ ケ ー シ ョ 
デック ン 情 報 , パッ ケー ジ 情 報 
圧力 モ センサ デ ー タ ブッ ク に 70 | \vo 
2 ・ 関 連 製 品 11486 プ プロセッサ, PCI セット,。 ペリ フェ ラル ・ コ ン ポ 72981 半 2.570 
0 ッ サ ・ 関 製品 6Aatiam プ ロモ セッ サ 。 PCI モ セッ ト 。 周辺 素子 72991 | 半 2.261 
95 周辺 コン ポー ネン ト OS 健生 73001 | 半 2.467 
'95 パッ ケー ジン グ ( 英 文 ) し 
> 冊 セ ッ ト 外形 。 寸法 73011 | 辛 2.055 
95 通信 用 半導体 関電 だ 0 が 区 の 内 色 他 、。 "に 8941 | \14.729 
95 標準 リニア IC ーー の 導 920ESNND 本 2 
?05 高速 ん /D, D/A コ ン バ ー タ 人 D/A コ ン ッ エー 夕 。 デア プリ ケー ショ 
395 信号 ホラ ンジ スタ 概要 、 バイ ポー ラ ト ラ ンジ スタ 。 居 須 効 果 形 ト ラン 9:990 
95 Bi-CMOS7/ 低 電圧 CMOS 標 | 概要,HD74LVC シ リー ズ , HD74LV シ リー ズ , HD74| ZZ43] | scos 
準 ロ ジッ ク (HD74BC/LVC) |BC シ リー ズ 
'95 HDD/FDD コ ント ロー ラ IC | 概要 , HDD 用 IC, FDD 用 IC 77441 | 辛 4.326 
95 日 立 モ ー タ ドラ イ ^ バ 1C 概要 。 モー タ ド ライ バ ,。 インター フェ ー ス ドラ イベ バ | 77451 | 辛 4.223 
'95 TV・VTR 用 IC 選 局 ・ 電 源 回 路 , IF, 映像 信号 処理 。 偏向 回 路 77951 | 壮 7.210 
95 表面 実装 ディ スク リー ト ・ デ 28A タ イプ, 2SB タ イプ , 抵抗 内 蔵 タ イプ , PA タ | 2oc 
NEC 
'95 パワ ーMOS FET 軸 の に ネル フィ ワーIMOS FET,P チ ャ ネル パワ ーMOS 27971 半 4.326 


95 マイ クロ 波 デ バイ ス ロー ノイ ドラン ジス 人 ダ : パウ ウー トラ ンジ スタ 77981 ぎ 2,472 


還 上 記 の 新刊 本 を ご 希望 の 方 は , 出版 案内 14 を ご 参照 の うえ , お 申し 込み くだ さい . 
較 通 信販 売 ご 利用 の 際 , 出版 案内 15 の 申込 書 の ISBN コ ー ド 欄 に は 製品 コー ド を ご 記入 くだ さい . 

一 上 記 以 外 の デー タブ ッ ク 既 刊本 に つき まし て は , 各 メ ー カ 別に 注文 書 を 用 意 し て お り ま す の で , メー カー を ご 指定 の うえ , 電話 また 
は FAX に て , 下記 まで ご 連絡 くだ さい . 


CQ 出 版 帳 販売 部 谷 03-5395-2141 FAX03-5395-2106 


























































日 立 マ イコ ン 
・ シ ステ ム 














デー タフブック 常備 / 店 舎 社 テー タブ ッ ク は 下記 の 書店 で も お 買い 求め いた だ け ま す . 





旭屋 書店 札幌 店 札幌 市 、 容 011-241-3007 東京 旭屋 書店 池袋 店 豊島 区 容 03-3986-0311 
金 港 堂本 店 仙台 市 、 容 022-225-6521 有 降 堂 西 日 ト ー ヨ ー 地 下 街 店 横浜 市 、 容 045-311-6265 
大 盛 堂 書店 … 渋谷 区 容 03-3463-0511 文教 営 ブ ッ ク セ ンタ ー 川崎 市 。 容 044-812-0063 
書泉 グラ ン デ 千代 田 区 容 03-3295-0011 アイ プッ クニ 洋 堂 パソ コン 3 上 前 津 店 名 古屋 市 谷 052-251-8834 
書泉 ブッ クタ ワー 千代 田 区 容 03-5296-0051 丸善 名 古屋 支店 名 古屋 市 傘 052-261-2251 
万 世 書 房 千代 田 区 谷 03-3255-0605 アバ ン テ ィ ブ ッ ク モ センター 京都 市 。 傘 075-682-5031 
ラオ ックス ザコ ンピュータ 館 千代 田 区 傘 03-5256-3111 コー 如 カ テク ノ 大 阪 市 容 06-763-5801 
電波 堂 書 店 千代 田 区 傘 03-3255-8539 淳 久 堂 書店 三宮 店 神戸 市 。 容 078-392-1001 


三省 堂 書店 神田 本 店 千代 田 区 傘 03-3233-3312 
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( ) プー キズ シ [ 
("中 ) 建 笛 コ ズ ー シ の 時 の 玉 角 基 攻 の コー タス Za 丁 男 「 や マッ フ 朋 と 生 層 (を 
WW) 包 尽 いり 立 せ や 表 堂 
っ 芝 (4 イー※X と イル と る) 
AO の G 素 星 恨 往 艇 依 





\ い ママ >Y 可 ご こ 末 乏 評 猫 .X-) ら - て al ヒヒ 須 ゴ 下 





旨 提 6 考 36BI YYYPYYYKYKYYKSYS 3 
ルー 反 -ra ヒ 用] me 
: -) を ら 鏡 狂 主 谷 : 
北 受 ぜ 和 次 叶 () つう Sd SB 
[ES 目 E 吉 966I 
6- 了 Q[-T 錦 章 包 蟹 草 惨 症 単 還 連 幡生 還 宏 
( Y 光 芝 ) 





0 


と 下 ) 重 ) 引 


潤 VY 渡 を 間 未 











上 受 Es に 基 資料 請求 カー ド 記 入 法 


カー ド 有 効 期限 : 1995 年 9 月 末日 迄 
送付 先 は 勤務 先 に 限 り ミ す 。 





_. 専門 誌 の 広告 は 重要 な 技術 情報 で す 。 その 
中 で 読者 の 皆様 が 入手 し た い 情 報 は 、 哀 料 
請求 カー ド の ご 利用 で 、 居 な が ら に し て お 「 

手元 に 届き ます 。 や ひ 有 有効 に さ 導 用 下 き い 。. 
- 必ず 全 項 目 に ご 記入 下さ いと .- . 

の 姓名 ・ ・ 勤 務 先 ・ 電 話 番号 - 作 所 は 所 容 の . 
様式 通り -1 枠 ご と に 書き 入れ て 下さ きい 。 ご 」 
Oo 会 社名 は 株 式 会 社 な ら ば (株 )、 有 限 会 社 
は ( 有 )、 財団 法人 は (時 ) と 蜂 し 社名 を 書 
いて 下さ きい 。 WW 

。 の 生年 月 日 は 西暦 で 書い て 下さ い 。 と 

の 当 カー ド は 登録 する こ と が で きま す 。 ま . 
ず 全 項目 に ご 記入 の 上 投 画 下さ きい 。.. 当 社 . 
より 登録 完了 ば が き が 到着 し ます 。 ・ 
o 当社 請求 カー ド の 会 員 番 号 が ある 方 は 、--… 
会 員 番号 ・ 姓 名 ・ 生年 月 日 の 記入 で すみ 
ます 。 また 会 員 番 号 を お 持ち で 登録 内 容 
に 変更 が ある 方 は 変更 筒 所 を 上 記 の 他 に 

< 書い て 下さ い 。 ヽ : | 

〇 役職 ・ 職 種 ・ 専門 分 野 ・ 業種 ・ 従業 員数 
生ま 時 を 記入 し て 下さ い 。 





位 工 _ 所属 部 門 ュ の 電 
! . 一 般 職 | 研究 ・ 開 発 部 
2. 主任 職 2 . 設計 ・ 技 術 部 門 、 
、 3. 係長 職 3、 生産 ・ 生 産 管理 部 9 
4 課長 職 Y 4 . 保守 サー ヒス 部 門 「 
、 5.. 部 長 次 長 潤 ..。 5 その 他 の 技術 部 用. 
6 . 役 抽 「6. 営 栖 部 門 - : 
- 7. 経営 者 。 7. 里 買 ・ 資 材 部 9 
8 教職 ( 小 、 中 、 高 校 ) 8 . 経 務 ・ 経 理 郡 門 
9 . 沖 職 (大 学 、 専 門 学 校 ) 。 9 . 人 事 ・ 理音 吉相 。 
-10. 専門 職 ( 弁 座 士 ・ LE !0。 経営 部 門 
99. その 他 39. その他 
、 名 当 分 野 > 。 sg 琴 隊 8 の 
- | 1 コン ビュ ー タ (ハー トウ ェ ア ) 技 術 ) 建設. 不動 産 
E 広告 資料 請求 欄 No の 飛 に 次 料 靖 来 番号 を 記入 し 、A_B.C. の ご 稼 の 項目 に つ を つけ て くだ きい ! | 5 人 アバ イス 村 和 ” ぎし 補 ぼ 員 
| 4 電子 回 路 接 術 。 4 鉄鋼 ・ 全 語 
5 計測 ・ 制 御 技術 ” - 。 - 5. 機械 ・ 柄 密 機 寺 
」 6. 通信 間 連 技術 6. 電子 機器 ・ 部 品 
7: 物性 ・ 笠 料 - ゾー 7 輸送 用 機器 ・ 運 輸 
- 8 . 機 橋 設 計 少 。 その 他 の 製造 ・。 
| 9. シス テム エン シニア リン ク 9 . 商社 ・ 卸 売 WS 
」 10. 検査 ・ 品 質 管 理 *- 10. 通信 ・ 情 報 
| 1!. 医師 ー 秋 : 情報 処理 に 
| ′ !2. 経営 管 理 ~・ 1!2. その他 の サー ビス 
413. 商 正 サー ヒス - 13. 政府 公共 機 問 
4. 乾 職 。 1!4. 学校 ・ 研 究 所 ・ 病 院 
生業 テリ 。  』5. 農林 ・ 水 産業 . = 
| 9. その 他 ご し その 人 
ar 9 Woo 30 っ し 
】 -I0 人 以下 。 5. 50! 人 人 一 1000 人 。 に ・ 
ロロ 入 一 5 人 5. 100! 人 一 5000 人 人 = ま 
! -3- 5! 人 一 !00 人 7.. 500! 人 一 10.000 人 ・ 9 
し -4 . 10! 人 一 500 和 人” 8 . 10.00! 入 以上 ーー に -* ーー 


と K 6 も * > 
ぁ し. 還 』 ぁ 草間 a あ * 
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アン ケー ト の 
お 願い 


の ーー 
に , ア ン ケ ー ト に こ 協 力 く だ さい . 















アン ケー ト の 項目 は 次 の ペー ジ に あり ます . 
3 アン ケー ト は 折り 込み ハガキ に ご 記入 の 上 
と グ ) ご 返送 くだ さい . 


アン ケー ト に 応募 し て いた だ いた 方 に は , 下記 の 中 か ら ご 希望 の 
モニ ター を 選ん で いた だ き ぎ ., 抽選 で プレ ゼン ト い た し ます . 

また だ た, 抽選 に 漏れ た か た が た の 中 か ら 100 名 様 に は , 弊社 特製 の 
CD-RUM ケ ー ス を 進 皇 いた し ます . 


モニ ター プレ ゼン ト 商 品 一 覧 


) 1-2-3 R2.5J (1 セッ ト ) [提供 : ロ ー タ ス ( 帳 〕 

) PowerPoint for the Macintosh Ver.4.0 (1 セッ ト ) [提供 : マ イク ロ ソ フト 自 ] 

) ImageOFFICE for V1.2 (1 セッ ト ) [提供 : 富 士 通称 ] 

) Barrierll (5 セット ) [提供 : 山 ラン ハー ド 〕 

) STARFAX for Windows Ver.4.0 (1 セッ ト ) [提供 : メ ガ ソ フ ト 條 ] 

) キッ ド デ ス ク 日 本 語 版 (1 セッ ト ) [提供 : 和 シ ステ ム ソ フ ト ]〕 

) ATLAS for Windows V2.0 (1 セッ ト ) [提供 : 富 士 通 想 ] 

) 電 辞 窓 星 文 社 国語 辞典 (1 セッ ト ) [提供 : 山 メデ ィ ア ・ ラ ボ ]〕 

) 名 刺 男 ( メ イシ マン ) (1 セッ ト ) [提供 : パ ー ソ ナル メデ ィ ア 燃 ] 

0) DynaFont プレ ミア ム 17 書 体 パ ッ ク Win/Mac 用 ( 各 1 セ ッ ト ) [提供 : ダ イナ ラブ ジャ パン 特 ] 
) AXP-SC02H(1 セ ッ ト ) [提供 : ア ド テ ッ ク シ ステ ムサイ エン ス ]〕] 

) Power Window 868PCI (1 セッ ト ) [提供 : カ ノー プス 眉 〕 

) MX2-SB (2 セッ ト ) [提供 : 則 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 ] 

) AC パ ワー コン トロ ー ラ SPC-02 シ リー ズ ( ポ ン 太 ) (2 セッ ト ) [提供 : 山 シス テム サコ ム )〕 
) 日 本 語 OCR ソ フト e.Typist (2 セッ ト ) 【〔 提 供 : メ ディ アド ライ ブ 机 ] 

) ViewWave EX DVS-1632 (1 セッ ト ) [提供 : 緑 電子 候 ] 

) PCMCIA SCSI-2 カ ー ド IFC-VS (1 セッ ト ) 【 提 供 : メ ルコ ] 

) ウイ ンド ウズ アク セラ レー タ VA100(5 セ ッ ト ) [提供 : 机 ティ アッ クシ ステ ムク リエ イト ] 
) マル チ メ デ ィ ア スピ ー カ シス テム (2 セッ ト ) [提供 : 松 下 電 器 産業 旨 〕 

) REX-5568・DATAFAX モ デム カー ド (1 セッ ト ) [提供 : ラ トッ クシ ステ ム 身 ] 

) REX-5052・GP-IB カ ー ド (1 セッ ト ) [提供 : ラ トッ クシ ステ ム 相 ] 

) REX-5054・A7D カ ー ド (1 セッ ト ) 【 提 供 : ラ トッ クシ ステ ム 帳 〕 

) REX-5055・DIO カ ー ド (1 セッ ト ) [提供 : ラ トッ クシ ステ ム 蛋 ] 

) REX-5056・RS-232C カ ー ド (1 セッ ト ) [提供 : ラ トッ クシ ステ ム 蛋 ] 








ce 


Q1 パソ コン 歴 は 何 年 で すか . 
1.1 年 末 満 2.1 一 $ 年 未満 3.$=10 年 未満 4.10 一 13 年 未満 5。13 年 以上 


Q 本 誌 を 購読 し て 何 年 で すか 
1.1 年 未満 2.1 一 3 年 未満 3.3 一 3 年 未満 4.3 年 以上 


Q3 本 誌 の 購読 は . 
1 . 毎 号 必 ず 2. ほ ぼ 毎 号 3 = 内容 に より 4。 た ま に 5。 今 回 が 始め て 


Q4 本 誌 を 何人 の 方 が 読ま れ ま すか (回 読 人 数 ). 
1 自分 だ け 2.1 人 2 人 3.3 人 ーー4 人 。 4。5 人 一 6 入 | 5。7 人 以上 


Q.5 本 誌 を どの よう な 目的 の た め に 購読 し て いま すか (複数 回 答 可 ) 

1. ソ フト , 周辺 機器 を 活用 する た め 2. パ ソコ ン 本 体 を 活用 する た め - 3. プロ グラ ミン グ 技 術 の 向上 

4. 市 場 の 動向 を 掴む な た め 5. 新 製品 の 詳し い 情 報 が 知り た い e. 広 告 で 製品 情報 を 得る た め 7. パ ソコ ン 本 体 お よび 周辺 
機器 購入 の 参考 に する た め 8g. 企 業 で の 人 入 事例 を 知る た め 


Q.6 本 誌 の 記事 を 見 る 頻度 を 教え て こく だ さい . 


(3) 特集 記事 1. 必 ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 
(b) 連載 の 記事 1. 必 ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 
<) 広告 1. 必 ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 
@ 製品 紹介 記事 1. 必 ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 
(@) 新 製 品 情報 1 必ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 
⑥.: コラ ム 1 . 必 ず 見 る 2. ほ と ん ど 見 る 3. 見 る 時 も ある 4. あ まり 見 な い 


Q7 日 常 , 勤務 先 ( 仕 事 ) や ご 自宅 で 使用 し て いる コン ピュ ー タ は . 
(複数 の パソ コン を お 使い の 場合 は 最も 使用 時 間 の 長い も の を 選ん で くだ さい .( ) 内 に は 型番 を ご 記入 くだ さい ) 


念 勤務 先 ( 仕 事 ) 1.Mac 2.PC98 3.IBM PC/AT 互 換 機 4。 ワ ー ク ステ ーション 5。 そ の 他  e. 使 っ て いな い 
念 自宅 (仕事 ) 1.Mac 2.PC98 3.IBM PC/AT 互 換 機 4。 ワ ー ク ステ ーション 5. その他 e. 使 っ て いな い 


Q8 1 日 の 勤務 先 と 自宅 で の パソ コン の お お よそ の 使用 時 間 (hr) は . 
久 勤 務 先 :( ) 金 自 獲 :( ) 


QS 勤務 先 と 自宅 で 使っ て いる パソ コン の 台数 は . 
勤務 先 :( ) 金 自 宅 :( っ) 


Q10 勤務 先 と 自宅 で 使っ て いる パソ コン は ネッ トワ ー ク に つなが っ て いま すか . 
念 務 先 :(1.yes、2.no) 金 自 宅 :(1.yes.2-no ) 


Q11 各務 先 と 自宅 で 使っ て いる メイ ン の プロ グラ ム 開 発言 語 は どの 会 社 の 製品 で すか . 
令 勤 務 先 1. ボ ー ラ ンド 2. マ イク ロ ソ フト 3. その 他 ( | ) 
金 自宅 1. ボ ー ラ ンド 2。 マ イク ロ ソ フト :: 3。 そ の 他 (= ) 


Q1 ら 勤務 先 と 自宅 で 使っ て いる OS は な ん で すか . 
欠 勤 務 先 1.DOS 2.DOS+Windows3.1 3.OS/2 4.WindowsNT 5.UNIX 6e. そ の 他 ( ) 
多 自 宅 1.DOS 2.DOS+Windows3.1 3.OS/2 4.WindowsNT 5.UNIX 6e. そ の 他 ( ) 


Q13 奈 暇 に プロ グラ ム を 作り ます か . 
1。yeS 2。no 


Q14 勤務 先 や ご 自宅 で 使用 され て いる パソ コン の CPU は 何で すか .. 

(複数 の パソ コン を お 使い の 場合 は 最も 使用 時 間 の 長い も の を 選ん で くだ さい ) 

人 勤務 先 1.Pentum7SMHz 以 上 2.486/66MHz 以 上 Pentium66MHz 以 下 3.486/66MHz 未 満 4.386 5. そ の 他 ( ) 
金 自宅 。 1.Pentum7SMHz 以 上 2.486/66MHz 以 上 Pentium66MHz 以 下 3.486/66MHz 未 満 4.386 5. そ の 他 ( ) 


Q15 今後 , 勤務 先 (仕事 ) や 自宅 (個人 ) で 使用 し て いる コン ピュ ー タ を 買い 換え る と し た ら 何 に し ます か 
念 勤 務 先 (仕事 ) 1.Mac 2.PC98 3。IBM PC/AT 互 換 機 4。 そ の 他 
念 自宅 (個人 ) 1.Mac 2.PC98 3。IBM PC/AT 互 換 機 4。 そ の 他 ( ) 内 に は 型番 を ご 記入 . く だ さい 。 


Q16 Q14 で お 答え の パソ コン は どの タイ プ で すか 
欠勤 務 先 (仕事 ) 31。 デ スク トッ ツジ ツ 人 タ 。 一 体 弄 ト 3 。 ブート 人 で! 家 サ ダル ー ド 
念 個人 (自宅 ) 1。 デ スク . よ トッ プ -。4。 一 体型 3。 ノ ー ト 4。 サ プ ノ フー ト 


Q1Z 次 の ソフ ト 群 か ら 使用 し て いる も の と , 欲し いも の を お 答え くだ さい (複数 回 答 可 ) 


ー Sei み 1 < 


1. ワ ー プ ロ 2. 表 計算 3.DTP 4.CAD/CAM 5. 数 式 処理 6. ロ ジッ ク 設 計 7.dBASE 系 8.SOL 9. エ ディ タ 1+0.C 
言語 11.VisulaBasic 12.Delphi 13. 通 信 14. グ ラフ ィ ッ ク 15. 音 楽 16. 業 務 業 種 17. プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 1+1g8. ゲ 
ー ム 19。 ス ケ クジ ュー ルン ソン ソフ. ト 20。 教 育 .・ 学習 21。 そ の 他 ( ) 


Q.18 次 の 雑誌 群 の うち , ふだん お 謗 み の も の を お 答え くだ さい (複数 回 答 可 ). 

1. ト ラン ジス タ 技 術 2. イ ンタ ー フ ェ ー ス 3.COHamRadio 4.C MAGAZINE 5.Dr.Dobbs Journal 6.The BASIC 7.Ohi 
PC 8. 月刊 ASCTL 9. 月 刊 ASCII DOS/V Issue 10.DOS/Vmagazine 11.SUPER ASCII 12. 日 経 パ ソコ ン 1+3. 日 経 バ イト 
14. 月 刊 PC 15.HellolPC 16.EYE-COM 17.Asahi パ ソコ ン 18.Paso 19.PCFan 20. 日 経 cliick 21.PCWORK 
22.THE WINDOWS 。 23.Windows Magazine 24.WINDOWS WORLD 25. 日 経 WinPC 26.MacUser 27.MACLIFE 

28 .MACPOWER 29.MacFan 30. 日 経 MAC 31.MACWORLD 32.TECHIMac 33.HyperLib 34.LAN TIMES 35. コ 
ンピュータ 奴 ネ ットワーク LAN 36. 日 経 コ ミュ ニケ ーション 37. 日 経 CG 38.UNLXUSER 39.UNIX MAGAZINE 

40 -internetuser 41.Intermet Magazine 42.TECHWin 43.MdN 44.CD-ROMEFAN 45. そ の 他 ( ) 


Q198 日 常 使っ て いる パソ コン の 実装 メモ リ は . 
1. メ モリ (8M 未 満 ) 2. メ モリ (8M 以 上 16M 未 満 ) 3. メ モリ (1eM 以 上 24M 未 満 ) 4. メ モリ (24M 以 上 ) 


Q ど O 日 常 使 っ て いる パン コン の ハー ド デ ィ スク の 容量 は (複数 ある 場合 は 合計 ). 
1 ハード ディ スク (300M バ イト 以上 5S00M バ イト 未満 ) 2. ハ ー ド ディ スク (300M バ イト 以上 1GB 未 満 ) 3.- ハ ー ド ディ スク 
(1G バ イト 以上 ) 


Q ら 1 日 常人 使っ て いる パソ コン の ディ スプ レイ の 大 き さ は 
1. デ ィ ス プレ イ (15 イ ンジ 却 以下 ) 2. デ ィ ス プレ イ (Q16 イ ンチ 以上 19 イ ンチ 未満 ) 3.。 デ ィ ス プレ イ (19 イ ンチ 以上 ) 4. 白黒 
LCD 5。 カ ラーLCD 


Q2 ら 次 の 周辺 機器 の うち 所 有 し て いる も の と , 欲し いも の を お 答え くだ さい (複数 回 答 可 )、 

1.。CD-ROM ド ライ ブ 。。MO ド ライ プ 3. テー プ ド ライ ブ 4。. リ ムー バブル ED 5。CD-ROM ラ イタ 6。 モ ノ ク ロ プリ ン 
ター 7。 カ ラー プリ ンダ 8.FAX モ デム  @g。 フ ラッ トペ ベッ トス キャ 寺 .,。。109。 フ イィ ルム スキ ャ ナ 。..11。 ダ ラフ ィ ッ クア クセ ジラ 
レー タ 12. サ ウン ド ボ ー ド 13. ビ デオ キャ プチ ャ ボー ド 14.MIDI 音 源 15.MPEG ボ ー ド 16. そ の 他 ( ) 


Q23 あな た は 勤務 先 の バ パソ コン 本 体 お よび 周辺 機器 に つい て 購入 に 関与 し て いま すか . 
今 パ ソコ ン 本 体 1. 担 当 者 2. 担 当 者 か ら 技 術 的 助言 を 求め られ る 3。 し て いな い 
久 周 辺 機器 1. 担 当 者 2. 担 当 者 か ら 技 術 的 助言 を 求め られ る 3. し て いな い 
信 ソ フト ウェ ア 1. 担 当 者 2. 担 当 者 か ら 技 術 的 助言 を 求め られ る 3. し て いな い 


Qe4 バン コン 本 体 お よび 周辺 機器 を 購入 の 際 , 重視 する こと を 下記 より ジャ ン ル 別に 一 つ 選ん で くだ さい 


念 バ パソコン 1. ブ ラン ド 2. 機能 / 性 能 3. 価 格 4. 拡 張 性 5. 操 作 性 6. 友 人 が も っ て いる 7. 広 告 
8 雑誌 記事 の 評価 

久 周 辺 機器 1. ブ プラ ンド 2. 機能 / 性 能 3. 価 格 4. 拡 張 性 5. 操 作 性 6. 友 人 が も っ て いる 7. 広 告 
8 . 和 雑誌 記事 の 評価 

ソフト ウェ ア 1. ブ ラン ド 2. 機能 / 性 能 3. 価 格 4. 拡 張 性 5. 操 作 性 6. 友 人 が も っ て いる 7. 広 告 
8 . 雑 誌 記事 の 評価 


Q25 パソ コン の 周辺 機器 や ソフ トウ ェ ア の 増設 / 追 加 は どの よう に され ます か . 
1. 上 自分 で 行う 2. パ ソン コン ショ ッ プ / 保 守 契 約 会 社 に 頼む 3. 友 人 / 知 人 に 頼む 4. そ の 他 


Q26 バ ソ コン の 周辺 機器 や ソフ トウ ェ ア を 購入 する 際 に , 参考 に する も の は 何で すか (複数 回 答 可 ). 

1. 一 般 誌 の 記事 2. 専 門 誌 の 記事 3. 一 般 誌 新聞 / テ レビ の 広告 4. 専門 誌 の 広告 5. 友 人 知人 の 意見 6. ダ イレ クト 
メー ル 7.Expo/ シ ョ ー 8. 購入 先 の 店 員 の 意見 .9. 製 品 カ タロ グ / ガ イド 10. パ ソン コン 通信 で の 評判 11. イ ンタ ーネット 
の WWW サ ー バ ー の 情報 12. そ の 他 ( ) 


Q2Z7 パソ コン の 本 体 , 周辺 機器 や ソフ トウ ェ ア を 購入 する 時 期 は . 
1. リ ー ス 更新 時 。 2。 ボ ー ナ スス 時 3. 組 織 改 革 時 4. 特 定 さ れ な い 


QB パソ コン の 本 体 , 周辺 機器 や ソフ トウ ェ ア の 購入 は いつ も は どこ で すか 
1. パ ソコ ン 専 門 シ ョ ッ プ 2。 パ ソコ ン / 家 電 量 販 店 3. 通 信販 売 4. 直 輸入 店 店 名 :( ) 


Q29 購入 する ショ ッ プ (通販 ) を 決め る 際 の 要因 を 下記 より それ ぞ れ 三 つ 選 ん で くだ さい . 

念 ショ ッ プ 

1. 価 格 2. 製 品 が 展示 し で いる 3. 知名 度 4. 店 員 に 質問 で きる 5. 修 理 / 交 換 の サポ ー ト 6e. す ぐに 手 に 入れ る こと が で 
きる 7. 雑誌 に 広告 が 掲載 され で いる gs. 友人 の 薦め 9. 場 所 (利便 性 ) 

久 通 販 

1 . 信 頼 性 2. 価 格 3. 商 品 構 成 4. 知 名 度 5. 電 話 の 応対 e- 納 入 時 間 7. サポート sg. 雑誌 に 広告 が 掲載 され て いる 
9. 友 人 の 薦め 


Q30 通販 利用 の 動機 は 何で すか . 
1。 シ ョ ッ プ が 近く に な い 2. 価格 が 安い 3。 その他 


PCMCIA SCSIH2 カ ー ド AXP ン リー ズ 


ツク 人 ラ と 67 の リン ョ ンス バ 





JEIDA4.2 プ PCMCIA2.1 PLUG MAGIC シ リー ズ の 新 製品 で 、 
DOS/V ノ ー ト や サブ ノー ト 用 の SCSI22 カ ー ド を ダイ レク ト に て 
販売 を 行っ て いま す 。 

ゾー トバ パソ ツ コ ヨシ や か プ ノ ー bb パス コン に CDEOM ド ラオ プ 、 
MO ドラ イブ 、 ハ ー ド ディ スク な どの SCSI 機 器 を 接続 する と き 
に は 欠か せな い カ ー ド が 、 こ の PC カー ド で す 。 PC-9800 シ リー 
スズ と DOS/V パソ コン 、 両 方 の ドラ イ バ ソ フト を 添付 し て いる た 
め 、 江 用 性 の 高 さ が 魅力 で す 。 接続 する SCSr 機 器 の コネ クタ 
サイ ズ に より 、AXP-SCO02H ま た は AXP-SC02F が お 選び いた だ け 
ます 。 


圏 仕様 

カー ドサ イズ PC カー ド Typel サ イズ 

規 格 _ ANSI 規 格 X3.131-1986 準 拠 SCSL-2 対 応 
最大 転送 速度 4MB/sec( 同 期 転 送 時 ) 

SCSI バ ス 不平 衡 、 ア クティ ブタ ー ミ ネー タ 内 蔵 


ASPI マ ネー ジャ PC-98 用 、DOS/V 用 、EPSON PC486NOTE 用 
専用 ドラ イ バ  HDD,CD-ROMMO, リ ムー バブ ルディ スク 用 添付 
専用 ユー ティ リティ フォ ー マ ッ ト プ ロ グラ ム 
DOS 版 オー ディ オ CD プ レー ヤ 等 添付 ケー ブル 
AXP-SC02H : ハー ブフ ピッチ 50 ピ ンコ ネ ク タ (70cm) 


AXP-SC02F : フル ビッ チ 50 ピ ンコ ネ ク タ (70cm) 


圏 価格 \19.800 





問い 合わ せ 先 : 

(株 ) ア ド テ ッ ク シ ステ ムサイ エン ス 

〒240・ 横 浜 市 保土ヶ谷 区 神戸 町 134 YBP ハ イ テ ク セン ター 
TEL. 045-331-7575 


資料 請求 No.7 


Power Window 868PCI・VLB 





各誌 で 高い 評価 を 得 た Power Window の 新型 868。 定 評 の ディ 
スプ レイ ドラ イ バ が アク セラ レー タチ ッ プ の 能力 を フル に 
引き 出し ます 。 

較 ビ デオ CD と MPEG 再 生 が 可能 。 

スム ー ズ な 動画 再生 を 実現 する DCI に ハー ドウ ェ ア レ ベル で 
対 応 。 オリ ジ ナ ルビ デオ CD と プレ イヤ ー ソ フト |Power 
Cinemal| が 付属 し て いま す の で 、 そ の 効果 を すぐ に 確認 す 
る こと が で きま す 。 

一 絆 有明 で クッ キリ し た 高 画質 。 

高 精度 分 離 刑 DAC 回 路 に より 、Power Window 868 は 、 高 解 
像 度 ・ 多 色 表 示 時 に も 、 ク ッ キ リ し た 文字 と 鮮明 な 画像 表 
示 を 可能 に し て いま す 。 

田高 い 信頼 性 を 確保 。 

Power Window の デイ ィ イス プレ イド ライ バ は 、 き わ め て 高い 信 
頼 性 を 確保 し て いま す 。 

圏 高 解像度 の 高 品質 表示 。 

800X600 ド ッ ト ま で 可能 な フル カラ ー 表 示 や 、 使 い 勝 手 の 良 
い 1152X864 ド ッ ト ・63,536 色 を は じ め と し た 多彩 な 表示 モー 
ド を 用 意 し て いま す 。 ま た 、 ち ら つ き が 少な く 、 目 に 優し い 
フリ ッ カ フリ ー モ ー ド に よる 表示 は 、1280X1024 ド ッ ト ま で の 
各 解 像 度 で 対応 し て いま す 。 





一 便 利 な 統合 ユー ティ リティ を 搭載 。 

解像度 ・ 色 数 の 変更 や 、 仮 想 ス クリ ー ン の コン トロ ー ル な 
ど 、 表 示 に 関す る 設定 に 加え 、VESA DPMS 省 電力 機能 の 
設定 な ど を コン トロ ー ル で きる ユー ティ リティ を 標準 搭載 
し - ま ga だ: ャ 


脅 価格 \39.800 





問い 合わ せ 先 : 

カノ ー プ ス ( 株 ) 

〒651-22・ 神 戸 市 西区 室 谷 1-2-2 神戸 ハイ テク パー ク 内 
TEL.078-992-S846 


資料 請求 No.17 


MX2-SB ょ ッ ン ド ボ ー ド @&CD-ROM ド ライ ブ セ ッ ト 


PC-9800 シ リー ズ 用 CD-G・MKE 対 応 の 2 倍速 外 付 け 型 CD- 
ROM ド ライ ブ (CDG-MX2-L) と サウ ンド ボー ド (SB16V/98) を 
セッ 引 し た 先 画 ル で す 。 

圏 CD-G 対 応 。 

標準 添付 の CD-G 再 生 ソ フト で 、 
ソフ ト が パソ コン で 楽し め ま す 。 
較 PC-9800 シ リー ズ 用 MKE 対 応 。 
アイ ヤル オー トゲ ギタ 機器 製 グ ラフ イッ クウ 宅 少 と 他 球 訓 
ド |GA-98NB IIC| お よび |SoundBlaster 16 for PC-9800 シ リ 
ー ズ | に 対応 し て いま す 。 

田 セ カン ド バ ス TYPEI| 搭載 ボー ド に 接続 可能 。 

MKE イ ンタ フェ イス ボー ド [MK-98SB|」 を 付け れ ば 、 セ カ 
ンド バス TYPE I ボ ー ド に 接続 する こと が で きま す 。 

一 各 種 フ ォ ー マ ッ ト に 対応 。 

CD-G、Photo CD、CD マ ル チ セ ッ シ ョ ン 、CD-DA、CD-ROM XA、 
ビデ オ CD の 各種 フォ ー マ ッ ト に 対応 し て いま す 。 

較 CD ク オリ ティ の ステ レオ サン プリ ング 機能 。 

$S 一 44.1KHz の 男 囲 で 選択 可能 な 、 プ ロ 用 ディ ジタル オー デ 
ィ オ 機器 の 高音 質 16 ビ ッ ト CODEC チ ッ プ を 採用 。CD ク オリ 
ティ の 高音 質 を 実現 し て いま す 。 

圏 FM シ ン セ サイ ザ 音 源 搭載 。 


市 販 の CD-G 対 応 カ ラオ ケ 


アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機 玲 


4 オペ レー タ ・20 ポ リフ ォ ニ ックス テレ オ FM シ ン セ サイ ザ 
(OPL3) を 搭載 し まし た 。 

田 MIDI、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 外 部 オー ディ オ 機 器 と の 接続 
が 可能 。 

圏 オ リ ジ ナ ル CD-ROM タ イト ル と CD-G カ ラオ ケ 体 験 版 ( 絵 
の 出る カラ オケ ) を 添付 。 

@PC-9800 シ リー ズ 用 


圏 価格 :\22.800 


問い 合わ せ 先 : 

(株 ) ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 ・ 新 製品 案内 窓口 
〒920・ 石 川 県 金沢 市 桜田 町 24 街 区 1 

TEL. 0762-60-1024 





資料 請求 No.8 


AC パ ワー コン トロ ー ラ (ポン 太 )SPC02 シ リー ズ 


ツン 74 る yum 7 





ボン 太 は キー ボー ド か ら 、 パ ソコ ン 本 体 の 電源 を ON/OFF で 
きる 、 イ ン テ リ ジェ ント な 電 誠 タダ ジリ > 

Windows 上 で は 、 ア イコ ン の クリ ッ ク で 電源 を OFF に で き 
ます 。 ま た 、 毎 日 一 定時 間 に 立 ち 上 げ る タイ マー 機能 や 
モデ ム の 着信 で 自動 的 に ON で き 0 
で 、 ソ フト ウェ ア を 作成 すれ ば 、 よ り 広 い 用 途 で の 利用 
可能 で す 。 

田 通 信 費 の コス ト セ ー ブ が 可能 。 
Me 
能 を 組み 合わ せる と 、 通 信 費 の 安い 夜間 に 自動 的 に 立ち 上 
げ て 、 ダ ウン ロ - 敵 還 陸 03 Ei 

圏 モ デム の 着信 で 、Power ON が 可能 。 

リー デル 間 に ポ ボン 大 モデ ム 接 続 ケ 
ー ブ ル を 使用 分 岐 し た 着信 信号 を 制御 ボード! こ 接続 し 
まず 。 ボン は 半生 感知 し て 、 
パソ コン を 起動 し ます 。 

圏 モデ ム 通 信 に よる 電源 投入 の 使用 例 。 

ポン 太 (SPC02-98) と 通信 ワ ソフト (イン ター ソフ ト 社 : リ モー 
トミ ラー) を 使っ て パソ コン (PC98) を 遠隔 操作 で り モ ー ト 
PowerON! で きま す 。 


1. ホ スト 側 (PC-9800) に SPC02-98 を 接続 し ます 。 モ デム 接続 


ケー ブル は RI 信号 用 を 使用 し 、PC-9800 と モデ ム 間 の ケー ブ 
レ に 接続 し ます 。 
ee け に KS 光 デ 
ム か ら 出 力 さ れる RI 信号 に より 、 ホ スト 側 の 電源 が 投入 さき 
ます 
3. 電 源 投 入 後 、 通 信 ソ フト を 実行 する と 、 ホ スト 側が 無人 で 
も ファ イル 転送 等 を 実行 で きま す 。 
但 SPC02-98:PC-9800 シ リー ズ グ EPSON PC シリ ー ズ 
SPC02-AT:DOS/V 用 


較 価 格 :\24.800 





問い 合わ せ 先 : 

(株 ) シ ステ ム サ コ ム 

〒1S0・ 東 京都 渋谷 区 東 1-32-12 渋谷 プロ パテ ィ ー ウ エス トビ ル 12F 
TEL.03-3797-0211 


資料 請求 No.18 


目 本 語 OCR ソ ラ ト e.Tvpist 


マウ ス に よる メニ ュー 選択 だ け で 、 様々 な Windows ア プリ 
ケー ショ ン に 文字 入力 が で きま す 。 原 ーー スキ ャ ナ で 取り 
込ん で 、 簡 単 な メ ニュ ー 選 択 を する だ け で すばやく テキ 豚 

ト デ ー タ に 変換 で きま す 。 ほ と ん と 2 ウス で で き 

る だ ため 、 コビー を 取る よう な 手軽 さき で 使え ます 。 

田 す ぐれ た 文字 認識 精度 を 実現 。 

書体 、 文 字 の 大 き さ 、 文 字 間 の アキ の 違い に も 臨機 応変 に 

対応 。 様 々 な タイ プ の 文字 を 的 確 に 認識 し ます 。 イ ンス ト 

ー ル し た 時 点 か ら 、 精 度 の 高い 文字 認識 能力 を 発揮 しま す 

脅 便利 な オー ト 機 能 を 搭載 。 

原稿 を セッ トド し で 、 操 作 ツ ー ル バー の 「 オ ー ト | を 選択 す 
る だ け で プレ ス ヌ スキャン か ら ス キャ ン 枠 i 設定 、 キャ ン 、 認 

識 ま で の 一 連 の 作業 を 自動 的 に 実行 し ます 。 

一 日 本 語 辞 書 機能 を 標準 搭載 。 

# り 6 万 3 十 語 の 知識 辞書 | 日 本 語 ワ ー ド チェ ッ カ ー」| に より 、 
原 橋 を 自動 解析 。 い み が 不 自然 な 文字 の 部 分 を 抽出 し ます 
一 簡 単 修 正 の ポッ プア ッ プ 表示 機能 。 

圏 イ メー ジ を 確認 し な が ら 文 字 修正 が 可能 。 
圏 ユ コー ザー 学習 機能 を 搭載 。 

一 8 月 31 日 まで の 発売 キャ ン ペ ー ン 実施 中 。 
田 専 用 拡張 キッ ト 「e.COPO」 も 好評 発売 中 。 


|e.Typist| に 必要 な 機能 だ け を 追加 で きる 専用 拡張 キッ ト 

| e.COPO」 hs 5 弾 の es 加 プ ログ 
ラム | を 追加 する こと に より バイ リン ガル OCR へ スキ ル ア 

ッ プ し ます 。 追加 発売 キャ ン ペ ー ン 同時 実施 中 。 

で PC-9800 シ リー ズ ・EPSON PC・DOS/V パ ソコ ン で W 

indows3.1 が 動作 する 環境 の パソ コン 用 。 


田 価 格 :*29.800 (税別 : キャ ン ペ ー ン に 関す る お 問い 合わ せ は 下記 へ ) 





問い 合わ せ 先 : 

メデ ィ ア ドラ イブ (株 ) ヒュ ー マ ン メデ ィ ア 事業 部 
〒101・ 東 京都 千代 田 区 神田 小川 町 1-6-1 宝 ビ ル 
TEL. 03-5294-7161 





資料 請求 No.9 


ViewVWVave EX DVS-1632 


FM 音源 、PCM 音 源 を 捨 載 し た 高音 質 サ ウン ド ボ ー ド で す 。 
SoundBlaster ソ フト 対応 で 、 ゲ ー ム も 人 迫力 の サウ ンド で 楽し 
め ぼ ほ ず 。:( ま 応対 ひと 味 條 か 求 ビ な マル 天 ふ ディ イア 軸 も 記 楽 
し め る よう 、 本 格 的 な カラ オケ の た め の 特 殊 音 響 機能 な ど 
も ふん だ ん に 装備 し て いま す 

較 3 種 類 の 高 性 能 音源 に 対応 し た サウ ンド ボー ド 。 

FM 音源 に は SoundBlaster 互 換 の 4 オペ レー タ ・20 ボ イス に 対応 、 
8bit PCM 音 源 に は SoundBlasterPRO 互 換 の 44.1khz ス テレ オ に 対応 
し 、16bit PCM 音 源 に は WSS 互 換 の 16 ビ ッ ト 44.1khz の CD クオ リ 
テイ ィ イス テレ オ サ ウ ンド 録音 再生 CODEC チ ッ プ |CS4248」 を 採 
用 し 高音 質 が 得 ら れ ま す 。 さ ら に 、 高 音質 な MIDI 音 源 と し で 
ウェ ー ブ テ ー ブ ル 音源 用 チッ 0 生か 上 明 し て いま す 。 
圏 多 彰 な 互換 モー ド で 、 再 生 デ ー タ が 

Windows の WAVE フ ァイル を は 記 、 が 
ト 、MIDI ソ フト 、WSS 対 万 フト な ど 様 々 な ソフ ト の サウ 
ンド デー タ が 再生 で き 球 す 。 

較 木 格 的 な カラ オケ の た per を 装備 。 

マイ クエ コー 機能 や 音源 認識 に よる 歌 の 採点 機能 で 、 
上 の カラ オケ が 楽し の ます 。 また 、 ハ ー ド ウー 

ング 機能 に より 、FM 音 源 サ ウン ド と マイ ク 

WAVE フ ァイル と し て パソ コン に CD クオ リティ で 録音 


こと る も でき: ます 。 

一 パソ コン 背面 の 配線 が 最小 限 。 

他 の |ViewyV シ リー ズ 」| と の 配線 が パソ コン 内 部 で で きる よう 
に 設計 され て いま す の で 、 パ ソコ ン の 背面 の 配線 が スッ キリ し 
ます 。 ま た 、9 チ ャ ネル の ステ レオ ミキ サ を 内 蔵 し て いま す の 
で 、|ViewyV シ リー ズ | の サウ ンド ステ ーション ボー ド と し て 

機能 させ る こと が で きま す 。 

の D0S プ V パ ソコ ン 用 


較 価 格 :*23.800 (キャ ン ペ ー ン 価格 : \15.800) 





問い 合わ せ 先 : 

緑 電子 (株 ) 

〒215・ 川 崎 市 麻生 区 下麻生 539 MD テク ノ パ ー ク 
TEL.044-989-7623 





資料 請求 No.19 


PCMCIA SCSI-2 カ ー ド IFC-VS 


較 パ ソコ ン に 合わ せ て 3 タイ プ を 用 意 。 








0 で ー ト 用 の SCSI-2 カ ー ド で す 。2048 バ イト の 


FIFO バ ッ フ ァ を 搭載 し 、 高 速 な デー タ 転 送 が 可能 。 Mo DOS プ V サ ブ ノ ー ト パソ コン 用 の IFC-VS を は じ め 、NEC 

抜 機能 に も 対応 し 、 電 源 を 入れ た 状態 で カー ド の 抜き 差し 98NOTE 用 の IFC-NS、EPSON NOTE 用 の IFC-ES の 3 タイ プ を 
が で きま す 。PCMCIA ス ロッ ト に 装着 すれ ば 、 きれ ま 、 で デ 用 意 し て いま す 

スク トッ プ パ ソコ ン で し か 使え な か っ た CD-ROM ド ライ ブ 、 @DOS/ プ V サ ブ ノ ー ト 用 

MO ドラ イブ 、 ハ ー ド ディ スク な どの SCSi 機 器 が ノー ト パ ソ 

コン で 利用 で きま す 。 一 価格 :\19.800 


較 FAST SCSI-2 対 応 。 

同期 転送 で 最大 10MB/S、 2 期 転送 で 最大 2.4MB/S の 、 高 
速 転送 が 可能 な FAST SCSI-2 に 対応 し て いま す 

圏 2048 バ イト の FIFO バ ッ フ 搭載 。 

効率 0 デー タ 転 送 を 実現 する た め 、2048 バ イト の FIFO バ 
ッ フ ァ を 捨 載 し まし た 。 

還 レ ジュ ー ム 柚 搭載 。 

電源 投入 時 に 電源 OFE 時 の シス テム の 状態 に 復帰 する レジ 


4 いれ | 





ュー ム 機 能 に 対応 し で いま す の で 、 作 業 の 再開 が スム ー ズ ス E き で 
に で きま す . 
間 問い 合わ せ 先 : 
拓 機能 を 搭載 。 カー ド を 抜く た びに 電源 ONOFF を する 必 〒457・ 名 古屋 市 南 区 柴田 本 通 4-15 
要 が な く 、 操 作 性 と 使い 勝手 が 向上 し ます TEL.052-619-1827 
資料 請求 No.10 


大 貞 あ ン UP ルウ 45 の 人 MP Pa ダ VA-100 ティ アッ クシ ステ ムク リエ イト 





マル チ メ デ ィ ア 環境 に 必須 の 、 ウ イン ドウ ズ ・ ア クセ ラ レ 軒 高 機能 を 生か す 、 各 種 サ ポー ト ソ フト 。 
ー タ ボー ド 。 ノー マル モー ド の PC-9800 シ リー ズ を Windows ・Windows3.1 用 デイ スプ レイ ドラ イ バ 
適合 マシ ン に グレ ー ド アッ プ で きま す . ・ 解 像 度 プ 表示 色 数 切換 ユー ティ リティ 
Windows で 、Photo CD や Video for Windows な ど を 利用 する ・ デ ィ ス プレ イ 位 置 表 示 テ スト プロ グラ ム 
場合 、 ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド が 絶対 条件 。 VA-100 “…CD-ROM ド ライ バイ ンス トー ラ 
は 、 マ ル チ ス キャ ン デ ィ ス プレ イ と の 組み 合わ せ で 、 いま で PC-9800 お よび EPSON PC 用 
ご 使用 中 の Windows ア プリ ケー ショ ン を 高 解像度 ・ 高 速 ・ 

多 色 で 使用 で きる よう に する 、 ウ イン ドウ ズ ・ ア クセ ラ ザ 田 価 格 :\*24.800 
ー タ で す 。 


較 マ ル チ レ ゾ リ ュー ショ ン 機 能 。 

Windows 使 用 時 、 マ ル チ ナス キャ ン デ ィ ス プレ イ と の 組み 谷 
わせ で 、1280※X1024、1024X768、800X600、640X480、640※ 
400 の 5 種類 か ら 、 解 像 度 が 選択 で きま す 。 解像度 の 切換 は 、 
Windows 上 か ら 実 行 で きま す 。 

較 フ ルカ ラー1677 万 色 。 

解像度 640 メ 480 ま た は 640X400 で 1677 万 色 を 表示 で きま す , 
一 CD-ROM イ ンタ フェ イス 内 蔵 。 


川邊 回 皿 箇 息 





ティ アッ ク の CD-ROM ユ ニッ ト CD-100H 再 用 の 4 ンタ ンジ ェ 問い 合わ せ 先 : 

( 入 を W 剛 し て いき す 。 0 ティ アッ クシ ステ ムク リエ イト 

一 誰 で も 簡単 に て ンス トー ) ル で る る ミイ ンス トド ャ タリ ラメ させ 〒1%A・ 東 京都 小金 基 市 本 WS- 八 金 共 虹 ビル 
を 標準 付属 し て いま す 。 TEL.0423-S0-7262 


資料 請求 No.110 


マル チ メ デ ィ ア スピーカ ンス テム 





パソ コン は どん どん パ 也 年 表 メ プレ や : ま - す ます 遂 
も し ろく な っ て いま す 。 デ ィ ス プレ イ も 高 解 像 度 タ イプ が 
E 流 に な っ た いま 、 ク リア な サウ ンド へ の 期待 が 高まっ て 
いま す 。 

パナ ソニ ッ ク の マル チ メ デ ィ ア スピ ビー カシ ステ ム は 、、, 豊 碁 
で 厚み の ある 低音 を 再生 する 、 独 自 の スー パー ベー スエ フ 
Pe 
な め ら か で クリ ア な 音質 を 実現 し た ディ スク リー ト ・ エ 
ジス ピー カ な ど 、 最 新 の テク ノロ ジー を 搭載 。 全 機種 アン 
ブ 内 蔵 で 、 デ ィ ス プレ イ へ の 影響 が 少な い 防 磁 設計 も 施さ 
れ て いま す 。 パ ナ ソ ニッ 義 織 暫 sms し た 音質 の 5 タイ プ を 
用 意 し まし た 

田 2WAY 独 立 ア ンプ 方 式 の EAB12130(\28.000) 

ノ ソフ ト の 種類 を 問わ ず 、 ハ イク オリ ティ な サウ ンド を 実現 し 
二 し た 。 

一 3WAY 方 式 を 採用 し た EABMPC70(\18.000) 

高音 用 スピ ー カ に 高 性 能 婦 月 ス ドー ムツ イー タ ォ を を 採用 

クリ ア な 高音 再生 を 実現 し て い ます っ 

に WT キザ が LC 000) 

サイ ズ 以 上 の 豊か な 低音 と クリ ア な 高音 が 魅力 で す 。 

較 直 スリ ム 設 計 の EAB401 (\12.800) 


34mm と いう 幅 の 超 薄 型 設計 で 、 重 きも 320g。 コ ン パ クト な 
スピ ー カ な が ら 、 人 迫力 は 十 か で す 。 


軽 量 - コン パク ト 設 計 の EABMPC30(\7,800) 

コン パク ト な 設計 に 、 機 能 を 絞り 込ん だ す テ MM 
すい スピ ー カ で す 。 すぐ れ た 音質 を 確保 し な が ら 、 リ ー ズ 
ナブ ル な 価格 も 実現 し て いま す 。 


較 価 格 :\7.800 一 





問い 合わ せ 先 : 

松下 電器 産業 (株 ) 

〒130・ 東 京都 千代 田 区 外 神田 4-6-1 塩田 トゥ ー ル 秋葉 原 3F 
TEL.03-3259-8721 


資料 請求 No.11 


REXPC カ ー ド REX-50 シ リー ズ 


NVA グ C ツ 22 く 0 の 





REX-50 シ リー ズ は 、PCMCIA2.01 プ IDA4.1 以 降 の TYPE-II 
規格 に 準拠 し た 、PC-9800 シ リー ズ お よび DOS/V パ ソコ ロン 対 
応 の イン タフ ェ イ スカ ー ド シリ ー ズ で す 。 

DOS/ Windows 上 で の 動作 を 保証 し 、GP-IB は ハン ドラ を 、 
その 他 の カー ド は サン プル プロ グラ ム の ソー スコ ー ド 、 オ 
プ ジ ェ クト コー ド を 提供 し ま - 児 

また 、A/D カ ー ド 用 と し て 、 デ ィ ジ タル 信号 処理 プロ グラ 
ムン WaveLab(Windows3.1 対 応 ) を オプ ショ ン で 用 意 し で い ゆい 
ます 。 

圏 REX-5568・DATA/FAX モ デム カー ド 

28.800bps ま で の 人 三重 通信 サポ ー ト 。 

デー タ 通 信 速 度 :28.800bps 

FAX 通信 速度 :14.400bps 

賠 REX-5052・GP-IB カ ー ド 

GP-IB ラ イブ ラリ は 、Visual-C/Visual-BASIC 対 応 。 

ビ ギ ー バ ッ ク コ ロ ネ ク タ 付 き ケ ー プ ル 付 属 。 

較 REX-5054・A/D カ ー ド 

分 解 能 :12bit 8ch の 電圧 入力 AID コ ン バ ー タ 

人 人力 レベ ル :0ー2.SV 

REX-5055・DIO カ ー ド 

入出 力 :16bit(8bit 単 位 で の 入出 力 の 切換 可能 ) 


入出 力 レ ベル :TTL 

セン トロ ニク スタ イプ ・ コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル 付属 
一 REX-5056・RS-232C カ ー ド 

尿 夫 COM ボ ポー ト に 割り 付け られ る RS-232C カ ー ド 
人 出力 :RS-232C 非 同期 

D-SUB25 ビ ン 付 き ケ ー ブ ル 付属 


脅 価格 : お 問い 合わ せ 下 さい 





問い 合わ せ 先 : 

ラトック シス テム (株 ) 

〒336 大 阪 市 浪速 区 敷 津 東 1-6-14 朝日 な た ん ば ビル 
TEL.06-633-2332 


資料 請求 No.111 






バー チャ ルイ ンス ツル メン ツ 構 貧 に 


必要 な すべ て の コン ポー ネン 


GPIBVXI 


GPIB は 、 試 験 ・ 計 測 シ ステ ム の 世 


界 的 規格 と な っ て いま す 。 弊 社 は 


PC-98、DOS/V 機 また Macintosh を 
は じ め す る すべ て の パソ コン と ワ 
ー ク ステ ーション に 対応 する イン 
タフ ェ ー ス を 用 意 し て いま す 。VXI 
は モジ ュー ル 、 カー を 生 だ し 

ステ 2 家 


弊社 の アプ リケーション ソフ ト 
ウェ ア は 、 実 験 室 用 か ら 工 場 用 
お よび ATE に まで 及 ん で いま す 。 
LabVIEW と LabWindows/CVI 
は 、 5 - タ 集録 解析 、 表 示 用 
の 総 ・ を 提供 し 、 弊 社 の 


PC38iBG 
グラ フィ カル 
プログラミング 


| pC-98 対 応 | 


CPIB PC-98 





owa 





[NEcGplB/TNT \78.000 
・ 弊社 独自 の ASIC TNT4882C を 使っ た 
IEEE 488.2 完 全 準拠 コン トロ ー ラ 機能 
s GPIB 計測 器 と の デー タ 読 み 書 き 、 
1M バ イト ノ 秒 以上 
ぃ ソフ トウ ェ ア 構 成 可 能 の ペー ス ア ドレ ス 、 


le 日 本 語 版 LabVIEW 3.11 (DS) ck \264,000 
(ベース パッ ケー ジ ) に に ーーー…… \132.000 
* 直観 的 な フロ ント パネ ル ユ ー ザ イン タフ ェ ー ス と 、 
ブロ ッ ク ダ イア グラ ム プ ログ ラム を 作成 
* 組み 込み コン パイ ラ に よる 実行 速度 の 向上 
* GPIB、VXI、 シ リア ル 、DAQ ボ ー ド 用 の 組み 込み 


ライ ブラ リ 
割り 込み 、 お よび DMA チ ャ ネル 人 有 Yo 
= * 9 ! と 占 じ 器 測 
・PC-98 シ リー ズ 対 応 DOS/Windows 用 の で の カ の 製造 する 450 以 上 の 計測 伏 の 


NL488.2 ソ フト ウェ ア を 含む ぃ ・ メニ ュー、 お よび ダイ アロ グ ボ ックス に 日 本 語 を 使用 
・ Vi を 日 本 語 で 表示 、 日 本 語 の LabVEW マ ニュ アル 付属 


人 cple pcMclA 





NEC-MIO-16E-4 …………………… \189,.000 FCMGT 表 OO \92.000 
央 | NEC-A ト 16E-4 ( 低 コ スト ).…… \169,.000 陣 | PCMCIAGPIB \201.000 
陣 叫 NEC-MIO-16XE-50.…………………… \159.000 * TNT4882C ASIC の 使用 に よる 完全 な 


販 間 NEC-A ト 16XE-50 |( 低 コス as \139.000 

* ジャ ン パ の な い 多 機能 DAQ ボ ー ド 

6 16CH の シン グル エン ド 形 また は 8CH の 差 
動 形 12(16) ビ ッ ト ア ナ ロ グ 入力 

。 250k(20k) サ ンプ ル / 秒 の サン プリ ング レー ト 

e 二 重 バ ッ フ ァ 、 マ ル チ プ ライ イン グ 12 ビ ッ ト 
DAC2 個 (NEC-MIO の み ) 

* 8BiT の デジ タル 入出 力 と カウ ンタ / タ イマ 2 個 

* PC-98 シ リー ズ 対 応 DOS/Windows 用 の 


IEEE 488.2 コ ント ロー ラ 機 能 と 最高 性 能 

s PCMCIA タ イプ II| フ ォ ー ム ファ クタ 

* 省 電力 設計 (65mA) 

s DOSV、 NEC DOS、 日 本 語 
Windows、PC-98 シ リー スズ 対応 Windows 
用 の NI-488.2 ソ フト ウェ ア を 含む 


PCMCIA-GPIB+ の み GPIB ア ナラ イザ を 含む 





NHLDAQ ソ フト ウェ ア を 含む 
最新 版 計測 シス テム 
2 
グ を ご 
(03) 5472-2970 ま で 人 NATIONAL 
ご 連絡 下さ い - INSTRUIMENTS 
777e 52/7 の が 4276 が な 7e 7775 グ 77 の 77/ 





6 Copyright 1995 National Instruments Corporation. All rights reserved. 
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記載 され て いる 商品 名 は 、 そ の 商品 を 製造 


に 


デー タ 集 録 (DAQ) 製品 
デー タ 集 録 ボ ホー ド は 、 従 来 の 計 

測 器 の 機能 を 低 コ スト で 提供 し 

ます 。 デー タ 集 録 ボ ー ド は 、 ニョ 

枚 で 、AD 変 換 、D/A 変 換 、 デ ジ 

| タル 入出 力 、 カ ウン タプ タイ マ 
の 機能 な ど を 備え て いま す 。 すべ 
て の デー タ 集 録 製品 に は 、 デ ー 
| 多 集 録 ド トド トウェア 


。 信号 調節 アク セ サ リ は デー タ 集 。 
録 ボ ー ド の 「 フ ロン ト エ ンド 」 
で 、 コ ンピュータ を 環境 か ら 切 
り 離 し 、 実 世界 の 信号 を 調整 し て 
入出 力 規 格 に 合わ せま す 。 増幅 、 
人 









C 言 語 ヒ ジュ アル 


プロ グラ ミン グ 《cpi DOS/V 互 換 機 





[上 abWindows/CVI 3.1 (FDS) …\264.000 
(ペー スパ ッ ケ ー ジ ) ーーーーー \132.000 
。 ANSI C 言 語 に よる 計測 器 ア プリ ケー ショ ン 作成 
用 総合 開発 環境 で 、 日 本 語 で GUI 作 成 可 能 
* 32 ビ ッ ト C コ ン パ イラ 、 リ ンカ 、 デ バッ ガ 、 コ ー ド 生 
成 ツ ソー ル を 組み 込ん だ 総合 プロ グラ ミン グ ツ ー ル 
* GPIB、VXI、 シ リア ル 、DAQ ボ ポー ド 用 の 組み 込み 


[ 央 AT-GPIB/TNT (Plug and Play) .…\98,000 
・TNT4882C ASIC を 使用 し た 、 完 全 な 
IEEE 488.2 コ ント ロー ラ 機 能 と 最高 性 能 
・ 最高 の GPIB 転送 レー ト 
ー IEEE 488.1 ハ ンド シェ ー ク 使用 の 場 
合 は 1.5M バ イト / 秒 
ー HS488(EISA) 使 用 時 は 3.4M バ イト 秒 





フイ フラ リ 時 s DOS/V、 日 本 語 版 Windows 用 の N|-488.2 
* 45 社 以上 の メー カ の 製造 する 450 以 上 の 計測 問 の ソフ トウ ェ ア 、 日 本 語 マ ニュ アル を 含む 
ドラ イ バ 


・ 特製 GUI 表 示 用 直観 的 グラ フィ カル エディ タ 





=J 
DAQ PCMCIA に 
ン リ ー ス 
2 
=5 種 > 
デア が 
詳 呈 DAQCard-1200eeeeeeee \112.000 陣 AT-MIO-16E-2…………………… \256,000 
DAQCard-700 ee \96.000 有 陣 | AT-MIO64E-3…………………… \288,000 
敵 』 DAQCard-500………eeeemememe \64.000』 陣 | AT-MIO-16XE-50 .………… \160,000 
DAQCard-DIO-24.……………… \32.000』 陣 |) AT-MIO-16E-10.………………………… \160,000 
剛 DAQCard-A0-2DC…ee…… w52.000』 | AT-MIO-16DE-10………………… \192.000 
陣 | DAQCard-ER-8 キ ッ ト .…… \120.000 | * スイ ッ チ と ジャ ン パ の な い 多 機能 DAQ ポ ー ド 
s タイ プ IIPCMCA カ ー ド *・ 1664SE (832DIF) CH の 12(16) ビ ッ ト ア ナ 
・ 計測 市 場 と FA 市 場 向 け の アナ ログ 、 デ ジタル 、 ログ 入力 


* 500k(20k、100k)S/ 秒 の サン プリ ング レー ト 
。 二 重 バ ッ フ ァ 、 マ ル チ プ ライ イン グ 12 ビ ッ ト DAC2 個 
* 8 (32)BIT の デジ タル 人 出力 と カウ ンタ / タ イマ 2 個 
* DOS/V、 日 本 語 版 Windows 用 の NLDAQ 

ソフ トウ ェ ア を 含む 


タイ ミン グ MUO 機 能 

PC-98 シ リー スズ 対応 DOS/Windows、 DOSW、 
日 本 語 版 Windows 対 応 の NLDAQ ド ライ バ ソ フト 
ウェ ア 付 属 

s LaDVIEW、 LabWndowsCVI に よっ て プロ グラ ム 可 能 


日 本 ナシ ョ ナル イン スツル メン ツ 株 式 会 社 
〒105 東 京都 港 区 芝 公 園 2-4-1 秀和 芝 パ ー ク ビル B 館 -5F 
Tel: (03) 5472-2970・Fax: (03) 5472-2977 
大 阪 営業 所 : 
〒532 大 阪 市 淀川 区 西 中島 3-10-13 新 大 阪 物産 ビル 602 
Tel: (06) 390-2195・Fax:(06) 390-2196 


し て いる 会 社 の 登録 商標 で す 。 


記載 され て いる 会 社名 は 、 そ の 会 社 の 登録 名 称 で す 。 


容 料 請求 No 3 









Win32 が 世界 を 変え る 


32bt の パワ ー が いま まで の 限界 を 超え る 。ARAGO for Windows が 
Xbase の 世界 を Windows NT、Windows 95 へ 移行 し ます 。 


ARAGO for Windows で Xbase と Windows の 融 
含 。 マル チ メ デ ィ ア 、 イ ン フ ォ メ ーション ハイ 
ワ ェ ー、 明 日 へ の アプ リケーション 開発 。 

使い や すさ と 将 来 を 追求 し つづ ける 、ARAGO と サ 
ザン の 技術 力 の 回 答 で す 。 

ARAGO for Windows は Windows の し ゃ れ た デザ 
イン ツー ル で は あり ませ ん 。 も う 一 つの アプ ロー 
チ 、 オ フィ ス の 明日 の 世界 へ の アプ リケーション 
開発 ツー ル で す 。 ] 


ARAGO for Windows で 作ら れ た アプ リケーション 
は 、ARAGO 以 上 に Windows ら し い ア プリ ケー ショ ン に 
な り ま す 。 メ ニュ ー バ ー も ツー ル バ ー も 自由 に デザ イ 
ン 、Windows の ユー ザー イン ター フェ イス コン ポー ネン 
ツ は 、 ほ と ん ど サ ポー ト し て いま す 。 も ちろ ん 内 部 
32bit。 Win32s で Windows 3.1、 そ の まま Windows NT、 
Windows 95 対 応 (Windows 95 ユ ー ザ ーー インター フェイ 
ス は 95 年 春 サ ポー ト ) 。 オ フィ ス の 要求 する 大 規模 アプ 
リケーション に 柔軟 に 対応 。dBXL/QuickSilver シ リー ズ 
は 、 そ の 使い や すさ と 信頼 性 で 多く の 企業 ユー ザー に 使 
われ て いま す 。 


ARAGO QuickSilver for Windows で プロ グラ ム を コン パイ 
ル 、 で き あ が っ た .EXE フ ァイル は 配布 自由 。 NT 対応 の ビジ ネ 
ス ア プリ ケー ショ ン が 使い や すい Xbase で 短 時 間 で 簡単 に 作れ 
ます 。 

XDase は 現在 ANSI X3J19 で 言語 標準 化 を 行なっ て いま す 。 
プロ グラ ム や デー タベース ファ イル (.DBF) は 高い 互換 性 を 
持っ て いま す 。 も ちろ ん ネッ トワ ー ク 対応 で す 。 


Windows NT、Windows 95 対 応 
ARAGO for Windows は 、 Windows NT 、 95 を ター ゲッ ト 
に 内 部 32bit で 開発 。 Windows NT 、95 の 高度 に 拡張 され た 
_ API を 利用 し た アプ リケーション が 作成 で きま す 。 Windows 


※ 当 社 で は XDase 標 準 化 を 推進 し て いま す 。 








_ Jaoo 1 3 jr wwdgw 


回 困 回 
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NT、95 で は 、 さ ら に 高速 な 運用 が 可能 で す 。 も ちろ ん 
Win32s を 利用 し て Windows 3.1 で も 使用 で きま す 。 


画面 デザ イン の 世界 を 変え た 
「 パ ネル ペイ ンタ | 
ARAGO for DOS で 画面 デザ イン の 世界 を 変え た パネ ル ペ イ 
ンタ も GUI サ ポー ト 。 よ り 使 いや すく Windows の アプ リ ケ ー 
ショ ン 画 面 を 自由 に 簡単 に 設計 で きま す 。 
ネッ トワ ー ク 対応 
ARAGO for Windows は 標準 で ネッ トワ ー ク 対応 。 ス タン ド 
アロ ン で 使っ て いる 機能 や デー タ 資 産 を 有効 に 活用 で きま す 。 


価格 (11 月 3o 日 発売 開始 ) 


ARAGO dBXL for Windows \69,800 


ARAGO Professional for Windows \168,000 


UEZMHI 





(株 ) サ ザン パシ フィ ッ ク 
〒220 横浜 市 西区 南幸 2-16-20 三 和 横浜 ビル . 
TEL 045-314-9514 FAX 045-317-1351 


※NIFTY に フォ ー ラ ム を 開設 。 GO FSPL で 覗い て 見 て くだ さい 。※ 価 格 、 仕 様 等 は 予告 な く 変更 に な る こと が あり ます 。 


Microsoft、Win32 は 米国 Microsoft Corporation の 登録 商標 、Windows、 Win32s は 米国 Microsoft Corporation の 商標 で す 。 その 他 記 載 さ れ て いる 会 社名 、 商 品名 は 、 各社 の 商標 お よび 登録 商標 で す 。 
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6 者 藤 / 守 ( 攻 唆 日 【 回 【 目 毎 ) 日 【 目 6 吉光 本 
jp 回 終 虹 相 笛 
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